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「
よ
り
速
く
、よ
り
多
く
」。効
率
を
優
先
し
た
経
済
発
展
の
結
果
、私
た
ち
の
住
む
ま
ち
は
、人
に
や
さ
し
く
な
い
姿
に
な
っ

て
き
た
よ
う
で
あ
る
。過
去
へ
の
反
省
か
ら
、成
長
を
過
度
に
志
向
し
な
い
社
会
へ
の
転
換
も
提
唱
さ
れ
る
今
日
、「
ス
ロ
ー
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
も
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
、ス
ロ
ー
フ
ー
ド
、ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
…
…
。「
ス
ロ
ー
」は
、

ま
ち
づ
く
り
に
も
影
響
を
与
え
始
め
て
い
る
ら
し
い
。ま
ち
の
姿
を
ス
ロ
ー
に
す
る
と
は
いっ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
？

ど
う
し
た
ら
日
本
ら
し
く
ス
ロ
ー
を
ま
ち
に
と
り
入
れ
ら
れ
る
の
か
？

　
こ
の
特
集
で
ぜ
ひ
考
え
て
み
た
い
。
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その要素が隠れていないだろうか。
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Interact

交わる
keyword 1
さまざまな人が集まる場所が

あちこちにあり、そこでは旧交、出会い、
会話や笑顔があふれている。

子どもと高齢者など、
世代や生活環境の壁をこえた
交流が日常的に見られる。
そんな多様なつながりが
次 に々広がっていくまち。

Relax

緩む
keyword 2

街並みや人の動きが落ち着いていて
時間がゆっくりと進んでおり、

何かに急かされたり、
危険を感じたりすることがなく安心できる。
精神的、肉体的なストレスから解放され、

自分を癒すことのできる場所や
雰囲気のあるまち。

Raise

育てる
keyword 3

人（子ども）、動植物、生態系など、
地域のさまざまな命を大切に思い、
それらが健やかに成長できるような
施設や制度が豊かに存在する。

子育て支援、環境保全、
NPO活動などが充実し、

未来への希望が持てるまち。

Tell

伝える
keyword 4

その地域に根ざした文化や伝統、
慣習を大切にし、

大人から子どもへと引き継いでいこうと
市民が積極的に課題に関わっている。
結果として、暮らしの持続可能性を

展望、期待することのできる
継続性のあるまち。

Receive

受け入れる
keyword 5

異質なものや異なる考え方を排除せず、
他者から大いに学ぼうという

オープンな姿勢が
まちづくり施策の基本になっている。
人の多様な可能性を追求する、

自由で創造的な取り組みを受容する
度量の広さを持っているまち。

Rest

憩う
keyword 6

緑、水などの自然が
大切に維持管理され、

人と自然の共生が実現できるよう、
まちづくりに配慮がなされている。
誰にとっても自分の居場所があり、

安らぎを感じつつ、ゆっくりと
くつろぐことができる憩いのまち。

Concern

心づかう
keyword 7

他人に親切にし、
訪れた人をもてなす気持ちにあふれ、
それが楽しく遊び心に満ちている。

施設、人あたりなど、すべてのまち要素に
その姿勢が反映され、
訪問者がずっといたい、
また来たいと感じるような

温かさのあるまち。

Walk

歩く
keyword 8
ゆっくりと歩き回ることのできる

路地や歩道が多くある。
歩くとその地域の街並み、歴史、人、自然など、

さまざまな顔が発見できる。
それが楽しくて、
また歩こうと思え、

自然と愛着がわいてくるようなまち。

Independent

自立する
keyword 9

エネルギーや経済を
他地域に過度に依存せず、
自分たちで賄おうという
気概にあふれている。

地産地消、
コミュニティビジネスなどを中心に、

地域資源を活かした
循環型経済を大切にするまち。

Care

寄り添う
keyword 10

子どもや弱者、困っている人を見守り、
援助しようと手を差し伸べる
市民の意識が根付いている。
加えて、無理のない自立を促し、

社会の一員として包摂していけるよう、
制度、施設、ルールが整備され、

実践されているまち。

人がまちで
よりスローな暮らしを
営むための
キーワードとしての
10の行動

　効率重視、スピード重視の生活は、
ふと気づくと息苦しさを覚えるものだ。
　まちの姿もまた然り。ゆったり、ゆっ
くりと過ごせるまちに憧れは持つが、
まちの機能は維持していかなければ
ならない。多少は便利な要素も欲し
い……。こうした矛盾する希望を持
つ現代人は、なかなか欲張りである。
　世界には、「スロー」をはっきりと意
識してライフスタイルやまちづくりにと
り入れようとする動きがある。1986年、
スローフードという言葉がイタリアで
生まれ、その思想が拡張されてスロ
ーライフ運動となり、やがてまちづくり
へも応用されてスローシティ運動が
誕生した。
　日本でも、それぞれのまちには、そ
れぞれのまちに合ったスローのとり入
れかたがあるはずだ。さらに、スロー
さと機能性を両立させたいという、現
代人の矛盾した願いをかなえるには、
どうしたらよいのだろうか。
　今回、こうした背景をもとに、「まち
にスローをとり入れる」という趣旨で
特集を組んだ。特集内では、さまざま
な実例取材や識者の論考から、まち
がそれぞれの持つ特徴に合わせた
独自のスローさを獲得するためには
何が必要なのか、どんな形でまちにと
り入れるのか、検証を行いたい。また、
それらを通じて、私たちが、今までと
は異なる「生活の豊かさ」に気づくき
っかけや実践につながることを期待
しているのである。
　ここでは、特集の冒頭にあたり、こ
うした検証からＣＥＬが見出した、まち
にスローをとり入れるための10の要
素をとりあげてみた。人がまちで、より
スローな暮らしを営むためのキーワー
ドであり、10の「行動」である。これら
のいくつかを、まるでブロックのように
組み合わせていくことで、日本的なス
ローのとり入れかたを獲得するため
の、何らかの道すじが見えてこないだ
ろうか。
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ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
運
動
発
祥
の
地
、

イ
タ
リ
ア・
ト
ス
カ
ー
ナ
州
。

徹
底
し
た
景
観
法
が

ス
ロ
ー
な
環
境
を
支
え
る
。（
Ⓐ
）

20
世
紀
末
の
イ
タ
リ
ア
。

世
界
各
国
と
同
様
に
、

大
都
市
で
は
経
済
発
展
に
と
も
な
う
大
規
模
開
発
と
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
って
も
た
ら
さ
れ
た

町
の
均
質
化
が
進
ん
で
い
た
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
、小
さ
な
町
が

時
間
を
か
け
て
築
い
た
魅
力
を
守
り
、

「
ス
ロ
ー
」な
哲
学
を
町
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
の
組
織

「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
」が
生
ま
れ
た
。

　さ
か
ん
に
映
画
の
ロ
ケ
地
に
な
る
、
現
在
の
美
し
い
ト
ス
カ
ー
ナ
地

方
に
足
を
運
ぶ
と
、
そ
れ
が
太
古
か
ら
変
わ
ら
ぬ
風
景
だ
っ
た
か
の
よ

う
に
錯
覚
し
そ
う
だ
。
確
か
に
な
だ
ら
か
な
丘
を
覆
う
葡
萄
や
糸
杉
は

古
代
か
ら
植
林
さ
れ
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
１
９
７
０
年
代
ま
で
、
こ

の
地
方
に
農
村
観
光
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
農
村
が
美
し

い
と
い
う
概
念
は
、
こ
の
地
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、
風
景
を
磨
く

地
元
の
努
力
と
と
も
に
育
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
の
幼
少
期
の
60
年
代
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
以
外
の

ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
は
、
忘
れ
ら
れ
た
田
舎
だ
っ
た
。
こ
と
に
キ
ア
ン
テ

ィ
地
方
は
、
海
も
な
い
、
美
術
品
も
な
い
、
高
速
道
路
も
な
い
、
な
い

も
の
尽
く
し
の
キ
ア
ン
テ
ィ
砂
漠
と
形
容
さ
れ
た
。
過
疎
化
が
止
ま
ら
ず
、

農
家
の
次
男
坊
だ
っ
た
彼
の
家
で
も
２
人
の
兄
は
都
市
へ
働
き
に
出
て

戻
ら
な
か
っ
た
。

　そ
の
意
識
変
革
に
最
初
に
寄
与
し
た
の
が
、
英
国
や
ド
イ
ツ
な
ど
か

ら
来
た
外
国
人
や
、
ミ
ラ
ノ
や
ロ
ー
マ
な
ど
都
市
か
ら
の
移
住
者
た
ち

だ
っ
た
と
、
彼
は
い
う
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
都
市
を
逃
れ
る
人
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
投
資
す
る
人
が
農
村
へ
移
民
す
る
流
れ
が
生
ま
れ

た
。
こ
れ
を
転
機
と
し
、
地
元
を
離
れ
た
若
者
た
ち
の
意
識
も
次
第
に

変
化
し
て
い
く
。

　同
時
に
進
ん
だ
の
が
、
量
産
品
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
だ
っ
た
キ
ア
ン

テ
ィ
ワ
イ
ン
の
量
か
ら
質
へ
の
転
換
だ
。
か
つ
て
グ
レ
ー
ヴ
ェ
に
は
、

港
ま
で
鉄
道
が
走
る
巨
大
な
醸
造
蔵
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
廃
墟
と
な

っ
て
久
し
か
っ
た
。
現
在
、
そ
れ
は
地
元
の
肉
屋
「
フ
ァ
ロ
ル
ニ
」
が

買
い
取
り
、
キ
ア
ン
テ
ィ
ワ
イ
ン
が
常
に
１
０
０
種
も
試
飲
で
き
る
画

期
的
な
エ
ノ
テ
カ
（
ワ
イ
ン
主
体
の
飲
食
店
）
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　地
方
の
再
生
に
具
体
的
に
貢
献
し
た
の
は
、
国
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ス

カ
ー
ナ
州
の
景
観
法
の
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
。
奇
跡
の
経
済
ル
ネ
サ
ン
ス

と
言
わ
れ
、
イ
タ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ド
が
世
界
に
進
出
し
た
80
年
代
、
イ
タ

リ
ア
で
も
乱
開
発
が
進
ん
だ
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
が
、
当
時
、

文
化
財
・
環
境
財
省
の
政
務
次
官
だ
っ
た
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ガ
ラ
ッ
ソ
に

よ
る
「
ガ
ラ
ッ
ソ
法
」
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
海
岸
線
か
ら

３
０
０
メ
ー
ト
ル
、
河
川
か
ら
１
５
０
メ
ー
ト
ル
、
森
林
や
高
山
地
帯

と
い
っ
た
一
切
に
、
開
発
が
許
さ
れ
な
い
保
護
地
区
が
指
定
さ
れ
た
。

　こ
う
し
た
背
景
が
整
っ
て
、
初
め
て
農
村
観
光
と
い
う
も
の
が
芽
生

え
る
。

　そ
し
て
90
年
代
前
半
、
人
口
の
回

復
期
に
町
長
に
な
っ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ

ー
ニ
氏
が
目
指
し
た
の
は
、
町
を
肥

大
化
さ
せ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

「
か
つ
て
発
展
と
い
え
ば
、
道
路
や

大
型
店
舗
を
増
や
し
、
宅
地
化
を
進

め
、
住
民
を
増
や
す
こ
と
ば
か
り
考

え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と

が
住
民
を
幸
せ
に
し
た
だ
ろ
う

か
？
」

　そ
こ
で
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
市
場
や
多
種
多
様
な

個
人
店
、
地
元
ス
ー
パ
ー
の
地
産
地
消
度
の
向
上
。
大
型
ホ
テ
ル
よ
り
、

農
家
民
宿
や
プ
チ
ホ
テ
ル
や
Ｂ
＆
Ｂ
。
大
型
シ
ネ
コ
ン
よ
り
、
名
画
座

や
映
画
祭
や
地
域
の
祭
り…

…

そ
う
し
た
も
の
を
町
づ
く
り
の
主
軸
に

据
え
た
の
だ
と
い
う
。

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
指
針
に
は
、「
環
境
対
策
」「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
福
祉
」「
地
場
産
業
の
保
護
」
の
５
つ
の
項
目
に
分

か
れ
た
59
の
条
件
が
連
な
る
。
美
観
を
損
ね
る
看
板
の
除
去
、
障
害
の

な
い
歩
道
の
整
備
、
歴
史
地
区
の
修
復
と
美
観
の
整
備
、
エ
コ
建
築
の

推
進
、
市
場
や
有
機
農
法
や
食
教
育
の
推
進
、
伝
統
食
の
見
直
し
、
ス

ロ
ー
な
旅
の
ガ
イ
ド
な
ど
と
具
体
的
で
、
中
に
は
、
ベ
ン
チ
は
充
実
し

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
に
触
発
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
さ
ら
に
小
さ
な
山

村
や
漁
村
、
離
島
の
連
合
が
生
ま
れ
た
。
日
本
同
様
、
イ
タ
リ
ア
も
８

割
が
山
間
地
で
、
離
島
も
多
い
。
同
じ
く
過
疎
化
や
高
齢
化
に
加
え
、

第
一
次
産
業
の
低
迷
を
抱
え
る
。
そ
こ
で
２
０
０
１
年
、
35
の
村
々
が

集
ま
り
、Ｂ
Ｂ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る
「
イ
タ
リ
ア
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

“
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が
誕

生
し
た
。
初
代
か
ら
の
会
長
は
、
ウ

ン
ブ
リ
ア
州
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
・

デ
ル
・
ラ
ー
ゴ
の
元
町
長
フ
ィ
オ
レ

ッ
ロ
・
プ
リ
ー
ミ
氏
だ
。

　こ
れ
は
、
20
年
前
か
ら
存
在
す
る

「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
倣
っ
た
も
の
で
、
06
年
か
ら
は
、
全
村
を
紹
介
す
る
カ
ラ
ー
の
ガ
イ

ド
本
も
発
行
。
今
は
２
０
０
を
超
え
る
村
が
加
盟
す
る
。
日
本
で
も
２

０
０
５
年
、
北
海
道
の
美
瑛
町
、
四
国
・
徳
島
県
の

か
み
か
つ

上
勝
町
、
長
野
県

の
大
鹿
村
な
ど
49
（
２
０
１
２
年
現
在
）
の
町
村
が
加
盟
し
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
が
生
ま
れ
た
。

　ま
た
昨
年
、
日
本
初
の
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
、
被
災
地
で
も
あ
る

漁
港
・
気
仙
沼
が
手
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
に
触

発
さ
れ
て
生
ま
れ
た
「
ス
ロ
ー
タ
ウ
ン
」
連
合
に
は
、
滋
賀
県
の
高
島
市
、

岩
手
県
の
岩
泉
町
な
ど
魅
力
的
な
町
が
名
を
連
ね
、
01
年
か
ら
淡
々
と

活
動
を
続
け
る
日
本
独
自
の
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
に
も
静

ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
は
、
１
９
９
９
年
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動

を
生
ん
だ
イ
タ
リ
ア
に
、
こ
れ
を
母
体
と
し
て
生
ま
れ
た
。

現
在
、
イ
タ
リ
ア
国
内
に
約
73
市
町
村
、
ア
メ
リ
カ
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
韓
国
な
ど
世
界
の
１
７
７
市
町
村
が
加
盟
し
て
い
る
。

　ス
ロ
ー
な
町
づ
く
り
と
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　母
体
と
な
っ
た
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
」
は
、
北
イ
タ
リ
ア
の
ブ
ラ

に
国
際
本
部
を
持
ち
、
国
内
約
２
万
人
、
世
界
に
８
万
人
弱
の
会
員
を

擁
す
る
食
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
。
そ
の
当
初
か
ら
の
会
員
で
、
当
時
、

ト
ス
カ
ー
ナ
州
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
と
い
う
小
さ
な
田

舎
町
の
町
長
だ
っ
た
パ
オ
ロ
・
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
１
９
９
７
年
、

ウ
ン
ブ
リ
ア
州
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
で
開
か
れ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
国
際
大

会
に
参
加
し
た
。
古
代
の
洞
窟
、
バ
ロ
ッ
ク
期
の
井
戸
、
カ
フ
ェ
や
広
場
、

町
の
各
所
に
仕
か
け
ら
れ
た
試
食
会
や
食
と
音
楽
の
競
演
。
憲
兵
隊
の

兵
舎
に
世
界
か
ら
の
７
０
０
人
の
会
員
た
ち
が
肩
を
寄
せ
合
い
、
地
元

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
プ
ロ
顔
負
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
こ
な
し
た
ガ
ラ

デ
ィ
ナ
ー
。
そ
の
見
事
な
演
出
に
魅
せ
ら
れ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、

帰
路
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
頭
で
考
え
た
。「
こ
の
ス
ロ
ー
の
哲
学
を
、
町

づ
く
り
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
」

　大
都
市
で
は
、
人
口
集
中
と
と
も
に
生
活
環
境
が
劣
悪
化
し
、
大
型

店
舗
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
進
出
に
よ
り
、
食
生
活
だ
け
で
な
く
、
町

の
様
相
そ
の
も
の
が
均
質
化
し
て
い
く
。
し
か
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

小
さ
な
町
ま
で
、
こ
れ
に
追
従
す
る
の
は
馬
鹿
げ
て
は
い
な
い
か
。

「
な
ら
ば
、
も
は
や
大
都
市
で
は
望
め
な
い
質
の
高
い
暮
ら
し
、
ゆ
っ

た
り
し
た
時
間
と
人
間
ら
し
い
大
き
さ
を
保
持
す
る
小
さ
な
町
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
創
れ
な
い
も
の
か
」

　こ
う
し
て
翌
日
、
カ
ン
パ
ー
ニ
ャ
州
の
ポ
ジ
タ
ー
ノ
、
ウ
ン
ブ
リ
ア

州
の
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
、
ピ
エ
モ
ン
テ
州
の
ブ
ラ
の
町
長
ら
に
電
話
を
し
、

99
年
、
こ
の
４
町
か
ら
「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
」（Citta Slow

）
が
正

式
に
産
声
を
あ
げ
た
。
人
口
５
万
人
以
下
の
「
暮
ら
し
の
質
が
高
い
」

小
さ
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。

ス
て
い
る
か
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
項
目
も
あ
る
。

　だ
が
、
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
暮
ら
し
や
す
い
町
の
必
須
条
件
は
、

交
流
の
場
〞
だ
と
力
説
し
た
。
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
が
問
題
に
す
る
の
は
、

決
し
て
町
の
構
造
や
建
築
だ
け
で
は
な
い
。
町
の
原
動
力
は
、
む
し
ろ

目
に
見
え
な
い
も
の
で
、そ
れ
は「
人
と
人
の
交
流
、会
話
、農
家
の
知
恵
、

職
人
の
技
、
食
文
化
、
信
仰…

…

」
と
い
っ
た
も
の
だ
と
彼
は
言
う
。

　商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
化
、
個
人
店
の
疲
弊
は
、
日
本
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。
郊
外
型
の
大
型
量
販
店
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
進

出
は
、
世
界
的
な
傾
向
で
あ
る
。
だ
が
日
本
で
は
、
１
９
９
２
年
、
中

小
小
売
店
の
最
後
の
砦
だ
っ
た
大
型
店
舗
法
を
改
正
施
行
し
、
そ
の
流

れ
を
加
速
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　一
方
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
の
先
進
地
に

な
ら倣
い
、
イ
タ
リ

ア
で
初
め
て
、
景
観
法
の
一
環
で
あ
る
都
市
計
画
法
を
活
用
し
、
大
型

量
販
店
の
進
出
を
食
い
止
め
た
の
が
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
の
現
会
長

で
あ
る
、マ
ル
コ
ー
ニ
町
長
の
カ
ス
テ
ル
ノ
ー
ヴ
ォ
・
ネ
・
モ
ン
テ
ィ
氏
だ
。

　イ
タ
リ
ア
半
島
を
縦
に
走
る
ア
ペ
ニ
ン
山
脈
の
裾
野
に
あ
る
人
口
１

万
６
０
０
人
ほ
ど
の
山
間
部
だ
が
、
約
２
０
０
の
個
人
店
が
健
在
。
そ

も
そ
も
テ
ィ
レ
ニ
ア
海
へ
抜
け
る
街
道
の
要
所
で
、
中
世
か
ら
塩
や
ス

パ
イ
ス
の
市
が
立
っ
た
た
め
、
周
辺
の
村
か
ら
も
買
い
物
に
く
る
。
そ

こ
で
Ｅ
Ｕ
統
合
後
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
カ
ル
フ
ー
ル
な
ど
大
手
３
社
が
進

出
を
打
診
。
し
か
し
、
町
は
こ
れ
を
阻
止
す
る
べ
く
、
２
０
０
５
年
に

施
行
さ
れ
た
「
文
化
財
・
風
景
財
法
」
を
基
に
独
自
の
「
都
市
計
画
条
例
」

を
作
成
し
た
。

「
市
街
地
の
中
に
は
、『
１
５
０
０
㎡
以
上
の
大
き
な
商
業
施
設
』
し
か

建
て
ら
れ
な
い
。
一
方
、
町
の
郊
外
に
は
『
２
５
０
㎡
以
下
の
施
設
』

に
限
る
、
と
定
め
た
の
で
す
。
市
街
地
に
は
、
１
５
０
０
㎡
も
の
広
い

土
地
な
ど
ど
う
探
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
大
手
ス
ー
パ
ー
は
進

出
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
」

　農
村
景
観
の
保
護
の
た
め
、
奇
抜
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
し
た
。
町

の
一
角
に
１
９
６
０
年
代
に
建
て
ら
れ
た
巨
大
な
養
鶏
場
の
廃
墟
が
あ

っ
た
。
町
は
２
０
０
５
年
、
こ
れ
を
12
万
ユ
ー
ロ
（
約
１
５
０
０
万
円
）

で
競
り
落
と
し
、
解
体
。
解
体
作
業
そ
の
も
の
を
「
町
の
エ
コ
モ
ン
ス

タ
ー
を
ぶ
っ
つ
ぶ
せ
」
と
い
う
祭
り
に
仕
立
て
た
。
く
じ
引
き
で
当
選

し
た
親
子
が
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
爆
破
と
と
も
に

拍
手
が
沸
き
起
こ
る
。
そ
ん
な
過
激

な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
美
し
い
農
村

風
景
と
は
何
か
に
つ
い
て
市
民
に
問

題
提
起
し
た
の
だ
。

　２
０
０
５
年
、
日
本
で
は
全
国
に

先
駆
け
て
、
福
島
県
で
も
日
本
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
掲
げ
、「
商

業
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
に
よ
っ

て
郊
外
型
の
大
型
店
舗
の
進
出
を
防

ぎ
、
市
街
地
の
空
洞
化
を
食
い
止
め

よ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま
れ
た
。
こ

れ
は
他
県
に
も
飛
び
火
し
て
い
る
が
、
震
災
で
多
く
の
雇
用
が
失
わ
れ
、

人
口
流
出
が
顕
著
な
現
在
が
正
念
場
だ
。
長
年
、
福
島
で
教
鞭
を
と
り
、

審
議
会
会
長
を
務
め
る
福
島
大
学
名
誉
教
授
の
鈴
木
浩
氏
は
、「
地
方
の

活
性
化
と
い
え
ば
、
企
業
誘
致
と
い
う
古
い
概
念
か
ら
、
な
か
な
か
日

本
の
地
方
は
自
由
に
な
れ
な
い
。し
か
し
、復
興
後
、視
察
に
訪
れ
る
人
々

を
郊
外
の
大
型
店
舗
に
案
内
す
る
の
か
。
今
後
は
、
そ
れ
が
10
年
後
、

50
年
後
に
も
持
続
可
能
で
、
次
世
代
の
暮
ら
し
を
本
当
に
豊
か
に
す
る

の
か
、
そ
れ
を
基
準
に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

岡
県
の
掛
川
町
、
山
口
県
の
柳
井
町
な
ど
ス
ロ
ー
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
っ
て
い
る
。

　イ
タ
リ
ア
と
日
本
は
、
雪
国
の
山
岳
部
か
ら
熱
帯
の
島
々
ま
で
縦
に

長
い
変
化
に
富
む
地
形
や
、
多
様
な
食
文
化
な
ど
、
共
通
点
が
多
い
。

第
二
次
大
戦
敗
戦
後
の
復
興
、
工
業
化
に
よ
る
地
方
の
疲
弊
と
い
っ
た

歴
史
も
同
じ
な
ら
、
少
子
高
齢
化
や
山
村
の
過
疎
化
と
い
う
問
題
も
同

様
に
抱
え
る
。
た
だ
、
地
方
の
市
町
村
の
活
気
に
つ
い
て
は
、
一
極
集

中
の
傾
向
が
顕
著
な
日
本
は
、
や
や
出
遅
れ
た
感
が
あ
る
。

　ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
哲
学
に
は
、
現
代
に
お
け
る
生
産
者
の
保
護
と
地

方
の
活
性
化
が
そ
の
根
底
に
あ
る
。
そ
の
哲
学
を
さ
ら
に
具
体
的
に
実

現
す
る
も
の
が
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
思
想
だ
と
い
え
る
。

　地
方
の
畑
と
都
市
の
食
卓
を
つ
な
ぐ
こ
と
、
地
産
地
消
の
推
進
、
ベ

ン
チ
作
戦
に
よ
る
商
店
街
の
活
性
化
、

車
両
規
制
に
よ
る
歩
い
て
楽
し
め
る

町
づ
く
り
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
の
防
波

堤
を
自
然
石
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

木
の
散
歩
道
に
替
え
る
な
ど
の
新
し

い
公
共
事
業…

…

日
本
で
も
次
世
代

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
多
々
あ
る
。

た
と
え
ば
、
賑
わ
う
漁
港
は
さ
て
お
き
、
人
の
少
な
い
三
陸
の
美
し
い

沿
岸
部
に
ま
で
こ
と
ご
と
く
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防
潮
堤
を
そ
び

え
さ
せ
る
予
算
を
他
に
使
え
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
住
み
や
す
く
、
美
し
い

日
本
に
近
づ
け
る
だ
ろ
う
、
と
夢
想
す
る
昨
今
で
あ
る
。

サトゥルニーニ氏は、
暮らしやすい町の必須条件は、

“交流の場”だと
力説した。

写
真
提
供
／
藤
澤 

靖
子（
Ⓐ
）・

　
　
　
　
　
島
村 

菜
津（
Ⓑ
）
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潮
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Text by Shim
am

ura N
atsu

ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
運
動
発
祥
の
地
、

イ
タ
リ
ア・
ト
ス
カ
ー
ナ
州
。

徹
底
し
た
景
観
法
が

ス
ロ
ー
な
環
境
を
支
え
る
。（
Ⓐ
）

20
世
紀
末
の
イ
タ
リ
ア
。

世
界
各
国
と
同
様
に
、

大
都
市
で
は
経
済
発
展
に
と
も
な
う
大
規
模
開
発
と
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
って
も
た
ら
さ
れ
た

町
の
均
質
化
が
進
ん
で
い
た
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
、小
さ
な
町
が

時
間
を
か
け
て
築
い
た
魅
力
を
守
り
、

「
ス
ロ
ー
」な
哲
学
を
町
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
の
組
織

「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
」が
生
ま
れ
た
。

　さ
か
ん
に
映
画
の
ロ
ケ
地
に
な
る
、
現
在
の
美
し
い
ト
ス
カ
ー
ナ
地

方
に
足
を
運
ぶ
と
、
そ
れ
が
太
古
か
ら
変
わ
ら
ぬ
風
景
だ
っ
た
か
の
よ

う
に
錯
覚
し
そ
う
だ
。
確
か
に
な
だ
ら
か
な
丘
を
覆
う
葡
萄
や
糸
杉
は

古
代
か
ら
植
林
さ
れ
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
１
９
７
０
年
代
ま
で
、
こ

の
地
方
に
農
村
観
光
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
農
村
が
美
し

い
と
い
う
概
念
は
、
こ
の
地
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、
風
景
を
磨
く

地
元
の
努
力
と
と
も
に
育
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
の
幼
少
期
の
60
年
代
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
以
外
の

ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
は
、
忘
れ
ら
れ
た
田
舎
だ
っ
た
。
こ
と
に
キ
ア
ン
テ

ィ
地
方
は
、
海
も
な
い
、
美
術
品
も
な
い
、
高
速
道
路
も
な
い
、
な
い

も
の
尽
く
し
の
キ
ア
ン
テ
ィ
砂
漠
と
形
容
さ
れ
た
。
過
疎
化
が
止
ま
ら
ず
、

農
家
の
次
男
坊
だ
っ
た
彼
の
家
で
も
２
人
の
兄
は
都
市
へ
働
き
に
出
て

戻
ら
な
か
っ
た
。

　そ
の
意
識
変
革
に
最
初
に
寄
与
し
た
の
が
、
英
国
や
ド
イ
ツ
な
ど
か

ら
来
た
外
国
人
や
、
ミ
ラ
ノ
や
ロ
ー
マ
な
ど
都
市
か
ら
の
移
住
者
た
ち

だ
っ
た
と
、
彼
は
い
う
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
都
市
を
逃
れ
る
人
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
投
資
す
る
人
が
農
村
へ
移
民
す
る
流
れ
が
生
ま
れ

た
。
こ
れ
を
転
機
と
し
、
地
元
を
離
れ
た
若
者
た
ち
の
意
識
も
次
第
に

変
化
し
て
い
く
。

　同
時
に
進
ん
だ
の
が
、
量
産
品
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
だ
っ
た
キ
ア
ン

テ
ィ
ワ
イ
ン
の
量
か
ら
質
へ
の
転
換
だ
。
か
つ
て
グ
レ
ー
ヴ
ェ
に
は
、

港
ま
で
鉄
道
が
走
る
巨
大
な
醸
造
蔵
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
廃
墟
と
な

っ
て
久
し
か
っ
た
。
現
在
、
そ
れ
は
地
元
の
肉
屋
「
フ
ァ
ロ
ル
ニ
」
が

買
い
取
り
、
キ
ア
ン
テ
ィ
ワ
イ
ン
が
常
に
１
０
０
種
も
試
飲
で
き
る
画

期
的
な
エ
ノ
テ
カ
（
ワ
イ
ン
主
体
の
飲
食
店
）
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　地
方
の
再
生
に
具
体
的
に
貢
献
し
た
の
は
、
国
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ス

カ
ー
ナ
州
の
景
観
法
の
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
。
奇
跡
の
経
済
ル
ネ
サ
ン
ス

と
言
わ
れ
、
イ
タ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ド
が
世
界
に
進
出
し
た
80
年
代
、
イ
タ

リ
ア
で
も
乱
開
発
が
進
ん
だ
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
が
、
当
時
、

文
化
財
・
環
境
財
省
の
政
務
次
官
だ
っ
た
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ガ
ラ
ッ
ソ
に

よ
る
「
ガ
ラ
ッ
ソ
法
」
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
海
岸
線
か
ら

３
０
０
メ
ー
ト
ル
、
河
川
か
ら
１
５
０
メ
ー
ト
ル
、
森
林
や
高
山
地
帯

と
い
っ
た
一
切
に
、
開
発
が
許
さ
れ
な
い
保
護
地
区
が
指
定
さ
れ
た
。

　こ
う
し
た
背
景
が
整
っ
て
、
初
め
て
農
村
観
光
と
い
う
も
の
が
芽
生

え
る
。

　そ
し
て
90
年
代
前
半
、
人
口
の
回

復
期
に
町
長
に
な
っ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ

ー
ニ
氏
が
目
指
し
た
の
は
、
町
を
肥

大
化
さ
せ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

「
か
つ
て
発
展
と
い
え
ば
、
道
路
や

大
型
店
舗
を
増
や
し
、
宅
地
化
を
進

め
、
住
民
を
増
や
す
こ
と
ば
か
り
考

え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と

が
住
民
を
幸
せ
に
し
た
だ
ろ
う

か
？
」

　そ
こ
で
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
市
場
や
多
種
多
様
な

個
人
店
、
地
元
ス
ー
パ
ー
の
地
産
地
消
度
の
向
上
。
大
型
ホ
テ
ル
よ
り
、

農
家
民
宿
や
プ
チ
ホ
テ
ル
や
Ｂ
＆
Ｂ
。
大
型
シ
ネ
コ
ン
よ
り
、
名
画
座

や
映
画
祭
や
地
域
の
祭
り…

…

そ
う
し
た
も
の
を
町
づ
く
り
の
主
軸
に

据
え
た
の
だ
と
い
う
。

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
指
針
に
は
、「
環
境
対
策
」「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
福
祉
」「
地
場
産
業
の
保
護
」
の
５
つ
の
項
目
に
分

か
れ
た
59
の
条
件
が
連
な
る
。
美
観
を
損
ね
る
看
板
の
除
去
、
障
害
の

な
い
歩
道
の
整
備
、
歴
史
地
区
の
修
復
と
美
観
の
整
備
、
エ
コ
建
築
の

推
進
、
市
場
や
有
機
農
法
や
食
教
育
の
推
進
、
伝
統
食
の
見
直
し
、
ス

ロ
ー
な
旅
の
ガ
イ
ド
な
ど
と
具
体
的
で
、
中
に
は
、
ベ
ン
チ
は
充
実
し

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
に
触
発
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
さ
ら
に
小
さ
な
山

村
や
漁
村
、
離
島
の
連
合
が
生
ま
れ
た
。
日
本
同
様
、
イ
タ
リ
ア
も
８

割
が
山
間
地
で
、
離
島
も
多
い
。
同
じ
く
過
疎
化
や
高
齢
化
に
加
え
、

第
一
次
産
業
の
低
迷
を
抱
え
る
。
そ
こ
で
２
０
０
１
年
、
35
の
村
々
が

集
ま
り
、Ｂ
Ｂ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る
「
イ
タ
リ
ア
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

“
I Borghi più Belli d’Italia” 

が
誕

生
し
た
。
初
代
か
ら
の
会
長
は
、
ウ

ン
ブ
リ
ア
州
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
・

デ
ル
・
ラ
ー
ゴ
の
元
町
長
フ
ィ
オ
レ

ッ
ロ
・
プ
リ
ー
ミ
氏
だ
。

　こ
れ
は
、
20
年
前
か
ら
存
在
す
る

「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
倣
っ
た
も
の
で
、
06
年
か
ら
は
、
全
村
を
紹
介
す
る
カ
ラ
ー
の
ガ
イ

ド
本
も
発
行
。
今
は
２
０
０
を
超
え
る
村
が
加
盟
す
る
。
日
本
で
も
２

０
０
５
年
、
北
海
道
の
美
瑛
町
、
四
国
・
徳
島
県
の

か
み
か
つ

上
勝
町
、
長
野
県

の
大
鹿
村
な
ど
49
（
２
０
１
２
年
現
在
）
の
町
村
が
加
盟
し
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
が
生
ま
れ
た
。

　ま
た
昨
年
、
日
本
初
の
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
、
被
災
地
で
も
あ
る

漁
港
・
気
仙
沼
が
手
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
に
触

発
さ
れ
て
生
ま
れ
た
「
ス
ロ
ー
タ
ウ
ン
」
連
合
に
は
、
滋
賀
県
の
高
島
市
、

岩
手
県
の
岩
泉
町
な
ど
魅
力
的
な
町
が
名
を
連
ね
、
01
年
か
ら
淡
々
と

活
動
を
続
け
る
日
本
独
自
の
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
に
も
静

ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
は
、
１
９
９
９
年
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動

を
生
ん
だ
イ
タ
リ
ア
に
、
こ
れ
を
母
体
と
し
て
生
ま
れ
た
。

現
在
、
イ
タ
リ
ア
国
内
に
約
73
市
町
村
、
ア
メ
リ
カ
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
韓
国
な
ど
世
界
の
１
７
７
市
町
村
が
加
盟
し
て
い
る
。

　ス
ロ
ー
な
町
づ
く
り
と
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　母
体
と
な
っ
た
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
」
は
、
北
イ
タ
リ
ア
の
ブ
ラ

に
国
際
本
部
を
持
ち
、
国
内
約
２
万
人
、
世
界
に
８
万
人
弱
の
会
員
を

擁
す
る
食
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
。
そ
の
当
初
か
ら
の
会
員
で
、
当
時
、

ト
ス
カ
ー
ナ
州
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
と
い
う
小
さ
な
田

舎
町
の
町
長
だ
っ
た
パ
オ
ロ
・
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
１
９
９
７
年
、

ウ
ン
ブ
リ
ア
州
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
で
開
か
れ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
国
際
大

会
に
参
加
し
た
。
古
代
の
洞
窟
、
バ
ロ
ッ
ク
期
の
井
戸
、
カ
フ
ェ
や
広
場
、

町
の
各
所
に
仕
か
け
ら
れ
た
試
食
会
や
食
と
音
楽
の
競
演
。
憲
兵
隊
の

兵
舎
に
世
界
か
ら
の
７
０
０
人
の
会
員
た
ち
が
肩
を
寄
せ
合
い
、
地
元

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
プ
ロ
顔
負
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
こ
な
し
た
ガ
ラ

デ
ィ
ナ
ー
。
そ
の
見
事
な
演
出
に
魅
せ
ら
れ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、

帰
路
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
頭
で
考
え
た
。「
こ
の
ス
ロ
ー
の
哲
学
を
、
町

づ
く
り
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
」

　大
都
市
で
は
、
人
口
集
中
と
と
も
に
生
活
環
境
が
劣
悪
化
し
、
大
型

店
舗
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
進
出
に
よ
り
、
食
生
活
だ
け
で
な
く
、
町

の
様
相
そ
の
も
の
が
均
質
化
し
て
い
く
。
し
か
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

小
さ
な
町
ま
で
、
こ
れ
に
追
従
す
る
の
は
馬
鹿
げ
て
は
い
な
い
か
。

「
な
ら
ば
、
も
は
や
大
都
市
で
は
望
め
な
い
質
の
高
い
暮
ら
し
、
ゆ
っ

た
り
し
た
時
間
と
人
間
ら
し
い
大
き
さ
を
保
持
す
る
小
さ
な
町
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
創
れ
な
い
も
の
か
」

　こ
う
し
て
翌
日
、
カ
ン
パ
ー
ニ
ャ
州
の
ポ
ジ
タ
ー
ノ
、
ウ
ン
ブ
リ
ア

州
の
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
、
ピ
エ
モ
ン
テ
州
の
ブ
ラ
の
町
長
ら
に
電
話
を
し
、

99
年
、
こ
の
４
町
か
ら
「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
」（Citta Slow

）
が
正

式
に
産
声
を
あ
げ
た
。
人
口
５
万
人
以
下
の
「
暮
ら
し
の
質
が
高
い
」

小
さ
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。

ス
て
い
る
か
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
項
目
も
あ
る
。

　だ
が
、
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
暮
ら
し
や
す
い
町
の
必
須
条
件
は
、

交
流
の
場
〞
だ
と
力
説
し
た
。
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
が
問
題
に
す
る
の
は
、

決
し
て
町
の
構
造
や
建
築
だ
け
で
は
な
い
。
町
の
原
動
力
は
、
む
し
ろ

目
に
見
え
な
い
も
の
で
、そ
れ
は「
人
と
人
の
交
流
、会
話
、農
家
の
知
恵
、

職
人
の
技
、
食
文
化
、
信
仰…

…

」
と
い
っ
た
も
の
だ
と
彼
は
言
う
。

　商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
化
、
個
人
店
の
疲
弊
は
、
日
本
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。
郊
外
型
の
大
型
量
販
店
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
進

出
は
、
世
界
的
な
傾
向
で
あ
る
。
だ
が
日
本
で
は
、
１
９
９
２
年
、
中

小
小
売
店
の
最
後
の
砦
だ
っ
た
大
型
店
舗
法
を
改
正
施
行
し
、
そ
の
流

れ
を
加
速
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　一
方
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
の
先
進
地
に

な
ら倣
い
、
イ
タ
リ

ア
で
初
め
て
、
景
観
法
の
一
環
で
あ
る
都
市
計
画
法
を
活
用
し
、
大
型

量
販
店
の
進
出
を
食
い
止
め
た
の
が
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
の
現
会
長

で
あ
る
、マ
ル
コ
ー
ニ
町
長
の
カ
ス
テ
ル
ノ
ー
ヴ
ォ
・
ネ
・
モ
ン
テ
ィ
氏
だ
。

　イ
タ
リ
ア
半
島
を
縦
に
走
る
ア
ペ
ニ
ン
山
脈
の
裾
野
に
あ
る
人
口
１

万
６
０
０
人
ほ
ど
の
山
間
部
だ
が
、
約
２
０
０
の
個
人
店
が
健
在
。
そ

も
そ
も
テ
ィ
レ
ニ
ア
海
へ
抜
け
る
街
道
の
要
所
で
、
中
世
か
ら
塩
や
ス

パ
イ
ス
の
市
が
立
っ
た
た
め
、
周
辺
の
村
か
ら
も
買
い
物
に
く
る
。
そ

こ
で
Ｅ
Ｕ
統
合
後
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
カ
ル
フ
ー
ル
な
ど
大
手
３
社
が
進

出
を
打
診
。
し
か
し
、
町
は
こ
れ
を
阻
止
す
る
べ
く
、
２
０
０
５
年
に

施
行
さ
れ
た
「
文
化
財
・
風
景
財
法
」
を
基
に
独
自
の
「
都
市
計
画
条
例
」

を
作
成
し
た
。

「
市
街
地
の
中
に
は
、『
１
５
０
０
㎡
以
上
の
大
き
な
商
業
施
設
』
し
か

建
て
ら
れ
な
い
。
一
方
、
町
の
郊
外
に
は
『
２
５
０
㎡
以
下
の
施
設
』

に
限
る
、
と
定
め
た
の
で
す
。
市
街
地
に
は
、
１
５
０
０
㎡
も
の
広
い

土
地
な
ど
ど
う
探
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
大
手
ス
ー
パ
ー
は
進

出
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
」

　農
村
景
観
の
保
護
の
た
め
、
奇
抜
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
し
た
。
町

の
一
角
に
１
９
６
０
年
代
に
建
て
ら
れ
た
巨
大
な
養
鶏
場
の
廃
墟
が
あ

っ
た
。
町
は
２
０
０
５
年
、
こ
れ
を
12
万
ユ
ー
ロ
（
約
１
５
０
０
万
円
）

で
競
り
落
と
し
、
解
体
。
解
体
作
業
そ
の
も
の
を
「
町
の
エ
コ
モ
ン
ス

タ
ー
を
ぶ
っ
つ
ぶ
せ
」
と
い
う
祭
り
に
仕
立
て
た
。
く
じ
引
き
で
当
選

し
た
親
子
が
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
爆
破
と
と
も
に

拍
手
が
沸
き
起
こ
る
。
そ
ん
な
過
激

な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
美
し
い
農
村

風
景
と
は
何
か
に
つ
い
て
市
民
に
問

題
提
起
し
た
の
だ
。

　２
０
０
５
年
、
日
本
で
は
全
国
に

先
駆
け
て
、
福
島
県
で
も
日
本
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
掲
げ
、「
商

業
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
に
よ
っ

て
郊
外
型
の
大
型
店
舗
の
進
出
を
防

ぎ
、
市
街
地
の
空
洞
化
を
食
い
止
め

よ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま
れ
た
。
こ

れ
は
他
県
に
も
飛
び
火
し
て
い
る
が
、
震
災
で
多
く
の
雇
用
が
失
わ
れ
、

人
口
流
出
が
顕
著
な
現
在
が
正
念
場
だ
。
長
年
、
福
島
で
教
鞭
を
と
り
、

審
議
会
会
長
を
務
め
る
福
島
大
学
名
誉
教
授
の
鈴
木
浩
氏
は
、「
地
方
の

活
性
化
と
い
え
ば
、
企
業
誘
致
と
い
う
古
い
概
念
か
ら
、
な
か
な
か
日

本
の
地
方
は
自
由
に
な
れ
な
い
。し
か
し
、復
興
後
、視
察
に
訪
れ
る
人
々

を
郊
外
の
大
型
店
舗
に
案
内
す
る
の
か
。
今
後
は
、
そ
れ
が
10
年
後
、

50
年
後
に
も
持
続
可
能
で
、
次
世
代
の
暮
ら
し
を
本
当
に
豊
か
に
す
る

の
か
、
そ
れ
を
基
準
に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

岡
県
の
掛
川
町
、
山
口
県
の
柳
井
町
な
ど
ス
ロ
ー
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
っ
て
い
る
。

　イ
タ
リ
ア
と
日
本
は
、
雪
国
の
山
岳
部
か
ら
熱
帯
の
島
々
ま
で
縦
に

長
い
変
化
に
富
む
地
形
や
、
多
様
な
食
文
化
な
ど
、
共
通
点
が
多
い
。

第
二
次
大
戦
敗
戦
後
の
復
興
、
工
業
化
に
よ
る
地
方
の
疲
弊
と
い
っ
た

歴
史
も
同
じ
な
ら
、
少
子
高
齢
化
や
山
村
の
過
疎
化
と
い
う
問
題
も
同

様
に
抱
え
る
。
た
だ
、
地
方
の
市
町
村
の
活
気
に
つ
い
て
は
、
一
極
集

中
の
傾
向
が
顕
著
な
日
本
は
、
や
や
出
遅
れ
た
感
が
あ
る
。

　ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
哲
学
に
は
、
現
代
に
お
け
る
生
産
者
の
保
護
と
地

方
の
活
性
化
が
そ
の
根
底
に
あ
る
。
そ
の
哲
学
を
さ
ら
に
具
体
的
に
実

現
す
る
も
の
が
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
思
想
だ
と
い
え
る
。

　地
方
の
畑
と
都
市
の
食
卓
を
つ
な
ぐ
こ
と
、
地
産
地
消
の
推
進
、
ベ

ン
チ
作
戦
に
よ
る
商
店
街
の
活
性
化
、

車
両
規
制
に
よ
る
歩
い
て
楽
し
め
る

町
づ
く
り
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
の
防
波

堤
を
自
然
石
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

木
の
散
歩
道
に
替
え
る
な
ど
の
新
し

い
公
共
事
業…

…

日
本
で
も
次
世
代

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
多
々
あ
る
。

た
と
え
ば
、
賑
わ
う
漁
港
は
さ
て
お
き
、
人
の
少
な
い
三
陸
の
美
し
い

沿
岸
部
に
ま
で
こ
と
ご
と
く
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防
潮
堤
を
そ
び

え
さ
せ
る
予
算
を
他
に
使
え
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
住
み
や
す
く
、
美
し
い

日
本
に
近
づ
け
る
だ
ろ
う
、
と
夢
想
す
る
昨
今
で
あ
る
。

サトゥルニーニ氏は、
暮らしやすい町の必須条件は、

“交流の場”だと
力説した。
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│
│
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
が
ス
ロ
ー
を
目
指
し
た
背
景

　さ
か
ん
に
映
画
の
ロ
ケ
地
に
な
る
、
現
在
の
美
し
い
ト
ス
カ
ー
ナ
地

方
に
足
を
運
ぶ
と
、
そ
れ
が
太
古
か
ら
変
わ
ら
ぬ
風
景
だ
っ
た
か
の
よ

う
に
錯
覚
し
そ
う
だ
。
確
か
に
な
だ
ら
か
な
丘
を
覆
う
葡
萄
や
糸
杉
は

古
代
か
ら
植
林
さ
れ
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
１
９
７
０
年
代
ま
で
、
こ

の
地
方
に
農
村
観
光
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
農
村
が
美
し

い
と
い
う
概
念
は
、
こ
の
地
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、
風
景
を
磨
く

地
元
の
努
力
と
と
も
に
育
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
の
幼
少
期
の
60
年
代
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
以
外
の

ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
は
、
忘
れ
ら
れ
た
田
舎
だ
っ
た
。
こ
と
に
キ
ア
ン
テ

ィ
地
方
は
、
海
も
な
い
、
美
術
品
も
な
い
、
高
速
道
路
も
な
い
、
な
い

も
の
尽
く
し
の
キ
ア
ン
テ
ィ
砂
漠
と
形
容
さ
れ
た
。
過
疎
化
が
止
ま
ら
ず
、

農
家
の
次
男
坊
だ
っ
た
彼
の
家
で
も
２
人
の
兄
は
都
市
へ
働
き
に
出
て

戻
ら
な
か
っ
た
。

　そ
の
意
識
変
革
に
最
初
に
寄
与
し
た
の
が
、
英
国
や
ド
イ
ツ
な
ど
か

ら
来
た
外
国
人
や
、
ミ
ラ
ノ
や
ロ
ー
マ
な
ど
都
市
か
ら
の
移
住
者
た
ち

だ
っ
た
と
、
彼
は
い
う
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
都
市
を
逃
れ
る
人
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
投
資
す
る
人
が
農
村
へ
移
民
す
る
流
れ
が
生
ま
れ

た
。
こ
れ
を
転
機
と
し
、
地
元
を
離
れ
た
若
者
た
ち
の
意
識
も
次
第
に

変
化
し
て
い
く
。

　同
時
に
進
ん
だ
の
が
、
量
産
品
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
だ
っ
た
キ
ア
ン

テ
ィ
ワ
イ
ン
の
量
か
ら
質
へ
の
転
換
だ
。
か
つ
て
グ
レ
ー
ヴ
ェ
に
は
、

港
ま
で
鉄
道
が
走
る
巨
大
な
醸
造
蔵
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
廃
墟
と
な

っ
て
久
し
か
っ
た
。
現
在
、
そ
れ
は
地
元
の
肉
屋
「
フ
ァ
ロ
ル
ニ
」
が

買
い
取
り
、
キ
ア
ン
テ
ィ
ワ
イ
ン
が
常
に
１
０
０
種
も
試
飲
で
き
る
画

期
的
な
エ
ノ
テ
カ
（
ワ
イ
ン
主
体
の
飲
食
店
）
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　地
方
の
再
生
に
具
体
的
に
貢
献
し
た
の
は
、
国
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ス

カ
ー
ナ
州
の
景
観
法
の
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
。
奇
跡
の
経
済
ル
ネ
サ
ン
ス

と
言
わ
れ
、
イ
タ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ド
が
世
界
に
進
出
し
た
80
年
代
、
イ
タ

リ
ア
で
も
乱
開
発
が
進
ん
だ
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
が
、
当
時
、

文
化
財
・
環
境
財
省
の
政
務
次
官
だ
っ
た
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ガ
ラ
ッ
ソ
に

よ
る
「
ガ
ラ
ッ
ソ
法
」
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
海
岸
線
か
ら

３
０
０
メ
ー
ト
ル
、
河
川
か
ら
１
５
０
メ
ー
ト
ル
、
森
林
や
高
山
地
帯

と
い
っ
た
一
切
に
、
開
発
が
許
さ
れ
な
い
保
護
地
区
が
指
定
さ
れ
た
。

　こ
う
し
た
背
景
が
整
っ
て
、
初
め
て
農
村
観
光
と
い
う
も
の
が
芽
生

え
る
。

　そ
し
て
90
年
代
前
半
、
人
口
の
回

復
期
に
町
長
に
な
っ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ

ー
ニ
氏
が
目
指
し
た
の
は
、
町
を
肥

大
化
さ
せ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

「
か
つ
て
発
展
と
い
え
ば
、
道
路
や

大
型
店
舗
を
増
や
し
、
宅
地
化
を
進

め
、
住
民
を
増
や
す
こ
と
ば
か
り
考

え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と

が
住
民
を
幸
せ
に
し
た
だ
ろ
う

か
？
」

　そ
こ
で
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
市
場
や
多
種
多
様
な

個
人
店
、
地
元
ス
ー
パ
ー
の
地
産
地
消
度
の
向
上
。
大
型
ホ
テ
ル
よ
り
、

農
家
民
宿
や
プ
チ
ホ
テ
ル
や
Ｂ
＆
Ｂ
。
大
型
シ
ネ
コ
ン
よ
り
、
名
画
座

や
映
画
祭
や
地
域
の
祭
り…

…

そ
う
し
た
も
の
を
町
づ
く
り
の
主
軸
に

据
え
た
の
だ
と
い
う
。

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
指
針
に
は
、「
環
境
対
策
」「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
福
祉
」「
地
場
産
業
の
保
護
」
の
５
つ
の
項
目
に
分

か
れ
た
59
の
条
件
が
連
な
る
。
美
観
を
損
ね
る
看
板
の
除
去
、
障
害
の

な
い
歩
道
の
整
備
、
歴
史
地
区
の
修
復
と
美
観
の
整
備
、
エ
コ
建
築
の

推
進
、
市
場
や
有
機
農
法
や
食
教
育
の
推
進
、
伝
統
食
の
見
直
し
、
ス

ロ
ー
な
旅
の
ガ
イ
ド
な
ど
と
具
体
的
で
、
中
に
は
、
ベ
ン
チ
は
充
実
し

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
に
触
発
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
さ
ら
に
小
さ
な
山

村
や
漁
村
、
離
島
の
連
合
が
生
ま
れ
た
。
日
本
同
様
、
イ
タ
リ
ア
も
８

割
が
山
間
地
で
、
離
島
も
多
い
。
同
じ
く
過
疎
化
や
高
齢
化
に
加
え
、

第
一
次
産
業
の
低
迷
を
抱
え
る
。
そ
こ
で
２
０
０
１
年
、
35
の
村
々
が

集
ま
り
、Ｂ
Ｂ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る
「
イ
タ
リ
ア
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

“
I Borghi più Belli d’Italia” 

が
誕

生
し
た
。
初
代
か
ら
の
会
長
は
、
ウ

ン
ブ
リ
ア
州
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
・

デ
ル
・
ラ
ー
ゴ
の
元
町
長
フ
ィ
オ
レ

ッ
ロ
・
プ
リ
ー
ミ
氏
だ
。

　こ
れ
は
、
20
年
前
か
ら
存
在
す
る

「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
倣
っ
た
も
の
で
、
06
年
か
ら
は
、
全
村
を
紹
介
す
る
カ
ラ
ー
の
ガ
イ

ド
本
も
発
行
。
今
は
２
０
０
を
超
え
る
村
が
加
盟
す
る
。
日
本
で
も
２

０
０
５
年
、
北
海
道
の
美
瑛
町
、
四
国
・
徳
島
県
の

か
み
か
つ

上
勝
町
、
長
野
県

の
大
鹿
村
な
ど
49
（
２
０
１
２
年
現
在
）
の
町
村
が
加
盟
し
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
が
生
ま
れ
た
。

　ま
た
昨
年
、
日
本
初
の
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
、
被
災
地
で
も
あ
る

漁
港
・
気
仙
沼
が
手
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
に
触

発
さ
れ
て
生
ま
れ
た
「
ス
ロ
ー
タ
ウ
ン
」
連
合
に
は
、
滋
賀
県
の
高
島
市
、

岩
手
県
の
岩
泉
町
な
ど
魅
力
的
な
町
が
名
を
連
ね
、
01
年
か
ら
淡
々
と

活
動
を
続
け
る
日
本
独
自
の
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
に
も
静

「
キ
ア
ン
テ
ィ
砂
漠
」か
ら
、

世
界
が
う
ら
や
む

豊
か
な
田
舎
へ

ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
は
、
１
９
９
９
年
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動

を
生
ん
だ
イ
タ
リ
ア
に
、
こ
れ
を
母
体
と
し
て
生
ま
れ
た
。

現
在
、
イ
タ
リ
ア
国
内
に
約
73
市
町
村
、
ア
メ
リ
カ
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
韓
国
な
ど
世
界
の
１
７
７
市
町
村
が
加
盟
し
て
い
る
。

　ス
ロ
ー
な
町
づ
く
り
と
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　母
体
と
な
っ
た
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
」
は
、
北
イ
タ
リ
ア
の
ブ
ラ

に
国
際
本
部
を
持
ち
、
国
内
約
２
万
人
、
世
界
に
８
万
人
弱
の
会
員
を

擁
す
る
食
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
。
そ
の
当
初
か
ら
の
会
員
で
、
当
時
、

ト
ス
カ
ー
ナ
州
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
と
い
う
小
さ
な
田

舎
町
の
町
長
だ
っ
た
パ
オ
ロ
・
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
１
９
９
７
年
、

ウ
ン
ブ
リ
ア
州
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
で
開
か
れ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
国
際
大

会
に
参
加
し
た
。
古
代
の
洞
窟
、
バ
ロ
ッ
ク
期
の
井
戸
、
カ
フ
ェ
や
広
場
、

町
の
各
所
に
仕
か
け
ら
れ
た
試
食
会
や
食
と
音
楽
の
競
演
。
憲
兵
隊
の

兵
舎
に
世
界
か
ら
の
７
０
０
人
の
会
員
た
ち
が
肩
を
寄
せ
合
い
、
地
元

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
プ
ロ
顔
負
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
こ
な
し
た
ガ
ラ

デ
ィ
ナ
ー
。
そ
の
見
事
な
演
出
に
魅
せ
ら
れ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、

帰
路
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
頭
で
考
え
た
。「
こ
の
ス
ロ
ー
の
哲
学
を
、
町

づ
く
り
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
」

　大
都
市
で
は
、
人
口
集
中
と
と
も
に
生
活
環
境
が
劣
悪
化
し
、
大
型

店
舗
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
進
出
に
よ
り
、
食
生
活
だ
け
で
な
く
、
町

の
様
相
そ
の
も
の
が
均
質
化
し
て
い
く
。
し
か
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

小
さ
な
町
ま
で
、
こ
れ
に
追
従
す
る
の
は
馬
鹿
げ
て
は
い
な
い
か
。

「
な
ら
ば
、
も
は
や
大
都
市
で
は
望
め
な
い
質
の
高
い
暮
ら
し
、
ゆ
っ

た
り
し
た
時
間
と
人
間
ら
し
い
大
き
さ
を
保
持
す
る
小
さ
な
町
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
創
れ
な
い
も
の
か
」

　こ
う
し
て
翌
日
、
カ
ン
パ
ー
ニ
ャ
州
の
ポ
ジ
タ
ー
ノ
、
ウ
ン
ブ
リ
ア

州
の
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
、
ピ
エ
モ
ン
テ
州
の
ブ
ラ
の
町
長
ら
に
電
話
を
し
、

99
年
、
こ
の
４
町
か
ら
「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
」（Citta Slow

）
が
正

式
に
産
声
を
あ
げ
た
。
人
口
５
万
人
以
下
の
「
暮
ら
し
の
質
が
高
い
」

小
さ
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。

て
い
る
か
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
項
目
も
あ
る
。

　だ
が
、
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
暮
ら
し
や
す
い
町
の
必
須
条
件
は
、

交
流
の
場
〞
だ
と
力
説
し
た
。
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
が
問
題
に
す
る
の
は
、

決
し
て
町
の
構
造
や
建
築
だ
け
で
は
な
い
。
町
の
原
動
力
は
、
む
し
ろ

目
に
見
え
な
い
も
の
で
、そ
れ
は「
人
と
人
の
交
流
、会
話
、農
家
の
知
恵
、

職
人
の
技
、
食
文
化
、
信
仰…

…

」
と
い
っ
た
も
の
だ
と
彼
は
言
う
。

　商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
化
、
個
人
店
の
疲
弊
は
、
日
本
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。
郊
外
型
の
大
型
量
販
店
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
進

出
は
、
世
界
的
な
傾
向
で
あ
る
。
だ
が
日
本
で
は
、
１
９
９
２
年
、
中

小
小
売
店
の
最
後
の
砦
だ
っ
た
大
型
店
舗
法
を
改
正
施
行
し
、
そ
の
流

れ
を
加
速
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　一
方
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
の
先
進
地
に

な
ら倣
い
、
イ
タ
リ

ア
で
初
め
て
、
景
観
法
の
一
環
で
あ
る
都
市
計
画
法
を
活
用
し
、
大
型

量
販
店
の
進
出
を
食
い
止
め
た
の
が
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
の
現
会
長

で
あ
る
、マ
ル
コ
ー
ニ
町
長
の
カ
ス
テ
ル
ノ
ー
ヴ
ォ
・
ネ
・
モ
ン
テ
ィ
氏
だ
。

　イ
タ
リ
ア
半
島
を
縦
に
走
る
ア
ペ
ニ
ン
山
脈
の
裾
野
に
あ
る
人
口
１

万
６
０
０
人
ほ
ど
の
山
間
部
だ
が
、
約
２
０
０
の
個
人
店
が
健
在
。
そ

も
そ
も
テ
ィ
レ
ニ
ア
海
へ
抜
け
る
街
道
の
要
所
で
、
中
世
か
ら
塩
や
ス

パ
イ
ス
の
市
が
立
っ
た
た
め
、
周
辺
の
村
か
ら
も
買
い
物
に
く
る
。
そ

こ
で
Ｅ
Ｕ
統
合
後
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
カ
ル
フ
ー
ル
な
ど
大
手
３
社
が
進

出
を
打
診
。
し
か
し
、
町
は
こ
れ
を
阻
止
す
る
べ
く
、
２
０
０
５
年
に

施
行
さ
れ
た
「
文
化
財
・
風
景
財
法
」
を
基
に
独
自
の
「
都
市
計
画
条
例
」

を
作
成
し
た
。

「
市
街
地
の
中
に
は
、『
１
５
０
０
㎡
以
上
の
大
き
な
商
業
施
設
』
し
か

建
て
ら
れ
な
い
。
一
方
、
町
の
郊
外
に
は
『
２
５
０
㎡
以
下
の
施
設
』

に
限
る
、
と
定
め
た
の
で
す
。
市
街
地
に
は
、
１
５
０
０
㎡
も
の
広
い

土
地
な
ど
ど
う
探
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
大
手
ス
ー
パ
ー
は
進

出
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
」

　農
村
景
観
の
保
護
の
た
め
、
奇
抜
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
し
た
。
町

の
一
角
に
１
９
６
０
年
代
に
建
て
ら
れ
た
巨
大
な
養
鶏
場
の
廃
墟
が
あ

っ
た
。
町
は
２
０
０
５
年
、
こ
れ
を
12
万
ユ
ー
ロ
（
約
１
５
０
０
万
円
）

で
競
り
落
と
し
、
解
体
。
解
体
作
業
そ
の
も
の
を
「
町
の
エ
コ
モ
ン
ス

タ
ー
を
ぶ
っ
つ
ぶ
せ
」
と
い
う
祭
り
に
仕
立
て
た
。
く
じ
引
き
で
当
選

し
た
親
子
が
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
爆
破
と
と
も
に

拍
手
が
沸
き
起
こ
る
。
そ
ん
な
過
激

な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
美
し
い
農
村

風
景
と
は
何
か
に
つ
い
て
市
民
に
問

題
提
起
し
た
の
だ
。

　２
０
０
５
年
、
日
本
で
は
全
国
に

先
駆
け
て
、
福
島
県
で
も
日
本
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
掲
げ
、「
商

業
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
に
よ
っ

て
郊
外
型
の
大
型
店
舗
の
進
出
を
防

ぎ
、
市
街
地
の
空
洞
化
を
食
い
止
め

よ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま
れ
た
。
こ

れ
は
他
県
に
も
飛
び
火
し
て
い
る
が
、
震
災
で
多
く
の
雇
用
が
失
わ
れ
、

人
口
流
出
が
顕
著
な
現
在
が
正
念
場
だ
。
長
年
、
福
島
で
教
鞭
を
と
り
、

審
議
会
会
長
を
務
め
る
福
島
大
学
名
誉
教
授
の
鈴
木
浩
氏
は
、「
地
方
の

活
性
化
と
い
え
ば
、
企
業
誘
致
と
い
う
古
い
概
念
か
ら
、
な
か
な
か
日

本
の
地
方
は
自
由
に
な
れ
な
い
。し
か
し
、復
興
後
、視
察
に
訪
れ
る
人
々

を
郊
外
の
大
型
店
舗
に
案
内
す
る
の
か
。
今
後
は
、
そ
れ
が
10
年
後
、

50
年
後
に
も
持
続
可
能
で
、
次
世
代
の
暮
ら
し
を
本
当
に
豊
か
に
す
る

の
か
、
そ
れ
を
基
準
に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

ベンチや、ワインなどの
地元産品充実は、
スローなまちづくりの

必須要素。
（右・左／Ⓑ、中／Ⓐ）

エスプレッソ、チーズ、
広場での交流……。

豊かな時間と暮らしは、
身近な物の中から生まれる。

（右・中／Ⓐ、左／Ⓑ）

岡
県
の
掛
川
町
、
山
口
県
の
柳
井
町
な
ど
ス
ロ
ー
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
っ
て
い
る
。

　イ
タ
リ
ア
と
日
本
は
、
雪
国
の
山
岳
部
か
ら
熱
帯
の
島
々
ま
で
縦
に

長
い
変
化
に
富
む
地
形
や
、
多
様
な
食
文
化
な
ど
、
共
通
点
が
多
い
。

第
二
次
大
戦
敗
戦
後
の
復
興
、
工
業
化
に
よ
る
地
方
の
疲
弊
と
い
っ
た

歴
史
も
同
じ
な
ら
、
少
子
高
齢
化
や
山
村
の
過
疎
化
と
い
う
問
題
も
同

様
に
抱
え
る
。
た
だ
、
地
方
の
市
町
村
の
活
気
に
つ
い
て
は
、
一
極
集

中
の
傾
向
が
顕
著
な
日
本
は
、
や
や
出
遅
れ
た
感
が
あ
る
。

　ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
哲
学
に
は
、
現
代
に
お
け
る
生
産
者
の
保
護
と
地

方
の
活
性
化
が
そ
の
根
底
に
あ
る
。
そ
の
哲
学
を
さ
ら
に
具
体
的
に
実

現
す
る
も
の
が
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
思
想
だ
と
い
え
る
。

　地
方
の
畑
と
都
市
の
食
卓
を
つ
な
ぐ
こ
と
、
地
産
地
消
の
推
進
、
ベ

ン
チ
作
戦
に
よ
る
商
店
街
の
活
性
化
、

車
両
規
制
に
よ
る
歩
い
て
楽
し
め
る

町
づ
く
り
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
の
防
波

堤
を
自
然
石
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

木
の
散
歩
道
に
替
え
る
な
ど
の
新
し

い
公
共
事
業…

…

日
本
で
も
次
世
代

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
多
々
あ
る
。

た
と
え
ば
、
賑
わ
う
漁
港
は
さ
て
お
き
、
人
の
少
な
い
三
陸
の
美
し
い

沿
岸
部
に
ま
で
こ
と
ご
と
く
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防
潮
堤
を
そ
び

え
さ
せ
る
予
算
を
他
に
使
え
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
住
み
や
す
く
、
美
し
い

日
本
に
近
づ
け
る
だ
ろ
う
、
と
夢
想
す
る
昨
今
で
あ
る
。
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地
元
商
店
街
の

シ
ャッ
タ
ー
化
に
、

い
か
に
歯
止
め
を

か
け
る
か

│
│
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
が
ス
ロ
ー
を
目
指
し
た
背
景

　さ
か
ん
に
映
画
の
ロ
ケ
地
に
な
る
、
現
在
の
美
し
い
ト
ス
カ
ー
ナ
地

方
に
足
を
運
ぶ
と
、
そ
れ
が
太
古
か
ら
変
わ
ら
ぬ
風
景
だ
っ
た
か
の
よ

う
に
錯
覚
し
そ
う
だ
。
確
か
に
な
だ
ら
か
な
丘
を
覆
う
葡
萄
や
糸
杉
は

古
代
か
ら
植
林
さ
れ
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
１
９
７
０
年
代
ま
で
、
こ

の
地
方
に
農
村
観
光
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
農
村
が
美
し

い
と
い
う
概
念
は
、
こ
の
地
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、
風
景
を
磨
く

地
元
の
努
力
と
と
も
に
育
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
の
幼
少
期
の
60
年
代
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
以
外
の

ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
は
、
忘
れ
ら
れ
た
田
舎
だ
っ
た
。
こ
と
に
キ
ア
ン
テ

ィ
地
方
は
、
海
も
な
い
、
美
術
品
も
な
い
、
高
速
道
路
も
な
い
、
な
い

も
の
尽
く
し
の
キ
ア
ン
テ
ィ
砂
漠
と
形
容
さ
れ
た
。
過
疎
化
が
止
ま
ら
ず
、

農
家
の
次
男
坊
だ
っ
た
彼
の
家
で
も
２
人
の
兄
は
都
市
へ
働
き
に
出
て

戻
ら
な
か
っ
た
。

　そ
の
意
識
変
革
に
最
初
に
寄
与
し
た
の
が
、
英
国
や
ド
イ
ツ
な
ど
か

ら
来
た
外
国
人
や
、
ミ
ラ
ノ
や
ロ
ー
マ
な
ど
都
市
か
ら
の
移
住
者
た
ち

だ
っ
た
と
、
彼
は
い
う
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
都
市
を
逃
れ
る
人
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
投
資
す
る
人
が
農
村
へ
移
民
す
る
流
れ
が
生
ま
れ

た
。
こ
れ
を
転
機
と
し
、
地
元
を
離
れ
た
若
者
た
ち
の
意
識
も
次
第
に

変
化
し
て
い
く
。

　同
時
に
進
ん
だ
の
が
、
量
産
品
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
だ
っ
た
キ
ア
ン

テ
ィ
ワ
イ
ン
の
量
か
ら
質
へ
の
転
換
だ
。
か
つ
て
グ
レ
ー
ヴ
ェ
に
は
、

港
ま
で
鉄
道
が
走
る
巨
大
な
醸
造
蔵
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
廃
墟
と
な

っ
て
久
し
か
っ
た
。
現
在
、
そ
れ
は
地
元
の
肉
屋
「
フ
ァ
ロ
ル
ニ
」
が

買
い
取
り
、
キ
ア
ン
テ
ィ
ワ
イ
ン
が
常
に
１
０
０
種
も
試
飲
で
き
る
画

期
的
な
エ
ノ
テ
カ
（
ワ
イ
ン
主
体
の
飲
食
店
）
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　地
方
の
再
生
に
具
体
的
に
貢
献
し
た
の
は
、
国
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ス

カ
ー
ナ
州
の
景
観
法
の
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
。
奇
跡
の
経
済
ル
ネ
サ
ン
ス

と
言
わ
れ
、
イ
タ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ド
が
世
界
に
進
出
し
た
80
年
代
、
イ
タ

リ
ア
で
も
乱
開
発
が
進
ん
だ
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
が
、
当
時
、

文
化
財
・
環
境
財
省
の
政
務
次
官
だ
っ
た
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ガ
ラ
ッ
ソ
に

よ
る
「
ガ
ラ
ッ
ソ
法
」
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
海
岸
線
か
ら

３
０
０
メ
ー
ト
ル
、
河
川
か
ら
１
５
０
メ
ー
ト
ル
、
森
林
や
高
山
地
帯

と
い
っ
た
一
切
に
、
開
発
が
許
さ
れ
な
い
保
護
地
区
が
指
定
さ
れ
た
。

　こ
う
し
た
背
景
が
整
っ
て
、
初
め
て
農
村
観
光
と
い
う
も
の
が
芽
生

え
る
。

　そ
し
て
90
年
代
前
半
、
人
口
の
回

復
期
に
町
長
に
な
っ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ

ー
ニ
氏
が
目
指
し
た
の
は
、
町
を
肥

大
化
さ
せ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

「
か
つ
て
発
展
と
い
え
ば
、
道
路
や

大
型
店
舗
を
増
や
し
、
宅
地
化
を
進

め
、
住
民
を
増
や
す
こ
と
ば
か
り
考

え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と

が
住
民
を
幸
せ
に
し
た
だ
ろ
う

か
？
」

　そ
こ
で
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
市
場
や
多
種
多
様
な

個
人
店
、
地
元
ス
ー
パ
ー
の
地
産
地
消
度
の
向
上
。
大
型
ホ
テ
ル
よ
り
、

農
家
民
宿
や
プ
チ
ホ
テ
ル
や
Ｂ
＆
Ｂ
。
大
型
シ
ネ
コ
ン
よ
り
、
名
画
座

や
映
画
祭
や
地
域
の
祭
り…

…

そ
う
し
た
も
の
を
町
づ
く
り
の
主
軸
に

据
え
た
の
だ
と
い
う
。

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
指
針
に
は
、「
環
境
対
策
」「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
福
祉
」「
地
場
産
業
の
保
護
」
の
５
つ
の
項
目
に
分

か
れ
た
59
の
条
件
が
連
な
る
。
美
観
を
損
ね
る
看
板
の
除
去
、
障
害
の

な
い
歩
道
の
整
備
、
歴
史
地
区
の
修
復
と
美
観
の
整
備
、
エ
コ
建
築
の

推
進
、
市
場
や
有
機
農
法
や
食
教
育
の
推
進
、
伝
統
食
の
見
直
し
、
ス

ロ
ー
な
旅
の
ガ
イ
ド
な
ど
と
具
体
的
で
、
中
に
は
、
ベ
ン
チ
は
充
実
し

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
に
触
発
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
さ
ら
に
小
さ
な
山

村
や
漁
村
、
離
島
の
連
合
が
生
ま
れ
た
。
日
本
同
様
、
イ
タ
リ
ア
も
８

割
が
山
間
地
で
、
離
島
も
多
い
。
同
じ
く
過
疎
化
や
高
齢
化
に
加
え
、

第
一
次
産
業
の
低
迷
を
抱
え
る
。
そ
こ
で
２
０
０
１
年
、
35
の
村
々
が

集
ま
り
、Ｂ
Ｂ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る
「
イ
タ
リ
ア
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

“
I Borghi più Belli d’Italia” 

が
誕

生
し
た
。
初
代
か
ら
の
会
長
は
、
ウ

ン
ブ
リ
ア
州
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
・

デ
ル
・
ラ
ー
ゴ
の
元
町
長
フ
ィ
オ
レ

ッ
ロ
・
プ
リ
ー
ミ
氏
だ
。

　こ
れ
は
、
20
年
前
か
ら
存
在
す
る

「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
倣
っ
た
も
の
で
、
06
年
か
ら
は
、
全
村
を
紹
介
す
る
カ
ラ
ー
の
ガ
イ

ド
本
も
発
行
。
今
は
２
０
０
を
超
え
る
村
が
加
盟
す
る
。
日
本
で
も
２

０
０
５
年
、
北
海
道
の
美
瑛
町
、
四
国
・
徳
島
県
の

か
み
か
つ

上
勝
町
、
長
野
県

の
大
鹿
村
な
ど
49
（
２
０
１
２
年
現
在
）
の
町
村
が
加
盟
し
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
が
生
ま
れ
た
。

　ま
た
昨
年
、
日
本
初
の
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
、
被
災
地
で
も
あ
る

漁
港
・
気
仙
沼
が
手
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
に
触

発
さ
れ
て
生
ま
れ
た
「
ス
ロ
ー
タ
ウ
ン
」
連
合
に
は
、
滋
賀
県
の
高
島
市
、

岩
手
県
の
岩
泉
町
な
ど
魅
力
的
な
町
が
名
を
連
ね
、
01
年
か
ら
淡
々
と

活
動
を
続
け
る
日
本
独
自
の
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
に
も
静

「
キ
ア
ン
テ
ィ
砂
漠
」か
ら
、

世
界
が
う
ら
や
む

豊
か
な
田
舎
へ

ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
は
、
１
９
９
９
年
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動

を
生
ん
だ
イ
タ
リ
ア
に
、
こ
れ
を
母
体
と
し
て
生
ま
れ
た
。

現
在
、
イ
タ
リ
ア
国
内
に
約
73
市
町
村
、
ア
メ
リ
カ
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
韓
国
な
ど
世
界
の
１
７
７
市
町
村
が
加
盟
し
て
い
る
。

　ス
ロ
ー
な
町
づ
く
り
と
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　母
体
と
な
っ
た
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
」
は
、
北
イ
タ
リ
ア
の
ブ
ラ

に
国
際
本
部
を
持
ち
、
国
内
約
２
万
人
、
世
界
に
８
万
人
弱
の
会
員
を

擁
す
る
食
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
。
そ
の
当
初
か
ら
の
会
員
で
、
当
時
、

ト
ス
カ
ー
ナ
州
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
と
い
う
小
さ
な
田

舎
町
の
町
長
だ
っ
た
パ
オ
ロ
・
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
１
９
９
７
年
、

ウ
ン
ブ
リ
ア
州
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
で
開
か
れ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
国
際
大

会
に
参
加
し
た
。
古
代
の
洞
窟
、
バ
ロ
ッ
ク
期
の
井
戸
、
カ
フ
ェ
や
広
場
、

町
の
各
所
に
仕
か
け
ら
れ
た
試
食
会
や
食
と
音
楽
の
競
演
。
憲
兵
隊
の

兵
舎
に
世
界
か
ら
の
７
０
０
人
の
会
員
た
ち
が
肩
を
寄
せ
合
い
、
地
元

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
プ
ロ
顔
負
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
こ
な
し
た
ガ
ラ

デ
ィ
ナ
ー
。
そ
の
見
事
な
演
出
に
魅
せ
ら
れ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、

帰
路
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
頭
で
考
え
た
。「
こ
の
ス
ロ
ー
の
哲
学
を
、
町

づ
く
り
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
」

　大
都
市
で
は
、
人
口
集
中
と
と
も
に
生
活
環
境
が
劣
悪
化
し
、
大
型

店
舗
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
進
出
に
よ
り
、
食
生
活
だ
け
で
な
く
、
町

の
様
相
そ
の
も
の
が
均
質
化
し
て
い
く
。
し
か
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

小
さ
な
町
ま
で
、
こ
れ
に
追
従
す
る
の
は
馬
鹿
げ
て
は
い
な
い
か
。

「
な
ら
ば
、
も
は
や
大
都
市
で
は
望
め
な
い
質
の
高
い
暮
ら
し
、
ゆ
っ

た
り
し
た
時
間
と
人
間
ら
し
い
大
き
さ
を
保
持
す
る
小
さ
な
町
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
創
れ
な
い
も
の
か
」

　こ
う
し
て
翌
日
、
カ
ン
パ
ー
ニ
ャ
州
の
ポ
ジ
タ
ー
ノ
、
ウ
ン
ブ
リ
ア

州
の
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
、
ピ
エ
モ
ン
テ
州
の
ブ
ラ
の
町
長
ら
に
電
話
を
し
、

99
年
、
こ
の
４
町
か
ら
「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
」（Citta Slow

）
が
正

式
に
産
声
を
あ
げ
た
。
人
口
５
万
人
以
下
の
「
暮
ら
し
の
質
が
高
い
」

小
さ
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。

て
い
る
か
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
項
目
も
あ
る
。

　だ
が
、
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
暮
ら
し
や
す
い
町
の
必
須
条
件
は
、

交
流
の
場
〞
だ
と
力
説
し
た
。
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
が
問
題
に
す
る
の
は
、

決
し
て
町
の
構
造
や
建
築
だ
け
で
は
な
い
。
町
の
原
動
力
は
、
む
し
ろ

目
に
見
え
な
い
も
の
で
、そ
れ
は「
人
と
人
の
交
流
、会
話
、農
家
の
知
恵
、

職
人
の
技
、
食
文
化
、
信
仰…

…

」
と
い
っ
た
も
の
だ
と
彼
は
言
う
。

　商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
化
、
個
人
店
の
疲
弊
は
、
日
本
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。
郊
外
型
の
大
型
量
販
店
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
進

出
は
、
世
界
的
な
傾
向
で
あ
る
。
だ
が
日
本
で
は
、
１
９
９
２
年
、
中

小
小
売
店
の
最
後
の
砦
だ
っ
た
大
型
店
舗
法
を
改
正
施
行
し
、
そ
の
流

れ
を
加
速
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　一
方
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
の
先
進
地
に

な
ら倣
い
、
イ
タ
リ

ア
で
初
め
て
、
景
観
法
の
一
環
で
あ
る
都
市
計
画
法
を
活
用
し
、
大
型

量
販
店
の
進
出
を
食
い
止
め
た
の
が
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
の
現
会
長

で
あ
る
、マ
ル
コ
ー
ニ
町
長
の
カ
ス
テ
ル
ノ
ー
ヴ
ォ
・
ネ
・
モ
ン
テ
ィ
氏
だ
。

　イ
タ
リ
ア
半
島
を
縦
に
走
る
ア
ペ
ニ
ン
山
脈
の
裾
野
に
あ
る
人
口
１

万
６
０
０
人
ほ
ど
の
山
間
部
だ
が
、
約
２
０
０
の
個
人
店
が
健
在
。
そ

も
そ
も
テ
ィ
レ
ニ
ア
海
へ
抜
け
る
街
道
の
要
所
で
、
中
世
か
ら
塩
や
ス

パ
イ
ス
の
市
が
立
っ
た
た
め
、
周
辺
の
村
か
ら
も
買
い
物
に
く
る
。
そ

こ
で
Ｅ
Ｕ
統
合
後
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
カ
ル
フ
ー
ル
な
ど
大
手
３
社
が
進

出
を
打
診
。
し
か
し
、
町
は
こ
れ
を
阻
止
す
る
べ
く
、
２
０
０
５
年
に

施
行
さ
れ
た
「
文
化
財
・
風
景
財
法
」
を
基
に
独
自
の
「
都
市
計
画
条
例
」

を
作
成
し
た
。

「
市
街
地
の
中
に
は
、『
１
５
０
０
㎡
以
上
の
大
き
な
商
業
施
設
』
し
か

建
て
ら
れ
な
い
。
一
方
、
町
の
郊
外
に
は
『
２
５
０
㎡
以
下
の
施
設
』

に
限
る
、
と
定
め
た
の
で
す
。
市
街
地
に
は
、
１
５
０
０
㎡
も
の
広
い

土
地
な
ど
ど
う
探
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
大
手
ス
ー
パ
ー
は
進

出
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
」

　農
村
景
観
の
保
護
の
た
め
、
奇
抜
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
し
た
。
町

の
一
角
に
１
９
６
０
年
代
に
建
て
ら
れ
た
巨
大
な
養
鶏
場
の
廃
墟
が
あ

っ
た
。
町
は
２
０
０
５
年
、
こ
れ
を
12
万
ユ
ー
ロ
（
約
１
５
０
０
万
円
）

で
競
り
落
と
し
、
解
体
。
解
体
作
業
そ
の
も
の
を
「
町
の
エ
コ
モ
ン
ス

タ
ー
を
ぶ
っ
つ
ぶ
せ
」
と
い
う
祭
り
に
仕
立
て
た
。
く
じ
引
き
で
当
選

し
た
親
子
が
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
爆
破
と
と
も
に

拍
手
が
沸
き
起
こ
る
。
そ
ん
な
過
激

な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
美
し
い
農
村

風
景
と
は
何
か
に
つ
い
て
市
民
に
問

題
提
起
し
た
の
だ
。

　２
０
０
５
年
、
日
本
で
は
全
国
に

先
駆
け
て
、
福
島
県
で
も
日
本
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
掲
げ
、「
商

業
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
に
よ
っ

て
郊
外
型
の
大
型
店
舗
の
進
出
を
防

ぎ
、
市
街
地
の
空
洞
化
を
食
い
止
め

よ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま
れ
た
。
こ

れ
は
他
県
に
も
飛
び
火
し
て
い
る
が
、
震
災
で
多
く
の
雇
用
が
失
わ
れ
、

人
口
流
出
が
顕
著
な
現
在
が
正
念
場
だ
。
長
年
、
福
島
で
教
鞭
を
と
り
、

審
議
会
会
長
を
務
め
る
福
島
大
学
名
誉
教
授
の
鈴
木
浩
氏
は
、「
地
方
の

活
性
化
と
い
え
ば
、
企
業
誘
致
と
い
う
古
い
概
念
か
ら
、
な
か
な
か
日

本
の
地
方
は
自
由
に
な
れ
な
い
。し
か
し
、復
興
後
、視
察
に
訪
れ
る
人
々

を
郊
外
の
大
型
店
舗
に
案
内
す
る
の
か
。
今
後
は
、
そ
れ
が
10
年
後
、

50
年
後
に
も
持
続
可
能
で
、
次
世
代
の
暮
ら
し
を
本
当
に
豊
か
に
す
る

の
か
、
そ
れ
を
基
準
に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

ベンチや、ワインなどの
地元産品充実は、
スローなまちづくりの

必須要素。
（右・左／Ⓑ、中／Ⓐ）

エスプレッソ、チーズ、
広場での交流……。

豊かな時間と暮らしは、
身近な物の中から生まれる。

（右・中／Ⓐ、左／Ⓑ）

岡
県
の
掛
川
町
、
山
口
県
の
柳
井
町
な
ど
ス
ロ
ー
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
っ
て
い
る
。

　イ
タ
リ
ア
と
日
本
は
、
雪
国
の
山
岳
部
か
ら
熱
帯
の
島
々
ま
で
縦
に

長
い
変
化
に
富
む
地
形
や
、
多
様
な
食
文
化
な
ど
、
共
通
点
が
多
い
。

第
二
次
大
戦
敗
戦
後
の
復
興
、
工
業
化
に
よ
る
地
方
の
疲
弊
と
い
っ
た

歴
史
も
同
じ
な
ら
、
少
子
高
齢
化
や
山
村
の
過
疎
化
と
い
う
問
題
も
同

様
に
抱
え
る
。
た
だ
、
地
方
の
市
町
村
の
活
気
に
つ
い
て
は
、
一
極
集

中
の
傾
向
が
顕
著
な
日
本
は
、
や
や
出
遅
れ
た
感
が
あ
る
。

　ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
哲
学
に
は
、
現
代
に
お
け
る
生
産
者
の
保
護
と
地

方
の
活
性
化
が
そ
の
根
底
に
あ
る
。
そ
の
哲
学
を
さ
ら
に
具
体
的
に
実

現
す
る
も
の
が
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
思
想
だ
と
い
え
る
。

　地
方
の
畑
と
都
市
の
食
卓
を
つ
な
ぐ
こ
と
、
地
産
地
消
の
推
進
、
ベ

ン
チ
作
戦
に
よ
る
商
店
街
の
活
性
化
、

車
両
規
制
に
よ
る
歩
い
て
楽
し
め
る

町
づ
く
り
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
の
防
波

堤
を
自
然
石
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

木
の
散
歩
道
に
替
え
る
な
ど
の
新
し

い
公
共
事
業…

…

日
本
で
も
次
世
代

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
多
々
あ
る
。

た
と
え
ば
、
賑
わ
う
漁
港
は
さ
て
お
き
、
人
の
少
な
い
三
陸
の
美
し
い

沿
岸
部
に
ま
で
こ
と
ご
と
く
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防
潮
堤
を
そ
び

え
さ
せ
る
予
算
を
他
に
使
え
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
住
み
や
す
く
、
美
し
い

日
本
に
近
づ
け
る
だ
ろ
う
、
と
夢
想
す
る
昨
今
で
あ
る
。
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地
元
商
店
街
の

シ
ャッ
タ
ー
化
に
、

い
か
に
歯
止
め
を

か
け
る
か



ま
ち
づ
く
り
は「
人
づ
く
り
」と「
場
づ
く
り
」

世
界
各
国
で
受
け
入
れ
ら
れ
つつ
あ
る「
ス
ロ
ー
」。

そ
し
て
そ
れ
を
背
景
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
。

日
本
で
も
、歴
史
文
化
や
国
民
性
に
合
っ
た「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
」を
つ
く
る
た
め
に
、

な
ん
ら
か
の
基
本
と
な
る
考
え
方
が
必
要
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、こ
れ
ま
で
の
日
本
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

何
が
ス
ロ
ー
で
、何
が
ス
ロ
ー
で
は
な
か
っ
た
の
か
、

「
言
葉
」と「
視
線
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
考
察
す
る
。

文
・
久
繁 

哲
之
介

撮
影
／
名
取 

和
久

人
の
言
葉
と
視
線
が
「
ス
ロ
ー
な
」
ま
ち

東
京
都「
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
」に
見
る

「
場
」づ
く
り
。

こ
こ
は
、昭
和
30
年
代
の
文
化
を
活
か
し
、

人
と
人
と
の
交
流
が

意
識
さ
れ
た
ま
ち
で
あ
る
。

優

し
い
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さ
ら
に
小
さ
く
て

ス
ロ
ー
な
町
に
よ
る

「
美
し
い
村
連
合
」

し
ま
む
ら
・
な
つ
／
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
。
大
学
卒
業
後
、
イ
タ
リ
ア
に
滞
在
し
つ
つ

取
材
・
執
筆
し
た
著
書『
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
な
人
生
！
―
―
イ
タ
リ
ア
の
食
卓
か
ら
始
ま
る
』（
２

０
０
０
年
、
新
潮
社
）
は
、
日
本
で
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
い
う
考
え
方
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
。
近
著
に
『
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
―
―
世
界
の
均
質
化
と
闘
う
イ

タ
リ
ア
の
小
さ
な
町
』（
２
０
１
３
年
、
光
文
社
新
書
）
が
あ
る
。

Shim
am

ura N
atsu

　さ
か
ん
に
映
画
の
ロ
ケ
地
に
な
る
、
現
在
の
美
し
い
ト
ス
カ
ー
ナ
地

方
に
足
を
運
ぶ
と
、
そ
れ
が
太
古
か
ら
変
わ
ら
ぬ
風
景
だ
っ
た
か
の
よ

う
に
錯
覚
し
そ
う
だ
。
確
か
に
な
だ
ら
か
な
丘
を
覆
う
葡
萄
や
糸
杉
は

古
代
か
ら
植
林
さ
れ
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
１
９
７
０
年
代
ま
で
、
こ

の
地
方
に
農
村
観
光
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
農
村
が
美
し

い
と
い
う
概
念
は
、
こ
の
地
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、
風
景
を
磨
く

地
元
の
努
力
と
と
も
に
育
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
の
幼
少
期
の
60
年
代
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
以
外
の

ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
は
、
忘
れ
ら
れ
た
田
舎
だ
っ
た
。
こ
と
に
キ
ア
ン
テ

ィ
地
方
は
、
海
も
な
い
、
美
術
品
も
な
い
、
高
速
道
路
も
な
い
、
な
い

も
の
尽
く
し
の
キ
ア
ン
テ
ィ
砂
漠
と
形
容
さ
れ
た
。
過
疎
化
が
止
ま
ら
ず
、

農
家
の
次
男
坊
だ
っ
た
彼
の
家
で
も
２
人
の
兄
は
都
市
へ
働
き
に
出
て

戻
ら
な
か
っ
た
。

　そ
の
意
識
変
革
に
最
初
に
寄
与
し
た
の
が
、
英
国
や
ド
イ
ツ
な
ど
か

ら
来
た
外
国
人
や
、
ミ
ラ
ノ
や
ロ
ー
マ
な
ど
都
市
か
ら
の
移
住
者
た
ち

だ
っ
た
と
、
彼
は
い
う
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
都
市
を
逃
れ
る
人
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
投
資
す
る
人
が
農
村
へ
移
民
す
る
流
れ
が
生
ま
れ

た
。
こ
れ
を
転
機
と
し
、
地
元
を
離
れ
た
若
者
た
ち
の
意
識
も
次
第
に

変
化
し
て
い
く
。

　同
時
に
進
ん
だ
の
が
、
量
産
品
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
だ
っ
た
キ
ア
ン

テ
ィ
ワ
イ
ン
の
量
か
ら
質
へ
の
転
換
だ
。
か
つ
て
グ
レ
ー
ヴ
ェ
に
は
、

港
ま
で
鉄
道
が
走
る
巨
大
な
醸
造
蔵
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
廃
墟
と
な

っ
て
久
し
か
っ
た
。
現
在
、
そ
れ
は
地
元
の
肉
屋
「
フ
ァ
ロ
ル
ニ
」
が

買
い
取
り
、
キ
ア
ン
テ
ィ
ワ
イ
ン
が
常
に
１
０
０
種
も
試
飲
で
き
る
画

期
的
な
エ
ノ
テ
カ
（
ワ
イ
ン
主
体
の
飲
食
店
）
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　地
方
の
再
生
に
具
体
的
に
貢
献
し
た
の
は
、
国
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ス

カ
ー
ナ
州
の
景
観
法
の
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
。
奇
跡
の
経
済
ル
ネ
サ
ン
ス

と
言
わ
れ
、
イ
タ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ド
が
世
界
に
進
出
し
た
80
年
代
、
イ
タ

リ
ア
で
も
乱
開
発
が
進
ん
だ
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
が
、
当
時
、

文
化
財
・
環
境
財
省
の
政
務
次
官
だ
っ
た
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ガ
ラ
ッ
ソ
に

よ
る
「
ガ
ラ
ッ
ソ
法
」
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
海
岸
線
か
ら

３
０
０
メ
ー
ト
ル
、
河
川
か
ら
１
５
０
メ
ー
ト
ル
、
森
林
や
高
山
地
帯

と
い
っ
た
一
切
に
、
開
発
が
許
さ
れ
な
い
保
護
地
区
が
指
定
さ
れ
た
。

　こ
う
し
た
背
景
が
整
っ
て
、
初
め
て
農
村
観
光
と
い
う
も
の
が
芽
生

え
る
。

　そ
し
て
90
年
代
前
半
、
人
口
の
回

復
期
に
町
長
に
な
っ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ

ー
ニ
氏
が
目
指
し
た
の
は
、
町
を
肥

大
化
さ
せ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

「
か
つ
て
発
展
と
い
え
ば
、
道
路
や

大
型
店
舗
を
増
や
し
、
宅
地
化
を
進

め
、
住
民
を
増
や
す
こ
と
ば
か
り
考

え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と

が
住
民
を
幸
せ
に
し
た
だ
ろ
う

か
？
」

　そ
こ
で
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
市
場
や
多
種
多
様
な

個
人
店
、
地
元
ス
ー
パ
ー
の
地
産
地
消
度
の
向
上
。
大
型
ホ
テ
ル
よ
り
、

農
家
民
宿
や
プ
チ
ホ
テ
ル
や
Ｂ
＆
Ｂ
。
大
型
シ
ネ
コ
ン
よ
り
、
名
画
座

や
映
画
祭
や
地
域
の
祭
り…

…

そ
う
し
た
も
の
を
町
づ
く
り
の
主
軸
に

据
え
た
の
だ
と
い
う
。

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
指
針
に
は
、「
環
境
対
策
」「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
福
祉
」「
地
場
産
業
の
保
護
」
の
５
つ
の
項
目
に
分

か
れ
た
59
の
条
件
が
連
な
る
。
美
観
を
損
ね
る
看
板
の
除
去
、
障
害
の

な
い
歩
道
の
整
備
、
歴
史
地
区
の
修
復
と
美
観
の
整
備
、
エ
コ
建
築
の

推
進
、
市
場
や
有
機
農
法
や
食
教
育
の
推
進
、
伝
統
食
の
見
直
し
、
ス

ロ
ー
な
旅
の
ガ
イ
ド
な
ど
と
具
体
的
で
、
中
に
は
、
ベ
ン
チ
は
充
実
し

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
に
触
発
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
さ
ら
に
小
さ
な
山

村
や
漁
村
、
離
島
の
連
合
が
生
ま
れ
た
。
日
本
同
様
、
イ
タ
リ
ア
も
８

割
が
山
間
地
で
、
離
島
も
多
い
。
同
じ
く
過
疎
化
や
高
齢
化
に
加
え
、

第
一
次
産
業
の
低
迷
を
抱
え
る
。
そ
こ
で
２
０
０
１
年
、
35
の
村
々
が

集
ま
り
、Ｂ
Ｂ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る
「
イ
タ
リ
ア
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

“
I Borghi più Belli d’Italia” 

が
誕

生
し
た
。
初
代
か
ら
の
会
長
は
、
ウ

ン
ブ
リ
ア
州
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
・

デ
ル
・
ラ
ー
ゴ
の
元
町
長
フ
ィ
オ
レ

ッ
ロ
・
プ
リ
ー
ミ
氏
だ
。

　こ
れ
は
、
20
年
前
か
ら
存
在
す
る

「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
倣
っ
た
も
の
で
、
06
年
か
ら
は
、
全
村
を
紹
介
す
る
カ
ラ
ー
の
ガ
イ

ド
本
も
発
行
。
今
は
２
０
０
を
超
え
る
村
が
加
盟
す
る
。
日
本
で
も
２

０
０
５
年
、
北
海
道
の
美
瑛
町
、
四
国
・
徳
島
県
の

か
み
か
つ

上
勝
町
、
長
野
県

の
大
鹿
村
な
ど
49
（
２
０
１
２
年
現
在
）
の
町
村
が
加
盟
し
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
が
生
ま
れ
た
。

　ま
た
昨
年
、
日
本
初
の
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
、
被
災
地
で
も
あ
る

漁
港
・
気
仙
沼
が
手
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
に
触

発
さ
れ
て
生
ま
れ
た
「
ス
ロ
ー
タ
ウ
ン
」
連
合
に
は
、
滋
賀
県
の
高
島
市
、

岩
手
県
の
岩
泉
町
な
ど
魅
力
的
な
町
が
名
を
連
ね
、
01
年
か
ら
淡
々
と

活
動
を
続
け
る
日
本
独
自
の
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
に
も
静

ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
は
、
１
９
９
９
年
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動

を
生
ん
だ
イ
タ
リ
ア
に
、
こ
れ
を
母
体
と
し
て
生
ま
れ
た
。

現
在
、
イ
タ
リ
ア
国
内
に
約
73
市
町
村
、
ア
メ
リ
カ
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
韓
国
な
ど
世
界
の
１
７
７
市
町
村
が
加
盟
し
て
い
る
。

　ス
ロ
ー
な
町
づ
く
り
と
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　母
体
と
な
っ
た
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
」
は
、
北
イ
タ
リ
ア
の
ブ
ラ

に
国
際
本
部
を
持
ち
、
国
内
約
２
万
人
、
世
界
に
８
万
人
弱
の
会
員
を

擁
す
る
食
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
。
そ
の
当
初
か
ら
の
会
員
で
、
当
時
、

ト
ス
カ
ー
ナ
州
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
と
い
う
小
さ
な
田

舎
町
の
町
長
だ
っ
た
パ
オ
ロ
・
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
１
９
９
７
年
、

ウ
ン
ブ
リ
ア
州
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
で
開
か
れ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
国
際
大

会
に
参
加
し
た
。
古
代
の
洞
窟
、
バ
ロ
ッ
ク
期
の
井
戸
、
カ
フ
ェ
や
広
場
、

町
の
各
所
に
仕
か
け
ら
れ
た
試
食
会
や
食
と
音
楽
の
競
演
。
憲
兵
隊
の

兵
舎
に
世
界
か
ら
の
７
０
０
人
の
会
員
た
ち
が
肩
を
寄
せ
合
い
、
地
元

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
プ
ロ
顔
負
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
こ
な
し
た
ガ
ラ

デ
ィ
ナ
ー
。
そ
の
見
事
な
演
出
に
魅
せ
ら
れ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、

帰
路
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
頭
で
考
え
た
。「
こ
の
ス
ロ
ー
の
哲
学
を
、
町

づ
く
り
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
」

　大
都
市
で
は
、
人
口
集
中
と
と
も
に
生
活
環
境
が
劣
悪
化
し
、
大
型

店
舗
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
進
出
に
よ
り
、
食
生
活
だ
け
で
な
く
、
町

の
様
相
そ
の
も
の
が
均
質
化
し
て
い
く
。
し
か
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

小
さ
な
町
ま
で
、
こ
れ
に
追
従
す
る
の
は
馬
鹿
げ
て
は
い
な
い
か
。

「
な
ら
ば
、
も
は
や
大
都
市
で
は
望
め
な
い
質
の
高
い
暮
ら
し
、
ゆ
っ

た
り
し
た
時
間
と
人
間
ら
し
い
大
き
さ
を
保
持
す
る
小
さ
な
町
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
創
れ
な
い
も
の
か
」

　こ
う
し
て
翌
日
、
カ
ン
パ
ー
ニ
ャ
州
の
ポ
ジ
タ
ー
ノ
、
ウ
ン
ブ
リ
ア

州
の
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
、
ピ
エ
モ
ン
テ
州
の
ブ
ラ
の
町
長
ら
に
電
話
を
し
、

99
年
、
こ
の
４
町
か
ら
「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
」（Citta Slow

）
が
正

式
に
産
声
を
あ
げ
た
。
人
口
５
万
人
以
下
の
「
暮
ら
し
の
質
が
高
い
」

小
さ
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。

て
い
る
か
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
項
目
も
あ
る
。

　だ
が
、
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
暮
ら
し
や
す
い
町
の
必
須
条
件
は
、

交
流
の
場
〞
だ
と
力
説
し
た
。
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
が
問
題
に
す
る
の
は
、

決
し
て
町
の
構
造
や
建
築
だ
け
で
は
な
い
。
町
の
原
動
力
は
、
む
し
ろ

目
に
見
え
な
い
も
の
で
、そ
れ
は「
人
と
人
の
交
流
、会
話
、農
家
の
知
恵
、

職
人
の
技
、
食
文
化
、
信
仰…

…

」
と
い
っ
た
も
の
だ
と
彼
は
言
う
。

　商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
化
、
個
人
店
の
疲
弊
は
、
日
本
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。
郊
外
型
の
大
型
量
販
店
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
進

出
は
、
世
界
的
な
傾
向
で
あ
る
。
だ
が
日
本
で
は
、
１
９
９
２
年
、
中

小
小
売
店
の
最
後
の
砦
だ
っ
た
大
型
店
舗
法
を
改
正
施
行
し
、
そ
の
流

れ
を
加
速
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　一
方
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
の
先
進
地
に

な
ら倣
い
、
イ
タ
リ

ア
で
初
め
て
、
景
観
法
の
一
環
で
あ
る
都
市
計
画
法
を
活
用
し
、
大
型

量
販
店
の
進
出
を
食
い
止
め
た
の
が
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
の
現
会
長

で
あ
る
、マ
ル
コ
ー
ニ
町
長
の
カ
ス
テ
ル
ノ
ー
ヴ
ォ
・
ネ
・
モ
ン
テ
ィ
氏
だ
。

　イ
タ
リ
ア
半
島
を
縦
に
走
る
ア
ペ
ニ
ン
山
脈
の
裾
野
に
あ
る
人
口
１

万
６
０
０
人
ほ
ど
の
山
間
部
だ
が
、
約
２
０
０
の
個
人
店
が
健
在
。
そ

も
そ
も
テ
ィ
レ
ニ
ア
海
へ
抜
け
る
街
道
の
要
所
で
、
中
世
か
ら
塩
や
ス

パ
イ
ス
の
市
が
立
っ
た
た
め
、
周
辺
の
村
か
ら
も
買
い
物
に
く
る
。
そ

こ
で
Ｅ
Ｕ
統
合
後
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
カ
ル
フ
ー
ル
な
ど
大
手
３
社
が
進

出
を
打
診
。
し
か
し
、
町
は
こ
れ
を
阻
止
す
る
べ
く
、
２
０
０
５
年
に

施
行
さ
れ
た
「
文
化
財
・
風
景
財
法
」
を
基
に
独
自
の
「
都
市
計
画
条
例
」

を
作
成
し
た
。

「
市
街
地
の
中
に
は
、『
１
５
０
０
㎡
以
上
の
大
き
な
商
業
施
設
』
し
か

建
て
ら
れ
な
い
。
一
方
、
町
の
郊
外
に
は
『
２
５
０
㎡
以
下
の
施
設
』

に
限
る
、
と
定
め
た
の
で
す
。
市
街
地
に
は
、
１
５
０
０
㎡
も
の
広
い

土
地
な
ど
ど
う
探
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
大
手
ス
ー
パ
ー
は
進

出
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
」

　農
村
景
観
の
保
護
の
た
め
、
奇
抜
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
し
た
。
町

の
一
角
に
１
９
６
０
年
代
に
建
て
ら
れ
た
巨
大
な
養
鶏
場
の
廃
墟
が
あ

っ
た
。
町
は
２
０
０
５
年
、
こ
れ
を
12
万
ユ
ー
ロ
（
約
１
５
０
０
万
円
）

で
競
り
落
と
し
、
解
体
。
解
体
作
業
そ
の
も
の
を
「
町
の
エ
コ
モ
ン
ス

タ
ー
を
ぶ
っ
つ
ぶ
せ
」
と
い
う
祭
り
に
仕
立
て
た
。
く
じ
引
き
で
当
選

し
た
親
子
が
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
爆
破
と
と
も
に

拍
手
が
沸
き
起
こ
る
。
そ
ん
な
過
激

な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
美
し
い
農
村

風
景
と
は
何
か
に
つ
い
て
市
民
に
問

題
提
起
し
た
の
だ
。

　２
０
０
５
年
、
日
本
で
は
全
国
に

先
駆
け
て
、
福
島
県
で
も
日
本
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
掲
げ
、「
商

業
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
に
よ
っ

て
郊
外
型
の
大
型
店
舗
の
進
出
を
防

ぎ
、
市
街
地
の
空
洞
化
を
食
い
止
め

よ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま
れ
た
。
こ

れ
は
他
県
に
も
飛
び
火
し
て
い
る
が
、
震
災
で
多
く
の
雇
用
が
失
わ
れ
、

人
口
流
出
が
顕
著
な
現
在
が
正
念
場
だ
。
長
年
、
福
島
で
教
鞭
を
と
り
、

審
議
会
会
長
を
務
め
る
福
島
大
学
名
誉
教
授
の
鈴
木
浩
氏
は
、「
地
方
の

活
性
化
と
い
え
ば
、
企
業
誘
致
と
い
う
古
い
概
念
か
ら
、
な
か
な
か
日

本
の
地
方
は
自
由
に
な
れ
な
い
。し
か
し
、復
興
後
、視
察
に
訪
れ
る
人
々

を
郊
外
の
大
型
店
舗
に
案
内
す
る
の
か
。
今
後
は
、
そ
れ
が
10
年
後
、

50
年
後
に
も
持
続
可
能
で
、
次
世
代
の
暮
ら
し
を
本
当
に
豊
か
に
す
る

の
か
、
そ
れ
を
基
準
に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

岡
県
の
掛
川
町
、
山
口
県
の
柳
井
町
な
ど
ス
ロ
ー
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
っ
て
い
る
。

　イ
タ
リ
ア
と
日
本
は
、
雪
国
の
山
岳
部
か
ら
熱
帯
の
島
々
ま
で
縦
に

長
い
変
化
に
富
む
地
形
や
、
多
様
な
食
文
化
な
ど
、
共
通
点
が
多
い
。

第
二
次
大
戦
敗
戦
後
の
復
興
、
工
業
化
に
よ
る
地
方
の
疲
弊
と
い
っ
た

歴
史
も
同
じ
な
ら
、
少
子
高
齢
化
や
山
村
の
過
疎
化
と
い
う
問
題
も
同

様
に
抱
え
る
。
た
だ
、
地
方
の
市
町
村
の
活
気
に
つ
い
て
は
、
一
極
集

中
の
傾
向
が
顕
著
な
日
本
は
、
や
や
出
遅
れ
た
感
が
あ
る
。

　ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
哲
学
に
は
、
現
代
に
お
け
る
生
産
者
の
保
護
と
地

方
の
活
性
化
が
そ
の
根
底
に
あ
る
。
そ
の
哲
学
を
さ
ら
に
具
体
的
に
実

現
す
る
も
の
が
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
思
想
だ
と
い
え
る
。

　地
方
の
畑
と
都
市
の
食
卓
を
つ
な
ぐ
こ
と
、
地
産
地
消
の
推
進
、
ベ

ン
チ
作
戦
に
よ
る
商
店
街
の
活
性
化
、

車
両
規
制
に
よ
る
歩
い
て
楽
し
め
る

町
づ
く
り
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
の
防
波

堤
を
自
然
石
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

木
の
散
歩
道
に
替
え
る
な
ど
の
新
し

い
公
共
事
業…

…

日
本
で
も
次
世
代

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
多
々
あ
る
。

た
と
え
ば
、
賑
わ
う
漁
港
は
さ
て
お
き
、
人
の
少
な
い
三
陸
の
美
し
い

沿
岸
部
に
ま
で
こ
と
ご
と
く
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防
潮
堤
を
そ
び

え
さ
せ
る
予
算
を
他
に
使
え
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
住
み
や
す
く
、
美
し
い

日
本
に
近
づ
け
る
だ
ろ
う
、
と
夢
想
す
る
昨
今
で
あ
る
。

イタリア、アプリカーレの
「坂の路地」と、グレーヴェの

有機ワイナリー。（Ⓑ）



　皆
さ
ん
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し

て
、
ど
う
い
う
時
に
最
も「
幸
せ
を
感
じ
る
」、

あ
る
い
は
「
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
」
で
し
ょ

う
か
？

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
分
に
向
け
る
言
葉
と

視
線
が
「
ス
ロ
ー
な
（
優
し
い
、
心
地
よ

い
）」時
、
あ
る
い
は「
フ
ァ
ス
ト
な（
厳
し
い
、

事
務
的
な
）」
時
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　こ
の
「
人
と
し
て
根
源
的
な
欲
求
」
を
前

提
に
、
本
稿
テ
ー
マ
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
」
を
、

自
分
に
向
け
ら
れ
る
言
葉
と
視
線
が
「
ス
ロ

ー
な
（
優
し
い
、
心
地
よ
い
）
ま
ち
」
と
定

義
し
て
、
以
後
は
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
」
と
表

記
し
て
話
を
進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
に

向
け
ら
れ
る
言
葉
と
視
線
が
「
ス
ロ
ー
な
ま

ち
」
を
つ
く
る
営
み
を
「
ま
ち
づ
く
り
」
と

呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。

「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
」
を
つ
く
る
方
法
は
二
つ

に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
人
を
創

る
」
方
法
と
「
場
を
作
る
」
方
法
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
具
体
的
に
定
義
し
て
事
例
を
挙
げ
て

説
明
し
ま
す
。

　人
を
創
る
と
は
「
誰
に
対
し
て
も
、
特
に

高
齢
者
な
ど
社
会
的
弱
者
に
対
し
て
も
、
言

葉
と
視
線
が
ス
ロ
ー
な
市
民
を
育
み
、
増
や

す
」
こ
と
で
す
。
石
川
県
七
尾
市
を
事
例
１

と
し
て
説
明
し
ま
す
。

　場
を
作
る
と
は
「
誰
に
対
し
て
も
、
特
に

高
齢
者
な
ど
社
会
的
弱
者
に
対
し
て
も
、
言

葉
と
視
線
が
ス
ロ
ー
に
な
れ
る
、
特
別
な
場

所
を
作
る
」
こ
と
で
す
。
成
功
事
例
と
し
て

東
京
都
豊
島
区
の
「
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店

街
」
を
事
例
２
と
し
て
、
失
敗
事
例
と
し
て

東
京
都
足
立
区
の
「
老
人
館
」
を
事
例
３
と

し
て
説
明
し
ま
す
。

　石
川
県
七
尾
市
の
Ｊ
Ｒ
七
尾
駅
前
に
、
公

共
施
設
と
商
業
施
設
の
複
合
商
業
ビ
ル
「
パ

ト
リ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。
パ
ト
リ
ア
１
階
の

正
面
入
り
口
横
に
あ
る
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ツ

（
以
下
、
ミ
ス
ド
）
七
尾
店
は
、
地
元
で
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
溜
ま
り
場
」
と
し
て
有
名
で

す
。
ミ
ス
ド
七
尾
店
は
、
地
元
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
に
愛
用
さ
れ
て
、
北
陸
地
方
に
数
あ
る

ミ
ス
ド
全
店
舗
の
中
で
、
月
間
の
売
上
第
１

位
を
記
録
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　も
し
か
し
た
ら
、
皆
さ
ん
は
「
ミ
ス
ド
っ

て
、
高
校
生
な
ど
若
者
の
溜
ま
り
場
じ
ゃ
な

い
の
？
」
と
固
定
観
念
を
抱
い
て
、
そ
う
い

う
固
定
観
念
に
凝
り
固
ま
っ
た
発
想
で
、
都

市
経
営
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　ま
ち
や
店
に
、
高
齢
者
を
集
客
し
よ
う
と

目
論
む
時
、
高
齢
者
ら
し
い
静
か
な
雰
囲
気

や
、
お
と
な
し
め
な
商
品
が
必
要
と
「
決
め

つ
け
」
て
い
ま
せ
ん
か
？

　そ
う
い
う
「
固
定
観
念
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の

決
め
つ
け
」
は
今
す
ぐ
、
捨
て
ま
し
ょ
う
。

そ
の
固
定
観
念
と
決
め
つ
け
か
ら
発
せ
ら
れ

る
「
言
葉
と
視
線
が
高
齢
者
の
心
を
酷
く
傷

つ
け
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
高
齢
者
の
集
客

を
阻
害
す
る
最
大
の
要
因
で
あ
る
こ
と
」
に

気
が
つ
き
ま
し
ょ
う
。

　ミ
ス
ド
七
尾
店
が
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
溜

ま
り
場
」
で
あ
る
事
実
を
浮
き
彫
り
に
し
た

の
は
、
地
元
中
学
生
の
課
外
活
動
で
し
た
。

パ
ト
リ
ア
完
成
か
ら
12
年
後
の
２
０
０
７
年

11
月
10
日
、
七
尾
市
は
「
中
学
生
ま
ち
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
中
学
生

の
発
表
か
ら
、
私

は
次
の
こ
と
に
注

目
し
ま
し
た
。

「
七
尾
在
住
70

年
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
寝
た
き
り
に
な
ら
ず
元
気
に
過
ご

す
た
め
に
お
友
達
と
遊
び
に
行
く
場
所
は
、

ミ
ス
ド
七
尾
店
。
ミ
ス
ド
に
居
た
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
達
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と

『
街
中
に
雰
囲
気
の
良
い
お
店
を
増
や
し

て
ほ
し
い
』
と
。
意
外
で
し
た
」

　シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を
企
画
す
る
現
役
世
代

の
男
性
は
恐
ら
く
、
こ
う
い
う
「
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
本
音
」
を
、
ほ
と
ん
ど
聞
い
た
経
験

が
な
い
と
思
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
本

音
を
聞
き
も
し
な
い
で
「
年
寄
り
は
、
静
か

な
場
所
へ
行
き
た
い
は
ず
。
年
寄
り
ら
し
い

地
味
な
服
を
着
た
い
は
ず
」
等
と
、
勝
手
に

決
め
つ
け
て
シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
１
０
０
兆
円
市
場
と
言
わ
れ
る

シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
が
、
未
だ
に
活
性
化
し
な

い
理
由
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　実
は
私
も
所
用
で
七
尾
市
を
訪
れ
た
時
に
、

七
尾
駅
を
下
車
し
て
直
ぐ
、
ミ
ス
ド
七
尾
店

が
「
地
元
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
溜
ま
り
場
」
に

な
っ
て
い
る
異
変
に
初
め
て
気
が
つ
い
た
の

で
す
。
す
ご
く
意
外
な
光
景
だ
っ
た
の
で
、

私
は
ミ
ス
ド
七
尾
店
に
入
り
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
と
店
員
に
「
今
日
は
何
か
イ
ベ
ン
ト
で

も
あ
っ
た
の
で
す
か
？
」
と
聞
き
ま
し
た
。

　ミ
ス
ド
七
尾
店
の
店
員
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
溜
ま
り
場
に
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
は
何

も
し
て
い
な
い
。
い
つ
の
間
に
か
溜
ま
り
場

に
な
っ
て
い
た
」
と
言
い
ま
す
。

　今
度
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
に
話
を
聞
く

と
、
や
は
り
同
じ
よ
う
に
「
い
つ
の
間
に
か
、

こ
こ
は
私
達
の
溜
ま
り
場
に
な
っ
て
い
た
」

と
言
い
ま
す
。
私
は
更
に
い
く
つ
か
の
質
問

を
さ
せ
て
頂
き
、
次
の
会
話
に
シ
ニ
ア
ビ
ジ

ネ
ス
を
成
功
に
導
く
ヒ
ン
ト
を
見
出
し
ま
し

た
。私

「
金
沢
な
ど
へ
遊
び
に
行
っ
た
時
も
、

ミ
ス
ド
の
よ
う
な
店
を
利
用
す
る
の
で
す

か
？
」

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
「
そ
う
言
わ
れ
る
と
行
か

な
い
ね
。
だ
っ
て
、
行
き
た
い
け
ど
大
都

市
の
そ
う
い
う
お
店
は
若
い
人
ば
か
り
で
、

そ
う
い
う
場
所
の
お
客
さ
ん
や
店
員
さ
ん

達
の
〝
何
故
ば
あ
さ
ん
が
、
こ
ん
な
所

に
？
〞っ
て
刺
さ
る
よ
う
な
視
線
が
痛
い

の
よ
。
そ
の
点
、
七
尾
の
人
達
が
私
達
に

向
け
る
視
線
・
言
葉
は
偏
見
が
な
く
て
、

自
然
で
優
し
い
か
ら
居
心
地
が
イ
イ
。
こ

れ
が
田
舎
の
イ
イ
と
こ
で
す
よ
」（
傍
線

強
調
は
筆
者
）

　お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
言
う
「
他
の
顧
客
や
店

員
が
自
分
達
に
向
け
る
視
線
・
言
葉
は
偏
見

が
な
く
て
、
自
然
で
優
し
い
か
ら
、
居
心
地

が
イ
イ
」
は
、
先
の
中
学
生
の
言
葉
に
も
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　高
齢
者
に
居
心
地
の
良
い
場
所
の
創
出
、

あ
る
い
は
シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
性
化
に
最

も
大
切
な
こ
と
は
、
高
齢
者
に
向
け
る
「
視

線
・
言
葉
に
偏
見
・
固
定
観
念
が
な
く
、
自

然
で
優
し
い
」
人
の
存
在
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　逆
説
的
に
言
え
ば
、
失
敗
す
る
ま
ち
づ
く

り
、
シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
、「
高
齢
者
に

向
け
る
視
線
・
言
葉
に
偏
見
や
固
定
観
念
が

強
く
、
高
齢
者
の
心
を
傷
つ
け
て
い
る
」
と

い
う
共
通
項
が
あ
り
ま
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
マ
ス
コ
ミ
等
か

ら「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
原
宿
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

し
か
し
、
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
の
商
店
主

達
は
、
そ
う
い
う
「
場
づ
く
り
」
を
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
実
、
巣
鴨
地
蔵
通

り
商
店
街
に
集
ま
る
顧
客
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
（
高
齢
者
）
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
以

外
の
顧
客
層
が
５
割
前
後
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
巣
鴨
に
訪
れ

る
高
齢
者
の
多
く
も
「
自
分
を
高
齢
者
と
は

思
っ
て
い
な
い
」
顧
客
心
理
で
す
。

　そ
の
よ
う
な
顧
客
心
理
を
考
慮
せ
ず
に
、

高
齢
者
を
狙
っ
た
シ
ル
バ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
で

「
高
齢
者
向
き
商
品
、
高
齢
者
の
方
に
最

適
」
等
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
年
齢
を
固
定
し
す
ぎ

て
、
顧
客
に
年
齢
を
強
く
意
識
さ
せ
す
ぎ
た

も
の
は
、
ほ
ぼ
全

て
が
失
敗
し
て
い

ま
す
。

　で
は
、
巣
鴨
地

蔵
通
り
商
店
街
は
、

ど
の
よ
う
な
「
場

づ
く
り
」
を
し
た

の
で
し
ょ
う
か
？

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
も
、
か
つ
て
は
他

の
商
店
街
と
同
じ
よ
う
に
衰
退
し
て
、
一
時

は
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。
地

元
の
行
政
か
ら
、
商
店
街
再
生
と
称
し
た
補

助
金
施
策
の
提
案
を
幾
度
も
受
け
て
い
ま
し

た
。　全

国
商
店
街
の
多
く
は
、
行
政
か
ら
の
補

助
金
施
策
提
案
を
受
け
入
れ
て
、
商
店
街
の

概
観
は
小
奇
麗
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ス

コ
ミ
や
専
門
家
は
、
そ
の
補
助
金
事
業
を
成

功
事
例
と
け
ん喧

　
で
ん伝

し
た
の
で
、
補
助
金
施
策
を

受
け
入
れ
る
商
店
街
は
更
に
増
え
ま
し
た
が
、

巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
補
助
金
施
策
を

受
け
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
補

助
金
施
策
で
成
功
し
た
と
喧
伝
さ
れ
る
商

店
街
を
い
く
つ
か
視
察
し
た
と
こ
ろ
、
ど
こ

も
同
じ
よ
う
な
無
個
性
な
外
観
で
、
魅
力
も

効
果
も
全
く
感
じ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
補
助
金
施
策
の

効
果
に
疑
問
を
も
ち
、
独
自
に
以
下
の
基
本

方
針
と
取
り
組
み
を
導
き
出
し
ま
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
は
別
名
「
旧
中
山
道
」
で

あ
り
、
昭
和
30
年
代
の
街
並
み
が
残
っ
て
い

ま
し
た
。
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
「
昭
和

30
年
代
の
文
化
を
活
用
す
る
場
づ
く
り
」
を

基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
て
、
具
体
的
に
次
の

３
つ
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

①
商
店
街
の
街
灯
は
ガ
ス
灯
に
統
一
す
る

等
「
昭
和
30
年
代
に
見
え
る
外
観
（
箱

物
）」
を
作
る
。

②
各
店
舗
は
「
昭
和
30
年
代
に
あ
っ
た
商

品
（
物
）」
を
売
る
。

③
各
商
店
主
は
昭
和
30
年
代
に
見
ら
れ
た

「
顧
客
と
の
交
流
・
繋
が
り
」
を
再
生
す
る
。

　①
と
②
は
「
目
に
見
え
や
す
い
、
模
倣
し

や
す
い
」
の
で
、
他
商
店
街
も
「
レ
ト
ロ
商

店
街
」
等
の
名
称
を
掲
げ
て
表
面
的
に
真
似

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
２
項
目
の
模

倣
だ
け
を
し
た
商
店
街
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
失

敗
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　こ
の
２
項
目
は
一
度
、
体
験
す
れ
ば
顧
客

は
飽
き
て
し
ま
い
、
リ
ピ
ー
ト
需
要
に
繋
が

ら
な
い
か
ら
で
す
。
顧
客
（
特
に
、
仕
事
を

リ
タ
イ
ア
し
た
高
齢
者
）
が
何
度
で
も
、
毎

日
で
も
体
験
し
た
い
コ
ト
は
、
昭
和
30
年
代

に
体
験
し
た
「
商
店
主
や
他
顧
客
と
の
交

流
・
繋
が
り
」
だ
か
ら
で
す
。

　そ
う
、
昭
和
30
年
代
の
商
店
街
が
、
顧
客

に
と
っ
て
魅
力
的
だ
っ
た
一
番
の
理
由
は

「
対
面
販
売
時
に
生
ま
れ
る
交
流
の
楽
し

さ
」
に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
商
店
街

が
レ
ト
ロ
化
し
て
成
功
す
る
鍵
は
、
箱
物
の

外
観
的
な
古
さ
だ
け
を
取
り
戻
す
こ
と
で
は

な
く「
交
流
を
取
り
戻
す
」こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
が
、
顧
客
と
の
交

流
に
力
を
注
ぎ
始
め
る
と
、
顧
客
か
ら
多
く

の
要
望
が
耳
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

顧
客
が
最
も
関
心
を
も
つ
テ
ー
マ
は
「
健

康
」
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
「
健
康
を
テ

ー
マ
と
し
た
場
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　顧
客
ニ
ー
ズ
は
「
ア
ン
ケ
ー
ト
で
安
易
に

見
つ
か
る
」
と
勘
違
い
し
て
い
る
方
が
多
い

の
で
す
が
、
顧
客
ニ
ー
ズ
は
「
顧
客
と
の
交

流
か
ら
気
が
つ
く
」
も
の
で
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
が
「
健
康
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
い
る
こ
と
が
顕
著
に
表
れ
る
の

は
、
健
康
関
連
店
舗
の
多
さ
で
す
。
商
店
街

約
１
８
０
店
の
う
ち
、
薬
局
が
11
店
も
あ
り

「
巣
鴨
に
来
れ
ば
、
置
い
て
い
な
い
薬
や
健

康
関
連
商
品
は
な
い
」と
言
わ
れ
ま
す
。ま
た
、

取
り
扱
っ
て
い
な
い
商
品
を
顧
客
が
要
望
す

れ
ば
、
直
ぐ
に
応
え
て
く
れ
ま
す
。

　こ
の
顧
客
志
向
は
薬
局
に
限
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
某
鰻
屋
で
は
「
目
に
良
い
」
と
店

先
の
看
板
に
書
か
れ
、
鰻
か
ら
抽
出
し
た
エ

キ
ス
か
ら
作
っ
た
独
自
の
健
康
補
助
食
品
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
某
衣
服
店
で
は
、
赤
パ

ン
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

健
康
雑
誌
『
壮
快
』
が
「
赤
い
パ
ン
ツ
を
穿

く
と
丹
田
と
い
う
ツ
ボ
を
刺
激
し
て
健
康

に
良
い
」
と
記
事
に
し
て
以
来
、
巣
鴨
に
集

ま
る
顧
客
か
ら
「
赤
パ
ン
あ
る
？
」
と
い
う

要
望
が
殺
到
し
、
そ
の
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え

た
結
果
で
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り

商
店
街
の
顧
客
志

向
を
最
も
象
徴
す

る
取
り
組
み
は
、

下
の
写
真
で
分
か

る
よ
う
に
、
巣
鴨

駅
寄
り
の
商
店
街

入
り
口
に
店
舗
１
〜
２
軒
分
の
ス
ペ
ー
ス
を

割
い
て
、
30
人
以
上
は
楽
に
座
れ
る
ベ
ン

チ
・
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

商
店
街
で
一
番
収
益
の
あ
が
る
場
所
を
、
全

く
収
益
が
あ
が
ら
な
い
「
顧
客
を
お
も
て
な

し
す
る
場
」
と
す
る
取
り
組
み
は
、
自
分
の

利
益
ば
か
り
考
え
る
者
に
と
っ
て
は
非
効

率
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

こ
の
顧
客
志
向
こ
そ
収
益
と
集
客
を
高
め

る
基
本
な
の
で
す
。

　足
立
区
は
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
施
設
名

称
に
、
使
用
者
の
「
世
代
名
＋
館
」
と
い
う

非
常
に
安
易
で
露
骨
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
し
て

い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
足
立
区
の
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
は
「
老
人
館
、
児
童
館
」
と
、
世

代
毎
に
分
離
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　更
に
驚
く
べ
き
は
、
足
立
区
が
老
人
館
の

利
用
規
定
を
「
60
歳
以
上
の
区
内
在
住
者
」

に
限
定
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
る
で
、
高

齢
者
は
「
若
い
人
と
、
よ
そ
者
と
は
交
流
す

る
な
」
と
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
す
。

　ま
ち
づ
く
り
は
「
若
者
、
バ
カ
者
、
よ
そ

者
が
必
要
」
と
い
う
有
名
な
格
言
が
あ
り
ま

す
。
足
立
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
こ
の
格

言
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
時
代
錯
誤
な
発

想
が
施
設
の
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
利
用
規
定
」

か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

　老
人
館
は
指
定
管
理
者
が
月
に
１
回
ほ
ど

企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
実
施
時
に
は
、
多
く
の

高
齢
者
が
集
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
平
時
は

い
つ
も
利
用
者
が
い
ま
せ
ん
。
拙
著
『
地
域

再
生
の
罠
』（
ち
く
ま
新
書
）で
紹
介
し
た「
月

に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
時
の
み
賑
わ
う
が
、
平

時
は
顧
客
が
来
な
い
商
店
街
」
と
同
じ
で
す
。

　私
は
足
立
区
の
「
老
人
館
」
で
実
施
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
関
与
し
た
経
験
が
あ
る
の
で
、

高
齢
者
に
老
人
館
を
利
用
し
な
い
理
由
と
不

満
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
不
満
は
以
下
の
よ

う
に
「
老
人
館
」
と
い
う
心
な
い
ネ
ー
ミ
ン

グ
と
、
利
用
者
を
「
60
歳
以
上
の
区
内
在
住

者
に
限
定
す
る
利
用
規
定
」
に
集
中
し
ま
し

た
。「

足
立
区
役
所
は
、
モ
ノ
の
言
い
方
も
知

ら
な
い
。
私
た
ち
区
民
を
老
人
よ
ば
わ
り

す
る
な
」

「
私
は
高
齢
者
だ
が
、
老
人
で
は
な
い
か

ら
、
老
人
館
を
利
用
し
な
い
」

「
老
人
館
で
出
来
る
事
は
囲
碁
将
棋
し
か

無
い
が
、
勝
負
事
は
実
力
が
伯
仲
し
な
い

と
面
白
く
な
い
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
対
戦

相
手
を
年
齢
と
居
住
区
で
限
定
す
る
足
立

区
役
所
の
考
え
は
尋
常
で
な
い
」

　こ
の
よ
う
な
市
民
の
不
満
を
踏
ま
え
て
私

は
、
足
立
区
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
利
用
規
定
を

改
善
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

足
立
区
は
（
利
用
者
が
少
な
い
方
が
事
故
は

起
き
な
い
し
、
管
理
が
楽
と
で
も
思
っ
て
い

る
よ
う
で
）
聞
く
耳
を
全
く
も
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
。

　足
立
区
が
何
も
対
応
し
な
い
実
態
を
残
念

に
思
う
私
は
、
こ
の
話
を
権
威
あ
る
某
雑
誌

に「
な
ぜ
公
共
施
設
の
満
足
度
は
低
い
の
か
」

と
い
う
題
で
寄
稿
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
足
立

区
に
外
圧
が
か
か
っ
た
よ
う
で
、
私
が
直
接

提
案
し
て
も
全
く
聞
く
耳
さ
え
も
た
な
か
っ

た
足
立
区
が
、
私
の
寄
稿
を
機
に
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
を
「
悠
々
館
」
に
改
善
し
た
の
で
す
。

　足
立
区
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
自
治
体
は

「
市
民
、
権
威
の
低
い
者
の
声
に
は
聞
く
耳

を
も
っ
て
い
な
い
」
の
で
す
が
「
外
圧
と
権

威
に
は
極
め
て
弱
い
」
特
性
を
も
っ
て
い
ま

す
。　こ

の
特
性
は
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
」
を
つ
く

る
上
で
非
常
に
大
切
な
論
点
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
自
治
体
は
市
民
を
老
人
よ
ば
わ
り

す
る
等
「
市
民
に
向
け
る
言
葉
・
視
線
は
、

鈍
感
で
、
ス
ロ
ー
で
な
い
」
の
で
す
が
「
自

治
体
に
向
け
ら
れ
る
権
威
か
ら
の
言
葉
・
視

線
に
は
、
非
常
に
敏
感
で
、
ス
ロ
ー
で
あ
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
」
の
で
す
。

　自
治
体
が
「
ま
ち
」
を
語
る
時
に
頻
出
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
再

生
、
中
心
市
街
地
活
性
化
」
が
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
「
場
所
が
、
豊
か
に
な
る
」
言
葉

の
組
み
合
わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

治
体
は
、
場
所
を
良
く
す
る
こ
と
ば
か
り
に

気
を
奪
わ
れ
て

「
人
（
市
民
）
が
、

豊
か
に
な
る
」
発

想
・
心
遣
い
が
抜

け
て
い
る
よ
う
で

す
。　以

上
３
つ
の
事
例
か
ら
、
本
論
は
次
の
よ

う
に
要
約
で
き
ま
す
。

　ス
ロ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
自
治
体
を

は
じ
め
市
民
が
「
自
分
に
向
け
て
ほ
し
い
ス

ロ
ー
な
言
葉
・
視
線
を
、
他
の
市
民
に
向
け

て
あ
げ
る
心
」
を
も
つ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

写
真
上
／
お
煎
餅
に
団
子
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
好
物
は
な
ん
で
も
揃
う
。

こ
こ
で
働
く
人
も
み
な
元
気
だ
。

写
真
下
／
髙
岩
寺
、通
称「
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
」。

明
治
期
に
こ
こ
に
移
転
し
、

「
江
戸
六
地
蔵
尊 

眞
性
寺
」と
と
も
に

商
店
街
を
見
守
る
。

写
真
上・下
／
八
ツ
目
鰻
の
脂
を
配
合
し
た

健
康
食
品
を
売
る
鰻
屋
の
店
先
。

顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
意
識
し
、

健
康
を
意
識
し
た
商
品
が
多
い
の
も
、

巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
の
特
徴
。
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事
例
１
／
石
川
県
七
尾
市

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

溜
ま
り
場
は
、ミ
ス
ド
」

と
聞
い
て
、

あ
な
た
は
ど
う
思
う
？

1
0
0
兆
円
市
場

シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
が
、

未
だ
活
性
化

し
な
い
理
由

事
例
２
／
東
京
都「
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
」

補
助
金
施
策
の

否
定
か
ら
始
ま
っ
た

「
場
づ
く
り
」

「
人
を
創
る
」か

「
場
を
作
る
」か
、

分
け
て
考
え
る

「
集
客
、賑
わ
い
」の
鍵
は
、

お
金
の
い
ら
な
い

「
視
線・言
葉
」
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　皆
さ
ん
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し

て
、
ど
う
い
う
時
に
最
も「
幸
せ
を
感
じ
る
」、

あ
る
い
は
「
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
」
で
し
ょ

う
か
？

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
分
に
向
け
る
言
葉
と

視
線
が
「
ス
ロ
ー
な
（
優
し
い
、
心
地
よ

い
）」時
、
あ
る
い
は「
フ
ァ
ス
ト
な（
厳
し
い
、

事
務
的
な
）」
時
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　こ
の
「
人
と
し
て
根
源
的
な
欲
求
」
を
前

提
に
、
本
稿
テ
ー
マ
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
」
を
、

自
分
に
向
け
ら
れ
る
言
葉
と
視
線
が
「
ス
ロ

ー
な
（
優
し
い
、
心
地
よ
い
）
ま
ち
」
と
定

義
し
て
、
以
後
は
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
」
と
表

記
し
て
話
を
進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
に

向
け
ら
れ
る
言
葉
と
視
線
が
「
ス
ロ
ー
な
ま

ち
」
を
つ
く
る
営
み
を
「
ま
ち
づ
く
り
」
と

呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。

「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
」
を
つ
く
る
方
法
は
二
つ

に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
人
を
創

る
」
方
法
と
「
場
を
作
る
」
方
法
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
具
体
的
に
定
義
し
て
事
例
を
挙
げ
て

説
明
し
ま
す
。

　人
を
創
る
と
は
「
誰
に
対
し
て
も
、
特
に

高
齢
者
な
ど
社
会
的
弱
者
に
対
し
て
も
、
言

葉
と
視
線
が
ス
ロ
ー
な
市
民
を
育
み
、
増
や

す
」
こ
と
で
す
。
石
川
県
七
尾
市
を
事
例
１

と
し
て
説
明
し
ま
す
。

　場
を
作
る
と
は
「
誰
に
対
し
て
も
、
特
に

高
齢
者
な
ど
社
会
的
弱
者
に
対
し
て
も
、
言

葉
と
視
線
が
ス
ロ
ー
に
な
れ
る
、
特
別
な
場

所
を
作
る
」
こ
と
で
す
。
成
功
事
例
と
し
て

東
京
都
豊
島
区
の
「
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店

街
」
を
事
例
２
と
し
て
、
失
敗
事
例
と
し
て

東
京
都
足
立
区
の
「
老
人
館
」
を
事
例
３
と

し
て
説
明
し
ま
す
。

　石
川
県
七
尾
市
の
Ｊ
Ｒ
七
尾
駅
前
に
、
公

共
施
設
と
商
業
施
設
の
複
合
商
業
ビ
ル
「
パ

ト
リ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。
パ
ト
リ
ア
１
階
の

正
面
入
り
口
横
に
あ
る
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ツ

（
以
下
、
ミ
ス
ド
）
七
尾
店
は
、
地
元
で
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
溜
ま
り
場
」
と
し
て
有
名
で

す
。
ミ
ス
ド
七
尾
店
は
、
地
元
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
に
愛
用
さ
れ
て
、
北
陸
地
方
に
数
あ
る

ミ
ス
ド
全
店
舗
の
中
で
、
月
間
の
売
上
第
１

位
を
記
録
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　も
し
か
し
た
ら
、
皆
さ
ん
は
「
ミ
ス
ド
っ

て
、
高
校
生
な
ど
若
者
の
溜
ま
り
場
じ
ゃ
な

い
の
？
」
と
固
定
観
念
を
抱
い
て
、
そ
う
い

う
固
定
観
念
に
凝
り
固
ま
っ
た
発
想
で
、
都

市
経
営
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　ま
ち
や
店
に
、
高
齢
者
を
集
客
し
よ
う
と

目
論
む
時
、
高
齢
者
ら
し
い
静
か
な
雰
囲
気

や
、
お
と
な
し
め
な
商
品
が
必
要
と
「
決
め

つ
け
」
て
い
ま
せ
ん
か
？

　そ
う
い
う
「
固
定
観
念
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の

決
め
つ
け
」
は
今
す
ぐ
、
捨
て
ま
し
ょ
う
。

そ
の
固
定
観
念
と
決
め
つ
け
か
ら
発
せ
ら
れ

る
「
言
葉
と
視
線
が
高
齢
者
の
心
を
酷
く
傷

つ
け
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
高
齢
者
の
集
客

を
阻
害
す
る
最
大
の
要
因
で
あ
る
こ
と
」
に

気
が
つ
き
ま
し
ょ
う
。

　ミ
ス
ド
七
尾
店
が
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
溜

ま
り
場
」
で
あ
る
事
実
を
浮
き
彫
り
に
し
た

の
は
、
地
元
中
学
生
の
課
外
活
動
で
し
た
。

パ
ト
リ
ア
完
成
か
ら
12
年
後
の
２
０
０
７
年

11
月
10
日
、
七
尾
市
は
「
中
学
生
ま
ち
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
中
学
生

の
発
表
か
ら
、
私

は
次
の
こ
と
に
注

目
し
ま
し
た
。

「
七
尾
在
住
70

年
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
寝
た
き
り
に
な
ら
ず
元
気
に
過
ご

す
た
め
に
お
友
達
と
遊
び
に
行
く
場
所
は
、

ミ
ス
ド
七
尾
店
。
ミ
ス
ド
に
居
た
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
達
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と

『
街
中
に
雰
囲
気
の
良
い
お
店
を
増
や
し

て
ほ
し
い
』
と
。
意
外
で
し
た
」

　シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を
企
画
す
る
現
役
世
代

の
男
性
は
恐
ら
く
、
こ
う
い
う
「
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
本
音
」
を
、
ほ
と
ん
ど
聞
い
た
経
験

が
な
い
と
思
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
本

音
を
聞
き
も
し
な
い
で
「
年
寄
り
は
、
静
か

な
場
所
へ
行
き
た
い
は
ず
。
年
寄
り
ら
し
い

地
味
な
服
を
着
た
い
は
ず
」
等
と
、
勝
手
に

決
め
つ
け
て
シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
１
０
０
兆
円
市
場
と
言
わ
れ
る

シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
が
、
未
だ
に
活
性
化
し
な

い
理
由
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　実
は
私
も
所
用
で
七
尾
市
を
訪
れ
た
時
に
、

七
尾
駅
を
下
車
し
て
直
ぐ
、
ミ
ス
ド
七
尾
店

が
「
地
元
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
溜
ま
り
場
」
に

な
っ
て
い
る
異
変
に
初
め
て
気
が
つ
い
た
の

で
す
。
す
ご
く
意
外
な
光
景
だ
っ
た
の
で
、

私
は
ミ
ス
ド
七
尾
店
に
入
り
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
と
店
員
に
「
今
日
は
何
か
イ
ベ
ン
ト
で

も
あ
っ
た
の
で
す
か
？
」
と
聞
き
ま
し
た
。

　ミ
ス
ド
七
尾
店
の
店
員
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
溜
ま
り
場
に
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
は
何

も
し
て
い
な
い
。
い
つ
の
間
に
か
溜
ま
り
場

に
な
っ
て
い
た
」
と
言
い
ま
す
。

　今
度
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
に
話
を
聞
く

と
、
や
は
り
同
じ
よ
う
に
「
い
つ
の
間
に
か
、

こ
こ
は
私
達
の
溜
ま
り
場
に
な
っ
て
い
た
」

と
言
い
ま
す
。
私
は
更
に
い
く
つ
か
の
質
問

を
さ
せ
て
頂
き
、
次
の
会
話
に
シ
ニ
ア
ビ
ジ

ネ
ス
を
成
功
に
導
く
ヒ
ン
ト
を
見
出
し
ま
し

た
。私

「
金
沢
な
ど
へ
遊
び
に
行
っ
た
時
も
、

ミ
ス
ド
の
よ
う
な
店
を
利
用
す
る
の
で
す

か
？
」

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
「
そ
う
言
わ
れ
る
と
行
か

な
い
ね
。
だ
っ
て
、
行
き
た
い
け
ど
大
都

市
の
そ
う
い
う
お
店
は
若
い
人
ば
か
り
で
、

そ
う
い
う
場
所
の
お
客
さ
ん
や
店
員
さ
ん

達
の
〝
何
故
ば
あ
さ
ん
が
、
こ
ん
な
所

に
？
〞っ
て
刺
さ
る
よ
う
な
視
線
が
痛
い

の
よ
。
そ
の
点
、
七
尾
の
人
達
が
私
達
に

向
け
る
視
線
・
言
葉
は
偏
見
が
な
く
て
、

自
然
で
優
し
い
か
ら
居
心
地
が
イ
イ
。
こ

れ
が
田
舎
の
イ
イ
と
こ
で
す
よ
」（
傍
線

強
調
は
筆
者
）

　お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
言
う
「
他
の
顧
客
や
店

員
が
自
分
達
に
向
け
る
視
線
・
言
葉
は
偏
見

が
な
く
て
、
自
然
で
優
し
い
か
ら
、
居
心
地

が
イ
イ
」
は
、
先
の
中
学
生
の
言
葉
に
も
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　高
齢
者
に
居
心
地
の
良
い
場
所
の
創
出
、

あ
る
い
は
シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
性
化
に
最

も
大
切
な
こ
と
は
、
高
齢
者
に
向
け
る
「
視

線
・
言
葉
に
偏
見
・
固
定
観
念
が
な
く
、
自

然
で
優
し
い
」
人
の
存
在
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　逆
説
的
に
言
え
ば
、
失
敗
す
る
ま
ち
づ
く

り
、
シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
、「
高
齢
者
に

向
け
る
視
線
・
言
葉
に
偏
見
や
固
定
観
念
が

強
く
、
高
齢
者
の
心
を
傷
つ
け
て
い
る
」
と

い
う
共
通
項
が
あ
り
ま
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
マ
ス
コ
ミ
等
か

ら「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
原
宿
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

し
か
し
、
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
の
商
店
主

達
は
、
そ
う
い
う
「
場
づ
く
り
」
を
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
実
、
巣
鴨
地
蔵
通

り
商
店
街
に
集
ま
る
顧
客
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
（
高
齢
者
）
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
以

外
の
顧
客
層
が
５
割
前
後
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
巣
鴨
に
訪
れ

る
高
齢
者
の
多
く
も
「
自
分
を
高
齢
者
と
は

思
っ
て
い
な
い
」
顧
客
心
理
で
す
。

　そ
の
よ
う
な
顧
客
心
理
を
考
慮
せ
ず
に
、

高
齢
者
を
狙
っ
た
シ
ル
バ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
で

「
高
齢
者
向
き
商
品
、
高
齢
者
の
方
に
最

適
」
等
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
年
齢
を
固
定
し
す
ぎ

て
、
顧
客
に
年
齢
を
強
く
意
識
さ
せ
す
ぎ
た

も
の
は
、
ほ
ぼ
全

て
が
失
敗
し
て
い

ま
す
。

　で
は
、
巣
鴨
地

蔵
通
り
商
店
街
は
、

ど
の
よ
う
な
「
場

づ
く
り
」
を
し
た

の
で
し
ょ
う
か
？

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
も
、
か
つ
て
は
他

の
商
店
街
と
同
じ
よ
う
に
衰
退
し
て
、
一
時

は
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。
地

元
の
行
政
か
ら
、
商
店
街
再
生
と
称
し
た
補

助
金
施
策
の
提
案
を
幾
度
も
受
け
て
い
ま
し

た
。　全

国
商
店
街
の
多
く
は
、
行
政
か
ら
の
補

助
金
施
策
提
案
を
受
け
入
れ
て
、
商
店
街
の

概
観
は
小
奇
麗
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ス

コ
ミ
や
専
門
家
は
、
そ
の
補
助
金
事
業
を
成

功
事
例
と
け
ん喧

　
で
ん伝

し
た
の
で
、
補
助
金
施
策
を

受
け
入
れ
る
商
店
街
は
更
に
増
え
ま
し
た
が
、

巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
補
助
金
施
策
を

受
け
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
補

助
金
施
策
で
成
功
し
た
と
喧
伝
さ
れ
る
商

店
街
を
い
く
つ
か
視
察
し
た
と
こ
ろ
、
ど
こ

も
同
じ
よ
う
な
無
個
性
な
外
観
で
、
魅
力
も

効
果
も
全
く
感
じ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
補
助
金
施
策
の

効
果
に
疑
問
を
も
ち
、
独
自
に
以
下
の
基
本

方
針
と
取
り
組
み
を
導
き
出
し
ま
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
は
別
名
「
旧
中
山
道
」
で

あ
り
、
昭
和
30
年
代
の
街
並
み
が
残
っ
て
い

ま
し
た
。
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
「
昭
和

30
年
代
の
文
化
を
活
用
す
る
場
づ
く
り
」
を

基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
て
、
具
体
的
に
次
の

３
つ
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

①
商
店
街
の
街
灯
は
ガ
ス
灯
に
統
一
す
る

等
「
昭
和
30
年
代
に
見
え
る
外
観
（
箱

物
）」
を
作
る
。

②
各
店
舗
は
「
昭
和
30
年
代
に
あ
っ
た
商

品
（
物
）」
を
売
る
。

③
各
商
店
主
は
昭
和
30
年
代
に
見
ら
れ
た

「
顧
客
と
の
交
流
・
繋
が
り
」
を
再
生
す
る
。

　①
と
②
は
「
目
に
見
え
や
す
い
、
模
倣
し

や
す
い
」
の
で
、
他
商
店
街
も
「
レ
ト
ロ
商

店
街
」
等
の
名
称
を
掲
げ
て
表
面
的
に
真
似

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
２
項
目
の
模

倣
だ
け
を
し
た
商
店
街
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
失

敗
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　こ
の
２
項
目
は
一
度
、
体
験
す
れ
ば
顧
客

は
飽
き
て
し
ま
い
、
リ
ピ
ー
ト
需
要
に
繋
が

ら
な
い
か
ら
で
す
。
顧
客
（
特
に
、
仕
事
を

リ
タ
イ
ア
し
た
高
齢
者
）
が
何
度
で
も
、
毎

日
で
も
体
験
し
た
い
コ
ト
は
、
昭
和
30
年
代

に
体
験
し
た
「
商
店
主
や
他
顧
客
と
の
交

流
・
繋
が
り
」
だ
か
ら
で
す
。

　そ
う
、
昭
和
30
年
代
の
商
店
街
が
、
顧
客

に
と
っ
て
魅
力
的
だ
っ
た
一
番
の
理
由
は

「
対
面
販
売
時
に
生
ま
れ
る
交
流
の
楽
し

さ
」
に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
商
店
街

が
レ
ト
ロ
化
し
て
成
功
す
る
鍵
は
、
箱
物
の

外
観
的
な
古
さ
だ
け
を
取
り
戻
す
こ
と
で
は

な
く「
交
流
を
取
り
戻
す
」こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
が
、
顧
客
と
の
交

流
に
力
を
注
ぎ
始
め
る
と
、
顧
客
か
ら
多
く

の
要
望
が
耳
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

顧
客
が
最
も
関
心
を
も
つ
テ
ー
マ
は
「
健

康
」
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
「
健
康
を
テ

ー
マ
と
し
た
場
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　顧
客
ニ
ー
ズ
は
「
ア
ン
ケ
ー
ト
で
安
易
に

見
つ
か
る
」
と
勘
違
い
し
て
い
る
方
が
多
い

の
で
す
が
、
顧
客
ニ
ー
ズ
は
「
顧
客
と
の
交

流
か
ら
気
が
つ
く
」
も
の
で
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
が
「
健
康
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
い
る
こ
と
が
顕
著
に
表
れ
る
の

は
、
健
康
関
連
店
舗
の
多
さ
で
す
。
商
店
街

約
１
８
０
店
の
う
ち
、
薬
局
が
11
店
も
あ
り

「
巣
鴨
に
来
れ
ば
、
置
い
て
い
な
い
薬
や
健

康
関
連
商
品
は
な
い
」と
言
わ
れ
ま
す
。ま
た
、

取
り
扱
っ
て
い
な
い
商
品
を
顧
客
が
要
望
す

れ
ば
、
直
ぐ
に
応
え
て
く
れ
ま
す
。

　こ
の
顧
客
志
向
は
薬
局
に
限
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
某
鰻
屋
で
は
「
目
に
良
い
」
と
店

先
の
看
板
に
書
か
れ
、
鰻
か
ら
抽
出
し
た
エ

キ
ス
か
ら
作
っ
た
独
自
の
健
康
補
助
食
品
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
某
衣
服
店
で
は
、
赤
パ

ン
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

健
康
雑
誌
『
壮
快
』
が
「
赤
い
パ
ン
ツ
を
穿

く
と
丹
田
と
い
う
ツ
ボ
を
刺
激
し
て
健
康

に
良
い
」
と
記
事
に
し
て
以
来
、
巣
鴨
に
集

ま
る
顧
客
か
ら
「
赤
パ
ン
あ
る
？
」
と
い
う

要
望
が
殺
到
し
、
そ
の
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え

た
結
果
で
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り

商
店
街
の
顧
客
志

向
を
最
も
象
徴
す

る
取
り
組
み
は
、

下
の
写
真
で
分
か

る
よ
う
に
、
巣
鴨

駅
寄
り
の
商
店
街

入
り
口
に
店
舗
１
〜
２
軒
分
の
ス
ペ
ー
ス
を

割
い
て
、
30
人
以
上
は
楽
に
座
れ
る
ベ
ン

チ
・
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

商
店
街
で
一
番
収
益
の
あ
が
る
場
所
を
、
全

く
収
益
が
あ
が
ら
な
い
「
顧
客
を
お
も
て
な

し
す
る
場
」
と
す
る
取
り
組
み
は
、
自
分
の

利
益
ば
か
り
考
え
る
者
に
と
っ
て
は
非
効

率
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

こ
の
顧
客
志
向
こ
そ
収
益
と
集
客
を
高
め

る
基
本
な
の
で
す
。

　足
立
区
は
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
施
設
名

称
に
、
使
用
者
の
「
世
代
名
＋
館
」
と
い
う

非
常
に
安
易
で
露
骨
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
し
て

い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
足
立
区
の
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
は
「
老
人
館
、
児
童
館
」
と
、
世

代
毎
に
分
離
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　更
に
驚
く
べ
き
は
、
足
立
区
が
老
人
館
の

利
用
規
定
を
「
60
歳
以
上
の
区
内
在
住
者
」

に
限
定
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
る
で
、
高

齢
者
は
「
若
い
人
と
、
よ
そ
者
と
は
交
流
す

る
な
」
と
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
す
。

　ま
ち
づ
く
り
は
「
若
者
、
バ
カ
者
、
よ
そ

者
が
必
要
」
と
い
う
有
名
な
格
言
が
あ
り
ま

す
。
足
立
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
こ
の
格

言
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
時
代
錯
誤
な
発

想
が
施
設
の
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
利
用
規
定
」

か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

　老
人
館
は
指
定
管
理
者
が
月
に
１
回
ほ
ど

企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
実
施
時
に
は
、
多
く
の

高
齢
者
が
集
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
平
時
は

い
つ
も
利
用
者
が
い
ま
せ
ん
。
拙
著
『
地
域

再
生
の
罠
』（
ち
く
ま
新
書
）で
紹
介
し
た「
月

に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
時
の
み
賑
わ
う
が
、
平

時
は
顧
客
が
来
な
い
商
店
街
」
と
同
じ
で
す
。

　私
は
足
立
区
の
「
老
人
館
」
で
実
施
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
関
与
し
た
経
験
が
あ
る
の
で
、

高
齢
者
に
老
人
館
を
利
用
し
な
い
理
由
と
不

満
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
不
満
は
以
下
の
よ

う
に
「
老
人
館
」
と
い
う
心
な
い
ネ
ー
ミ
ン

グ
と
、
利
用
者
を
「
60
歳
以
上
の
区
内
在
住

者
に
限
定
す
る
利
用
規
定
」
に
集
中
し
ま
し

た
。「

足
立
区
役
所
は
、
モ
ノ
の
言
い
方
も
知

ら
な
い
。
私
た
ち
区
民
を
老
人
よ
ば
わ
り

す
る
な
」

「
私
は
高
齢
者
だ
が
、
老
人
で
は
な
い
か

ら
、
老
人
館
を
利
用
し
な
い
」

「
老
人
館
で
出
来
る
事
は
囲
碁
将
棋
し
か

無
い
が
、
勝
負
事
は
実
力
が
伯
仲
し
な
い

と
面
白
く
な
い
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
対
戦

相
手
を
年
齢
と
居
住
区
で
限
定
す
る
足
立

区
役
所
の
考
え
は
尋
常
で
な
い
」

　こ
の
よ
う
な
市
民
の
不
満
を
踏
ま
え
て
私

は
、
足
立
区
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
利
用
規
定
を

改
善
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

足
立
区
は
（
利
用
者
が
少
な
い
方
が
事
故
は

起
き
な
い
し
、
管
理
が
楽
と
で
も
思
っ
て
い

る
よ
う
で
）
聞
く
耳
を
全
く
も
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
。

　足
立
区
が
何
も
対
応
し
な
い
実
態
を
残
念

に
思
う
私
は
、
こ
の
話
を
権
威
あ
る
某
雑
誌

に「
な
ぜ
公
共
施
設
の
満
足
度
は
低
い
の
か
」

と
い
う
題
で
寄
稿
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
足
立

区
に
外
圧
が
か
か
っ
た
よ
う
で
、
私
が
直
接

提
案
し
て
も
全
く
聞
く
耳
さ
え
も
た
な
か
っ

た
足
立
区
が
、
私
の
寄
稿
を
機
に
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
を
「
悠
々
館
」
に
改
善
し
た
の
で
す
。

　足
立
区
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
自
治
体
は

「
市
民
、
権
威
の
低
い
者
の
声
に
は
聞
く
耳

を
も
っ
て
い
な
い
」
の
で
す
が
「
外
圧
と
権

威
に
は
極
め
て
弱
い
」
特
性
を
も
っ
て
い
ま

す
。　こ

の
特
性
は
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
」
を
つ
く

る
上
で
非
常
に
大
切
な
論
点
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
自
治
体
は
市
民
を
老
人
よ
ば
わ
り

す
る
等
「
市
民
に
向
け
る
言
葉
・
視
線
は
、

鈍
感
で
、
ス
ロ
ー
で
な
い
」
の
で
す
が
「
自

治
体
に
向
け
ら
れ
る
権
威
か
ら
の
言
葉
・
視

線
に
は
、
非
常
に
敏
感
で
、
ス
ロ
ー
で
あ
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
」
の
で
す
。

　自
治
体
が
「
ま
ち
」
を
語
る
時
に
頻
出
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
再

生
、
中
心
市
街
地
活
性
化
」
が
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
「
場
所
が
、
豊
か
に
な
る
」
言
葉

の
組
み
合
わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

治
体
は
、
場
所
を
良
く
す
る
こ
と
ば
か
り
に

気
を
奪
わ
れ
て

「
人
（
市
民
）
が
、

豊
か
に
な
る
」
発

想
・
心
遣
い
が
抜

け
て
い
る
よ
う
で

す
。　以

上
３
つ
の
事
例
か
ら
、
本
論
は
次
の
よ

う
に
要
約
で
き
ま
す
。

　ス
ロ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
自
治
体
を

は
じ
め
市
民
が
「
自
分
に
向
け
て
ほ
し
い
ス

ロ
ー
な
言
葉
・
視
線
を
、
他
の
市
民
に
向
け

て
あ
げ
る
心
」
を
も
つ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

写
真
上
／
お
煎
餅
に
団
子
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
好
物
は
な
ん
で
も
揃
う
。

こ
こ
で
働
く
人
も
み
な
元
気
だ
。

写
真
下
／
髙
岩
寺
、通
称「
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
」。

明
治
期
に
こ
こ
に
移
転
し
、

「
江
戸
六
地
蔵
尊 

眞
性
寺
」と
と
も
に

商
店
街
を
見
守
る
。

写
真
上・下
／
八
ツ
目
鰻
の
脂
を
配
合
し
た

健
康
食
品
を
売
る
鰻
屋
の
店
先
。

顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
意
識
し
、

健
康
を
意
識
し
た
商
品
が
多
い
の
も
、

巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
の
特
徴
。
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事
例
１
／
石
川
県
七
尾
市

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

溜
ま
り
場
は
、ミ
ス
ド
」

と
聞
い
て
、

あ
な
た
は
ど
う
思
う
？

1
0
0
兆
円
市
場

シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
が
、

未
だ
活
性
化

し
な
い
理
由

事
例
２
／
東
京
都「
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
」

補
助
金
施
策
の

否
定
か
ら
始
ま
っ
た

「
場
づ
く
り
」

「
人
を
創
る
」か

「
場
を
作
る
」か
、

分
け
て
考
え
る

「
集
客
、賑
わ
い
」の
鍵
は
、

お
金
の
い
ら
な
い

「
視
線・言
葉
」
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　皆
さ
ん
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し

て
、
ど
う
い
う
時
に
最
も「
幸
せ
を
感
じ
る
」、

あ
る
い
は
「
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
」
で
し
ょ

う
か
？

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
分
に
向
け
る
言
葉
と

視
線
が
「
ス
ロ
ー
な
（
優
し
い
、
心
地
よ

い
）」時
、
あ
る
い
は「
フ
ァ
ス
ト
な（
厳
し
い
、

事
務
的
な
）」
時
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　こ
の
「
人
と
し
て
根
源
的
な
欲
求
」
を
前

提
に
、
本
稿
テ
ー
マ
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
」
を
、

自
分
に
向
け
ら
れ
る
言
葉
と
視
線
が
「
ス
ロ

ー
な
（
優
し
い
、
心
地
よ
い
）
ま
ち
」
と
定

義
し
て
、
以
後
は
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
」
と
表

記
し
て
話
を
進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
に

向
け
ら
れ
る
言
葉
と
視
線
が
「
ス
ロ
ー
な
ま

ち
」
を
つ
く
る
営
み
を
「
ま
ち
づ
く
り
」
と

呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。

「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
」
を
つ
く
る
方
法
は
二
つ

に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
人
を
創

る
」
方
法
と
「
場
を
作
る
」
方
法
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
具
体
的
に
定
義
し
て
事
例
を
挙
げ
て

説
明
し
ま
す
。

　人
を
創
る
と
は
「
誰
に
対
し
て
も
、
特
に

高
齢
者
な
ど
社
会
的
弱
者
に
対
し
て
も
、
言

葉
と
視
線
が
ス
ロ
ー
な
市
民
を
育
み
、
増
や

す
」
こ
と
で
す
。
石
川
県
七
尾
市
を
事
例
１

と
し
て
説
明
し
ま
す
。

　場
を
作
る
と
は
「
誰
に
対
し
て
も
、
特
に

高
齢
者
な
ど
社
会
的
弱
者
に
対
し
て
も
、
言

葉
と
視
線
が
ス
ロ
ー
に
な
れ
る
、
特
別
な
場

所
を
作
る
」
こ
と
で
す
。
成
功
事
例
と
し
て

東
京
都
豊
島
区
の
「
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店

街
」
を
事
例
２
と
し
て
、
失
敗
事
例
と
し
て

東
京
都
足
立
区
の
「
老
人
館
」
を
事
例
３
と

し
て
説
明
し
ま
す
。

　石
川
県
七
尾
市
の
Ｊ
Ｒ
七
尾
駅
前
に
、
公

共
施
設
と
商
業
施
設
の
複
合
商
業
ビ
ル
「
パ

ト
リ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。
パ
ト
リ
ア
１
階
の

正
面
入
り
口
横
に
あ
る
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ツ

（
以
下
、
ミ
ス
ド
）
七
尾
店
は
、
地
元
で
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
溜
ま
り
場
」
と
し
て
有
名
で

す
。
ミ
ス
ド
七
尾
店
は
、
地
元
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
に
愛
用
さ
れ
て
、
北
陸
地
方
に
数
あ
る

ミ
ス
ド
全
店
舗
の
中
で
、
月
間
の
売
上
第
１

位
を
記
録
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　も
し
か
し
た
ら
、
皆
さ
ん
は
「
ミ
ス
ド
っ

て
、
高
校
生
な
ど
若
者
の
溜
ま
り
場
じ
ゃ
な

い
の
？
」
と
固
定
観
念
を
抱
い
て
、
そ
う
い

う
固
定
観
念
に
凝
り
固
ま
っ
た
発
想
で
、
都

市
経
営
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　ま
ち
や
店
に
、
高
齢
者
を
集
客
し
よ
う
と

目
論
む
時
、
高
齢
者
ら
し
い
静
か
な
雰
囲
気

や
、
お
と
な
し
め
な
商
品
が
必
要
と
「
決
め

つ
け
」
て
い
ま
せ
ん
か
？

　そ
う
い
う
「
固
定
観
念
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の

決
め
つ
け
」
は
今
す
ぐ
、
捨
て
ま
し
ょ
う
。

そ
の
固
定
観
念
と
決
め
つ
け
か
ら
発
せ
ら
れ

る
「
言
葉
と
視
線
が
高
齢
者
の
心
を
酷
く
傷

つ
け
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
高
齢
者
の
集
客

を
阻
害
す
る
最
大
の
要
因
で
あ
る
こ
と
」
に

気
が
つ
き
ま
し
ょ
う
。

　ミ
ス
ド
七
尾
店
が
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
溜

ま
り
場
」
で
あ
る
事
実
を
浮
き
彫
り
に
し
た

の
は
、
地
元
中
学
生
の
課
外
活
動
で
し
た
。

パ
ト
リ
ア
完
成
か
ら
12
年
後
の
２
０
０
７
年

11
月
10
日
、
七
尾
市
は
「
中
学
生
ま
ち
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
中
学
生

の
発
表
か
ら
、
私

は
次
の
こ
と
に
注

目
し
ま
し
た
。

「
七
尾
在
住
70

年
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
寝
た
き
り
に
な
ら
ず
元
気
に
過
ご

す
た
め
に
お
友
達
と
遊
び
に
行
く
場
所
は
、

ミ
ス
ド
七
尾
店
。
ミ
ス
ド
に
居
た
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
達
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と

『
街
中
に
雰
囲
気
の
良
い
お
店
を
増
や
し

て
ほ
し
い
』
と
。
意
外
で
し
た
」

　シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を
企
画
す
る
現
役
世
代

の
男
性
は
恐
ら
く
、
こ
う
い
う
「
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
本
音
」
を
、
ほ
と
ん
ど
聞
い
た
経
験

が
な
い
と
思
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
本

音
を
聞
き
も
し
な
い
で
「
年
寄
り
は
、
静
か

な
場
所
へ
行
き
た
い
は
ず
。
年
寄
り
ら
し
い

地
味
な
服
を
着
た
い
は
ず
」
等
と
、
勝
手
に

決
め
つ
け
て
シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
１
０
０
兆
円
市
場
と
言
わ
れ
る

シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
が
、
未
だ
に
活
性
化
し
な

い
理
由
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　実
は
私
も
所
用
で
七
尾
市
を
訪
れ
た
時
に
、

七
尾
駅
を
下
車
し
て
直
ぐ
、
ミ
ス
ド
七
尾
店

が
「
地
元
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
溜
ま
り
場
」
に

な
っ
て
い
る
異
変
に
初
め
て
気
が
つ
い
た
の

で
す
。
す
ご
く
意
外
な
光
景
だ
っ
た
の
で
、

私
は
ミ
ス
ド
七
尾
店
に
入
り
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
と
店
員
に
「
今
日
は
何
か
イ
ベ
ン
ト
で

も
あ
っ
た
の
で
す
か
？
」
と
聞
き
ま
し
た
。

　ミ
ス
ド
七
尾
店
の
店
員
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
溜
ま
り
場
に
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
は
何

も
し
て
い
な
い
。
い
つ
の
間
に
か
溜
ま
り
場

に
な
っ
て
い
た
」
と
言
い
ま
す
。

　今
度
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
に
話
を
聞
く

と
、
や
は
り
同
じ
よ
う
に
「
い
つ
の
間
に
か
、

こ
こ
は
私
達
の
溜
ま
り
場
に
な
っ
て
い
た
」

と
言
い
ま
す
。
私
は
更
に
い
く
つ
か
の
質
問

を
さ
せ
て
頂
き
、
次
の
会
話
に
シ
ニ
ア
ビ
ジ

ネ
ス
を
成
功
に
導
く
ヒ
ン
ト
を
見
出
し
ま
し

た
。私

「
金
沢
な
ど
へ
遊
び
に
行
っ
た
時
も
、

ミ
ス
ド
の
よ
う
な
店
を
利
用
す
る
の
で
す

か
？
」

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
「
そ
う
言
わ
れ
る
と
行
か

な
い
ね
。
だ
っ
て
、
行
き
た
い
け
ど
大
都

市
の
そ
う
い
う
お
店
は
若
い
人
ば
か
り
で
、

そ
う
い
う
場
所
の
お
客
さ
ん
や
店
員
さ
ん

達
の
〝
何
故
ば
あ
さ
ん
が
、
こ
ん
な
所

に
？
〞っ
て
刺
さ
る
よ
う
な
視
線
が
痛
い

の
よ
。
そ
の
点
、
七
尾
の
人
達
が
私
達
に

向
け
る
視
線
・
言
葉
は
偏
見
が
な
く
て
、

自
然
で
優
し
い
か
ら
居
心
地
が
イ
イ
。
こ

れ
が
田
舎
の
イ
イ
と
こ
で
す
よ
」（
傍
線

強
調
は
筆
者
）

　お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
言
う
「
他
の
顧
客
や
店

員
が
自
分
達
に
向
け
る
視
線
・
言
葉
は
偏
見

が
な
く
て
、
自
然
で
優
し
い
か
ら
、
居
心
地

が
イ
イ
」
は
、
先
の
中
学
生
の
言
葉
に
も
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　高
齢
者
に
居
心
地
の
良
い
場
所
の
創
出
、

あ
る
い
は
シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
性
化
に
最

も
大
切
な
こ
と
は
、
高
齢
者
に
向
け
る
「
視

線
・
言
葉
に
偏
見
・
固
定
観
念
が
な
く
、
自

然
で
優
し
い
」
人
の
存
在
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　逆
説
的
に
言
え
ば
、
失
敗
す
る
ま
ち
づ
く

り
、
シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
、「
高
齢
者
に

向
け
る
視
線
・
言
葉
に
偏
見
や
固
定
観
念
が

強
く
、
高
齢
者
の
心
を
傷
つ
け
て
い
る
」
と

い
う
共
通
項
が
あ
り
ま
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
マ
ス
コ
ミ
等
か

ら「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
原
宿
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

し
か
し
、
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
の
商
店
主

達
は
、
そ
う
い
う
「
場
づ
く
り
」
を
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
実
、
巣
鴨
地
蔵
通

り
商
店
街
に
集
ま
る
顧
客
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
（
高
齢
者
）
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
以

外
の
顧
客
層
が
５
割
前
後
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
巣
鴨
に
訪
れ

る
高
齢
者
の
多
く
も
「
自
分
を
高
齢
者
と
は

思
っ
て
い
な
い
」
顧
客
心
理
で
す
。

　そ
の
よ
う
な
顧
客
心
理
を
考
慮
せ
ず
に
、

高
齢
者
を
狙
っ
た
シ
ル
バ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
で

「
高
齢
者
向
き
商
品
、
高
齢
者
の
方
に
最

適
」
等
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
年
齢
を
固
定
し
す
ぎ

て
、
顧
客
に
年
齢
を
強
く
意
識
さ
せ
す
ぎ
た

も
の
は
、
ほ
ぼ
全

て
が
失
敗
し
て
い

ま
す
。

　で
は
、
巣
鴨
地

蔵
通
り
商
店
街
は
、

ど
の
よ
う
な
「
場

づ
く
り
」
を
し
た

の
で
し
ょ
う
か
？

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
も
、
か
つ
て
は
他

の
商
店
街
と
同
じ
よ
う
に
衰
退
し
て
、
一
時

は
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。
地

元
の
行
政
か
ら
、
商
店
街
再
生
と
称
し
た
補

助
金
施
策
の
提
案
を
幾
度
も
受
け
て
い
ま
し

た
。　全

国
商
店
街
の
多
く
は
、
行
政
か
ら
の
補

助
金
施
策
提
案
を
受
け
入
れ
て
、
商
店
街
の

概
観
は
小
奇
麗
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ス

コ
ミ
や
専
門
家
は
、
そ
の
補
助
金
事
業
を
成

功
事
例
と
け
ん喧

　
で
ん伝

し
た
の
で
、
補
助
金
施
策
を

受
け
入
れ
る
商
店
街
は
更
に
増
え
ま
し
た
が
、

巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
補
助
金
施
策
を

受
け
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
補

助
金
施
策
で
成
功
し
た
と
喧
伝
さ
れ
る
商

店
街
を
い
く
つ
か
視
察
し
た
と
こ
ろ
、
ど
こ

も
同
じ
よ
う
な
無
個
性
な
外
観
で
、
魅
力
も

効
果
も
全
く
感
じ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
補
助
金
施
策
の

効
果
に
疑
問
を
も
ち
、
独
自
に
以
下
の
基
本

方
針
と
取
り
組
み
を
導
き
出
し
ま
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
は
別
名
「
旧
中
山
道
」
で

あ
り
、
昭
和
30
年
代
の
街
並
み
が
残
っ
て
い

ま
し
た
。
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
「
昭
和

30
年
代
の
文
化
を
活
用
す
る
場
づ
く
り
」
を

基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
て
、
具
体
的
に
次
の

３
つ
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

①
商
店
街
の
街
灯
は
ガ
ス
灯
に
統
一
す
る

等
「
昭
和
30
年
代
に
見
え
る
外
観
（
箱

物
）」
を
作
る
。

②
各
店
舗
は
「
昭
和
30
年
代
に
あ
っ
た
商

品
（
物
）」
を
売
る
。

③
各
商
店
主
は
昭
和
30
年
代
に
見
ら
れ
た

「
顧
客
と
の
交
流
・
繋
が
り
」
を
再
生
す
る
。

　①
と
②
は
「
目
に
見
え
や
す
い
、
模
倣
し

や
す
い
」
の
で
、
他
商
店
街
も
「
レ
ト
ロ
商

店
街
」
等
の
名
称
を
掲
げ
て
表
面
的
に
真
似

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
２
項
目
の
模

倣
だ
け
を
し
た
商
店
街
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
失

敗
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　こ
の
２
項
目
は
一
度
、
体
験
す
れ
ば
顧
客

は
飽
き
て
し
ま
い
、
リ
ピ
ー
ト
需
要
に
繋
が

ら
な
い
か
ら
で
す
。
顧
客
（
特
に
、
仕
事
を

リ
タ
イ
ア
し
た
高
齢
者
）
が
何
度
で
も
、
毎

日
で
も
体
験
し
た
い
コ
ト
は
、
昭
和
30
年
代

に
体
験
し
た
「
商
店
主
や
他
顧
客
と
の
交

流
・
繋
が
り
」
だ
か
ら
で
す
。

　そ
う
、
昭
和
30
年
代
の
商
店
街
が
、
顧
客

に
と
っ
て
魅
力
的
だ
っ
た
一
番
の
理
由
は

「
対
面
販
売
時
に
生
ま
れ
る
交
流
の
楽
し

さ
」
に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
商
店
街

が
レ
ト
ロ
化
し
て
成
功
す
る
鍵
は
、
箱
物
の

外
観
的
な
古
さ
だ
け
を
取
り
戻
す
こ
と
で
は

な
く「
交
流
を
取
り
戻
す
」こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
が
、
顧
客
と
の
交

流
に
力
を
注
ぎ
始
め
る
と
、
顧
客
か
ら
多
く

の
要
望
が
耳
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

顧
客
が
最
も
関
心
を
も
つ
テ
ー
マ
は
「
健

康
」
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
「
健
康
を
テ

ー
マ
と
し
た
場
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　顧
客
ニ
ー
ズ
は
「
ア
ン
ケ
ー
ト
で
安
易
に

見
つ
か
る
」
と
勘
違
い
し
て
い
る
方
が
多
い

の
で
す
が
、
顧
客
ニ
ー
ズ
は
「
顧
客
と
の
交

流
か
ら
気
が
つ
く
」
も
の
で
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
が
「
健
康
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
い
る
こ
と
が
顕
著
に
表
れ
る
の

は
、
健
康
関
連
店
舗
の
多
さ
で
す
。
商
店
街

約
１
８
０
店
の
う
ち
、
薬
局
が
11
店
も
あ
り

「
巣
鴨
に
来
れ
ば
、
置
い
て
い
な
い
薬
や
健

康
関
連
商
品
は
な
い
」と
言
わ
れ
ま
す
。ま
た
、

取
り
扱
っ
て
い
な
い
商
品
を
顧
客
が
要
望
す

れ
ば
、
直
ぐ
に
応
え
て
く
れ
ま
す
。

　こ
の
顧
客
志
向
は
薬
局
に
限
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
某
鰻
屋
で
は
「
目
に
良
い
」
と
店

先
の
看
板
に
書
か
れ
、
鰻
か
ら
抽
出
し
た
エ

キ
ス
か
ら
作
っ
た
独
自
の
健
康
補
助
食
品
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
某
衣
服
店
で
は
、
赤
パ

ン
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

健
康
雑
誌
『
壮
快
』
が
「
赤
い
パ
ン
ツ
を
穿

く
と
丹
田
と
い
う
ツ
ボ
を
刺
激
し
て
健
康

に
良
い
」
と
記
事
に
し
て
以
来
、
巣
鴨
に
集

ま
る
顧
客
か
ら
「
赤
パ
ン
あ
る
？
」
と
い
う

要
望
が
殺
到
し
、
そ
の
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え

た
結
果
で
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り

商
店
街
の
顧
客
志

向
を
最
も
象
徴
す

る
取
り
組
み
は
、

下
の
写
真
で
分
か

る
よ
う
に
、
巣
鴨

駅
寄
り
の
商
店
街

入
り
口
に
店
舗
１
〜
２
軒
分
の
ス
ペ
ー
ス
を

割
い
て
、
30
人
以
上
は
楽
に
座
れ
る
ベ
ン

チ
・
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

商
店
街
で
一
番
収
益
の
あ
が
る
場
所
を
、
全

く
収
益
が
あ
が
ら
な
い
「
顧
客
を
お
も
て
な

し
す
る
場
」
と
す
る
取
り
組
み
は
、
自
分
の

利
益
ば
か
り
考
え
る
者
に
と
っ
て
は
非
効

率
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

こ
の
顧
客
志
向
こ
そ
収
益
と
集
客
を
高
め

る
基
本
な
の
で
す
。

　足
立
区
は
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
施
設
名

称
に
、
使
用
者
の
「
世
代
名
＋
館
」
と
い
う

非
常
に
安
易
で
露
骨
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
し
て

い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
足
立
区
の
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
は
「
老
人
館
、
児
童
館
」
と
、
世

代
毎
に
分
離
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　更
に
驚
く
べ
き
は
、
足
立
区
が
老
人
館
の

利
用
規
定
を
「
60
歳
以
上
の
区
内
在
住
者
」

に
限
定
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
る
で
、
高

齢
者
は
「
若
い
人
と
、
よ
そ
者
と
は
交
流
す

る
な
」
と
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
す
。

　ま
ち
づ
く
り
は
「
若
者
、
バ
カ
者
、
よ
そ

者
が
必
要
」
と
い
う
有
名
な
格
言
が
あ
り
ま

す
。
足
立
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
こ
の
格

言
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
時
代
錯
誤
な
発

想
が
施
設
の
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
利
用
規
定
」

か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

　老
人
館
は
指
定
管
理
者
が
月
に
１
回
ほ
ど

企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
実
施
時
に
は
、
多
く
の

高
齢
者
が
集
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
平
時
は

い
つ
も
利
用
者
が
い
ま
せ
ん
。
拙
著
『
地
域

再
生
の
罠
』（
ち
く
ま
新
書
）で
紹
介
し
た「
月

に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
時
の
み
賑
わ
う
が
、
平

時
は
顧
客
が
来
な
い
商
店
街
」
と
同
じ
で
す
。

　私
は
足
立
区
の
「
老
人
館
」
で
実
施
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
関
与
し
た
経
験
が
あ
る
の
で
、

高
齢
者
に
老
人
館
を
利
用
し
な
い
理
由
と
不

満
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
不
満
は
以
下
の
よ

う
に
「
老
人
館
」
と
い
う
心
な
い
ネ
ー
ミ
ン

グ
と
、
利
用
者
を
「
60
歳
以
上
の
区
内
在
住

者
に
限
定
す
る
利
用
規
定
」
に
集
中
し
ま
し

た
。「

足
立
区
役
所
は
、
モ
ノ
の
言
い
方
も
知

ら
な
い
。
私
た
ち
区
民
を
老
人
よ
ば
わ
り

す
る
な
」

「
私
は
高
齢
者
だ
が
、
老
人
で
は
な
い
か

ら
、
老
人
館
を
利
用
し
な
い
」

「
老
人
館
で
出
来
る
事
は
囲
碁
将
棋
し
か

無
い
が
、
勝
負
事
は
実
力
が
伯
仲
し
な
い

と
面
白
く
な
い
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
対
戦

相
手
を
年
齢
と
居
住
区
で
限
定
す
る
足
立

区
役
所
の
考
え
は
尋
常
で
な
い
」

　こ
の
よ
う
な
市
民
の
不
満
を
踏
ま
え
て
私

は
、
足
立
区
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
利
用
規
定
を

改
善
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

足
立
区
は
（
利
用
者
が
少
な
い
方
が
事
故
は

起
き
な
い
し
、
管
理
が
楽
と
で
も
思
っ
て
い

る
よ
う
で
）
聞
く
耳
を
全
く
も
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
。

　足
立
区
が
何
も
対
応
し
な
い
実
態
を
残
念

に
思
う
私
は
、
こ
の
話
を
権
威
あ
る
某
雑
誌

に「
な
ぜ
公
共
施
設
の
満
足
度
は
低
い
の
か
」

と
い
う
題
で
寄
稿
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
足
立

区
に
外
圧
が
か
か
っ
た
よ
う
で
、
私
が
直
接

提
案
し
て
も
全
く
聞
く
耳
さ
え
も
た
な
か
っ

た
足
立
区
が
、
私
の
寄
稿
を
機
に
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
を
「
悠
々
館
」
に
改
善
し
た
の
で
す
。

　足
立
区
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
自
治
体
は

「
市
民
、
権
威
の
低
い
者
の
声
に
は
聞
く
耳

を
も
っ
て
い
な
い
」
の
で
す
が
「
外
圧
と
権

威
に
は
極
め
て
弱
い
」
特
性
を
も
っ
て
い
ま

す
。　こ

の
特
性
は
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
」
を
つ
く

る
上
で
非
常
に
大
切
な
論
点
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
自
治
体
は
市
民
を
老
人
よ
ば
わ
り

す
る
等
「
市
民
に
向
け
る
言
葉
・
視
線
は
、

鈍
感
で
、
ス
ロ
ー
で
な
い
」
の
で
す
が
「
自

治
体
に
向
け
ら
れ
る
権
威
か
ら
の
言
葉
・
視

線
に
は
、
非
常
に
敏
感
で
、
ス
ロ
ー
で
あ
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
」
の
で
す
。

　自
治
体
が
「
ま
ち
」
を
語
る
時
に
頻
出
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
再

生
、
中
心
市
街
地
活
性
化
」
が
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
「
場
所
が
、
豊
か
に
な
る
」
言
葉

の
組
み
合
わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

治
体
は
、
場
所
を
良
く
す
る
こ
と
ば
か
り
に

気
を
奪
わ
れ
て

「
人
（
市
民
）
が
、

豊
か
に
な
る
」
発

想
・
心
遣
い
が
抜

け
て
い
る
よ
う
で

す
。　以

上
３
つ
の
事
例
か
ら
、
本
論
は
次
の
よ

う
に
要
約
で
き
ま
す
。

　ス
ロ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
自
治
体
を

は
じ
め
市
民
が
「
自
分
に
向
け
て
ほ
し
い
ス

ロ
ー
な
言
葉
・
視
線
を
、
他
の
市
民
に
向
け

て
あ
げ
る
心
」
を
も
つ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

H
isashige Tetsunosuke

久
繁 

哲
之
介

地
域
再
生
プ
ラ
ン
ナ
ー
。
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
。
現
在
は
都

市
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
。
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
再

生
に
関
す
る
著
書
に
『
日
本
版
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
』（
２

０
０
８
年
、
学
陽
書
房
）、『
地
域
再
生
の
罠
』（
２

０
１
０
年
、
ち
く
ま
新
書
）、『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
顧

客
を
連
れ
て
く
る
』（
２
０
１
２
年
、
商
業
界
）、『
商

店
街
再
生
の
罠
』（
２
０
１
３
年
、
ち
く
ま
新
書
）

が
あ
る
。

写
真
上
／
昭
和
30
年
代
を
意
識
し
た
商
店
や

ま
ち
づ
く
り
が
随
所
に
感
じ
ら
れ
る
。

写
真
下
／
メ
デ
ィ
ア
で
も
紹
介
さ
れ

一世
を
風
靡
し
た

「
赤
パ
ン
」を
売
る
店
。

写
真
上
／
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
、

Ｊ
Ｒ
巣
鴨
駅
側
入
り
口
脇
に
は
、

ベ
ン
チ
を
し
つ
ら
え
た
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。

写
真
下
／
商
店
街
レ
ト
ロ
化
の
成
功
の
鍵
は
、

決
し
て
外
観
的
な
古
さ
で
は
な
い
。

人
々
が
交
流
で
き
る
場
に

な
って
い
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
。

14CEL November 201315 CEL November 2013

昭
和
30
年
代
の

ス
ロ
ー
な

文
化
と
は
？

顧
客
ニ
ー
ズ
は
、

交
流
か
ら

「
気
が
つ
く
」も
の

事
例
３
／
東
京
都
足
立
区
の
老
人
館

ス
ロ
ー
な
心
は
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
に

表
れ
る

自
治
体
は「
ス
ロ
ー
な

言
葉
と
視
線
」を
も
っ
て

市
民
と
交
流
し
な
さ
い

　皆
さ
ん
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し

て
、
ど
う
い
う
時
に
最
も「
幸
せ
を
感
じ
る
」、

あ
る
い
は
「
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
」
で
し
ょ

う
か
？

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
分
に
向
け
る
言
葉
と

視
線
が
「
ス
ロ
ー
な
（
優
し
い
、
心
地
よ

い
）」時
、
あ
る
い
は「
フ
ァ
ス
ト
な（
厳
し
い
、

事
務
的
な
）」
時
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　こ
の
「
人
と
し
て
根
源
的
な
欲
求
」
を
前

提
に
、
本
稿
テ
ー
マ
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
」
を
、

自
分
に
向
け
ら
れ
る
言
葉
と
視
線
が
「
ス
ロ

ー
な
（
優
し
い
、
心
地
よ
い
）
ま
ち
」
と
定

義
し
て
、
以
後
は
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
」
と
表

記
し
て
話
を
進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
に

向
け
ら
れ
る
言
葉
と
視
線
が
「
ス
ロ
ー
な
ま

ち
」
を
つ
く
る
営
み
を
「
ま
ち
づ
く
り
」
と

呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。

「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
」
を
つ
く
る
方
法
は
二
つ

に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
人
を
創

る
」
方
法
と
「
場
を
作
る
」
方
法
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
具
体
的
に
定
義
し
て
事
例
を
挙
げ
て

説
明
し
ま
す
。

　人
を
創
る
と
は
「
誰
に
対
し
て
も
、
特
に

高
齢
者
な
ど
社
会
的
弱
者
に
対
し
て
も
、
言

葉
と
視
線
が
ス
ロ
ー
な
市
民
を
育
み
、
増
や

す
」
こ
と
で
す
。
石
川
県
七
尾
市
を
事
例
１

と
し
て
説
明
し
ま
す
。

　場
を
作
る
と
は
「
誰
に
対
し
て
も
、
特
に

高
齢
者
な
ど
社
会
的
弱
者
に
対
し
て
も
、
言

葉
と
視
線
が
ス
ロ
ー
に
な
れ
る
、
特
別
な
場

所
を
作
る
」
こ
と
で
す
。
成
功
事
例
と
し
て

東
京
都
豊
島
区
の
「
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店

街
」
を
事
例
２
と
し
て
、
失
敗
事
例
と
し
て

東
京
都
足
立
区
の
「
老
人
館
」
を
事
例
３
と

し
て
説
明
し
ま
す
。

　石
川
県
七
尾
市
の
Ｊ
Ｒ
七
尾
駅
前
に
、
公

共
施
設
と
商
業
施
設
の
複
合
商
業
ビ
ル
「
パ

ト
リ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。
パ
ト
リ
ア
１
階
の

正
面
入
り
口
横
に
あ
る
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ツ

（
以
下
、
ミ
ス
ド
）
七
尾
店
は
、
地
元
で
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
溜
ま
り
場
」
と
し
て
有
名
で

す
。
ミ
ス
ド
七
尾
店
は
、
地
元
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
に
愛
用
さ
れ
て
、
北
陸
地
方
に
数
あ
る

ミ
ス
ド
全
店
舗
の
中
で
、
月
間
の
売
上
第
１

位
を
記
録
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　も
し
か
し
た
ら
、
皆
さ
ん
は
「
ミ
ス
ド
っ

て
、
高
校
生
な
ど
若
者
の
溜
ま
り
場
じ
ゃ
な

い
の
？
」
と
固
定
観
念
を
抱
い
て
、
そ
う
い

う
固
定
観
念
に
凝
り
固
ま
っ
た
発
想
で
、
都

市
経
営
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　ま
ち
や
店
に
、
高
齢
者
を
集
客
し
よ
う
と

目
論
む
時
、
高
齢
者
ら
し
い
静
か
な
雰
囲
気

や
、
お
と
な
し
め
な
商
品
が
必
要
と
「
決
め

つ
け
」
て
い
ま
せ
ん
か
？

　そ
う
い
う
「
固
定
観
念
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の

決
め
つ
け
」
は
今
す
ぐ
、
捨
て
ま
し
ょ
う
。

そ
の
固
定
観
念
と
決
め
つ
け
か
ら
発
せ
ら
れ

る
「
言
葉
と
視
線
が
高
齢
者
の
心
を
酷
く
傷

つ
け
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
高
齢
者
の
集
客

を
阻
害
す
る
最
大
の
要
因
で
あ
る
こ
と
」
に

気
が
つ
き
ま
し
ょ
う
。

　ミ
ス
ド
七
尾
店
が
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
溜

ま
り
場
」
で
あ
る
事
実
を
浮
き
彫
り
に
し
た

の
は
、
地
元
中
学
生
の
課
外
活
動
で
し
た
。

パ
ト
リ
ア
完
成
か
ら
12
年
後
の
２
０
０
７
年

11
月
10
日
、
七
尾
市
は
「
中
学
生
ま
ち
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
中
学
生

の
発
表
か
ら
、
私

は
次
の
こ
と
に
注

目
し
ま
し
た
。

「
七
尾
在
住
70

年
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
寝
た
き
り
に
な
ら
ず
元
気
に
過
ご

す
た
め
に
お
友
達
と
遊
び
に
行
く
場
所
は
、

ミ
ス
ド
七
尾
店
。
ミ
ス
ド
に
居
た
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
達
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と

『
街
中
に
雰
囲
気
の
良
い
お
店
を
増
や
し

て
ほ
し
い
』
と
。
意
外
で
し
た
」

　シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を
企
画
す
る
現
役
世
代

の
男
性
は
恐
ら
く
、
こ
う
い
う
「
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
本
音
」
を
、
ほ
と
ん
ど
聞
い
た
経
験

が
な
い
と
思
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
本

音
を
聞
き
も
し
な
い
で
「
年
寄
り
は
、
静
か

な
場
所
へ
行
き
た
い
は
ず
。
年
寄
り
ら
し
い

地
味
な
服
を
着
た
い
は
ず
」
等
と
、
勝
手
に

決
め
つ
け
て
シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
１
０
０
兆
円
市
場
と
言
わ
れ
る

シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
が
、
未
だ
に
活
性
化
し
な

い
理
由
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　実
は
私
も
所
用
で
七
尾
市
を
訪
れ
た
時
に
、

七
尾
駅
を
下
車
し
て
直
ぐ
、
ミ
ス
ド
七
尾
店

が
「
地
元
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
溜
ま
り
場
」
に

な
っ
て
い
る
異
変
に
初
め
て
気
が
つ
い
た
の

で
す
。
す
ご
く
意
外
な
光
景
だ
っ
た
の
で
、

私
は
ミ
ス
ド
七
尾
店
に
入
り
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
と
店
員
に
「
今
日
は
何
か
イ
ベ
ン
ト
で

も
あ
っ
た
の
で
す
か
？
」
と
聞
き
ま
し
た
。

　ミ
ス
ド
七
尾
店
の
店
員
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
溜
ま
り
場
に
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
は
何

も
し
て
い
な
い
。
い
つ
の
間
に
か
溜
ま
り
場

に
な
っ
て
い
た
」
と
言
い
ま
す
。

　今
度
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
に
話
を
聞
く

と
、
や
は
り
同
じ
よ
う
に
「
い
つ
の
間
に
か
、

こ
こ
は
私
達
の
溜
ま
り
場
に
な
っ
て
い
た
」

と
言
い
ま
す
。
私
は
更
に
い
く
つ
か
の
質
問

を
さ
せ
て
頂
き
、
次
の
会
話
に
シ
ニ
ア
ビ
ジ

ネ
ス
を
成
功
に
導
く
ヒ
ン
ト
を
見
出
し
ま
し

た
。私

「
金
沢
な
ど
へ
遊
び
に
行
っ
た
時
も
、

ミ
ス
ド
の
よ
う
な
店
を
利
用
す
る
の
で
す

か
？
」

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
「
そ
う
言
わ
れ
る
と
行
か

な
い
ね
。
だ
っ
て
、
行
き
た
い
け
ど
大
都

市
の
そ
う
い
う
お
店
は
若
い
人
ば
か
り
で
、

そ
う
い
う
場
所
の
お
客
さ
ん
や
店
員
さ
ん

達
の
〝
何
故
ば
あ
さ
ん
が
、
こ
ん
な
所

に
？
〞っ
て
刺
さ
る
よ
う
な
視
線
が
痛
い

の
よ
。
そ
の
点
、
七
尾
の
人
達
が
私
達
に

向
け
る
視
線
・
言
葉
は
偏
見
が
な
く
て
、

自
然
で
優
し
い
か
ら
居
心
地
が
イ
イ
。
こ

れ
が
田
舎
の
イ
イ
と
こ
で
す
よ
」（
傍
線

強
調
は
筆
者
）

　お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
言
う
「
他
の
顧
客
や
店

員
が
自
分
達
に
向
け
る
視
線
・
言
葉
は
偏
見

が
な
く
て
、
自
然
で
優
し
い
か
ら
、
居
心
地

が
イ
イ
」
は
、
先
の
中
学
生
の
言
葉
に
も
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　高
齢
者
に
居
心
地
の
良
い
場
所
の
創
出
、

あ
る
い
は
シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
性
化
に
最

も
大
切
な
こ
と
は
、
高
齢
者
に
向
け
る
「
視

線
・
言
葉
に
偏
見
・
固
定
観
念
が
な
く
、
自

然
で
優
し
い
」
人
の
存
在
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　逆
説
的
に
言
え
ば
、
失
敗
す
る
ま
ち
づ
く

り
、
シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
、「
高
齢
者
に

向
け
る
視
線
・
言
葉
に
偏
見
や
固
定
観
念
が

強
く
、
高
齢
者
の
心
を
傷
つ
け
て
い
る
」
と

い
う
共
通
項
が
あ
り
ま
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
マ
ス
コ
ミ
等
か

ら「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
原
宿
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

し
か
し
、
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
の
商
店
主

達
は
、
そ
う
い
う
「
場
づ
く
り
」
を
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
実
、
巣
鴨
地
蔵
通

り
商
店
街
に
集
ま
る
顧
客
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
（
高
齢
者
）
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
以

外
の
顧
客
層
が
５
割
前
後
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
巣
鴨
に
訪
れ

る
高
齢
者
の
多
く
も
「
自
分
を
高
齢
者
と
は

思
っ
て
い
な
い
」
顧
客
心
理
で
す
。

　そ
の
よ
う
な
顧
客
心
理
を
考
慮
せ
ず
に
、

高
齢
者
を
狙
っ
た
シ
ル
バ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
で

「
高
齢
者
向
き
商
品
、
高
齢
者
の
方
に
最

適
」
等
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
年
齢
を
固
定
し
す
ぎ

て
、
顧
客
に
年
齢
を
強
く
意
識
さ
せ
す
ぎ
た

も
の
は
、
ほ
ぼ
全

て
が
失
敗
し
て
い

ま
す
。

　で
は
、
巣
鴨
地

蔵
通
り
商
店
街
は
、

ど
の
よ
う
な
「
場

づ
く
り
」
を
し
た

の
で
し
ょ
う
か
？

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
も
、
か
つ
て
は
他

の
商
店
街
と
同
じ
よ
う
に
衰
退
し
て
、
一
時

は
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。
地

元
の
行
政
か
ら
、
商
店
街
再
生
と
称
し
た
補

助
金
施
策
の
提
案
を
幾
度
も
受
け
て
い
ま
し

た
。　全

国
商
店
街
の
多
く
は
、
行
政
か
ら
の
補

助
金
施
策
提
案
を
受
け
入
れ
て
、
商
店
街
の

概
観
は
小
奇
麗
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ス

コ
ミ
や
専
門
家
は
、
そ
の
補
助
金
事
業
を
成

功
事
例
と
け
ん喧

　
で
ん伝

し
た
の
で
、
補
助
金
施
策
を

受
け
入
れ
る
商
店
街
は
更
に
増
え
ま
し
た
が
、

巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
補
助
金
施
策
を

受
け
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
補

助
金
施
策
で
成
功
し
た
と
喧
伝
さ
れ
る
商

店
街
を
い
く
つ
か
視
察
し
た
と
こ
ろ
、
ど
こ

も
同
じ
よ
う
な
無
個
性
な
外
観
で
、
魅
力
も

効
果
も
全
く
感
じ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
補
助
金
施
策
の

効
果
に
疑
問
を
も
ち
、
独
自
に
以
下
の
基
本

方
針
と
取
り
組
み
を
導
き
出
し
ま
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
は
別
名
「
旧
中
山
道
」
で

あ
り
、
昭
和
30
年
代
の
街
並
み
が
残
っ
て
い

ま
し
た
。
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
「
昭
和

30
年
代
の
文
化
を
活
用
す
る
場
づ
く
り
」
を

基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
て
、
具
体
的
に
次
の

３
つ
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

①
商
店
街
の
街
灯
は
ガ
ス
灯
に
統
一
す
る

等
「
昭
和
30
年
代
に
見
え
る
外
観
（
箱

物
）」
を
作
る
。

②
各
店
舗
は
「
昭
和
30
年
代
に
あ
っ
た
商

品
（
物
）」
を
売
る
。

③
各
商
店
主
は
昭
和
30
年
代
に
見
ら
れ
た

「
顧
客
と
の
交
流
・
繋
が
り
」
を
再
生
す
る
。

　①
と
②
は
「
目
に
見
え
や
す
い
、
模
倣
し

や
す
い
」
の
で
、
他
商
店
街
も
「
レ
ト
ロ
商

店
街
」
等
の
名
称
を
掲
げ
て
表
面
的
に
真
似

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
２
項
目
の
模

倣
だ
け
を
し
た
商
店
街
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
失

敗
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　こ
の
２
項
目
は
一
度
、
体
験
す
れ
ば
顧
客

は
飽
き
て
し
ま
い
、
リ
ピ
ー
ト
需
要
に
繋
が

ら
な
い
か
ら
で
す
。
顧
客
（
特
に
、
仕
事
を

リ
タ
イ
ア
し
た
高
齢
者
）
が
何
度
で
も
、
毎

日
で
も
体
験
し
た
い
コ
ト
は
、
昭
和
30
年
代

に
体
験
し
た
「
商
店
主
や
他
顧
客
と
の
交

流
・
繋
が
り
」
だ
か
ら
で
す
。

　そ
う
、
昭
和
30
年
代
の
商
店
街
が
、
顧
客

に
と
っ
て
魅
力
的
だ
っ
た
一
番
の
理
由
は

「
対
面
販
売
時
に
生
ま
れ
る
交
流
の
楽
し

さ
」
に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
商
店
街

が
レ
ト
ロ
化
し
て
成
功
す
る
鍵
は
、
箱
物
の

外
観
的
な
古
さ
だ
け
を
取
り
戻
す
こ
と
で
は

な
く「
交
流
を
取
り
戻
す
」こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
が
、
顧
客
と
の
交

流
に
力
を
注
ぎ
始
め
る
と
、
顧
客
か
ら
多
く

の
要
望
が
耳
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

顧
客
が
最
も
関
心
を
も
つ
テ
ー
マ
は
「
健

康
」
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
「
健
康
を
テ

ー
マ
と
し
た
場
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　顧
客
ニ
ー
ズ
は
「
ア
ン
ケ
ー
ト
で
安
易
に

見
つ
か
る
」
と
勘
違
い
し
て
い
る
方
が
多
い

の
で
す
が
、
顧
客
ニ
ー
ズ
は
「
顧
客
と
の
交

流
か
ら
気
が
つ
く
」
も
の
で
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
が
「
健
康
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
い
る
こ
と
が
顕
著
に
表
れ
る
の

は
、
健
康
関
連
店
舗
の
多
さ
で
す
。
商
店
街

約
１
８
０
店
の
う
ち
、
薬
局
が
11
店
も
あ
り

「
巣
鴨
に
来
れ
ば
、
置
い
て
い
な
い
薬
や
健

康
関
連
商
品
は
な
い
」と
言
わ
れ
ま
す
。ま
た
、

取
り
扱
っ
て
い
な
い
商
品
を
顧
客
が
要
望
す

れ
ば
、
直
ぐ
に
応
え
て
く
れ
ま
す
。

　こ
の
顧
客
志
向
は
薬
局
に
限
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
某
鰻
屋
で
は
「
目
に
良
い
」
と
店

先
の
看
板
に
書
か
れ
、
鰻
か
ら
抽
出
し
た
エ

キ
ス
か
ら
作
っ
た
独
自
の
健
康
補
助
食
品
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
某
衣
服
店
で
は
、
赤
パ

ン
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

健
康
雑
誌
『
壮
快
』
が
「
赤
い
パ
ン
ツ
を
穿

く
と
丹
田
と
い
う
ツ
ボ
を
刺
激
し
て
健
康

に
良
い
」
と
記
事
に
し
て
以
来
、
巣
鴨
に
集

ま
る
顧
客
か
ら
「
赤
パ
ン
あ
る
？
」
と
い
う

要
望
が
殺
到
し
、
そ
の
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え

た
結
果
で
す
。

　巣
鴨
地
蔵
通
り

商
店
街
の
顧
客
志

向
を
最
も
象
徴
す

る
取
り
組
み
は
、

下
の
写
真
で
分
か

る
よ
う
に
、
巣
鴨

駅
寄
り
の
商
店
街

入
り
口
に
店
舗
１
〜
２
軒
分
の
ス
ペ
ー
ス
を

割
い
て
、
30
人
以
上
は
楽
に
座
れ
る
ベ
ン

チ
・
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

商
店
街
で
一
番
収
益
の
あ
が
る
場
所
を
、
全

く
収
益
が
あ
が
ら
な
い
「
顧
客
を
お
も
て
な

し
す
る
場
」
と
す
る
取
り
組
み
は
、
自
分
の

利
益
ば
か
り
考
え
る
者
に
と
っ
て
は
非
効

率
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

こ
の
顧
客
志
向
こ
そ
収
益
と
集
客
を
高
め

る
基
本
な
の
で
す
。

　足
立
区
は
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
施
設
名

称
に
、
使
用
者
の
「
世
代
名
＋
館
」
と
い
う

非
常
に
安
易
で
露
骨
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
し
て

い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
足
立
区
の
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
は
「
老
人
館
、
児
童
館
」
と
、
世

代
毎
に
分
離
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　更
に
驚
く
べ
き
は
、
足
立
区
が
老
人
館
の

利
用
規
定
を
「
60
歳
以
上
の
区
内
在
住
者
」

に
限
定
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
る
で
、
高

齢
者
は
「
若
い
人
と
、
よ
そ
者
と
は
交
流
す

る
な
」
と
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
す
。

　ま
ち
づ
く
り
は
「
若
者
、
バ
カ
者
、
よ
そ

者
が
必
要
」
と
い
う
有
名
な
格
言
が
あ
り
ま

す
。
足
立
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
こ
の
格

言
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
時
代
錯
誤
な
発

想
が
施
設
の
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
利
用
規
定
」

か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

　老
人
館
は
指
定
管
理
者
が
月
に
１
回
ほ
ど

企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
実
施
時
に
は
、
多
く
の

高
齢
者
が
集
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
平
時
は

い
つ
も
利
用
者
が
い
ま
せ
ん
。
拙
著
『
地
域

再
生
の
罠
』（
ち
く
ま
新
書
）で
紹
介
し
た「
月

に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
時
の
み
賑
わ
う
が
、
平

時
は
顧
客
が
来
な
い
商
店
街
」
と
同
じ
で
す
。

　私
は
足
立
区
の
「
老
人
館
」
で
実
施
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
関
与
し
た
経
験
が
あ
る
の
で
、

高
齢
者
に
老
人
館
を
利
用
し
な
い
理
由
と
不

満
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
不
満
は
以
下
の
よ

う
に
「
老
人
館
」
と
い
う
心
な
い
ネ
ー
ミ
ン

グ
と
、
利
用
者
を
「
60
歳
以
上
の
区
内
在
住

者
に
限
定
す
る
利
用
規
定
」
に
集
中
し
ま
し

た
。「

足
立
区
役
所
は
、
モ
ノ
の
言
い
方
も
知

ら
な
い
。
私
た
ち
区
民
を
老
人
よ
ば
わ
り

す
る
な
」

「
私
は
高
齢
者
だ
が
、
老
人
で
は
な
い
か

ら
、
老
人
館
を
利
用
し
な
い
」

「
老
人
館
で
出
来
る
事
は
囲
碁
将
棋
し
か

無
い
が
、
勝
負
事
は
実
力
が
伯
仲
し
な
い

と
面
白
く
な
い
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
対
戦

相
手
を
年
齢
と
居
住
区
で
限
定
す
る
足
立

区
役
所
の
考
え
は
尋
常
で
な
い
」

　こ
の
よ
う
な
市
民
の
不
満
を
踏
ま
え
て
私

は
、
足
立
区
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
利
用
規
定
を

改
善
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

足
立
区
は
（
利
用
者
が
少
な
い
方
が
事
故
は

起
き
な
い
し
、
管
理
が
楽
と
で
も
思
っ
て
い

る
よ
う
で
）
聞
く
耳
を
全
く
も
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
。

　足
立
区
が
何
も
対
応
し
な
い
実
態
を
残
念

に
思
う
私
は
、
こ
の
話
を
権
威
あ
る
某
雑
誌

に「
な
ぜ
公
共
施
設
の
満
足
度
は
低
い
の
か
」

と
い
う
題
で
寄
稿
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
足
立

区
に
外
圧
が
か
か
っ
た
よ
う
で
、
私
が
直
接

提
案
し
て
も
全
く
聞
く
耳
さ
え
も
た
な
か
っ

た
足
立
区
が
、
私
の
寄
稿
を
機
に
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
を
「
悠
々
館
」
に
改
善
し
た
の
で
す
。

　足
立
区
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
自
治
体
は

「
市
民
、
権
威
の
低
い
者
の
声
に
は
聞
く
耳

を
も
っ
て
い
な
い
」
の
で
す
が
「
外
圧
と
権

威
に
は
極
め
て
弱
い
」
特
性
を
も
っ
て
い
ま

す
。　こ

の
特
性
は
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
」
を
つ
く

る
上
で
非
常
に
大
切
な
論
点
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
自
治
体
は
市
民
を
老
人
よ
ば
わ
り

す
る
等
「
市
民
に
向
け
る
言
葉
・
視
線
は
、

鈍
感
で
、
ス
ロ
ー
で
な
い
」
の
で
す
が
「
自

治
体
に
向
け
ら
れ
る
権
威
か
ら
の
言
葉
・
視

線
に
は
、
非
常
に
敏
感
で
、
ス
ロ
ー
で
あ
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
」
の
で
す
。

　自
治
体
が
「
ま
ち
」
を
語
る
時
に
頻
出
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
再

生
、
中
心
市
街
地
活
性
化
」
が
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
「
場
所
が
、
豊
か
に
な
る
」
言
葉

の
組
み
合
わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

治
体
は
、
場
所
を
良
く
す
る
こ
と
ば
か
り
に

気
を
奪
わ
れ
て

「
人
（
市
民
）
が
、

豊
か
に
な
る
」
発

想
・
心
遣
い
が
抜

け
て
い
る
よ
う
で

す
。　以

上
３
つ
の
事
例
か
ら
、
本
論
は
次
の
よ

う
に
要
約
で
き
ま
す
。

　ス
ロ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
自
治
体
を

は
じ
め
市
民
が
「
自
分
に
向
け
て
ほ
し
い
ス

ロ
ー
な
言
葉
・
視
線
を
、
他
の
市
民
に
向
け

て
あ
げ
る
心
」
を
も
つ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

H
isashige Tetsunosuke

久
繁 

哲
之
介

地
域
再
生
プ
ラ
ン
ナ
ー
。
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
。
現
在
は
都

市
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
。
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
再

生
に
関
す
る
著
書
に
『
日
本
版
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
』（
２

０
０
８
年
、
学
陽
書
房
）、『
地
域
再
生
の
罠
』（
２

０
１
０
年
、
ち
く
ま
新
書
）、『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
顧

客
を
連
れ
て
く
る
』（
２
０
１
２
年
、
商
業
界
）、『
商

店
街
再
生
の
罠
』（
２
０
１
３
年
、
ち
く
ま
新
書
）

が
あ
る
。

写
真
上
／
昭
和
30
年
代
を
意
識
し
た
商
店
や

ま
ち
づ
く
り
が
随
所
に
感
じ
ら
れ
る
。

写
真
下
／
メ
デ
ィ
ア
で
も
紹
介
さ
れ

一世
を
風
靡
し
た

「
赤
パ
ン
」を
売
る
店
。

写
真
上
／
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
、

Ｊ
Ｒ
巣
鴨
駅
側
入
り
口
脇
に
は
、

ベ
ン
チ
を
し
つ
ら
え
た
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。

写
真
下
／
商
店
街
レ
ト
ロ
化
の
成
功
の
鍵
は
、

決
し
て
外
観
的
な
古
さ
で
は
な
い
。

人
々
が
交
流
で
き
る
場
に

な
って
い
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
。
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昭
和
30
年
代
の

ス
ロ
ー
な

文
化
と
は
？

顧
客
ニ
ー
ズ
は
、

交
流
か
ら

「
気
が
つ
く
」も
の

事
例
３
／
東
京
都
足
立
区
の
老
人
館

ス
ロ
ー
な
心
は
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
に

表
れ
る

自
治
体
は「
ス
ロ
ー
な

言
葉
と
視
線
」を
も
っ
て

市
民
と
交
流
し
な
さ
い



古きよき路地の風景が残る、大都市・東京の月島。コウノトリとの共生を目指す豊岡。「ゆっくり
とした成長」を掲げる守山。震災を乗り越え、日本初のスローシティに認定された気仙沼。４つの
事例から、元気なまちにはスローな要素が重要であることが見えてきた。

ス
ロ
ー
が
ま
ち
を
元
気
に
す
る

特
集
／
ス
ロ
ー
な
ま
ち
暮
ら
し
／
4

月
島

豊
岡

守
山

気
仙
沼

東
京

兵
庫

滋
賀

宮
城

月
島
の
ま
ち
の

植
木
と
招
き
猫
。

な
に
げ
な
い
景
色
に
も
、

ス
ロ
ー
な
魅
力
が

に
じ
み
出
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スロー が
まちを

元 気 に する

01
　も
ん
じ
ゃ
焼
き
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
る

東
京
の
月
島
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ち
の
人
気

の
理
由
は
、
も
ん
じ
ゃ
だ
け
で
は
な
い
。
東

京
駅
や
銀
座
が
ほ
ど
近
い
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
、
古
き
よ
き
日
本
の
雰
囲
気
が
濃
厚
に

た
だ
よ漂
う
路
地
の
風
景
が
残
っ
て
い
る
の
だ
。

「
古
い
も
の
を
生
か
す
」と

い
う
当
た
り
前

　し
か
し
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
、
東
京
で
月
島

に
だ
け
古
い
ま
ち
並
み
が
残
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

　月
島
は
、
近
代
に
入
っ
て
計
画
的
に
区
割

り
が
決
め
ら
れ
て
つ
く
ら
れ
た
、
実
は
比
較

的
新
し
い
ま
ち
だ
。明
治
25
（
１
８
９
２
）年
、

隅
田
川
を
さ
ら
っ
た
土
砂
を
使
っ
て
埋
め
立

て
ら
れ
た
月
島
に
は
、
区
画
整
理
さ
れ
た
路

地
と
長
屋
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
後
の
戦
災

を
ま
ぬ
が
れ
、
交
通
の
便
も
近
年
ま
で
比
較

的
よ
く
な
か
っ
た
月
島
は
、
そ
の
頃
の
古
い

ま
ち
並
み
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
長
屋
の
残

る
路
地
が
整
然
と
し
た
印
象
を
受
け
る
の
は
、

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
・
都
市
計
画
を
専
門
と

す
る
志
村
教
授
が
月
島
で
手
が
け
た
の
が
、

自
ら
が
住
む
古
い
長
屋
の
再
生
だ
っ
た
。

「
約
90
年
前
の
二
間
長
屋
を
、
素
材
は
そ
の

ま
ま
使
い
つ
つ
改
装
し
ま
し
た
。
古
い
も
の

も
、
考
え
て
使
え
ば
快
適
だ
し
、
魅
力
的
だ

と
い
う
モ
デ
ル
に
な
る
も
の
を
つ
く
り
た
か

っ
た
」（
志
村
教
授
）

　現
在
、
志
村
教
授
の
長
屋
は
、
市
民
講
座

の
会
場
や
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
し
て
も
活
用

さ
れ
て
い
る
。

「
路
地
、
そ
し
て
長
屋
は
、
い
わ
ば
月
島
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
本
単
位
で
す
。
そ
こ
で

は
面
倒
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ち
と
の

つ
な
が
り
や
居
心
地
の
よ
さ
は
、
路
地
か
ら

大
都
市
の
な
か
の
、古
き
よ
き
ま
ち

も
ん
じ
ゃ
焼
き
の
ま
ち
、月
島
。

古
き
よ
き
路
地
の
風
景
に
も
、

人
気
が
集
ま
って
い
る
。

長
屋
と
マ
ン
シ
ョン
が

共
存
す
る
こ
の
ま
ち
か
ら
、

大
都
市
に
お
け
る
ス
ロ
ー
な
ま
ち
の

可
能
性
が
見
え
て
き
た
。

取
材・執
筆
／
編
集
部

　撮
影
／
名
取 

和
久

月
島

生
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」（
志
村
教
授
）

高
層
マ
ン
シ
ョン
と

長
屋
が
共
存
す
る
ま
ち

　現
在
の
月
島
の
風
景
は
、
と
て
も
不
思
議

で
あ
る
。
路
地
の
向
こ
う
に
、
高
層
マ
ン
シ

ョ
ン
が
林
立
し
て
い
る
の
が
見
え
る
の
だ
。

「
し
か
し
」
と
志
村
教
授
は
言
う
。

「
必
ず
し
も
マ
ン
シ
ョ
ン
と
長
屋
が
隔
絶
し

て
い
な
い
の
が
、
月
島
の
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
で
す
。
そ
も
そ
も
、
現
代
の
生
活
で
は
、

長
屋
に
親
子
２
世
帯
が
暮
ら
す
と
い
う
の
は

難
し
い
。
し
か
し
、
１
世
帯
が
長
屋
、
１
世

帯
が
近
所
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
住
ま
い
方

な
ら
で
き
る
わ
け
で
す
」

　も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
が
さ

ら
に
増
え
、
路
地
が
減
っ
て
い
け
ば
、
月
島

の
魅
力
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
路
地
の
長

屋
の
建
て
替
え
が
難
し
い
こ
と
も
事
実
だ
。

Tsukishima, Tokyo

す
」

と
、
志
村
教
授
は
今
後
の
展
望
を
語
っ
た
。

　古
い
も
の
を
生
か
す
、
古
い
も
の
を
再
生

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
他

の
ま
ち
で
も
登
場
す
る
、
い
わ
ば
「
ス
ロ
ー

な
ま
ち
」
の
必
須
項
目
。
月
島
で
も
そ
れ
は

変
わ
ら
な
い
。

　最
後
に
志
村
教
授
は
、
月
島
に
限
ら
ず
、

自
分
が
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
上
で
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
た
。そ
れ
は「
き

ち
ん
と
ま
ち
に
住
む
」
と
い
う
こ
と
だ
。
住

居
や
ま
ち
は
生
活
す
る
た
め
の
装
置
で
は
な

い
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
な

か
で
、
ま
ち
と
の
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
な
の
だ
。

　月
島
で
は
、
路
地
を
中
心
に
人
々
が
集
い
、

憩
い
、
交
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
も
人
々
が
ま
ち
と
の
関
係
を
き
ち

ん
と
つ
く
っ
て
き
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
つ
く

っ
て
い
け
る
は
ず
だ
。

右上／月島生まれ、
月島在住の志村秀明教授。
右下／月島の住所表示

左／築90年の長屋を改装し、
現代によみがえらせた

志村教授の家。

上／路地は、生活の場であり、
憩いの場でもある。

下／スローなまちには、
やはりネコは

欠かせない存在だ。

「
こ
れ
か
ら
は
、
若
い
方
々
と
協
力
し
て
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
路
地
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
も
、
長
屋
を
貸
し
た
い
人
と
、
長
屋
に

住
み
た
い
人
や
長
屋
で
商
売
し
た
い
人
と
を

つ
な
げ
る
知
恵
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ

の
た
め
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま

東
京
都

計
画
的
に
つ
く
ら
れ
た
ま
ち
の
名
残
な
の
だ
。

　月
島
の
と
な
り
ま
ち
・
豊
洲
の
芝
浦
工
業

大
学
で
教
鞭
を
と
る
志
村
秀
明
教
授
は
、
月

島
生
ま
れ
、
月
島
在
住
。
途
中
月
島
を
離
れ

た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
が
、
や
は
り
月
島
が

恋
し
く
な
り
、
20
年
前
に
戻
っ
て
き
た
。
そ
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　大
阪
か
ら
特
急
で
約
３
時
間
、
兵
庫
県
北

部
の
豊
岡
市
は
、
古
い
ま
ち
並
み
を
残
す
出

石
、「
関
西
の
奥
座
敷
」
と
も
言
わ
れ
る
城

崎
温
泉
と
い
っ
た
観
光
地
を
擁
す
る
と
と
も

に
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ま
ち
」
と
し
て
有
名
だ
。

　か
つ
て
は
、
日
本
各
地
の
田
園
や
里
山
に

生
息
し
て
い
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
。
し
か
し
、
生

息
環
境
の
悪
化
か
ら
、
日
本
の
コ
ウ
ノ
ト
リ

は
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
に
絶
滅
し
て
し

ま
っ
た
。
今
、
豊
岡
を
飛
ぶ
コ

ウ
ノ
ト
リ
は
、
市
が
人
工
飼
育

で
繁
殖
さ
せ
、
放
鳥
し
た
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
ま
つ末

　
え
い裔
な
の
だ
。
平
成

17
（
２
０
０
５
）年
、
５
羽
の

放
鳥
か
ら
始
ま
り
、
現
在
は
83

羽
の
野
生
化
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
い
る
と
い
う
。
今
で
は
、
た
ん
ぼ

田
圃
や
川
の
近

く
で
、
空
を
飛
ぶ
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
豊
岡
は
、
一
度
失
わ
れ
た
コ
ウ

ノ
ト
リ
と
い
う
「
伝
統
」
を
復
活
さ
せ
、
こ

れ
か
ら
も
伝
え
て
い
け
る
よ
う
な
、
持
続
可

能
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
も

一
種
の
「
ス
ロ
ー
」
の
形
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　し
か
し
農
家
は
「
農
薬
を
使
っ
て
い
た
ら

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
戻
っ
て
こ
な
い
」
と
訴
え
て

い
た
。
戦
後
の
早
い
時
期
か
ら
保
護
活
動
が

始
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

絶
滅
し
た
の
は
、
農
薬
が
体
内
に
蓄
積
し
た

影
響
で
卵
が
か
え
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
も
原

因
だ
っ
た
の
だ
。

新
た
な
米
づ
く
り

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」

　そ
こ
で
市
は
、
農
家
や
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
て
、

無
農
薬
、
減
農
薬
の
米
づ
く
り
に
乗
り
出
し

た
。「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」
と
名
付
け

ら
れ
た
農
法
で
つ
く
ら
れ
た
米
は
、「
コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む
お
米
」
と
い
う
名
前
で
、Ｊ
Ａ

を
中
心
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

　こ
の
試
み
の
な
か
で
新
し
く
行
わ
れ
た
農

法
の
ひ
と
つ
に
、
と
う冬

　
き期

　
た
ん湛

　
す
い水
が
あ
る
。
稲
刈

り
後
、
田
圃
の
水
を
抜
く
と
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
餌
と
な
る
水
中
の
生
物
が
死
滅
し
て
し
ま

う
た
め
、
冬
も
水
を
蓄
え
て
お
く
の
だ
。
こ

う
す
る
と
養
分
が
増
え
、
田
圃
に
も
よ
い
と

い
う
。
初
夏
に
水
を
抜
く
と
き
も
、
田
圃
の

脇
に
水
路
を
つ
く
っ
て
魚
な
ど
を
移
し
た
り
、

生
き
も
の
を
守
る
細
や
か
な
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
て
田
圃
に
は
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
餌
と
な
る
カ
エ
ル
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
ト
ン

ボ
な
ど
の
生
き
も
の
が
戻
っ
て
き
た
。

　コ
ウ
ノ
ト
リ
の
さ
と郷

営
農
組
合
の
な
わ
て畷

　
え
つ悦

　
よ
し喜

さ
ん
の
田
圃
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
稲
と
は
違
う
草
が
伸
び
て
い
た
。

ヒ
エ
や
オ
モ
ダ
カ
と
い
っ
た
雑

草
だ
。
無
農
薬
の
米
づ
く
り
は

雑
草
と
の
闘
い
と
畷
さ
ん
は
言

う
。
稲
が
倒
れ
て
し
ま
う
た
め
、

田
圃
で
大
型
の
除
草
機
は
使
い

づ
ら
い
の
だ
。

　豊
岡
市
の
農
家
は
ほ
と
ん
ど

が
兼
業
で
、
現
在
２
４
６
戸
。
無
農
薬
栽
培

は
農
家
の
負
担
が
大
き
い
。
そ
れ
で
も
「
う

ち
の
田
圃
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
き
た
よ
」
と
い

う
声
が
広
が
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
に

関
心
を
持
つ
農
家
は
増
え
て
い
る
と
い
う
。

失
わ
れ
た
も
の
を

大
切
に
す
る
、

ス
ロ
ー
な
ま
ち
の
取
り
組
み

　こ
う
し
た
試
み
は
持
続
可
能
で
普
及
性
が

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ま
ち
」の

大
胆
な
政
策

な
い
と
意
味
が
な
い
。
市
で
は
、
無
農
薬
だ

け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
農
家
の
負
担
が
少
な
い

減
農
薬
も
提
唱
し
て
い
る
。
ま
た
、
未
消
毒

の
苗
の
確
保
や
一
定
の
価
格
で
の
買
い
取
り

と
い
っ
た
Ｊ
Ａ
の
協
力
も
大
き
い
。

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の
共
生
と
は
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
と
も
生
き
や
す
い
環

境
を
取
り
戻
す
と
い
う
試
み
で
す
。
豊
岡
で

は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
で

『
何
か
が
失
わ
れ
た
』
と
市
が
明
確
に
考
え

て
い
る
。
そ
こ
が
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
と

き
に
重
要
な
こ
と
で
し
た
」
と
豊
岡
市
コ
ウ

ノ
ト
リ
共
生
部
の
瀬
崎
晃
久
さ
ん
は
言
う
。

　ス
ロ
ー
な
ま
ち
を
つ
く
る
と
い
う
取
り
組

み
で
は
、
失
わ
れ
そ
う
な
も
の
を
ど
の
よ
う

に
守
る
か
も
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
言
葉
で

言
う
ほ
ど
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
コ
ス
ト

や
手
間
が
か
か
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
だ

が
、
豊
岡
の
試
み
の
よ
う
に
、
一
度
失
っ
た

も
の
で
も
再
生
で
き
る
と
い
う
事
例
は
、
私

た
ち
に
大
き
な
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
。

　コ
ウ
ノ
ト
リ
は
今
、
豊
岡
の
空
を
悠
々
と

舞
っ
て
い
る
。
豊
岡
の
取
り
組
み
の
よ
う
に
、

失
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
実
と
正
面
か
ら

向
き
合
う
こ
と
で
、
失
っ
た
も
の
を
取
り
戻

せ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
効

率
一
辺
倒
の
考
え
か
ら
一
歩
離
れ
、
長
い
目

で
も
の
を
捉
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
失
っ

た
も
の
の
大
き
さ
、
大
切
さ
を
考
え
れ
ば
、

人
間
が
な
ん
で
も
で
き
る
と
い
う
考
え
を
捨

て
、
伝
統
や
自
然
に
対
し
て
謙
虚
に
な
る
。

そ
れ
が
最
善
の
道
で
あ
る
と
気
づ
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

出石（いずし）、城崎といった
観光地も擁する豊岡。

城下町・出石には
古いまち並みや劇場も残る。

上／コウノトリの郷
営農組合の畷悦喜さん。

中／コウノトリがふたたび舞う
まちにするため、
無農薬・減農薬で

育てられる稲が増えている。
下／無農薬・減農薬で

育てられたお米は
「コウノトリ育むお米」として

ブランド化されている。

豊
岡
の
シ
ン
ボ
ル・コ
ウ
ノ
ト
リ
。

現
在
、ふ
た
た
び
野
生
に
帰
す
た
め
、

放
鳥
す
る
取
り
組
み
が

活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

スロー が
まちを

元 気 に する

02
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
す
み
や
す
い
ま
ち
は
、ひ
と
も
住
み
や
す
い

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ま
ち
」と
し
て
知
ら
れ
る

兵
庫
県
豊
岡
市
。

し
か
し
、約
40
年
前
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

一
度
絶
滅
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
復
活
さ
せ
る

大
胆
な
試
み
の
な
か
で
、

豊
岡
市
が
見
つ
け
た
も
の
と
は
。
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　大
阪
か
ら
特
急
で
約
３
時
間
、
兵
庫
県
北

部
の
豊
岡
市
は
、
古
い
ま
ち
並
み
を
残
す
出

石
、「
関
西
の
奥
座
敷
」
と
も
言
わ
れ
る
城

崎
温
泉
と
い
っ
た
観
光
地
を
擁
す
る
と
と
も

に
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ま
ち
」
と
し
て
有
名
だ
。

　か
つ
て
は
、
日
本
各
地
の
田
園
や
里
山
に

生
息
し
て
い
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
。
し
か
し
、
生

息
環
境
の
悪
化
か
ら
、
日
本
の
コ
ウ
ノ
ト
リ

は
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
に
絶
滅
し
て
し

ま
っ
た
。
今
、
豊
岡
を
飛
ぶ
コ

ウ
ノ
ト
リ
は
、
市
が
人
工
飼
育

で
繁
殖
さ
せ
、
放
鳥
し
た
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
ま
つ末

　
え
い裔
な
の
だ
。
平
成

17
（
２
０
０
５
）年
、
５
羽
の

放
鳥
か
ら
始
ま
り
、
現
在
は
83

羽
の
野
生
化
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
い
る
と
い
う
。
今
で
は
、
た
ん
ぼ

田
圃
や
川
の
近

く
で
、
空
を
飛
ぶ
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
豊
岡
は
、
一
度
失
わ
れ
た
コ
ウ

ノ
ト
リ
と
い
う
「
伝
統
」
を
復
活
さ
せ
、
こ

れ
か
ら
も
伝
え
て
い
け
る
よ
う
な
、
持
続
可

能
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
も

一
種
の
「
ス
ロ
ー
」
の
形
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　し
か
し
農
家
は
「
農
薬
を
使
っ
て
い
た
ら

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
戻
っ
て
こ
な
い
」
と
訴
え
て

い
た
。
戦
後
の
早
い
時
期
か
ら
保
護
活
動
が

始
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

絶
滅
し
た
の
は
、
農
薬
が
体
内
に
蓄
積
し
た

影
響
で
卵
が
か
え
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
も
原

因
だ
っ
た
の
だ
。

新
た
な
米
づ
く
り

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」

　そ
こ
で
市
は
、
農
家
や
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
て
、

無
農
薬
、
減
農
薬
の
米
づ
く
り
に
乗
り
出
し

た
。「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」
と
名
付
け

ら
れ
た
農
法
で
つ
く
ら
れ
た
米
は
、「
コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む
お
米
」
と
い
う
名
前
で
、Ｊ
Ａ

を
中
心
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

　こ
の
試
み
の
な
か
で
新
し
く
行
わ
れ
た
農

法
の
ひ
と
つ
に
、
と
う冬

　
き期

　
た
ん湛

　
す
い水
が
あ
る
。
稲
刈

り
後
、
田
圃
の
水
を
抜
く
と
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
餌
と
な
る
水
中
の
生
物
が
死
滅
し
て
し
ま

う
た
め
、
冬
も
水
を
蓄
え
て
お
く
の
だ
。
こ

う
す
る
と
養
分
が
増
え
、
田
圃
に
も
よ
い
と

い
う
。
初
夏
に
水
を
抜
く
と
き
も
、
田
圃
の

脇
に
水
路
を
つ
く
っ
て
魚
な
ど
を
移
し
た
り
、

生
き
も
の
を
守
る
細
や
か
な
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
て
田
圃
に
は
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
餌
と
な
る
カ
エ
ル
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
ト
ン

ボ
な
ど
の
生
き
も
の
が
戻
っ
て
き
た
。

　コ
ウ
ノ
ト
リ
の
さ
と郷

営
農
組
合
の
な
わ
て畷

　
え
つ悦

　
よ
し喜

さ
ん
の
田
圃
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
稲
と
は
違
う
草
が
伸
び
て
い
た
。

ヒ
エ
や
オ
モ
ダ
カ
と
い
っ
た
雑

草
だ
。
無
農
薬
の
米
づ
く
り
は

雑
草
と
の
闘
い
と
畷
さ
ん
は
言

う
。
稲
が
倒
れ
て
し
ま
う
た
め
、

田
圃
で
大
型
の
除
草
機
は
使
い

づ
ら
い
の
だ
。

　豊
岡
市
の
農
家
は
ほ
と
ん
ど

が
兼
業
で
、
現
在
２
４
６
戸
。
無
農
薬
栽
培

は
農
家
の
負
担
が
大
き
い
。
そ
れ
で
も
「
う

ち
の
田
圃
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
き
た
よ
」
と
い

う
声
が
広
が
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
に

関
心
を
持
つ
農
家
は
増
え
て
い
る
と
い
う
。

失
わ
れ
た
も
の
を

大
切
に
す
る
、

ス
ロ
ー
な
ま
ち
の
取
り
組
み

　こ
う
し
た
試
み
は
持
続
可
能
で
普
及
性
が

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ま
ち
」の

大
胆
な
政
策

な
い
と
意
味
が
な
い
。
市
で
は
、
無
農
薬
だ

け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
農
家
の
負
担
が
少
な
い

減
農
薬
も
提
唱
し
て
い
る
。
ま
た
、
未
消
毒

の
苗
の
確
保
や
一
定
の
価
格
で
の
買
い
取
り

と
い
っ
た
Ｊ
Ａ
の
協
力
も
大
き
い
。

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の
共
生
と
は
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
と
も
生
き
や
す
い
環

境
を
取
り
戻
す
と
い
う
試
み
で
す
。
豊
岡
で

は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
で

『
何
か
が
失
わ
れ
た
』
と
市
が
明
確
に
考
え

て
い
る
。
そ
こ
が
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
と

き
に
重
要
な
こ
と
で
し
た
」
と
豊
岡
市
コ
ウ

ノ
ト
リ
共
生
部
の
瀬
崎
晃
久
さ
ん
は
言
う
。

　ス
ロ
ー
な
ま
ち
を
つ
く
る
と
い
う
取
り
組

み
で
は
、
失
わ
れ
そ
う
な
も
の
を
ど
の
よ
う

に
守
る
か
も
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
言
葉
で

言
う
ほ
ど
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
コ
ス
ト

や
手
間
が
か
か
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
だ

が
、
豊
岡
の
試
み
の
よ
う
に
、
一
度
失
っ
た

も
の
で
も
再
生
で
き
る
と
い
う
事
例
は
、
私

た
ち
に
大
き
な
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
。

　コ
ウ
ノ
ト
リ
は
今
、
豊
岡
の
空
を
悠
々
と

舞
っ
て
い
る
。
豊
岡
の
取
り
組
み
の
よ
う
に
、

失
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
実
と
正
面
か
ら

向
き
合
う
こ
と
で
、
失
っ
た
も
の
を
取
り
戻

せ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
効

率
一
辺
倒
の
考
え
か
ら
一
歩
離
れ
、
長
い
目

で
も
の
を
捉
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
失
っ

た
も
の
の
大
き
さ
、
大
切
さ
を
考
え
れ
ば
、

人
間
が
な
ん
で
も
で
き
る
と
い
う
考
え
を
捨

て
、
伝
統
や
自
然
に
対
し
て
謙
虚
に
な
る
。

そ
れ
が
最
善
の
道
で
あ
る
と
気
づ
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

出石（いずし）、城崎といった
観光地も擁する豊岡。

城下町・出石には
古いまち並みや劇場も残る。

上／コウノトリの郷
営農組合の畷悦喜さん。

中／コウノトリがふたたび舞う
まちにするため、
無農薬・減農薬で

育てられる稲が増えている。
下／無農薬・減農薬で

育てられたお米は
「コウノトリ育むお米」として

ブランド化されている。

豊
岡
の
シ
ン
ボ
ル・コ
ウ
ノ
ト
リ
。

現
在
、ふ
た
た
び
野
生
に
帰
す
た
め
、

放
鳥
す
る
取
り
組
み
が

活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

スロー が
まちを

元 気 に する

02
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
す
み
や
す
い
ま
ち
は
、ひ
と
も
住
み
や
す
い

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ま
ち
」と
し
て
知
ら
れ
る

兵
庫
県
豊
岡
市
。

し
か
し
、約
40
年
前
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

一
度
絶
滅
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
復
活
さ
せ
る

大
胆
な
試
み
の
な
か
で
、

豊
岡
市
が
見
つ
け
た
も
の
と
は
。
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／
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宇野宗佑元首相の
生家であった造り酒屋は、
改装され、市民ギャラリーや

レストランとして
活用されている。

　平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
、
東
洋
経
済
新

報
社
の
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
全
国

第
10
位
、
近
畿
で
１
位
と
な
っ
た
滋
賀
県
守

山
市
。
京
都
か
ら
電
車
で
25
分
、
大
阪
か
ら

55
分
と
交
通
の
便
が
よ
い
た
め
、
若
い
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
の
流
入
が
多
く
、
毎
年
、
約
８
０

０
人
ず
つ
人
口
が
増
加
し
て
い
る
。

　市
内
に
は
、
や野

　
す洲
川
の
伏
流
水
の
流
れ
る

細
い
水
路
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
野
洲

川
と
水
路
、
そ
し
て
琵
琶
湖
と
、
守
山
は
水

と
ゆ
か
り縁

が
深
い
。

豊
か
な
水
が
育
む
農
業

　豊
か
な
水
を
利
用
し
た
農
業
も
昔
か
ら
盛

ん
で
、
兼
業
も
含
め
、
現
在
も
世
帯
数
の
１

割
弱
が
農
家
だ
。
市
街
地
で
Ｊ
Ａ
お
う
み
冨

士
が
運
営
す
る
「
お
う
み
ん
ち
」
は
、
生
産

者
と
消
費
者
、
両
方
に
は
た
ら
き
か
け
よ
う

と
す
る
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
直
売
所
兼
レ
ス

ト
ラ
ン
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。
商
品

の
値
段
は
生
産
者
が
決
め
、
毎
朝
、
直
接
持

ち
込
ま
れ
る
。
そ
し
て
閉
店
時
に
残
っ
た
品

を
回
収
す
る
。
消
費
者
の
動
向
が
直
接
わ
か

り
、
生
産
者
に
と
っ
て
は
楽
し
み
に
も
な
っ

て
い
る
と
い
う
。
ス
ロ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
に

欠
か
せ
な
い
、
地
域
内
で
の
商
い
が
大
切
に

さ
れ
て
い
る
の
だ
。
地
元
野
菜
で
作
る
料
理

の
味
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
、
売
っ
て
い
る
野

菜
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
る
。

　Ｊ
Ａ
お
う
み
冨
士
の
川
端
均
さ
ん
は
、
お

客
さ
ん
を
「
畑
が
近
い
か
ら
収
穫
に
行
き
ま

せ
ん
か
？
」
と
誘
う
こ
と
が
あ
る
。
自
分
で

収
穫
す
れ
ば
、
多
少
形
が
歪
ん
で
い
て
も
誰

も
気
に
し
な
い
。
け
れ
ど
袋
詰
め
さ
れ
た
野

菜
を
選
ぶ
と
な
る
と
、
あ
れ
こ
れ
文
句
が
出

る
。
こ
の
間
を
つ
な
げ
る
の
が
「
お
う
み
ん

ち
」
の
役
割
だ
と
川
端
さ
ん
は
言
う
。

ゆ
っ
く
り
と
し
た

成
長
で
、

市
民
に
誇
り
を

　現
在
、
守
山
の
水
路
の
水
は
、
野
洲
川
の

周
辺
の
土
地
よ
り
も
河
床
が
高
い
、
天
井
川

で
し
た
。
昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
か
ら
着

手
し
た
大
改
修
で
河
床
が
下
が
り
、
氾
濫
の

心
配
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
度
は
水
が

湧
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」
と
、

市
長
の
宮
本
和
宏
さ
ん
は
説
明
し
て
く
れ
た
。

し
か
し
、
今
も
水
が
守
山
の
要
で
あ
り
、
魅

力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

　そ
し
て
、
守
山
が
住
み
や
す
い
と
い
わ
れ

る
理
由
の
ひ
と
つ
は
「
自
治
会
（
町
内
会
）

を
中
心
と
し
た
人
と
人
と
の
絆
の
強
さ
」
で

は
な
い
か
と
宮
本
さ
ん
は
言
う
。

上
流
か
ら
の
農
業
用
水
と
、
そ
の
他
は
す
べ

て
伏
流
水
が
ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
ら
れ
て
い

る
も
の
で
、
自
然
に
湧
い
て
い
る
も
の
は
な

い
。し
か
し
、か
つ
て
は
多
く
の
湧
水
が
あ
り
、

ま
た
ど
こ
を
掘
っ
て
も
水
が
湧
い
た
。

「
10
年
に
一
度
は
氾
濫
し
て
い
た
野
洲
川
は
、

「
自
治
会
が
行
う
火
祭
り
、
す
し
切
り
祭
り

と
い
っ
た
伝
統
行
事
が
し
っ
か
り
継
承
さ
れ

て
い
て
、
自
治
会
の
加
入
率
が
95
％
と
と
て

も
高
い
。
だ
か
ら
外
か
ら
入
っ
て
き
た
人
も

す
ぐ
に
馴
染
む
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
」

　ま
た
、「
都
市
が
無
秩
序
に
拡
大
す
る
『
ス

プ
ロ
ー
ル
』
は
認
め
な
い
」
と
い
う
宮
本
さ

ん
の
言
葉
通
り
、
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年

に
制
定
さ
れ
た
地
区
計
画
制
度
で
は
、
周
辺

の
自
治
会
と
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
る

場
合
に
限
り
、
新
た
な
住
宅
地
を
開
発
で
き

る
と
決
め
ら
れ
た
。
宮
本
市
長
が
目
指
す
守

山
市
と
は
。

「
ど
こ
を
掘
っ
て
も
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
出

て
く
る
と
い
う
歴
史
の
古
さ
や
、
恵
ま
れ
た

自
然
を
、
市
民
が
誇
れ
る
ま
ち
に
し
た
い
。

ス
ピ
ー
ド
は
遅
く
て
い
い
か
ら
、
少
し
ず
つ
、

ひ
と
が
増
え
つ
づ
け
る
ま
ち
を
つ
く
り
た

い
」
と
語
る
。

　ゆ
っ
く
り
と
、
少
し
ず
つ
、
け
れ
ど
秩
序

あ
る
成
長
を
し
て
い
く
ま
ち
。
こ
れ
こ
そ
、

ス
ロ
ー
な
ま
ち
の
形
と
い
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

左／「おうみんち」で
おいしい食事を楽しむファミリー。

右／ゆっくり成長するまちの
魅力を語る、

宮本和宏守山市長。

初夏には
ゲンジボタルが舞う、

守山の清流。
守山では、

豊かな土地と水を生かし、
農業も盛んだ。

左／びわこわさび
右／伝統やさい、笠原しょうが

スロー が
まちを

元 気 に する

03
ゆ
っ
く
り
と
、ひ
と
が
増
え
つ
づ
け
る
ま
ち

大
阪・京
都
の

ベッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

成
長
を
続
け
る
滋
賀
県
守
山
市
。

や
み
く
も
な
成
長
を
抑
え
、

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

取
材・執
筆
／
野
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麻
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宇野宗佑元首相の
生家であった造り酒屋は、
改装され、市民ギャラリーや

レストランとして
活用されている。

　平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
、
東
洋
経
済
新

報
社
の
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
全
国

第
10
位
、
近
畿
で
１
位
と
な
っ
た
滋
賀
県
守

山
市
。
京
都
か
ら
電
車
で
25
分
、
大
阪
か
ら

55
分
と
交
通
の
便
が
よ
い
た
め
、
若
い
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
の
流
入
が
多
く
、
毎
年
、
約
８
０

０
人
ず
つ
人
口
が
増
加
し
て
い
る
。

　市
内
に
は
、
や野

　
す洲
川
の
伏
流
水
の
流
れ
る

細
い
水
路
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
野
洲

川
と
水
路
、
そ
し
て
琵
琶
湖
と
、
守
山
は
水

と
ゆ
か
り縁

が
深
い
。

豊
か
な
水
が
育
む
農
業

　豊
か
な
水
を
利
用
し
た
農
業
も
昔
か
ら
盛

ん
で
、
兼
業
も
含
め
、
現
在
も
世
帯
数
の
１

割
弱
が
農
家
だ
。
市
街
地
で
Ｊ
Ａ
お
う
み
冨

士
が
運
営
す
る
「
お
う
み
ん
ち
」
は
、
生
産

者
と
消
費
者
、
両
方
に
は
た
ら
き
か
け
よ
う

と
す
る
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
直
売
所
兼
レ
ス

ト
ラ
ン
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。
商
品

の
値
段
は
生
産
者
が
決
め
、
毎
朝
、
直
接
持

ち
込
ま
れ
る
。
そ
し
て
閉
店
時
に
残
っ
た
品

を
回
収
す
る
。
消
費
者
の
動
向
が
直
接
わ
か

り
、
生
産
者
に
と
っ
て
は
楽
し
み
に
も
な
っ

て
い
る
と
い
う
。
ス
ロ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
に

欠
か
せ
な
い
、
地
域
内
で
の
商
い
が
大
切
に

さ
れ
て
い
る
の
だ
。
地
元
野
菜
で
作
る
料
理

の
味
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
、
売
っ
て
い
る
野

菜
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
る
。

　Ｊ
Ａ
お
う
み
冨
士
の
川
端
均
さ
ん
は
、
お

客
さ
ん
を
「
畑
が
近
い
か
ら
収
穫
に
行
き
ま

せ
ん
か
？
」
と
誘
う
こ
と
が
あ
る
。
自
分
で

収
穫
す
れ
ば
、
多
少
形
が
歪
ん
で
い
て
も
誰

も
気
に
し
な
い
。
け
れ
ど
袋
詰
め
さ
れ
た
野

菜
を
選
ぶ
と
な
る
と
、
あ
れ
こ
れ
文
句
が
出

る
。
こ
の
間
を
つ
な
げ
る
の
が
「
お
う
み
ん

ち
」
の
役
割
だ
と
川
端
さ
ん
は
言
う
。

ゆ
っ
く
り
と
し
た

成
長
で
、

市
民
に
誇
り
を

　現
在
、
守
山
の
水
路
の
水
は
、
野
洲
川
の

周
辺
の
土
地
よ
り
も
河
床
が
高
い
、
天
井
川

で
し
た
。
昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
か
ら
着

手
し
た
大
改
修
で
河
床
が
下
が
り
、
氾
濫
の

心
配
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
度
は
水
が

湧
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」
と
、

市
長
の
宮
本
和
宏
さ
ん
は
説
明
し
て
く
れ
た
。

し
か
し
、
今
も
水
が
守
山
の
要
で
あ
り
、
魅

力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

　そ
し
て
、
守
山
が
住
み
や
す
い
と
い
わ
れ

る
理
由
の
ひ
と
つ
は
「
自
治
会
（
町
内
会
）

を
中
心
と
し
た
人
と
人
と
の
絆
の
強
さ
」
で

は
な
い
か
と
宮
本
さ
ん
は
言
う
。

上
流
か
ら
の
農
業
用
水
と
、
そ
の
他
は
す
べ

て
伏
流
水
が
ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
ら
れ
て
い

る
も
の
で
、
自
然
に
湧
い
て
い
る
も
の
は
な

い
。し
か
し
、か
つ
て
は
多
く
の
湧
水
が
あ
り
、

ま
た
ど
こ
を
掘
っ
て
も
水
が
湧
い
た
。

「
10
年
に
一
度
は
氾
濫
し
て
い
た
野
洲
川
は
、

「
自
治
会
が
行
う
火
祭
り
、
す
し
切
り
祭
り

と
い
っ
た
伝
統
行
事
が
し
っ
か
り
継
承
さ
れ

て
い
て
、
自
治
会
の
加
入
率
が
95
％
と
と
て

も
高
い
。
だ
か
ら
外
か
ら
入
っ
て
き
た
人
も

す
ぐ
に
馴
染
む
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
」

　ま
た
、「
都
市
が
無
秩
序
に
拡
大
す
る
『
ス

プ
ロ
ー
ル
』
は
認
め
な
い
」
と
い
う
宮
本
さ

ん
の
言
葉
通
り
、
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年

に
制
定
さ
れ
た
地
区
計
画
制
度
で
は
、
周
辺

の
自
治
会
と
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
る

場
合
に
限
り
、
新
た
な
住
宅
地
を
開
発
で
き

る
と
決
め
ら
れ
た
。
宮
本
市
長
が
目
指
す
守

山
市
と
は
。

「
ど
こ
を
掘
っ
て
も
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
出

て
く
る
と
い
う
歴
史
の
古
さ
や
、
恵
ま
れ
た

自
然
を
、
市
民
が
誇
れ
る
ま
ち
に
し
た
い
。

ス
ピ
ー
ド
は
遅
く
て
い
い
か
ら
、
少
し
ず
つ
、

ひ
と
が
増
え
つ
づ
け
る
ま
ち
を
つ
く
り
た

い
」
と
語
る
。

　ゆ
っ
く
り
と
、
少
し
ず
つ
、
け
れ
ど
秩
序

あ
る
成
長
を
し
て
い
く
ま
ち
。
こ
れ
こ
そ
、

ス
ロ
ー
な
ま
ち
の
形
と
い
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

左／「おうみんち」で
おいしい食事を楽しむファミリー。

右／ゆっくり成長するまちの
魅力を語る、

宮本和宏守山市長。

初夏には
ゲンジボタルが舞う、

守山の清流。
守山では、

豊かな土地と水を生かし、
農業も盛んだ。

左／びわこわさび
右／伝統やさい、笠原しょうが

スロー が
まちを

元 気 に する

03
ゆ
っ
く
り
と
、ひ
と
が
増
え
つ
づ
け
る
ま
ち

大
阪・京
都
の

ベッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

成
長
を
続
け
る
滋
賀
県
守
山
市
。

や
み
く
も
な
成
長
を
抑
え
、

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

取
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スロー が
まちを

元 気 に する

04
震
災
を
乗
り
越
え
、日
本
初
の
公
認
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
と
な
っ
た

気
仙
沼
市
は
、２
０
１
３
年
４
月
に
日
本
で

初
め
て
イ
タ
リ
ア
の
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
か
ら

認
定
を
受
け
た
唯
一の「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
」で
あ
る
。

気
仙
沼
は
い
か
に
し
て

公
認
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
と
な
り
得
た
の
か
。

市
民
と
行
政
が
共
に
連
携
し
て

認
定
に
至
っ
た
、そ
の
軌
跡
を
追
っ
た
。

取
材・執
筆・撮
影
／
野
村 

麻
里

気
仙
沼

Kesennuma, Miyagi

宮
城
県

写真提供＝スローフード気仙沼

た
。
だ
が
、
漁
業
に
関

し
て
は
乱
獲
を
懸
念
す

る
国
際
規
制
が
強
ま
り
、

気
仙
沼
も
減
船
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
た
。
そ

ん
な
折
、
何
か
地
域
を

活
性
化
す
る
活
動
が
で

き
な
い
か
と
考
え
、
菅

原
さ
ん
た
ち
は
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
に
注
目
し
た
。

手
始
め
に
シ
ェ
フ
を
招
へ
い
し
、
地
元
の
素

材
を
料
理
し
て
ふ
る
ま
う
イ
ベ
ン
ト
「
食
の

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
、
子
ど
も
向

け
の「
プ
チ
シ
ェ
フ
コ
ン
テ
ス
ト
in
気
仙
沼
」

を
開
催
。
手
応
え
を
得
た
。

「
誤
解
さ
れ
や
す
い
の
で
す
が
、
ス
ロ
ー
フ

ー
ド
と
は
食
べ
も
の
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、

考
え
方
、
哲
学
な
ん
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
な
が
ら
豊
か
な
生
活
を
お
く
ろ
う
と
い
う

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
考
え
方
は
、
我
々
が
目
指

海
と
森
と
川
が
育
む

豊
か
な
恵
み

「
フ
ー
ド
」か
ら

「
シ
テ
ィ
」へ

す
、
地
域
を
良
く
し
て
自
分
た
ち
も
楽
し
く

暮
ら
そ
う
と
い
う
考
え
方
に
と
て
も
合
っ
て

い
ま
し
た
」

　イ
タ
リ
ア
の
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
に
働
き

か
け
な
が
ら
同
時
に
地
元
行
政
の
賛
同
を
得

て
、
２
０
０
３
年
、
気
仙
沼
市
は
「
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
都
市
」
を
宣
言
す
る
。
続
い
て
ス
ロ

ー
シ
テ
ィ
連
合
の
活
動
を
知
っ
た
菅
原
さ
ん

が
認
証
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
て
み
た
と
こ

ろ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み

や
、
電
磁
波
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

整
備
な
ど
、
日
本
の
小
さ
な
町
で
は
整
備
し

に
く
い
条
件
が
並
ん
で
い
た
。
ま
た
条
項
の

ひ
と
つ
に
人
口
５
万
以
下
、
と
あ
っ
た
が
、

気
仙
沼
の
人
口
は
当
時
、
６
万
５
０
０
０
人
。

認
定
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。「
あ
き

ら
め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
正
直
言

っ
て
、
ク
リ
ア
で
き
る
条
件
で
は
な
い
と
思

い
、
進
め
ら
れ
ず
に
い
ま
し
た
」

　そ
し
て
２
０
１
１
年
３
月
、
東
日
本
大
震

災
が
起
き
る
。
気
仙
沼
で
も
１
３
０
０
人
を

超
す
死
者
・
行
方
不
明
者
が
出
る
大
惨
事
と

な
っ
た
。
海
岸
近
く
は
津
波
に
の
ま
れ
、
地

盤
が
沈
下
し
、
現
在
も
土
地
の
か
さ嵩
上
げ
を
含

む
復
旧
作
業
が
続
け
ら

れ
て
い
る
。

　震
災
後
、
ス
ロ
ー
フ

ー
ド
協
会
か
ら
「
も
う

一
度
、
チ
ッ
タ
・
ス
ロ

ー
（
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連

合
）
の
認
定
に
つ
い
て

め
て
い
る
の
も
大
き
な
特
徴
だ
。
震
災
後
の

復
興
計
画
の
中
に
も
「
ス
ロ
ー
で
ス
マ
ー
ト

な
ま
ち
づ
く
り
」
が
う
た
わ
れ
る
。
現
市
長

の
菅
原
茂
さ
ん
は
、「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
に
し
ろ
、

ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
に
し
ろ
、
根
底
に
流
れ
て
い

る
の
は
土
地
の
〝
リ
ズ
ム
〞
だ
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。
気
仙
沼
の
人
び
と
は
、
昔
か
ら
、

海
の
恵
み
、
山
の
恵
み
を
い
た
だ
い
て
生
き

て
き
て
、
今
も
根
本
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

そ
う
い
う
長
い
、
自
然
を
ベ
ー
ス
に
し
た
悠

久
の
リ
ズ
ム
の
中
で
生
き
る
こ
と
が
、
こ
こ

に
暮
ら
す
心
地
よ
さ
だ
と
思
う
の
で
す
」
と

語
っ
て
く
れ
た
。

　気
仙
沼
の
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
運
動
の
中
心
的

な
役
割
を
担
う
の
は
、地
元
の
老
舗
蔵
元「
男

山
本
店
」
代
表
取
締
役
の
菅
原
昭
彦
さ
ん
だ
。

２
０
０
１
年
頃
か
ら
、「
食
」
を
核
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
団
体
「
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
気
仙
沼
」
を
理
事
長
と
し
て
率
い
、
活
動

し
て
き
た
。

　暖
流
の
黒
潮
と
寒
流
の
親
潮
が
交
差
す
る

三
陸
沖
と
リ
ア
ス
式
海
岸
の
お
か
げ
で
、
豊

穣
な
海
に
囲
ま
れ
る
気
仙
沼
。
海
藻
類
も
多

く
生
息
し
、
こ
こ
で
行
わ
れ
る
か

　き
牡
蠣
や
海
藻

の
養
殖
は
、
餌
を
与
え
ず
に
育
て
ら
れ
る
の

で
海
を
汚
さ
な
い
。
陸
地
は
す
ぐ
に
山
間
部

へ
と
続
き
、
森
、
川
、
海
が
そ
れ
ぞ
れ
に
影

響
し
あ
い
、
人
び
と
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き

悠
久
の
リ
ズ
ム
の
中
で

生
き
る
ま
ち

2004年に
スローシティの視察で

訪れたイタリア・オルヴィエートで。
市長（写真中央）の左隣が

菅原昭彦さん。

震災後に再開した気仙沼港。
漁獲量日本一を誇るカツオをはじめ

豊かな海の恵みが
まちにふたたび活気を与える。

北海道に向け出港する
サンマ漁の船を

家族が見送る「出船おくり」は、
気仙沼の伝統行事。

打ちばやしでにぎやかに送り出す。
会場で挨拶する気仙沼市長、

菅原茂さん。

考
え
て
み
な
い
か
」
と
い
う
打
診
が
来
た
。

こ
の
申
し
出
に
は
、
震
災
復
興
の
支
援
を
し

た
い
と
い
う
イ
タ
リ
ア
側
の
意
向
も
あ
り
、

条
項
に
つ
い
て
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
、
今
後

整
え
て
い
く
姿
勢
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
２

０
１
３
年
４
月
の
認
定
に
つ
な
が
っ
た
。

　認
定
を
受
け
、
菅
原
さ
ん
は
「
友
人
が
増

え
た
と
い
う
感
じ
で
す
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
る
。「
世
界
中
の
ま
ち
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
で
き
た
こ
と
は
、
日
本
の
一
地
方
都
市
に

と
っ
て
、
と
て
も
意
義
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
起
き
て
い
る
問
題
や
そ
の
解
決
策
を
知

る
こ
と
は
、
自
分
た
ち
が
問
題
を
抱
え
た
と

き
の
参
考
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
中
で
気
仙

沼
が
発
信
で
き
る
と
い
う
の
も
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
」

　こ
れ
か
ら
日
本
で
認
定
を
受
け
よ
う
と
す

る
都
市
が
増
え
た
と
き
、
気
仙
沼
に
学
ぶ
こ

と
は
多
い
だ
ろ
う
。
菅
原
さ
ん
が
「
日
本
人

は
何
で
も
〝
ね
ば
な
ら
な
い
〞
と
、
突
き
詰

め
、
尖
鋭
化
し
て
考
え
が
ち
で
す
が
、
イ
タ

リ
ア
の
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
や
ス
ロ
ー
シ
テ

ィ
運
動
に
は
、
寛
容
と
推
奨
は
あ
っ
て
も
、

禁
止
や
排
斥
が
な
い
ん
で
す
」
と
話
す
通
り
、

そ
の
判
断
基
準
は
意
外
に
大
ら
か
で
、
交
渉

の
余
地
が
あ
っ
た
と
い
う
。
今
後
、
菅
原
さ

ん
は
、
先
達
と
し
て
国
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
も
積
極
的
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　　気
仙
沼
の
ス
ロ
ー
運
動
は
ま
た
、
市
民
と

行
政
と
が
連
携
し
、
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
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話
す
通
り
、

そ
の
判
断
基
準
は
意
外
に
大
ら
か
で
、
交
渉

の
余
地
が
あ
っ
た
と
い
う
。
今
後
、
菅
原
さ

ん
は
、
先
達
と
し
て
国
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
も
積
極
的
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　　気
仙
沼
の
ス
ロ
ー
運
動
は
ま
た
、
市
民
と

行
政
と
が
連
携
し
、
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
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木
全

　本
日
お
邪
魔
し
て
い
る
、「
大
阪
市

立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

大
阪
く
ら
し

の
今
昔
館
」
は
、「
ま
ち
に
住
ま
う
知
恵
を

つ
な
ぐ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
つ
く
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
近
世
大
坂
の
ま
ち
並

み
が
細
部
に
わ
た
っ
て
再
現
さ
れ
て
い
る
の

に
驚
き
ま
す
。
特
に
一
日
や
四
季
の
変
化
が

体
験
で
き
、
時
間
と
の
関
わ
り
が
重
視
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
設
立
の
背
景

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

谷

　館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
２
０
０
１
年

で
す
が
、
博
物
館
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
企
画

を
始
め
た
の
は
そ
の
10
年
前
で
す
。
そ
の
さ

ら
に
２
年
前
に
『
ま
ち
に
住
ま
う
│
│
大
阪

都
市
住
宅
史
』（
平
凡
社
）
と
い
う
本
を
大

阪
市
の
住
宅
政
策
課
と
一
緒
に
編
集
・
刊
行

し
た
の
で
す
が
、
そ
の
こ
ろ
は
、
都
市
居
住

と
い
う
の
は
あ
ま
り
メ
ジ
ャ
ー
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
９
７
３
年
の
お
正

月
に
「
住
宅
す
ご
ろ
く
」
と
い
う
の
が
朝
日

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
す
ご

ろ
く
の
上
が
り
は
「
庭
付
き
郊
外
一
戸
建
て

住
宅
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
太
陽
と
自
然
の

恵
み
の
な
か
で
住
む
と
い
う
の
が
理
想
で
し

た
。
１
９
８
０
年
代
あ
た
り
の
大
阪
市
内
も
、

住
む
場
所
と
い
う
よ
り
は
通
っ
て
く
る
場
所

と
い
う
感
覚
で
し
た
。
し
か
し
、
歴
史
を
掘

り
起
こ
し
て
い
く
と
、
ま
ち
に
と
っ
て
「
住

む
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
い
か
に
大
き
い

か
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ひ
と
が
住
ん
で

こ
そ
、
ま
ち
の
魅
力
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と

が
見
え
て
き
た
。そ
れ
で
、『
ま
ち
に
住
ま
う
』

を
企
画
し
た
頃
か
ら
、
ま
ち
の
再
生
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
住
む
」
な
の
で
は
な
い
か
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昔
は
ま
ち
が
汚
い

っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
、
あ
れ
は
、
住

ん
で
い
な
い
か
ら
な
ん
で
す
。
ま
ち
を
「
使

う
場
所
」
と
し
て
し
か
見
て
い
な
い
か
ら
。

木
全

　「住
む
」
と
い
う
要
素
が
な
く
な
っ

て
い
く
こ
と
で
、
ま
ち
が
す
さ
ん
で
い
く
わ

け
で
す
ね
。

谷

　そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
本
を
出
し
た
次

の
段
階
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
も
ま
ち
に
「
住

そ
の
ま
ち
に
住
む
こ
と
が
楽
し
い
と
思
え
る「
住
み
ご
た
え
」

の
あ
る
ま
ち
と
は
、ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
」館
長
を
務
め
、大
阪
市
内
で
長
屋

の
保
存
・
再
生
に
取
り
組
む
谷
直
樹
氏
、京
都
の
町
家
で
美
し

い
生
活
を
楽
し
む
麻
生
圭
子
氏
、Ｃ
Ｅ
Ｌ
所
長
木
全
吉
彦
が
自

ら
の
体
験
を
語
り
な
が
ら
、住
み
や
す
く
魅
力
的
な
ま
ち
と

ス
ロ
ー
と
の
関
係
を
語
り
合
い
ま
す
。

む
」
こ
と
の
重
要
性
を
体
感
し
て
い
た
だ
こ

う
と
思
っ
て
、
博
物
館
を
つ
く
っ
た
ん
で
す
。

頭
で
理
解
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
体
で
感

じ
る
と
こ
ろ
が
欲
し
い
な
と
。
大
阪
は
、
戦

災
や
戦
後
の
再
開
発
で
、
昔
な
が
ら
の
建
物

が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
博
物
館
を
つ
く
っ
て
、
大
阪
の
ま
ち

の
原
点
を
子
ど
も
の
頃
か
ら
体
験
し
、
ま
ち

へ
の
愛
着
や
、
ど
う
い
う
も
の
を
引
き
継
い

で
い
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
し
た
。

木
全

　体
で
感
じ
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

が
、
こ
の
博
物
館
の
特
徴
と
し
て
、
説
明
書

き
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
で
考
え
な
が
ら
回
っ
て
、
発
見
が

あ
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

谷

　お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

孫
と
来
る
と
、
昔
の
自
分
の
体
験
や
知
識
を

し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
い
い
格
好

も
で
き
る
ん
で
す
よ
（
笑
）。
こ
こ
は
年
配

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
多
い
で
す
し
。
歴

史
や
伝
統
を
背
負
い
な
が
ら
、
新
し
い
都
市

を
つ
く
っ
て
い
く
の
が
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
づ

く
り
」
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
博
物
館
は
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
の
原
点
と
し
て
の
雰
囲
気
を
か
も醸

し

出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
自
負
し
て

い
ま
す
。

木
全

　麻
生
さ
ん
は
、
歴
史
を
つ
な
い
で
い

く
と
い
う
こ
と
を
、
実
際
に
京
町
家
に
住
み

な
が
ら
実
践
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
ご
自
身
と
建
物
や
ま
ち
と
の
関
わ
り
の

な
か
に
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ス
ロ
ー
の

核
心
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
か
？

麻
生

　ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
実
践
し
て
い
る
と

い
う
と
、
な
ん
だ
か
と
て
も
ゆ
っ
く
り
暮
ら

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、「
て

い
ね
い
に
暮
ら
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
時
間

を
か
け
て
、
ひ
と
つ
の
こ
と
を
す
る
わ
け
で

す
か
ら
、
お
の
ず
と
忙
し
く
な
る
ん
で
す
ね
。

そ
れ
を
や
っ
て
い
る
人
間
の
動
作
は
早
く
な

い
と
、
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
自
慢
し
て
し
ま

い
ま
す
が
（
笑
）、
私
、
手
先
が
器
用
と
い

う
の
も
あ
っ
て
、
な
ん
で
も
手
早
い
ん
で
す

よ
。
う
ち
は
エ
ア
コ
ン
も
な
い
ん
で
す
ね
。

だ
か
ら
暖
房
は
ス
ト
ー
ブ
と
火
鉢
。
冬
の
朝

は
、
炭
を
お
こ熾

す
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

で
も
ね
、
自
分
で
作
っ
た
暖
房
で
す
か
ら
、

あ
っ
た
か
さ
も
ひ
と一

　
し
お入

。
心
が
ほ
っ
こ
り
す
る
。

夏
、
打
ち
水
を
し
て
、
起
き
る
風
の
心
地
よ

さ
は
、
扇
風
機
と
は
全
然
、
違
い
ま
す
。
バ

タ
バ
タ
と
忙
し
く
し
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ

を
味
わ
う
と
き
の
時
間
は
、
誰
よ
り
ゆ
っ
く

り
流
れ
て
い
る
。
季
節
も
同
じ
で
す
ね
。
京

都
は
夏
暑
く
て
、
冬
寒
い
。
で
も
冬
、
た堪

え

た
あ
と
だ
か
ら
、
春
の
訪
れ
の
喜
び
が
あ
る
。

秋
も
そ
う
で
す
。
そ
の
メ
リ
ハ
リ
が
暮
ら
し

を
美
し
い
も
の
に
し
て
く
れ
る
、
本
当
に
贅

沢
と
は
な
に
か
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

木
全

　便
利
な
暮
ら
し
と
い
う
の
は
よ
く
言

い
ま
す
け
れ
ど
も
、「
て
い
ね
い
に
暮
ら
す
」

と
い
う
言
葉
は
い
い
で
す
ね
。
そ
れ
は
手
間

を
か
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で

す
が
、
そ
の
あ
と
に
幸
せ
が
あ
る
か
ら
楽
し

い
の
で
し
ょ
う
か
。

麻
生

　そ
の
過
程
そ
の
も
の
も
、
私
は
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
暮
ら
す
と

い
う
こ
と
が
趣
味
な
ん
で
す
ね
。
私
、
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
で
体
を
鍛
え
て
い
る
人
た
ち
が
、

不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
ど
こ
が

楽
し
い
ん
だ
ろ
う
と
。
そ
の
あ
と
の
結
果
が

出
る
か
ら
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど
。
だ
っ
た
ら

私
は
家
の
中
で
雑
巾
が
け
し
て
、
体
を
動
か

し
て
い
る
ほ
う
が
い
い
。
庭
掃
除
を
し
て
い

る
ほ
う
が
い
い
。
季
節
の
う
つ
ろ
い
や
、
陽

射
し
の
う
つ
ろ
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
。
で
も
こ
こ
だ
け
の
話
、
最
近
は

少
し
慣
れ
て
き
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
前
は
、
な

ん
で
こ
う
な
る
の
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
、

大
変
な
こ
と
も
う
れ
し
い
こ
と
も
、
な
に
も

か
も
が
新
鮮
だ
っ
た
ん
で
す
。

木
全

　学
び
の
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
、
最

初
は
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
や
っ
て
み
て
、

で
き
た
、
あ
あ
う
れ
し
い
、
次
は
こ
れ
も
や

っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
具
合
に
進
ん
で
い
き

ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
だ
い
た
い
わ
か
っ
て
く

る
と
、
も
う
そ
れ
以
上
新
し
い
も
の
が
入
っ

て
こ
な
く
な
っ
て
、
お
も
し
ろ
く
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
現
象
が
生
ま
れ
る
。
人
間

っ
て
常
に
刺
激
が
な
い
と
な
か
な
か
継
続
す

る
こ
と
が
難
し
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
っ
て
刺
激
の
少
な
い
暮
ら
し
方
な

の
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
う
ん
で
す
。

麻
生

　た
だ
、
あ
る
程
度
わ
か
る
と
、
今
度

は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
自
分
流
に
ア
レ
ン
ジ

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
、
楽
し
み
が
移

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
初
は
全
部

京
都
流
に
や
っ
て
み
た
い
。
で
も
、
便
利
な

も
の
も
使
い
た
い
。
じ
ゃ
あ
、
こ
こ
で
は
機

械
を
取
り
入
れ
よ
う
、
こ
こ
は
自
分
で
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
ふ
う
に
、
自
分
の
な
か
で

自
分
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
る
わ

け
で
す
。

木
全

　茶
道
や
武
道
な
ど
に
お
け
る
「
し
ゆ守

　
は破

　
り離
」
の
世
界
で
す
ね
。

麻
生

　住
ま
い
に
対
し
て
も
、
も
う
少
し
心

を
か
け
る
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
た
方
が
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
一
番
大

切
な
家
族
と
暮
ら
す
「
家
」
と
い
う
も
の
を

い
つ
く
し
む
、
い
と
お
し
む
と
い
う
気
持
ち

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
日
本
人
は
、

畳
だ
っ
た
り
柱
だ
っ
た
り
に
目
を
か
け
る
こ

と
が
す
ご
く
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

木
全

　谷
先
生
は
、
こ
の
近
く
に
あ
る
、
現

存
す
る
本
物
の
長
屋
（
豊
崎
長
屋
）
を
、
大

学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
保
存
・
再
生
な

さ
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
若
い
方
々
が
住
ん

で
い
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
若
い
方
の

様
子
と
い
う
の
は
、
ご
覧
に
な
っ
て
い
て
い

か
が
で
す
か
。

谷

　彼
ら
も
、
今
ま
で
便
利
な
暮
ら
し
を
し

て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
も
、
そ
れ
に
な

ん
と
な
く
疑
問
を
も
っ
て
い
ま
す
。
学
生
は

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
ま
す

が
、
夜
の
６
時
、
７
時
に
は
帰
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
帰
っ
て
も
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
な

い
か
ら
で
す
。
家
に
帰
っ
た
ら
寝
る
だ
け
で

す
。
文
化
的
な
こ
と
は
、
家
の
中
で
な
に
も

し
な
い
。
そ
う
い
う
学
生
が
、
築
90
年
の
長

屋
を
再
生
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
普
通
だ
っ
た
ら

そ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
専
門
家
が
や
る

わ
け
で
す
ね
。
で
も
わ
れ
わ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
学
生
が
自
分
で
設
計
し
て
改
修

し
て
み
る
と
い
う
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。

木
全

　梅
田
か
ら
10
分
ほ
ど
、
都
心
の
ど
真

ん
中
に
、
見
事
に
長
屋
が
再
生
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。

谷

　家
っ
て
こ
ん
な
に
大
事
に
住
む
も
の
な

ん
だ
と
い
う
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
、
彼

ら
に
は
も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
。
居
住
環

境
学
科
（
大
阪
市
立
大
学
生
活
科
学
部
）
の

学
生
だ
か
ら
、
本
来
知
っ
て
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
な
ん
だ
け
れ
ど
も…

…

。
こ
れ
か

ら
は
、
新
築
で
は
な
く
、
既
存
の
も
の
を
住

み
こ
な
し
て
い
く
仕
組
み
が
、
さ
ら
に
大
事

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
伝
え
ら
れ
て

き
た
も
の
に
は
、
歴
史
の
知
恵
が
詰
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
今
の
感
覚
で
少
し

新
し
く
す
る
こ
と
が
大
切
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
ね
。
伝
統
的
な
家
と
い
う
の
は
、
き

っ
と
「
住
み
ご
た
え
」
が
あ
る
ん
だ
と
思
う

ん
で
す
。

麻
生

　そ
う
そ
う
、
暮
ら
す
手
ご
た
え
が
あ

る
ん
で
す
よ
ね
。

谷

　え
え
。
そ
う
い
う
も
の
を
醸
し
出
し
て

い
る
家
が
、
値
打
ち
の
あ
る
家
だ
と
思
い
ま

す
。
特
に
豊
崎
長
屋
は
、
学
生
た
ち
が
自
分

で
住
め
る
よ
う
に
再
生
し
た
と
い
う
思
い
が
、

も
の
す
ご
く
詰
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

社
会
で
は
、
き
ち
ん
と
家
の
面
倒
を
見
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
、
ど
こ
か
で
保
証
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
も

っ
と
教
育
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ

う
す
る
と
、
家
に
愛
着
が
わ
き
ま
す
。
そ
う

な
れ
ば
、
家
に
定
着
す
る
。
そ
し
て
、
近
所

に
目
が
だ
ん
だ
ん
広
が
っ
て
い
く
。
そ
う
す

る
と
、
ま
ち
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
て
い

く
ん
で
す
よ
。

麻
生

　そ
れ
は
女
の
ひ
と
だ
け
で
は
な
く
て

男
も
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
う
す
る
と
家

に
愛
着
が
わ
く
。
そ
う
す
る
と…

…

浮
気
を

し
な
く
な
る
（
笑
）。

谷

　マ
ン
シ
ョ
ン
だ
と
隣
近
所
と
の
付
き
合

い
は
ほ
と
ん
ど
な
く
て
、
お
金
だ
け
出
し
て

管
理
し
て
も
ら
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
け

れ
ど
も
、
自
分
の
目
を
使
い
な
が
ら
管
理
す

る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
な
と
思
い

ま
す
ね
。

麻
生

　そ
の
長
屋
っ
て
お
祭
り
み
た
い
な
も

の
は
あ
る
ん
で
す
か
？

谷

　か
つ
て
は
地
蔵
盆
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

子
ど
も
が
い
な
く
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ

で
、
数
年
前
か
ら
「
長
屋
路
地
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
い
う
の
を
始
め
た
ら
、
近

所
の
子
ど
も
が
来
て
く
れ
た
。
そ
う
い
う
と

き
に
、
学
生
の
役
割
っ
て
も
の
す
ご
く
大
き

い
ん
で
す
よ
。
年
寄
り
が
や
っ
て
も
子
ど
も

は
来
な
い
。
で
も
学
生
が
浴
衣
を
着
て
や
っ

て
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
寄
っ
て
く
る
。
そ

う
い
う
仕
掛
け
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

麻
生

　隣
近
所
と
の
付
き
合
い
を
あ
る
程
度

し
て
お
か
な
い
と
困
る
町
家
の
場
合
に
は
、

お
祭
り
っ
て
大
事
で
、
新
旧
の
住
人
が
一
堂

に
会
す
機
会
な
ん
で
す
。
新
し
く
こ
ん
な
ひ

と
が
来
た
ん
だ
な
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が

わ
か
る
。
町
家
の
場
合
、
壁
が
く
っ
つ
い
て

ま
す
か
ら
、
お
隣
と
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
で
は
暮

ら
し
て
い
け
な
い
ん
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ

ろ
で
自
分
か
ら
ひ
と
と
の
関
わ
り
を
拒
絶
し

て
い
る
と
、
暮
ら
し
に
風
が
入
っ
て
こ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
町
家
の
場
合
、
物
理
的
に

も
窓
を
開
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

し
（
笑
）。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
自

分
が
変
わ
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
家

に
よ
っ
て
ひ
と
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
う
ん

で
す
。
住
み
や
す
く
す
る
た
め
に
は
、
家
を

変
え
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
暮
ら
し
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

谷

　京
都
の
町
衆
は
、
そ
う
い
っ
た
ひ
と
と

の
関
わ
り
の
機
微
が
、
す
ご
く
上
手
で
す
よ

ね
。
そ
れ
に
京
都
は
火
事
が
少
な
い
っ
て
言

い
ま
す
け
れ
ど
、
あ
れ
は
や
は
り
ひ
と
の
目

が
あ
る
か
ら
で
す
よ
。

麻
生

　ひ
と
の
目
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
と
の

手
だ
っ
た
り
、
ひ
と
の
足
だ
っ
た
り
、
そ
う

い
う
昔
な
が
ら
の
営
み
と
い
う
の
は
、
な
か

な
か
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

木
全

　こ
れ
ま
で
家
の
中
の
お
話
と
、
隣
近

所
と
の
関
係
を
う
か
が
い
ま
し
た
が
、「
ま

ち
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で
も
、
同
じ
こ
と
が
言

え
る
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
住
民
が
心
を

か
け
た
り
手
間
を
か
け
た
り
し
た
方
が
、
み

ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
、
住
み
ご
た
え
の
あ

る
ま
ち
に
な
る
と
い
う
感
覚
は
お
あ
り
で
す

か
？

麻
生

　古
い
も
の
を
ど
う
や
っ
て
守
っ
て
い

け
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
、
大
都
市

は
ど
こ
で
も
抱
え
て
い
る
問
題
で
す
よ
ね
。

町
家
を
店
舗
に
す
る
の
は
、
本
来
か
ら
す
れ

ば
違
う
ん
だ
け
れ
ど
、
京
都
の
場
合
に
は
、

そ
れ
も
よ
し
と
し
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
ビ
ル

な
り
駐
車
場
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ

も
し
か
た
な
い
気
が
し
て
い
ま
す
。

木
全

　局
所
的
な
対
応
だ
け
で
は
、
ま
ち
全

体
を
豊
か
に
は
で
き
な
い
で
す
ね
。
ひ
と
と

ま
ち
と
の
交
わ
り
が
も
う
少
し
豊
か
に
な
る

と
、
ま
ち
へ
の
愛
着
も
生
ま
れ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
家
の
中
と
い
う
の

は
も
ち
ろ
ん
憩
え
る
場
所
な
ん
で
す
が
、
ま

ち
と
い
う
サ
イ
ズ
で
捉
え
た
と
き
に
、
わ
が

ま
ち
に
は
こ
ん
な
憩
え
る
場
所
が
あ
っ
て
、

だ
か
ら
好
き
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
き
っ
と

あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
私
が

好
き
な
の
は
、
ま
ち
の
中
心
部
に
広
場
や
公

園
が
あ
る
と
こ
ろ
。
ロ
ン
ド
ン
の
ト
ラ
フ
ァ

ル
ガ
ー
広
場
で
は
、
若
い
男
の
子
２
人
が
本

を
見
な
が
ら
チ
ョ
ー
ク
で
地
面
に
国
旗
を
描

い
て
い
て
、
そ
れ
を
見
た
観
光
客
が
自
分
の

国
の
国
旗
の
と
こ
ろ
に
お
金
を
置
い
て
い
く
。

そ
れ
だ
け
で
も
、
い
い
光
景
で
す
よ
ね
。

麻
生

　歩
道
と
か
公
園
と
か
、
み
ん
な
の
場

所
な
ん
だ
か
ら
、
規
制
す
る
だ
け
で
は
な
く

楽
し
め
る
場
所
に
す
れ
ば
、
も
っ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
場
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

木
全

　歩
道
の
わ
き
に
自
転
車
専
用
レ
ー
ン

が
設
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し
た

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ひ
と
が
歩
く
場
所

と
自
転
車
が
通
る
場
所
が
、
両
方
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
て
羨
ま
し
い
で
す
ね
。
日
本
で

も
最
近
、
自
転
車
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
歩

行
者
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
や
っ
ぱ

り
「
歩
け
る
ま
ち
」
と
い
う
の
は
と
て
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
普
段
か
ら
歩
く
生
活
を

し
て
お
く
と
い
う
の
は
、
健
康
に
も
い
い
で

す
し
、
健
脚
で
さ
え
あ
れ
ば
、
年
を
と
っ
て

も
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

麻
生

　歩
く
速
度
で
見
る
景
色
と
い
う
の
は
、

乗
り
も
の
か
ら
は
な
か
な
か
見
え
な
い
。
昔
、

京
都
を
歩
い
て
い
た
と
き
に
、
市
役
所
近
く

で
し
た
が
、
路
地
の
奥
で
お
じ
い
さ
ん
が
小

さ
な
女
の
子
を
行
水
さ
せ
て
い
る
の
を
目
に

し
ま
し
た
。京
都
っ
て
、こ
ん
な
に
都
心
部
で
、

子
ど
も
が
行
水
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
ん
だ
と
感
心
し
た
ん
で
す
。
公
道
で
は

な
い
、で
も
家
の
中
で
も
な
い
、あ
い
ま
い
な
、

内
で
も
な
く
外
で
も
な
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

ん
だ
と
思
っ
て
、
う
ら
や
ま
し
い
な
と
。
そ

う
い
う
場
所
が
あ
る
と
ま
ち
が
豊
か
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
ふ
と
思
い
ま
し
た
。

木
全

　パ
ブ
リ
ッ
ク
な
も
の
が
少
な
く
な
り

す
ぎ
る
と
、
ま
ち
の
住
み
よ
さ
が
な
か
な
か

上
が
っ
て
い
か
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
公
共
工
事
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
し
、

そ
の
あ
と
維
持
す
る
の
も
大
変
で
す
。
そ
こ

で
、「
ス
ロ
ー
な
暮
ら
し
」
を
家
の
中
か
ら

も
う
ち
ょ
っ
と
外
へ
広
げ
て
、
ま
ち
の
中
に

あ
る
も
の
も
み
ん
な
で
維
持
し
よ
う
と
い
う

動
き
に
な
れ
ば
、
維
持
費
も
安
く
な
っ
て
、

う
ま
く
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
道

路
や
公
園
の
清
掃
も
、
業
者
に
頼
む
ん
じ
ゃ

な
く
て
、
地
域
の
ひ
と
が
少
し
ず
つ
力
を
出

し
あ
っ
て
自
分
た
ち
で
す
れ
ば
、
コ
ス
ト
は

か
か
ら
な
い
で
す
し
。

麻
生

　清
里
な
ん
か
で
は
、
や
っ
て
る
よ
う

で
す
よ
。

木
全

　「や
ら
さ
れ
て
る
」
と
思
う
よ
う
な

状
態
で
は
だ
め
で
、
そ
れ
を
す
る
こ
と
が
楽

し
い
と
い
う
ふ
う
に
、
だ
れ
か
が
オ
ー
ガ
ナ

イ
ズ
で
き
れ
ば
い
い
の
に
と
思
う
の
で
す
が
。

谷

　今
、
団
塊
の
世
代
が
ち
ょ
う
ど
定
年
後

の
時
期
な
ん
で
す
。
今
昔
館
で
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
す
る
と
、
団
塊
の
世
代
が
た
く

さ
ん
応
募
し
て
き
ま
す
。
た
だ
、
団
塊
の
世

代
っ
て
理
屈
っ
ぽ
い
で
す
か
ら
（
笑
）、
個

別
活
動
は
強
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
で
な
に
か

を
や
ろ
う
と
す
る
と
き
に
、
議
論
が
ひ
や
く百

　
し
ゆ
つ出

し
て
空
中
分
解
す
る
と
い
う
こ
と
が
多
い
ん

で
す
。
な
に
か
を
や
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
気

持
ち
は
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
な
ん
の
た
め

に
す
る
ん
だ
と
い
う
の
を
、
け
っ
こ
う
議
論

す
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
グ
ル
ー
プ
を
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
目
的
的
に
育
て
上
げ
る
か
。

そ
れ
に
応
答
す
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
大
事
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
お
仕

着
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
じ
ゃ
な
く
て
、
し
か

も
評
価
も
ち
ゃ
ん
と
さ
れ
る
と
か
。
今
昔
館

で
言
え
ば
、
こ
こ
に
来
て
着
物
の
着
付
け
体

験
を
し
て
く
れ
る
の
は
韓
国
や
台
湾
の
ひ
と

が
多
い
。
こ
の
着
付
け
に
は
、
た
く
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
裏
方
で
は
浴
衣
の
洗

濯
や
ア
イ
ロ
ン
か
け
も
担
当
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
地
味
な
活
動
も
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
国
際
貢
献
な
ん
だ
と
意
義
づ
け
を
す

れ
ば
、
や
る
気
も
出
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

麻
生

　裏
方
の
仕
事
も
、
き
ち
ん
と
社
会
に

知
ら
せ
て
発
信
し
て
い
く
と
い
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

木
全

　一
種
の
「
見
え
る
化
」
で
す
ね
。

谷

　ま
ち
づ
く
り
も
ま
さ
に
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
よ
。
そ
う
い
う
心
の
交
流
が
上
手
に
生

ま
れ
る
状
態
が
つ
く
れ
る
と
、
活
性
化
し
て

い
く
。
リ
ー
ダ
ー
だ
け
が
目
立
っ
て
い
る
よ

う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
今
は
ま
だ
多
い
気

が
し
ま
す
。

木
全

　企
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
同
じ
よ
う

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
あ

る
い
は
や
る
気
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
み
た
い
な
も

の
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

谷

　例
え
ば
、
昔
の
京
都
で
は
、
そ
う
い
う

仕
組
み
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と

に
訊
い
た
ら
な
ん
で
も
知
っ
て
る
け
れ
ど
、

自
分
の
手
は
下
さ
な
い
と
い
う
長
老
が
い
る
。

そ
の
下
の
世
代
が
実
務
を
一
所
懸
命
や
っ
て

い
る
。
そ
の
さ
ら
に
下
の
世
代
が
の
ち
の
た

め
に
い
ろ
い
ろ
見
て
学
ん
で
い
る
。
そ
う
い

う
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
は
、
長
老
は
、
と
て

も
尊
敬
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う

も
の
を
、
現
代
風
に
も
う
一
度
見
な
お
し
て
、

風
通
し
よ
く
や
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
か
な

と
。
地
蔵
盆
な
ん
か
も
ま
さ
に
そ
う
な
ん
で

す
よ
。
で
も
、
１
回
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
と
、

復
活
さ
せ
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

麻
生

　や
り
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
ん
で
す
よ
ね
。
伝
達
し
て
い
く
、
受
け
継

い
で
い
く
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
大
変
な
ん

だ
な
と
思
い
ま
す
。

谷

　そ
う
い
う
こ
と
が
社
会
的
に
成
熟
し
て

い
く
と
、
隣
を
見
な
が
ら
歩
調
を
合
わ
せ
る
、

と
い
っ
た
こ
と
が
出
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。

家
を
建
て
替
え
る
に
し
て
も
、
今
は
、
自
分

の
と
こ
ろ
が
き
ち
ん
と
主
張
で
き
れ
ば
、
隣

の
家
の
こ
と
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
、
と
い

っ
た
こ
と
が
強
い
で
す
よ
ね
。
だ
け
ど
、
京

都
の
ま
ち
並
み
が
き
れ
い
な
の
は
、
隣
の
家

を
見
な
が
ら
、
あ
ま
り
突
出
し
な
い
よ
う
に
、

と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
、
各
人
が
家
を
建

て
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

あ
る
意
味
一
か
ら
つ
く
り
直
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
こ
ろ
に
ま
で
来
て
し
ま
っ
て
い
る

わ
け
で
す
が
。

木
全

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
ま
ち
の
文
化
と
い

う
の
は
、
日
本
で
は
育
た
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
城
塞
都
市

の
場
合
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ま
ち
が
小
さ
な

国
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
市
の
壁
の
中
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、
成
熟
し
て
い

っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
日
本

で
は
、
時
代
と
と
も
に
外
か
ら
人
が
流
入
し

て
霜
降
り
状
に
な
っ
て
ま
ち
が
ど
ん
ど
ん
ふ

く
ら
ん
で
い
く
。
だ
か
ら
、
日
本
の
場
合
は

ゾ
ー
ン
と
し
て
の
旧
市
街
と
い
う
の
が
な
い
。

谷

　ひ
と
つ
は
、
日
本
の
家
が
木
造
だ
っ
た

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は

戦
災
。
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
に
は
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
よ
う
に
戦
争
で
消
滅
し
て
も

同
じ
よ
う
に
つ
く
り
直
し
て
い
る
ま
ち
も
あ

り
ま
す
。

麻
生

　日
本
で
は
、
神
社
な
ど
も
、
式
年
遷

宮
で
、
わ
ざ
と
も
う
１
回
新
し
い
も
の
を
白

木
で
つ
く
り
ま
す
。
日
本
人
っ
て
、「
見
え

な
い
」
伝
統
は
受
け
継
い
で
い
く
け
れ
ど
、

「
見
え
る
」
建
物
を
守
ろ
う
と
い
う
意
識
は

そ
ん
な
に
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

谷

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
地
続
き
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
だ
か
ら
、
ま
ち
並
み
が
民
族
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
不
可
分
な
ん
で
す
。
日
本
の

場
合
は
、
そ
こ
に
あ
ま
り
気
づ
か
な
い
。
ワ

ル
シ
ャ
ワ
の
旧
市
街
を
再
現
す
る
こ
と
に
し

て
も
、
民
族
と
し
て
の
誇
り
が
も
の
す
ご
く

あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

木
全

　私
自
身
は
、
年
を
と
る
に
従
っ
て
そ

う
い
う
も
の
の
価
値
が
わ
か
っ
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。若
い
と
き
は
、新
し
い
も
の
、

未
来
を
向
い
て
い
る
も
の
に
、
ど
う
し
て
も

関
心
が
向
く
ん
で
す
ね
。

麻
生

　で
も
、
今
の
若
い
子
の
一
部
は
、
わ

れ
わ
れ
が
若
か
っ
た
と
き
よ
り
も
古
い
も
の

を
異
文
化
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
で
、
お

も
し
ろ
い
と
か
、
か
っ
こ
い
い
と
か
思
っ
て

い
る
ひ
と
も
多
い
で
す
。
そ
う
い
う
子
た
ち

に
託
し
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

谷

　グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
と
、
一
方
で
ロ

ー
カ
リ
ズ
ム
も
進
む
ん
で
す
ね
。
今
の
若
者

た
ち
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
見
て
い
る
し
、
も

う
西
洋
に
対
す
る
過
度
の
あ
こ
が
れ
も
な
い
。

彼
ら
に
も
期
待
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

「
ま
ち
に
住
ま
う
」こ
と
を

体
感
で
き
る

博
物
館

Tani Naoki

「ひとが住んでこそ、
まちの

魅力が高まる」

た
に
・
な
お
き
／
建
築
史
・

居
住
文
化
史
研
究
者
。
１
９

４
８
年
、
兵
庫
県
生
ま
れ
。

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
建
築
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
。
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教

授
。
現
在
、
大
阪
市
立
住
ま

い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
大
阪

く
ら
し
の
今
昔
館
）
館
長
。

同
館
の
企
画
と
運
営
で
日
本

建
築
学
会
賞
、
大
阪
市
北
区

豊
崎
に
お
け
る
長
屋
ス
ポ
ッ

ト
の
保
全
・
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
日
本
建
築
学
会
教
育

賞
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
・
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
賞
な
ど
を
受

賞
。
著
書
に
『
ま
ち
に
住
ま

う
』（
共
著
）、『
町
に
住
ま

う
知
恵
』、『
い
き
て
い
る
長

屋
』（
編
著
）
な
ど
が
あ
る
。

谷 

直
樹

大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
館
長

麻
生
圭
子

エッ
セ
イ
ス
ト

木
全
吉
彦

C
E
L
所
長

「
住
み
ご
た
え
」の
あ
る

ま
ち
を

つ
く
る
た
め
に

鼎
談

ス
ロ
ー
は
、

ゆ
っ
く
り
暮
ら
す

こ
と
で
は
な
い
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木
全

　本
日
お
邪
魔
し
て
い
る
、「
大
阪
市

立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

大
阪
く
ら
し

の
今
昔
館
」
は
、「
ま
ち
に
住
ま
う
知
恵
を

つ
な
ぐ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
つ
く
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
近
世
大
坂
の
ま
ち
並

み
が
細
部
に
わ
た
っ
て
再
現
さ
れ
て
い
る
の

に
驚
き
ま
す
。
特
に
一
日
や
四
季
の
変
化
が

体
験
で
き
、
時
間
と
の
関
わ
り
が
重
視
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
設
立
の
背
景

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

谷

　館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
２
０
０
１
年

で
す
が
、
博
物
館
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
企
画

を
始
め
た
の
は
そ
の
10
年
前
で
す
。
そ
の
さ

ら
に
２
年
前
に
『
ま
ち
に
住
ま
う
│
│
大
阪

都
市
住
宅
史
』（
平
凡
社
）
と
い
う
本
を
大

阪
市
の
住
宅
政
策
課
と
一
緒
に
編
集
・
刊
行

し
た
の
で
す
が
、
そ
の
こ
ろ
は
、
都
市
居
住

と
い
う
の
は
あ
ま
り
メ
ジ
ャ
ー
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
９
７
３
年
の
お
正

月
に
「
住
宅
す
ご
ろ
く
」
と
い
う
の
が
朝
日

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
す
ご

ろ
く
の
上
が
り
は
「
庭
付
き
郊
外
一
戸
建
て

住
宅
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
太
陽
と
自
然
の

恵
み
の
な
か
で
住
む
と
い
う
の
が
理
想
で
し

た
。
１
９
８
０
年
代
あ
た
り
の
大
阪
市
内
も
、

住
む
場
所
と
い
う
よ
り
は
通
っ
て
く
る
場
所

と
い
う
感
覚
で
し
た
。
し
か
し
、
歴
史
を
掘

り
起
こ
し
て
い
く
と
、
ま
ち
に
と
っ
て
「
住

む
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
い
か
に
大
き
い

か
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ひ
と
が
住
ん
で

こ
そ
、
ま
ち
の
魅
力
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と

が
見
え
て
き
た
。そ
れ
で
、『
ま
ち
に
住
ま
う
』

を
企
画
し
た
頃
か
ら
、
ま
ち
の
再
生
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
住
む
」
な
の
で
は
な
い
か
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昔
は
ま
ち
が
汚
い

っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
、
あ
れ
は
、
住

ん
で
い
な
い
か
ら
な
ん
で
す
。
ま
ち
を
「
使

う
場
所
」
と
し
て
し
か
見
て
い
な
い
か
ら
。

木
全

　「住
む
」
と
い
う
要
素
が
な
く
な
っ

て
い
く
こ
と
で
、
ま
ち
が
す
さ
ん
で
い
く
わ

け
で
す
ね
。

谷

　そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
本
を
出
し
た
次

の
段
階
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
も
ま
ち
に
「
住

そ
の
ま
ち
に
住
む
こ
と
が
楽
し
い
と
思
え
る「
住
み
ご
た
え
」

の
あ
る
ま
ち
と
は
、ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
」館
長
を
務
め
、大
阪
市
内
で
長
屋

の
保
存
・
再
生
に
取
り
組
む
谷
直
樹
氏
、京
都
の
町
家
で
美
し

い
生
活
を
楽
し
む
麻
生
圭
子
氏
、Ｃ
Ｅ
Ｌ
所
長
木
全
吉
彦
が
自

ら
の
体
験
を
語
り
な
が
ら
、住
み
や
す
く
魅
力
的
な
ま
ち
と

ス
ロ
ー
と
の
関
係
を
語
り
合
い
ま
す
。

む
」
こ
と
の
重
要
性
を
体
感
し
て
い
た
だ
こ

う
と
思
っ
て
、
博
物
館
を
つ
く
っ
た
ん
で
す
。

頭
で
理
解
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
体
で
感

じ
る
と
こ
ろ
が
欲
し
い
な
と
。
大
阪
は
、
戦

災
や
戦
後
の
再
開
発
で
、
昔
な
が
ら
の
建
物

が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
博
物
館
を
つ
く
っ
て
、
大
阪
の
ま
ち

の
原
点
を
子
ど
も
の
頃
か
ら
体
験
し
、
ま
ち

へ
の
愛
着
や
、
ど
う
い
う
も
の
を
引
き
継
い

で
い
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
し
た
。

木
全

　体
で
感
じ
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

が
、
こ
の
博
物
館
の
特
徴
と
し
て
、
説
明
書

き
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
で
考
え
な
が
ら
回
っ
て
、
発
見
が

あ
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

谷

　お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

孫
と
来
る
と
、
昔
の
自
分
の
体
験
や
知
識
を

し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
い
い
格
好

も
で
き
る
ん
で
す
よ
（
笑
）。
こ
こ
は
年
配

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
多
い
で
す
し
。
歴

史
や
伝
統
を
背
負
い
な
が
ら
、
新
し
い
都
市

を
つ
く
っ
て
い
く
の
が
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
づ

く
り
」
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
博
物
館
は
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
の
原
点
と
し
て
の
雰
囲
気
を
か
も醸

し

出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
自
負
し
て

い
ま
す
。

木
全

　麻
生
さ
ん
は
、
歴
史
を
つ
な
い
で
い

く
と
い
う
こ
と
を
、
実
際
に
京
町
家
に
住
み

な
が
ら
実
践
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
ご
自
身
と
建
物
や
ま
ち
と
の
関
わ
り
の

な
か
に
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ス
ロ
ー
の

核
心
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
か
？

麻
生

　ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
実
践
し
て
い
る
と

い
う
と
、
な
ん
だ
か
と
て
も
ゆ
っ
く
り
暮
ら

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、「
て

い
ね
い
に
暮
ら
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
時
間

を
か
け
て
、
ひ
と
つ
の
こ
と
を
す
る
わ
け
で

す
か
ら
、
お
の
ず
と
忙
し
く
な
る
ん
で
す
ね
。

そ
れ
を
や
っ
て
い
る
人
間
の
動
作
は
早
く
な

い
と
、
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
自
慢
し
て
し
ま

い
ま
す
が
（
笑
）、
私
、
手
先
が
器
用
と
い

う
の
も
あ
っ
て
、
な
ん
で
も
手
早
い
ん
で
す

よ
。
う
ち
は
エ
ア
コ
ン
も
な
い
ん
で
す
ね
。

だ
か
ら
暖
房
は
ス
ト
ー
ブ
と
火
鉢
。
冬
の
朝

は
、
炭
を
お
こ熾

す
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

で
も
ね
、
自
分
で
作
っ
た
暖
房
で
す
か
ら
、

あ
っ
た
か
さ
も
ひ
と一

　
し
お入

。
心
が
ほ
っ
こ
り
す
る
。

夏
、
打
ち
水
を
し
て
、
起
き
る
風
の
心
地
よ

さ
は
、
扇
風
機
と
は
全
然
、
違
い
ま
す
。
バ

タ
バ
タ
と
忙
し
く
し
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ

を
味
わ
う
と
き
の
時
間
は
、
誰
よ
り
ゆ
っ
く

り
流
れ
て
い
る
。
季
節
も
同
じ
で
す
ね
。
京

都
は
夏
暑
く
て
、
冬
寒
い
。
で
も
冬
、
た堪

え

た
あ
と
だ
か
ら
、
春
の
訪
れ
の
喜
び
が
あ
る
。

秋
も
そ
う
で
す
。
そ
の
メ
リ
ハ
リ
が
暮
ら
し

を
美
し
い
も
の
に
し
て
く
れ
る
、
本
当
に
贅

沢
と
は
な
に
か
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

木
全

　便
利
な
暮
ら
し
と
い
う
の
は
よ
く
言

い
ま
す
け
れ
ど
も
、「
て
い
ね
い
に
暮
ら
す
」

と
い
う
言
葉
は
い
い
で
す
ね
。
そ
れ
は
手
間

を
か
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で

す
が
、
そ
の
あ
と
に
幸
せ
が
あ
る
か
ら
楽
し

い
の
で
し
ょ
う
か
。

麻
生

　そ
の
過
程
そ
の
も
の
も
、
私
は
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
暮
ら
す
と

い
う
こ
と
が
趣
味
な
ん
で
す
ね
。
私
、
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
で
体
を
鍛
え
て
い
る
人
た
ち
が
、

不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
ど
こ
が

楽
し
い
ん
だ
ろ
う
と
。
そ
の
あ
と
の
結
果
が

出
る
か
ら
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど
。
だ
っ
た
ら

私
は
家
の
中
で
雑
巾
が
け
し
て
、
体
を
動
か

し
て
い
る
ほ
う
が
い
い
。
庭
掃
除
を
し
て
い

る
ほ
う
が
い
い
。
季
節
の
う
つ
ろ
い
や
、
陽

射
し
の
う
つ
ろ
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
。
で
も
こ
こ
だ
け
の
話
、
最
近
は

少
し
慣
れ
て
き
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
前
は
、
な

ん
で
こ
う
な
る
の
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
、

大
変
な
こ
と
も
う
れ
し
い
こ
と
も
、
な
に
も

か
も
が
新
鮮
だ
っ
た
ん
で
す
。

木
全

　学
び
の
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
、
最

初
は
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
や
っ
て
み
て
、

で
き
た
、
あ
あ
う
れ
し
い
、
次
は
こ
れ
も
や

っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
具
合
に
進
ん
で
い
き

ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
だ
い
た
い
わ
か
っ
て
く

る
と
、
も
う
そ
れ
以
上
新
し
い
も
の
が
入
っ

て
こ
な
く
な
っ
て
、
お
も
し
ろ
く
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
現
象
が
生
ま
れ
る
。
人
間

っ
て
常
に
刺
激
が
な
い
と
な
か
な
か
継
続
す

る
こ
と
が
難
し
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
っ
て
刺
激
の
少
な
い
暮
ら
し
方
な

の
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
う
ん
で
す
。

麻
生

　た
だ
、
あ
る
程
度
わ
か
る
と
、
今
度

は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
自
分
流
に
ア
レ
ン
ジ

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
、
楽
し
み
が
移

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
初
は
全
部

京
都
流
に
や
っ
て
み
た
い
。
で
も
、
便
利
な

も
の
も
使
い
た
い
。
じ
ゃ
あ
、
こ
こ
で
は
機

械
を
取
り
入
れ
よ
う
、
こ
こ
は
自
分
で
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
ふ
う
に
、
自
分
の
な
か
で

自
分
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
る
わ

け
で
す
。

木
全

　茶
道
や
武
道
な
ど
に
お
け
る
「
し
ゆ守

　
は破

　
り離
」
の
世
界
で
す
ね
。

麻
生

　住
ま
い
に
対
し
て
も
、
も
う
少
し
心

を
か
け
る
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
た
方
が
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
一
番
大

切
な
家
族
と
暮
ら
す
「
家
」
と
い
う
も
の
を

い
つ
く
し
む
、
い
と
お
し
む
と
い
う
気
持
ち

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
日
本
人
は
、

畳
だ
っ
た
り
柱
だ
っ
た
り
に
目
を
か
け
る
こ

と
が
す
ご
く
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

木
全

　谷
先
生
は
、
こ
の
近
く
に
あ
る
、
現

存
す
る
本
物
の
長
屋
（
豊
崎
長
屋
）
を
、
大

学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
保
存
・
再
生
な

さ
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
若
い
方
々
が
住
ん

で
い
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
若
い
方
の

様
子
と
い
う
の
は
、
ご
覧
に
な
っ
て
い
て
い

か
が
で
す
か
。

谷

　彼
ら
も
、
今
ま
で
便
利
な
暮
ら
し
を
し

て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
も
、
そ
れ
に
な

ん
と
な
く
疑
問
を
も
っ
て
い
ま
す
。
学
生
は

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
ま
す

が
、
夜
の
６
時
、
７
時
に
は
帰
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
帰
っ
て
も
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
な

い
か
ら
で
す
。
家
に
帰
っ
た
ら
寝
る
だ
け
で

す
。
文
化
的
な
こ
と
は
、
家
の
中
で
な
に
も

し
な
い
。
そ
う
い
う
学
生
が
、
築
90
年
の
長

屋
を
再
生
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
普
通
だ
っ
た
ら

そ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
専
門
家
が
や
る

わ
け
で
す
ね
。
で
も
わ
れ
わ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
学
生
が
自
分
で
設
計
し
て
改
修

し
て
み
る
と
い
う
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。

木
全

　梅
田
か
ら
10
分
ほ
ど
、
都
心
の
ど
真

ん
中
に
、
見
事
に
長
屋
が
再
生
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。

谷

　家
っ
て
こ
ん
な
に
大
事
に
住
む
も
の
な

ん
だ
と
い
う
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
、
彼

ら
に
は
も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
。
居
住
環

境
学
科
（
大
阪
市
立
大
学
生
活
科
学
部
）
の

学
生
だ
か
ら
、
本
来
知
っ
て
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
な
ん
だ
け
れ
ど
も…

…

。
こ
れ
か

ら
は
、
新
築
で
は
な
く
、
既
存
の
も
の
を
住

み
こ
な
し
て
い
く
仕
組
み
が
、
さ
ら
に
大
事

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
伝
え
ら
れ
て

き
た
も
の
に
は
、
歴
史
の
知
恵
が
詰
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
今
の
感
覚
で
少
し

新
し
く
す
る
こ
と
が
大
切
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
ね
。
伝
統
的
な
家
と
い
う
の
は
、
き

っ
と
「
住
み
ご
た
え
」
が
あ
る
ん
だ
と
思
う

ん
で
す
。

麻
生

　そ
う
そ
う
、
暮
ら
す
手
ご
た
え
が
あ

る
ん
で
す
よ
ね
。

谷

　え
え
。
そ
う
い
う
も
の
を
醸
し
出
し
て

い
る
家
が
、
値
打
ち
の
あ
る
家
だ
と
思
い
ま

す
。
特
に
豊
崎
長
屋
は
、
学
生
た
ち
が
自
分

で
住
め
る
よ
う
に
再
生
し
た
と
い
う
思
い
が
、

も
の
す
ご
く
詰
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

社
会
で
は
、
き
ち
ん
と
家
の
面
倒
を
見
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
、
ど
こ
か
で
保
証
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
も

っ
と
教
育
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ

う
す
る
と
、
家
に
愛
着
が
わ
き
ま
す
。
そ
う

な
れ
ば
、
家
に
定
着
す
る
。
そ
し
て
、
近
所

に
目
が
だ
ん
だ
ん
広
が
っ
て
い
く
。
そ
う
す

る
と
、
ま
ち
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
て
い

く
ん
で
す
よ
。

麻
生

　そ
れ
は
女
の
ひ
と
だ
け
で
は
な
く
て

男
も
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
う
す
る
と
家

に
愛
着
が
わ
く
。
そ
う
す
る
と…

…

浮
気
を

し
な
く
な
る
（
笑
）。

谷

　マ
ン
シ
ョ
ン
だ
と
隣
近
所
と
の
付
き
合

い
は
ほ
と
ん
ど
な
く
て
、
お
金
だ
け
出
し
て

管
理
し
て
も
ら
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
け

れ
ど
も
、
自
分
の
目
を
使
い
な
が
ら
管
理
す

る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
な
と
思
い

ま
す
ね
。

麻
生

　そ
の
長
屋
っ
て
お
祭
り
み
た
い
な
も

の
は
あ
る
ん
で
す
か
？

谷

　か
つ
て
は
地
蔵
盆
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

子
ど
も
が
い
な
く
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ

で
、
数
年
前
か
ら
「
長
屋
路
地
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
い
う
の
を
始
め
た
ら
、
近

所
の
子
ど
も
が
来
て
く
れ
た
。
そ
う
い
う
と

き
に
、
学
生
の
役
割
っ
て
も
の
す
ご
く
大
き

い
ん
で
す
よ
。
年
寄
り
が
や
っ
て
も
子
ど
も

は
来
な
い
。
で
も
学
生
が
浴
衣
を
着
て
や
っ

て
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
寄
っ
て
く
る
。
そ

う
い
う
仕
掛
け
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

麻
生

　隣
近
所
と
の
付
き
合
い
を
あ
る
程
度

し
て
お
か
な
い
と
困
る
町
家
の
場
合
に
は
、

お
祭
り
っ
て
大
事
で
、
新
旧
の
住
人
が
一
堂

に
会
す
機
会
な
ん
で
す
。
新
し
く
こ
ん
な
ひ

と
が
来
た
ん
だ
な
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が

わ
か
る
。
町
家
の
場
合
、
壁
が
く
っ
つ
い
て

ま
す
か
ら
、
お
隣
と
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
で
は
暮

ら
し
て
い
け
な
い
ん
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ

ろ
で
自
分
か
ら
ひ
と
と
の
関
わ
り
を
拒
絶
し

て
い
る
と
、
暮
ら
し
に
風
が
入
っ
て
こ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
町
家
の
場
合
、
物
理
的
に

も
窓
を
開
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

し
（
笑
）。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
自

分
が
変
わ
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
家

に
よ
っ
て
ひ
と
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
う
ん

で
す
。
住
み
や
す
く
す
る
た
め
に
は
、
家
を

変
え
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
暮
ら
し
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

谷

　京
都
の
町
衆
は
、
そ
う
い
っ
た
ひ
と
と

の
関
わ
り
の
機
微
が
、
す
ご
く
上
手
で
す
よ

ね
。
そ
れ
に
京
都
は
火
事
が
少
な
い
っ
て
言

い
ま
す
け
れ
ど
、
あ
れ
は
や
は
り
ひ
と
の
目

が
あ
る
か
ら
で
す
よ
。

麻
生

　ひ
と
の
目
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
と
の

手
だ
っ
た
り
、
ひ
と
の
足
だ
っ
た
り
、
そ
う

い
う
昔
な
が
ら
の
営
み
と
い
う
の
は
、
な
か

な
か
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

木
全

　こ
れ
ま
で
家
の
中
の
お
話
と
、
隣
近

所
と
の
関
係
を
う
か
が
い
ま
し
た
が
、「
ま

ち
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で
も
、
同
じ
こ
と
が
言

え
る
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
住
民
が
心
を

か
け
た
り
手
間
を
か
け
た
り
し
た
方
が
、
み

ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
、
住
み
ご
た
え
の
あ

る
ま
ち
に
な
る
と
い
う
感
覚
は
お
あ
り
で
す

か
？

麻
生

　古
い
も
の
を
ど
う
や
っ
て
守
っ
て
い

け
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
、
大
都
市

は
ど
こ
で
も
抱
え
て
い
る
問
題
で
す
よ
ね
。

町
家
を
店
舗
に
す
る
の
は
、
本
来
か
ら
す
れ

ば
違
う
ん
だ
け
れ
ど
、
京
都
の
場
合
に
は
、

そ
れ
も
よ
し
と
し
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
ビ
ル

な
り
駐
車
場
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ

も
し
か
た
な
い
気
が
し
て
い
ま
す
。

木
全

　局
所
的
な
対
応
だ
け
で
は
、
ま
ち
全

体
を
豊
か
に
は
で
き
な
い
で
す
ね
。
ひ
と
と

ま
ち
と
の
交
わ
り
が
も
う
少
し
豊
か
に
な
る

と
、
ま
ち
へ
の
愛
着
も
生
ま
れ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
家
の
中
と
い
う
の

は
も
ち
ろ
ん
憩
え
る
場
所
な
ん
で
す
が
、
ま

ち
と
い
う
サ
イ
ズ
で
捉
え
た
と
き
に
、
わ
が

ま
ち
に
は
こ
ん
な
憩
え
る
場
所
が
あ
っ
て
、

だ
か
ら
好
き
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
き
っ
と

あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
私
が

好
き
な
の
は
、
ま
ち
の
中
心
部
に
広
場
や
公

園
が
あ
る
と
こ
ろ
。
ロ
ン
ド
ン
の
ト
ラ
フ
ァ

ル
ガ
ー
広
場
で
は
、
若
い
男
の
子
２
人
が
本

を
見
な
が
ら
チ
ョ
ー
ク
で
地
面
に
国
旗
を
描

い
て
い
て
、
そ
れ
を
見
た
観
光
客
が
自
分
の

国
の
国
旗
の
と
こ
ろ
に
お
金
を
置
い
て
い
く
。

そ
れ
だ
け
で
も
、
い
い
光
景
で
す
よ
ね
。

麻
生

　歩
道
と
か
公
園
と
か
、
み
ん
な
の
場

所
な
ん
だ
か
ら
、
規
制
す
る
だ
け
で
は
な
く

楽
し
め
る
場
所
に
す
れ
ば
、
も
っ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
場
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

木
全

　歩
道
の
わ
き
に
自
転
車
専
用
レ
ー
ン

が
設
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し
た

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ひ
と
が
歩
く
場
所

と
自
転
車
が
通
る
場
所
が
、
両
方
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
て
羨
ま
し
い
で
す
ね
。
日
本
で

も
最
近
、
自
転
車
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
歩

行
者
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
や
っ
ぱ

り
「
歩
け
る
ま
ち
」
と
い
う
の
は
と
て
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
普
段
か
ら
歩
く
生
活
を

し
て
お
く
と
い
う
の
は
、
健
康
に
も
い
い
で

す
し
、
健
脚
で
さ
え
あ
れ
ば
、
年
を
と
っ
て

も
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

麻
生

　歩
く
速
度
で
見
る
景
色
と
い
う
の
は
、

乗
り
も
の
か
ら
は
な
か
な
か
見
え
な
い
。
昔
、

京
都
を
歩
い
て
い
た
と
き
に
、
市
役
所
近
く

で
し
た
が
、
路
地
の
奥
で
お
じ
い
さ
ん
が
小

さ
な
女
の
子
を
行
水
さ
せ
て
い
る
の
を
目
に

し
ま
し
た
。京
都
っ
て
、こ
ん
な
に
都
心
部
で
、

子
ど
も
が
行
水
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
ん
だ
と
感
心
し
た
ん
で
す
。
公
道
で
は

な
い
、で
も
家
の
中
で
も
な
い
、あ
い
ま
い
な
、

内
で
も
な
く
外
で
も
な
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

ん
だ
と
思
っ
て
、
う
ら
や
ま
し
い
な
と
。
そ

う
い
う
場
所
が
あ
る
と
ま
ち
が
豊
か
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
ふ
と
思
い
ま
し
た
。

木
全

　パ
ブ
リ
ッ
ク
な
も
の
が
少
な
く
な
り

す
ぎ
る
と
、
ま
ち
の
住
み
よ
さ
が
な
か
な
か

上
が
っ
て
い
か
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
公
共
工
事
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
し
、

そ
の
あ
と
維
持
す
る
の
も
大
変
で
す
。
そ
こ

で
、「
ス
ロ
ー
な
暮
ら
し
」
を
家
の
中
か
ら

も
う
ち
ょ
っ
と
外
へ
広
げ
て
、
ま
ち
の
中
に

あ
る
も
の
も
み
ん
な
で
維
持
し
よ
う
と
い
う

動
き
に
な
れ
ば
、
維
持
費
も
安
く
な
っ
て
、

う
ま
く
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
道

路
や
公
園
の
清
掃
も
、
業
者
に
頼
む
ん
じ
ゃ

な
く
て
、
地
域
の
ひ
と
が
少
し
ず
つ
力
を
出

し
あ
っ
て
自
分
た
ち
で
す
れ
ば
、
コ
ス
ト
は

か
か
ら
な
い
で
す
し
。

麻
生

　清
里
な
ん
か
で
は
、
や
っ
て
る
よ
う

で
す
よ
。

木
全

　「や
ら
さ
れ
て
る
」
と
思
う
よ
う
な

状
態
で
は
だ
め
で
、
そ
れ
を
す
る
こ
と
が
楽

し
い
と
い
う
ふ
う
に
、
だ
れ
か
が
オ
ー
ガ
ナ

イ
ズ
で
き
れ
ば
い
い
の
に
と
思
う
の
で
す
が
。

谷

　今
、
団
塊
の
世
代
が
ち
ょ
う
ど
定
年
後

の
時
期
な
ん
で
す
。
今
昔
館
で
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
す
る
と
、
団
塊
の
世
代
が
た
く

さ
ん
応
募
し
て
き
ま
す
。
た
だ
、
団
塊
の
世

代
っ
て
理
屈
っ
ぽ
い
で
す
か
ら
（
笑
）、
個

別
活
動
は
強
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
で
な
に
か

を
や
ろ
う
と
す
る
と
き
に
、
議
論
が
ひ
や
く百

　
し
ゆ
つ出

し
て
空
中
分
解
す
る
と
い
う
こ
と
が
多
い
ん

で
す
。
な
に
か
を
や
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
気

持
ち
は
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
な
ん
の
た
め

に
す
る
ん
だ
と
い
う
の
を
、
け
っ
こ
う
議
論

す
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
グ
ル
ー
プ
を
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
目
的
的
に
育
て
上
げ
る
か
。

そ
れ
に
応
答
す
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
大
事
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
お
仕

着
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
じ
ゃ
な
く
て
、
し
か

も
評
価
も
ち
ゃ
ん
と
さ
れ
る
と
か
。
今
昔
館

で
言
え
ば
、
こ
こ
に
来
て
着
物
の
着
付
け
体

験
を
し
て
く
れ
る
の
は
韓
国
や
台
湾
の
ひ
と

が
多
い
。
こ
の
着
付
け
に
は
、
た
く
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
裏
方
で
は
浴
衣
の
洗

濯
や
ア
イ
ロ
ン
か
け
も
担
当
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
地
味
な
活
動
も
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
国
際
貢
献
な
ん
だ
と
意
義
づ
け
を
す

れ
ば
、
や
る
気
も
出
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

麻
生

　裏
方
の
仕
事
も
、
き
ち
ん
と
社
会
に

知
ら
せ
て
発
信
し
て
い
く
と
い
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

木
全

　一
種
の
「
見
え
る
化
」
で
す
ね
。

谷

　ま
ち
づ
く
り
も
ま
さ
に
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
よ
。
そ
う
い
う
心
の
交
流
が
上
手
に
生

ま
れ
る
状
態
が
つ
く
れ
る
と
、
活
性
化
し
て

い
く
。
リ
ー
ダ
ー
だ
け
が
目
立
っ
て
い
る
よ

う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
今
は
ま
だ
多
い
気

が
し
ま
す
。

木
全

　企
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
同
じ
よ
う

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
あ

る
い
は
や
る
気
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
み
た
い
な
も

の
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

谷

　例
え
ば
、
昔
の
京
都
で
は
、
そ
う
い
う

仕
組
み
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と

に
訊
い
た
ら
な
ん
で
も
知
っ
て
る
け
れ
ど
、

自
分
の
手
は
下
さ
な
い
と
い
う
長
老
が
い
る
。

そ
の
下
の
世
代
が
実
務
を
一
所
懸
命
や
っ
て

い
る
。
そ
の
さ
ら
に
下
の
世
代
が
の
ち
の
た

め
に
い
ろ
い
ろ
見
て
学
ん
で
い
る
。
そ
う
い

う
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
は
、
長
老
は
、
と
て

も
尊
敬
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う

も
の
を
、
現
代
風
に
も
う
一
度
見
な
お
し
て
、

風
通
し
よ
く
や
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
か
な

と
。
地
蔵
盆
な
ん
か
も
ま
さ
に
そ
う
な
ん
で

す
よ
。
で
も
、
１
回
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
と
、

復
活
さ
せ
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

麻
生

　や
り
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
ん
で
す
よ
ね
。
伝
達
し
て
い
く
、
受
け
継

い
で
い
く
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
大
変
な
ん

だ
な
と
思
い
ま
す
。

谷

　そ
う
い
う
こ
と
が
社
会
的
に
成
熟
し
て

い
く
と
、
隣
を
見
な
が
ら
歩
調
を
合
わ
せ
る
、

と
い
っ
た
こ
と
が
出
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。

家
を
建
て
替
え
る
に
し
て
も
、
今
は
、
自
分

の
と
こ
ろ
が
き
ち
ん
と
主
張
で
き
れ
ば
、
隣

の
家
の
こ
と
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
、
と
い

っ
た
こ
と
が
強
い
で
す
よ
ね
。
だ
け
ど
、
京

都
の
ま
ち
並
み
が
き
れ
い
な
の
は
、
隣
の
家

を
見
な
が
ら
、
あ
ま
り
突
出
し
な
い
よ
う
に
、

と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
、
各
人
が
家
を
建

て
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

あ
る
意
味
一
か
ら
つ
く
り
直
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
こ
ろ
に
ま
で
来
て
し
ま
っ
て
い
る

わ
け
で
す
が
。

木
全

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
ま
ち
の
文
化
と
い

う
の
は
、
日
本
で
は
育
た
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
城
塞
都
市

の
場
合
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ま
ち
が
小
さ
な

国
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
市
の
壁
の
中
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、
成
熟
し
て
い

っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
日
本

で
は
、
時
代
と
と
も
に
外
か
ら
人
が
流
入
し

て
霜
降
り
状
に
な
っ
て
ま
ち
が
ど
ん
ど
ん
ふ

く
ら
ん
で
い
く
。
だ
か
ら
、
日
本
の
場
合
は

ゾ
ー
ン
と
し
て
の
旧
市
街
と
い
う
の
が
な
い
。

谷

　ひ
と
つ
は
、
日
本
の
家
が
木
造
だ
っ
た

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は

戦
災
。
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
に
は
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
よ
う
に
戦
争
で
消
滅
し
て
も

同
じ
よ
う
に
つ
く
り
直
し
て
い
る
ま
ち
も
あ

り
ま
す
。

麻
生

　日
本
で
は
、
神
社
な
ど
も
、
式
年
遷

宮
で
、
わ
ざ
と
も
う
１
回
新
し
い
も
の
を
白

木
で
つ
く
り
ま
す
。
日
本
人
っ
て
、「
見
え

な
い
」
伝
統
は
受
け
継
い
で
い
く
け
れ
ど
、

「
見
え
る
」
建
物
を
守
ろ
う
と
い
う
意
識
は

そ
ん
な
に
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

谷

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
地
続
き
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
だ
か
ら
、
ま
ち
並
み
が
民
族
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
不
可
分
な
ん
で
す
。
日
本
の

場
合
は
、
そ
こ
に
あ
ま
り
気
づ
か
な
い
。
ワ

ル
シ
ャ
ワ
の
旧
市
街
を
再
現
す
る
こ
と
に
し

て
も
、
民
族
と
し
て
の
誇
り
が
も
の
す
ご
く

あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

木
全

　私
自
身
は
、
年
を
と
る
に
従
っ
て
そ

う
い
う
も
の
の
価
値
が
わ
か
っ
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。若
い
と
き
は
、新
し
い
も
の
、

未
来
を
向
い
て
い
る
も
の
に
、
ど
う
し
て
も

関
心
が
向
く
ん
で
す
ね
。

麻
生

　で
も
、
今
の
若
い
子
の
一
部
は
、
わ

れ
わ
れ
が
若
か
っ
た
と
き
よ
り
も
古
い
も
の

を
異
文
化
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
で
、
お

も
し
ろ
い
と
か
、
か
っ
こ
い
い
と
か
思
っ
て

い
る
ひ
と
も
多
い
で
す
。
そ
う
い
う
子
た
ち

に
託
し
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

谷

　グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
と
、
一
方
で
ロ

ー
カ
リ
ズ
ム
も
進
む
ん
で
す
ね
。
今
の
若
者

た
ち
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
見
て
い
る
し
、
も

う
西
洋
に
対
す
る
過
度
の
あ
こ
が
れ
も
な
い
。

彼
ら
に
も
期
待
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

「
ま
ち
に
住
ま
う
」こ
と
を

体
感
で
き
る

博
物
館

Tani Naoki

「ひとが住んでこそ、
まちの

魅力が高まる」

た
に
・
な
お
き
／
建
築
史
・

居
住
文
化
史
研
究
者
。
１
９

４
８
年
、
兵
庫
県
生
ま
れ
。

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
建
築
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
。
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教

授
。
現
在
、
大
阪
市
立
住
ま

い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
大
阪

く
ら
し
の
今
昔
館
）
館
長
。

同
館
の
企
画
と
運
営
で
日
本

建
築
学
会
賞
、
大
阪
市
北
区

豊
崎
に
お
け
る
長
屋
ス
ポ
ッ

ト
の
保
全
・
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
日
本
建
築
学
会
教
育

賞
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
・
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
賞
な
ど
を
受

賞
。
著
書
に
『
ま
ち
に
住
ま

う
』（
共
著
）、『
町
に
住
ま

う
知
恵
』、『
い
き
て
い
る
長

屋
』（
編
著
）
な
ど
が
あ
る
。

谷 

直
樹

大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
館
長

麻
生
圭
子

エッ
セ
イ
ス
ト

木
全
吉
彦

C
E
L
所
長

「
住
み
ご
た
え
」の
あ
る

ま
ち
を

つ
く
る
た
め
に

鼎
談

ス
ロ
ー
は
、

ゆ
っ
く
り
暮
ら
す

こ
と
で
は
な
い
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木
全

　本
日
お
邪
魔
し
て
い
る
、「
大
阪
市

立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

大
阪
く
ら
し

の
今
昔
館
」
は
、「
ま
ち
に
住
ま
う
知
恵
を

つ
な
ぐ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
つ
く
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
近
世
大
坂
の
ま
ち
並

み
が
細
部
に
わ
た
っ
て
再
現
さ
れ
て
い
る
の

に
驚
き
ま
す
。
特
に
一
日
や
四
季
の
変
化
が

体
験
で
き
、
時
間
と
の
関
わ
り
が
重
視
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
設
立
の
背
景

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

谷

　館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
２
０
０
１
年

で
す
が
、
博
物
館
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
企
画

を
始
め
た
の
は
そ
の
10
年
前
で
す
。
そ
の
さ

ら
に
２
年
前
に
『
ま
ち
に
住
ま
う
│
│
大
阪

都
市
住
宅
史
』（
平
凡
社
）
と
い
う
本
を
大

阪
市
の
住
宅
政
策
課
と
一
緒
に
編
集
・
刊
行

し
た
の
で
す
が
、
そ
の
こ
ろ
は
、
都
市
居
住

と
い
う
の
は
あ
ま
り
メ
ジ
ャ
ー
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
９
７
３
年
の
お
正

月
に
「
住
宅
す
ご
ろ
く
」
と
い
う
の
が
朝
日

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
す
ご

ろ
く
の
上
が
り
は
「
庭
付
き
郊
外
一
戸
建
て

住
宅
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
太
陽
と
自
然
の

恵
み
の
な
か
で
住
む
と
い
う
の
が
理
想
で
し

た
。
１
９
８
０
年
代
あ
た
り
の
大
阪
市
内
も
、

住
む
場
所
と
い
う
よ
り
は
通
っ
て
く
る
場
所

と
い
う
感
覚
で
し
た
。
し
か
し
、
歴
史
を
掘

り
起
こ
し
て
い
く
と
、
ま
ち
に
と
っ
て
「
住

む
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
い
か
に
大
き
い

か
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ひ
と
が
住
ん
で

こ
そ
、
ま
ち
の
魅
力
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と

が
見
え
て
き
た
。そ
れ
で
、『
ま
ち
に
住
ま
う
』

を
企
画
し
た
頃
か
ら
、
ま
ち
の
再
生
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
住
む
」
な
の
で
は
な
い
か
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昔
は
ま
ち
が
汚
い

っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
、
あ
れ
は
、
住

ん
で
い
な
い
か
ら
な
ん
で
す
。
ま
ち
を
「
使

う
場
所
」
と
し
て
し
か
見
て
い
な
い
か
ら
。

木
全

　「住
む
」
と
い
う
要
素
が
な
く
な
っ

て
い
く
こ
と
で
、
ま
ち
が
す
さ
ん
で
い
く
わ

け
で
す
ね
。

谷

　そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
本
を
出
し
た
次

の
段
階
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
も
ま
ち
に
「
住

む
」
こ
と
の
重
要
性
を
体
感
し
て
い
た
だ
こ

う
と
思
っ
て
、
博
物
館
を
つ
く
っ
た
ん
で
す
。

頭
で
理
解
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
体
で
感

じ
る
と
こ
ろ
が
欲
し
い
な
と
。
大
阪
は
、
戦

災
や
戦
後
の
再
開
発
で
、
昔
な
が
ら
の
建
物

が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
博
物
館
を
つ
く
っ
て
、
大
阪
の
ま
ち

の
原
点
を
子
ど
も
の
頃
か
ら
体
験
し
、
ま
ち

へ
の
愛
着
や
、
ど
う
い
う
も
の
を
引
き
継
い

で
い
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
し
た
。

木
全

　体
で
感
じ
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

が
、
こ
の
博
物
館
の
特
徴
と
し
て
、
説
明
書

き
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
で
考
え
な
が
ら
回
っ
て
、
発
見
が

あ
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

谷

　お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

孫
と
来
る
と
、
昔
の
自
分
の
体
験
や
知
識
を

し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
い
い
格
好

も
で
き
る
ん
で
す
よ
（
笑
）。
こ
こ
は
年
配

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
多
い
で
す
し
。
歴

史
や
伝
統
を
背
負
い
な
が
ら
、
新
し
い
都
市

を
つ
く
っ
て
い
く
の
が
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
づ

く
り
」
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
博
物
館
は
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
の
原
点
と
し
て
の
雰
囲
気
を
か
も醸

し

出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
自
負
し
て

い
ま
す
。

木
全

　麻
生
さ
ん
は
、
歴
史
を
つ
な
い
で
い

く
と
い
う
こ
と
を
、
実
際
に
京
町
家
に
住
み

な
が
ら
実
践
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
ご
自
身
と
建
物
や
ま
ち
と
の
関
わ
り
の

な
か
に
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ス
ロ
ー
の

核
心
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
か
？

麻
生

　ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
実
践
し
て
い
る
と

い
う
と
、
な
ん
だ
か
と
て
も
ゆ
っ
く
り
暮
ら

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、「
て

い
ね
い
に
暮
ら
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
時
間

を
か
け
て
、
ひ
と
つ
の
こ
と
を
す
る
わ
け
で

す
か
ら
、
お
の
ず
と
忙
し
く
な
る
ん
で
す
ね
。

そ
れ
を
や
っ
て
い
る
人
間
の
動
作
は
早
く
な

い
と
、
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
自
慢
し
て
し
ま

い
ま
す
が
（
笑
）、
私
、
手
先
が
器
用
と
い

う
の
も
あ
っ
て
、
な
ん
で
も
手
早
い
ん
で
す

よ
。
う
ち
は
エ
ア
コ
ン
も
な
い
ん
で
す
ね
。

だ
か
ら
暖
房
は
ス
ト
ー
ブ
と
火
鉢
。
冬
の
朝

は
、
炭
を
お
こ熾

す
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

で
も
ね
、
自
分
で
作
っ
た
暖
房
で
す
か
ら
、

あ
っ
た
か
さ
も
ひ
と一

　
し
お入

。
心
が
ほ
っ
こ
り
す
る
。

夏
、
打
ち
水
を
し
て
、
起
き
る
風
の
心
地
よ

さ
は
、
扇
風
機
と
は
全
然
、
違
い
ま
す
。
バ

タ
バ
タ
と
忙
し
く
し
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ

を
味
わ
う
と
き
の
時
間
は
、
誰
よ
り
ゆ
っ
く

り
流
れ
て
い
る
。
季
節
も
同
じ
で
す
ね
。
京

都
は
夏
暑
く
て
、
冬
寒
い
。
で
も
冬
、
た堪

え

た
あ
と
だ
か
ら
、
春
の
訪
れ
の
喜
び
が
あ
る
。

秋
も
そ
う
で
す
。
そ
の
メ
リ
ハ
リ
が
暮
ら
し

を
美
し
い
も
の
に
し
て
く
れ
る
、
本
当
に
贅

沢
と
は
な
に
か
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

木
全

　便
利
な
暮
ら
し
と
い
う
の
は
よ
く
言

い
ま
す
け
れ
ど
も
、「
て
い
ね
い
に
暮
ら
す
」

と
い
う
言
葉
は
い
い
で
す
ね
。
そ
れ
は
手
間

を
か
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で

す
が
、
そ
の
あ
と
に
幸
せ
が
あ
る
か
ら
楽
し

い
の
で
し
ょ
う
か
。

麻
生

　そ
の
過
程
そ
の
も
の
も
、
私
は
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
暮
ら
す
と

い
う
こ
と
が
趣
味
な
ん
で
す
ね
。
私
、
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
で
体
を
鍛
え
て
い
る
人
た
ち
が
、

不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
ど
こ
が

楽
し
い
ん
だ
ろ
う
と
。
そ
の
あ
と
の
結
果
が

出
る
か
ら
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど
。
だ
っ
た
ら

私
は
家
の
中
で
雑
巾
が
け
し
て
、
体
を
動
か

し
て
い
る
ほ
う
が
い
い
。
庭
掃
除
を
し
て
い

る
ほ
う
が
い
い
。
季
節
の
う
つ
ろ
い
や
、
陽

射
し
の
う
つ
ろ
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
。
で
も
こ
こ
だ
け
の
話
、
最
近
は

少
し
慣
れ
て
き
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
前
は
、
な

ん
で
こ
う
な
る
の
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
、

大
変
な
こ
と
も
う
れ
し
い
こ
と
も
、
な
に
も

か
も
が
新
鮮
だ
っ
た
ん
で
す
。

木
全

　学
び
の
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
、
最

初
は
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
や
っ
て
み
て
、

で
き
た
、
あ
あ
う
れ
し
い
、
次
は
こ
れ
も
や

っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
具
合
に
進
ん
で
い
き

ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
だ
い
た
い
わ
か
っ
て
く

る
と
、
も
う
そ
れ
以
上
新
し
い
も
の
が
入
っ

て
こ
な
く
な
っ
て
、
お
も
し
ろ
く
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
現
象
が
生
ま
れ
る
。
人
間

っ
て
常
に
刺
激
が
な
い
と
な
か
な
か
継
続
す

る
こ
と
が
難
し
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
っ
て
刺
激
の
少
な
い
暮
ら
し
方
な

の
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
う
ん
で
す
。

麻
生

　た
だ
、
あ
る
程
度
わ
か
る
と
、
今
度

は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
自
分
流
に
ア
レ
ン
ジ

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
、
楽
し
み
が
移

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
初
は
全
部

京
都
流
に
や
っ
て
み
た
い
。
で
も
、
便
利
な

も
の
も
使
い
た
い
。
じ
ゃ
あ
、
こ
こ
で
は
機

械
を
取
り
入
れ
よ
う
、
こ
こ
は
自
分
で
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
ふ
う
に
、
自
分
の
な
か
で

自
分
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
る
わ

け
で
す
。

木
全

　茶
道
や
武
道
な
ど
に
お
け
る
「
し
ゆ守

　
は破

　
り離
」
の
世
界
で
す
ね
。

麻
生

　住
ま
い
に
対
し
て
も
、
も
う
少
し
心

を
か
け
る
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
た
方
が
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
一
番
大

切
な
家
族
と
暮
ら
す
「
家
」
と
い
う
も
の
を

い
つ
く
し
む
、
い
と
お
し
む
と
い
う
気
持
ち

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
日
本
人
は
、

畳
だ
っ
た
り
柱
だ
っ
た
り
に
目
を
か
け
る
こ

と
が
す
ご
く
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

木
全

　谷
先
生
は
、
こ
の
近
く
に
あ
る
、
現

存
す
る
本
物
の
長
屋
（
豊
崎
長
屋
）
を
、
大

学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
保
存
・
再
生
な

さ
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
若
い
方
々
が
住
ん

で
い
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
若
い
方
の

様
子
と
い
う
の
は
、
ご
覧
に
な
っ
て
い
て
い

か
が
で
す
か
。

谷

　彼
ら
も
、
今
ま
で
便
利
な
暮
ら
し
を
し

て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
も
、
そ
れ
に
な

ん
と
な
く
疑
問
を
も
っ
て
い
ま
す
。
学
生
は

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
ま
す

が
、
夜
の
６
時
、
７
時
に
は
帰
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
帰
っ
て
も
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
な

い
か
ら
で
す
。
家
に
帰
っ
た
ら
寝
る
だ
け
で

す
。
文
化
的
な
こ
と
は
、
家
の
中
で
な
に
も

し
な
い
。
そ
う
い
う
学
生
が
、
築
90
年
の
長

屋
を
再
生
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
普
通
だ
っ
た
ら

そ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
専
門
家
が
や
る

わ
け
で
す
ね
。
で
も
わ
れ
わ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
学
生
が
自
分
で
設
計
し
て
改
修

し
て
み
る
と
い
う
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。

木
全

　梅
田
か
ら
10
分
ほ
ど
、
都
心
の
ど
真

ん
中
に
、
見
事
に
長
屋
が
再
生
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。

谷

　家
っ
て
こ
ん
な
に
大
事
に
住
む
も
の
な

ん
だ
と
い
う
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
、
彼

ら
に
は
も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
。
居
住
環

境
学
科
（
大
阪
市
立
大
学
生
活
科
学
部
）
の

学
生
だ
か
ら
、
本
来
知
っ
て
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
な
ん
だ
け
れ
ど
も…

…

。
こ
れ
か

ら
は
、
新
築
で
は
な
く
、
既
存
の
も
の
を
住

み
こ
な
し
て
い
く
仕
組
み
が
、
さ
ら
に
大
事

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
伝
え
ら
れ
て

き
た
も
の
に
は
、
歴
史
の
知
恵
が
詰
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
今
の
感
覚
で
少
し

新
し
く
す
る
こ
と
が
大
切
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
ね
。
伝
統
的
な
家
と
い
う
の
は
、
き

っ
と
「
住
み
ご
た
え
」
が
あ
る
ん
だ
と
思
う

ん
で
す
。

麻
生

　そ
う
そ
う
、
暮
ら
す
手
ご
た
え
が
あ

る
ん
で
す
よ
ね
。

谷

　え
え
。
そ
う
い
う
も
の
を
醸
し
出
し
て

い
る
家
が
、
値
打
ち
の
あ
る
家
だ
と
思
い
ま

す
。
特
に
豊
崎
長
屋
は
、
学
生
た
ち
が
自
分

で
住
め
る
よ
う
に
再
生
し
た
と
い
う
思
い
が
、

も
の
す
ご
く
詰
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

社
会
で
は
、
き
ち
ん
と
家
の
面
倒
を
見
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
、
ど
こ
か
で
保
証
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
も

っ
と
教
育
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ

う
す
る
と
、
家
に
愛
着
が
わ
き
ま
す
。
そ
う

な
れ
ば
、
家
に
定
着
す
る
。
そ
し
て
、
近
所

に
目
が
だ
ん
だ
ん
広
が
っ
て
い
く
。
そ
う
す

る
と
、
ま
ち
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
て
い

く
ん
で
す
よ
。

麻
生

　そ
れ
は
女
の
ひ
と
だ
け
で
は
な
く
て

男
も
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
う
す
る
と
家

に
愛
着
が
わ
く
。
そ
う
す
る
と…

…

浮
気
を

し
な
く
な
る
（
笑
）。

谷

　マ
ン
シ
ョ
ン
だ
と
隣
近
所
と
の
付
き
合

い
は
ほ
と
ん
ど
な
く
て
、
お
金
だ
け
出
し
て

管
理
し
て
も
ら
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
け

れ
ど
も
、
自
分
の
目
を
使
い
な
が
ら
管
理
す

る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
な
と
思
い

ま
す
ね
。

麻
生

　そ
の
長
屋
っ
て
お
祭
り
み
た
い
な
も

の
は
あ
る
ん
で
す
か
？

谷

　か
つ
て
は
地
蔵
盆
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

子
ど
も
が
い
な
く
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ

で
、
数
年
前
か
ら
「
長
屋
路
地
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
い
う
の
を
始
め
た
ら
、
近

所
の
子
ど
も
が
来
て
く
れ
た
。
そ
う
い
う
と

き
に
、
学
生
の
役
割
っ
て
も
の
す
ご
く
大
き

い
ん
で
す
よ
。
年
寄
り
が
や
っ
て
も
子
ど
も

は
来
な
い
。
で
も
学
生
が
浴
衣
を
着
て
や
っ

て
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
寄
っ
て
く
る
。
そ

う
い
う
仕
掛
け
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

麻
生

　隣
近
所
と
の
付
き
合
い
を
あ
る
程
度

し
て
お
か
な
い
と
困
る
町
家
の
場
合
に
は
、

お
祭
り
っ
て
大
事
で
、
新
旧
の
住
人
が
一
堂

に
会
す
機
会
な
ん
で
す
。
新
し
く
こ
ん
な
ひ

と
が
来
た
ん
だ
な
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が

わ
か
る
。
町
家
の
場
合
、
壁
が
く
っ
つ
い
て

ま
す
か
ら
、
お
隣
と
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
で
は
暮

ら
し
て
い
け
な
い
ん
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ

ろ
で
自
分
か
ら
ひ
と
と
の
関
わ
り
を
拒
絶
し

て
い
る
と
、
暮
ら
し
に
風
が
入
っ
て
こ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
町
家
の
場
合
、
物
理
的
に

も
窓
を
開
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

し
（
笑
）。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
自

分
が
変
わ
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
家

に
よ
っ
て
ひ
と
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
う
ん

で
す
。
住
み
や
す
く
す
る
た
め
に
は
、
家
を

変
え
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
暮
ら
し
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

谷

　京
都
の
町
衆
は
、
そ
う
い
っ
た
ひ
と
と

の
関
わ
り
の
機
微
が
、
す
ご
く
上
手
で
す
よ

ね
。
そ
れ
に
京
都
は
火
事
が
少
な
い
っ
て
言

い
ま
す
け
れ
ど
、
あ
れ
は
や
は
り
ひ
と
の
目

が
あ
る
か
ら
で
す
よ
。

麻
生

　ひ
と
の
目
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
と
の

手
だ
っ
た
り
、
ひ
と
の
足
だ
っ
た
り
、
そ
う

い
う
昔
な
が
ら
の
営
み
と
い
う
の
は
、
な
か

な
か
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

木
全

　こ
れ
ま
で
家
の
中
の
お
話
と
、
隣
近

所
と
の
関
係
を
う
か
が
い
ま
し
た
が
、「
ま

ち
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で
も
、
同
じ
こ
と
が
言

え
る
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
住
民
が
心
を

か
け
た
り
手
間
を
か
け
た
り
し
た
方
が
、
み

ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
、
住
み
ご
た
え
の
あ

る
ま
ち
に
な
る
と
い
う
感
覚
は
お
あ
り
で
す

か
？

麻
生

　古
い
も
の
を
ど
う
や
っ
て
守
っ
て
い

け
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
、
大
都
市

は
ど
こ
で
も
抱
え
て
い
る
問
題
で
す
よ
ね
。

町
家
を
店
舗
に
す
る
の
は
、
本
来
か
ら
す
れ

ば
違
う
ん
だ
け
れ
ど
、
京
都
の
場
合
に
は
、

そ
れ
も
よ
し
と
し
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
ビ
ル

な
り
駐
車
場
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ

も
し
か
た
な
い
気
が
し
て
い
ま
す
。

木
全

　局
所
的
な
対
応
だ
け
で
は
、
ま
ち
全

体
を
豊
か
に
は
で
き
な
い
で
す
ね
。
ひ
と
と

ま
ち
と
の
交
わ
り
が
も
う
少
し
豊
か
に
な
る

と
、
ま
ち
へ
の
愛
着
も
生
ま
れ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
家
の
中
と
い
う
の

は
も
ち
ろ
ん
憩
え
る
場
所
な
ん
で
す
が
、
ま

ち
と
い
う
サ
イ
ズ
で
捉
え
た
と
き
に
、
わ
が

ま
ち
に
は
こ
ん
な
憩
え
る
場
所
が
あ
っ
て
、

だ
か
ら
好
き
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
き
っ
と

あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
私
が

好
き
な
の
は
、
ま
ち
の
中
心
部
に
広
場
や
公

園
が
あ
る
と
こ
ろ
。
ロ
ン
ド
ン
の
ト
ラ
フ
ァ

ル
ガ
ー
広
場
で
は
、
若
い
男
の
子
２
人
が
本

を
見
な
が
ら
チ
ョ
ー
ク
で
地
面
に
国
旗
を
描

い
て
い
て
、
そ
れ
を
見
た
観
光
客
が
自
分
の

国
の
国
旗
の
と
こ
ろ
に
お
金
を
置
い
て
い
く
。

そ
れ
だ
け
で
も
、
い
い
光
景
で
す
よ
ね
。

麻
生

　歩
道
と
か
公
園
と
か
、
み
ん
な
の
場

所
な
ん
だ
か
ら
、
規
制
す
る
だ
け
で
は
な
く

楽
し
め
る
場
所
に
す
れ
ば
、
も
っ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
場
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

木
全

　歩
道
の
わ
き
に
自
転
車
専
用
レ
ー
ン

が
設
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し
た

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ひ
と
が
歩
く
場
所

と
自
転
車
が
通
る
場
所
が
、
両
方
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
て
羨
ま
し
い
で
す
ね
。
日
本
で

も
最
近
、
自
転
車
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
歩

行
者
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
や
っ
ぱ

り
「
歩
け
る
ま
ち
」
と
い
う
の
は
と
て
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
普
段
か
ら
歩
く
生
活
を

し
て
お
く
と
い
う
の
は
、
健
康
に
も
い
い
で

す
し
、
健
脚
で
さ
え
あ
れ
ば
、
年
を
と
っ
て

も
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

麻
生

　歩
く
速
度
で
見
る
景
色
と
い
う
の
は
、

乗
り
も
の
か
ら
は
な
か
な
か
見
え
な
い
。
昔
、

京
都
を
歩
い
て
い
た
と
き
に
、
市
役
所
近
く

で
し
た
が
、
路
地
の
奥
で
お
じ
い
さ
ん
が
小

さ
な
女
の
子
を
行
水
さ
せ
て
い
る
の
を
目
に

し
ま
し
た
。京
都
っ
て
、こ
ん
な
に
都
心
部
で
、

子
ど
も
が
行
水
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
ん
だ
と
感
心
し
た
ん
で
す
。
公
道
で
は

な
い
、で
も
家
の
中
で
も
な
い
、あ
い
ま
い
な
、

内
で
も
な
く
外
で
も
な
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

ん
だ
と
思
っ
て
、
う
ら
や
ま
し
い
な
と
。
そ

う
い
う
場
所
が
あ
る
と
ま
ち
が
豊
か
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
ふ
と
思
い
ま
し
た
。

木
全

　パ
ブ
リ
ッ
ク
な
も
の
が
少
な
く
な
り

す
ぎ
る
と
、
ま
ち
の
住
み
よ
さ
が
な
か
な
か

上
が
っ
て
い
か
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
公
共
工
事
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
し
、

そ
の
あ
と
維
持
す
る
の
も
大
変
で
す
。
そ
こ

で
、「
ス
ロ
ー
な
暮
ら
し
」
を
家
の
中
か
ら

も
う
ち
ょ
っ
と
外
へ
広
げ
て
、
ま
ち
の
中
に

あ
る
も
の
も
み
ん
な
で
維
持
し
よ
う
と
い
う

動
き
に
な
れ
ば
、
維
持
費
も
安
く
な
っ
て
、

う
ま
く
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
道

路
や
公
園
の
清
掃
も
、
業
者
に
頼
む
ん
じ
ゃ

な
く
て
、
地
域
の
ひ
と
が
少
し
ず
つ
力
を
出

し
あ
っ
て
自
分
た
ち
で
す
れ
ば
、
コ
ス
ト
は

か
か
ら
な
い
で
す
し
。

麻
生

　清
里
な
ん
か
で
は
、
や
っ
て
る
よ
う

で
す
よ
。

木
全

　「や
ら
さ
れ
て
る
」
と
思
う
よ
う
な

状
態
で
は
だ
め
で
、
そ
れ
を
す
る
こ
と
が
楽

し
い
と
い
う
ふ
う
に
、
だ
れ
か
が
オ
ー
ガ
ナ

イ
ズ
で
き
れ
ば
い
い
の
に
と
思
う
の
で
す
が
。

谷

　今
、
団
塊
の
世
代
が
ち
ょ
う
ど
定
年
後

の
時
期
な
ん
で
す
。
今
昔
館
で
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
す
る
と
、
団
塊
の
世
代
が
た
く

さ
ん
応
募
し
て
き
ま
す
。
た
だ
、
団
塊
の
世

代
っ
て
理
屈
っ
ぽ
い
で
す
か
ら
（
笑
）、
個

別
活
動
は
強
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
で
な
に
か

を
や
ろ
う
と
す
る
と
き
に
、
議
論
が
ひ
や
く百

　
し
ゆ
つ出

し
て
空
中
分
解
す
る
と
い
う
こ
と
が
多
い
ん

で
す
。
な
に
か
を
や
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
気

持
ち
は
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
な
ん
の
た
め

に
す
る
ん
だ
と
い
う
の
を
、
け
っ
こ
う
議
論

す
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
グ
ル
ー
プ
を
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
目
的
的
に
育
て
上
げ
る
か
。

そ
れ
に
応
答
す
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
大
事
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
お
仕

着
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
じ
ゃ
な
く
て
、
し
か

も
評
価
も
ち
ゃ
ん
と
さ
れ
る
と
か
。
今
昔
館

で
言
え
ば
、
こ
こ
に
来
て
着
物
の
着
付
け
体

験
を
し
て
く
れ
る
の
は
韓
国
や
台
湾
の
ひ
と

が
多
い
。
こ
の
着
付
け
に
は
、
た
く
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
裏
方
で
は
浴
衣
の
洗

濯
や
ア
イ
ロ
ン
か
け
も
担
当
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
地
味
な
活
動
も
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
国
際
貢
献
な
ん
だ
と
意
義
づ
け
を
す

れ
ば
、
や
る
気
も
出
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

麻
生

　裏
方
の
仕
事
も
、
き
ち
ん
と
社
会
に

知
ら
せ
て
発
信
し
て
い
く
と
い
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

木
全

　一
種
の
「
見
え
る
化
」
で
す
ね
。

谷

　ま
ち
づ
く
り
も
ま
さ
に
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
よ
。
そ
う
い
う
心
の
交
流
が
上
手
に
生

ま
れ
る
状
態
が
つ
く
れ
る
と
、
活
性
化
し
て

い
く
。
リ
ー
ダ
ー
だ
け
が
目
立
っ
て
い
る
よ

う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
今
は
ま
だ
多
い
気

が
し
ま
す
。

木
全

　企
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
同
じ
よ
う

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
あ

る
い
は
や
る
気
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
み
た
い
な
も

の
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

谷

　例
え
ば
、
昔
の
京
都
で
は
、
そ
う
い
う

仕
組
み
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と

に
訊
い
た
ら
な
ん
で
も
知
っ
て
る
け
れ
ど
、

自
分
の
手
は
下
さ
な
い
と
い
う
長
老
が
い
る
。

そ
の
下
の
世
代
が
実
務
を
一
所
懸
命
や
っ
て

い
る
。
そ
の
さ
ら
に
下
の
世
代
が
の
ち
の
た

め
に
い
ろ
い
ろ
見
て
学
ん
で
い
る
。
そ
う
い

う
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
は
、
長
老
は
、
と
て

も
尊
敬
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う

も
の
を
、
現
代
風
に
も
う
一
度
見
な
お
し
て
、

風
通
し
よ
く
や
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
か
な

と
。
地
蔵
盆
な
ん
か
も
ま
さ
に
そ
う
な
ん
で

す
よ
。
で
も
、
１
回
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
と
、

復
活
さ
せ
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

麻
生

　や
り
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
ん
で
す
よ
ね
。
伝
達
し
て
い
く
、
受
け
継

い
で
い
く
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
大
変
な
ん

だ
な
と
思
い
ま
す
。

谷

　そ
う
い
う
こ
と
が
社
会
的
に
成
熟
し
て

い
く
と
、
隣
を
見
な
が
ら
歩
調
を
合
わ
せ
る
、

と
い
っ
た
こ
と
が
出
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。

家
を
建
て
替
え
る
に
し
て
も
、
今
は
、
自
分

の
と
こ
ろ
が
き
ち
ん
と
主
張
で
き
れ
ば
、
隣

の
家
の
こ
と
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
、
と
い

っ
た
こ
と
が
強
い
で
す
よ
ね
。
だ
け
ど
、
京

都
の
ま
ち
並
み
が
き
れ
い
な
の
は
、
隣
の
家

を
見
な
が
ら
、
あ
ま
り
突
出
し
な
い
よ
う
に
、

と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
、
各
人
が
家
を
建

て
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

あ
る
意
味
一
か
ら
つ
く
り
直
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
こ
ろ
に
ま
で
来
て
し
ま
っ
て
い
る

わ
け
で
す
が
。

木
全

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
ま
ち
の
文
化
と
い

う
の
は
、
日
本
で
は
育
た
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
城
塞
都
市

の
場
合
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ま
ち
が
小
さ
な

国
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
市
の
壁
の
中
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、
成
熟
し
て
い

っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
日
本

で
は
、
時
代
と
と
も
に
外
か
ら
人
が
流
入
し

て
霜
降
り
状
に
な
っ
て
ま
ち
が
ど
ん
ど
ん
ふ

く
ら
ん
で
い
く
。
だ
か
ら
、
日
本
の
場
合
は

ゾ
ー
ン
と
し
て
の
旧
市
街
と
い
う
の
が
な
い
。

谷

　ひ
と
つ
は
、
日
本
の
家
が
木
造
だ
っ
た

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は

戦
災
。
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
に
は
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
よ
う
に
戦
争
で
消
滅
し
て
も

同
じ
よ
う
に
つ
く
り
直
し
て
い
る
ま
ち
も
あ

り
ま
す
。

麻
生

　日
本
で
は
、
神
社
な
ど
も
、
式
年
遷

宮
で
、
わ
ざ
と
も
う
１
回
新
し
い
も
の
を
白

木
で
つ
く
り
ま
す
。
日
本
人
っ
て
、「
見
え

な
い
」
伝
統
は
受
け
継
い
で
い
く
け
れ
ど
、

「
見
え
る
」
建
物
を
守
ろ
う
と
い
う
意
識
は

そ
ん
な
に
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

谷

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
地
続
き
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
だ
か
ら
、
ま
ち
並
み
が
民
族
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
不
可
分
な
ん
で
す
。
日
本
の

場
合
は
、
そ
こ
に
あ
ま
り
気
づ
か
な
い
。
ワ

ル
シ
ャ
ワ
の
旧
市
街
を
再
現
す
る
こ
と
に
し

て
も
、
民
族
と
し
て
の
誇
り
が
も
の
す
ご
く

あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

木
全

　私
自
身
は
、
年
を
と
る
に
従
っ
て
そ

う
い
う
も
の
の
価
値
が
わ
か
っ
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。若
い
と
き
は
、新
し
い
も
の
、

未
来
を
向
い
て
い
る
も
の
に
、
ど
う
し
て
も

関
心
が
向
く
ん
で
す
ね
。

麻
生

　で
も
、
今
の
若
い
子
の
一
部
は
、
わ

れ
わ
れ
が
若
か
っ
た
と
き
よ
り
も
古
い
も
の

を
異
文
化
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
で
、
お

も
し
ろ
い
と
か
、
か
っ
こ
い
い
と
か
思
っ
て

い
る
ひ
と
も
多
い
で
す
。
そ
う
い
う
子
た
ち

に
託
し
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

谷

　グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
と
、
一
方
で
ロ

ー
カ
リ
ズ
ム
も
進
む
ん
で
す
ね
。
今
の
若
者

た
ち
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
見
て
い
る
し
、
も

う
西
洋
に
対
す
る
過
度
の
あ
こ
が
れ
も
な
い
。

彼
ら
に
も
期
待
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

Aso Keiko

「四季のメリハリが、
本当の贅沢とは

なにかを教えてくれる」

あ
そ
う
・
け
い
こ
／
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
。
1
9
5
7
年
、
大

分
県
日
田
市
生
ま
れ
、
東
京

育
ち
。
80
年
代
、
作
詞
家
と

し
て
、德
永

明
、吉
川
晃
司
、

小
泉
今
日
子
な
ど
の
多
く
の

ヒ
ッ
ト
曲
を
手
が
け
る
。
進

行
性
の
難
聴
の
た
め
、
91
年

に
作
詞
家
を
休
業
。
96
年
か

ら
京
都
在
住
。
国
の
登
録
有

形
文
化
財
の
町
家
で
、
昔
な

が
ら
の
暮
し
を
営
む
。
主
な

著
書
に
『
東
京
育
ち
の
京
都

案
内
』『
東
京
育
ち
の
京
都

探
訪
』（
文
春
文
庫
）、『
京

都
が
く
れ
た
「
小
さ
な
生

活
」。』（
集
英
社
b
e
文
庫
）、

最
新
刊
は
『
京
都
早
起
き
案

内
』（
P
H
P
新
書
）。

谷
直
樹
氏
と
大
阪
市
立
大
学
の

教
員
・
学
生
た
ち
が
再
生
に
取
り
組
む
、

大
阪
市
北
区
の
豊
崎
長
屋
。

住
ま
い
に
心
を
か
け
る

ま
ち
の
中
に
も
憩
え
る
場
を
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木
全

　本
日
お
邪
魔
し
て
い
る
、「
大
阪
市

立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

大
阪
く
ら
し

の
今
昔
館
」
は
、「
ま
ち
に
住
ま
う
知
恵
を

つ
な
ぐ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
つ
く
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
近
世
大
坂
の
ま
ち
並

み
が
細
部
に
わ
た
っ
て
再
現
さ
れ
て
い
る
の

に
驚
き
ま
す
。
特
に
一
日
や
四
季
の
変
化
が

体
験
で
き
、
時
間
と
の
関
わ
り
が
重
視
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
設
立
の
背
景

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

谷

　館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
２
０
０
１
年

で
す
が
、
博
物
館
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
企
画

を
始
め
た
の
は
そ
の
10
年
前
で
す
。
そ
の
さ

ら
に
２
年
前
に
『
ま
ち
に
住
ま
う
│
│
大
阪

都
市
住
宅
史
』（
平
凡
社
）
と
い
う
本
を
大

阪
市
の
住
宅
政
策
課
と
一
緒
に
編
集
・
刊
行

し
た
の
で
す
が
、
そ
の
こ
ろ
は
、
都
市
居
住

と
い
う
の
は
あ
ま
り
メ
ジ
ャ
ー
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
９
７
３
年
の
お
正

月
に
「
住
宅
す
ご
ろ
く
」
と
い
う
の
が
朝
日

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
す
ご

ろ
く
の
上
が
り
は
「
庭
付
き
郊
外
一
戸
建
て

住
宅
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
太
陽
と
自
然
の

恵
み
の
な
か
で
住
む
と
い
う
の
が
理
想
で
し

た
。
１
９
８
０
年
代
あ
た
り
の
大
阪
市
内
も
、

住
む
場
所
と
い
う
よ
り
は
通
っ
て
く
る
場
所

と
い
う
感
覚
で
し
た
。
し
か
し
、
歴
史
を
掘

り
起
こ
し
て
い
く
と
、
ま
ち
に
と
っ
て
「
住

む
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
い
か
に
大
き
い

か
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ひ
と
が
住
ん
で

こ
そ
、
ま
ち
の
魅
力
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と

が
見
え
て
き
た
。そ
れ
で
、『
ま
ち
に
住
ま
う
』

を
企
画
し
た
頃
か
ら
、
ま
ち
の
再
生
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
住
む
」
な
の
で
は
な
い
か
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昔
は
ま
ち
が
汚
い

っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
、
あ
れ
は
、
住

ん
で
い
な
い
か
ら
な
ん
で
す
。
ま
ち
を
「
使

う
場
所
」
と
し
て
し
か
見
て
い
な
い
か
ら
。

木
全

　「住
む
」
と
い
う
要
素
が
な
く
な
っ

て
い
く
こ
と
で
、
ま
ち
が
す
さ
ん
で
い
く
わ

け
で
す
ね
。

谷

　そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
本
を
出
し
た
次

の
段
階
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
も
ま
ち
に
「
住

む
」
こ
と
の
重
要
性
を
体
感
し
て
い
た
だ
こ

う
と
思
っ
て
、
博
物
館
を
つ
く
っ
た
ん
で
す
。

頭
で
理
解
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
体
で
感

じ
る
と
こ
ろ
が
欲
し
い
な
と
。
大
阪
は
、
戦

災
や
戦
後
の
再
開
発
で
、
昔
な
が
ら
の
建
物

が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
博
物
館
を
つ
く
っ
て
、
大
阪
の
ま
ち

の
原
点
を
子
ど
も
の
頃
か
ら
体
験
し
、
ま
ち

へ
の
愛
着
や
、
ど
う
い
う
も
の
を
引
き
継
い

で
い
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
し
た
。

木
全

　体
で
感
じ
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

が
、
こ
の
博
物
館
の
特
徴
と
し
て
、
説
明
書

き
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
で
考
え
な
が
ら
回
っ
て
、
発
見
が

あ
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

谷

　お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

孫
と
来
る
と
、
昔
の
自
分
の
体
験
や
知
識
を

し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
い
い
格
好

も
で
き
る
ん
で
す
よ
（
笑
）。
こ
こ
は
年
配

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
多
い
で
す
し
。
歴

史
や
伝
統
を
背
負
い
な
が
ら
、
新
し
い
都
市

を
つ
く
っ
て
い
く
の
が
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
づ

く
り
」
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
博
物
館
は
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
の
原
点
と
し
て
の
雰
囲
気
を
か
も醸

し

出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
自
負
し
て

い
ま
す
。

木
全

　麻
生
さ
ん
は
、
歴
史
を
つ
な
い
で
い

く
と
い
う
こ
と
を
、
実
際
に
京
町
家
に
住
み

な
が
ら
実
践
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
ご
自
身
と
建
物
や
ま
ち
と
の
関
わ
り
の

な
か
に
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ス
ロ
ー
の

核
心
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
か
？

麻
生

　ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
実
践
し
て
い
る
と

い
う
と
、
な
ん
だ
か
と
て
も
ゆ
っ
く
り
暮
ら

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、「
て

い
ね
い
に
暮
ら
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
時
間

を
か
け
て
、
ひ
と
つ
の
こ
と
を
す
る
わ
け
で

す
か
ら
、
お
の
ず
と
忙
し
く
な
る
ん
で
す
ね
。

そ
れ
を
や
っ
て
い
る
人
間
の
動
作
は
早
く
な

い
と
、
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
自
慢
し
て
し
ま

い
ま
す
が
（
笑
）、
私
、
手
先
が
器
用
と
い

う
の
も
あ
っ
て
、
な
ん
で
も
手
早
い
ん
で
す

よ
。
う
ち
は
エ
ア
コ
ン
も
な
い
ん
で
す
ね
。

だ
か
ら
暖
房
は
ス
ト
ー
ブ
と
火
鉢
。
冬
の
朝

は
、
炭
を
お
こ熾

す
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

で
も
ね
、
自
分
で
作
っ
た
暖
房
で
す
か
ら
、

あ
っ
た
か
さ
も
ひ
と一

　
し
お入

。
心
が
ほ
っ
こ
り
す
る
。

夏
、
打
ち
水
を
し
て
、
起
き
る
風
の
心
地
よ

さ
は
、
扇
風
機
と
は
全
然
、
違
い
ま
す
。
バ

タ
バ
タ
と
忙
し
く
し
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ

を
味
わ
う
と
き
の
時
間
は
、
誰
よ
り
ゆ
っ
く

り
流
れ
て
い
る
。
季
節
も
同
じ
で
す
ね
。
京

都
は
夏
暑
く
て
、
冬
寒
い
。
で
も
冬
、
た堪

え

た
あ
と
だ
か
ら
、
春
の
訪
れ
の
喜
び
が
あ
る
。

秋
も
そ
う
で
す
。
そ
の
メ
リ
ハ
リ
が
暮
ら
し

を
美
し
い
も
の
に
し
て
く
れ
る
、
本
当
に
贅

沢
と
は
な
に
か
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

木
全

　便
利
な
暮
ら
し
と
い
う
の
は
よ
く
言

い
ま
す
け
れ
ど
も
、「
て
い
ね
い
に
暮
ら
す
」

と
い
う
言
葉
は
い
い
で
す
ね
。
そ
れ
は
手
間

を
か
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で

す
が
、
そ
の
あ
と
に
幸
せ
が
あ
る
か
ら
楽
し

い
の
で
し
ょ
う
か
。

麻
生

　そ
の
過
程
そ
の
も
の
も
、
私
は
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
暮
ら
す
と

い
う
こ
と
が
趣
味
な
ん
で
す
ね
。
私
、
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
で
体
を
鍛
え
て
い
る
人
た
ち
が
、

不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
ど
こ
が

楽
し
い
ん
だ
ろ
う
と
。
そ
の
あ
と
の
結
果
が

出
る
か
ら
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど
。
だ
っ
た
ら

私
は
家
の
中
で
雑
巾
が
け
し
て
、
体
を
動
か

し
て
い
る
ほ
う
が
い
い
。
庭
掃
除
を
し
て
い

る
ほ
う
が
い
い
。
季
節
の
う
つ
ろ
い
や
、
陽

射
し
の
う
つ
ろ
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
。
で
も
こ
こ
だ
け
の
話
、
最
近
は

少
し
慣
れ
て
き
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
前
は
、
な

ん
で
こ
う
な
る
の
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
、

大
変
な
こ
と
も
う
れ
し
い
こ
と
も
、
な
に
も

か
も
が
新
鮮
だ
っ
た
ん
で
す
。

木
全

　学
び
の
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
、
最

初
は
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
や
っ
て
み
て
、

で
き
た
、
あ
あ
う
れ
し
い
、
次
は
こ
れ
も
や

っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
具
合
に
進
ん
で
い
き

ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
だ
い
た
い
わ
か
っ
て
く

る
と
、
も
う
そ
れ
以
上
新
し
い
も
の
が
入
っ

て
こ
な
く
な
っ
て
、
お
も
し
ろ
く
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
現
象
が
生
ま
れ
る
。
人
間

っ
て
常
に
刺
激
が
な
い
と
な
か
な
か
継
続
す

る
こ
と
が
難
し
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
っ
て
刺
激
の
少
な
い
暮
ら
し
方
な

の
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
う
ん
で
す
。

麻
生

　た
だ
、
あ
る
程
度
わ
か
る
と
、
今
度

は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
自
分
流
に
ア
レ
ン
ジ

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
、
楽
し
み
が
移

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
初
は
全
部

京
都
流
に
や
っ
て
み
た
い
。
で
も
、
便
利
な

も
の
も
使
い
た
い
。
じ
ゃ
あ
、
こ
こ
で
は
機

械
を
取
り
入
れ
よ
う
、
こ
こ
は
自
分
で
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
ふ
う
に
、
自
分
の
な
か
で

自
分
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
る
わ

け
で
す
。

木
全

　茶
道
や
武
道
な
ど
に
お
け
る
「
し
ゆ守

　
は破

　
り離
」
の
世
界
で
す
ね
。

麻
生

　住
ま
い
に
対
し
て
も
、
も
う
少
し
心

を
か
け
る
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
た
方
が
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
一
番
大

切
な
家
族
と
暮
ら
す
「
家
」
と
い
う
も
の
を

い
つ
く
し
む
、
い
と
お
し
む
と
い
う
気
持
ち

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
日
本
人
は
、

畳
だ
っ
た
り
柱
だ
っ
た
り
に
目
を
か
け
る
こ

と
が
す
ご
く
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

木
全

　谷
先
生
は
、
こ
の
近
く
に
あ
る
、
現

存
す
る
本
物
の
長
屋
（
豊
崎
長
屋
）
を
、
大

学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
保
存
・
再
生
な

さ
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
若
い
方
々
が
住
ん

で
い
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
若
い
方
の

様
子
と
い
う
の
は
、
ご
覧
に
な
っ
て
い
て
い

か
が
で
す
か
。

谷

　彼
ら
も
、
今
ま
で
便
利
な
暮
ら
し
を
し

て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
も
、
そ
れ
に
な

ん
と
な
く
疑
問
を
も
っ
て
い
ま
す
。
学
生
は

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
ま
す

が
、
夜
の
６
時
、
７
時
に
は
帰
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
帰
っ
て
も
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
な

い
か
ら
で
す
。
家
に
帰
っ
た
ら
寝
る
だ
け
で

す
。
文
化
的
な
こ
と
は
、
家
の
中
で
な
に
も

し
な
い
。
そ
う
い
う
学
生
が
、
築
90
年
の
長

屋
を
再
生
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
普
通
だ
っ
た
ら

そ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
専
門
家
が
や
る

わ
け
で
す
ね
。
で
も
わ
れ
わ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
学
生
が
自
分
で
設
計
し
て
改
修

し
て
み
る
と
い
う
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。

木
全

　梅
田
か
ら
10
分
ほ
ど
、
都
心
の
ど
真

ん
中
に
、
見
事
に
長
屋
が
再
生
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。

谷

　家
っ
て
こ
ん
な
に
大
事
に
住
む
も
の
な

ん
だ
と
い
う
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
、
彼

ら
に
は
も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
。
居
住
環

境
学
科
（
大
阪
市
立
大
学
生
活
科
学
部
）
の

学
生
だ
か
ら
、
本
来
知
っ
て
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
な
ん
だ
け
れ
ど
も…

…

。
こ
れ
か

ら
は
、
新
築
で
は
な
く
、
既
存
の
も
の
を
住

み
こ
な
し
て
い
く
仕
組
み
が
、
さ
ら
に
大
事

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
伝
え
ら
れ
て

き
た
も
の
に
は
、
歴
史
の
知
恵
が
詰
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
今
の
感
覚
で
少
し

新
し
く
す
る
こ
と
が
大
切
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
ね
。
伝
統
的
な
家
と
い
う
の
は
、
き

っ
と
「
住
み
ご
た
え
」
が
あ
る
ん
だ
と
思
う

ん
で
す
。

麻
生

　そ
う
そ
う
、
暮
ら
す
手
ご
た
え
が
あ

る
ん
で
す
よ
ね
。

谷

　え
え
。
そ
う
い
う
も
の
を
醸
し
出
し
て

い
る
家
が
、
値
打
ち
の
あ
る
家
だ
と
思
い
ま

す
。
特
に
豊
崎
長
屋
は
、
学
生
た
ち
が
自
分

で
住
め
る
よ
う
に
再
生
し
た
と
い
う
思
い
が
、

も
の
す
ご
く
詰
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

社
会
で
は
、
き
ち
ん
と
家
の
面
倒
を
見
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
、
ど
こ
か
で
保
証
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
も

っ
と
教
育
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ

う
す
る
と
、
家
に
愛
着
が
わ
き
ま
す
。
そ
う

な
れ
ば
、
家
に
定
着
す
る
。
そ
し
て
、
近
所

に
目
が
だ
ん
だ
ん
広
が
っ
て
い
く
。
そ
う
す

る
と
、
ま
ち
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
て
い

く
ん
で
す
よ
。

麻
生

　そ
れ
は
女
の
ひ
と
だ
け
で
は
な
く
て

男
も
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
う
す
る
と
家

に
愛
着
が
わ
く
。
そ
う
す
る
と…

…

浮
気
を

し
な
く
な
る
（
笑
）。

谷

　マ
ン
シ
ョ
ン
だ
と
隣
近
所
と
の
付
き
合

い
は
ほ
と
ん
ど
な
く
て
、
お
金
だ
け
出
し
て

管
理
し
て
も
ら
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
け

れ
ど
も
、
自
分
の
目
を
使
い
な
が
ら
管
理
す

る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
な
と
思
い

ま
す
ね
。

麻
生

　そ
の
長
屋
っ
て
お
祭
り
み
た
い
な
も

の
は
あ
る
ん
で
す
か
？

谷

　か
つ
て
は
地
蔵
盆
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

子
ど
も
が
い
な
く
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ

で
、
数
年
前
か
ら
「
長
屋
路
地
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
い
う
の
を
始
め
た
ら
、
近

所
の
子
ど
も
が
来
て
く
れ
た
。
そ
う
い
う
と

き
に
、
学
生
の
役
割
っ
て
も
の
す
ご
く
大
き

い
ん
で
す
よ
。
年
寄
り
が
や
っ
て
も
子
ど
も

は
来
な
い
。
で
も
学
生
が
浴
衣
を
着
て
や
っ

て
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
寄
っ
て
く
る
。
そ

う
い
う
仕
掛
け
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

麻
生

　隣
近
所
と
の
付
き
合
い
を
あ
る
程
度

し
て
お
か
な
い
と
困
る
町
家
の
場
合
に
は
、

お
祭
り
っ
て
大
事
で
、
新
旧
の
住
人
が
一
堂

に
会
す
機
会
な
ん
で
す
。
新
し
く
こ
ん
な
ひ

と
が
来
た
ん
だ
な
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が

わ
か
る
。
町
家
の
場
合
、
壁
が
く
っ
つ
い
て

ま
す
か
ら
、
お
隣
と
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
で
は
暮

ら
し
て
い
け
な
い
ん
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ

ろ
で
自
分
か
ら
ひ
と
と
の
関
わ
り
を
拒
絶
し

て
い
る
と
、
暮
ら
し
に
風
が
入
っ
て
こ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
町
家
の
場
合
、
物
理
的
に

も
窓
を
開
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

し
（
笑
）。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
自

分
が
変
わ
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
家

に
よ
っ
て
ひ
と
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
う
ん

で
す
。
住
み
や
す
く
す
る
た
め
に
は
、
家
を

変
え
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
暮
ら
し
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

谷

　京
都
の
町
衆
は
、
そ
う
い
っ
た
ひ
と
と

の
関
わ
り
の
機
微
が
、
す
ご
く
上
手
で
す
よ

ね
。
そ
れ
に
京
都
は
火
事
が
少
な
い
っ
て
言

い
ま
す
け
れ
ど
、
あ
れ
は
や
は
り
ひ
と
の
目

が
あ
る
か
ら
で
す
よ
。

麻
生

　ひ
と
の
目
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
と
の

手
だ
っ
た
り
、
ひ
と
の
足
だ
っ
た
り
、
そ
う

い
う
昔
な
が
ら
の
営
み
と
い
う
の
は
、
な
か

な
か
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

木
全

　こ
れ
ま
で
家
の
中
の
お
話
と
、
隣
近

所
と
の
関
係
を
う
か
が
い
ま
し
た
が
、「
ま

ち
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で
も
、
同
じ
こ
と
が
言

え
る
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
住
民
が
心
を

か
け
た
り
手
間
を
か
け
た
り
し
た
方
が
、
み

ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
、
住
み
ご
た
え
の
あ

る
ま
ち
に
な
る
と
い
う
感
覚
は
お
あ
り
で
す

か
？

麻
生

　古
い
も
の
を
ど
う
や
っ
て
守
っ
て
い

け
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
、
大
都
市

は
ど
こ
で
も
抱
え
て
い
る
問
題
で
す
よ
ね
。

町
家
を
店
舗
に
す
る
の
は
、
本
来
か
ら
す
れ

ば
違
う
ん
だ
け
れ
ど
、
京
都
の
場
合
に
は
、

そ
れ
も
よ
し
と
し
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
ビ
ル

な
り
駐
車
場
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ

も
し
か
た
な
い
気
が
し
て
い
ま
す
。

木
全

　局
所
的
な
対
応
だ
け
で
は
、
ま
ち
全

体
を
豊
か
に
は
で
き
な
い
で
す
ね
。
ひ
と
と

ま
ち
と
の
交
わ
り
が
も
う
少
し
豊
か
に
な
る

と
、
ま
ち
へ
の
愛
着
も
生
ま
れ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
家
の
中
と
い
う
の

は
も
ち
ろ
ん
憩
え
る
場
所
な
ん
で
す
が
、
ま

ち
と
い
う
サ
イ
ズ
で
捉
え
た
と
き
に
、
わ
が

ま
ち
に
は
こ
ん
な
憩
え
る
場
所
が
あ
っ
て
、

だ
か
ら
好
き
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
き
っ
と

あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
私
が

好
き
な
の
は
、
ま
ち
の
中
心
部
に
広
場
や
公

園
が
あ
る
と
こ
ろ
。
ロ
ン
ド
ン
の
ト
ラ
フ
ァ

ル
ガ
ー
広
場
で
は
、
若
い
男
の
子
２
人
が
本

を
見
な
が
ら
チ
ョ
ー
ク
で
地
面
に
国
旗
を
描

い
て
い
て
、
そ
れ
を
見
た
観
光
客
が
自
分
の

国
の
国
旗
の
と
こ
ろ
に
お
金
を
置
い
て
い
く
。

そ
れ
だ
け
で
も
、
い
い
光
景
で
す
よ
ね
。

麻
生

　歩
道
と
か
公
園
と
か
、
み
ん
な
の
場

所
な
ん
だ
か
ら
、
規
制
す
る
だ
け
で
は
な
く

楽
し
め
る
場
所
に
す
れ
ば
、
も
っ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
場
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

木
全

　歩
道
の
わ
き
に
自
転
車
専
用
レ
ー
ン

が
設
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し
た

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ひ
と
が
歩
く
場
所

と
自
転
車
が
通
る
場
所
が
、
両
方
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
て
羨
ま
し
い
で
す
ね
。
日
本
で

も
最
近
、
自
転
車
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
歩

行
者
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
や
っ
ぱ

り
「
歩
け
る
ま
ち
」
と
い
う
の
は
と
て
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
普
段
か
ら
歩
く
生
活
を

し
て
お
く
と
い
う
の
は
、
健
康
に
も
い
い
で

す
し
、
健
脚
で
さ
え
あ
れ
ば
、
年
を
と
っ
て

も
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

麻
生

　歩
く
速
度
で
見
る
景
色
と
い
う
の
は
、

乗
り
も
の
か
ら
は
な
か
な
か
見
え
な
い
。
昔
、

京
都
を
歩
い
て
い
た
と
き
に
、
市
役
所
近
く

で
し
た
が
、
路
地
の
奥
で
お
じ
い
さ
ん
が
小

さ
な
女
の
子
を
行
水
さ
せ
て
い
る
の
を
目
に

し
ま
し
た
。京
都
っ
て
、こ
ん
な
に
都
心
部
で
、

子
ど
も
が
行
水
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
ん
だ
と
感
心
し
た
ん
で
す
。
公
道
で
は

な
い
、で
も
家
の
中
で
も
な
い
、あ
い
ま
い
な
、

内
で
も
な
く
外
で
も
な
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

ん
だ
と
思
っ
て
、
う
ら
や
ま
し
い
な
と
。
そ

う
い
う
場
所
が
あ
る
と
ま
ち
が
豊
か
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
ふ
と
思
い
ま
し
た
。

木
全

　パ
ブ
リ
ッ
ク
な
も
の
が
少
な
く
な
り

す
ぎ
る
と
、
ま
ち
の
住
み
よ
さ
が
な
か
な
か

上
が
っ
て
い
か
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
公
共
工
事
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
し
、

そ
の
あ
と
維
持
す
る
の
も
大
変
で
す
。
そ
こ

で
、「
ス
ロ
ー
な
暮
ら
し
」
を
家
の
中
か
ら

も
う
ち
ょ
っ
と
外
へ
広
げ
て
、
ま
ち
の
中
に

あ
る
も
の
も
み
ん
な
で
維
持
し
よ
う
と
い
う

動
き
に
な
れ
ば
、
維
持
費
も
安
く
な
っ
て
、

う
ま
く
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
道

路
や
公
園
の
清
掃
も
、
業
者
に
頼
む
ん
じ
ゃ

な
く
て
、
地
域
の
ひ
と
が
少
し
ず
つ
力
を
出

し
あ
っ
て
自
分
た
ち
で
す
れ
ば
、
コ
ス
ト
は

か
か
ら
な
い
で
す
し
。

麻
生

　清
里
な
ん
か
で
は
、
や
っ
て
る
よ
う

で
す
よ
。

木
全

　「や
ら
さ
れ
て
る
」
と
思
う
よ
う
な

状
態
で
は
だ
め
で
、
そ
れ
を
す
る
こ
と
が
楽

し
い
と
い
う
ふ
う
に
、
だ
れ
か
が
オ
ー
ガ
ナ

イ
ズ
で
き
れ
ば
い
い
の
に
と
思
う
の
で
す
が
。

谷

　今
、
団
塊
の
世
代
が
ち
ょ
う
ど
定
年
後

の
時
期
な
ん
で
す
。
今
昔
館
で
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
す
る
と
、
団
塊
の
世
代
が
た
く

さ
ん
応
募
し
て
き
ま
す
。
た
だ
、
団
塊
の
世

代
っ
て
理
屈
っ
ぽ
い
で
す
か
ら
（
笑
）、
個

別
活
動
は
強
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
で
な
に
か

を
や
ろ
う
と
す
る
と
き
に
、
議
論
が
ひ
や
く百

　
し
ゆ
つ出

し
て
空
中
分
解
す
る
と
い
う
こ
と
が
多
い
ん

で
す
。
な
に
か
を
や
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
気

持
ち
は
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
な
ん
の
た
め

に
す
る
ん
だ
と
い
う
の
を
、
け
っ
こ
う
議
論

す
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
グ
ル
ー
プ
を
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
目
的
的
に
育
て
上
げ
る
か
。

そ
れ
に
応
答
す
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
大
事
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
お
仕

着
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
じ
ゃ
な
く
て
、
し
か

も
評
価
も
ち
ゃ
ん
と
さ
れ
る
と
か
。
今
昔
館

で
言
え
ば
、
こ
こ
に
来
て
着
物
の
着
付
け
体

験
を
し
て
く
れ
る
の
は
韓
国
や
台
湾
の
ひ
と

が
多
い
。
こ
の
着
付
け
に
は
、
た
く
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
裏
方
で
は
浴
衣
の
洗

濯
や
ア
イ
ロ
ン
か
け
も
担
当
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
地
味
な
活
動
も
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
国
際
貢
献
な
ん
だ
と
意
義
づ
け
を
す

れ
ば
、
や
る
気
も
出
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

麻
生

　裏
方
の
仕
事
も
、
き
ち
ん
と
社
会
に

知
ら
せ
て
発
信
し
て
い
く
と
い
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

木
全

　一
種
の
「
見
え
る
化
」
で
す
ね
。

谷

　ま
ち
づ
く
り
も
ま
さ
に
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
よ
。
そ
う
い
う
心
の
交
流
が
上
手
に
生

ま
れ
る
状
態
が
つ
く
れ
る
と
、
活
性
化
し
て

い
く
。
リ
ー
ダ
ー
だ
け
が
目
立
っ
て
い
る
よ

う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
今
は
ま
だ
多
い
気

が
し
ま
す
。

木
全

　企
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
同
じ
よ
う

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
あ

る
い
は
や
る
気
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
み
た
い
な
も

の
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

谷

　例
え
ば
、
昔
の
京
都
で
は
、
そ
う
い
う

仕
組
み
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と

に
訊
い
た
ら
な
ん
で
も
知
っ
て
る
け
れ
ど
、

自
分
の
手
は
下
さ
な
い
と
い
う
長
老
が
い
る
。

そ
の
下
の
世
代
が
実
務
を
一
所
懸
命
や
っ
て

い
る
。
そ
の
さ
ら
に
下
の
世
代
が
の
ち
の
た

め
に
い
ろ
い
ろ
見
て
学
ん
で
い
る
。
そ
う
い

う
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
は
、
長
老
は
、
と
て

も
尊
敬
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う

も
の
を
、
現
代
風
に
も
う
一
度
見
な
お
し
て
、

風
通
し
よ
く
や
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
か
な

と
。
地
蔵
盆
な
ん
か
も
ま
さ
に
そ
う
な
ん
で

す
よ
。
で
も
、
１
回
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
と
、

復
活
さ
せ
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

麻
生

　や
り
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
ん
で
す
よ
ね
。
伝
達
し
て
い
く
、
受
け
継

い
で
い
く
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
大
変
な
ん

だ
な
と
思
い
ま
す
。

谷

　そ
う
い
う
こ
と
が
社
会
的
に
成
熟
し
て

い
く
と
、
隣
を
見
な
が
ら
歩
調
を
合
わ
せ
る
、

と
い
っ
た
こ
と
が
出
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。

家
を
建
て
替
え
る
に
し
て
も
、
今
は
、
自
分

の
と
こ
ろ
が
き
ち
ん
と
主
張
で
き
れ
ば
、
隣

の
家
の
こ
と
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
、
と
い

っ
た
こ
と
が
強
い
で
す
よ
ね
。
だ
け
ど
、
京

都
の
ま
ち
並
み
が
き
れ
い
な
の
は
、
隣
の
家

を
見
な
が
ら
、
あ
ま
り
突
出
し
な
い
よ
う
に
、

と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
、
各
人
が
家
を
建

て
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

あ
る
意
味
一
か
ら
つ
く
り
直
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
こ
ろ
に
ま
で
来
て
し
ま
っ
て
い
る

わ
け
で
す
が
。

木
全

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
ま
ち
の
文
化
と
い

う
の
は
、
日
本
で
は
育
た
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
城
塞
都
市

の
場
合
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ま
ち
が
小
さ
な

国
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
市
の
壁
の
中
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、
成
熟
し
て
い

っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
日
本

で
は
、
時
代
と
と
も
に
外
か
ら
人
が
流
入
し

て
霜
降
り
状
に
な
っ
て
ま
ち
が
ど
ん
ど
ん
ふ

く
ら
ん
で
い
く
。
だ
か
ら
、
日
本
の
場
合
は

ゾ
ー
ン
と
し
て
の
旧
市
街
と
い
う
の
が
な
い
。

谷

　ひ
と
つ
は
、
日
本
の
家
が
木
造
だ
っ
た

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は

戦
災
。
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
に
は
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
よ
う
に
戦
争
で
消
滅
し
て
も

同
じ
よ
う
に
つ
く
り
直
し
て
い
る
ま
ち
も
あ

り
ま
す
。

麻
生

　日
本
で
は
、
神
社
な
ど
も
、
式
年
遷

宮
で
、
わ
ざ
と
も
う
１
回
新
し
い
も
の
を
白

木
で
つ
く
り
ま
す
。
日
本
人
っ
て
、「
見
え

な
い
」
伝
統
は
受
け
継
い
で
い
く
け
れ
ど
、

「
見
え
る
」
建
物
を
守
ろ
う
と
い
う
意
識
は

そ
ん
な
に
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

谷

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
地
続
き
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
だ
か
ら
、
ま
ち
並
み
が
民
族
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
不
可
分
な
ん
で
す
。
日
本
の

場
合
は
、
そ
こ
に
あ
ま
り
気
づ
か
な
い
。
ワ

ル
シ
ャ
ワ
の
旧
市
街
を
再
現
す
る
こ
と
に
し

て
も
、
民
族
と
し
て
の
誇
り
が
も
の
す
ご
く

あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

木
全

　私
自
身
は
、
年
を
と
る
に
従
っ
て
そ

う
い
う
も
の
の
価
値
が
わ
か
っ
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。若
い
と
き
は
、新
し
い
も
の
、

未
来
を
向
い
て
い
る
も
の
に
、
ど
う
し
て
も

関
心
が
向
く
ん
で
す
ね
。

麻
生

　で
も
、
今
の
若
い
子
の
一
部
は
、
わ

れ
わ
れ
が
若
か
っ
た
と
き
よ
り
も
古
い
も
の

を
異
文
化
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
で
、
お

も
し
ろ
い
と
か
、
か
っ
こ
い
い
と
か
思
っ
て

い
る
ひ
と
も
多
い
で
す
。
そ
う
い
う
子
た
ち

に
託
し
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

谷

　グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
と
、
一
方
で
ロ

ー
カ
リ
ズ
ム
も
進
む
ん
で
す
ね
。
今
の
若
者

た
ち
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
見
て
い
る
し
、
も

う
西
洋
に
対
す
る
過
度
の
あ
こ
が
れ
も
な
い
。

彼
ら
に
も
期
待
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

Aso Keiko

「四季のメリハリが、
本当の贅沢とは

なにかを教えてくれる」

あ
そ
う
・
け
い
こ
／
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
。
1
9
5
7
年
、
大

分
県
日
田
市
生
ま
れ
、
東
京

育
ち
。
80
年
代
、
作
詞
家
と

し
て
、德
永

明
、吉
川
晃
司
、

小
泉
今
日
子
な
ど
の
多
く
の

ヒ
ッ
ト
曲
を
手
が
け
る
。
進

行
性
の
難
聴
の
た
め
、
91
年

に
作
詞
家
を
休
業
。
96
年
か

ら
京
都
在
住
。
国
の
登
録
有

形
文
化
財
の
町
家
で
、
昔
な

が
ら
の
暮
し
を
営
む
。
主
な

著
書
に
『
東
京
育
ち
の
京
都

案
内
』『
東
京
育
ち
の
京
都

探
訪
』（
文
春
文
庫
）、『
京

都
が
く
れ
た
「
小
さ
な
生

活
」。』（
集
英
社
b
e
文
庫
）、

最
新
刊
は
『
京
都
早
起
き
案

内
』（
P
H
P
新
書
）。

谷
直
樹
氏
と
大
阪
市
立
大
学
の

教
員
・
学
生
た
ち
が
再
生
に
取
り
組
む
、

大
阪
市
北
区
の
豊
崎
長
屋
。

住
ま
い
に
心
を
か
け
る

ま
ち
の
中
に
も
憩
え
る
場
を
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木
全

　本
日
お
邪
魔
し
て
い
る
、「
大
阪
市

立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

大
阪
く
ら
し

の
今
昔
館
」
は
、「
ま
ち
に
住
ま
う
知
恵
を

つ
な
ぐ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
つ
く
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
近
世
大
坂
の
ま
ち
並

み
が
細
部
に
わ
た
っ
て
再
現
さ
れ
て
い
る
の

に
驚
き
ま
す
。
特
に
一
日
や
四
季
の
変
化
が

体
験
で
き
、
時
間
と
の
関
わ
り
が
重
視
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
設
立
の
背
景

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

谷

　館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
２
０
０
１
年

で
す
が
、
博
物
館
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
企
画

を
始
め
た
の
は
そ
の
10
年
前
で
す
。
そ
の
さ

ら
に
２
年
前
に
『
ま
ち
に
住
ま
う
│
│
大
阪

都
市
住
宅
史
』（
平
凡
社
）
と
い
う
本
を
大

阪
市
の
住
宅
政
策
課
と
一
緒
に
編
集
・
刊
行

し
た
の
で
す
が
、
そ
の
こ
ろ
は
、
都
市
居
住

と
い
う
の
は
あ
ま
り
メ
ジ
ャ
ー
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
９
７
３
年
の
お
正

月
に
「
住
宅
す
ご
ろ
く
」
と
い
う
の
が
朝
日

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
す
ご

ろ
く
の
上
が
り
は
「
庭
付
き
郊
外
一
戸
建
て

住
宅
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
太
陽
と
自
然
の

恵
み
の
な
か
で
住
む
と
い
う
の
が
理
想
で
し

た
。
１
９
８
０
年
代
あ
た
り
の
大
阪
市
内
も
、

住
む
場
所
と
い
う
よ
り
は
通
っ
て
く
る
場
所

と
い
う
感
覚
で
し
た
。
し
か
し
、
歴
史
を
掘

り
起
こ
し
て
い
く
と
、
ま
ち
に
と
っ
て
「
住

む
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
い
か
に
大
き
い

か
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ひ
と
が
住
ん
で

こ
そ
、
ま
ち
の
魅
力
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と

が
見
え
て
き
た
。そ
れ
で
、『
ま
ち
に
住
ま
う
』

を
企
画
し
た
頃
か
ら
、
ま
ち
の
再
生
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
住
む
」
な
の
で
は
な
い
か
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昔
は
ま
ち
が
汚
い

っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
、
あ
れ
は
、
住

ん
で
い
な
い
か
ら
な
ん
で
す
。
ま
ち
を
「
使

う
場
所
」
と
し
て
し
か
見
て
い
な
い
か
ら
。

木
全

　「住
む
」
と
い
う
要
素
が
な
く
な
っ

て
い
く
こ
と
で
、
ま
ち
が
す
さ
ん
で
い
く
わ

け
で
す
ね
。

谷

　そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
本
を
出
し
た
次

の
段
階
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
も
ま
ち
に
「
住

む
」
こ
と
の
重
要
性
を
体
感
し
て
い
た
だ
こ

う
と
思
っ
て
、
博
物
館
を
つ
く
っ
た
ん
で
す
。

頭
で
理
解
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
体
で
感

じ
る
と
こ
ろ
が
欲
し
い
な
と
。
大
阪
は
、
戦

災
や
戦
後
の
再
開
発
で
、
昔
な
が
ら
の
建
物

が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
博
物
館
を
つ
く
っ
て
、
大
阪
の
ま
ち

の
原
点
を
子
ど
も
の
頃
か
ら
体
験
し
、
ま
ち

へ
の
愛
着
や
、
ど
う
い
う
も
の
を
引
き
継
い

で
い
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
し
た
。

木
全

　体
で
感
じ
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

が
、
こ
の
博
物
館
の
特
徴
と
し
て
、
説
明
書

き
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
で
考
え
な
が
ら
回
っ
て
、
発
見
が

あ
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

谷

　お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

孫
と
来
る
と
、
昔
の
自
分
の
体
験
や
知
識
を

し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
い
い
格
好

も
で
き
る
ん
で
す
よ
（
笑
）。
こ
こ
は
年
配

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
多
い
で
す
し
。
歴

史
や
伝
統
を
背
負
い
な
が
ら
、
新
し
い
都
市

を
つ
く
っ
て
い
く
の
が
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
づ

く
り
」
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
博
物
館
は
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
の
原
点
と
し
て
の
雰
囲
気
を
か
も醸
し

出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
自
負
し
て

い
ま
す
。

木
全

　麻
生
さ
ん
は
、
歴
史
を
つ
な
い
で
い

く
と
い
う
こ
と
を
、
実
際
に
京
町
家
に
住
み

な
が
ら
実
践
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
ご
自
身
と
建
物
や
ま
ち
と
の
関
わ
り
の

な
か
に
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ス
ロ
ー
の

核
心
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
か
？

麻
生

　ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
実
践
し
て
い
る
と

い
う
と
、
な
ん
だ
か
と
て
も
ゆ
っ
く
り
暮
ら

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、「
て

い
ね
い
に
暮
ら
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
時
間

を
か
け
て
、
ひ
と
つ
の
こ
と
を
す
る
わ
け
で

す
か
ら
、
お
の
ず
と
忙
し
く
な
る
ん
で
す
ね
。

そ
れ
を
や
っ
て
い
る
人
間
の
動
作
は
早
く
な

い
と
、
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
自
慢
し
て
し
ま

い
ま
す
が
（
笑
）、
私
、
手
先
が
器
用
と
い

う
の
も
あ
っ
て
、
な
ん
で
も
手
早
い
ん
で
す

よ
。
う
ち
は
エ
ア
コ
ン
も
な
い
ん
で
す
ね
。

だ
か
ら
暖
房
は
ス
ト
ー
ブ
と
火
鉢
。
冬
の
朝

は
、
炭
を
お
こ熾
す
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

で
も
ね
、
自
分
で
作
っ
た
暖
房
で
す
か
ら
、

あ
っ
た
か
さ
も
ひ
と一

　
し
お入
。
心
が
ほ
っ
こ
り
す
る
。

夏
、
打
ち
水
を
し
て
、
起
き
る
風
の
心
地
よ

さ
は
、
扇
風
機
と
は
全
然
、
違
い
ま
す
。
バ

タ
バ
タ
と
忙
し
く
し
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ

を
味
わ
う
と
き
の
時
間
は
、
誰
よ
り
ゆ
っ
く

り
流
れ
て
い
る
。
季
節
も
同
じ
で
す
ね
。
京

都
は
夏
暑
く
て
、
冬
寒
い
。
で
も
冬
、
た堪
え

た
あ
と
だ
か
ら
、
春
の
訪
れ
の
喜
び
が
あ
る
。

秋
も
そ
う
で
す
。
そ
の
メ
リ
ハ
リ
が
暮
ら
し

を
美
し
い
も
の
に
し
て
く
れ
る
、
本
当
に
贅

沢
と
は
な
に
か
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

木
全

　便
利
な
暮
ら
し
と
い
う
の
は
よ
く
言

い
ま
す
け
れ
ど
も
、「
て
い
ね
い
に
暮
ら
す
」

と
い
う
言
葉
は
い
い
で
す
ね
。
そ
れ
は
手
間

を
か
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で

す
が
、
そ
の
あ
と
に
幸
せ
が
あ
る
か
ら
楽
し

い
の
で
し
ょ
う
か
。

麻
生

　そ
の
過
程
そ
の
も
の
も
、
私
は
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
暮
ら
す
と

い
う
こ
と
が
趣
味
な
ん
で
す
ね
。
私
、
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
で
体
を
鍛
え
て
い
る
人
た
ち
が
、

不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
ど
こ
が

楽
し
い
ん
だ
ろ
う
と
。
そ
の
あ
と
の
結
果
が

出
る
か
ら
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど
。
だ
っ
た
ら

私
は
家
の
中
で
雑
巾
が
け
し
て
、
体
を
動
か

し
て
い
る
ほ
う
が
い
い
。
庭
掃
除
を
し
て
い

る
ほ
う
が
い
い
。
季
節
の
う
つ
ろ
い
や
、
陽

射
し
の
う
つ
ろ
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
。
で
も
こ
こ
だ
け
の
話
、
最
近
は

少
し
慣
れ
て
き
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
前
は
、
な

ん
で
こ
う
な
る
の
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
、

大
変
な
こ
と
も
う
れ
し
い
こ
と
も
、
な
に
も

か
も
が
新
鮮
だ
っ
た
ん
で
す
。

木
全

　学
び
の
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
、
最

初
は
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
や
っ
て
み
て
、

で
き
た
、
あ
あ
う
れ
し
い
、
次
は
こ
れ
も
や

っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
具
合
に
進
ん
で
い
き

ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
だ
い
た
い
わ
か
っ
て
く

る
と
、
も
う
そ
れ
以
上
新
し
い
も
の
が
入
っ

て
こ
な
く
な
っ
て
、
お
も
し
ろ
く
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
現
象
が
生
ま
れ
る
。
人
間

っ
て
常
に
刺
激
が
な
い
と
な
か
な
か
継
続
す

る
こ
と
が
難
し
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
っ
て
刺
激
の
少
な
い
暮
ら
し
方
な

の
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
う
ん
で
す
。

麻
生

　た
だ
、
あ
る
程
度
わ
か
る
と
、
今
度

は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
自
分
流
に
ア
レ
ン
ジ

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
、
楽
し
み
が
移

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
初
は
全
部

京
都
流
に
や
っ
て
み
た
い
。
で
も
、
便
利
な

も
の
も
使
い
た
い
。
じ
ゃ
あ
、
こ
こ
で
は
機

械
を
取
り
入
れ
よ
う
、
こ
こ
は
自
分
で
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
ふ
う
に
、
自
分
の
な
か
で

自
分
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
る
わ

け
で
す
。

木
全

　茶
道
や
武
道
な
ど
に
お
け
る
「
し
ゆ守

　
は破

　
り離
」
の
世
界
で
す
ね
。

麻
生

　住
ま
い
に
対
し
て
も
、
も
う
少
し
心

を
か
け
る
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
た
方
が
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
一
番
大

切
な
家
族
と
暮
ら
す
「
家
」
と
い
う
も
の
を

い
つ
く
し
む
、
い
と
お
し
む
と
い
う
気
持
ち

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
日
本
人
は
、

畳
だ
っ
た
り
柱
だ
っ
た
り
に
目
を
か
け
る
こ

と
が
す
ご
く
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

木
全

　谷
先
生
は
、
こ
の
近
く
に
あ
る
、
現

存
す
る
本
物
の
長
屋
（
豊
崎
長
屋
）
を
、
大

学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
保
存
・
再
生
な

さ
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
若
い
方
々
が
住
ん

で
い
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
若
い
方
の

様
子
と
い
う
の
は
、
ご
覧
に
な
っ
て
い
て
い

か
が
で
す
か
。

谷

　彼
ら
も
、
今
ま
で
便
利
な
暮
ら
し
を
し

て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
も
、
そ
れ
に
な

ん
と
な
く
疑
問
を
も
っ
て
い
ま
す
。
学
生
は

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
ま
す

が
、
夜
の
６
時
、
７
時
に
は
帰
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
帰
っ
て
も
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
な

い
か
ら
で
す
。
家
に
帰
っ
た
ら
寝
る
だ
け
で

す
。
文
化
的
な
こ
と
は
、
家
の
中
で
な
に
も

し
な
い
。
そ
う
い
う
学
生
が
、
築
90
年
の
長

屋
を
再
生
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
普
通
だ
っ
た
ら

そ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
専
門
家
が
や
る

わ
け
で
す
ね
。
で
も
わ
れ
わ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
学
生
が
自
分
で
設
計
し
て
改
修

し
て
み
る
と
い
う
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。

木
全

　梅
田
か
ら
10
分
ほ
ど
、
都
心
の
ど
真

ん
中
に
、
見
事
に
長
屋
が
再
生
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。

谷

　家
っ
て
こ
ん
な
に
大
事
に
住
む
も
の
な

ん
だ
と
い
う
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
、
彼

ら
に
は
も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
。
居
住
環

境
学
科
（
大
阪
市
立
大
学
生
活
科
学
部
）
の

学
生
だ
か
ら
、
本
来
知
っ
て
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
な
ん
だ
け
れ
ど
も…

…

。
こ
れ
か

ら
は
、
新
築
で
は
な
く
、
既
存
の
も
の
を
住

み
こ
な
し
て
い
く
仕
組
み
が
、
さ
ら
に
大
事

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
伝
え
ら
れ
て

き
た
も
の
に
は
、
歴
史
の
知
恵
が
詰
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
今
の
感
覚
で
少
し

新
し
く
す
る
こ
と
が
大
切
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
ね
。
伝
統
的
な
家
と
い
う
の
は
、
き

っ
と
「
住
み
ご
た
え
」
が
あ
る
ん
だ
と
思
う

ん
で
す
。

麻
生

　そ
う
そ
う
、
暮
ら
す
手
ご
た
え
が
あ

る
ん
で
す
よ
ね
。

谷

　え
え
。
そ
う
い
う
も
の
を
醸
し
出
し
て

い
る
家
が
、
値
打
ち
の
あ
る
家
だ
と
思
い
ま

す
。
特
に
豊
崎
長
屋
は
、
学
生
た
ち
が
自
分

で
住
め
る
よ
う
に
再
生
し
た
と
い
う
思
い
が
、

も
の
す
ご
く
詰
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

社
会
で
は
、
き
ち
ん
と
家
の
面
倒
を
見
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
、
ど
こ
か
で
保
証
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
も

っ
と
教
育
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ

う
す
る
と
、
家
に
愛
着
が
わ
き
ま
す
。
そ
う

な
れ
ば
、
家
に
定
着
す
る
。
そ
し
て
、
近
所

に
目
が
だ
ん
だ
ん
広
が
っ
て
い
く
。
そ
う
す

る
と
、
ま
ち
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
て
い

く
ん
で
す
よ
。

麻
生

　そ
れ
は
女
の
ひ
と
だ
け
で
は
な
く
て

男
も
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
う
す
る
と
家

に
愛
着
が
わ
く
。
そ
う
す
る
と…

…

浮
気
を

し
な
く
な
る
（
笑
）。

谷

　マ
ン
シ
ョ
ン
だ
と
隣
近
所
と
の
付
き
合

い
は
ほ
と
ん
ど
な
く
て
、
お
金
だ
け
出
し
て

管
理
し
て
も
ら
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
け

れ
ど
も
、
自
分
の
目
を
使
い
な
が
ら
管
理
す

る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
な
と
思
い

ま
す
ね
。

麻
生

　そ
の
長
屋
っ
て
お
祭
り
み
た
い
な
も

の
は
あ
る
ん
で
す
か
？

谷

　か
つ
て
は
地
蔵
盆
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

子
ど
も
が
い
な
く
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ

で
、
数
年
前
か
ら
「
長
屋
路
地
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
い
う
の
を
始
め
た
ら
、
近

所
の
子
ど
も
が
来
て
く
れ
た
。
そ
う
い
う
と

き
に
、
学
生
の
役
割
っ
て
も
の
す
ご
く
大
き

い
ん
で
す
よ
。
年
寄
り
が
や
っ
て
も
子
ど
も

は
来
な
い
。
で
も
学
生
が
浴
衣
を
着
て
や
っ

て
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
寄
っ
て
く
る
。
そ

う
い
う
仕
掛
け
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

麻
生

　隣
近
所
と
の
付
き
合
い
を
あ
る
程
度

し
て
お
か
な
い
と
困
る
町
家
の
場
合
に
は
、

お
祭
り
っ
て
大
事
で
、
新
旧
の
住
人
が
一
堂

に
会
す
機
会
な
ん
で
す
。
新
し
く
こ
ん
な
ひ

と
が
来
た
ん
だ
な
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が

わ
か
る
。
町
家
の
場
合
、
壁
が
く
っ
つ
い
て

ま
す
か
ら
、
お
隣
と
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
で
は
暮

ら
し
て
い
け
な
い
ん
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ

ろ
で
自
分
か
ら
ひ
と
と
の
関
わ
り
を
拒
絶
し

て
い
る
と
、
暮
ら
し
に
風
が
入
っ
て
こ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
町
家
の
場
合
、
物
理
的
に

も
窓
を
開
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

し
（
笑
）。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
自

分
が
変
わ
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
家

に
よ
っ
て
ひ
と
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
う
ん

で
す
。
住
み
や
す
く
す
る
た
め
に
は
、
家
を

変
え
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
暮
ら
し
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

谷

　京
都
の
町
衆
は
、
そ
う
い
っ
た
ひ
と
と

の
関
わ
り
の
機
微
が
、
す
ご
く
上
手
で
す
よ

ね
。
そ
れ
に
京
都
は
火
事
が
少
な
い
っ
て
言

い
ま
す
け
れ
ど
、
あ
れ
は
や
は
り
ひ
と
の
目

が
あ
る
か
ら
で
す
よ
。

麻
生

　ひ
と
の
目
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
と
の

手
だ
っ
た
り
、
ひ
と
の
足
だ
っ
た
り
、
そ
う

い
う
昔
な
が
ら
の
営
み
と
い
う
の
は
、
な
か

な
か
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

木
全

　こ
れ
ま
で
家
の
中
の
お
話
と
、
隣
近

所
と
の
関
係
を
う
か
が
い
ま
し
た
が
、「
ま

ち
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で
も
、
同
じ
こ
と
が
言

え
る
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
住
民
が
心
を

か
け
た
り
手
間
を
か
け
た
り
し
た
方
が
、
み

ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
、
住
み
ご
た
え
の
あ

る
ま
ち
に
な
る
と
い
う
感
覚
は
お
あ
り
で
す

か
？

麻
生

　古
い
も
の
を
ど
う
や
っ
て
守
っ
て
い

け
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
、
大
都
市

は
ど
こ
で
も
抱
え
て
い
る
問
題
で
す
よ
ね
。

町
家
を
店
舗
に
す
る
の
は
、
本
来
か
ら
す
れ

ば
違
う
ん
だ
け
れ
ど
、
京
都
の
場
合
に
は
、

そ
れ
も
よ
し
と
し
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
ビ
ル

な
り
駐
車
場
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ

も
し
か
た
な
い
気
が
し
て
い
ま
す
。

木
全

　局
所
的
な
対
応
だ
け
で
は
、
ま
ち
全

体
を
豊
か
に
は
で
き
な
い
で
す
ね
。
ひ
と
と

ま
ち
と
の
交
わ
り
が
も
う
少
し
豊
か
に
な
る

と
、
ま
ち
へ
の
愛
着
も
生
ま
れ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
家
の
中
と
い
う
の

は
も
ち
ろ
ん
憩
え
る
場
所
な
ん
で
す
が
、
ま

ち
と
い
う
サ
イ
ズ
で
捉
え
た
と
き
に
、
わ
が

ま
ち
に
は
こ
ん
な
憩
え
る
場
所
が
あ
っ
て
、

だ
か
ら
好
き
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
き
っ
と

あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
私
が

好
き
な
の
は
、
ま
ち
の
中
心
部
に
広
場
や
公

園
が
あ
る
と
こ
ろ
。
ロ
ン
ド
ン
の
ト
ラ
フ
ァ

ル
ガ
ー
広
場
で
は
、
若
い
男
の
子
２
人
が
本

を
見
な
が
ら
チ
ョ
ー
ク
で
地
面
に
国
旗
を
描

い
て
い
て
、
そ
れ
を
見
た
観
光
客
が
自
分
の

国
の
国
旗
の
と
こ
ろ
に
お
金
を
置
い
て
い
く
。

そ
れ
だ
け
で
も
、
い
い
光
景
で
す
よ
ね
。

麻
生

　歩
道
と
か
公
園
と
か
、
み
ん
な
の
場

所
な
ん
だ
か
ら
、
規
制
す
る
だ
け
で
は
な
く

楽
し
め
る
場
所
に
す
れ
ば
、
も
っ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
場
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

木
全

　歩
道
の
わ
き
に
自
転
車
専
用
レ
ー
ン

が
設
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し
た

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ひ
と
が
歩
く
場
所

と
自
転
車
が
通
る
場
所
が
、
両
方
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
て
羨
ま
し
い
で
す
ね
。
日
本
で

も
最
近
、
自
転
車
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
歩

行
者
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
や
っ
ぱ

り
「
歩
け
る
ま
ち
」
と
い
う
の
は
と
て
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
普
段
か
ら
歩
く
生
活
を

し
て
お
く
と
い
う
の
は
、
健
康
に
も
い
い
で

す
し
、
健
脚
で
さ
え
あ
れ
ば
、
年
を
と
っ
て

も
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

麻
生

　歩
く
速
度
で
見
る
景
色
と
い
う
の
は
、

乗
り
も
の
か
ら
は
な
か
な
か
見
え
な
い
。
昔
、

京
都
を
歩
い
て
い
た
と
き
に
、
市
役
所
近
く

で
し
た
が
、
路
地
の
奥
で
お
じ
い
さ
ん
が
小

さ
な
女
の
子
を
行
水
さ
せ
て
い
る
の
を
目
に

し
ま
し
た
。京
都
っ
て
、こ
ん
な
に
都
心
部
で
、

子
ど
も
が
行
水
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
ん
だ
と
感
心
し
た
ん
で
す
。
公
道
で
は

な
い
、で
も
家
の
中
で
も
な
い
、あ
い
ま
い
な
、

内
で
も
な
く
外
で
も
な
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

ん
だ
と
思
っ
て
、
う
ら
や
ま
し
い
な
と
。
そ

う
い
う
場
所
が
あ
る
と
ま
ち
が
豊
か
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
ふ
と
思
い
ま
し
た
。

木
全

　パ
ブ
リ
ッ
ク
な
も
の
が
少
な
く
な
り

す
ぎ
る
と
、
ま
ち
の
住
み
よ
さ
が
な
か
な
か

上
が
っ
て
い
か
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
公
共
工
事
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
し
、

そ
の
あ
と
維
持
す
る
の
も
大
変
で
す
。
そ
こ

で
、「
ス
ロ
ー
な
暮
ら
し
」
を
家
の
中
か
ら

も
う
ち
ょ
っ
と
外
へ
広
げ
て
、
ま
ち
の
中
に

あ
る
も
の
も
み
ん
な
で
維
持
し
よ
う
と
い
う

動
き
に
な
れ
ば
、
維
持
費
も
安
く
な
っ
て
、

う
ま
く
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
道

路
や
公
園
の
清
掃
も
、
業
者
に
頼
む
ん
じ
ゃ

な
く
て
、
地
域
の
ひ
と
が
少
し
ず
つ
力
を
出

し
あ
っ
て
自
分
た
ち
で
す
れ
ば
、
コ
ス
ト
は

か
か
ら
な
い
で
す
し
。

麻
生

　清
里
な
ん
か
で
は
、
や
っ
て
る
よ
う

で
す
よ
。

木
全

　「や
ら
さ
れ
て
る
」
と
思
う
よ
う
な

状
態
で
は
だ
め
で
、
そ
れ
を
す
る
こ
と
が
楽

し
い
と
い
う
ふ
う
に
、
だ
れ
か
が
オ
ー
ガ
ナ

イ
ズ
で
き
れ
ば
い
い
の
に
と
思
う
の
で
す
が
。

谷

　今
、
団
塊
の
世
代
が
ち
ょ
う
ど
定
年
後

の
時
期
な
ん
で
す
。
今
昔
館
で
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
す
る
と
、
団
塊
の
世
代
が
た
く

さ
ん
応
募
し
て
き
ま
す
。
た
だ
、
団
塊
の
世

代
っ
て
理
屈
っ
ぽ
い
で
す
か
ら
（
笑
）、
個

別
活
動
は
強
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
で
な
に
か

を
や
ろ
う
と
す
る
と
き
に
、
議
論
が
ひ
や
く百

　
し
ゆ
つ出

し
て
空
中
分
解
す
る
と
い
う
こ
と
が
多
い
ん

で
す
。
な
に
か
を
や
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
気

持
ち
は
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
な
ん
の
た
め

に
す
る
ん
だ
と
い
う
の
を
、
け
っ
こ
う
議
論

す
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
グ
ル
ー
プ
を
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
目
的
的
に
育
て
上
げ
る
か
。

そ
れ
に
応
答
す
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
大
事
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
お
仕

着
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
じ
ゃ
な
く
て
、
し
か

も
評
価
も
ち
ゃ
ん
と
さ
れ
る
と
か
。
今
昔
館

で
言
え
ば
、
こ
こ
に
来
て
着
物
の
着
付
け
体

験
を
し
て
く
れ
る
の
は
韓
国
や
台
湾
の
ひ
と

が
多
い
。
こ
の
着
付
け
に
は
、
た
く
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
裏
方
で
は
浴
衣
の
洗

濯
や
ア
イ
ロ
ン
か
け
も
担
当
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
地
味
な
活
動
も
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
国
際
貢
献
な
ん
だ
と
意
義
づ
け
を
す

れ
ば
、
や
る
気
も
出
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

麻
生

　裏
方
の
仕
事
も
、
き
ち
ん
と
社
会
に

知
ら
せ
て
発
信
し
て
い
く
と
い
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

木
全

　一
種
の
「
見
え
る
化
」
で
す
ね
。

谷

　ま
ち
づ
く
り
も
ま
さ
に
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
よ
。
そ
う
い
う
心
の
交
流
が
上
手
に
生

ま
れ
る
状
態
が
つ
く
れ
る
と
、
活
性
化
し
て

い
く
。
リ
ー
ダ
ー
だ
け
が
目
立
っ
て
い
る
よ

う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
今
は
ま
だ
多
い
気

が
し
ま
す
。

木
全

　企
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
同
じ
よ
う

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
あ

る
い
は
や
る
気
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
み
た
い
な
も

の
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

谷

　例
え
ば
、
昔
の
京
都
で
は
、
そ
う
い
う

仕
組
み
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と

に
訊
い
た
ら
な
ん
で
も
知
っ
て
る
け
れ
ど
、

自
分
の
手
は
下
さ
な
い
と
い
う
長
老
が
い
る
。

そ
の
下
の
世
代
が
実
務
を
一
所
懸
命
や
っ
て

い
る
。
そ
の
さ
ら
に
下
の
世
代
が
の
ち
の
た

め
に
い
ろ
い
ろ
見
て
学
ん
で
い
る
。
そ
う
い

う
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
は
、
長
老
は
、
と
て

も
尊
敬
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う

も
の
を
、
現
代
風
に
も
う
一
度
見
な
お
し
て
、

風
通
し
よ
く
や
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
か
な

と
。
地
蔵
盆
な
ん
か
も
ま
さ
に
そ
う
な
ん
で

す
よ
。
で
も
、
１
回
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
と
、

復
活
さ
せ
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

麻
生

　や
り
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
ん
で
す
よ
ね
。
伝
達
し
て
い
く
、
受
け
継

い
で
い
く
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
大
変
な
ん

だ
な
と
思
い
ま
す
。

谷

　そ
う
い
う
こ
と
が
社
会
的
に
成
熟
し
て

い
く
と
、
隣
を
見
な
が
ら
歩
調
を
合
わ
せ
る
、

と
い
っ
た
こ
と
が
出
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。

家
を
建
て
替
え
る
に
し
て
も
、
今
は
、
自
分

の
と
こ
ろ
が
き
ち
ん
と
主
張
で
き
れ
ば
、
隣

の
家
の
こ
と
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
、
と
い

っ
た
こ
と
が
強
い
で
す
よ
ね
。
だ
け
ど
、
京

都
の
ま
ち
並
み
が
き
れ
い
な
の
は
、
隣
の
家

を
見
な
が
ら
、
あ
ま
り
突
出
し
な
い
よ
う
に
、

と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
、
各
人
が
家
を
建

て
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

あ
る
意
味
一
か
ら
つ
く
り
直
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
こ
ろ
に
ま
で
来
て
し
ま
っ
て
い
る

わ
け
で
す
が
。

木
全

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
ま
ち
の
文
化
と
い

う
の
は
、
日
本
で
は
育
た
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
城
塞
都
市

の
場
合
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ま
ち
が
小
さ
な

国
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
市
の
壁
の
中
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、
成
熟
し
て
い

っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
日
本

で
は
、
時
代
と
と
も
に
外
か
ら
人
が
流
入
し

て
霜
降
り
状
に
な
っ
て
ま
ち
が
ど
ん
ど
ん
ふ

く
ら
ん
で
い
く
。
だ
か
ら
、
日
本
の
場
合
は

ゾ
ー
ン
と
し
て
の
旧
市
街
と
い
う
の
が
な
い
。

谷

　ひ
と
つ
は
、
日
本
の
家
が
木
造
だ
っ
た

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は

戦
災
。
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
に
は
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
よ
う
に
戦
争
で
消
滅
し
て
も

同
じ
よ
う
に
つ
く
り
直
し
て
い
る
ま
ち
も
あ

り
ま
す
。

麻
生

　日
本
で
は
、
神
社
な
ど
も
、
式
年
遷

宮
で
、
わ
ざ
と
も
う
１
回
新
し
い
も
の
を
白

木
で
つ
く
り
ま
す
。
日
本
人
っ
て
、「
見
え

な
い
」
伝
統
は
受
け
継
い
で
い
く
け
れ
ど
、

「
見
え
る
」
建
物
を
守
ろ
う
と
い
う
意
識
は

そ
ん
な
に
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

谷

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
地
続
き
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
だ
か
ら
、
ま
ち
並
み
が
民
族
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
不
可
分
な
ん
で
す
。
日
本
の

場
合
は
、
そ
こ
に
あ
ま
り
気
づ
か
な
い
。
ワ

ル
シ
ャ
ワ
の
旧
市
街
を
再
現
す
る
こ
と
に
し

て
も
、
民
族
と
し
て
の
誇
り
が
も
の
す
ご
く

あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

木
全

　私
自
身
は
、
年
を
と
る
に
従
っ
て
そ

う
い
う
も
の
の
価
値
が
わ
か
っ
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。若
い
と
き
は
、新
し
い
も
の
、

未
来
を
向
い
て
い
る
も
の
に
、
ど
う
し
て
も

関
心
が
向
く
ん
で
す
ね
。

麻
生

　で
も
、
今
の
若
い
子
の
一
部
は
、
わ

れ
わ
れ
が
若
か
っ
た
と
き
よ
り
も
古
い
も
の

を
異
文
化
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
で
、
お

も
し
ろ
い
と
か
、
か
っ
こ
い
い
と
か
思
っ
て

い
る
ひ
と
も
多
い
で
す
。
そ
う
い
う
子
た
ち

に
託
し
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

谷

　グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
と
、
一
方
で
ロ

ー
カ
リ
ズ
ム
も
進
む
ん
で
す
ね
。
今
の
若
者

た
ち
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
見
て
い
る
し
、
も

う
西
洋
に
対
す
る
過
度
の
あ
こ
が
れ
も
な
い
。

彼
ら
に
も
期
待
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

Kimata Yoshihiko

「ひととまちとの交わりが
豊かになると、

まちへの愛着も生まれる」

き
ま
た
・
よ
し
ひ
こ
／
大
阪

ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化

研
究
所
所
長
。
１
９
５
５
年
、

愛
知
県
生
ま
れ
。
大
阪
ガ
ス

入
社
後
、
営
業
部
門
で
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
、

企
画
部
門
で
組
織
改
革
を
担

当
。
ロ
ン
ド
ン
事
務
所
長
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
技
術
研
究
所

副
所
長
、
東
京
支
社
長
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
長
な
ど

を
経
て
、
２
０
１
１
年
よ
り

現
職
。

ス
ロ
ー
な
暮
ら
し
を

ま
ち
へ
と

広
げ
る

ま
ち
並
み
の

伝
統
を

受
け
継
ぐ
こ
と
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木
全

　本
日
お
邪
魔
し
て
い
る
、「
大
阪
市

立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

大
阪
く
ら
し

の
今
昔
館
」
は
、「
ま
ち
に
住
ま
う
知
恵
を

つ
な
ぐ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
つ
く
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
近
世
大
坂
の
ま
ち
並

み
が
細
部
に
わ
た
っ
て
再
現
さ
れ
て
い
る
の

に
驚
き
ま
す
。
特
に
一
日
や
四
季
の
変
化
が

体
験
で
き
、
時
間
と
の
関
わ
り
が
重
視
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
設
立
の
背
景

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

谷

　館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
２
０
０
１
年

で
す
が
、
博
物
館
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
企
画

を
始
め
た
の
は
そ
の
10
年
前
で
す
。
そ
の
さ

ら
に
２
年
前
に
『
ま
ち
に
住
ま
う
│
│
大
阪

都
市
住
宅
史
』（
平
凡
社
）
と
い
う
本
を
大

阪
市
の
住
宅
政
策
課
と
一
緒
に
編
集
・
刊
行

し
た
の
で
す
が
、
そ
の
こ
ろ
は
、
都
市
居
住

と
い
う
の
は
あ
ま
り
メ
ジ
ャ
ー
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
９
７
３
年
の
お
正

月
に
「
住
宅
す
ご
ろ
く
」
と
い
う
の
が
朝
日

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
す
ご

ろ
く
の
上
が
り
は
「
庭
付
き
郊
外
一
戸
建
て

住
宅
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
太
陽
と
自
然
の

恵
み
の
な
か
で
住
む
と
い
う
の
が
理
想
で
し

た
。
１
９
８
０
年
代
あ
た
り
の
大
阪
市
内
も
、

住
む
場
所
と
い
う
よ
り
は
通
っ
て
く
る
場
所

と
い
う
感
覚
で
し
た
。
し
か
し
、
歴
史
を
掘

り
起
こ
し
て
い
く
と
、
ま
ち
に
と
っ
て
「
住

む
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
い
か
に
大
き
い

か
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ひ
と
が
住
ん
で

こ
そ
、
ま
ち
の
魅
力
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と

が
見
え
て
き
た
。そ
れ
で
、『
ま
ち
に
住
ま
う
』

を
企
画
し
た
頃
か
ら
、
ま
ち
の
再
生
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
住
む
」
な
の
で
は
な
い
か
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昔
は
ま
ち
が
汚
い

っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
、
あ
れ
は
、
住

ん
で
い
な
い
か
ら
な
ん
で
す
。
ま
ち
を
「
使

う
場
所
」
と
し
て
し
か
見
て
い
な
い
か
ら
。

木
全

　「住
む
」
と
い
う
要
素
が
な
く
な
っ

て
い
く
こ
と
で
、
ま
ち
が
す
さ
ん
で
い
く
わ

け
で
す
ね
。

谷

　そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
本
を
出
し
た
次

の
段
階
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
も
ま
ち
に
「
住

む
」
こ
と
の
重
要
性
を
体
感
し
て
い
た
だ
こ

う
と
思
っ
て
、
博
物
館
を
つ
く
っ
た
ん
で
す
。

頭
で
理
解
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
体
で
感

じ
る
と
こ
ろ
が
欲
し
い
な
と
。
大
阪
は
、
戦

災
や
戦
後
の
再
開
発
で
、
昔
な
が
ら
の
建
物

が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
博
物
館
を
つ
く
っ
て
、
大
阪
の
ま
ち

の
原
点
を
子
ど
も
の
頃
か
ら
体
験
し
、
ま
ち

へ
の
愛
着
や
、
ど
う
い
う
も
の
を
引
き
継
い

で
い
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
し
た
。

木
全

　体
で
感
じ
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

が
、
こ
の
博
物
館
の
特
徴
と
し
て
、
説
明
書

き
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
で
考
え
な
が
ら
回
っ
て
、
発
見
が

あ
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

谷

　お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

孫
と
来
る
と
、
昔
の
自
分
の
体
験
や
知
識
を

し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
い
い
格
好

も
で
き
る
ん
で
す
よ
（
笑
）。
こ
こ
は
年
配

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
多
い
で
す
し
。
歴

史
や
伝
統
を
背
負
い
な
が
ら
、
新
し
い
都
市

を
つ
く
っ
て
い
く
の
が
「
ス
ロ
ー
な
ま
ち
づ

く
り
」
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
博
物
館
は
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
の
原
点
と
し
て
の
雰
囲
気
を
か
も醸
し

出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
自
負
し
て

い
ま
す
。

木
全

　麻
生
さ
ん
は
、
歴
史
を
つ
な
い
で
い

く
と
い
う
こ
と
を
、
実
際
に
京
町
家
に
住
み

な
が
ら
実
践
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
ご
自
身
と
建
物
や
ま
ち
と
の
関
わ
り
の

な
か
に
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ス
ロ
ー
の

核
心
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
か
？

麻
生

　ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
実
践
し
て
い
る
と

い
う
と
、
な
ん
だ
か
と
て
も
ゆ
っ
く
り
暮
ら

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、「
て

い
ね
い
に
暮
ら
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
時
間

を
か
け
て
、
ひ
と
つ
の
こ
と
を
す
る
わ
け
で

す
か
ら
、
お
の
ず
と
忙
し
く
な
る
ん
で
す
ね
。

そ
れ
を
や
っ
て
い
る
人
間
の
動
作
は
早
く
な

い
と
、
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
自
慢
し
て
し
ま

い
ま
す
が
（
笑
）、
私
、
手
先
が
器
用
と
い

う
の
も
あ
っ
て
、
な
ん
で
も
手
早
い
ん
で
す

よ
。
う
ち
は
エ
ア
コ
ン
も
な
い
ん
で
す
ね
。

だ
か
ら
暖
房
は
ス
ト
ー
ブ
と
火
鉢
。
冬
の
朝

は
、
炭
を
お
こ熾
す
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

で
も
ね
、
自
分
で
作
っ
た
暖
房
で
す
か
ら
、

あ
っ
た
か
さ
も
ひ
と一

　
し
お入
。
心
が
ほ
っ
こ
り
す
る
。

夏
、
打
ち
水
を
し
て
、
起
き
る
風
の
心
地
よ

さ
は
、
扇
風
機
と
は
全
然
、
違
い
ま
す
。
バ

タ
バ
タ
と
忙
し
く
し
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ

を
味
わ
う
と
き
の
時
間
は
、
誰
よ
り
ゆ
っ
く

り
流
れ
て
い
る
。
季
節
も
同
じ
で
す
ね
。
京

都
は
夏
暑
く
て
、
冬
寒
い
。
で
も
冬
、
た堪
え

た
あ
と
だ
か
ら
、
春
の
訪
れ
の
喜
び
が
あ
る
。

秋
も
そ
う
で
す
。
そ
の
メ
リ
ハ
リ
が
暮
ら
し

を
美
し
い
も
の
に
し
て
く
れ
る
、
本
当
に
贅

沢
と
は
な
に
か
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

木
全

　便
利
な
暮
ら
し
と
い
う
の
は
よ
く
言

い
ま
す
け
れ
ど
も
、「
て
い
ね
い
に
暮
ら
す
」

と
い
う
言
葉
は
い
い
で
す
ね
。
そ
れ
は
手
間

を
か
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で

す
が
、
そ
の
あ
と
に
幸
せ
が
あ
る
か
ら
楽
し

い
の
で
し
ょ
う
か
。

麻
生

　そ
の
過
程
そ
の
も
の
も
、
私
は
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
暮
ら
す
と

い
う
こ
と
が
趣
味
な
ん
で
す
ね
。
私
、
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
で
体
を
鍛
え
て
い
る
人
た
ち
が
、

不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
ど
こ
が

楽
し
い
ん
だ
ろ
う
と
。
そ
の
あ
と
の
結
果
が

出
る
か
ら
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど
。
だ
っ
た
ら

私
は
家
の
中
で
雑
巾
が
け
し
て
、
体
を
動
か

し
て
い
る
ほ
う
が
い
い
。
庭
掃
除
を
し
て
い

る
ほ
う
が
い
い
。
季
節
の
う
つ
ろ
い
や
、
陽

射
し
の
う
つ
ろ
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
。
で
も
こ
こ
だ
け
の
話
、
最
近
は

少
し
慣
れ
て
き
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
前
は
、
な

ん
で
こ
う
な
る
の
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
、

大
変
な
こ
と
も
う
れ
し
い
こ
と
も
、
な
に
も

か
も
が
新
鮮
だ
っ
た
ん
で
す
。

木
全

　学
び
の
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
、
最

初
は
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
や
っ
て
み
て
、

で
き
た
、
あ
あ
う
れ
し
い
、
次
は
こ
れ
も
や

っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
具
合
に
進
ん
で
い
き

ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
だ
い
た
い
わ
か
っ
て
く

る
と
、
も
う
そ
れ
以
上
新
し
い
も
の
が
入
っ

て
こ
な
く
な
っ
て
、
お
も
し
ろ
く
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
現
象
が
生
ま
れ
る
。
人
間

っ
て
常
に
刺
激
が
な
い
と
な
か
な
か
継
続
す

る
こ
と
が
難
し
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
っ
て
刺
激
の
少
な
い
暮
ら
し
方
な

の
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
う
ん
で
す
。

麻
生

　た
だ
、
あ
る
程
度
わ
か
る
と
、
今
度

は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
自
分
流
に
ア
レ
ン
ジ

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
、
楽
し
み
が
移

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
初
は
全
部

京
都
流
に
や
っ
て
み
た
い
。
で
も
、
便
利
な

も
の
も
使
い
た
い
。
じ
ゃ
あ
、
こ
こ
で
は
機

械
を
取
り
入
れ
よ
う
、
こ
こ
は
自
分
で
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
ふ
う
に
、
自
分
の
な
か
で

自
分
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
る
わ

け
で
す
。

木
全

　茶
道
や
武
道
な
ど
に
お
け
る
「
し
ゆ守

　
は破

　
り離
」
の
世
界
で
す
ね
。

麻
生

　住
ま
い
に
対
し
て
も
、
も
う
少
し
心

を
か
け
る
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
た
方
が
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
一
番
大

切
な
家
族
と
暮
ら
す
「
家
」
と
い
う
も
の
を

い
つ
く
し
む
、
い
と
お
し
む
と
い
う
気
持
ち

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
日
本
人
は
、

畳
だ
っ
た
り
柱
だ
っ
た
り
に
目
を
か
け
る
こ

と
が
す
ご
く
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

木
全

　谷
先
生
は
、
こ
の
近
く
に
あ
る
、
現

存
す
る
本
物
の
長
屋
（
豊
崎
長
屋
）
を
、
大

学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
保
存
・
再
生
な

さ
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
若
い
方
々
が
住
ん

で
い
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
若
い
方
の

様
子
と
い
う
の
は
、
ご
覧
に
な
っ
て
い
て
い

か
が
で
す
か
。

谷

　彼
ら
も
、
今
ま
で
便
利
な
暮
ら
し
を
し

て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
も
、
そ
れ
に
な

ん
と
な
く
疑
問
を
も
っ
て
い
ま
す
。
学
生
は

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
ま
す

が
、
夜
の
６
時
、
７
時
に
は
帰
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
帰
っ
て
も
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
な

い
か
ら
で
す
。
家
に
帰
っ
た
ら
寝
る
だ
け
で

す
。
文
化
的
な
こ
と
は
、
家
の
中
で
な
に
も

し
な
い
。
そ
う
い
う
学
生
が
、
築
90
年
の
長

屋
を
再
生
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
普
通
だ
っ
た
ら

そ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
専
門
家
が
や
る

わ
け
で
す
ね
。
で
も
わ
れ
わ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
学
生
が
自
分
で
設
計
し
て
改
修

し
て
み
る
と
い
う
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。

木
全

　梅
田
か
ら
10
分
ほ
ど
、
都
心
の
ど
真

ん
中
に
、
見
事
に
長
屋
が
再
生
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。

谷

　家
っ
て
こ
ん
な
に
大
事
に
住
む
も
の
な

ん
だ
と
い
う
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
、
彼

ら
に
は
も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
。
居
住
環

境
学
科
（
大
阪
市
立
大
学
生
活
科
学
部
）
の

学
生
だ
か
ら
、
本
来
知
っ
て
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
な
ん
だ
け
れ
ど
も…

…

。
こ
れ
か

ら
は
、
新
築
で
は
な
く
、
既
存
の
も
の
を
住

み
こ
な
し
て
い
く
仕
組
み
が
、
さ
ら
に
大
事

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
伝
え
ら
れ
て

き
た
も
の
に
は
、
歴
史
の
知
恵
が
詰
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
今
の
感
覚
で
少
し

新
し
く
す
る
こ
と
が
大
切
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
ね
。
伝
統
的
な
家
と
い
う
の
は
、
き

っ
と
「
住
み
ご
た
え
」
が
あ
る
ん
だ
と
思
う

ん
で
す
。

麻
生

　そ
う
そ
う
、
暮
ら
す
手
ご
た
え
が
あ

る
ん
で
す
よ
ね
。

谷

　え
え
。
そ
う
い
う
も
の
を
醸
し
出
し
て

い
る
家
が
、
値
打
ち
の
あ
る
家
だ
と
思
い
ま

す
。
特
に
豊
崎
長
屋
は
、
学
生
た
ち
が
自
分

で
住
め
る
よ
う
に
再
生
し
た
と
い
う
思
い
が
、

も
の
す
ご
く
詰
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

社
会
で
は
、
き
ち
ん
と
家
の
面
倒
を
見
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
、
ど
こ
か
で
保
証
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
も

っ
と
教
育
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ

う
す
る
と
、
家
に
愛
着
が
わ
き
ま
す
。
そ
う

な
れ
ば
、
家
に
定
着
す
る
。
そ
し
て
、
近
所

に
目
が
だ
ん
だ
ん
広
が
っ
て
い
く
。
そ
う
す

る
と
、
ま
ち
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
て
い

く
ん
で
す
よ
。

麻
生

　そ
れ
は
女
の
ひ
と
だ
け
で
は
な
く
て

男
も
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
う
す
る
と
家

に
愛
着
が
わ
く
。
そ
う
す
る
と…

…

浮
気
を

し
な
く
な
る
（
笑
）。

谷

　マ
ン
シ
ョ
ン
だ
と
隣
近
所
と
の
付
き
合

い
は
ほ
と
ん
ど
な
く
て
、
お
金
だ
け
出
し
て

管
理
し
て
も
ら
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
け

れ
ど
も
、
自
分
の
目
を
使
い
な
が
ら
管
理
す

る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
な
と
思
い

ま
す
ね
。

麻
生

　そ
の
長
屋
っ
て
お
祭
り
み
た
い
な
も

の
は
あ
る
ん
で
す
か
？

谷

　か
つ
て
は
地
蔵
盆
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

子
ど
も
が
い
な
く
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ

で
、
数
年
前
か
ら
「
長
屋
路
地
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
い
う
の
を
始
め
た
ら
、
近

所
の
子
ど
も
が
来
て
く
れ
た
。
そ
う
い
う
と

き
に
、
学
生
の
役
割
っ
て
も
の
す
ご
く
大
き

い
ん
で
す
よ
。
年
寄
り
が
や
っ
て
も
子
ど
も

は
来
な
い
。
で
も
学
生
が
浴
衣
を
着
て
や
っ

て
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
寄
っ
て
く
る
。
そ

う
い
う
仕
掛
け
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

麻
生

　隣
近
所
と
の
付
き
合
い
を
あ
る
程
度

し
て
お
か
な
い
と
困
る
町
家
の
場
合
に
は
、

お
祭
り
っ
て
大
事
で
、
新
旧
の
住
人
が
一
堂

に
会
す
機
会
な
ん
で
す
。
新
し
く
こ
ん
な
ひ

と
が
来
た
ん
だ
な
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が

わ
か
る
。
町
家
の
場
合
、
壁
が
く
っ
つ
い
て

ま
す
か
ら
、
お
隣
と
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
で
は
暮

ら
し
て
い
け
な
い
ん
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ

ろ
で
自
分
か
ら
ひ
と
と
の
関
わ
り
を
拒
絶
し

て
い
る
と
、
暮
ら
し
に
風
が
入
っ
て
こ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
町
家
の
場
合
、
物
理
的
に

も
窓
を
開
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

し
（
笑
）。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
自

分
が
変
わ
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
家

に
よ
っ
て
ひ
と
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
う
ん

で
す
。
住
み
や
す
く
す
る
た
め
に
は
、
家
を

変
え
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
暮
ら
し
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

谷

　京
都
の
町
衆
は
、
そ
う
い
っ
た
ひ
と
と

の
関
わ
り
の
機
微
が
、
す
ご
く
上
手
で
す
よ

ね
。
そ
れ
に
京
都
は
火
事
が
少
な
い
っ
て
言

い
ま
す
け
れ
ど
、
あ
れ
は
や
は
り
ひ
と
の
目

が
あ
る
か
ら
で
す
よ
。

麻
生

　ひ
と
の
目
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
と
の

手
だ
っ
た
り
、
ひ
と
の
足
だ
っ
た
り
、
そ
う

い
う
昔
な
が
ら
の
営
み
と
い
う
の
は
、
な
か

な
か
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

木
全

　こ
れ
ま
で
家
の
中
の
お
話
と
、
隣
近

所
と
の
関
係
を
う
か
が
い
ま
し
た
が
、「
ま

ち
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で
も
、
同
じ
こ
と
が
言

え
る
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
住
民
が
心
を

か
け
た
り
手
間
を
か
け
た
り
し
た
方
が
、
み

ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
、
住
み
ご
た
え
の
あ

る
ま
ち
に
な
る
と
い
う
感
覚
は
お
あ
り
で
す

か
？

麻
生

　古
い
も
の
を
ど
う
や
っ
て
守
っ
て
い

け
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
、
大
都
市

は
ど
こ
で
も
抱
え
て
い
る
問
題
で
す
よ
ね
。

町
家
を
店
舗
に
す
る
の
は
、
本
来
か
ら
す
れ

ば
違
う
ん
だ
け
れ
ど
、
京
都
の
場
合
に
は
、

そ
れ
も
よ
し
と
し
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
ビ
ル

な
り
駐
車
場
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ

も
し
か
た
な
い
気
が
し
て
い
ま
す
。

木
全

　局
所
的
な
対
応
だ
け
で
は
、
ま
ち
全

体
を
豊
か
に
は
で
き
な
い
で
す
ね
。
ひ
と
と

ま
ち
と
の
交
わ
り
が
も
う
少
し
豊
か
に
な
る

と
、
ま
ち
へ
の
愛
着
も
生
ま
れ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
家
の
中
と
い
う
の

は
も
ち
ろ
ん
憩
え
る
場
所
な
ん
で
す
が
、
ま

ち
と
い
う
サ
イ
ズ
で
捉
え
た
と
き
に
、
わ
が

ま
ち
に
は
こ
ん
な
憩
え
る
場
所
が
あ
っ
て
、

だ
か
ら
好
き
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
き
っ
と

あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
私
が

好
き
な
の
は
、
ま
ち
の
中
心
部
に
広
場
や
公

園
が
あ
る
と
こ
ろ
。
ロ
ン
ド
ン
の
ト
ラ
フ
ァ

ル
ガ
ー
広
場
で
は
、
若
い
男
の
子
２
人
が
本

を
見
な
が
ら
チ
ョ
ー
ク
で
地
面
に
国
旗
を
描

い
て
い
て
、
そ
れ
を
見
た
観
光
客
が
自
分
の

国
の
国
旗
の
と
こ
ろ
に
お
金
を
置
い
て
い
く
。

そ
れ
だ
け
で
も
、
い
い
光
景
で
す
よ
ね
。

麻
生

　歩
道
と
か
公
園
と
か
、
み
ん
な
の
場

所
な
ん
だ
か
ら
、
規
制
す
る
だ
け
で
は
な
く

楽
し
め
る
場
所
に
す
れ
ば
、
も
っ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
場
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

木
全

　歩
道
の
わ
き
に
自
転
車
専
用
レ
ー
ン

が
設
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し
た

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ひ
と
が
歩
く
場
所

と
自
転
車
が
通
る
場
所
が
、
両
方
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
て
羨
ま
し
い
で
す
ね
。
日
本
で

も
最
近
、
自
転
車
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
歩

行
者
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
や
っ
ぱ

り
「
歩
け
る
ま
ち
」
と
い
う
の
は
と
て
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
普
段
か
ら
歩
く
生
活
を

し
て
お
く
と
い
う
の
は
、
健
康
に
も
い
い
で

す
し
、
健
脚
で
さ
え
あ
れ
ば
、
年
を
と
っ
て

も
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

麻
生

　歩
く
速
度
で
見
る
景
色
と
い
う
の
は
、

乗
り
も
の
か
ら
は
な
か
な
か
見
え
な
い
。
昔
、

京
都
を
歩
い
て
い
た
と
き
に
、
市
役
所
近
く

で
し
た
が
、
路
地
の
奥
で
お
じ
い
さ
ん
が
小

さ
な
女
の
子
を
行
水
さ
せ
て
い
る
の
を
目
に

し
ま
し
た
。京
都
っ
て
、こ
ん
な
に
都
心
部
で
、

子
ど
も
が
行
水
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
ん
だ
と
感
心
し
た
ん
で
す
。
公
道
で
は

な
い
、で
も
家
の
中
で
も
な
い
、あ
い
ま
い
な
、

内
で
も
な
く
外
で
も
な
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

ん
だ
と
思
っ
て
、
う
ら
や
ま
し
い
な
と
。
そ

う
い
う
場
所
が
あ
る
と
ま
ち
が
豊
か
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
ふ
と
思
い
ま
し
た
。

木
全

　パ
ブ
リ
ッ
ク
な
も
の
が
少
な
く
な
り

す
ぎ
る
と
、
ま
ち
の
住
み
よ
さ
が
な
か
な
か

上
が
っ
て
い
か
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
公
共
工
事
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
し
、

そ
の
あ
と
維
持
す
る
の
も
大
変
で
す
。
そ
こ

で
、「
ス
ロ
ー
な
暮
ら
し
」
を
家
の
中
か
ら

も
う
ち
ょ
っ
と
外
へ
広
げ
て
、
ま
ち
の
中
に

あ
る
も
の
も
み
ん
な
で
維
持
し
よ
う
と
い
う

動
き
に
な
れ
ば
、
維
持
費
も
安
く
な
っ
て
、

う
ま
く
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
道

路
や
公
園
の
清
掃
も
、
業
者
に
頼
む
ん
じ
ゃ

な
く
て
、
地
域
の
ひ
と
が
少
し
ず
つ
力
を
出

し
あ
っ
て
自
分
た
ち
で
す
れ
ば
、
コ
ス
ト
は

か
か
ら
な
い
で
す
し
。

麻
生

　清
里
な
ん
か
で
は
、
や
っ
て
る
よ
う

で
す
よ
。

木
全

　「や
ら
さ
れ
て
る
」
と
思
う
よ
う
な

状
態
で
は
だ
め
で
、
そ
れ
を
す
る
こ
と
が
楽

し
い
と
い
う
ふ
う
に
、
だ
れ
か
が
オ
ー
ガ
ナ

イ
ズ
で
き
れ
ば
い
い
の
に
と
思
う
の
で
す
が
。

谷

　今
、
団
塊
の
世
代
が
ち
ょ
う
ど
定
年
後

の
時
期
な
ん
で
す
。
今
昔
館
で
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
す
る
と
、
団
塊
の
世
代
が
た
く

さ
ん
応
募
し
て
き
ま
す
。
た
だ
、
団
塊
の
世

代
っ
て
理
屈
っ
ぽ
い
で
す
か
ら
（
笑
）、
個

別
活
動
は
強
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
で
な
に
か

を
や
ろ
う
と
す
る
と
き
に
、
議
論
が
ひ
や
く百

　
し
ゆ
つ出

し
て
空
中
分
解
す
る
と
い
う
こ
と
が
多
い
ん

で
す
。
な
に
か
を
や
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
気

持
ち
は
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
な
ん
の
た
め

に
す
る
ん
だ
と
い
う
の
を
、
け
っ
こ
う
議
論

す
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
グ
ル
ー
プ
を
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
目
的
的
に
育
て
上
げ
る
か
。

そ
れ
に
応
答
す
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
大
事
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
お
仕

着
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
じ
ゃ
な
く
て
、
し
か

も
評
価
も
ち
ゃ
ん
と
さ
れ
る
と
か
。
今
昔
館

で
言
え
ば
、
こ
こ
に
来
て
着
物
の
着
付
け
体

験
を
し
て
く
れ
る
の
は
韓
国
や
台
湾
の
ひ
と

が
多
い
。
こ
の
着
付
け
に
は
、
た
く
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
裏
方
で
は
浴
衣
の
洗

濯
や
ア
イ
ロ
ン
か
け
も
担
当
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
地
味
な
活
動
も
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
国
際
貢
献
な
ん
だ
と
意
義
づ
け
を
す

れ
ば
、
や
る
気
も
出
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

麻
生

　裏
方
の
仕
事
も
、
き
ち
ん
と
社
会
に

知
ら
せ
て
発
信
し
て
い
く
と
い
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

木
全

　一
種
の
「
見
え
る
化
」
で
す
ね
。

谷

　ま
ち
づ
く
り
も
ま
さ
に
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
よ
。
そ
う
い
う
心
の
交
流
が
上
手
に
生

ま
れ
る
状
態
が
つ
く
れ
る
と
、
活
性
化
し
て

い
く
。
リ
ー
ダ
ー
だ
け
が
目
立
っ
て
い
る
よ

う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
今
は
ま
だ
多
い
気

が
し
ま
す
。

木
全

　企
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
同
じ
よ
う

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
あ

る
い
は
や
る
気
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
み
た
い
な
も

の
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

谷

　例
え
ば
、
昔
の
京
都
で
は
、
そ
う
い
う

仕
組
み
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と

に
訊
い
た
ら
な
ん
で
も
知
っ
て
る
け
れ
ど
、

自
分
の
手
は
下
さ
な
い
と
い
う
長
老
が
い
る
。

そ
の
下
の
世
代
が
実
務
を
一
所
懸
命
や
っ
て

い
る
。
そ
の
さ
ら
に
下
の
世
代
が
の
ち
の
た

め
に
い
ろ
い
ろ
見
て
学
ん
で
い
る
。
そ
う
い

う
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
は
、
長
老
は
、
と
て

も
尊
敬
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う

も
の
を
、
現
代
風
に
も
う
一
度
見
な
お
し
て
、

風
通
し
よ
く
や
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
か
な

と
。
地
蔵
盆
な
ん
か
も
ま
さ
に
そ
う
な
ん
で

す
よ
。
で
も
、
１
回
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
と
、

復
活
さ
せ
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

麻
生

　や
り
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
ん
で
す
よ
ね
。
伝
達
し
て
い
く
、
受
け
継

い
で
い
く
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
大
変
な
ん

だ
な
と
思
い
ま
す
。

谷

　そ
う
い
う
こ
と
が
社
会
的
に
成
熟
し
て

い
く
と
、
隣
を
見
な
が
ら
歩
調
を
合
わ
せ
る
、

と
い
っ
た
こ
と
が
出
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。

家
を
建
て
替
え
る
に
し
て
も
、
今
は
、
自
分

の
と
こ
ろ
が
き
ち
ん
と
主
張
で
き
れ
ば
、
隣

の
家
の
こ
と
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
、
と
い

っ
た
こ
と
が
強
い
で
す
よ
ね
。
だ
け
ど
、
京

都
の
ま
ち
並
み
が
き
れ
い
な
の
は
、
隣
の
家

を
見
な
が
ら
、
あ
ま
り
突
出
し
な
い
よ
う
に
、

と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
、
各
人
が
家
を
建

て
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

あ
る
意
味
一
か
ら
つ
く
り
直
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
こ
ろ
に
ま
で
来
て
し
ま
っ
て
い
る

わ
け
で
す
が
。

木
全

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
ま
ち
の
文
化
と
い

う
の
は
、
日
本
で
は
育
た
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
城
塞
都
市

の
場
合
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ま
ち
が
小
さ
な

国
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
市
の
壁
の
中
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、
成
熟
し
て
い

っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
日
本

で
は
、
時
代
と
と
も
に
外
か
ら
人
が
流
入
し

て
霜
降
り
状
に
な
っ
て
ま
ち
が
ど
ん
ど
ん
ふ

く
ら
ん
で
い
く
。
だ
か
ら
、
日
本
の
場
合
は

ゾ
ー
ン
と
し
て
の
旧
市
街
と
い
う
の
が
な
い
。

谷

　ひ
と
つ
は
、
日
本
の
家
が
木
造
だ
っ
た

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は

戦
災
。
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
に
は
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
よ
う
に
戦
争
で
消
滅
し
て
も

同
じ
よ
う
に
つ
く
り
直
し
て
い
る
ま
ち
も
あ

り
ま
す
。

麻
生

　日
本
で
は
、
神
社
な
ど
も
、
式
年
遷

宮
で
、
わ
ざ
と
も
う
１
回
新
し
い
も
の
を
白

木
で
つ
く
り
ま
す
。
日
本
人
っ
て
、「
見
え

な
い
」
伝
統
は
受
け
継
い
で
い
く
け
れ
ど
、

「
見
え
る
」
建
物
を
守
ろ
う
と
い
う
意
識
は

そ
ん
な
に
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

谷

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
地
続
き
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
だ
か
ら
、
ま
ち
並
み
が
民
族
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
不
可
分
な
ん
で
す
。
日
本
の

場
合
は
、
そ
こ
に
あ
ま
り
気
づ
か
な
い
。
ワ

ル
シ
ャ
ワ
の
旧
市
街
を
再
現
す
る
こ
と
に
し

て
も
、
民
族
と
し
て
の
誇
り
が
も
の
す
ご
く

あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

木
全

　私
自
身
は
、
年
を
と
る
に
従
っ
て
そ

う
い
う
も
の
の
価
値
が
わ
か
っ
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。若
い
と
き
は
、新
し
い
も
の
、

未
来
を
向
い
て
い
る
も
の
に
、
ど
う
し
て
も

関
心
が
向
く
ん
で
す
ね
。

麻
生

　で
も
、
今
の
若
い
子
の
一
部
は
、
わ

れ
わ
れ
が
若
か
っ
た
と
き
よ
り
も
古
い
も
の

を
異
文
化
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
で
、
お

も
し
ろ
い
と
か
、
か
っ
こ
い
い
と
か
思
っ
て

い
る
ひ
と
も
多
い
で
す
。
そ
う
い
う
子
た
ち

に
託
し
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

谷

　グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
と
、
一
方
で
ロ

ー
カ
リ
ズ
ム
も
進
む
ん
で
す
ね
。
今
の
若
者

た
ち
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
見
て
い
る
し
、
も

う
西
洋
に
対
す
る
過
度
の
あ
こ
が
れ
も
な
い
。

彼
ら
に
も
期
待
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

Kimata Yoshihiko

「ひととまちとの交わりが
豊かになると、

まちへの愛着も生まれる」

き
ま
た
・
よ
し
ひ
こ
／
大
阪

ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化

研
究
所
所
長
。
１
９
５
５
年
、

愛
知
県
生
ま
れ
。
大
阪
ガ
ス

入
社
後
、
営
業
部
門
で
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
、

企
画
部
門
で
組
織
改
革
を
担

当
。
ロ
ン
ド
ン
事
務
所
長
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
技
術
研
究
所

副
所
長
、
東
京
支
社
長
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
長
な
ど

を
経
て
、
２
０
１
１
年
よ
り

現
職
。

ス
ロ
ー
な
暮
ら
し
を

ま
ち
へ
と

広
げ
る

ま
ち
並
み
の

伝
統
を

受
け
継
ぐ
こ
と
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ス
ロ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
に
は

「
速
い
」交
通
か
ら「
遅
い
」交
通
へ
の
シ
フ
ト
チ
ェン
ジ
が

欠
か
せ
な
い
が
、日
本
の
都
市
交
通
は
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

描
い
て
い
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

欧
州
が
成
し
得
て
き
た
取
り
組
み
を
指
針
と
し
、

日
本
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
改
革
の
実
現
可
能
性
を
探
る
。

　ス
ロ
ー
は
成
熟
社
会
を
象
徴
す
る
言
葉
で

あ
る
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
や
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な

ど
、
ス
ロ
ー
を
形
容
詞
と
す
る
言
葉
は
日
常

に
浸
透
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、

ス
ロ
ー
な
移
動
を
意
味
す
る
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
と
い
う
言
葉
は
ま
だ
ま
だ
ち
ま
た巷
で
は
聞

か
れ
な
い
。
豊
か
さ
の
実
現
に
お
い
て
、
移

動
と
い
う
対
象
は
未
だ
二
の
次
で
し
か
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
移
動
に
関
す
る
市

民
の
関
心
は
決
し
て
低
い
わ
け
で
は
な
い
。

満
員
電
車
の
解
消
や
道
路
の
渋
滞
緩
和
な
ど

は
、
今
日
に
至
る
ま
で
市
民
の
重
要
な
関
心

事
で
あ
る
。
問
題
は
、
移
動
に
関
す
る
我
々

の
視
野
の
狭
さ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者

は
移
動
に
対
応
す
る
専
門
用
語
と
し
て
「
モ

ビ
リ
テ
ィ
」
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉

は
人
や
社
会
の
可
動
性
、
い
わ
ば
人
の
潜
在

能
力
や
社
会
の
活
力
に
関
わ
る
概
念
で
あ
る
。

場
所
を
つ
な
ぎ
人
や
物
を
運
ぶ
と
い
う
意
味

で
用
い
ら
れ
る
「
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
」
と
は
、

次
元
の
異
な
る
上
位
概
念
で
あ
る
。
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
ト
（transport

）＝
入
力
あ
る
い
は

投
入
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
（m

obility
）＝
出
力

あ
る
い
は
成
果
、
と
い
う
構
図
で
捉
え
れ
ば

分
か
り
や
す
い
。
そ
れ
で
は
改
め
て
、
今
日

な
ぜ
ス
ロ
ー
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
る

の
か
。
ま
た
、
都
市
と
の
関
わ
り
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

都
市
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
と

思
考
停
止
の

モ
ビ
リ
テ
ィ

　人
と
同
様
に
都
市
は
生
き
物
で
あ
る
。
人

の
一
生
に
な
ぞ
ら準
え
る
な
ら
ば
、
都
市
に
も
少

年
〜
青
年
期（
都
市
化
）、青
年
〜
壮
年
期（
郊

外
化
）、
高
年
期
（
逆
都
市
化
）
が
あ
る
。

そ
し
て
人
生
に
は
な
い
が
、
都
市
に
は
再
生

期
（
再
都
市
化
）
と
い
う
４
つ
目
の
段
階
が

期
待
さ
れ
る
。
都
市
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
あ
り
方
は
段
階
毎
に
異
な
り
、
都
市
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
従
っ
て
そ
の
役
割
は
変
化

す
る
。

　都
市
化
段
階
で
求
め
ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

は
、
鉄
軌
道
な
ど
の
整
備
に
よ
り
都
心
に
向

け
て
大
量
の
人
を
運
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
郊
外

化
段
階
に
お
い
て
は
、
よ
り
長
い
距
離
を
速

く
運
ぶ
速
達
性
が
重
視
さ
れ
る
。
郊
外
化
段

階
の
後
半
に
お
い
て
は
、
低
密
な
郊
外
開
発

の
進
行
と
と
も
に
、
移
動
手
段
は
自
家
用
車

へ
と
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
。
そ
の
後
の
逆
都
市

化
段
階
に
お
い
て
は
、
ま
す
ま
す
都
市
の
低

密
な
拡
散
が
進
行
す
る
こ
と
か
ら
、
大
量
輸

送
を
前
提
と
す
る
公
共
交
通
は
衰
退
し
、
自

家
用
車
へ
の
依
存
度
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
多
く
の
都
市
は
、
未
だ
こ
の
逆
都
市

化
段
階
（
都
市
衰
退
）
に
あ
え喘
い
で
い
る
が
、

幾
つ
か
の
都
市
は
再
都
市
化
段
階
へ
と
進
も

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
第
４
段
階
で
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
役
割
は
、
郊
外
化
段
階
の
そ
れ
と

は
対
照
的
に
、都
市
の
集
積
核
（Chart 1

中
、

濃
い
グ
リ
ー
ン
の
丸
）
を
短
距
離
か
つ
中
低

速
に
結
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

　わ
が
国
の
都
市
交
通
問
題
の
本
質
は
、
端

的
に
言
え
ば
、
我
々
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
コ
ン
セ

プ
ト
が
２
段
階
目
の
郊
外
化
段
階
の
「
長
距

離
を
高
速
に
」
で
立
ち
止
ま
り
、
思
考
停
止

に
陥
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
再
都

市
化
段
階
の
「
短
距
離
を
中
低
速
に
」
へ
と

転
換
、
そ
し
て
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で

あ
る
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
の

変
革
と

そ
の
プ
ロ
セ
ス

　短
距
離
・
中
低
速
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
究

し
た
結
果
が
、
欧
州
の
都
市
に
見
ら
れ
る
自

転
車
革
命
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
を
例
と
す
れ

ば
、
近
年
、
テ
ム
ズ
川
を
越
え
て
都
心
へ
と

向
か
う
道
路
交
通
に
占
め
る
自
転
車
の
割
合

は
全
車
両
数
の
４
〜
５
割
に
至
っ
て
い
る
。

都
心
と
郊
外
を
結
ぶ
長
距
離
移
動
を
可
能
に

す
る
、12
本
の
連
続
的
な
自
転
車
レ
ー
ン「
サ

イ
ク
ル
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
や
、
大
規

模
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
（
街
中
に

自
動
的
な
自
転
車
貸
出
ポ
ー
ト
を
設
置
し
、

利
用
者
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
貸
出
お
よ
び

返
却
で
き
る
自
転
車
共
有
シ
ス
テ
ム
）」
の

導
入
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ロ
ン
ド
ン

の
自
転
車
革
命
の
社
会
的
背
景
は
よ
り
示
唆

に
富
ん
で
い
る
。
２
０
０
２
年
頃
か
ら
の
燃

料
価
格
の
高
騰
、
２
０
０
３
年
の
ロ
ー
ド
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
（
渋
滞
緩
和
の
た
め
に
都
心
部

へ
流
入
す
る
自
動
車
に
料
金
を
課
す
制
度
）

の
導
入
、
そ
し
て
２
０
０
５
年
の
地
下
鉄
・

バ
ス
の
爆
破
テ
ロ
と
い
っ
た
一
連
の
社
会
・

経
済
的
要
因
が
、
人
々
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ニ
ー

ズ
を
自
転
車
へ
と
向
か
わ
せ
た
。
そ
れ
で
は
、

こ
う
し
た
要
因
は
わ
が
国
に
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
？

　わ
が
国
が
主
導
し
た
地
球
温
暖

化
防
止
の
京
都
議
定
書
、
世
界
に
類
を
見
な

い
超
高
齢
社
会
、
そ
し
て
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
ロ
ン
ド

ン
の
そ
れ
を
し
の凌
ぐ
衝
撃
で
あ
り
、
わ
が
国
に

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
革
を
も
た
ら
し
て
も
お
か

し
く
は
な
か
っ
た
。

　し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
顕
著
な
変
革
の

兆
候
は
未
だ
見
え
な
い
。
一
連
の
衝
撃
を
変

革
に
変
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
欠
い
て
い
る
。

人
間
性
が

最
優
先
さ
れ
る

道

　モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
革
は
、
ま
ず
安
全
の
確

保
か
ら
ス
タ
ー
ト
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
道
路
交
通
に
お
け
る
速
度
と
優

先
順
位
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹
底
が
不
可
欠

で
あ
る
。
低
速
化
に
よ
っ
て
人
と
自
動
車
を

モ
ビ
リ
テ
ィ

変
革
で

ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
は

実
現
で
き
る
か

土
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健
司

共
存
さ
せ
る
取
り
組
み
は
、
欧
州
で
は
従
来

よ
り
ゾ
ー
ン
30
（
上
限
30
㎞
／
ｈ
の
速
度
規

制
）
な
ど
の
面
的
速
度
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
見

ら
れ
る
。
近
年
で
は
シ
ェ
ア
ド
ス
ペ
ー
ス
の

よ
う
に
、
道
路
空
間
と
沿
道
空
間
の
適
切
な

デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
挙

動
に
抑
制
的
な
影
響
を
与
え
て
走
行
速
度
を

減
速
さ
せ
、
快
適
な
滞
留
空
間
を
確
保
し
よ

う
と
す
る
試
み
も
見
ら
れ
る
。
シ
ェ
ア
ド
ス

ペ
ー
ス
に
お
い
て
は
道
路
空
間
か
ら
信
号
、

横
断
歩
道
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
な
ど
の
表
示

が
取
り
除
か
れ
、
多
様
な
道
路
利
用
者
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
任
さ
れ
る
が
、
そ

こ
で
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
車
い

す
・
ベ
ビ
ー
カ
ー＞

歩
行
者＞

自
転
車＞

公

共
交
通＞

ト
ラ
ッ
ク＞

自
家
用
車
と
い
っ
た

優
先
順
位
が
基
本
原
則
と
し
て
確
立
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
弱
者
優
先
お
よ
び
公
共
優
先
の

基
本
原
則
は
、
ゾ
ー
ン
30
に
も
共
通
し
て
い

る
。　ス

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
優
先
さ
れ
る
社
会

と
は
、
人
間
性
が
重
視
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
低
炭
素
社
会
へ
の
対
応
等
か
ら

自
転
車
の
利
用
促
進
が
叫
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
優
先
の
背
景
に

は
弱
者
優
先
や
公
共
優
先
の
原
則
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
原
則
の
徹

底
が
、
高
齢
者
を
標
準
と
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
社
会
を
後
押
し
し
、
さ
ら
に
集

約
的
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
転
換
、
そ

し
て
地
域
公
共
交
通
が
存
続
で
き
、
適
材
適

所
の
手
段
選
択
に
よ
っ
て
全
体
効
率
化
が
図

ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
が
実
現
さ
れ
る
。

わ
が
国
で
は
、
そ
う
し
た
認
識
が
希
薄
な
ま

ま
に
、
自
転
車
な
ど
の
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

を
交
通
政
策
の
局
所
解
と
し
て
位
置
づ
け
る

傾
向
が
依
然
と
し
て
強
く
、
例
え
ば
自
転
車

専
用
通
行
帯
（
車
道
上
の
自
転
車
レ
ー
ン
）

を
延
ば
す
こ
と
が
自
己
目
的
化
し
て
い
る
ケ

ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
ゾ
ー
ン
30
の
よ
う
な

面
的
な
速
度
規
制
と
優
先
順
位
の
遵
守
が
徹

底
さ
れ
た
市
街
地
に
お
い
て
は
、
車
両
の
交

錯
す
る
交
差
点
部
を
除
き
、
無
理
に
自
転
車

レ
ー
ン
を
設
置
す
る
必
要
は
な
い
。

新
た
な
価
値
を

生
み
出
す

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

　言
う
ま
で
も
な
く
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

と
は
時
間
や
経
済
性
以
外
の
価
値
を
重
視
す

る
も
の
で
あ
る
。
ス
ロ
ー
な
価
値
と
は
、
人

と
人
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
価
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値
、
人
と
場
所
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
る
回
遊

性
の
価
値
、
場
所
性
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

創
造
の
価
値
で
あ
る
。
既
に
市
民
の
足
と
な

っ
て
い
る
自
転
車
に
加
え
、
普
及
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
超
小
型
電
気
自
動
車
や
低
速

電
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
は
、
地
域
に
密
着
し
愛
情
・
愛
着

を
生
み
出
す
感
性
装
置
と
し
て
の
可
能
性
を

大
い
に
有
し
て
い
る
。
文
明
の
利
器
と
し
て

普
遍
性
が
求
め
ら
れ
て
き
た
従
来
の
ク
ル
マ

は
、
場
所
性
や
地
域
性
と
は
無
縁
の
も
の
で

あ
っ
た
。
景
観
や
ま
ち
な
み
と
の
調
和
も
ほ

と
ん
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
感
性

装
置
と
い
え
ど
も
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
も

そ
れ
単
体
で
は
そ
の
魅
力
を
発
揮
し
え
な
い
。

　移
動
手
段
の
デ
ザ
イ
ン
、
道
路
や
鉄
軌
道

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
沿

道
・
沿
線
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
、
こ
れ
ら
を
含

む
ト
ー
タ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
が
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
で
あ
る
。
今
後
育
っ
て
い
く
新
た
な

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
、
そ
の
新
た
な
社
会

的
価
値
と
デ
ザ
イ
ン
力
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ

や
空
間
の
変
化
を
も
促
し
な
が
ら
、
一
体
的

な
社
会
装
置
と
な
っ
て
都
市
の
変
革
を
も
た

ら
す
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

都市の位相に
合わせて変化する
モビリティ

Chart 1

「運ぶ」から「つなぐ」へ

再都市化（再生期）

移動手段

拡散した都市機能が
再集積し、多核的に
連携

スローモビリティ
（自転車・超小型電気
自動車・低速電動コミュ
ニティバス）

郊外化（壮年期）

移動手段

郊外化が進み、通勤・
通学者を都心へ速く大
量に運ぶ必要性増大

逆都市化（高年期）

移動手段

都市の集積核

郊外

都心の衰退

都市機能都市機能

都市機能

人口移動
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じ
／
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0

年
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
地
球
総
合
工

学
専
攻
、
教
授
。
専
門
は
、

都
市
交
通
計
画
、
都
市
政
策
、

都
市
デ
ザ
イ
ン
。共
著
に『
都

市
の
地
下
空
間
│
│
開
発
・

利
用
の
技
術
と
制
度
』（
１

９
９
８
年
）『
都
市
の
ク
オ

リ
テ
ィ
・
ス
ト
ッ
ク
』（
２

０
０
９
年
、
と
も
に
鹿
島
出

版
会
）
な
ど
が
あ
る
。

まちなかが衰退

自家用車の普及

都市化（青年期）

移動手段

中心部に都市機能が
一極集中し、混雑や
環境汚染が悪化

鉄道・バス・トラック

公共交通の衰退

ス
ロ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
に
は

「
速
い
」交
通
か
ら「
遅
い
」交
通
へ
の
シ
フ
ト
チ
ェン
ジ
が

欠
か
せ
な
い
が
、日
本
の
都
市
交
通
は
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

描
い
て
い
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

欧
州
が
成
し
得
て
き
た
取
り
組
み
を
指
針
と
し
、

日
本
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
改
革
の
実
現
可
能
性
を
探
る
。

　ス
ロ
ー
は
成
熟
社
会
を
象
徴
す
る
言
葉
で

あ
る
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
や
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な

ど
、
ス
ロ
ー
を
形
容
詞
と
す
る
言
葉
は
日
常

に
浸
透
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、

ス
ロ
ー
な
移
動
を
意
味
す
る
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
と
い
う
言
葉
は
ま
だ
ま
だ
ち
ま
た巷
で
は
聞

か
れ
な
い
。
豊
か
さ
の
実
現
に
お
い
て
、
移

動
と
い
う
対
象
は
未
だ
二
の
次
で
し
か
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
移
動
に
関
す
る
市

民
の
関
心
は
決
し
て
低
い
わ
け
で
は
な
い
。

満
員
電
車
の
解
消
や
道
路
の
渋
滞
緩
和
な
ど

は
、
今
日
に
至
る
ま
で
市
民
の
重
要
な
関
心

事
で
あ
る
。
問
題
は
、
移
動
に
関
す
る
我
々

の
視
野
の
狭
さ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者

は
移
動
に
対
応
す
る
専
門
用
語
と
し
て
「
モ

ビ
リ
テ
ィ
」
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉

は
人
や
社
会
の
可
動
性
、
い
わ
ば
人
の
潜
在

能
力
や
社
会
の
活
力
に
関
わ
る
概
念
で
あ
る
。

場
所
を
つ
な
ぎ
人
や
物
を
運
ぶ
と
い
う
意
味

で
用
い
ら
れ
る
「
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
」
と
は
、

次
元
の
異
な
る
上
位
概
念
で
あ
る
。
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
ト
（transport

）＝
入
力
あ
る
い
は

投
入
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
（m

obility
）＝
出
力

あ
る
い
は
成
果
、
と
い
う
構
図
で
捉
え
れ
ば

分
か
り
や
す
い
。
そ
れ
で
は
改
め
て
、
今
日

な
ぜ
ス
ロ
ー
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
る

の
か
。
ま
た
、
都
市
と
の
関
わ
り
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

都
市
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
と

思
考
停
止
の

モ
ビ
リ
テ
ィ

　人
と
同
様
に
都
市
は
生
き
物
で
あ
る
。
人

の
一
生
に
な
ぞ
ら準
え
る
な
ら
ば
、
都
市
に
も
少

年
〜
青
年
期（
都
市
化
）、青
年
〜
壮
年
期（
郊

外
化
）、
高
年
期
（
逆
都
市
化
）
が
あ
る
。

そ
し
て
人
生
に
は
な
い
が
、
都
市
に
は
再
生

期
（
再
都
市
化
）
と
い
う
４
つ
目
の
段
階
が

期
待
さ
れ
る
。
都
市
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
あ
り
方
は
段
階
毎
に
異
な
り
、
都
市
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
従
っ
て
そ
の
役
割
は
変
化

す
る
。

　都
市
化
段
階
で
求
め
ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

は
、
鉄
軌
道
な
ど
の
整
備
に
よ
り
都
心
に
向

け
て
大
量
の
人
を
運
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
郊
外

化
段
階
に
お
い
て
は
、
よ
り
長
い
距
離
を
速

く
運
ぶ
速
達
性
が
重
視
さ
れ
る
。
郊
外
化
段

階
の
後
半
に
お
い
て
は
、
低
密
な
郊
外
開
発

の
進
行
と
と
も
に
、
移
動
手
段
は
自
家
用
車

へ
と
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
。
そ
の
後
の
逆
都
市

化
段
階
に
お
い
て
は
、
ま
す
ま
す
都
市
の
低

密
な
拡
散
が
進
行
す
る
こ
と
か
ら
、
大
量
輸

送
を
前
提
と
す
る
公
共
交
通
は
衰
退
し
、
自

家
用
車
へ
の
依
存
度
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
多
く
の
都
市
は
、
未
だ
こ
の
逆
都
市

化
段
階
（
都
市
衰
退
）
に
あ
え喘
い
で
い
る
が
、

幾
つ
か
の
都
市
は
再
都
市
化
段
階
へ
と
進
も

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
第
４
段
階
で
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
役
割
は
、
郊
外
化
段
階
の
そ
れ
と

は
対
照
的
に
、都
市
の
集
積
核
（Chart 1

中
、

濃
い
グ
リ
ー
ン
の
丸
）
を
短
距
離
か
つ
中
低

速
に
結
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

　わ
が
国
の
都
市
交
通
問
題
の
本
質
は
、
端

的
に
言
え
ば
、
我
々
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
コ
ン
セ

プ
ト
が
２
段
階
目
の
郊
外
化
段
階
の
「
長
距

離
を
高
速
に
」
で
立
ち
止
ま
り
、
思
考
停
止

に
陥
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
再
都

市
化
段
階
の
「
短
距
離
を
中
低
速
に
」
へ
と

転
換
、
そ
し
て
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で

あ
る
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
の

変
革
と

そ
の
プ
ロ
セ
ス

　短
距
離
・
中
低
速
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
究

し
た
結
果
が
、
欧
州
の
都
市
に
見
ら
れ
る
自

転
車
革
命
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
を
例
と
す
れ

ば
、
近
年
、
テ
ム
ズ
川
を
越
え
て
都
心
へ
と

向
か
う
道
路
交
通
に
占
め
る
自
転
車
の
割
合

は
全
車
両
数
の
４
〜
５
割
に
至
っ
て
い
る
。

都
心
と
郊
外
を
結
ぶ
長
距
離
移
動
を
可
能
に

す
る
、12
本
の
連
続
的
な
自
転
車
レ
ー
ン「
サ

イ
ク
ル
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
や
、
大
規

模
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
（
街
中
に

自
動
的
な
自
転
車
貸
出
ポ
ー
ト
を
設
置
し
、

利
用
者
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
貸
出
お
よ
び

返
却
で
き
る
自
転
車
共
有
シ
ス
テ
ム
）」
の

導
入
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ロ
ン
ド
ン

の
自
転
車
革
命
の
社
会
的
背
景
は
よ
り
示
唆

に
富
ん
で
い
る
。
２
０
０
２
年
頃
か
ら
の
燃

料
価
格
の
高
騰
、
２
０
０
３
年
の
ロ
ー
ド
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
（
渋
滞
緩
和
の
た
め
に
都
心
部

へ
流
入
す
る
自
動
車
に
料
金
を
課
す
制
度
）

の
導
入
、
そ
し
て
２
０
０
５
年
の
地
下
鉄
・

バ
ス
の
爆
破
テ
ロ
と
い
っ
た
一
連
の
社
会
・

経
済
的
要
因
が
、
人
々
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ニ
ー

ズ
を
自
転
車
へ
と
向
か
わ
せ
た
。
そ
れ
で
は
、

こ
う
し
た
要
因
は
わ
が
国
に
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
？

　わ
が
国
が
主
導
し
た
地
球
温
暖

化
防
止
の
京
都
議
定
書
、
世
界
に
類
を
見
な

い
超
高
齢
社
会
、
そ
し
て
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
ロ
ン
ド

ン
の
そ
れ
を
し
の凌
ぐ
衝
撃
で
あ
り
、
わ
が
国
に

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
革
を
も
た
ら
し
て
も
お
か

し
く
は
な
か
っ
た
。

　し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
顕
著
な
変
革
の

兆
候
は
未
だ
見
え
な
い
。
一
連
の
衝
撃
を
変

革
に
変
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
欠
い
て
い
る
。

人
間
性
が

最
優
先
さ
れ
る

道

　モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
革
は
、
ま
ず
安
全
の
確

保
か
ら
ス
タ
ー
ト
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
道
路
交
通
に
お
け
る
速
度
と
優

先
順
位
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹
底
が
不
可
欠

で
あ
る
。
低
速
化
に
よ
っ
て
人
と
自
動
車
を

モ
ビ
リ
テ
ィ

変
革
で

ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
は

実
現
で
き
る
か

土
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健
司

共
存
さ
せ
る
取
り
組
み
は
、
欧
州
で
は
従
来

よ
り
ゾ
ー
ン
30
（
上
限
30
㎞
／
ｈ
の
速
度
規

制
）
な
ど
の
面
的
速
度
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
見

ら
れ
る
。
近
年
で
は
シ
ェ
ア
ド
ス
ペ
ー
ス
の

よ
う
に
、
道
路
空
間
と
沿
道
空
間
の
適
切
な

デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
挙

動
に
抑
制
的
な
影
響
を
与
え
て
走
行
速
度
を

減
速
さ
せ
、
快
適
な
滞
留
空
間
を
確
保
し
よ

う
と
す
る
試
み
も
見
ら
れ
る
。
シ
ェ
ア
ド
ス

ペ
ー
ス
に
お
い
て
は
道
路
空
間
か
ら
信
号
、

横
断
歩
道
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
な
ど
の
表
示

が
取
り
除
か
れ
、
多
様
な
道
路
利
用
者
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
任
さ
れ
る
が
、
そ

こ
で
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
車
い

す
・
ベ
ビ
ー
カ
ー＞

歩
行
者＞

自
転
車＞

公

共
交
通＞

ト
ラ
ッ
ク＞

自
家
用
車
と
い
っ
た

優
先
順
位
が
基
本
原
則
と
し
て
確
立
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
弱
者
優
先
お
よ
び
公
共
優
先
の

基
本
原
則
は
、
ゾ
ー
ン
30
に
も
共
通
し
て
い

る
。　ス

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
優
先
さ
れ
る
社
会

と
は
、
人
間
性
が
重
視
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
低
炭
素
社
会
へ
の
対
応
等
か
ら

自
転
車
の
利
用
促
進
が
叫
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
優
先
の
背
景
に

は
弱
者
優
先
や
公
共
優
先
の
原
則
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
原
則
の
徹

底
が
、
高
齢
者
を
標
準
と
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
社
会
を
後
押
し
し
、
さ
ら
に
集

約
的
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
転
換
、
そ

し
て
地
域
公
共
交
通
が
存
続
で
き
、
適
材
適

所
の
手
段
選
択
に
よ
っ
て
全
体
効
率
化
が
図

ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
が
実
現
さ
れ
る
。

わ
が
国
で
は
、
そ
う
し
た
認
識
が
希
薄
な
ま

ま
に
、
自
転
車
な
ど
の
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

を
交
通
政
策
の
局
所
解
と
し
て
位
置
づ
け
る

傾
向
が
依
然
と
し
て
強
く
、
例
え
ば
自
転
車

専
用
通
行
帯
（
車
道
上
の
自
転
車
レ
ー
ン
）

を
延
ば
す
こ
と
が
自
己
目
的
化
し
て
い
る
ケ

ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
ゾ
ー
ン
30
の
よ
う
な

面
的
な
速
度
規
制
と
優
先
順
位
の
遵
守
が
徹

底
さ
れ
た
市
街
地
に
お
い
て
は
、
車
両
の
交

錯
す
る
交
差
点
部
を
除
き
、
無
理
に
自
転
車

レ
ー
ン
を
設
置
す
る
必
要
は
な
い
。

新
た
な
価
値
を

生
み
出
す

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

　言
う
ま
で
も
な
く
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

と
は
時
間
や
経
済
性
以
外
の
価
値
を
重
視
す

る
も
の
で
あ
る
。
ス
ロ
ー
な
価
値
と
は
、
人

と
人
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
価
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値
、
人
と
場
所
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
る
回
遊

性
の
価
値
、
場
所
性
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

創
造
の
価
値
で
あ
る
。
既
に
市
民
の
足
と
な

っ
て
い
る
自
転
車
に
加
え
、
普
及
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
超
小
型
電
気
自
動
車
や
低
速

電
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
は
、
地
域
に
密
着
し
愛
情
・
愛
着

を
生
み
出
す
感
性
装
置
と
し
て
の
可
能
性
を

大
い
に
有
し
て
い
る
。
文
明
の
利
器
と
し
て

普
遍
性
が
求
め
ら
れ
て
き
た
従
来
の
ク
ル
マ

は
、
場
所
性
や
地
域
性
と
は
無
縁
の
も
の
で

あ
っ
た
。
景
観
や
ま
ち
な
み
と
の
調
和
も
ほ

と
ん
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
感
性

装
置
と
い
え
ど
も
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
も

そ
れ
単
体
で
は
そ
の
魅
力
を
発
揮
し
え
な
い
。

　移
動
手
段
の
デ
ザ
イ
ン
、
道
路
や
鉄
軌
道

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
沿

道
・
沿
線
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
、
こ
れ
ら
を
含

む
ト
ー
タ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
が
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
で
あ
る
。
今
後
育
っ
て
い
く
新
た
な

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
、
そ
の
新
た
な
社
会

的
価
値
と
デ
ザ
イ
ン
力
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ

や
空
間
の
変
化
を
も
促
し
な
が
ら
、
一
体
的

な
社
会
装
置
と
な
っ
て
都
市
の
変
革
を
も
た

ら
す
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

都市の位相に
合わせて変化する
モビリティ

Chart 1

「運ぶ」から「つなぐ」へ

再都市化（再生期）

移動手段

拡散した都市機能が
再集積し、多核的に
連携

スローモビリティ
（自転車・超小型電気
自動車・低速電動コミュ
ニティバス）

郊外化（壮年期）

移動手段

郊外化が進み、通勤・
通学者を都心へ速く大
量に運ぶ必要性増大

逆都市化（高年期）

移動手段

都市の集積核

郊外

都心の衰退

都市機能都市機能

都市機能
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専
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教
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。
専
門
は
、

都
市
交
通
計
画
、
都
市
政
策
、

都
市
デ
ザ
イ
ン
。共
著
に『
都

市
の
地
下
空
間
│
│
開
発
・

利
用
の
技
術
と
制
度
』（
１

９
９
８
年
）『
都
市
の
ク
オ

リ
テ
ィ
・
ス
ト
ッ
ク
』（
２

０
０
９
年
、
と
も
に
鹿
島
出

版
会
）
な
ど
が
あ
る
。

まちなかが衰退

自家用車の普及

都市化（青年期）

移動手段

中心部に都市機能が
一極集中し、混雑や
環境汚染が悪化

鉄道・バス・トラック

公共交通の衰退



　ス
ロ
ー
は
成
熟
社
会
を
象
徴
す
る
言
葉
で

あ
る
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
や
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な

ど
、
ス
ロ
ー
を
形
容
詞
と
す
る
言
葉
は
日
常

に
浸
透
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、

ス
ロ
ー
な
移
動
を
意
味
す
る
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
と
い
う
言
葉
は
ま
だ
ま
だ
ち
ま
た巷
で
は
聞

か
れ
な
い
。
豊
か
さ
の
実
現
に
お
い
て
、
移

動
と
い
う
対
象
は
未
だ
二
の
次
で
し
か
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
移
動
に
関
す
る
市

民
の
関
心
は
決
し
て
低
い
わ
け
で
は
な
い
。

満
員
電
車
の
解
消
や
道
路
の
渋
滞
緩
和
な
ど

は
、
今
日
に
至
る
ま
で
市
民
の
重
要
な
関
心

事
で
あ
る
。
問
題
は
、
移
動
に
関
す
る
我
々

の
視
野
の
狭
さ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者

は
移
動
に
対
応
す
る
専
門
用
語
と
し
て
「
モ

ビ
リ
テ
ィ
」
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉

は
人
や
社
会
の
可
動
性
、
い
わ
ば
人
の
潜
在

能
力
や
社
会
の
活
力
に
関
わ
る
概
念
で
あ
る
。

場
所
を
つ
な
ぎ
人
や
物
を
運
ぶ
と
い
う
意
味

で
用
い
ら
れ
る
「
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
」
と
は
、

次
元
の
異
な
る
上
位
概
念
で
あ
る
。
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
ト
（transport

）＝
入
力
あ
る
い
は

投
入
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
（m

obility

）＝
出
力

あ
る
い
は
成
果
、
と
い
う
構
図
で
捉
え
れ
ば

分
か
り
や
す
い
。
そ
れ
で
は
改
め
て
、
今
日

な
ぜ
ス
ロ
ー
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
る

の
か
。
ま
た
、
都
市
と
の
関
わ
り
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

都
市
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
と

思
考
停
止
の

モ
ビ
リ
テ
ィ

　人
と
同
様
に
都
市
は
生
き
物
で
あ
る
。
人

の
一
生
に
な
ぞ
ら準
え
る
な
ら
ば
、
都
市
に
も
少

年
〜
青
年
期（
都
市
化
）、青
年
〜
壮
年
期（
郊

外
化
）、
高
年
期
（
逆
都
市
化
）
が
あ
る
。

そ
し
て
人
生
に
は
な
い
が
、
都
市
に
は
再
生

期
（
再
都
市
化
）
と
い
う
４
つ
目
の
段
階
が

期
待
さ
れ
る
。
都
市
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
あ
り
方
は
段
階
毎
に
異
な
り
、
都
市
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
従
っ
て
そ
の
役
割
は
変
化

す
る
。

　都
市
化
段
階
で
求
め
ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

は
、
鉄
軌
道
な
ど
の
整
備
に
よ
り
都
心
に
向

け
て
大
量
の
人
を
運
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
郊
外

化
段
階
に
お
い
て
は
、
よ
り
長
い
距
離
を
速

く
運
ぶ
速
達
性
が
重
視
さ
れ
る
。
郊
外
化
段

階
の
後
半
に
お
い
て
は
、
低
密
な
郊
外
開
発

の
進
行
と
と
も
に
、
移
動
手
段
は
自
家
用
車

へ
と
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
。
そ
の
後
の
逆
都
市

化
段
階
に
お
い
て
は
、
ま
す
ま
す
都
市
の
低

密
な
拡
散
が
進
行
す
る
こ
と
か
ら
、
大
量
輸

送
を
前
提
と
す
る
公
共
交
通
は
衰
退
し
、
自

家
用
車
へ
の
依
存
度
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
多
く
の
都
市
は
、
未
だ
こ
の
逆
都
市

化
段
階
（
都
市
衰
退
）
に
あ
え喘
い
で
い
る
が
、

幾
つ
か
の
都
市
は
再
都
市
化
段
階
へ
と
進
も

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
第
４
段
階
で
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
役
割
は
、
郊
外
化
段
階
の
そ
れ
と

は
対
照
的
に
、都
市
の
集
積
核
（Chart 1

中
、

濃
い
グ
リ
ー
ン
の
丸
）
を
短
距
離
か
つ
中
低

速
に
結
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

　わ
が
国
の
都
市
交
通
問
題
の
本
質
は
、
端

的
に
言
え
ば
、
我
々
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
コ
ン
セ

プ
ト
が
２
段
階
目
の
郊
外
化
段
階
の
「
長
距

離
を
高
速
に
」
で
立
ち
止
ま
り
、
思
考
停
止

に
陥
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
再
都

市
化
段
階
の
「
短
距
離
を
中
低
速
に
」
へ
と

転
換
、
そ
し
て
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で

あ
る
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
の

変
革
と

そ
の
プ
ロ
セ
ス

　短
距
離
・
中
低
速
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
究

し
た
結
果
が
、
欧
州
の
都
市
に
見
ら
れ
る
自

転
車
革
命
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
を
例
と
す
れ

ば
、
近
年
、
テ
ム
ズ
川
を
越
え
て
都
心
へ
と

向
か
う
道
路
交
通
に
占
め
る
自
転
車
の
割
合

は
全
車
両
数
の
４
〜
５
割
に
至
っ
て
い
る
。

都
心
と
郊
外
を
結
ぶ
長
距
離
移
動
を
可
能
に

す
る
、12
本
の
連
続
的
な
自
転
車
レ
ー
ン「
サ

イ
ク
ル
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
や
、
大
規

模
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
（
街
中
に

自
動
的
な
自
転
車
貸
出
ポ
ー
ト
を
設
置
し
、

利
用
者
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
貸
出
お
よ
び

返
却
で
き
る
自
転
車
共
有
シ
ス
テ
ム
）」
の

導
入
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ロ
ン
ド
ン

の
自
転
車
革
命
の
社
会
的
背
景
は
よ
り
示
唆

に
富
ん
で
い
る
。
２
０
０
２
年
頃
か
ら
の
燃

料
価
格
の
高
騰
、
２
０
０
３
年
の
ロ
ー
ド
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
（
渋
滞
緩
和
の
た
め
に
都
心
部

へ
流
入
す
る
自
動
車
に
料
金
を
課
す
制
度
）

の
導
入
、
そ
し
て
２
０
０
５
年
の
地
下
鉄
・

バ
ス
の
爆
破
テ
ロ
と
い
っ
た
一
連
の
社
会
・

経
済
的
要
因
が
、
人
々
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ニ
ー

ズ
を
自
転
車
へ
と
向
か
わ
せ
た
。
そ
れ
で
は
、

こ
う
し
た
要
因
は
わ
が
国
に
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
？

　わ
が
国
が
主
導
し
た
地
球
温
暖

化
防
止
の
京
都
議
定
書
、
世
界
に
類
を
見
な

い
超
高
齢
社
会
、
そ
し
て
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
ロ
ン
ド

ン
の
そ
れ
を
し
の凌
ぐ
衝
撃
で
あ
り
、
わ
が
国
に

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
革
を
も
た
ら
し
て
も
お
か

し
く
は
な
か
っ
た
。

　し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
顕
著
な
変
革
の

兆
候
は
未
だ
見
え
な
い
。
一
連
の
衝
撃
を
変

革
に
変
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
欠
い
て
い
る
。

人
間
性
が

最
優
先
さ
れ
る

道

　モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
革
は
、
ま
ず
安
全
の
確

保
か
ら
ス
タ
ー
ト
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
道
路
交
通
に
お
け
る
速
度
と
優

先
順
位
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹
底
が
不
可
欠

で
あ
る
。
低
速
化
に
よ
っ
て
人
と
自
動
車
を

共
存
さ
せ
る
取
り
組
み
は
、
欧
州
で
は
従
来

よ
り
ゾ
ー
ン
30
（
上
限
30
㎞
／
ｈ
の
速
度
規

制
）
な
ど
の
面
的
速
度
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
見

ら
れ
る
。
近
年
で
は
シ
ェ
ア
ド
ス
ペ
ー
ス
の

よ
う
に
、
道
路
空
間
と
沿
道
空
間
の
適
切
な

デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
挙

動
に
抑
制
的
な
影
響
を
与
え
て
走
行
速
度
を

減
速
さ
せ
、
快
適
な
滞
留
空
間
を
確
保
し
よ

う
と
す
る
試
み
も
見
ら
れ
る
。
シ
ェ
ア
ド
ス

ペ
ー
ス
に
お
い
て
は
道
路
空
間
か
ら
信
号
、

横
断
歩
道
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
な
ど
の
表
示

が
取
り
除
か
れ
、
多
様
な
道
路
利
用
者
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
任
さ
れ
る
が
、
そ

こ
で
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
車
い

す
・
ベ
ビ
ー
カ
ー＞

歩
行
者＞

自
転
車＞

公

共
交
通＞
ト
ラ
ッ
ク＞

自
家
用
車
と
い
っ
た

優
先
順
位
が
基
本
原
則
と
し
て
確
立
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
弱
者
優
先
お
よ
び
公
共
優
先
の

基
本
原
則
は
、
ゾ
ー
ン
30
に
も
共
通
し
て
い

る
。　ス

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
優
先
さ
れ
る
社
会

と
は
、
人
間
性
が
重
視
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
低
炭
素
社
会
へ
の
対
応
等
か
ら

自
転
車
の
利
用
促
進
が
叫
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
優
先
の
背
景
に

は
弱
者
優
先
や
公
共
優
先
の
原
則
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
原
則
の
徹

底
が
、
高
齢
者
を
標
準
と
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
社
会
を
後
押
し
し
、
さ
ら
に
集

約
的
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
転
換
、
そ

し
て
地
域
公
共
交
通
が
存
続
で
き
、
適
材
適

所
の
手
段
選
択
に
よ
っ
て
全
体
効
率
化
が
図

ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
が
実
現
さ
れ
る
。

わ
が
国
で
は
、
そ
う
し
た
認
識
が
希
薄
な
ま

ま
に
、
自
転
車
な
ど
の
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

を
交
通
政
策
の
局
所
解
と
し
て
位
置
づ
け
る

傾
向
が
依
然
と
し
て
強
く
、
例
え
ば
自
転
車

専
用
通
行
帯
（
車
道
上
の
自
転
車
レ
ー
ン
）

を
延
ば
す
こ
と
が
自
己
目
的
化
し
て
い
る
ケ

ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
ゾ
ー
ン
30
の
よ
う
な

面
的
な
速
度
規
制
と
優
先
順
位
の
遵
守
が
徹

底
さ
れ
た
市
街
地
に
お
い
て
は
、
車
両
の
交

錯
す
る
交
差
点
部
を
除
き
、
無
理
に
自
転
車

レ
ー
ン
を
設
置
す
る
必
要
は
な
い
。

新
た
な
価
値
を

生
み
出
す

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

　言
う
ま
で
も
な
く
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

と
は
時
間
や
経
済
性
以
外
の
価
値
を
重
視
す

る
も
の
で
あ
る
。
ス
ロ
ー
な
価
値
と
は
、
人

と
人
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
価

値
、
人
と
場
所
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
る
回
遊

性
の
価
値
、
場
所
性
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

創
造
の
価
値
で
あ
る
。
既
に
市
民
の
足
と
な

っ
て
い
る
自
転
車
に
加
え
、
普
及
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
超
小
型
電
気
自
動
車
や
低
速

電
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
は
、
地
域
に
密
着
し
愛
情
・
愛
着

を
生
み
出
す
感
性
装
置
と
し
て
の
可
能
性
を

大
い
に
有
し
て
い
る
。
文
明
の
利
器
と
し
て

普
遍
性
が
求
め
ら
れ
て
き
た
従
来
の
ク
ル
マ

は
、
場
所
性
や
地
域
性
と
は
無
縁
の
も
の
で

あ
っ
た
。
景
観
や
ま
ち
な
み
と
の
調
和
も
ほ

と
ん
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
感
性

装
置
と
い
え
ど
も
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
も

そ
れ
単
体
で
は
そ
の
魅
力
を
発
揮
し
え
な
い
。

　移
動
手
段
の
デ
ザ
イ
ン
、
道
路
や
鉄
軌
道

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
沿

道
・
沿
線
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
、
こ
れ
ら
を
含

む
ト
ー
タ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
が
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
で
あ
る
。
今
後
育
っ
て
い
く
新
た
な

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
、
そ
の
新
た
な
社
会

的
価
値
と
デ
ザ
イ
ン
力
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ

や
空
間
の
変
化
を
も
促
し
な
が
ら
、
一
体
的

な
社
会
装
置
と
な
っ
て
都
市
の
変
革
を
も
た

ら
す
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

既に販売されている「コム
ス」に続き、トヨタが2013
年のジュネーブモーターシ
ョーに出展した超小型EV

「i-ROAD」は、2人 乗 り で
最高速度は45㎞/h。洗練さ
れたデザインと、鮮やかな
コーナリング、駐車しやす
い小さなボディで注目を集
めた。法整備が整う2015年
以降は、日本でも国土交通
省と自治体の連携で超小型
モビリティの実証実験が全
国で展開される予定で、こ
んなクールでスローな乗り
物がまちの景色を変える日
も近い。

進化系
スロー
モビリティ

超小型
電気
自動車

Case study

4

Micro Electric Vehicle

時速20㎞で宇奈月（富山県
黒部市）の温泉街をのんび
りと走る低速電動コミュニ
ティバス「eCom-8®」は、子
どもやお年寄りや観光客、
そして環境にやさしく、地
域交通のこれからの在り方
を示唆する。バッテリーの
約半分の電力を屋根の太陽
光パネルが補い、エアコン
はなし。ベンチシートに揺
られゆっくりと景色を見な
がら、知らない者同士でお
しゃべりを楽しみ、降りた
いところで降りられる。ま
さに「スロー」を体現した
乗り物だ。

まちと人に
寄り添って
進む

低速電動
コミュニティ
バス

Case study

3

Community Bus

欧州では、1970年代から交
通静穏化の動きが活発化し、
90年代には「ゾーン30」──
幹線道路（50㎞/h、100㎞/h）
に対し一定のエリアを面的
に30㎞/hで規制した生活道
路──が各国で運用された。
写真はドイツの事例。また、
近年は、道路から信号、標識、
横断歩道などの表示を取り
除いた「シェアドスペース」
の試みも増えている。この
空間では、安全性を確保す
るために、利用者の自律性
とコミュニケーションが常
に試される。

ヒトと
クルマが
共存する道

ゾーン30／
シェアド
スペース

Case study

2

Zone 30 / Shared Space

ロンドン市内中心部と郊外
を結び、自転車での安全な
長距離移動を可能にした「バ
ークレイズサイクルスーパ
ーハイウェイ」。青く塗った
専用レーンとともに、現在
地・目的地までの所要時間・
別の専用道路との接続を示
したサインが各所に立ち、
ふんだんな駐輪場と乗り降
り自由な自転車貸出ポート

（写真）もまちじゅうに設置
され、利用者の利便性を高
めている。これにより自転
車人口が劇的に増加し、朝
の通勤風景がすっかり変化
した。

ロンドンの
まちを変えた
新たな革命

サイクル
スーパー
ハイウェイ

Case study

1

Cycle Super Highway

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
ま
ち
が
変
わ
る
│
│
内
外
の
試
み

34CEL November 201335 CEL November 2013

※指定外全てデータ参照。
※phはすべてアタリです。本画像にサシカエてください。

　ス
ロ
ー
は
成
熟
社
会
を
象
徴
す
る
言
葉
で

あ
る
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
や
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な

ど
、
ス
ロ
ー
を
形
容
詞
と
す
る
言
葉
は
日
常

に
浸
透
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、

ス
ロ
ー
な
移
動
を
意
味
す
る
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
と
い
う
言
葉
は
ま
だ
ま
だ
ち
ま
た巷
で
は
聞

か
れ
な
い
。
豊
か
さ
の
実
現
に
お
い
て
、
移

動
と
い
う
対
象
は
未
だ
二
の
次
で
し
か
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
移
動
に
関
す
る
市

民
の
関
心
は
決
し
て
低
い
わ
け
で
は
な
い
。

満
員
電
車
の
解
消
や
道
路
の
渋
滞
緩
和
な
ど

は
、
今
日
に
至
る
ま
で
市
民
の
重
要
な
関
心

事
で
あ
る
。
問
題
は
、
移
動
に
関
す
る
我
々

の
視
野
の
狭
さ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者

は
移
動
に
対
応
す
る
専
門
用
語
と
し
て
「
モ

ビ
リ
テ
ィ
」
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉

は
人
や
社
会
の
可
動
性
、
い
わ
ば
人
の
潜
在

能
力
や
社
会
の
活
力
に
関
わ
る
概
念
で
あ
る
。

場
所
を
つ
な
ぎ
人
や
物
を
運
ぶ
と
い
う
意
味

で
用
い
ら
れ
る
「
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
」
と
は
、

次
元
の
異
な
る
上
位
概
念
で
あ
る
。
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
ト
（transport

）＝
入
力
あ
る
い
は

投
入
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
（m

obility

）＝
出
力

あ
る
い
は
成
果
、
と
い
う
構
図
で
捉
え
れ
ば

分
か
り
や
す
い
。
そ
れ
で
は
改
め
て
、
今
日

な
ぜ
ス
ロ
ー
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
る

の
か
。
ま
た
、
都
市
と
の
関
わ
り
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

都
市
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
と

思
考
停
止
の

モ
ビ
リ
テ
ィ

　人
と
同
様
に
都
市
は
生
き
物
で
あ
る
。
人

の
一
生
に
な
ぞ
ら準
え
る
な
ら
ば
、
都
市
に
も
少

年
〜
青
年
期（
都
市
化
）、青
年
〜
壮
年
期（
郊

外
化
）、
高
年
期
（
逆
都
市
化
）
が
あ
る
。

そ
し
て
人
生
に
は
な
い
が
、
都
市
に
は
再
生

期
（
再
都
市
化
）
と
い
う
４
つ
目
の
段
階
が

期
待
さ
れ
る
。
都
市
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
あ
り
方
は
段
階
毎
に
異
な
り
、
都
市
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
従
っ
て
そ
の
役
割
は
変
化

す
る
。

　都
市
化
段
階
で
求
め
ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

は
、
鉄
軌
道
な
ど
の
整
備
に
よ
り
都
心
に
向

け
て
大
量
の
人
を
運
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
郊
外

化
段
階
に
お
い
て
は
、
よ
り
長
い
距
離
を
速

く
運
ぶ
速
達
性
が
重
視
さ
れ
る
。
郊
外
化
段

階
の
後
半
に
お
い
て
は
、
低
密
な
郊
外
開
発

の
進
行
と
と
も
に
、
移
動
手
段
は
自
家
用
車

へ
と
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
。
そ
の
後
の
逆
都
市

化
段
階
に
お
い
て
は
、
ま
す
ま
す
都
市
の
低

密
な
拡
散
が
進
行
す
る
こ
と
か
ら
、
大
量
輸

送
を
前
提
と
す
る
公
共
交
通
は
衰
退
し
、
自

家
用
車
へ
の
依
存
度
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
多
く
の
都
市
は
、
未
だ
こ
の
逆
都
市

化
段
階
（
都
市
衰
退
）
に
あ
え喘
い
で
い
る
が
、

幾
つ
か
の
都
市
は
再
都
市
化
段
階
へ
と
進
も

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
第
４
段
階
で
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
役
割
は
、
郊
外
化
段
階
の
そ
れ
と

は
対
照
的
に
、都
市
の
集
積
核
（Chart 1

中
、

濃
い
グ
リ
ー
ン
の
丸
）
を
短
距
離
か
つ
中
低

速
に
結
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

　わ
が
国
の
都
市
交
通
問
題
の
本
質
は
、
端

的
に
言
え
ば
、
我
々
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
コ
ン
セ

プ
ト
が
２
段
階
目
の
郊
外
化
段
階
の
「
長
距

離
を
高
速
に
」
で
立
ち
止
ま
り
、
思
考
停
止

に
陥
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
再
都

市
化
段
階
の
「
短
距
離
を
中
低
速
に
」
へ
と

転
換
、
そ
し
て
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で

あ
る
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
の

変
革
と

そ
の
プ
ロ
セ
ス

　短
距
離
・
中
低
速
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
究

し
た
結
果
が
、
欧
州
の
都
市
に
見
ら
れ
る
自

転
車
革
命
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
を
例
と
す
れ

ば
、
近
年
、
テ
ム
ズ
川
を
越
え
て
都
心
へ
と

向
か
う
道
路
交
通
に
占
め
る
自
転
車
の
割
合

は
全
車
両
数
の
４
〜
５
割
に
至
っ
て
い
る
。

都
心
と
郊
外
を
結
ぶ
長
距
離
移
動
を
可
能
に

す
る
、12
本
の
連
続
的
な
自
転
車
レ
ー
ン「
サ

イ
ク
ル
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
や
、
大
規

模
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
（
街
中
に

自
動
的
な
自
転
車
貸
出
ポ
ー
ト
を
設
置
し
、

利
用
者
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
貸
出
お
よ
び

返
却
で
き
る
自
転
車
共
有
シ
ス
テ
ム
）」
の

導
入
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ロ
ン
ド
ン

の
自
転
車
革
命
の
社
会
的
背
景
は
よ
り
示
唆

に
富
ん
で
い
る
。
２
０
０
２
年
頃
か
ら
の
燃

料
価
格
の
高
騰
、
２
０
０
３
年
の
ロ
ー
ド
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
（
渋
滞
緩
和
の
た
め
に
都
心
部

へ
流
入
す
る
自
動
車
に
料
金
を
課
す
制
度
）

の
導
入
、
そ
し
て
２
０
０
５
年
の
地
下
鉄
・

バ
ス
の
爆
破
テ
ロ
と
い
っ
た
一
連
の
社
会
・

経
済
的
要
因
が
、
人
々
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ニ
ー

ズ
を
自
転
車
へ
と
向
か
わ
せ
た
。
そ
れ
で
は
、

こ
う
し
た
要
因
は
わ
が
国
に
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
？

　わ
が
国
が
主
導
し
た
地
球
温
暖

化
防
止
の
京
都
議
定
書
、
世
界
に
類
を
見
な

い
超
高
齢
社
会
、
そ
し
て
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
ロ
ン
ド

ン
の
そ
れ
を
し
の凌
ぐ
衝
撃
で
あ
り
、
わ
が
国
に

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
革
を
も
た
ら
し
て
も
お
か

し
く
は
な
か
っ
た
。

　し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
顕
著
な
変
革
の

兆
候
は
未
だ
見
え
な
い
。
一
連
の
衝
撃
を
変

革
に
変
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
欠
い
て
い
る
。

人
間
性
が

最
優
先
さ
れ
る

道

　モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
革
は
、
ま
ず
安
全
の
確

保
か
ら
ス
タ
ー
ト
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
道
路
交
通
に
お
け
る
速
度
と
優

先
順
位
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹
底
が
不
可
欠

で
あ
る
。
低
速
化
に
よ
っ
て
人
と
自
動
車
を

共
存
さ
せ
る
取
り
組
み
は
、
欧
州
で
は
従
来

よ
り
ゾ
ー
ン
30
（
上
限
30
㎞
／
ｈ
の
速
度
規

制
）
な
ど
の
面
的
速
度
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
見

ら
れ
る
。
近
年
で
は
シ
ェ
ア
ド
ス
ペ
ー
ス
の

よ
う
に
、
道
路
空
間
と
沿
道
空
間
の
適
切
な

デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
挙

動
に
抑
制
的
な
影
響
を
与
え
て
走
行
速
度
を

減
速
さ
せ
、
快
適
な
滞
留
空
間
を
確
保
し
よ

う
と
す
る
試
み
も
見
ら
れ
る
。
シ
ェ
ア
ド
ス

ペ
ー
ス
に
お
い
て
は
道
路
空
間
か
ら
信
号
、

横
断
歩
道
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
な
ど
の
表
示

が
取
り
除
か
れ
、
多
様
な
道
路
利
用
者
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
任
さ
れ
る
が
、
そ

こ
で
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
車
い

す
・
ベ
ビ
ー
カ
ー＞

歩
行
者＞

自
転
車＞

公

共
交
通＞
ト
ラ
ッ
ク＞

自
家
用
車
と
い
っ
た

優
先
順
位
が
基
本
原
則
と
し
て
確
立
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
弱
者
優
先
お
よ
び
公
共
優
先
の

基
本
原
則
は
、
ゾ
ー
ン
30
に
も
共
通
し
て
い

る
。　ス

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
優
先
さ
れ
る
社
会

と
は
、
人
間
性
が
重
視
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
低
炭
素
社
会
へ
の
対
応
等
か
ら

自
転
車
の
利
用
促
進
が
叫
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
優
先
の
背
景
に

は
弱
者
優
先
や
公
共
優
先
の
原
則
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
原
則
の
徹

底
が
、
高
齢
者
を
標
準
と
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
社
会
を
後
押
し
し
、
さ
ら
に
集

約
的
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
転
換
、
そ

し
て
地
域
公
共
交
通
が
存
続
で
き
、
適
材
適

所
の
手
段
選
択
に
よ
っ
て
全
体
効
率
化
が
図

ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
が
実
現
さ
れ
る
。

わ
が
国
で
は
、
そ
う
し
た
認
識
が
希
薄
な
ま

ま
に
、
自
転
車
な
ど
の
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

を
交
通
政
策
の
局
所
解
と
し
て
位
置
づ
け
る

傾
向
が
依
然
と
し
て
強
く
、
例
え
ば
自
転
車

専
用
通
行
帯
（
車
道
上
の
自
転
車
レ
ー
ン
）

を
延
ば
す
こ
と
が
自
己
目
的
化
し
て
い
る
ケ

ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
ゾ
ー
ン
30
の
よ
う
な

面
的
な
速
度
規
制
と
優
先
順
位
の
遵
守
が
徹

底
さ
れ
た
市
街
地
に
お
い
て
は
、
車
両
の
交

錯
す
る
交
差
点
部
を
除
き
、
無
理
に
自
転
車

レ
ー
ン
を
設
置
す
る
必
要
は
な
い
。

新
た
な
価
値
を

生
み
出
す

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

　言
う
ま
で
も
な
く
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

と
は
時
間
や
経
済
性
以
外
の
価
値
を
重
視
す

る
も
の
で
あ
る
。
ス
ロ
ー
な
価
値
と
は
、
人

と
人
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
価

値
、
人
と
場
所
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
る
回
遊

性
の
価
値
、
場
所
性
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

創
造
の
価
値
で
あ
る
。
既
に
市
民
の
足
と
な

っ
て
い
る
自
転
車
に
加
え
、
普
及
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
超
小
型
電
気
自
動
車
や
低
速

電
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
は
、
地
域
に
密
着
し
愛
情
・
愛
着

を
生
み
出
す
感
性
装
置
と
し
て
の
可
能
性
を

大
い
に
有
し
て
い
る
。
文
明
の
利
器
と
し
て

普
遍
性
が
求
め
ら
れ
て
き
た
従
来
の
ク
ル
マ

は
、
場
所
性
や
地
域
性
と
は
無
縁
の
も
の
で

あ
っ
た
。
景
観
や
ま
ち
な
み
と
の
調
和
も
ほ

と
ん
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
感
性

装
置
と
い
え
ど
も
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
も

そ
れ
単
体
で
は
そ
の
魅
力
を
発
揮
し
え
な
い
。

　移
動
手
段
の
デ
ザ
イ
ン
、
道
路
や
鉄
軌
道

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
沿

道
・
沿
線
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
、
こ
れ
ら
を
含

む
ト
ー
タ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
が
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
で
あ
る
。
今
後
育
っ
て
い
く
新
た
な

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
、
そ
の
新
た
な
社
会

的
価
値
と
デ
ザ
イ
ン
力
に
よ
り
、
イ
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ラ
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間
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し
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が
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一
体
的

な
社
会
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置
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な
っ
て
都
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の
変
革
を
も
た

ら
す
こ
と
に
期
待
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寄
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る
。

既に販売されている「コム
ス」に続き、トヨタが2013
年のジュネーブモーターシ
ョーに出展した超小型EV
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モビリティの実証実験が全
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んなクールでスローな乗り
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も近い。

進化系
スロー
モビリティ

超小型
電気
自動車

Case study

4

Micro Electric Vehicle

時速20㎞で宇奈月（富山県
黒部市）の温泉街をのんび
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乗り物だ。

まちと人に
寄り添って
進む

低速電動
コミュニティ
バス

Case study

3

Community Bus

欧州では、1970年代から交
通静穏化の動きが活発化し、
90年代には「ゾーン30」──
幹線道路（50㎞/h、100㎞/h）
に対し一定のエリアを面的
に30㎞/hで規制した生活道
路──が各国で運用された。
写真はドイツの事例。また、
近年は、道路から信号、標識、
横断歩道などの表示を取り
除いた「シェアドスペース」
の試みも増えている。この
空間では、安全性を確保す
るために、利用者の自律性
とコミュニケーションが常
に試される。

ヒトと
クルマが
共存する道

ゾーン30／
シェアド
スペース

Case study

2

Zone 30 / Shared Space

ロンドン市内中心部と郊外
を結び、自転車での安全な
長距離移動を可能にした「バ
ークレイズサイクルスーパ
ーハイウェイ」。青く塗った
専用レーンとともに、現在
地・目的地までの所要時間・
別の専用道路との接続を示
したサインが各所に立ち、
ふんだんな駐輪場と乗り降
り自由な自転車貸出ポート

（写真）もまちじゅうに設置
され、利用者の利便性を高
めている。これにより自転
車人口が劇的に増加し、朝
の通勤風景がすっかり変化
した。

ロンドンの
まちを変えた
新たな革命

サイクル
スーパー
ハイウェイ

Case study

1

Cycle Super Highway

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
ま
ち
が
変
わ
る
│
│
内
外
の
試
み
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締
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（
名
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屋
）／

環
境
未
来
都
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構
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文
化
財
登
録
制
度

新
設

「
神
戸
方
式
」と

呼
ば
れ
る
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
イ
ル

（
丘
陵
部
開
発
と
湾
岸
部

埋
め
た
て
に
よ
る
複
合
的

ニュ
ー
タ
ウ
ン
づ
く
り
）

heartful

＋building

か
ら
。公
共
性
の
高
い
建

築
物
に
対
し
て
高
齢
者
や

身
体
障
害
者
ら
に
利
用
し

や
す
い
施
設
整
備
を
求
め

た
。

（
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
＋

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
）

神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

第
1
期
事
業
既
成

大
阪
駅
前
市
街
地
改
造

事
業
完
成（
1
9
6
1
〜
）

六
本
木
ヒ
ル
ズ

開
業

大
阪・

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
、

オ
ー
プ
ン

東
日
本
大
震
災

田
園
都
市
構
想
／

大
分
県
の

一村
一品
運
動

平
松
守
彦
知
事

が
提
唱

東
京・世
田
谷
区

「
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」

基
本
構
想
を
策
定

う
え
ほ
ん
ま
ち

ハ
イ
ハ
イ
タ
ウ
ン
完
成

景
観
法
公
布
／

ま
ち
づ
く
り
交
付
金

制
度
開
始

1
9
5
0
年
か
ら
始
ま
っ

た
全
国
総
合
開
発
計
画

が
こ
れ
で
打
ち
止
め
と
な

る
。環

境
省
設
置

大
分・湯
布
院
町

潤
い
の
あ
る

町
づ
く
り
条
例

以
後
、各
地
で

ま
ち
づ
く
り
条
例
が
つ
く

ら
れ
、施
行
さ
れ
て
い
く
。

文
化
財
保
護
法
施
行

文
化
庁
発
足

高
齢
化
率
21
％
を

超
え
て
超
高
齢
社
会
に

高
齢
化
率
14
％
を

超
え
て
高
齢
社
会
に

日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

（
F
I
F
A
）開
催

リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
公
布

観
光
庁
発
足

大
平
内
閣
の

政
策
研
究
会

に
よ
る

自
治
体
に
よ
る

建
築
物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

初
の
指
針

「
世
田
谷
方
式
」と

呼
ば
れ
る

画
期
的
な
取
り
組
み

明
治
時
代
以
降
の
日
本
の

近
代
化
に
寄
与
し
て
き
た

産
業・交
通・土
木
関
連
の

建
造
物
を
「
近
代
化
遺

産
」と
名
付
け
、重
要
文
化

財
の
指
定
対
象
に
す
る
。

「
妻
籠
を
愛
す
る
会
」

「
今
井
町
町
並
み
保
存
会
」

「
有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
」

関
西
文
化
学
術

研
究
都
市

（
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
）

都
市
び
ら
き

東
京

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
／

新
丸
の
内
ビ
ル

完
成

東
京
臨
海
副
都
心

（
お
台
場
）開
発

東
京
都
の
常
住
人
口

1
0
0
0
万
人
突
破

高度経済成長

公害問題広がる

戦後復興バブル景気（1986～91年）

神武景気

1988～89年
ふるさと創生一億円事業
（竹下内閣による
「自ら考え自ら行う
地域づくり事業」）

金融機関の破たんと再編市町村合併進む

このころ、ニュータウンが続 と々造営される。
千里NT（62年）、高蔵寺NT（68年）、
多摩NT（71年）に入居開始。東京・大阪で大規模な都市再開発が進展する

阪
神・淡
路
大
震
災
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Special Feature

『日本で最も美しい村
──公式ガイドブック』

ハースト婦人画報社、2012年

地域の集合建屋や世襲財産
などを観光資源化し、小規
模な農村を保護するために、
1982年フランスで生まれた

「フランスで最も美しい村」
連合。この活動に範をとり、
小さくても美しい日本の農
山漁村を守るために誕生し
た連合の公式ガイド。参加
44町村の美しい風景と自慢
の美味、見どころを、多数
の写真で紹介している。

「日本で最も美しい村」連合

『地域を変えるデザイン　
──コミュニティが元気
になる30のアイデア』
英治出版、2011年

地域を変えるデザインとは、
すなわち人同士をつなぐデ
ザインのこと。日本が抱え
る多くの問題に対処するた
めの、さまざまな地域の取
り組みを紹介し、地域の住
民同士、地域と観光客、都
市と農村などが、デザイン
を通じてつながり、新たな
コミュニティとコミュニケ
ーションが生まれる可能性
を検証する。

筧 裕介監修　
issue＋design project著

『スローシティ　
──世界の均質化と
闘うイタリアの小さな町』
光文社新書、2013年

グローバル化した社会では、
世界中の町で風景や生活空
間の均質化が進む。こうし
た時代に、人が幸福に暮ら
す場とは何かということを
問いつづける著者は、イタ
リアで「スローシティ」と
いうひとつの運動に巡り合
う。丁寧な取材から、まち
のアイデンティティを確立
することの大変さ、人びと
の強い意志の力を感じ取れ
る一冊。

島村菜津

6

『小商いのすすめ　
──「経済成長」から

「縮小均衡」の時代へ』
ミシマ社、2012年

経済成長なしでも成熟する
社会のありかたとは？　昭
和30年代の日本が幸福感に
覆われた日々に見えるのは
なぜなのか？　グローバル
化の潮流のなかで東日本大
震災を体験した我々は、未
来社会のために、いま一度

「ヒューマン・スケール」
の復興を目指すべきとの示
唆を得られる書。「いま・
ここ」に責任をもつ生き方
の提唱でもある。

平川克美

5

『「まち歩き」をしかける　
──コミュニティ・
ツーリズムの手ほどき』
学芸出版社、2012年

著者は、ベテランの「まち
歩き仕掛け人」であり、
2013年夏までに累計16,000
人が参加したコミュニテ
ィ・ツーリズム「大阪あそ
歩」を立ち上げた人。その
豊富な経験をもとに、なぜ
今まち歩きが必要なのか、
仕掛ける側に必要な基本姿
勢と具体的なノウハウまで、
微に入り細にわたって解説
する。

茶谷幸治

4

『わが落語鑑賞
──安藤鶴夫の

「読む落語」』
河出文庫、2009年

ご隠居と熊さん八ッつあん
の呑気な掛け合いが交わさ
れる横丁の縦割り長屋は、
大都会・江戸の町なかに実
現したスロー空間ではなか
ったか。噺家たちと深い交
流を持ち、江戸落語のエス
プリを体で知る最後の粋人、
演劇評論家の“アンツル先
生”こと安藤鶴夫が紙上に
写し取った珠玉の古典落語
の数々に笑い、理想郷を夢
見よう。

安藤鶴夫

『なにもないシアワセ　
大東京ビンボー
生活マニュアル』
イースト・プレス、2011年

6畳一間のアパートに住む、
お金はないが時間はある主
人公のコースケ。隣に住む
学生、大家さん、近所の和尚、
バーのママ、銭湯の主、そ
して彼女……魅力的な周囲
の人びととコースケの交流
を通じて、まちに暮らす豊
かさ、そしてお金には決し
て還元できない「本当のぜ
いたく」がわかる不朽の名
作漫画。

前川つかさ

3 2 1
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『里山資本主義
──日本経済は

「安心の原理」で動く』
角川oneテーマ21、2013年

過疎化・高齢化が進み、林
業は衰退。これまでさんざ
ん見捨てられてきた里山が、
脆い日本社会を救うセキュ
リティシステムになり得る?!
里山が生み出す水・食料・
エネルギーの恵みを資本と
して循環させる「里山資本
主義」が、今や夢物語でなく、
アクチュアルに実践され得
ることを本書が証明する。
3.11後を生き抜くヒントが
つまった、福音の書。

藻谷浩介、NHK広島取材班

10

『スロー・イズ・
ビューティフル　
──遅さとしての文化』
平凡社ライブラリー、2004年

日本のスロー・ブームの嚆
矢として2001年に出版され
たが、その内容は今も輝き
を失っていない。さまざま
な職業を経て文化人類学を
教える大学教員となった著
者が、世界中で出会った人
びとの話から、万巻の書か
ら、ゆっくりと掘り起こし
てきた「遅恵（スローな知
恵）」を達意の文章で開陳。
留まって足元を見つめ直さ
ずにはいられない一冊。

辻 信一

9 8

『ユートピアだより』

岩波文庫、2013年

美とともに生活する「アー
ツ・アンド・クラフツ運動」
を推進したデザイナーにし
て詩人・モリスの思想が集
約された小説。産業革命後
のイギリスの大量生産・大
量消費文明を批判し、自然
豊かな「22世紀のロンドン」
を活写。芸術としての労働
とともに生きる人びとの姿
には、スローな暮らしの原
点が見える。

ウィリアム・モリス著　
川端康雄訳

7Number Number Number Number
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苑
』『
ハ

イ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
』
副
編

集
長
を
務
め
、
２
０
１

１
年
３
月
定
年
で
退
職
。

２
０
１
２
年
６
月
ま
で
ハ

イ
フ
ァッ
シ
ョ
ン
・
オ
ン
ラ

イ
ン
の
チ
ー
フ
エ
デ
ィ
タ

ー
。
２
０
１
３
年
４
月

よ
り
、
京
都
精
華
大
学

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー

学
部
フ
ァッ
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

特
任
教
授
。
編
著
に『
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
語
り
は
じ

め
た
』『
相
対
性
コ
ム
デ

ギ
ャ
ル
ソ
ン
論
』。

Nishitani Mariko文 

西
谷 

真
理
子

衣
食
住
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回

Illustration by Asazuma Kenji

　何
十
年
ぶ
り
の
猛
暑
と
騒
が
れ
た
今
年
の
夏
だ
っ
た
が
、
な
ん
と
、

日
本
の
伝
統
的
な
夏
の
ア
イ
テ
ム
、
ス
テ
テ
コ
が
、
若
者
を
中
心
に
爆

発
的
な
人
気
を
博
し
た
と
い
う
。
ブ
ー
ム
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
、

２
０
０
８
年
に
登
場
し
た
ス
テ
テ
コ
研
究
所
＝steteco.com

の
よ
う
で

あ
る
が
（
当
時
私
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
の
編
集
部
に
い
た
が
、
送
ら

れ
て
き
た
情
報
を
見
て
目
の
付
け
所
の
よ
さ
に
感
心
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
る
）、
エ
コ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
昔
な
が
ら
の
ス
テ
テ
コ
を
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
し
、
生
活
に
取
り
入
れ
よ
う
と
い
う
提
案
は
、
そ
の
後

予
想
外
の
東
日
本
大
震
災
を
経
た
節
電
、
節
約
ブ

ー
ム
が
追
い
風
と
な
り
、
大
き
な
広
が
り
を
見
せ

た
。
和
装
小
物
メ
ー
カ
ー
な
ど
も
、
ち
ぢ
み
や
よ
う楊

　
り
ゆ
う柳
と
い
っ
た
伝
統
の
素
材
を
使
っ
た
ポ
ッ
プ
な

ス
テ
テ
コ
を
日
常
着
と
し
て
次
々
に
発
売
し
て
い

る
。
か
く
い
う
私
も
、
こ
の
夏
、
ユ
ニ
ク
ロ
と
京

都
の
ブ
ラ
ン
ドSO

U

・SO
U

と
の
コ
ラ
ボ
商
品

の
ス
テ
テ
コ
に
は
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。

　そ
れ
に
し
て
も
１
９
８
０
年
代
以
降
、
日
本
人

の
生
活
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
西
洋
化
し
て
い
く
中
で
、

前
時
代
の
遺
物
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
ス
テ
テ
コ

が
、
こ
こ
に
来
て
突
然
の
カ
ム
バ
ッ
ク
。
し
か
も
、
す
っ
か
り
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
商
品
と
し
て
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
い
っ
た

い
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　２
０
１
１
年
の
夏
に
、
東
京
・
新
宿
の
文
化
学
園
服
飾
博
物
館
で
「
暑

さ
と
衣
服
：
民
族
衣
装
に
み
る
涼
し
さ
の
工
夫
」
と
い
う
興
味
深
い
展

覧
会
が
あ
っ
た
。
節
電
が
切
実
な
時
節
柄
も
あ
り
、
タ
イ
ト
ル
に
目
が

吸
い
付
け
ら
れ
た
。
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
は
、
ア
ジ
ア
か
ら
、
ア
ラ
ブ
、

ア
フ
リ
カ
ま
で
の
亜
熱
帯
や
熱
帯
の
国
々
の
伝
統
的
な
衣
装
で
あ
る
。

日
本
や
東
南
ア
ジ
ア
の
よ
う
に
湿
度
の
高
い
国
々
が
あ
れ
ば
、
乾
燥
し

て
い
る
国
、
砂
風
が
吹
き
付
け
る
砂
漠
の
国
が
あ
り
、「
暑
さ
」
と
い

う
共
通
の
厳
し
い
気
候
を
い
か
に
し
の
ぐ
か
が
解
説
さ
れ
て
い
た
。
改

め
て
、
暑
さ
が
日
々
の
切
実
な
問
題
に
な
る
の
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

中
心
地
で
あ
る
パ
リ
や
ミ
ラ
ノ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
の
西
欧
諸
国
で

は
な
い
の
だ
と
認
識
し
た
。

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
蒸
し
暑
い
夏
に
、

西
洋
服
の
基
本
形
で
あ
る
ス
ー
ツ
に
シ
ャ
ツ
に
ネ
ク
タ
イ
と
い
う
ス
タ

イ
ル
を
遵
守
し
、
冷
房
を
過
剰
に
効
か

せ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
を
、
そ
ろ
そ
ろ

日
本
人
は
再
考
し
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
。
高
温
多
湿
の
気
候
を
快
適
に
す

る
の
は
、
身
体
と
衣
服
と
の
間
に
適
度

な
空
間
を
作
り
、
風
が
通
り
抜
け
る
よ

う
な
構
造
に
す
る
こ
と
、
放
熱
を
う
な

が
す
素
材
を
使
う
こ
と
、
そ
し
て
首
元

が
あ
い
て
い
る
こ
と
な
ど
だ
と
民
族
服

は
教
え
て
く
れ
る
。
そ
う
思
い
な
が
ら

昨
今
の
欧
米
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
観
察

す
る
と
、
男
物
で
も
通
常
の
シ
ャ
ツ
え
り衿
で
は
な
く
、
キ
モ
ノ
打
ち
合
わ

せ
の
シ
ャ
ツ
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
発
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
が
昨
年
あ
た
り
か

ら
登
場
し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
日
本
や

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
売
る
た
め
に
、
暑
い
国
の
民
族
服
を
研
究
す
る
姿

勢
を
、
西
洋
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
も
取
り
始
め
て
い
る
。

　ス
テ
テ
コ
の
流
行
も
そ
ん
な
文
脈
で
と
ら
え
る
と
興
味
深
い
。
次
は

ぜ
ひ
ダ
ボ
シ
ャ
ツ
か
、
さ作

　
む務

　
え衣

あ
た
り
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
的
応
用
編
を

見
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
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※指定外全てデータ参照。
※イラストあたりです。本画像に差し替えてください。



一見「
地
縁
」と
は
無
関
係
に
思
え
る
マ
ン
シ
ョン
。

し
か
し
、東
日
本
大
震
災
後
、地
域
社
会
と
の
関
係
性
を

構
築
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

防
災・減
災
の
た
め
に
、マ
ン
シ
ョン
は
ど
ん
な

役
割
を
果
た
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。

マ
ン
シ
ョン
と
地
域
社
会
、双
方
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
。

阪
神・淡
路
大
震
災
が

提
起
し
た

減
災
サ
イ
ク
ル
と

生
活
防
災

　１
９
９
５
年
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
15
年
を
経
た
２
０
１
０
年
１
月
、
本
誌

91
号
で
「
生
活
者
に
と
っ
て
の
減
災
」
を
特

集
し
た
。
災
害
を
い
か
に
し
て
防
ぐ
か
に
重

点
を
置
い
た
「
防
災
」
の
み
な
ら
ず
、
災
害

に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る

「
減
災
」
と
い
う
考
え
方
を
提
起
し
、
当
事

者
と
し
て
の
生
活
者
が
い
か
に「
減
災
社
会
」

を
構
築
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
問
い
か

け
た
。

　同
特
集
の
な
か
で
、
あ
つ渥

　
み美

　
と
も
ひ
で

公
秀
氏
は
「
防

災
と
い
う
言
葉
を
減
災
と
い
う
言
葉
に
置
き

換
え
た
だ
け
で
は
、
減
災
と
い
う
言
葉
の
含

意
を
十
分
に
活
か
せ
な
い
。
減
災
と
い
う
発

想
は
、
災
害
が
起
こ
る
前
の
備
え
と
し
て
の

防
災
以
外
に
も
、
災
害
が
発
生
し
た
後
の
救

援
や
復
旧
、
復
興
に
も
活
か
せ
る
も
の
で
あ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
減
災
を
、
災
害
発

生
直
後
の
救
急
救
命
・
安
全
確
保
に
は
じ
ま

り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
・
生
活
再
建
、

復
興
ま
ち
づ
く
り
・
生
活
文
化
の
再
生
、
生

活
防
災
・
減
災
ま
ち
づ
く
り
に
至
る
、
一
連

の
「
減
災
サ
イ
ク
ル
（
43
頁Chart

参
照
）」

と
し
て
捉
え
る
必
要
性
が
認
識
で
き
る
。

　ま
た
、
や矢

　
も
り
か
つ

守
克

　
や也
氏
は
「
生
活
防
災
」
を

提
唱
し
、「〈
生
活
防
災
〉
と
は
、
一
言
で
言

え
ば
、
生
活
総
体
（
ま
る
ご
と
の
生
活
）
に

根
ざ
し
た
防
災
・
減
災
実
践
の
こ
と
で
あ
り
、

生
活
文
化
と
し
て
定
着
し
た
防
災
・
減
災
と

言
っ
て
も
よ
い
」
と
し
て
い
る
。
災
害
列
島

と
も
呼
ば
れ
る
日
本
に
あ
っ
て
、
先
人
た
ち

は
、
自
然
が
も
た
ら
す
恵
み
と
リ
ス
ク
と
と

も
に
生
き
る
、
知
恵
と
し
て
の
災
害
文
化
を

育
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
現
代
の
都
市
生
活

に
根
ざ
し
た
災
害
文
化
＝
減
災
文
化
と
い
う

も
の
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
か
と
い
え
ば
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
き
る
ま
で
、
存
在

し
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

　そ
し
て
、
減
災
文
化
を
構
想
す
る
に
は
、

現
代
の
都
市
の
主
要
な
住
ま
い
方
の
ひ
と
つ

と
な
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
を
、
地
域
と
防

災
・
減
災
の
文
脈
の
な
か
で
ど
う
位
置
づ
け

る
か
が
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
。

東
日
本
大
震
災
後
の

生
活
者
の

防
災・減
災
意
識

　前
記
の
特
集
の
翌
年
、
２
０
１
１
年
３
月

に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。
大
阪
ガ
ス

㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
（
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）

で
は
、
同
年
６
月
と
翌
年
１
月
の
２
回
に
わ

た
っ
て「
東
日
本
大
震
災
後
生
活
意
識
調
査
」

（
＊
１
）
を
行
っ
た
（
44
頁
参
照
）。
回
答
の

な
か
か
ら
、
防
災
・
減
災
へ
の
意
識
の
あ
り

よ
う
に
つ
い
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

　生
活
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

人
間
関
係
で
は
、「
地
縁
」
が
最
も
多
く
選

択
さ
れ
、
近
接
し
て
「
血
縁
」、
ぐ
っ
と
減

っ
て
「
電
縁
（
ネ
ッ
ト
縁
）」
と
な
っ
て
い
る
。

安
否
確
認
や
被
災
者
の
生
活
支
援
に
ネ
ッ
ト

メ
デ
ィ
ア
が
活
用
さ
れ
た
の
が
、
東
日
本
大

震
災
の
特
徴
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
が
、
ネ
ッ
ト

社
会
＝
安
全
確
保
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ「
面
識
社
会
」（
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
）

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
地
縁
が
希

薄
化
し
て
い
る
社
会
に
あ
っ
て
、
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
地
縁
が
評
価
さ
れ
て
い

る
点
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　ま
た
、「
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
や

社
会
の
な
か
に
、
平
常
時
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
非
常
時
の

安
心
・
安
全
を
支
え
る
力
に
な
る
こ
と
を
実

感
し
た
」「
天
災
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
減
災
（
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
対
策
）
が
ま
だ
ま
だ
不
十
分
だ
」「
自
分

の
住
む
地
域
で
の
地
域
全
体
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
レ
ベ
ル
を
高
め
る
活
動
、
対
応
拠
点
づ
く

り
の
必
要
性
を
感
じ
た
」
な
ど
、
現
代
の
都

市
生
活
の
な
か
で
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
っ

た
地
域
と
人
の
つ
な
が
り
や
、
減
災
と
い
う

考
え
方
、
実
践
の
必
要
性
な
ど
が
、
大
き
な

被
害
を
目
の
当
た
り
に
す
れ
ば
当
然
の
こ
と

か
も
し
れ
な
い
が
、
明
瞭
に
認
識
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

地
域
防
災・

減
災
資
源
と
し
て
の

マ
ン
シ
ョンへの
注
目

　マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
と
地
域
の
関
係
に
つ
い

て
も
意
識
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
国
土
交
通

省
国
土
交
通
政
策
研
究
所
が
２
０
１
２
年
度

に
首
都
圏
の
12
市
区
を
対
象
に
実
施
し
た

「
集
約
的
都
市
居
住
に
お
け
る
地
域
防
災
力

の
強
化
に
関
す
る
研
究
〜
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

組
合
・
町
会
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
〜
」

（
＊
２
、
45
頁
参
照
）
に
よ
る
と
、「
連
携
し

て
防
災
・
減
災
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
、

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
９
割
近
く
が
、
町
会
で
は

７
割
程
度
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
両
者
が

連
携
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
事
項
と
し
て
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
有
空
間
の
開
放
や
、
震
災

時
の
活
動
等
へ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の
参
加

を
挙
げ
る
回
答
が
多
か
っ
た
」
と
さ
れ
て
い

る
。
危
機
意
識
の
高
い
人
の
ほ
う
が
回
答
率

が
高
い
と
し
て
も
、
震
災
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に

よ
っ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
と
地
域
の
位
相
に
変

化
が
起
き
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　地
域
の
側
は
、
こ
れ
ま
で
疎
遠
に
な
り
が

ち
で
あ
っ
た
近
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
、
津
波

避
難
や
防
災
用
品
の
備
蓄
や
マ
ン
パ
ワ
ー
な

ど
、
地
域
の
防
災
・
減
災
資
源
と
し
て
の
可

能
性
を
期
待
し
始
め
て
い
る
。
一
方
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
側
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
内
だ
け
で

防
災
・
減
災
に
取
り
組
む
こ
と
へ
の
不
安
が

あ
り
、
地
域
の
支
援
に
期
待
す
る
心
理
が
生

じ
て
き
て
い
る
。
関
西
で
も
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
被
害
想
定
が
出
さ
れ
、
津
波
避
難

ビ
ル
の
登
録
な
ど
の
動
き
が
あ
る
な
か
で
、

同
様
の
思
い
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
推
測
さ

れ
る
。

ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
た

マ
ン
シ
ョン
居
住
と

減
災
文
化
へ

　マ
ン
シ
ョ
ン
と
地
域
の
関
係
が
、
震
災
を

契
機
に
近
づ
い
て
き
た
と
は
い
う
も
の
の
、

相
互
に
抱
く
期
待
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
て
い
く
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

比
較
的
規
模
の
大
き
な
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
防

災
・
減
災
に
対
応
す
る
空
間
的
・
人
的
・
経

済
的
な
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
大
き
く
、
地
域
と

の
連
携
で
も
ギ
ブ
＆
テ
イ
ク
を
模
索
し
て
い

く
余
地
が
さ
ま
ざ
ま
に
あ
る
。
し
か
し
、
小

規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
は
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
小
さ

く
、
防
災
力
・
減
災
力
を
高
め
て
い
く
に
は
、

大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
以
上
に
日
常
的
に
地
域

地
域
に
お
け
る

減
災
文
化
の
創
造
と

マ
ン
シ
ョン
居
住
に
つい
て

「
減
災
」の
た
め
の
マ
ン
シ
ョン
の
役
割
と
は
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と
関
係
を
つ
く
れ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
と

町
会
な
ど
の
相
互
支
援
の
協
定
や
、
地
域
と

の
連
携
を
含
む
防
災
力
を
備
え
た
マ
ン
シ
ョ

ン
の
認
定
な
ど
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
取
り
組
み

が
徐
々
に
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
地
域
も
あ
る
。

非
常
時
の
対
応
を
中
心
に
し
た
ル
ー
ル
づ
く

り
は
極
め
て
重
要
だ
が
、
現
代
の
都
市
生
活

に
即
し
た
減
災
文
化
に
育
て
上
げ
て
い
く
に

は
、
べ
ー
ス
と
な
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
要

素
が
欠
か
せ
な
い
。
減
災
サ
イ
ク
ル
全
体
を

視
野
に
入
れ
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン

の
活
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ま
ち
づ
く
り

と
連
動
し
た
生
活
文
化
と
し
て
の
防
災
・
減

災
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
切
に
求
め
ら
れ

る
。
今
後
の
研
究
活
動
の
な
か
で
、
具
体
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い
。

救急救命・
安全確保

ライフライン
復旧・
生活再建

復興まちづくり・
生活文化の
再生

生活防災・
減災
まちづくり

 災害直後
　
　
  　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
   
 災

害前

 　　
　
　
　
　
  　
　
　
復
興
に

向
けて 　　　　　　

　　
復

旧
期
　
　
　
　
　
　
　
   
　

　
　　
　

災害発生

減災サイクル

『いのちをまもる智恵──減災に
挑む30の風景』（発行：NPO法人
レスキューストックヤード）に掲
載のチャートをベースに加工

Char t

一見「
地
縁
」と
は
無
関
係
に
思
え
る
マ
ン
シ
ョン
。

し
か
し
、東
日
本
大
震
災
後
、地
域
社
会
と
の
関
係
性
を

構
築
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

防
災・減
災
の
た
め
に
、マ
ン
シ
ョン
は
ど
ん
な

役
割
を
果
た
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。

マ
ン
シ
ョン
と
地
域
社
会
、双
方
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
。

阪
神・淡
路
大
震
災
が

提
起
し
た

減
災
サ
イ
ク
ル
と

生
活
防
災

　１
９
９
５
年
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
15
年
を
経
た
２
０
１
０
年
１
月
、
本
誌

91
号
で
「
生
活
者
に
と
っ
て
の
減
災
」
を
特

集
し
た
。
災
害
を
い
か
に
し
て
防
ぐ
か
に
重

点
を
置
い
た
「
防
災
」
の
み
な
ら
ず
、
災
害

に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る

「
減
災
」
と
い
う
考
え
方
を
提
起
し
、
当
事

者
と
し
て
の
生
活
者
が
い
か
に「
減
災
社
会
」

を
構
築
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
問
い
か

け
た
。

　同
特
集
の
な
か
で
、
あ
つ渥

　
み美

　
と
も
ひ
で

公
秀
氏
は
「
防

災
と
い
う
言
葉
を
減
災
と
い
う
言
葉
に
置
き

換
え
た
だ
け
で
は
、
減
災
と
い
う
言
葉
の
含

意
を
十
分
に
活
か
せ
な
い
。
減
災
と
い
う
発

想
は
、
災
害
が
起
こ
る
前
の
備
え
と
し
て
の

防
災
以
外
に
も
、
災
害
が
発
生
し
た
後
の
救

援
や
復
旧
、
復
興
に
も
活
か
せ
る
も
の
で
あ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
減
災
を
、
災
害
発

生
直
後
の
救
急
救
命
・
安
全
確
保
に
は
じ
ま

り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
・
生
活
再
建
、

復
興
ま
ち
づ
く
り
・
生
活
文
化
の
再
生
、
生

活
防
災
・
減
災
ま
ち
づ
く
り
に
至
る
、
一
連

の
「
減
災
サ
イ
ク
ル
（
43
頁Chart

参
照
）」

と
し
て
捉
え
る
必
要
性
が
認
識
で
き
る
。

　ま
た
、
や矢

　
も
り
か
つ

守
克

　
や也
氏
は
「
生
活
防
災
」
を

提
唱
し
、「〈
生
活
防
災
〉
と
は
、
一
言
で
言

え
ば
、
生
活
総
体
（
ま
る
ご
と
の
生
活
）
に

根
ざ
し
た
防
災
・
減
災
実
践
の
こ
と
で
あ
り
、

生
活
文
化
と
し
て
定
着
し
た
防
災
・
減
災
と

言
っ
て
も
よ
い
」
と
し
て
い
る
。
災
害
列
島

と
も
呼
ば
れ
る
日
本
に
あ
っ
て
、
先
人
た
ち

は
、
自
然
が
も
た
ら
す
恵
み
と
リ
ス
ク
と
と

も
に
生
き
る
、
知
恵
と
し
て
の
災
害
文
化
を

育
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
現
代
の
都
市
生
活

に
根
ざ
し
た
災
害
文
化
＝
減
災
文
化
と
い
う

も
の
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
か
と
い
え
ば
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
き
る
ま
で
、
存
在

し
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

　そ
し
て
、
減
災
文
化
を
構
想
す
る
に
は
、

現
代
の
都
市
の
主
要
な
住
ま
い
方
の
ひ
と
つ

と
な
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
を
、
地
域
と
防

災
・
減
災
の
文
脈
の
な
か
で
ど
う
位
置
づ
け

る
か
が
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
。

東
日
本
大
震
災
後
の

生
活
者
の

防
災・減
災
意
識

　前
記
の
特
集
の
翌
年
、
２
０
１
１
年
３
月

に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。
大
阪
ガ
ス

㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
（
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）

で
は
、
同
年
６
月
と
翌
年
１
月
の
２
回
に
わ

た
っ
て「
東
日
本
大
震
災
後
生
活
意
識
調
査
」

（
＊
１
）
を
行
っ
た
（
44
頁
参
照
）。
回
答
の

な
か
か
ら
、
防
災
・
減
災
へ
の
意
識
の
あ
り

よ
う
に
つ
い
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

　生
活
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

人
間
関
係
で
は
、「
地
縁
」
が
最
も
多
く
選

択
さ
れ
、
近
接
し
て
「
血
縁
」、
ぐ
っ
と
減

っ
て
「
電
縁
（
ネ
ッ
ト
縁
）」
と
な
っ
て
い
る
。

安
否
確
認
や
被
災
者
の
生
活
支
援
に
ネ
ッ
ト

メ
デ
ィ
ア
が
活
用
さ
れ
た
の
が
、
東
日
本
大

震
災
の
特
徴
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
が
、
ネ
ッ
ト

社
会
＝
安
全
確
保
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ「
面
識
社
会
」（
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
）

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
地
縁
が
希

薄
化
し
て
い
る
社
会
に
あ
っ
て
、
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
地
縁
が
評
価
さ
れ
て
い

る
点
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　ま
た
、「
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
や

社
会
の
な
か
に
、
平
常
時
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
非
常
時
の

安
心
・
安
全
を
支
え
る
力
に
な
る
こ
と
を
実

感
し
た
」「
天
災
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
減
災
（
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
対
策
）
が
ま
だ
ま
だ
不
十
分
だ
」「
自
分

の
住
む
地
域
で
の
地
域
全
体
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
レ
ベ
ル
を
高
め
る
活
動
、
対
応
拠
点
づ
く

り
の
必
要
性
を
感
じ
た
」
な
ど
、
現
代
の
都

市
生
活
の
な
か
で
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
っ

た
地
域
と
人
の
つ
な
が
り
や
、
減
災
と
い
う

考
え
方
、
実
践
の
必
要
性
な
ど
が
、
大
き
な

被
害
を
目
の
当
た
り
に
す
れ
ば
当
然
の
こ
と

か
も
し
れ
な
い
が
、
明
瞭
に
認
識
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

地
域
防
災・

減
災
資
源
と
し
て
の

マ
ン
シ
ョンへの
注
目

　マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
と
地
域
の
関
係
に
つ
い

て
も
意
識
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
国
土
交
通

省
国
土
交
通
政
策
研
究
所
が
２
０
１
２
年
度

に
首
都
圏
の
12
市
区
を
対
象
に
実
施
し
た

「
集
約
的
都
市
居
住
に
お
け
る
地
域
防
災
力

の
強
化
に
関
す
る
研
究
〜
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

組
合
・
町
会
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
〜
」

（
＊
２
、
45
頁
参
照
）
に
よ
る
と
、「
連
携
し

て
防
災
・
減
災
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
、

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
９
割
近
く
が
、
町
会
で
は

７
割
程
度
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
両
者
が

連
携
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
事
項
と
し
て
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
有
空
間
の
開
放
や
、
震
災

時
の
活
動
等
へ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の
参
加

を
挙
げ
る
回
答
が
多
か
っ
た
」
と
さ
れ
て
い

る
。
危
機
意
識
の
高
い
人
の
ほ
う
が
回
答
率

が
高
い
と
し
て
も
、
震
災
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に

よ
っ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
と
地
域
の
位
相
に
変

化
が
起
き
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　地
域
の
側
は
、
こ
れ
ま
で
疎
遠
に
な
り
が

ち
で
あ
っ
た
近
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
、
津
波

避
難
や
防
災
用
品
の
備
蓄
や
マ
ン
パ
ワ
ー
な

ど
、
地
域
の
防
災
・
減
災
資
源
と
し
て
の
可

能
性
を
期
待
し
始
め
て
い
る
。
一
方
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
側
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
内
だ
け
で

防
災
・
減
災
に
取
り
組
む
こ
と
へ
の
不
安
が

あ
り
、
地
域
の
支
援
に
期
待
す
る
心
理
が
生

じ
て
き
て
い
る
。
関
西
で
も
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
被
害
想
定
が
出
さ
れ
、
津
波
避
難

ビ
ル
の
登
録
な
ど
の
動
き
が
あ
る
な
か
で
、

同
様
の
思
い
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
推
測
さ

れ
る
。

ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
た

マ
ン
シ
ョン
居
住
と

減
災
文
化
へ

　マ
ン
シ
ョ
ン
と
地
域
の
関
係
が
、
震
災
を

契
機
に
近
づ
い
て
き
た
と
は
い
う
も
の
の
、

相
互
に
抱
く
期
待
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
て
い
く
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

比
較
的
規
模
の
大
き
な
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
防

災
・
減
災
に
対
応
す
る
空
間
的
・
人
的
・
経

済
的
な
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
大
き
く
、
地
域
と

の
連
携
で
も
ギ
ブ
＆
テ
イ
ク
を
模
索
し
て
い

く
余
地
が
さ
ま
ざ
ま
に
あ
る
。
し
か
し
、
小

規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
は
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
小
さ

く
、
防
災
力
・
減
災
力
を
高
め
て
い
く
に
は
、

大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
以
上
に
日
常
的
に
地
域

地
域
に
お
け
る

減
災
文
化
の
創
造
と

マ
ン
シ
ョン
居
住
に
つい
て

「
減
災
」の
た
め
の
マ
ン
シ
ョン
の
役
割
と
は
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と
関
係
を
つ
く
れ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
と

町
会
な
ど
の
相
互
支
援
の
協
定
や
、
地
域
と

の
連
携
を
含
む
防
災
力
を
備
え
た
マ
ン
シ
ョ

ン
の
認
定
な
ど
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
取
り
組
み

が
徐
々
に
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
地
域
も
あ
る
。

非
常
時
の
対
応
を
中
心
に
し
た
ル
ー
ル
づ
く

り
は
極
め
て
重
要
だ
が
、
現
代
の
都
市
生
活

に
即
し
た
減
災
文
化
に
育
て
上
げ
て
い
く
に

は
、
べ
ー
ス
と
な
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
要

素
が
欠
か
せ
な
い
。
減
災
サ
イ
ク
ル
全
体
を

視
野
に
入
れ
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン

の
活
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ま
ち
づ
く
り

と
連
動
し
た
生
活
文
化
と
し
て
の
防
災
・
減

災
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
切
に
求
め
ら
れ

る
。
今
後
の
研
究
活
動
の
な
か
で
、
具
体
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い
。
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『いのちをまもる智恵──減災に
挑む30の風景』（発行：NPO法人
レスキューストックヤード）に掲
載のチャートをベースに加工
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アンケート／国土交通政策研究所

（
＊
１
）
大
阪
ガ
ス 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
が
行

っ
た
ネ
ッ
ト
調
査「
東
日
本
大
震
災
後
生
活
意
識
調
査
」。

対
象
は
関
東
１
都
３
県
・
関
西
２
府
４
県
在
住
の
20
歳

以
上
の
男
女
、
調
査
人
数
は
５
０
０
人
。
震
災
後
の
意

識
の
変
化
に
つ
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
か
ら
生
活
価
値
観
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
仮
説
を
設
け

て
回
答
を
依
頼
。
実
調
査
は
㈱
イ
ン
テ
ー
ジ
。
第
１
回

調
査
を
２
０
１
１
年
６
月
、
第
２
回
調
査
を
２
０
１
２

年
１
月
に
実
施
。

（
＊
２
）
国
土
交
通
省
国
土
交
通
政
策
研
究
所
が
行
っ

た
「
集
約
的
都
市
居
住
に
お
け
る
地
域
防
災
力
の
強
化

に
関
す
る
研
究
〜
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
・
町
会
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
〜
」（
主
任
研
究
官
：
宮
川
仁
、

研
究
官
：
中
島
裕
之
、
研
究
官
：
阪
井
暖
子
、
２
０
１

２
年
度
）。
関
東
１
都
６
県
の
う
ち
首
都
直
下
型
地
震

で
震
度
６
弱
以
上
が
予
想
さ
れ
て
い
る
区
域
で
、
マ
ン

シ
ョ
ン
が
１
０
０
棟
以
上
立
地
す
る
市
区
を
対
象
に
町

会
調
査
へ
の
協
力
が
得
ら
れ
た
12
市
区
を
選
定
し
て
行

わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。
２
０
１
２
年
11
月
〜
２
０

１
３
年
１
月
実
施
。
送
付
数
は
町
会
１
５
８
６
件
、
マ

ン
シ
ョ
ン
３
５
０
７
件
、
回
答
数
は
町
会
１
０
１
６

（
64
・
１
％
）
件
、
マ
ン
シ
ョ
ン
９
０
０
件
（
25
・
７
％
）。

阪
神・淡
路
大
震
災
が

提
起
し
た

減
災
サ
イ
ク
ル
と

生
活
防
災

　１
９
９
５
年
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
15
年
を
経
た
２
０
１
０
年
１
月
、
本
誌

91
号
で
「
生
活
者
に
と
っ
て
の
減
災
」
を
特

集
し
た
。
災
害
を
い
か
に
し
て
防
ぐ
か
に
重

点
を
置
い
た
「
防
災
」
の
み
な
ら
ず
、
災
害

に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る

「
減
災
」
と
い
う
考
え
方
を
提
起
し
、
当
事

者
と
し
て
の
生
活
者
が
い
か
に「
減
災
社
会
」

を
構
築
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
問
い
か

け
た
。

　同
特
集
の
な
か
で
、
あ
つ渥

　
み美

　
と
も
ひ
で

公
秀
氏
は
「
防

災
と
い
う
言
葉
を
減
災
と
い
う
言
葉
に
置
き

換
え
た
だ
け
で
は
、
減
災
と
い
う
言
葉
の
含

意
を
十
分
に
活
か
せ
な
い
。
減
災
と
い
う
発

想
は
、
災
害
が
起
こ
る
前
の
備
え
と
し
て
の

防
災
以
外
に
も
、
災
害
が
発
生
し
た
後
の
救

援
や
復
旧
、
復
興
に
も
活
か
せ
る
も
の
で
あ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
減
災
を
、
災
害
発

生
直
後
の
救
急
救
命
・
安
全
確
保
に
は
じ
ま

り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
・
生
活
再
建
、

復
興
ま
ち
づ
く
り
・
生
活
文
化
の
再
生
、
生

活
防
災
・
減
災
ま
ち
づ
く
り
に
至
る
、
一
連

の
「
減
災
サ
イ
ク
ル
（
43
頁Chart

参
照
）」

と
し
て
捉
え
る
必
要
性
が
認
識
で
き
る
。

　ま
た
、
や矢

　
も
り
か
つ

守
克

　
や也
氏
は
「
生
活
防
災
」
を

提
唱
し
、「〈
生
活
防
災
〉
と
は
、
一
言
で
言

え
ば
、
生
活
総
体
（
ま
る
ご
と
の
生
活
）
に

根
ざ
し
た
防
災
・
減
災
実
践
の
こ
と
で
あ
り
、

生
活
文
化
と
し
て
定
着
し
た
防
災
・
減
災
と

言
っ
て
も
よ
い
」
と
し
て
い
る
。
災
害
列
島

と
も
呼
ば
れ
る
日
本
に
あ
っ
て
、
先
人
た
ち

は
、
自
然
が
も
た
ら
す
恵
み
と
リ
ス
ク
と
と

も
に
生
き
る
、
知
恵
と
し
て
の
災
害
文
化
を

育
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
現
代
の
都
市
生
活

に
根
ざ
し
た
災
害
文
化
＝
減
災
文
化
と
い
う

も
の
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
か
と
い
え
ば
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
き
る
ま
で
、
存
在

し
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

　そ
し
て
、
減
災
文
化
を
構
想
す
る
に
は
、

現
代
の
都
市
の
主
要
な
住
ま
い
方
の
ひ
と
つ

と
な
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
を
、
地
域
と
防

災
・
減
災
の
文
脈
の
な
か
で
ど
う
位
置
づ
け

る
か
が
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
。

東
日
本
大
震
災
後
の

生
活
者
の

防
災・減
災
意
識

　前
記
の
特
集
の
翌
年
、
２
０
１
１
年
３
月

に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。
大
阪
ガ
ス

㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
（
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）

で
は
、
同
年
６
月
と
翌
年
１
月
の
２
回
に
わ

た
っ
て「
東
日
本
大
震
災
後
生
活
意
識
調
査
」

（
＊
１
）
を
行
っ
た
（
44
頁
参
照
）。
回
答
の

な
か
か
ら
、
防
災
・
減
災
へ
の
意
識
の
あ
り

よ
う
に
つ
い
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

　生
活
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

人
間
関
係
で
は
、「
地
縁
」
が
最
も
多
く
選

択
さ
れ
、
近
接
し
て
「
血
縁
」、
ぐ
っ
と
減

っ
て
「
電
縁
（
ネ
ッ
ト
縁
）」
と
な
っ
て
い
る
。

安
否
確
認
や
被
災
者
の
生
活
支
援
に
ネ
ッ
ト

メ
デ
ィ
ア
が
活
用
さ
れ
た
の
が
、
東
日
本
大

震
災
の
特
徴
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
が
、
ネ
ッ
ト

社
会
＝
安
全
確
保
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ「
面
識
社
会
」（
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
）

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
地
縁
が
希

薄
化
し
て
い
る
社
会
に
あ
っ
て
、
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
地
縁
が
評
価
さ
れ
て
い

る
点
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　ま
た
、「
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
や

社
会
の
な
か
に
、
平
常
時
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
非
常
時
の

安
心
・
安
全
を
支
え
る
力
に
な
る
こ
と
を
実

感
し
た
」「
天
災
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
減
災
（
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
対
策
）
が
ま
だ
ま
だ
不
十
分
だ
」「
自
分

の
住
む
地
域
で
の
地
域
全
体
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
レ
ベ
ル
を
高
め
る
活
動
、
対
応
拠
点
づ
く

り
の
必
要
性
を
感
じ
た
」
な
ど
、
現
代
の
都

市
生
活
の
な
か
で
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
っ

た
地
域
と
人
の
つ
な
が
り
や
、
減
災
と
い
う

考
え
方
、
実
践
の
必
要
性
な
ど
が
、
大
き
な

被
害
を
目
の
当
た
り
に
す
れ
ば
当
然
の
こ
と

か
も
し
れ
な
い
が
、
明
瞭
に
認
識
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

地
域
防
災・

減
災
資
源
と
し
て
の

マ
ン
シ
ョンへの
注
目

　マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
と
地
域
の
関
係
に
つ
い

て
も
意
識
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
国
土
交
通

省
国
土
交
通
政
策
研
究
所
が
２
０
１
２
年
度

に
首
都
圏
の
12
市
区
を
対
象
に
実
施
し
た

「
集
約
的
都
市
居
住
に
お
け
る
地
域
防
災
力

の
強
化
に
関
す
る
研
究
〜
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

組
合
・
町
会
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
〜
」

（
＊
２
、
45
頁
参
照
）
に
よ
る
と
、「
連
携
し

て
防
災
・
減
災
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
、

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
９
割
近
く
が
、
町
会
で
は

７
割
程
度
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
両
者
が

連
携
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
事
項
と
し
て
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
有
空
間
の
開
放
や
、
震
災

時
の
活
動
等
へ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の
参
加

を
挙
げ
る
回
答
が
多
か
っ
た
」
と
さ
れ
て
い

る
。
危
機
意
識
の
高
い
人
の
ほ
う
が
回
答
率

が
高
い
と
し
て
も
、
震
災
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に

よ
っ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
と
地
域
の
位
相
に
変

化
が
起
き
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　地
域
の
側
は
、
こ
れ
ま
で
疎
遠
に
な
り
が

ち
で
あ
っ
た
近
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
、
津
波

避
難
や
防
災
用
品
の
備
蓄
や
マ
ン
パ
ワ
ー
な

ど
、
地
域
の
防
災
・
減
災
資
源
と
し
て
の
可

能
性
を
期
待
し
始
め
て
い
る
。
一
方
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
側
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
内
だ
け
で

防
災
・
減
災
に
取
り
組
む
こ
と
へ
の
不
安
が

あ
り
、
地
域
の
支
援
に
期
待
す
る
心
理
が
生

じ
て
き
て
い
る
。
関
西
で
も
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
被
害
想
定
が
出
さ
れ
、
津
波
避
難

ビ
ル
の
登
録
な
ど
の
動
き
が
あ
る
な
か
で
、

同
様
の
思
い
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
推
測
さ

れ
る
。

ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
た

マ
ン
シ
ョン
居
住
と

減
災
文
化
へ

　マ
ン
シ
ョ
ン
と
地
域
の
関
係
が
、
震
災
を

契
機
に
近
づ
い
て
き
た
と
は
い
う
も
の
の
、

相
互
に
抱
く
期
待
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
て
い
く
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

比
較
的
規
模
の
大
き
な
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
防

災
・
減
災
に
対
応
す
る
空
間
的
・
人
的
・
経

済
的
な
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
大
き
く
、
地
域
と

の
連
携
で
も
ギ
ブ
＆
テ
イ
ク
を
模
索
し
て
い

く
余
地
が
さ
ま
ざ
ま
に
あ
る
。
し
か
し
、
小

規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
は
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
小
さ

く
、
防
災
力
・
減
災
力
を
高
め
て
い
く
に
は
、

大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
以
上
に
日
常
的
に
地
域

44CEL November 201345 CEL November 2013

と
関
係
を
つ
く
れ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
と

町
会
な
ど
の
相
互
支
援
の
協
定
や
、
地
域
と

の
連
携
を
含
む
防
災
力
を
備
え
た
マ
ン
シ
ョ

ン
の
認
定
な
ど
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
取
り
組
み

が
徐
々
に
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
地
域
も
あ
る
。

非
常
時
の
対
応
を
中
心
に
し
た
ル
ー
ル
づ
く

り
は
極
め
て
重
要
だ
が
、
現
代
の
都
市
生
活

に
即
し
た
減
災
文
化
に
育
て
上
げ
て
い
く
に

は
、
べ
ー
ス
と
な
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
要

素
が
欠
か
せ
な
い
。
減
災
サ
イ
ク
ル
全
体
を

視
野
に
入
れ
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン

の
活
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ま
ち
づ
く
り

と
連
動
し
た
生
活
文
化
と
し
て
の
防
災
・
減

災
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
切
に
求
め
ら
れ

る
。
今
後
の
研
究
活
動
の
な
か
で
、
具
体
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い
。

「はい」は「そう思う」と「どちらかというとそう思う」の回答の合計、「いいえ」は「そう思わない」と「どちらかというとそう思わない」の回答の合計で示した。

マンション管理組合と町会は、
マンションのどんな施設・設備を介して
防災・減災の連携ができるか？

地域での人間関係が希薄化しているなか、生活の安全を確保するためには「地
縁」が大切との思いが、「地縁」「血縁」「電縁」のなかで１位に。
身近な地域を基盤にしたさまざまなつながりが非常時の支えとなるという考
え方や、防災・減災の備えへの意識も顕著に表れている。

東日本大震災では
地域社会の重要性が
再認識された「東日本大震災後生活意識調査」

（CEL実施※）
コミュニティと防災・減災に関する
回答から抜粋
※2011年6月・2012年1月実施、
ネット調査、回答者各500人
（関東1都3県・関西2府4県在住の
20歳以上の男女）

回答なし

0％ 50％25％

25.3%25.3%
19.7%19.7%

42.7%42.7%
46.7%46.7%

11.3%11.3%
18.0%18.0%

18.6%18.6%
26.9%26.9%

32.0%32.0%
14.5%14.5%

31.4%31.4%
21.0%21.0%

15.7%15.7%
19.8%19.8%

36.2%36.2%
44.2%44.2%

2.1%2.1%
2.1%2.1%

20.1%
13.6%

4.9%
15.7%

国土交通政策研究所「集約的都市居住における地域防災力の強化に関す
る研究～マンション管理組合・町会へのアンケート調査結果～」（宮川仁、
中島裕之、阪井暖子、2012年度※）
※関東1都6県のうち首都直下型地震で震度6弱以上が予想されている区
域で、マンションが100棟以上立地する市区を対象に町会調査への協力
が得られた12市区を選定して行われたアンケート調査。2012年11月～
2013年1月実施。送付数は町会1586件、マンション3507件、回答数は町
会1016件（64.1％）、マンション900件（25.7％）。

マンション 町会

特にない

その他

地域での救援活動、救出活動、
収容避難場所運営活動等への
マンション住民の参加

救護所、ボランティアセンター等
地域の避難生活の
拠点としてのマンションの活用

共用スペースの
救援物資の一時保管、
配給場所としての活用

役所や消防からの
情報拠点としての
管理室等の活用

給水拠点としての
受水槽の活用

地域と共用の
防災備蓄倉庫の設置

一時避難場所としての
共用スペースや屋上の開放

避難通路としての敷地の開放

アンケート／CEL Ques tionnaire / CEL

東日本大震災直後から半年で
防災・減災意識がどのように
変化するのか、もしくは
しないのかを調査した

Ques tionnaire / PRI

マンション管理組合と町会が
連携して防災・減災に
取り組むことは必要か？

マンション・町会ともに、
防災・減災に一緒に取り組むことが
重要と考えている

マンション
管理組合

町会

無回答
6%6%

7.1%7.1%
不要

無回答
19.0%19.0%

8%8%
不要

必要

86.7%
必要

73.0%

６月
2011年

1月
2012年

どちらとも
いえない
30.2% はい

67%

2.8%いいえ

防犯、
防災拠点の
必要性を
感じた

どちらとも
いえない
34.8% はい

62.8%

2.4%いいえ

どちらとも
いえない
23.8% はい

75.2%

1%いいえ

減災の
必要性を
感じた

どちらとも
いえない
24.8% はい

74.4%

0.8%いいえ

どちらとも
いえない
26.2% はい

71.8%

2%いいえ

地域との
つながりの
必要性を
感じた

どちらとも
いえない
32% はい

66.6%

1.4%いいえ

どちらとも
いえない
52.6%

はい
30%

17.4%いいえ

電縁（ネット縁）を
大切にして
いこうと思う

どちらとも
いえない
54.6%

はい
29.4%

16%いいえ

どちらとも
いえない
39.2% はい

57.2%

3.6%いいえ

血縁を
大切にして
いこうと思う

どちらとも
いえない
39.4% はい

56.4%

4.2%いいえ

どちらとも
いえない
36.6% はい

60.6%

2.8%いいえ

地縁を
大切にして
いこうと思う

どちらとも
いえない
39.8% はい

56.4%

3.8%いいえ

アンケート／国土交通政策研究所

（
＊
１
）
大
阪
ガ
ス 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
が
行

っ
た
ネ
ッ
ト
調
査「
東
日
本
大
震
災
後
生
活
意
識
調
査
」。

対
象
は
関
東
１
都
３
県
・
関
西
２
府
４
県
在
住
の
20
歳

以
上
の
男
女
、
調
査
人
数
は
５
０
０
人
。
震
災
後
の
意

識
の
変
化
に
つ
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
か
ら
生
活
価
値
観
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
仮
説
を
設
け

て
回
答
を
依
頼
。
実
調
査
は
㈱
イ
ン
テ
ー
ジ
。
第
１
回

調
査
を
２
０
１
１
年
６
月
、
第
２
回
調
査
を
２
０
１
２

年
１
月
に
実
施
。

（
＊
２
）
国
土
交
通
省
国
土
交
通
政
策
研
究
所
が
行
っ

た
「
集
約
的
都
市
居
住
に
お
け
る
地
域
防
災
力
の
強
化

に
関
す
る
研
究
〜
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
・
町
会
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
〜
」（
主
任
研
究
官
：
宮
川
仁
、

研
究
官
：
中
島
裕
之
、
研
究
官
：
阪
井
暖
子
、
２
０
１

２
年
度
）。
関
東
１
都
６
県
の
う
ち
首
都
直
下
型
地
震

で
震
度
６
弱
以
上
が
予
想
さ
れ
て
い
る
区
域
で
、
マ
ン

シ
ョ
ン
が
１
０
０
棟
以
上
立
地
す
る
市
区
を
対
象
に
町

会
調
査
へ
の
協
力
が
得
ら
れ
た
12
市
区
を
選
定
し
て
行

わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。
２
０
１
２
年
11
月
〜
２
０

１
３
年
１
月
実
施
。
送
付
数
は
町
会
１
５
８
６
件
、
マ

ン
シ
ョ
ン
３
５
０
７
件
、
回
答
数
は
町
会
１
０
１
６

（
64
・
１
％
）
件
、
マ
ン
シ
ョ
ン
９
０
０
件
（
25
・
７
％
）。

阪
神・淡
路
大
震
災
が

提
起
し
た

減
災
サ
イ
ク
ル
と

生
活
防
災

　１
９
９
５
年
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
15
年
を
経
た
２
０
１
０
年
１
月
、
本
誌

91
号
で
「
生
活
者
に
と
っ
て
の
減
災
」
を
特

集
し
た
。
災
害
を
い
か
に
し
て
防
ぐ
か
に
重

点
を
置
い
た
「
防
災
」
の
み
な
ら
ず
、
災
害

に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る

「
減
災
」
と
い
う
考
え
方
を
提
起
し
、
当
事

者
と
し
て
の
生
活
者
が
い
か
に「
減
災
社
会
」

を
構
築
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
問
い
か

け
た
。

　同
特
集
の
な
か
で
、
あ
つ渥

　
み美

　
と
も
ひ
で

公
秀
氏
は
「
防

災
と
い
う
言
葉
を
減
災
と
い
う
言
葉
に
置
き

換
え
た
だ
け
で
は
、
減
災
と
い
う
言
葉
の
含

意
を
十
分
に
活
か
せ
な
い
。
減
災
と
い
う
発

想
は
、
災
害
が
起
こ
る
前
の
備
え
と
し
て
の

防
災
以
外
に
も
、
災
害
が
発
生
し
た
後
の
救

援
や
復
旧
、
復
興
に
も
活
か
せ
る
も
の
で
あ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
減
災
を
、
災
害
発

生
直
後
の
救
急
救
命
・
安
全
確
保
に
は
じ
ま

り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
・
生
活
再
建
、

復
興
ま
ち
づ
く
り
・
生
活
文
化
の
再
生
、
生

活
防
災
・
減
災
ま
ち
づ
く
り
に
至
る
、
一
連

の
「
減
災
サ
イ
ク
ル
（
43
頁Chart

参
照
）」

と
し
て
捉
え
る
必
要
性
が
認
識
で
き
る
。

　ま
た
、
や矢

　
も
り
か
つ

守
克

　
や也
氏
は
「
生
活
防
災
」
を

提
唱
し
、「〈
生
活
防
災
〉
と
は
、
一
言
で
言

え
ば
、
生
活
総
体
（
ま
る
ご
と
の
生
活
）
に

根
ざ
し
た
防
災
・
減
災
実
践
の
こ
と
で
あ
り
、

生
活
文
化
と
し
て
定
着
し
た
防
災
・
減
災
と

言
っ
て
も
よ
い
」
と
し
て
い
る
。
災
害
列
島

と
も
呼
ば
れ
る
日
本
に
あ
っ
て
、
先
人
た
ち

は
、
自
然
が
も
た
ら
す
恵
み
と
リ
ス
ク
と
と

も
に
生
き
る
、
知
恵
と
し
て
の
災
害
文
化
を

育
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
現
代
の
都
市
生
活

に
根
ざ
し
た
災
害
文
化
＝
減
災
文
化
と
い
う

も
の
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
か
と
い
え
ば
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
き
る
ま
で
、
存
在

し
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

　そ
し
て
、
減
災
文
化
を
構
想
す
る
に
は
、

現
代
の
都
市
の
主
要
な
住
ま
い
方
の
ひ
と
つ

と
な
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
を
、
地
域
と
防

災
・
減
災
の
文
脈
の
な
か
で
ど
う
位
置
づ
け

る
か
が
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
。

東
日
本
大
震
災
後
の

生
活
者
の

防
災・減
災
意
識

　前
記
の
特
集
の
翌
年
、
２
０
１
１
年
３
月

に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。
大
阪
ガ
ス

㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
（
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）

で
は
、
同
年
６
月
と
翌
年
１
月
の
２
回
に
わ

た
っ
て「
東
日
本
大
震
災
後
生
活
意
識
調
査
」

（
＊
１
）
を
行
っ
た
（
44
頁
参
照
）。
回
答
の

な
か
か
ら
、
防
災
・
減
災
へ
の
意
識
の
あ
り

よ
う
に
つ
い
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

　生
活
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

人
間
関
係
で
は
、「
地
縁
」
が
最
も
多
く
選

択
さ
れ
、
近
接
し
て
「
血
縁
」、
ぐ
っ
と
減

っ
て
「
電
縁
（
ネ
ッ
ト
縁
）」
と
な
っ
て
い
る
。

安
否
確
認
や
被
災
者
の
生
活
支
援
に
ネ
ッ
ト

メ
デ
ィ
ア
が
活
用
さ
れ
た
の
が
、
東
日
本
大

震
災
の
特
徴
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
が
、
ネ
ッ
ト

社
会
＝
安
全
確
保
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ「
面
識
社
会
」（
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
）

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
地
縁
が
希

薄
化
し
て
い
る
社
会
に
あ
っ
て
、
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
地
縁
が
評
価
さ
れ
て
い

る
点
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　ま
た
、「
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
や

社
会
の
な
か
に
、
平
常
時
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
非
常
時
の

安
心
・
安
全
を
支
え
る
力
に
な
る
こ
と
を
実

感
し
た
」「
天
災
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
減
災
（
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
対
策
）
が
ま
だ
ま
だ
不
十
分
だ
」「
自
分

の
住
む
地
域
で
の
地
域
全
体
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
レ
ベ
ル
を
高
め
る
活
動
、
対
応
拠
点
づ
く

り
の
必
要
性
を
感
じ
た
」
な
ど
、
現
代
の
都

市
生
活
の
な
か
で
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
っ

た
地
域
と
人
の
つ
な
が
り
や
、
減
災
と
い
う

考
え
方
、
実
践
の
必
要
性
な
ど
が
、
大
き
な

被
害
を
目
の
当
た
り
に
す
れ
ば
当
然
の
こ
と

か
も
し
れ
な
い
が
、
明
瞭
に
認
識
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

地
域
防
災・

減
災
資
源
と
し
て
の

マ
ン
シ
ョンへの
注
目

　マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
と
地
域
の
関
係
に
つ
い

て
も
意
識
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
国
土
交
通

省
国
土
交
通
政
策
研
究
所
が
２
０
１
２
年
度

に
首
都
圏
の
12
市
区
を
対
象
に
実
施
し
た

「
集
約
的
都
市
居
住
に
お
け
る
地
域
防
災
力

の
強
化
に
関
す
る
研
究
〜
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

組
合
・
町
会
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
〜
」

（
＊
２
、
45
頁
参
照
）
に
よ
る
と
、「
連
携
し

て
防
災
・
減
災
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
、

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
９
割
近
く
が
、
町
会
で
は

７
割
程
度
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
両
者
が

連
携
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
事
項
と
し
て
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
有
空
間
の
開
放
や
、
震
災

時
の
活
動
等
へ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の
参
加

を
挙
げ
る
回
答
が
多
か
っ
た
」
と
さ
れ
て
い

る
。
危
機
意
識
の
高
い
人
の
ほ
う
が
回
答
率

が
高
い
と
し
て
も
、
震
災
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に

よ
っ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
と
地
域
の
位
相
に
変

化
が
起
き
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　地
域
の
側
は
、
こ
れ
ま
で
疎
遠
に
な
り
が

ち
で
あ
っ
た
近
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
、
津
波

避
難
や
防
災
用
品
の
備
蓄
や
マ
ン
パ
ワ
ー
な

ど
、
地
域
の
防
災
・
減
災
資
源
と
し
て
の
可

能
性
を
期
待
し
始
め
て
い
る
。
一
方
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
側
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
内
だ
け
で

防
災
・
減
災
に
取
り
組
む
こ
と
へ
の
不
安
が

あ
り
、
地
域
の
支
援
に
期
待
す
る
心
理
が
生

じ
て
き
て
い
る
。
関
西
で
も
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
被
害
想
定
が
出
さ
れ
、
津
波
避
難

ビ
ル
の
登
録
な
ど
の
動
き
が
あ
る
な
か
で
、

同
様
の
思
い
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
推
測
さ

れ
る
。

ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
た

マ
ン
シ
ョン
居
住
と

減
災
文
化
へ

　マ
ン
シ
ョ
ン
と
地
域
の
関
係
が
、
震
災
を

契
機
に
近
づ
い
て
き
た
と
は
い
う
も
の
の
、

相
互
に
抱
く
期
待
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
て
い
く
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

比
較
的
規
模
の
大
き
な
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
防

災
・
減
災
に
対
応
す
る
空
間
的
・
人
的
・
経

済
的
な
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
大
き
く
、
地
域
と

の
連
携
で
も
ギ
ブ
＆
テ
イ
ク
を
模
索
し
て
い

く
余
地
が
さ
ま
ざ
ま
に
あ
る
。
し
か
し
、
小

規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
は
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
小
さ

く
、
防
災
力
・
減
災
力
を
高
め
て
い
く
に
は
、

大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
以
上
に
日
常
的
に
地
域

44CEL November 201345 CEL November 2013

と
関
係
を
つ
く
れ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
と

町
会
な
ど
の
相
互
支
援
の
協
定
や
、
地
域
と

の
連
携
を
含
む
防
災
力
を
備
え
た
マ
ン
シ
ョ

ン
の
認
定
な
ど
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
取
り
組
み

が
徐
々
に
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
地
域
も
あ
る
。

非
常
時
の
対
応
を
中
心
に
し
た
ル
ー
ル
づ
く

り
は
極
め
て
重
要
だ
が
、
現
代
の
都
市
生
活

に
即
し
た
減
災
文
化
に
育
て
上
げ
て
い
く
に

は
、
べ
ー
ス
と
な
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
要

素
が
欠
か
せ
な
い
。
減
災
サ
イ
ク
ル
全
体
を

視
野
に
入
れ
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン

の
活
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ま
ち
づ
く
り

と
連
動
し
た
生
活
文
化
と
し
て
の
防
災
・
減

災
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
切
に
求
め
ら
れ

る
。
今
後
の
研
究
活
動
の
な
か
で
、
具
体
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い
。

「はい」は「そう思う」と「どちらかというとそう思う」の回答の合計、「いいえ」は「そう思わない」と「どちらかというとそう思わない」の回答の合計で示した。

マンション管理組合と町会は、
マンションのどんな施設・設備を介して
防災・減災の連携ができるか？

地域での人間関係が希薄化しているなか、生活の安全を確保するためには「地
縁」が大切との思いが、「地縁」「血縁」「電縁」のなかで１位に。
身近な地域を基盤にしたさまざまなつながりが非常時の支えとなるという考
え方や、防災・減災の備えへの意識も顕著に表れている。

東日本大震災では
地域社会の重要性が
再認識された「東日本大震災後生活意識調査」

（CEL実施※）
コミュニティと防災・減災に関する
回答から抜粋
※2011年6月・2012年1月実施、
ネット調査、回答者各500人
（関東1都3県・関西2府4県在住の
20歳以上の男女）

回答なし

0％ 50％25％

25.3%25.3%
19.7%19.7%

42.7%42.7%
46.7%46.7%

11.3%11.3%
18.0%18.0%

18.6%18.6%
26.9%26.9%

32.0%32.0%
14.5%14.5%

31.4%31.4%
21.0%21.0%

15.7%15.7%
19.8%19.8%

36.2%36.2%
44.2%44.2%

2.1%2.1%
2.1%2.1%

20.1%
13.6%

4.9%
15.7%

国土交通政策研究所「集約的都市居住における地域防災力の強化に関す
る研究～マンション管理組合・町会へのアンケート調査結果～」（宮川仁、
中島裕之、阪井暖子、2012年度※）
※関東1都6県のうち首都直下型地震で震度6弱以上が予想されている区
域で、マンションが100棟以上立地する市区を対象に町会調査への協力
が得られた12市区を選定して行われたアンケート調査。2012年11月～
2013年1月実施。送付数は町会1586件、マンション3507件、回答数は町
会1016件（64.1％）、マンション900件（25.7％）。

マンション 町会

特にない

その他

地域での救援活動、救出活動、
収容避難場所運営活動等への
マンション住民の参加

救護所、ボランティアセンター等
地域の避難生活の
拠点としてのマンションの活用

共用スペースの
救援物資の一時保管、
配給場所としての活用

役所や消防からの
情報拠点としての
管理室等の活用

給水拠点としての
受水槽の活用

地域と共用の
防災備蓄倉庫の設置

一時避難場所としての
共用スペースや屋上の開放

避難通路としての敷地の開放

アンケート／CEL Ques tionnaire / CEL

東日本大震災直後から半年で
防災・減災意識がどのように
変化するのか、もしくは
しないのかを調査した

Ques tionnaire / PRI

マンション管理組合と町会が
連携して防災・減災に
取り組むことは必要か？

マンション・町会ともに、
防災・減災に一緒に取り組むことが
重要と考えている

マンション
管理組合

町会

無回答
6%6%

7.1%7.1%
不要

無回答
19.0%19.0%

8%8%
不要

必要

86.7%
必要

73.0%

６月
2011年

1月
2012年

どちらとも
いえない
30.2% はい

67%

2.8%いいえ

防犯、
防災拠点の
必要性を
感じた

どちらとも
いえない
34.8% はい

62.8%

2.4%いいえ

どちらとも
いえない
23.8% はい

75.2%

1%いいえ

減災の
必要性を
感じた

どちらとも
いえない
24.8% はい

74.4%

0.8%いいえ

どちらとも
いえない
26.2% はい

71.8%

2%いいえ

地域との
つながりの
必要性を
感じた

どちらとも
いえない
32% はい

66.6%

1.4%いいえ

どちらとも
いえない
52.6%

はい
30%

17.4%いいえ

電縁（ネット縁）を
大切にして
いこうと思う

どちらとも
いえない
54.6%

はい
29.4%

16%いいえ

どちらとも
いえない
39.2% はい

57.2%

3.6%いいえ

血縁を
大切にして
いこうと思う

どちらとも
いえない
39.4% はい

56.4%

4.2%いいえ

どちらとも
いえない
36.6% はい

60.6%

2.8%いいえ

地縁を
大切にして
いこうと思う

どちらとも
いえない
39.8% はい

56.4%

3.8%いいえ



今
後
の
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

社
会
を
担
う
青
年
層
の

「
生
き
る
力
」を
育
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
育
成
の
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
と

Ｃ
Ｅ
Ｌ
が
共
同
開
発
し
た
、

年
間
を
通
じ
て
第
一
次
産
業
分
野
で
の
学
び
が

体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
動
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の

「
生
き
る
力
」を

育
む
機
会
が
必
要

　児
童
・
青
年
層
の「
生
き
る
力（
人
間
力
・

生
活
力
）」
が
弱
体
化
し
て
い
る
。
そ
の
原

因
と
し
て
、「
自
然
や
地
域
社
会
と
深
く
関

わ
る
機
会
の
減
少
」、「
集
団
生
活
の
不
足
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
で
は
、
彼
ら
の
感
性

や
生
き
る
力
を
育
む
に
は
、
な
に
が
必
要
な

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
現

在
の
若
年
層
に
不
足
し
て
い
る
、
自
然
体
験
、

生
活
体
験
、
社
会
体
験
で
あ
る
。

　大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所

（
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
環
境
活

動
支
援
協
会（
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
）（
＊
１
）と
協
働
し
、

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
担
う
青
年
層

（
小
学
生
〜
大
学
生
）
を
育
成
す
る
た
め
、

農
・
林
・
水
産
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
分
野

で
の
総
合
的
な
体
験
学
習
の
機
会
を
創
出
し
、

生
活
力
を
育
む
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
の
研

究
を
２
０
１
１
年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
。
第

一
次
産
業
を
担
う
「
農
林
水
産
省
近
畿
農
政

局
」、「
兵
庫
県
農
政
環
境
部
」、「
兵
庫
県
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
」、「
兵
庫
県
森
林
組
合

連
合
会
」、「
兵
庫
六
甲
農
業
協
同
組
合
」、「
生

活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
」
に
も
メ
ン
バ

ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
研
究
会
を

設
置
し
て
、
協
働
で
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン

と
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
た
。

　ま
ず
、
第
一
次
産
業
お
よ
び
食
を
巡
る
課

題
を
抽
出
し
、
次
に
、
将
来
を
見
据
え
た
学

び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
す
る
た
め
、
50

年
後
の
社
会
像
の
概
観
を
取
り
ま
と
め
た
。

各
団
体
・
機
関
が
行
っ
て
い
る
体
験
学
習
の

課
題
の
抽
出
も
行
い
、
総
合
的
な
生
活
力
を

育
む
た
め
の
学
び
の
要
素
、
学
び
の
社
会
デ

ザ
イ
ン
の
検
討
、
そ
し
て
、
第
一
次
産
業
を

基
盤
と
す
る
学
び
の
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
策
定
し
た
。以
下
、そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

第
一
次
産
業
の
あ
る
べ
き
姿

　第
一
次
産
業
お
よ
び
食
を
巡
る
課
題
と
し

て
は
、
食
料
自
給
率
の
低
下
、
海
外
か
ら
の

安
い
輸
入
品
や
食
生
活
の
変
化
に
よ
る
国
産

品
の
需
要
量
の
減
少
、
従
事
者
の
減
少
と
高

齢
化
お
よ
び
後
継
者
不
足
、
耕
作
面
積
の
減

少
、
水
質
浄
化
に
よ
る
海
の
貧
栄
養
化
に
起

因
す
る
漁
獲
量
の
減
少
、
森
林
病
害
虫
や
野

生
動
物
に
よ
る
被
害
の
増
大
、
食
生
活
の
変

化
（「
日
本
型
食
生
活
」
か
ら
「
欧
米
型
食

生
活
」
へ
）
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
増
加
、

食
と
第
一
次
産
業
と
の
つ
な
が
り
、
お
よ
び

第
一
次
産
業
間
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
の
認

識
不
足
、
食
品
廃
棄
物
の
増
加
、
食
品
産
業

の
事
業
活
動
の
過
程
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
るCO

2

排
出
な
ど
の

環
境
負
荷
の
増
大
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
問

題
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　一
方
、
50
年
後
の
社
会
像
は
ど
う
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
人
口
は
２
０
１
０

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
２
１
０
０
年
に
は
、

現
在
の
⅓
ま
で
激
減
す
る
。
こ
の
人
口
減
少

社
会
で
は
、
１
億
２
０
０
０
万
人
時
代
の
狭

い
国
土
や
乏
し
い
資
源
と
比
較
し
て
、
有
効

活
用
し
う
る
土
地
や
資
源
が
多
く
な
る
。
ま

た
、
高
度
経
済
成
長
下
で
軽
視
さ
れ
た
「
食

物
を
作
っ
て
食
べ
る
」
と
い
う
基
礎
生
活
力

の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
そ
れ
は
農
業
を

は
じ
め
と
す
る
第
一
次
産
業
の
再
評
価
に
つ

な
が
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、
農
林
水

産
業
の
復
権
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　し
か
し
、
高
度
成
長
社
会
で
重
視
さ
れ
た

分
業
シ
ス
テ
ム
の
た
め
、
第
一
次
産
業
同
士

で
の
つ
な
が
り
は
弱
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
お
よ
び
消
費

者
が
相
互
補
完
し
強
め
合
う
、
自
立
循
環
型

社
会
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
（Chart 1

）。

総
合
的
な
生
活
力
を
育
む

学
び
と
は

「
総
合
的
な
生
活
力
」
と
は
、
多
様
な
生
態

系
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
自
然
界
に
お
い

て
自
ら
の
行
動
を
律
し
、
他
者
と
の
協
働
や

創
造
の
楽
し
さ
を
理
解
し
、
未
来
に
希
望
を

も
っ
て
自
立
し
た
生
き
方
を
探
索
で
き
る
基

礎
体
験（
自
然
体
験
・
生
活
体
験
・
社
会
体
験
）

に
裏
打
ち
さ
れ
た
能
力
と
考
え
ら
れ
る
。

　総
合
的
な
生
活
力
を
育
む
学
び
の
要
素
と

し
て
は
、
自
活
力
、
自
然
対
話
力
、
協
働
す

る
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
４
つ
が

挙
げ
ら
れ
る
（Chart 2

）。

　本
研
究
を
「
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
」
と

し
て
い
る
の
は
、
農
・
林
・
水
産
・
消
費
の

分
野
で
総
合
的
な
生
活
力
を
育
む
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
日
本
社
会
の
持
続
可
能
性
に
貢

献
し
、
流
動
化
す
る
国
際
情
勢
に
も
対
応
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の
日
本
社

会
の
向
か
う
べ
き
方
向
性
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
。

　研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
体
験
学
習
事
業
実
績

や
共
通
課
題
も
踏
ま
え
、
社
会
教
育
お
よ
び

学
校
教
育
に
お
け
る
総
合
的
な
事
業
展
開
の

社
会
デ
ザ
イ
ン
を
以
下
の
よ
う
に
提
案
し
た

い
。

①
点
と
し
て
の
取
り
組
み
：
第
一
次
産
業
間

お
よ
び
消
費
を
総
合
的
に
つ
な
げ
て
考
え

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
各
事
業
主

体
が
共
通
の
考
え
と
し
て
確
認
し
合
い
体

験
事
業
な
ど
に
反
映
す
る
。

②
線
と
し
て
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体
が

連
携
し
て
体
験
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
参
加
者
に

つ
な
が
り
を
理
解
し
、
そ
の
重
要
性
を
認

識
し
て
も
ら
う
。

③
面
と
し
て
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体
協

力
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
的
学
び
を
総

合
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
、
青
年
層
を
対
象
に
実
施
す
る
。

④
点
・
線
・
面
の
取
り
組
み
を
有
機
的
に
つ

な
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体

が
共
有
で
き
る
共
通
目
標
を
策
定
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、
そ
の
必
要
性

と
活
動
の
全
体
像
に
つ
い
て
社
会
に
提
案

を
行
う
。

⑤
幼
児
期
か
ら
大
学
生
ま
で
の
年
代
を
つ
な

ぐ
継
続
的
な
取
り
組
み
の
デ
ザ
イ
ン
：
保

育
所
か
ら
大
学
生
ま
で
の
各
年
齢
を
対
象

と
し
た
学
校
内
外
で
の
取
り
組
み
を
時
系

列
的
に
整
理
し
、
総
合
的
な
生
活
力
を
育

む
た
め
の
体
験
的
学
び
を
体
系
化
す
る
。

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

策
定
と

モ
デ
ル
事
業
の
実
証

　大
学
生
な
ど
の
青
年
層
を
対
象
に
、
一
般

的
な
農
業
の
現
状
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、

年
間
を
通
じ
て
農
作
業
や
林
業
、
漁
業
な
ど

を
体
系
的
に
体
験
で
き
、
ま
た
、
第
一
次
産

業
や
食
を
巡
る
課
題
、
水
、
生
物
多
様
性
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
な
ど
の
座
学
も
取

第
一
次
産
業
を
基
盤
と
し
た

総
合
的
な

学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン

若
者
の「
生
き
る
力
」を
育
む
に
は
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り
入
れ
た
、
総
合
的
な
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
し
た
。

　具
体
的
に
は
、
農
業
体
験
は
、
田
畑
の
草

刈
り
・
こ
う耕

　
う
ん耘

、
た
い堆

　
ひ肥

づ
く
り
、
米
・
小
麦
・

夏
野
菜
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
秋
冬
野
菜
な
ど
の

植
え
付
け
、
水
や
り
、
草
刈
り
な
ど
の
管
理
、

収
穫
で
あ
る
。
漁
業
体
験
に
お
い
て
は
、
カ

キ
・
わ
か
め
の
養
殖
体
験
、魚
の
さ
ば
き
体
験
、

林
業
体
験
に
お
い
て
は
、
森
林
整
備
の
実
態

（
＊
１
）
兵
庫
県
西
宮
市
を
拠
点

に
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
連

携
で
、
食
・
農
・
自
然
・
環
境

な
ど
の
社
会
的
課
題
に
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
。

把
握
と
間
伐
体
験
、ま
た
食
育
・
火
育（
＊
２
）

実
習
な
ど
を
行
う
。
研
究
会
で
の
報
告
と
フ

ォ
ロ
ー
な
ど
も
含
め
、
年
間
計
32
回
の
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
（Chart 3

）。

　フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
農
業
体
験
は
、Ｌ
Ｅ
Ａ

Ｆ
が
兵
庫
県
西
宮
市
内
の
寺
院
の
協
力
を
得

て
使
用
し
て
い
る
農
地
、
漁
業
体
験
は
、
兵

庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
漁
場
、
林
業

体
験
は
、
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
の
森
林

お
よ
び
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
が
所

有
し
て
い
る
森
を
予
定
し
て
い
る
。

　２
０
１
３
年
５
月
よ
り
、
大
学
生
を
対
象

に
、
青
年
層
の
視
点
で
体
験
を
通
じ
て
学
ん

だ
こ
と
を
自
己
分
析
し
、「
総
合
的
な
生
活

力
」
や
「
自
立
し
た
生
き
方
」
に
つ
い
て
の

意
識
変
化
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
効
果
に
つ

い
て
評
価
を
行
う
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

さ
い
ご
に

　今
後
は
、
国
や
自
治
体
、
第
一
次
産
業
の

関
係
団
体
・
機
関
の
協
力
を
得
て
検
討
し
て

き
た
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

体
制
や
資
金
面
な
ど
持
続
可
能
な
事
業
と
な

る
よ
う
な
仕
組
み
の
検
討
も
進
め
、
今
回
紹

介
し
た
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
社
会
変
化
に
対
応
で
き

る
青
年
層
の
生
活
力
の
育
成
に
貢
献
し
、
広

く
水
平
展
開
で
き
る
よ
う
、
行
政
お
よ
び
教

育
機
関
、
ま
た
他
の
機
関
・
団
体
へ
の
提
案

活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

消費者

林業

魚粉飼料の提供

土
地
栄
養
分
の
流
入手

入
れ
の
協
力

水・酸素・
材木資源の
提供

資源利用・
手入れ資金の
供出

水産
物の
購入
・

栄養
塩の
流入

水産
物の
提供生ゴミ堆肥の

提供

農作物の提供

魚
粉
飼
料
の
提
供水・土

地
栄
養
分
の
流

入

土地栄養分の流入

農業

第一次産業と消費生活は互いに支え合っている

漁業

Fishery

Consumer

Forestry

Agriculture

出典／学びの社会デザイン研究会資料より

Chart 1
今
後
の
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

社
会
を
担
う
青
年
層
の

「
生
き
る
力
」を
育
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
育
成
の
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
と

Ｃ
Ｅ
Ｌ
が
共
同
開
発
し
た
、

年
間
を
通
じ
て
第
一
次
産
業
分
野
で
の
学
び
が

体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
動
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の

「
生
き
る
力
」を

育
む
機
会
が
必
要

　児
童
・
青
年
層
の「
生
き
る
力（
人
間
力
・

生
活
力
）」
が
弱
体
化
し
て
い
る
。
そ
の
原

因
と
し
て
、「
自
然
や
地
域
社
会
と
深
く
関

わ
る
機
会
の
減
少
」、「
集
団
生
活
の
不
足
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
で
は
、
彼
ら
の
感
性

や
生
き
る
力
を
育
む
に
は
、
な
に
が
必
要
な

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
現

在
の
若
年
層
に
不
足
し
て
い
る
、
自
然
体
験
、

生
活
体
験
、
社
会
体
験
で
あ
る
。

　大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所

（
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
環
境
活

動
支
援
協
会（
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
）（
＊
１
）と
協
働
し
、

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
担
う
青
年
層

（
小
学
生
〜
大
学
生
）
を
育
成
す
る
た
め
、

農
・
林
・
水
産
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
分
野

で
の
総
合
的
な
体
験
学
習
の
機
会
を
創
出
し
、

生
活
力
を
育
む
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
の
研

究
を
２
０
１
１
年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
。
第

一
次
産
業
を
担
う
「
農
林
水
産
省
近
畿
農
政

局
」、「
兵
庫
県
農
政
環
境
部
」、「
兵
庫
県
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
」、「
兵
庫
県
森
林
組
合

連
合
会
」、「
兵
庫
六
甲
農
業
協
同
組
合
」、「
生

活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
」
に
も
メ
ン
バ

ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
研
究
会
を

設
置
し
て
、
協
働
で
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン

と
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
た
。

　ま
ず
、
第
一
次
産
業
お
よ
び
食
を
巡
る
課

題
を
抽
出
し
、
次
に
、
将
来
を
見
据
え
た
学

び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
す
る
た
め
、
50

年
後
の
社
会
像
の
概
観
を
取
り
ま
と
め
た
。

各
団
体
・
機
関
が
行
っ
て
い
る
体
験
学
習
の

課
題
の
抽
出
も
行
い
、
総
合
的
な
生
活
力
を

育
む
た
め
の
学
び
の
要
素
、
学
び
の
社
会
デ

ザ
イ
ン
の
検
討
、
そ
し
て
、
第
一
次
産
業
を

基
盤
と
す
る
学
び
の
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
策
定
し
た
。以
下
、そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

第
一
次
産
業
の
あ
る
べ
き
姿

　第
一
次
産
業
お
よ
び
食
を
巡
る
課
題
と
し

て
は
、
食
料
自
給
率
の
低
下
、
海
外
か
ら
の

安
い
輸
入
品
や
食
生
活
の
変
化
に
よ
る
国
産

品
の
需
要
量
の
減
少
、
従
事
者
の
減
少
と
高

齢
化
お
よ
び
後
継
者
不
足
、
耕
作
面
積
の
減

少
、
水
質
浄
化
に
よ
る
海
の
貧
栄
養
化
に
起

因
す
る
漁
獲
量
の
減
少
、
森
林
病
害
虫
や
野

生
動
物
に
よ
る
被
害
の
増
大
、
食
生
活
の
変

化
（「
日
本
型
食
生
活
」
か
ら
「
欧
米
型
食

生
活
」
へ
）
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
増
加
、

食
と
第
一
次
産
業
と
の
つ
な
が
り
、
お
よ
び

第
一
次
産
業
間
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
の
認

識
不
足
、
食
品
廃
棄
物
の
増
加
、
食
品
産
業

の
事
業
活
動
の
過
程
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
るCO

2

排
出
な
ど
の

環
境
負
荷
の
増
大
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
問

題
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　一
方
、
50
年
後
の
社
会
像
は
ど
う
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
人
口
は
２
０
１
０

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
２
１
０
０
年
に
は
、

現
在
の
⅓
ま
で
激
減
す
る
。
こ
の
人
口
減
少

社
会
で
は
、
１
億
２
０
０
０
万
人
時
代
の
狭

い
国
土
や
乏
し
い
資
源
と
比
較
し
て
、
有
効

活
用
し
う
る
土
地
や
資
源
が
多
く
な
る
。
ま

た
、
高
度
経
済
成
長
下
で
軽
視
さ
れ
た
「
食

物
を
作
っ
て
食
べ
る
」
と
い
う
基
礎
生
活
力

の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
そ
れ
は
農
業
を

は
じ
め
と
す
る
第
一
次
産
業
の
再
評
価
に
つ

な
が
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、
農
林
水

産
業
の
復
権
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　し
か
し
、
高
度
成
長
社
会
で
重
視
さ
れ
た

分
業
シ
ス
テ
ム
の
た
め
、
第
一
次
産
業
同
士

で
の
つ
な
が
り
は
弱
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
お
よ
び
消
費

者
が
相
互
補
完
し
強
め
合
う
、
自
立
循
環
型

社
会
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
（Chart 1

）。

総
合
的
な
生
活
力
を
育
む

学
び
と
は

「
総
合
的
な
生
活
力
」
と
は
、
多
様
な
生
態

系
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
自
然
界
に
お
い

て
自
ら
の
行
動
を
律
し
、
他
者
と
の
協
働
や

創
造
の
楽
し
さ
を
理
解
し
、
未
来
に
希
望
を

も
っ
て
自
立
し
た
生
き
方
を
探
索
で
き
る
基

礎
体
験（
自
然
体
験
・
生
活
体
験
・
社
会
体
験
）

に
裏
打
ち
さ
れ
た
能
力
と
考
え
ら
れ
る
。

　総
合
的
な
生
活
力
を
育
む
学
び
の
要
素
と

し
て
は
、
自
活
力
、
自
然
対
話
力
、
協
働
す

る
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
４
つ
が

挙
げ
ら
れ
る
（Chart 2

）。

　本
研
究
を
「
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
」
と

し
て
い
る
の
は
、
農
・
林
・
水
産
・
消
費
の

分
野
で
総
合
的
な
生
活
力
を
育
む
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
日
本
社
会
の
持
続
可
能
性
に
貢

献
し
、
流
動
化
す
る
国
際
情
勢
に
も
対
応
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の
日
本
社

会
の
向
か
う
べ
き
方
向
性
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
。

　研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
体
験
学
習
事
業
実
績

や
共
通
課
題
も
踏
ま
え
、
社
会
教
育
お
よ
び

学
校
教
育
に
お
け
る
総
合
的
な
事
業
展
開
の

社
会
デ
ザ
イ
ン
を
以
下
の
よ
う
に
提
案
し
た

い
。

①
点
と
し
て
の
取
り
組
み
：
第
一
次
産
業
間

お
よ
び
消
費
を
総
合
的
に
つ
な
げ
て
考
え

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
各
事
業
主

体
が
共
通
の
考
え
と
し
て
確
認
し
合
い
体

験
事
業
な
ど
に
反
映
す
る
。

②
線
と
し
て
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体
が

連
携
し
て
体
験
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
参
加
者
に

つ
な
が
り
を
理
解
し
、
そ
の
重
要
性
を
認

識
し
て
も
ら
う
。

③
面
と
し
て
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体
協

力
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
的
学
び
を
総

合
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
、
青
年
層
を
対
象
に
実
施
す
る
。

④
点
・
線
・
面
の
取
り
組
み
を
有
機
的
に
つ

な
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体

が
共
有
で
き
る
共
通
目
標
を
策
定
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、
そ
の
必
要
性

と
活
動
の
全
体
像
に
つ
い
て
社
会
に
提
案

を
行
う
。

⑤
幼
児
期
か
ら
大
学
生
ま
で
の
年
代
を
つ
な

ぐ
継
続
的
な
取
り
組
み
の
デ
ザ
イ
ン
：
保

育
所
か
ら
大
学
生
ま
で
の
各
年
齢
を
対
象

と
し
た
学
校
内
外
で
の
取
り
組
み
を
時
系

列
的
に
整
理
し
、
総
合
的
な
生
活
力
を
育

む
た
め
の
体
験
的
学
び
を
体
系
化
す
る
。

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

策
定
と

モ
デ
ル
事
業
の
実
証

　大
学
生
な
ど
の
青
年
層
を
対
象
に
、
一
般

的
な
農
業
の
現
状
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、

年
間
を
通
じ
て
農
作
業
や
林
業
、
漁
業
な
ど

を
体
系
的
に
体
験
で
き
、
ま
た
、
第
一
次
産

業
や
食
を
巡
る
課
題
、
水
、
生
物
多
様
性
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
な
ど
の
座
学
も
取

第
一
次
産
業
を
基
盤
と
し
た

総
合
的
な

学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン

若
者
の「
生
き
る
力
」を
育
む
に
は
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り
入
れ
た
、
総
合
的
な
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
し
た
。

　具
体
的
に
は
、
農
業
体
験
は
、
田
畑
の
草

刈
り
・
こ
う耕

　
う
ん耘

、
た
い堆

　
ひ肥

づ
く
り
、
米
・
小
麦
・

夏
野
菜
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
秋
冬
野
菜
な
ど
の

植
え
付
け
、
水
や
り
、
草
刈
り
な
ど
の
管
理
、

収
穫
で
あ
る
。
漁
業
体
験
に
お
い
て
は
、
カ

キ
・
わ
か
め
の
養
殖
体
験
、魚
の
さ
ば
き
体
験
、

林
業
体
験
に
お
い
て
は
、
森
林
整
備
の
実
態

（
＊
１
）
兵
庫
県
西
宮
市
を
拠
点

に
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
連

携
で
、
食
・
農
・
自
然
・
環
境

な
ど
の
社
会
的
課
題
に
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
。

把
握
と
間
伐
体
験
、ま
た
食
育
・
火
育（
＊
２
）

実
習
な
ど
を
行
う
。
研
究
会
で
の
報
告
と
フ

ォ
ロ
ー
な
ど
も
含
め
、
年
間
計
32
回
の
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
（Chart 3

）。

　フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
農
業
体
験
は
、Ｌ
Ｅ
Ａ

Ｆ
が
兵
庫
県
西
宮
市
内
の
寺
院
の
協
力
を
得

て
使
用
し
て
い
る
農
地
、
漁
業
体
験
は
、
兵

庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
漁
場
、
林
業

体
験
は
、
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
の
森
林

お
よ
び
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
が
所

有
し
て
い
る
森
を
予
定
し
て
い
る
。

　２
０
１
３
年
５
月
よ
り
、
大
学
生
を
対
象

に
、
青
年
層
の
視
点
で
体
験
を
通
じ
て
学
ん

だ
こ
と
を
自
己
分
析
し
、「
総
合
的
な
生
活

力
」
や
「
自
立
し
た
生
き
方
」
に
つ
い
て
の

意
識
変
化
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
効
果
に
つ

い
て
評
価
を
行
う
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

さ
い
ご
に

　今
後
は
、
国
や
自
治
体
、
第
一
次
産
業
の

関
係
団
体
・
機
関
の
協
力
を
得
て
検
討
し
て

き
た
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

体
制
や
資
金
面
な
ど
持
続
可
能
な
事
業
と
な

る
よ
う
な
仕
組
み
の
検
討
も
進
め
、
今
回
紹

介
し
た
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
社
会
変
化
に
対
応
で
き

る
青
年
層
の
生
活
力
の
育
成
に
貢
献
し
、
広

く
水
平
展
開
で
き
る
よ
う
、
行
政
お
よ
び
教

育
機
関
、
ま
た
他
の
機
関
・
団
体
へ
の
提
案

活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

消費者

林業

魚粉飼料の提供

土
地
栄
養
分
の
流
入手

入
れ
の
協
力

水・酸素・
材木資源の
提供

資源利用・
手入れ資金の
供出

水産
物の
購入
・

栄養
塩の
流入

水産
物の
提供生ゴミ堆肥の

提供

農作物の提供

魚
粉
飼
料
の
提
供水・土

地
栄
養
分
の
流

入

土地栄養分の流入

農業

第一次産業と消費生活は互いに支え合っている

漁業

Fishery

Consumer

Forestry

Agriculture

出典／学びの社会デザイン研究会資料より

Chart 1



協働する力
青少年の成長過程で重要である

集団行動や集団における意思決定、
相互成長といった

協働する力を身につける。

自然対話力
農林水産の体験を通じて、

収穫に与える天候、
気温、生物などの影響を予見できる

自然対話力を身につける。

コミュニケーション力
協働作業により、メンバーの話を聞く力、

メンバーに自分の考えや
思いを伝える力などの

コミュニケーション力を身につける。

総合的な生活力を育む３つの体験

自活力
年間を通じて農業の作業工程を

責任をもって運営し、
知識・技術を体得することにより、

生きるうえでの
自活力を身につける。

総合的な生活力を獲得

基礎体験の欠如

自然
体験

子
ど
も
た
ち
の

「
生
き
る
力
」を

育
む
機
会
が
必
要

　児
童
・
青
年
層
の「
生
き
る
力（
人
間
力
・

生
活
力
）」
が
弱
体
化
し
て
い
る
。
そ
の
原

因
と
し
て
、「
自
然
や
地
域
社
会
と
深
く
関

わ
る
機
会
の
減
少
」、「
集
団
生
活
の
不
足
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
で
は
、
彼
ら
の
感
性

や
生
き
る
力
を
育
む
に
は
、
な
に
が
必
要
な

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
現

在
の
若
年
層
に
不
足
し
て
い
る
、
自
然
体
験
、

生
活
体
験
、
社
会
体
験
で
あ
る
。

　大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所

（
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
環
境
活

動
支
援
協
会（
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
）（
＊
１
）と
協
働
し
、

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
担
う
青
年
層

（
小
学
生
〜
大
学
生
）
を
育
成
す
る
た
め
、

農
・
林
・
水
産
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
分
野

で
の
総
合
的
な
体
験
学
習
の
機
会
を
創
出
し
、

生
活
力
を
育
む
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
の
研

究
を
２
０
１
１
年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
。
第

一
次
産
業
を
担
う
「
農
林
水
産
省
近
畿
農
政

局
」、「
兵
庫
県
農
政
環
境
部
」、「
兵
庫
県
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
」、「
兵
庫
県
森
林
組
合

連
合
会
」、「
兵
庫
六
甲
農
業
協
同
組
合
」、「
生

活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
」
に
も
メ
ン
バ

ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
研
究
会
を

設
置
し
て
、
協
働
で
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン

と
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
た
。

　ま
ず
、
第
一
次
産
業
お
よ
び
食
を
巡
る
課

題
を
抽
出
し
、
次
に
、
将
来
を
見
据
え
た
学

び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
す
る
た
め
、
50

年
後
の
社
会
像
の
概
観
を
取
り
ま
と
め
た
。

各
団
体
・
機
関
が
行
っ
て
い
る
体
験
学
習
の

課
題
の
抽
出
も
行
い
、
総
合
的
な
生
活
力
を

育
む
た
め
の
学
び
の
要
素
、
学
び
の
社
会
デ

ザ
イ
ン
の
検
討
、
そ
し
て
、
第
一
次
産
業
を

基
盤
と
す
る
学
び
の
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
策
定
し
た
。以
下
、そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

第
一
次
産
業
の
あ
る
べ
き
姿

　第
一
次
産
業
お
よ
び
食
を
巡
る
課
題
と
し

て
は
、
食
料
自
給
率
の
低
下
、
海
外
か
ら
の

安
い
輸
入
品
や
食
生
活
の
変
化
に
よ
る
国
産

品
の
需
要
量
の
減
少
、
従
事
者
の
減
少
と
高

齢
化
お
よ
び
後
継
者
不
足
、
耕
作
面
積
の
減

少
、
水
質
浄
化
に
よ
る
海
の
貧
栄
養
化
に
起

因
す
る
漁
獲
量
の
減
少
、
森
林
病
害
虫
や
野

生
動
物
に
よ
る
被
害
の
増
大
、
食
生
活
の
変

化
（「
日
本
型
食
生
活
」
か
ら
「
欧
米
型
食

生
活
」
へ
）
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
増
加
、

食
と
第
一
次
産
業
と
の
つ
な
が
り
、
お
よ
び

第
一
次
産
業
間
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
の
認

識
不
足
、
食
品
廃
棄
物
の
増
加
、
食
品
産
業

の
事
業
活
動
の
過
程
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
るCO

2

排
出
な
ど
の

環
境
負
荷
の
増
大
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
問

題
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　一
方
、
50
年
後
の
社
会
像
は
ど
う
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
人
口
は
２
０
１
０

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
２
１
０
０
年
に
は
、

現
在
の
⅓
ま
で
激
減
す
る
。
こ
の
人
口
減
少

社
会
で
は
、
１
億
２
０
０
０
万
人
時
代
の
狭

い
国
土
や
乏
し
い
資
源
と
比
較
し
て
、
有
効

活
用
し
う
る
土
地
や
資
源
が
多
く
な
る
。
ま

た
、
高
度
経
済
成
長
下
で
軽
視
さ
れ
た
「
食

物
を
作
っ
て
食
べ
る
」
と
い
う
基
礎
生
活
力

の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
そ
れ
は
農
業
を

は
じ
め
と
す
る
第
一
次
産
業
の
再
評
価
に
つ

な
が
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、
農
林
水

産
業
の
復
権
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　し
か
し
、
高
度
成
長
社
会
で
重
視
さ
れ
た

分
業
シ
ス
テ
ム
の
た
め
、
第
一
次
産
業
同
士

で
の
つ
な
が
り
は
弱
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
お
よ
び
消
費

者
が
相
互
補
完
し
強
め
合
う
、
自
立
循
環
型

社
会
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
（Chart 1

）。

総
合
的
な
生
活
力
を
育
む

学
び
と
は

「
総
合
的
な
生
活
力
」
と
は
、
多
様
な
生
態

系
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
自
然
界
に
お
い

て
自
ら
の
行
動
を
律
し
、
他
者
と
の
協
働
や

創
造
の
楽
し
さ
を
理
解
し
、
未
来
に
希
望
を

も
っ
て
自
立
し
た
生
き
方
を
探
索
で
き
る
基

礎
体
験（
自
然
体
験
・
生
活
体
験
・
社
会
体
験
）

に
裏
打
ち
さ
れ
た
能
力
と
考
え
ら
れ
る
。

　総
合
的
な
生
活
力
を
育
む
学
び
の
要
素
と

し
て
は
、
自
活
力
、
自
然
対
話
力
、
協
働
す

る
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
４
つ
が

挙
げ
ら
れ
る
（Chart 2

）。

　本
研
究
を
「
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
」
と

し
て
い
る
の
は
、
農
・
林
・
水
産
・
消
費
の

分
野
で
総
合
的
な
生
活
力
を
育
む
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
日
本
社
会
の
持
続
可
能
性
に
貢

献
し
、
流
動
化
す
る
国
際
情
勢
に
も
対
応
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の
日
本
社

会
の
向
か
う
べ
き
方
向
性
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
。

　研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
体
験
学
習
事
業
実
績

や
共
通
課
題
も
踏
ま
え
、
社
会
教
育
お
よ
び

学
校
教
育
に
お
け
る
総
合
的
な
事
業
展
開
の

社
会
デ
ザ
イ
ン
を
以
下
の
よ
う
に
提
案
し
た

い
。

①
点
と
し
て
の
取
り
組
み
：
第
一
次
産
業
間

お
よ
び
消
費
を
総
合
的
に
つ
な
げ
て
考
え

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
各
事
業
主

体
が
共
通
の
考
え
と
し
て
確
認
し
合
い
体

験
事
業
な
ど
に
反
映
す
る
。

②
線
と
し
て
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体
が

連
携
し
て
体
験
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
参
加
者
に

つ
な
が
り
を
理
解
し
、
そ
の
重
要
性
を
認

識
し
て
も
ら
う
。

③
面
と
し
て
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体
協

力
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
的
学
び
を
総

合
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
、
青
年
層
を
対
象
に
実
施
す
る
。

④
点
・
線
・
面
の
取
り
組
み
を
有
機
的
に
つ

な
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体

が
共
有
で
き
る
共
通
目
標
を
策
定
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、
そ
の
必
要
性

と
活
動
の
全
体
像
に
つ
い
て
社
会
に
提
案

を
行
う
。

⑤
幼
児
期
か
ら
大
学
生
ま
で
の
年
代
を
つ
な

ぐ
継
続
的
な
取
り
組
み
の
デ
ザ
イ
ン
：
保

育
所
か
ら
大
学
生
ま
で
の
各
年
齢
を
対
象

と
し
た
学
校
内
外
で
の
取
り
組
み
を
時
系

列
的
に
整
理
し
、
総
合
的
な
生
活
力
を
育

む
た
め
の
体
験
的
学
び
を
体
系
化
す
る
。

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

策
定
と

モ
デ
ル
事
業
の
実
証

　大
学
生
な
ど
の
青
年
層
を
対
象
に
、
一
般

的
な
農
業
の
現
状
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、

年
間
を
通
じ
て
農
作
業
や
林
業
、
漁
業
な
ど

を
体
系
的
に
体
験
で
き
、
ま
た
、
第
一
次
産

業
や
食
を
巡
る
課
題
、
水
、
生
物
多
様
性
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
な
ど
の
座
学
も
取

り
入
れ
た
、
総
合
的
な
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
し
た
。

　具
体
的
に
は
、
農
業
体
験
は
、
田
畑
の
草

刈
り
・
こ
う耕

　
う
ん耘

、
た
い堆

　
ひ肥

づ
く
り
、
米
・
小
麦
・

夏
野
菜
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
秋
冬
野
菜
な
ど
の

植
え
付
け
、
水
や
り
、
草
刈
り
な
ど
の
管
理
、

収
穫
で
あ
る
。
漁
業
体
験
に
お
い
て
は
、
カ

キ
・
わ
か
め
の
養
殖
体
験
、魚
の
さ
ば
き
体
験
、

林
業
体
験
に
お
い
て
は
、
森
林
整
備
の
実
態
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（
＊
２
）「
火
育
」
と
は
、
安
全
な

火
の
お
こ
し
方
や
扱
い
方
、
火
を

使
っ
た
調
理
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

が
「
火
に
親
し
み
、
火
を
学
ぶ
」

体
験
を
通
じ
て
、
豊
か
な
心
を

育
み
、
生
き
る
力
を
高
め
る
教

育
の
こ
と
。

把
握
と
間
伐
体
験
、ま
た
食
育
・
火
育（
＊
２
）

実
習
な
ど
を
行
う
。
研
究
会
で
の
報
告
と
フ

ォ
ロ
ー
な
ど
も
含
め
、
年
間
計
32
回
の
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
（Chart 3

）。

　フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
農
業
体
験
は
、Ｌ
Ｅ
Ａ

Ｆ
が
兵
庫
県
西
宮
市
内
の
寺
院
の
協
力
を
得

て
使
用
し
て
い
る
農
地
、
漁
業
体
験
は
、
兵

庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
漁
場
、
林
業

体
験
は
、
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
の
森
林

お
よ
び
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
が
所

有
し
て
い
る
森
を
予
定
し
て
い
る
。

　２
０
１
３
年
５
月
よ
り
、
大
学
生
を
対
象

に
、
青
年
層
の
視
点
で
体
験
を
通
じ
て
学
ん

だ
こ
と
を
自
己
分
析
し
、「
総
合
的
な
生
活

力
」
や
「
自
立
し
た
生
き
方
」
に
つ
い
て
の

意
識
変
化
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
効
果
に
つ

い
て
評
価
を
行
う
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

さ
い
ご
に

　今
後
は
、
国
や
自
治
体
、
第
一
次
産
業
の

関
係
団
体
・
機
関
の
協
力
を
得
て
検
討
し
て

き
た
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

体
制
や
資
金
面
な
ど
持
続
可
能
な
事
業
と
な

る
よ
う
な
仕
組
み
の
検
討
も
進
め
、
今
回
紹

介
し
た
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
社
会
変
化
に
対
応
で
き

る
青
年
層
の
生
活
力
の
育
成
に
貢
献
し
、
広

く
水
平
展
開
で
き
る
よ
う
、
行
政
お
よ
び
教

育
機
関
、
ま
た
他
の
機
関
・
団
体
へ
の
提
案

活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農業

カキの身を出す

体験学習プログラム1

体験学習プログラムでの実践例

Step 3

農業・林業・漁業において、
どのような学習や体験を体系的に行うことで、

総合的な視野や自立した生活力を
身につけることにつながるのかを実証する。

土づくりから収穫までの作
業で、自然との対話のなか
で作物を育てることを学ぶ。林業

体験学習プログラム2 農地や海を豊かにする森林
のあり方と人々の関わりを
考える。

ロープを
養殖イカダへ
つるす

Step 2

カキの稚貝を付けた
ホタテを

ロープにくくる

Step 1

玉切りした木を集積

Step 3

伐採した木を
使いやすい

長さに切る「玉切り」

Step 2

漁業
体験学習プログラム3 森や農地、人々の暮らしと

のつながりで成り立ってい
た漁業のあり方を捉え直す。

不要な木を切る
「間伐」

Step 1

収穫した
米を

飯盒で炊く

Step 7

脱穀

Step 6

稲刈り

Step 5

防鳥ネットを張る

Step 4

田んぼの草を抜く

Step 3

田植え

Step 2

水田を耕す

Step 1

生活
体験

社会
体験

Chart 2

Chart 3

協働する力
青少年の成長過程で重要である

集団行動や集団における意思決定、
相互成長といった

協働する力を身につける。

自然対話力
農林水産の体験を通じて、

収穫に与える天候、
気温、生物などの影響を予見できる

自然対話力を身につける。

コミュニケーション力
協働作業により、メンバーの話を聞く力、

メンバーに自分の考えや
思いを伝える力などの

コミュニケーション力を身につける。

総合的な生活力を育む３つの体験

自活力
年間を通じて農業の作業工程を

責任をもって運営し、
知識・技術を体得することにより、

生きるうえでの
自活力を身につける。

総合的な生活力を獲得

基礎体験の欠如

自然
体験

子
ど
も
た
ち
の

「
生
き
る
力
」を

育
む
機
会
が
必
要

　児
童
・
青
年
層
の「
生
き
る
力（
人
間
力
・

生
活
力
）」
が
弱
体
化
し
て
い
る
。
そ
の
原

因
と
し
て
、「
自
然
や
地
域
社
会
と
深
く
関

わ
る
機
会
の
減
少
」、「
集
団
生
活
の
不
足
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
で
は
、
彼
ら
の
感
性

や
生
き
る
力
を
育
む
に
は
、
な
に
が
必
要
な

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
現

在
の
若
年
層
に
不
足
し
て
い
る
、
自
然
体
験
、

生
活
体
験
、
社
会
体
験
で
あ
る
。

　大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所

（
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
環
境
活

動
支
援
協
会（
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
）（
＊
１
）と
協
働
し
、

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
担
う
青
年
層

（
小
学
生
〜
大
学
生
）
を
育
成
す
る
た
め
、

農
・
林
・
水
産
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
分
野

で
の
総
合
的
な
体
験
学
習
の
機
会
を
創
出
し
、

生
活
力
を
育
む
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
の
研

究
を
２
０
１
１
年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
。
第

一
次
産
業
を
担
う
「
農
林
水
産
省
近
畿
農
政

局
」、「
兵
庫
県
農
政
環
境
部
」、「
兵
庫
県
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
」、「
兵
庫
県
森
林
組
合

連
合
会
」、「
兵
庫
六
甲
農
業
協
同
組
合
」、「
生

活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
」
に
も
メ
ン
バ

ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
研
究
会
を

設
置
し
て
、
協
働
で
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン

と
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
た
。

　ま
ず
、
第
一
次
産
業
お
よ
び
食
を
巡
る
課

題
を
抽
出
し
、
次
に
、
将
来
を
見
据
え
た
学

び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
す
る
た
め
、
50

年
後
の
社
会
像
の
概
観
を
取
り
ま
と
め
た
。

各
団
体
・
機
関
が
行
っ
て
い
る
体
験
学
習
の

課
題
の
抽
出
も
行
い
、
総
合
的
な
生
活
力
を

育
む
た
め
の
学
び
の
要
素
、
学
び
の
社
会
デ

ザ
イ
ン
の
検
討
、
そ
し
て
、
第
一
次
産
業
を

基
盤
と
す
る
学
び
の
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
策
定
し
た
。以
下
、そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

第
一
次
産
業
の
あ
る
べ
き
姿

　第
一
次
産
業
お
よ
び
食
を
巡
る
課
題
と
し

て
は
、
食
料
自
給
率
の
低
下
、
海
外
か
ら
の

安
い
輸
入
品
や
食
生
活
の
変
化
に
よ
る
国
産

品
の
需
要
量
の
減
少
、
従
事
者
の
減
少
と
高

齢
化
お
よ
び
後
継
者
不
足
、
耕
作
面
積
の
減

少
、
水
質
浄
化
に
よ
る
海
の
貧
栄
養
化
に
起

因
す
る
漁
獲
量
の
減
少
、
森
林
病
害
虫
や
野

生
動
物
に
よ
る
被
害
の
増
大
、
食
生
活
の
変

化
（「
日
本
型
食
生
活
」
か
ら
「
欧
米
型
食

生
活
」
へ
）
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
増
加
、

食
と
第
一
次
産
業
と
の
つ
な
が
り
、
お
よ
び

第
一
次
産
業
間
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
の
認

識
不
足
、
食
品
廃
棄
物
の
増
加
、
食
品
産
業

の
事
業
活
動
の
過
程
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
るCO

2

排
出
な
ど
の

環
境
負
荷
の
増
大
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
問

題
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　一
方
、
50
年
後
の
社
会
像
は
ど
う
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
人
口
は
２
０
１
０

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
２
１
０
０
年
に
は
、

現
在
の
⅓
ま
で
激
減
す
る
。
こ
の
人
口
減
少

社
会
で
は
、
１
億
２
０
０
０
万
人
時
代
の
狭

い
国
土
や
乏
し
い
資
源
と
比
較
し
て
、
有
効

活
用
し
う
る
土
地
や
資
源
が
多
く
な
る
。
ま

た
、
高
度
経
済
成
長
下
で
軽
視
さ
れ
た
「
食

物
を
作
っ
て
食
べ
る
」
と
い
う
基
礎
生
活
力

の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
そ
れ
は
農
業
を

は
じ
め
と
す
る
第
一
次
産
業
の
再
評
価
に
つ

な
が
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、
農
林
水

産
業
の
復
権
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　し
か
し
、
高
度
成
長
社
会
で
重
視
さ
れ
た

分
業
シ
ス
テ
ム
の
た
め
、
第
一
次
産
業
同
士

で
の
つ
な
が
り
は
弱
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
お
よ
び
消
費

者
が
相
互
補
完
し
強
め
合
う
、
自
立
循
環
型

社
会
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
（Chart 1

）。

総
合
的
な
生
活
力
を
育
む

学
び
と
は

「
総
合
的
な
生
活
力
」
と
は
、
多
様
な
生
態

系
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
自
然
界
に
お
い

て
自
ら
の
行
動
を
律
し
、
他
者
と
の
協
働
や

創
造
の
楽
し
さ
を
理
解
し
、
未
来
に
希
望
を

も
っ
て
自
立
し
た
生
き
方
を
探
索
で
き
る
基

礎
体
験（
自
然
体
験
・
生
活
体
験
・
社
会
体
験
）

に
裏
打
ち
さ
れ
た
能
力
と
考
え
ら
れ
る
。

　総
合
的
な
生
活
力
を
育
む
学
び
の
要
素
と

し
て
は
、
自
活
力
、
自
然
対
話
力
、
協
働
す

る
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
４
つ
が

挙
げ
ら
れ
る
（Chart 2

）。

　本
研
究
を
「
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
」
と

し
て
い
る
の
は
、
農
・
林
・
水
産
・
消
費
の

分
野
で
総
合
的
な
生
活
力
を
育
む
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
日
本
社
会
の
持
続
可
能
性
に
貢

献
し
、
流
動
化
す
る
国
際
情
勢
に
も
対
応
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の
日
本
社

会
の
向
か
う
べ
き
方
向
性
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
。

　研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
体
験
学
習
事
業
実
績

や
共
通
課
題
も
踏
ま
え
、
社
会
教
育
お
よ
び

学
校
教
育
に
お
け
る
総
合
的
な
事
業
展
開
の

社
会
デ
ザ
イ
ン
を
以
下
の
よ
う
に
提
案
し
た

い
。

①
点
と
し
て
の
取
り
組
み
：
第
一
次
産
業
間

お
よ
び
消
費
を
総
合
的
に
つ
な
げ
て
考
え

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
各
事
業
主

体
が
共
通
の
考
え
と
し
て
確
認
し
合
い
体

験
事
業
な
ど
に
反
映
す
る
。

②
線
と
し
て
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体
が

連
携
し
て
体
験
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
参
加
者
に

つ
な
が
り
を
理
解
し
、
そ
の
重
要
性
を
認

識
し
て
も
ら
う
。

③
面
と
し
て
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体
協

力
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
的
学
び
を
総

合
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
、
青
年
層
を
対
象
に
実
施
す
る
。

④
点
・
線
・
面
の
取
り
組
み
を
有
機
的
に
つ

な
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体

が
共
有
で
き
る
共
通
目
標
を
策
定
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、
そ
の
必
要
性

と
活
動
の
全
体
像
に
つ
い
て
社
会
に
提
案

を
行
う
。

⑤
幼
児
期
か
ら
大
学
生
ま
で
の
年
代
を
つ
な

ぐ
継
続
的
な
取
り
組
み
の
デ
ザ
イ
ン
：
保

育
所
か
ら
大
学
生
ま
で
の
各
年
齢
を
対
象

と
し
た
学
校
内
外
で
の
取
り
組
み
を
時
系

列
的
に
整
理
し
、
総
合
的
な
生
活
力
を
育

む
た
め
の
体
験
的
学
び
を
体
系
化
す
る
。

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

策
定
と

モ
デ
ル
事
業
の
実
証

　大
学
生
な
ど
の
青
年
層
を
対
象
に
、
一
般

的
な
農
業
の
現
状
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、

年
間
を
通
じ
て
農
作
業
や
林
業
、
漁
業
な
ど

を
体
系
的
に
体
験
で
き
、
ま
た
、
第
一
次
産

業
や
食
を
巡
る
課
題
、
水
、
生
物
多
様
性
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
な
ど
の
座
学
も
取

り
入
れ
た
、
総
合
的
な
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
し
た
。

　具
体
的
に
は
、
農
業
体
験
は
、
田
畑
の
草

刈
り
・
こ
う耕

　
う
ん耘

、
た
い堆

　
ひ肥

づ
く
り
、
米
・
小
麦
・

夏
野
菜
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
秋
冬
野
菜
な
ど
の

植
え
付
け
、
水
や
り
、
草
刈
り
な
ど
の
管
理
、

収
穫
で
あ
る
。
漁
業
体
験
に
お
い
て
は
、
カ

キ
・
わ
か
め
の
養
殖
体
験
、魚
の
さ
ば
き
体
験
、

林
業
体
験
に
お
い
て
は
、
森
林
整
備
の
実
態

48CEL November 201349 CEL November 2013

（
＊
２
）「
火
育
」
と
は
、
安
全
な

火
の
お
こ
し
方
や
扱
い
方
、
火
を

使
っ
た
調
理
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

が
「
火
に
親
し
み
、
火
を
学
ぶ
」

体
験
を
通
じ
て
、
豊
か
な
心
を

育
み
、
生
き
る
力
を
高
め
る
教

育
の
こ
と
。

把
握
と
間
伐
体
験
、ま
た
食
育
・
火
育（
＊
２
）

実
習
な
ど
を
行
う
。
研
究
会
で
の
報
告
と
フ

ォ
ロ
ー
な
ど
も
含
め
、
年
間
計
32
回
の
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
（Chart 3

）。

　フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
農
業
体
験
は
、Ｌ
Ｅ
Ａ

Ｆ
が
兵
庫
県
西
宮
市
内
の
寺
院
の
協
力
を
得

て
使
用
し
て
い
る
農
地
、
漁
業
体
験
は
、
兵

庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
漁
場
、
林
業

体
験
は
、
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
の
森
林

お
よ
び
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
が
所

有
し
て
い
る
森
を
予
定
し
て
い
る
。

　２
０
１
３
年
５
月
よ
り
、
大
学
生
を
対
象

に
、
青
年
層
の
視
点
で
体
験
を
通
じ
て
学
ん

だ
こ
と
を
自
己
分
析
し
、「
総
合
的
な
生
活

力
」
や
「
自
立
し
た
生
き
方
」
に
つ
い
て
の

意
識
変
化
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
効
果
に
つ

い
て
評
価
を
行
う
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

さ
い
ご
に

　今
後
は
、
国
や
自
治
体
、
第
一
次
産
業
の

関
係
団
体
・
機
関
の
協
力
を
得
て
検
討
し
て

き
た
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

体
制
や
資
金
面
な
ど
持
続
可
能
な
事
業
と
な

る
よ
う
な
仕
組
み
の
検
討
も
進
め
、
今
回
紹

介
し
た
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
社
会
変
化
に
対
応
で
き

る
青
年
層
の
生
活
力
の
育
成
に
貢
献
し
、
広

く
水
平
展
開
で
き
る
よ
う
、
行
政
お
よ
び
教

育
機
関
、
ま
た
他
の
機
関
・
団
体
へ
の
提
案

活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農業

カキの身を出す

体験学習プログラム1

体験学習プログラムでの実践例

Step 3

農業・林業・漁業において、
どのような学習や体験を体系的に行うことで、

総合的な視野や自立した生活力を
身につけることにつながるのかを実証する。

土づくりから収穫までの作
業で、自然との対話のなか
で作物を育てることを学ぶ。林業

体験学習プログラム2 農地や海を豊かにする森林
のあり方と人々の関わりを
考える。

ロープを
養殖イカダへ
つるす

Step 2

カキの稚貝を付けた
ホタテを

ロープにくくる

Step 1

玉切りした木を集積

Step 3

伐採した木を
使いやすい

長さに切る「玉切り」

Step 2

漁業
体験学習プログラム3 森や農地、人々の暮らしと

のつながりで成り立ってい
た漁業のあり方を捉え直す。

不要な木を切る
「間伐」

Step 1

収穫した
米を

飯盒で炊く

Step 7

脱穀

Step 6

稲刈り

Step 5

防鳥ネットを張る

Step 4

田んぼの草を抜く

Step 3

田植え

Step 2

水田を耕す

Step 1

生活
体験

社会
体験

Chart 2

Chart 3



高
齢
化
、成
熟
化
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の
な
か
で
、お
金
に
関

す
る
個
人
の
生
活
設
計
力
や
、詐
欺
な
ど
の
リ
ス
ク
か
ら
身
を
守

る
た
め
の
金
融
知
識
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、「
金

融
教
育
」に
焦
点
を
当
て
た
次
世
代
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
探
る

た
め
、ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
論
や
幸
福
論
に
基
づ
い
て
金
融
教
育
を
進

め
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る
、千
葉
商
科
大
学
大
学
院
教
授
の
伊

藤
宏
一
氏
に
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

人
間
力
を
育
む
次
世
代
教
育 

第
二
回

金
融
教
育
の
基
準
を
作
る
、
そ
し
て
社
会
教

育
の
強
化
、
こ
れ
ら
５
つ
が
合
意
さ
れ
た
。

現
在
、
金
融
関
連
団
体
で
基
準
づ
く
り
を
行

っ
て
お
り
、
来
年
の
３
月
ま
で
に
完
成
の
予

定
で
あ
る
。

幸
福
は

「
状
態
」で
は
な
く

「
活
動
」

　私
は
、「
幸
福
な
人
生
の
た
め
に
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、
お
金
と
上
手
に
美
し
く

付
き
合
う
」
と
い
う
考
え
を
大
事
に
し
て
い

る
。　お

金
は
下
手
に
使
う
と
射
幸
心
を
あ
お
り
、

人
生
を
棒
に
振
る
ほ
ど
の
強
い
力
が
あ
る
。

そ
れ
を
理
解
し
、
よ
く
考
え
、
判
断
す
る
力

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
重
要
な
の
は

何
を
目
的
に
お
金
と
付
き
合
う
の
か
、
つ
ま

り
目
指
す
幸
福
と
は
何
か
だ
。

「
お
金
が
あ
る
」⇩「
そ
れ
を
使
う
」⇩「
手
に

入
れ
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
で
効
用
や
満
足
感

を
得
る
」
と
す
る
。
こ
の
時
、
お
金
が
あ
る

こ
と
や
モ
ノ
が
あ
る
こ
と
（
状
態
）
が
幸
福

な
の
で
は
な
い
。
お
金
や
モ
ノ
を
使
い
何
か

の
活
動
を
し
て
、
そ
の
結
果
に
満
足
す
る
。

そ
う
い
っ
た
活
動
こ
そ
が
、
幸
福
の
源
だ
と

い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
で
あ
る
。

　例
え
ば
食
材
を
買
っ
て
料
理
を
す
る
。
そ

こ
で
は
料
理
を
作
る
と
い
う
能
力
が
発
揮
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
見
え
な
い
け
れ

ど
も
そ
の
人
の
な
か
に
存
在
す
る
、
あ
れ
が

で
き
る
こ
れ
が
で
き
る
と
い
う
機
能
の
束
を
、

経
済
学
者
の
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
は
「
ケ

イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
（
潜
在
能
力
）」
と
呼
ん
で

い
る
。

　現
在
の
日
本
で
は
お
金
を
出
せ
ば
多
く
の

モ
ノ
が
買
え
、
自
分
の
手
足
や
知
能
を
使
わ

ず
に
す
む
。
こ
れ
が

幸
福
と
い
え
る
だ
ろ

う
か
。
そ
の
人
の
ケ

イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
を
発

揮
す
る
活
動
に
こ
そ

幸
福
が
あ
る
、
と
い

う
考
え
を
金
融
教
育

の
基
本
に
据
え
な
け

れ
ば
、
お
金
の
持
つ

パ
ワ
ー
に
惑
わ
さ
れ

て
し
ま
う
。

　ま
た
幸
福
と
は
ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

よ
い
暮
ら
し
の
主
観
的
な

評
価
で
あ
る
が
、
同
時
に
客
観
的
に
よ
い
暮

ら
し
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
評
価
も
重
要

で
あ
る
。例
え
ば
自
然
環
境
、良
質
な
住
ま
い
、

雇
用
、
差
別
の
な
い
多
様
性
を
受
け
入
れ
る

文
化
や
制
度
な
ど
、
よ
い
暮
ら
し
に
必
要
な

社
会
的
条
件
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
お
金
が
増
え
れ
ば

そ
れ
で
い
い
と
い
っ
た
よ
う
な
幸
福
感
に
基

づ
い
た
金
融
教
育
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
い

視
野
で
社
会
を
見
据
え
た
幸
福
を
目
指
し
て

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

生
活
設
計
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

社
会
性
を
含
ん
だ

金
融
へ
の

理
解
を
促
す

教
育
を

　生
活
を
設
計
す
る
段
階
で
は
、
自
分
に
と

っ
て
何
が
大
切
で
、
何
が
目
標
な
の
か
と
い

う
独
自
の
価
値
観
が
必
要
に
な
る
。
私
は
、

そ
の
基
本
は
「
命
の
価
値
を
大
切
に
す
る
こ

と
」
だ
と
考
え
て
い
る
。
他
人
も
含
め
た
命
、

自
然
、
人
間
活
動
が
あ
っ
て
お
金
が
存
在
す

る
と
い
う
理
解
は
大
事
な
こ
と
だ
。

　道
徳
的
価
値
、
環
境
的
価
値
、
社
会
的
価

値
の
後
に
出
て
く
る
の
が
経
済
的
価
値
で
あ

り
、
経
済
的
価
値
は
「
交
換
価
値
」
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
お
金
そ
の
も
の
の
価
値
よ
り
も
、

ど
ん
な
価
値
の
も
の
と
交
換
す
る
か
で
、
そ

の
人
の
価
値
観
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

　子
ど
も
た
ち
に
、
よ
い
企
業
の
条
件
を
討

論
さ
せ
る
と
、
従
業
員
に
や
さ
し
い
、
環
境

を
守
る
と
い
っ
た
よ
い
答
え
が
出
て
く
る
。

そ
こ
で
実
際
に
そ
の
よ
う
な
条
件
に
合
う
企

業
を
探
さ
せ
て
み
る
。
資
本
主
義
社
会
で
は

企
業
の
存
在
は
不
可
欠
で
、
長
く
付
き
合
っ

て
い
く
べ
き
相
手
だ
。
な
ら
ば
世
の
中
を
支

え
て
く
れ
る
よ
う
な
企
業
を
探
し
、
お
金
を

出
す
。
こ
れ
が
投
資
の
基
本
で
あ
る
。

　そ
の
意
味
で
、
金
融
教
育
に
お
け
る
社
会

性
重
視
の
視
点
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
そ

の
重
要
性
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
日
本
人

が
辿
っ
て
き
た
金
融
の
歴
史
を
ま
と
め
て
教

え
る
べ
き
だ
。
個
人
の
生
活
を
重
視
し
た
金

融
の
考
え
方
は
近
代
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の

で
、
も
と
も
と
日
本
に
お
い
て
は
世
の
中
に

お
金
を
回
す
こ
と
を
重
視
す
る
伝
統
が
あ
っ

た
。

す
い出　
こ挙

と
い
っ
た
神
道
に
お
け
る
金
融
の

ル
ー
ツ
か
ら
出
発
し
て
、
人
々
が
お
金
で
お

互
い
を
支
え
て
い
た
こ
と
、
仏
教
用
語
で
あ

っ
た
融
通
や
講
、
沖
縄
に
今
も
残
る

も模　
あ
い合

の

習
慣
な
ど
。
そ
れ
ら
は
現
代
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
社
会
的
意
義
の
あ
る
事
業

に
お
金
を
集
め
る
仕
組
み
）
の
原
型
と
も
い

え
る
も
の
だ
。
収
益
の
期
待
値
や
分
散
と
い

っ
た
話
の
前
に
、
自
分
の
お
金
の
一
部
を
他

の
人
の
た
め
に
提
供
す
る
と
い
う
気
持
ち
が

集
ま
る
こ
と
で
、
世
の
中
が
支
え
ら
れ
る
こ

と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　で
は
次
世
代
金
融
教
育
に
お
け
る
企
業
の

役
割
と
は
何
か
。
本
業
で
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
に
加
え
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
シ
チ
ズ
ン
シ

ッ
プ
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
社
会
の

一
員
と
し
て
地
域
や
社
会
に
何
ら
か
の
貢
献

を
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
ほ
し
い
。
金
融
教

育
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る

が
、
そ
の
際
に
は
取
り
組
み
の
持
続
性
を
確

保
す
べ
き
。
少
な
く
と
も
20
年
は
継
続
す
る

覚
悟
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　今
年
４
月
に
公
表
さ
れ
た
金
融
経
済
教
育

研
究
会
報
告
書
で
、
社
会
性
重
視
の
視
点
が

導
入
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

生
活
の
た
め
の
金
融
を
個
人
の
レ
ベ
ル
に
と

ど
め
ず
、
社
会
的
な
広
が
り
で
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
結
合
し
て
い
く
こ
と
。
こ

れ
こ
そ
が
、
次
世
代
金
融
教
育
の
あ
る
べ
き

方
向
性
だ
と
考
え
て
い
る
。（
構
成

　豊
田 

尚
吾
／
Ｃ
Ｅ
Ｌ
研
究
員
）

　日
本
の
金
融
教
育
を
振
り
返
る
と
、
１
９

０
０
年
頃
か
ら
２
０
０
０
年
頃
ま
で
の
約
１

０
０
年
間
は
貯
蓄
奨
励
が
主
な
内
容
で
あ
っ

た
。
貯
蓄
に
よ
っ
て
増
や
さ
れ
た
財
源
は
、

戦
時
に
は
戦
費
に
、
戦
後
は
イ
ン
フ
レ
対
策

や
復
興
の
た
め
、
高
度
成
長
期
に
は
間
接
金

融
（
銀
行
）
を
媒
介
と
し
た
設
備
投
資
を
ま

か
な
う
原
資
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
２
０
０

０
年
頃
に
な
っ
て
、

国
際
的
金
融
環
境
が

変
化
し
た
こ
と
を
受

け
、
金
融
審
議
会
が

答
申
を
公
表
、
消
費

者
教
育
の
一
環
と
し

て
金
融
教
育
が
位
置

付
け
ら
れ
た
。
１
９

５
２
年
に
発
足
し
た

貯
蓄
増
強
中
央
委
員

会
（
１
９
８
８
年
に
貯
蓄
広
報
中
央
委
員
会

に
改
称
）
が
２
０
０
１
年
に
金
融
広
報
中
央

委
員
会
と
名
称
変
更
さ
れ
、
金
融
教
育
の
担

い
手
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　消
費
者
教
育
の
一
環
な
ら
ば
、
消
費
者
の

立
場
に
立
っ
て
契
約
や
金
融
商
品
選
択
と
い

っ
た
観
点
か
ら
金
融
教
育
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
金
融
自
由
化

を
背
景
に
、
当
時
の
政
権
の
「
貯
蓄
か
ら
投

資
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
投
資
教
育
が

推
進
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
２

０
０
５
年
に
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
は
政
策
の
変
更
や
景
気
の
後
退
も
あ
っ
て

下
火
に
な
り
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
で
さ
ら
に
勢
い
は
衰
え
た
。

　結
局
、
２
０
０
０
年
に
金
融
教
育
の
方
向

性
が
い
っ
た
ん
変
わ
っ
た
か
に
見
え
た
が
、

本
来
の
消
費
者
教
育
か
ら
離
れ
た
投
資
教
育

偏
重
が
続
き
、
さ
て
こ
れ
か
ら
…
…
と
い
う

の
が
現
状
で
あ
る
。

日
本
の

金
融
教
育
に
お
け
る

６
つ
の
課
題

　で
は
、
日
本
に
お
け
る
金
融
教
育
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る

の
か
。
ま
た
、
あ
る
べ
き
教
育
の
姿
と
は
何

だ
ろ
う
か
？

　金
融
教
育
は
、
次
世
代
教
育
を
担
う
学
校

教
育
と
、
よ
り
一
般
的
な
社
会
教
育
の
２
つ

に
分
け
ら
れ
る
。
学
校
教
育
に
関
し
て
は
金

融
広
報
中
央
委
員
会
を
中
心
に
取
り
組
ま
れ
、

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
た
だ
、
金
融

の
教
科
書
は
な
く
、
体
系
的
な
教
育
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
金
融
に
詳
し
い
教
員
も
不
足

し
て
い
る
。
社
会
教
育
に
至
っ
て
は
よ
り
貧

弱
な
状
況
に
あ
る
。

　基
本
的
な
問
題
と
し
て
、
教
育
の
た
め
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

基
準

　
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
何

学
年
で
何
を
ど
こ
ま
で
教
え
る
か
と
い
う
指

導
要
領
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
教
育

内
容
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
金

融
教
育
に
は
そ
れ
が
不
足
し
て
い
る
。
２
０

０
７
年
に
金
融
広
報
中
央
委
員
会
が
「
金
融

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
、
２
０
１
０
年
に
日

本
Ｆ
Ｐ
協
会
が
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
教
育
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
発
表
し
た
が
、

大
学
生
に
適
し
た
内
容
が
な
い
な
ど
、
そ
れ

ら
も
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。

　さ
ら
に
、
日
本
の
金
融
教
育
に
は
次
ペ
ー

ジ
の
欄
外
に
ま
と
め

た
よ
う
に
６
つ
の
課

題
が
あ
る
。

　こ
れ
ら
の
課
題
は
、

前
出
の
消
費
者
行
政

と
関
連
さ
せ
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
２
０
０
４

年
に
施
行
さ
れ
た
消

費
者
基
本
法
に
は
、

自
立
し
自
ら
意
思
決
定
す
る
消
費
者
の
理
念

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
消
費
者
教
育
推
進
法

に
は
社
会
的
な
責
任
意
識
を
持
っ
た
消
費
者

を
表
す
消
費
者
市
民
と
い
う
概
念
が
規
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
消
費
者
行
政
の

流
れ
と
整
合
的
な
金
融
教
育
で
あ
る
べ
き
だ
。

　今
年
４
月
、
金
融
庁
金
融
研
究
セ
ン
タ
ー

が
金
融
経
済
教
育
研
究
会
報
告
書
を
公
表
し

た
。
そ
こ
で
は
６
つ
の
課
題
に
対
す
る
見
直

し
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
知
識
偏
重
か
ら
金

融
行
動
重
視
へ
、
投
資
優
先
で
は
な
く
金
融

全
体
の
教
育
を
、
消
費
者
教
育
と
の
連
携
、

貯
蓄
教
育
か
ら

投
資
教
育
へ
│
│

日
本
の
金
融
教
育
の

1
0
0
年

基本的な問題として、
日本の金融教育では、
教育のための基準が
整っていない
ことがある。
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い
と
う
・
こ
う
い
ち
／
千
葉
商
科
大

学
大
学
院
教
授
、日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
専

務
理
事
、金
融
経
済
教
育
推
進
委
員

会
委
員
。パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
等
を
教
え
る一方
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
資
産
運
用

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
講
師
を
務
め
る
。著

書
に『
実
学
と
し
て
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
』（
編
著
、２
０
１
３
年
、中
央

経
済
社
）な
ど
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ

「
誰
も
教
え
て
く
れ
な
い
日
本
金
融

史
」http://w

w
w
.investors-tv. 

jp/m
v/000325.php

を
放
映
中
。

伊
藤 

宏
一

社
会
性
を

重
視
し
た

金
融
教
育
の

導
入
を

Energy

Community
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高
齢
化
、成
熟
化
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の
な
か
で
、お
金
に
関

す
る
個
人
の
生
活
設
計
力
や
、詐
欺
な
ど
の
リ
ス
ク
か
ら
身
を
守

る
た
め
の
金
融
知
識
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、「
金

融
教
育
」に
焦
点
を
当
て
た
次
世
代
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
探
る

た
め
、ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
論
や
幸
福
論
に
基
づ
い
て
金
融
教
育
を
進

め
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る
、千
葉
商
科
大
学
大
学
院
教
授
の
伊

藤
宏
一
氏
に
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

人
間
力
を
育
む
次
世
代
教
育 

第
二
回

金
融
教
育
の
基
準
を
作
る
、
そ
し
て
社
会
教

育
の
強
化
、
こ
れ
ら
５
つ
が
合
意
さ
れ
た
。

現
在
、
金
融
関
連
団
体
で
基
準
づ
く
り
を
行

っ
て
お
り
、
来
年
の
３
月
ま
で
に
完
成
の
予

定
で
あ
る
。

幸
福
は

「
状
態
」で
は
な
く

「
活
動
」

　私
は
、「
幸
福
な
人
生
の
た
め
に
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、
お
金
と
上
手
に
美
し
く

付
き
合
う
」
と
い
う
考
え
を
大
事
に
し
て
い

る
。　お

金
は
下
手
に
使
う
と
射
幸
心
を
あ
お
り
、

人
生
を
棒
に
振
る
ほ
ど
の
強
い
力
が
あ
る
。

そ
れ
を
理
解
し
、
よ
く
考
え
、
判
断
す
る
力

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
重
要
な
の
は

何
を
目
的
に
お
金
と
付
き
合
う
の
か
、
つ
ま

り
目
指
す
幸
福
と
は
何
か
だ
。

「
お
金
が
あ
る
」⇩「
そ
れ
を
使
う
」⇩「
手
に

入
れ
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
で
効
用
や
満
足
感

を
得
る
」
と
す
る
。
こ
の
時
、
お
金
が
あ
る

こ
と
や
モ
ノ
が
あ
る
こ
と
（
状
態
）
が
幸
福

な
の
で
は
な
い
。
お
金
や
モ
ノ
を
使
い
何
か

の
活
動
を
し
て
、
そ
の
結
果
に
満
足
す
る
。

そ
う
い
っ
た
活
動
こ
そ
が
、
幸
福
の
源
だ
と

い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
で
あ
る
。

　例
え
ば
食
材
を
買
っ
て
料
理
を
す
る
。
そ

こ
で
は
料
理
を
作
る
と
い
う
能
力
が
発
揮
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
見
え
な
い
け
れ

ど
も
そ
の
人
の
な
か
に
存
在
す
る
、
あ
れ
が

で
き
る
こ
れ
が
で
き
る
と
い
う
機
能
の
束
を
、

経
済
学
者
の
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
は
「
ケ

イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
（
潜
在
能
力
）」
と
呼
ん
で

い
る
。

　現
在
の
日
本
で
は
お
金
を
出
せ
ば
多
く
の

モ
ノ
が
買
え
、
自
分
の
手
足
や
知
能
を
使
わ

ず
に
す
む
。
こ
れ
が

幸
福
と
い
え
る
だ
ろ

う
か
。
そ
の
人
の
ケ

イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
を
発

揮
す
る
活
動
に
こ
そ

幸
福
が
あ
る
、
と
い

う
考
え
を
金
融
教
育

の
基
本
に
据
え
な
け

れ
ば
、
お
金
の
持
つ

パ
ワ
ー
に
惑
わ
さ
れ

て
し
ま
う
。

　ま
た
幸
福
と
は
ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

よ
い
暮
ら
し
の
主
観
的
な

評
価
で
あ
る
が
、
同
時
に
客
観
的
に
よ
い
暮

ら
し
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
評
価
も
重
要

で
あ
る
。例
え
ば
自
然
環
境
、良
質
な
住
ま
い
、

雇
用
、
差
別
の
な
い
多
様
性
を
受
け
入
れ
る

文
化
や
制
度
な
ど
、
よ
い
暮
ら
し
に
必
要
な

社
会
的
条
件
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
お
金
が
増
え
れ
ば

そ
れ
で
い
い
と
い
っ
た
よ
う
な
幸
福
感
に
基

づ
い
た
金
融
教
育
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
い

視
野
で
社
会
を
見
据
え
た
幸
福
を
目
指
し
て

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

生
活
設
計
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

社
会
性
を
含
ん
だ

金
融
へ
の

理
解
を
促
す

教
育
を

　生
活
を
設
計
す
る
段
階
で
は
、
自
分
に
と

っ
て
何
が
大
切
で
、
何
が
目
標
な
の
か
と
い

う
独
自
の
価
値
観
が
必
要
に
な
る
。
私
は
、

そ
の
基
本
は
「
命
の
価
値
を
大
切
に
す
る
こ

と
」
だ
と
考
え
て
い
る
。
他
人
も
含
め
た
命
、

自
然
、
人
間
活
動
が
あ
っ
て
お
金
が
存
在
す

る
と
い
う
理
解
は
大
事
な
こ
と
だ
。

　道
徳
的
価
値
、
環
境
的
価
値
、
社
会
的
価

値
の
後
に
出
て
く
る
の
が
経
済
的
価
値
で
あ

り
、
経
済
的
価
値
は
「
交
換
価
値
」
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
お
金
そ
の
も
の
の
価
値
よ
り
も
、

ど
ん
な
価
値
の
も
の
と
交
換
す
る
か
で
、
そ

の
人
の
価
値
観
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

　子
ど
も
た
ち
に
、
よ
い
企
業
の
条
件
を
討

論
さ
せ
る
と
、
従
業
員
に
や
さ
し
い
、
環
境

を
守
る
と
い
っ
た
よ
い
答
え
が
出
て
く
る
。

そ
こ
で
実
際
に
そ
の
よ
う
な
条
件
に
合
う
企

業
を
探
さ
せ
て
み
る
。
資
本
主
義
社
会
で
は

企
業
の
存
在
は
不
可
欠
で
、
長
く
付
き
合
っ

て
い
く
べ
き
相
手
だ
。
な
ら
ば
世
の
中
を
支

え
て
く
れ
る
よ
う
な
企
業
を
探
し
、
お
金
を

出
す
。
こ
れ
が
投
資
の
基
本
で
あ
る
。

　そ
の
意
味
で
、
金
融
教
育
に
お
け
る
社
会

性
重
視
の
視
点
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
そ

の
重
要
性
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
日
本
人

が
辿
っ
て
き
た
金
融
の
歴
史
を
ま
と
め
て
教

え
る
べ
き
だ
。
個
人
の
生
活
を
重
視
し
た
金

融
の
考
え
方
は
近
代
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の

で
、
も
と
も
と
日
本
に
お
い
て
は
世
の
中
に

お
金
を
回
す
こ
と
を
重
視
す
る
伝
統
が
あ
っ

た
。

す
い出　
こ挙

と
い
っ
た
神
道
に
お
け
る
金
融
の

ル
ー
ツ
か
ら
出
発
し
て
、
人
々
が
お
金
で
お

互
い
を
支
え
て
い
た
こ
と
、
仏
教
用
語
で
あ

っ
た
融
通
や
講
、
沖
縄
に
今
も
残
る

も模　
あ
い合

の

習
慣
な
ど
。
そ
れ
ら
は
現
代
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
社
会
的
意
義
の
あ
る
事
業

に
お
金
を
集
め
る
仕
組
み
）
の
原
型
と
も
い

え
る
も
の
だ
。
収
益
の
期
待
値
や
分
散
と
い

っ
た
話
の
前
に
、
自
分
の
お
金
の
一
部
を
他

の
人
の
た
め
に
提
供
す
る
と
い
う
気
持
ち
が

集
ま
る
こ
と
で
、
世
の
中
が
支
え
ら
れ
る
こ

と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　で
は
次
世
代
金
融
教
育
に
お
け
る
企
業
の

役
割
と
は
何
か
。
本
業
で
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
に
加
え
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
シ
チ
ズ
ン
シ

ッ
プ
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
社
会
の

一
員
と
し
て
地
域
や
社
会
に
何
ら
か
の
貢
献

を
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
ほ
し
い
。
金
融
教

育
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る

が
、
そ
の
際
に
は
取
り
組
み
の
持
続
性
を
確

保
す
べ
き
。
少
な
く
と
も
20
年
は
継
続
す
る

覚
悟
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　今
年
４
月
に
公
表
さ
れ
た
金
融
経
済
教
育

研
究
会
報
告
書
で
、
社
会
性
重
視
の
視
点
が

導
入
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

生
活
の
た
め
の
金
融
を
個
人
の
レ
ベ
ル
に
と

ど
め
ず
、
社
会
的
な
広
が
り
で
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
結
合
し
て
い
く
こ
と
。
こ

れ
こ
そ
が
、
次
世
代
金
融
教
育
の
あ
る
べ
き

方
向
性
だ
と
考
え
て
い
る
。（
構
成

　豊
田 

尚
吾
／
Ｃ
Ｅ
Ｌ
研
究
員
）

　日
本
の
金
融
教
育
を
振
り
返
る
と
、
１
９

０
０
年
頃
か
ら
２
０
０
０
年
頃
ま
で
の
約
１

０
０
年
間
は
貯
蓄
奨
励
が
主
な
内
容
で
あ
っ

た
。
貯
蓄
に
よ
っ
て
増
や
さ
れ
た
財
源
は
、

戦
時
に
は
戦
費
に
、
戦
後
は
イ
ン
フ
レ
対
策

や
復
興
の
た
め
、
高
度
成
長
期
に
は
間
接
金

融
（
銀
行
）
を
媒
介
と
し
た
設
備
投
資
を
ま

か
な
う
原
資
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
２
０
０

０
年
頃
に
な
っ
て
、

国
際
的
金
融
環
境
が

変
化
し
た
こ
と
を
受

け
、
金
融
審
議
会
が

答
申
を
公
表
、
消
費

者
教
育
の
一
環
と
し

て
金
融
教
育
が
位
置

付
け
ら
れ
た
。
１
９

５
２
年
に
発
足
し
た

貯
蓄
増
強
中
央
委
員

会
（
１
９
８
８
年
に
貯
蓄
広
報
中
央
委
員
会

に
改
称
）
が
２
０
０
１
年
に
金
融
広
報
中
央

委
員
会
と
名
称
変
更
さ
れ
、
金
融
教
育
の
担

い
手
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　消
費
者
教
育
の
一
環
な
ら
ば
、
消
費
者
の

立
場
に
立
っ
て
契
約
や
金
融
商
品
選
択
と
い

っ
た
観
点
か
ら
金
融
教
育
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
金
融
自
由
化

を
背
景
に
、
当
時
の
政
権
の
「
貯
蓄
か
ら
投

資
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
投
資
教
育
が

推
進
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
２

０
０
５
年
に
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
は
政
策
の
変
更
や
景
気
の
後
退
も
あ
っ
て

下
火
に
な
り
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
で
さ
ら
に
勢
い
は
衰
え
た
。

　結
局
、
２
０
０
０
年
に
金
融
教
育
の
方
向

性
が
い
っ
た
ん
変
わ
っ
た
か
に
見
え
た
が
、

本
来
の
消
費
者
教
育
か
ら
離
れ
た
投
資
教
育

偏
重
が
続
き
、
さ
て
こ
れ
か
ら
…
…
と
い
う

の
が
現
状
で
あ
る
。

日
本
の

金
融
教
育
に
お
け
る

６
つ
の
課
題

　で
は
、
日
本
に
お
け
る
金
融
教
育
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る

の
か
。
ま
た
、
あ
る
べ
き
教
育
の
姿
と
は
何

だ
ろ
う
か
？

　金
融
教
育
は
、
次
世
代
教
育
を
担
う
学
校

教
育
と
、
よ
り
一
般
的
な
社
会
教
育
の
２
つ

に
分
け
ら
れ
る
。
学
校
教
育
に
関
し
て
は
金

融
広
報
中
央
委
員
会
を
中
心
に
取
り
組
ま
れ
、

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
た
だ
、
金
融

の
教
科
書
は
な
く
、
体
系
的
な
教
育
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
金
融
に
詳
し
い
教
員
も
不
足

し
て
い
る
。
社
会
教
育
に
至
っ
て
は
よ
り
貧

弱
な
状
況
に
あ
る
。

　基
本
的
な
問
題
と
し
て
、
教
育
の
た
め
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

基
準

　
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
何

学
年
で
何
を
ど
こ
ま
で
教
え
る
か
と
い
う
指

導
要
領
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
教
育

内
容
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
金

融
教
育
に
は
そ
れ
が
不
足
し
て
い
る
。
２
０

０
７
年
に
金
融
広
報
中
央
委
員
会
が
「
金
融

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
、
２
０
１
０
年
に
日

本
Ｆ
Ｐ
協
会
が
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
教
育
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
発
表
し
た
が
、

大
学
生
に
適
し
た
内
容
が
な
い
な
ど
、
そ
れ

ら
も
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。

　さ
ら
に
、
日
本
の
金
融
教
育
に
は
次
ペ
ー

ジ
の
欄
外
に
ま
と
め

た
よ
う
に
６
つ
の
課

題
が
あ
る
。

　こ
れ
ら
の
課
題
は
、

前
出
の
消
費
者
行
政

と
関
連
さ
せ
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
２
０
０
４

年
に
施
行
さ
れ
た
消

費
者
基
本
法
に
は
、

自
立
し
自
ら
意
思
決
定
す
る
消
費
者
の
理
念

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
消
費
者
教
育
推
進
法

に
は
社
会
的
な
責
任
意
識
を
持
っ
た
消
費
者

を
表
す
消
費
者
市
民
と
い
う
概
念
が
規
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
消
費
者
行
政
の

流
れ
と
整
合
的
な
金
融
教
育
で
あ
る
べ
き
だ
。

　今
年
４
月
、
金
融
庁
金
融
研
究
セ
ン
タ
ー

が
金
融
経
済
教
育
研
究
会
報
告
書
を
公
表
し

た
。
そ
こ
で
は
６
つ
の
課
題
に
対
す
る
見
直

し
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
知
識
偏
重
か
ら
金

融
行
動
重
視
へ
、
投
資
優
先
で
は
な
く
金
融

全
体
の
教
育
を
、
消
費
者
教
育
と
の
連
携
、

貯
蓄
教
育
か
ら

投
資
教
育
へ
│
│

日
本
の
金
融
教
育
の

1
0
0
年

基本的な問題として、
日本の金融教育では、
教育のための基準が
整っていない
ことがある。
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Ito K
oichi

い
と
う
・
こ
う
い
ち
／
千
葉
商
科
大

学
大
学
院
教
授
、日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
専

務
理
事
、金
融
経
済
教
育
推
進
委
員

会
委
員
。パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
等
を
教
え
る一方
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
資
産
運
用

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
講
師
を
務
め
る
。著

書
に『
実
学
と
し
て
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
』（
編
著
、２
０
１
３
年
、中
央

経
済
社
）な
ど
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ

「
誰
も
教
え
て
く
れ
な
い
日
本
金
融

史
」http://w

w
w
.investors-tv. 

jp/m
v/000325.php

を
放
映
中
。

伊
藤 

宏
一

社
会
性
を

重
視
し
た

金
融
教
育
の

導
入
を

Energy

Community
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金
融
教
育
の
基
準
を
作
る
、
そ
し
て
社
会
教

育
の
強
化
、
こ
れ
ら
５
つ
が
合
意
さ
れ
た
。

現
在
、
金
融
関
連
団
体
で
基
準
づ
く
り
を
行

っ
て
お
り
、
来
年
の
３
月
ま
で
に
完
成
の
予

定
で
あ
る
。

幸
福
は

「
状
態
」で
は
な
く

「
活
動
」

　私
は
、「
幸
福
な
人
生
の
た
め
に
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、
お
金
と
上
手
に
美
し
く

付
き
合
う
」
と
い
う
考
え
を
大
事
に
し
て
い

る
。　お

金
は
下
手
に
使
う
と
射
幸
心
を
あ
お
り
、

人
生
を
棒
に
振
る
ほ
ど
の
強
い
力
が
あ
る
。

そ
れ
を
理
解
し
、
よ
く
考
え
、
判
断
す
る
力

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
重
要
な
の
は

何
を
目
的
に
お
金
と
付
き
合
う
の
か
、
つ
ま

り
目
指
す
幸
福
と
は
何
か
だ
。

「
お
金
が
あ
る
」⇩「
そ
れ
を
使
う
」⇩「
手
に

入
れ
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
で
効
用
や
満
足
感

を
得
る
」
と
す
る
。
こ
の
時
、
お
金
が
あ
る

こ
と
や
モ
ノ
が
あ
る
こ
と
（
状
態
）
が
幸
福

な
の
で
は
な
い
。
お
金
や
モ
ノ
を
使
い
何
か

の
活
動
を
し
て
、
そ
の
結
果
に
満
足
す
る
。

そ
う
い
っ
た
活
動
こ
そ
が
、
幸
福
の
源
だ
と

い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
で
あ
る
。

　例
え
ば
食
材
を
買
っ
て
料
理
を
す
る
。
そ

こ
で
は
料
理
を
作
る
と
い
う
能
力
が
発
揮
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
見
え
な
い
け
れ

ど
も
そ
の
人
の
な
か
に
存
在
す
る
、
あ
れ
が

で
き
る
こ
れ
が
で
き
る
と
い
う
機
能
の
束
を
、

経
済
学
者
の
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
は
「
ケ

イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
（
潜
在
能
力
）」
と
呼
ん
で

い
る
。

　現
在
の
日
本
で
は
お
金
を
出
せ
ば
多
く
の

モ
ノ
が
買
え
、
自
分
の
手
足
や
知
能
を
使
わ

ず
に
す
む
。
こ
れ
が

幸
福
と
い
え
る
だ
ろ

う
か
。
そ
の
人
の
ケ

イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
を
発

揮
す
る
活
動
に
こ
そ

幸
福
が
あ
る
、
と
い

う
考
え
を
金
融
教
育

の
基
本
に
据
え
な
け

れ
ば
、
お
金
の
持
つ

パ
ワ
ー
に
惑
わ
さ
れ

て
し
ま
う
。

　ま
た
幸
福
と
は
ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

よ
い
暮
ら
し
の
主
観
的
な

評
価
で
あ
る
が
、
同
時
に
客
観
的
に
よ
い
暮

ら
し
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
評
価
も
重
要

で
あ
る
。例
え
ば
自
然
環
境
、良
質
な
住
ま
い
、

雇
用
、
差
別
の
な
い
多
様
性
を
受
け
入
れ
る

文
化
や
制
度
な
ど
、
よ
い
暮
ら
し
に
必
要
な

社
会
的
条
件
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
お
金
が
増
え
れ
ば

そ
れ
で
い
い
と
い
っ
た
よ
う
な
幸
福
感
に
基

づ
い
た
金
融
教
育
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
い

視
野
で
社
会
を
見
据
え
た
幸
福
を
目
指
し
て

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

生
活
設
計
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

社
会
性
を
含
ん
だ

金
融
へ
の

理
解
を
促
す

教
育
を

　生
活
を
設
計
す
る
段
階
で
は
、
自
分
に
と

っ
て
何
が
大
切
で
、
何
が
目
標
な
の
か
と
い

う
独
自
の
価
値
観
が
必
要
に
な
る
。
私
は
、

そ
の
基
本
は
「
命
の
価
値
を
大
切
に
す
る
こ

と
」
だ
と
考
え
て
い
る
。
他
人
も
含
め
た
命
、

自
然
、
人
間
活
動
が
あ
っ
て
お
金
が
存
在
す

る
と
い
う
理
解
は
大
事
な
こ
と
だ
。

　道
徳
的
価
値
、
環
境
的
価
値
、
社
会
的
価

値
の
後
に
出
て
く
る
の
が
経
済
的
価
値
で
あ

り
、
経
済
的
価
値
は
「
交
換
価
値
」
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
お
金
そ
の
も
の
の
価
値
よ
り
も
、

ど
ん
な
価
値
の
も
の
と
交
換
す
る
か
で
、
そ

の
人
の
価
値
観
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

　子
ど
も
た
ち
に
、
よ
い
企
業
の
条
件
を
討

論
さ
せ
る
と
、
従
業
員
に
や
さ
し
い
、
環
境

を
守
る
と
い
っ
た
よ
い
答
え
が
出
て
く
る
。

そ
こ
で
実
際
に
そ
の
よ
う
な
条
件
に
合
う
企

業
を
探
さ
せ
て
み
る
。
資
本
主
義
社
会
で
は

企
業
の
存
在
は
不
可
欠
で
、
長
く
付
き
合
っ

て
い
く
べ
き
相
手
だ
。
な
ら
ば
世
の
中
を
支

え
て
く
れ
る
よ
う
な
企
業
を
探
し
、
お
金
を

出
す
。
こ
れ
が
投
資
の
基
本
で
あ
る
。

　そ
の
意
味
で
、
金
融
教
育
に
お
け
る
社
会

性
重
視
の
視
点
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
そ

の
重
要
性
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
日
本
人

が
辿
っ
て
き
た
金
融
の
歴
史
を
ま
と
め
て
教

え
る
べ
き
だ
。
個
人
の
生
活
を
重
視
し
た
金

融
の
考
え
方
は
近
代
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の

で
、
も
と
も
と
日
本
に
お
い
て
は
世
の
中
に

お
金
を
回
す
こ
と
を
重
視
す
る
伝
統
が
あ
っ

た
。

す
い出　
こ挙

と
い
っ
た
神
道
に
お
け
る
金
融
の

ル
ー
ツ
か
ら
出
発
し
て
、
人
々
が
お
金
で
お

互
い
を
支
え
て
い
た
こ
と
、
仏
教
用
語
で
あ

っ
た
融
通
や
講
、
沖
縄
に
今
も
残
る

も模　
あ
い合

の

習
慣
な
ど
。
そ
れ
ら
は
現
代
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
社
会
的
意
義
の
あ
る
事
業

に
お
金
を
集
め
る
仕
組
み
）
の
原
型
と
も
い

え
る
も
の
だ
。
収
益
の
期
待
値
や
分
散
と
い

っ
た
話
の
前
に
、
自
分
の
お
金
の
一
部
を
他

の
人
の
た
め
に
提
供
す
る
と
い
う
気
持
ち
が

集
ま
る
こ
と
で
、
世
の
中
が
支
え
ら
れ
る
こ

と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　で
は
次
世
代
金
融
教
育
に
お
け
る
企
業
の

役
割
と
は
何
か
。
本
業
で
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
に
加
え
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
シ
チ
ズ
ン
シ

ッ
プ
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
社
会
の

一
員
と
し
て
地
域
や
社
会
に
何
ら
か
の
貢
献

を
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
ほ
し
い
。
金
融
教

育
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る

が
、
そ
の
際
に
は
取
り
組
み
の
持
続
性
を
確

保
す
べ
き
。
少
な
く
と
も
20
年
は
継
続
す
る

覚
悟
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　今
年
４
月
に
公
表
さ
れ
た
金
融
経
済
教
育

研
究
会
報
告
書
で
、
社
会
性
重
視
の
視
点
が

導
入
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

生
活
の
た
め
の
金
融
を
個
人
の
レ
ベ
ル
に
と

ど
め
ず
、
社
会
的
な
広
が
り
で
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
結
合
し
て
い
く
こ
と
。
こ

れ
こ
そ
が
、
次
世
代
金
融
教
育
の
あ
る
べ
き

方
向
性
だ
と
考
え
て
い
る
。（
構
成

　豊
田 

尚
吾
／
Ｃ
Ｅ
Ｌ
研
究
員
）

　日
本
の
金
融
教
育
を
振
り
返
る
と
、
１
９

０
０
年
頃
か
ら
２
０
０
０
年
頃
ま
で
の
約
１

０
０
年
間
は
貯
蓄
奨
励
が
主
な
内
容
で
あ
っ

た
。
貯
蓄
に
よ
っ
て
増
や
さ
れ
た
財
源
は
、

戦
時
に
は
戦
費
に
、
戦
後
は
イ
ン
フ
レ
対
策

や
復
興
の
た
め
、
高
度
成
長
期
に
は
間
接
金

融
（
銀
行
）
を
媒
介
と
し
た
設
備
投
資
を
ま

か
な
う
原
資
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
２
０
０

０
年
頃
に
な
っ
て
、

国
際
的
金
融
環
境
が

変
化
し
た
こ
と
を
受

け
、
金
融
審
議
会
が

答
申
を
公
表
、
消
費

者
教
育
の
一
環
と
し

て
金
融
教
育
が
位
置

付
け
ら
れ
た
。
１
９

５
２
年
に
発
足
し
た

貯
蓄
増
強
中
央
委
員

会
（
１
９
８
８
年
に
貯
蓄
広
報
中
央
委
員
会

に
改
称
）
が
２
０
０
１
年
に
金
融
広
報
中
央

委
員
会
と
名
称
変
更
さ
れ
、
金
融
教
育
の
担

い
手
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　消
費
者
教
育
の
一
環
な
ら
ば
、
消
費
者
の

立
場
に
立
っ
て
契
約
や
金
融
商
品
選
択
と
い

っ
た
観
点
か
ら
金
融
教
育
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
金
融
自
由
化

を
背
景
に
、
当
時
の
政
権
の
「
貯
蓄
か
ら
投

資
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
投
資
教
育
が

推
進
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
２

０
０
５
年
に
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
は
政
策
の
変
更
や
景
気
の
後
退
も
あ
っ
て

下
火
に
な
り
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
で
さ
ら
に
勢
い
は
衰
え
た
。

　結
局
、
２
０
０
０
年
に
金
融
教
育
の
方
向

性
が
い
っ
た
ん
変
わ
っ
た
か
に
見
え
た
が
、

本
来
の
消
費
者
教
育
か
ら
離
れ
た
投
資
教
育

偏
重
が
続
き
、
さ
て
こ
れ
か
ら
…
…
と
い
う

の
が
現
状
で
あ
る
。

日
本
の

金
融
教
育
に
お
け
る

６
つ
の
課
題

　で
は
、
日
本
に
お
け
る
金
融
教
育
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る

の
か
。
ま
た
、
あ
る
べ
き
教
育
の
姿
と
は
何

だ
ろ
う
か
？

　金
融
教
育
は
、
次
世
代
教
育
を
担
う
学
校

教
育
と
、
よ
り
一
般
的
な
社
会
教
育
の
２
つ

に
分
け
ら
れ
る
。
学
校
教
育
に
関
し
て
は
金

融
広
報
中
央
委
員
会
を
中
心
に
取
り
組
ま
れ
、

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
た
だ
、
金
融

の
教
科
書
は
な
く
、
体
系
的
な
教
育
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
金
融
に
詳
し
い
教
員
も
不
足

し
て
い
る
。
社
会
教
育
に
至
っ
て
は
よ
り
貧

弱
な
状
況
に
あ
る
。

　基
本
的
な
問
題
と
し
て
、
教
育
の
た
め
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

基
準

　
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
何

学
年
で
何
を
ど
こ
ま
で
教
え
る
か
と
い
う
指

導
要
領
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
教
育

内
容
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
金

融
教
育
に
は
そ
れ
が
不
足
し
て
い
る
。
２
０

０
７
年
に
金
融
広
報
中
央
委
員
会
が
「
金
融

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
、
２
０
１
０
年
に
日

本
Ｆ
Ｐ
協
会
が
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
教
育
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
発
表
し
た
が
、

大
学
生
に
適
し
た
内
容
が
な
い
な
ど
、
そ
れ

ら
も
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。

　さ
ら
に
、
日
本
の
金
融
教
育
に
は
次
ペ
ー

ジ
の
欄
外
に
ま
と
め

た
よ
う
に
６
つ
の
課

題
が
あ
る
。

　こ
れ
ら
の
課
題
は
、

前
出
の
消
費
者
行
政

と
関
連
さ
せ
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
２
０
０
４

年
に
施
行
さ
れ
た
消

費
者
基
本
法
に
は
、

自
立
し
自
ら
意
思
決
定
す
る
消
費
者
の
理
念

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
消
費
者
教
育
推
進
法

に
は
社
会
的
な
責
任
意
識
を
持
っ
た
消
費
者

を
表
す
消
費
者
市
民
と
い
う
概
念
が
規
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
消
費
者
行
政
の

流
れ
と
整
合
的
な
金
融
教
育
で
あ
る
べ
き
だ
。

　今
年
４
月
、
金
融
庁
金
融
研
究
セ
ン
タ
ー

が
金
融
経
済
教
育
研
究
会
報
告
書
を
公
表
し

た
。
そ
こ
で
は
６
つ
の
課
題
に
対
す
る
見
直

し
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
知
識
偏
重
か
ら
金

融
行
動
重
視
へ
、
投
資
優
先
で
は
な
く
金
融

全
体
の
教
育
を
、
消
費
者
教
育
と
の
連
携
、
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金融教育における
社会性重視の視点を
理解するためにも、
日本人が辿ってきた
金融の歴史を

まとめて教えるべきだ。

知
識
偏
重
で
あ
る
こ
と
。

心
理
的
要
素
や

ス
キ
ル
も
不
可
欠
で

実
践・行
動
と
い
う

視
点
が
必
要
で
あ
る
。

課
題

一
投
資
教
育
が

強
調
さ
れ

す
ぎ
て
い
る
。

課
題

二

消
費
者
教
育
と
の

連
携
が
不
十
分
。

日
本
の

消
費
者
教
育
も

金
融
教
育
の

位
置
づ
け
が
低
い
。

課
題

三
教
育
基
準
が

確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

課
題

四

社
会
人
に
対
す
る

金
融
教
育
が

不
十
分
。

課
題

五

社
会
性
の
な
い
、

す
な
わ
ち
社
会
への

配
慮
に
欠
け
た

金
融
教
育
が

行
わ
れ
て
き
た
。

課
題

六
日
本
の

金
融
教
育
が

抱
え
る

六
つ
の
課
題

Education for Future Generations

金
融
教
育
の
基
準
を
作
る
、
そ
し
て
社
会
教

育
の
強
化
、
こ
れ
ら
５
つ
が
合
意
さ
れ
た
。

現
在
、
金
融
関
連
団
体
で
基
準
づ
く
り
を
行

っ
て
お
り
、
来
年
の
３
月
ま
で
に
完
成
の
予

定
で
あ
る
。

幸
福
は

「
状
態
」で
は
な
く

「
活
動
」

　私
は
、「
幸
福
な
人
生
の
た
め
に
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、
お
金
と
上
手
に
美
し
く

付
き
合
う
」
と
い
う
考
え
を
大
事
に
し
て
い

る
。　お

金
は
下
手
に
使
う
と
射
幸
心
を
あ
お
り
、

人
生
を
棒
に
振
る
ほ
ど
の
強
い
力
が
あ
る
。

そ
れ
を
理
解
し
、
よ
く
考
え
、
判
断
す
る
力

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
重
要
な
の
は

何
を
目
的
に
お
金
と
付
き
合
う
の
か
、
つ
ま

り
目
指
す
幸
福
と
は
何
か
だ
。

「
お
金
が
あ
る
」⇩「
そ
れ
を
使
う
」⇩「
手
に

入
れ
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
で
効
用
や
満
足
感

を
得
る
」
と
す
る
。
こ
の
時
、
お
金
が
あ
る

こ
と
や
モ
ノ
が
あ
る
こ
と
（
状
態
）
が
幸
福

な
の
で
は
な
い
。
お
金
や
モ
ノ
を
使
い
何
か

の
活
動
を
し
て
、
そ
の
結
果
に
満
足
す
る
。

そ
う
い
っ
た
活
動
こ
そ
が
、
幸
福
の
源
だ
と

い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
で
あ
る
。

　例
え
ば
食
材
を
買
っ
て
料
理
を
す
る
。
そ

こ
で
は
料
理
を
作
る
と
い
う
能
力
が
発
揮
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
見
え
な
い
け
れ

ど
も
そ
の
人
の
な
か
に
存
在
す
る
、
あ
れ
が

で
き
る
こ
れ
が
で
き
る
と
い
う
機
能
の
束
を
、

経
済
学
者
の
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
は
「
ケ

イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
（
潜
在
能
力
）」
と
呼
ん
で

い
る
。

　現
在
の
日
本
で
は
お
金
を
出
せ
ば
多
く
の

モ
ノ
が
買
え
、
自
分
の
手
足
や
知
能
を
使
わ

ず
に
す
む
。
こ
れ
が

幸
福
と
い
え
る
だ
ろ

う
か
。
そ
の
人
の
ケ

イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
を
発

揮
す
る
活
動
に
こ
そ

幸
福
が
あ
る
、
と
い

う
考
え
を
金
融
教
育

の
基
本
に
据
え
な
け

れ
ば
、
お
金
の
持
つ

パ
ワ
ー
に
惑
わ
さ
れ

て
し
ま
う
。

　ま
た
幸
福
と
は
ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

よ
い
暮
ら
し
の
主
観
的
な

評
価
で
あ
る
が
、
同
時
に
客
観
的
に
よ
い
暮

ら
し
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
評
価
も
重
要

で
あ
る
。例
え
ば
自
然
環
境
、良
質
な
住
ま
い
、

雇
用
、
差
別
の
な
い
多
様
性
を
受
け
入
れ
る

文
化
や
制
度
な
ど
、
よ
い
暮
ら
し
に
必
要
な

社
会
的
条
件
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
お
金
が
増
え
れ
ば

そ
れ
で
い
い
と
い
っ
た
よ
う
な
幸
福
感
に
基

づ
い
た
金
融
教
育
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
い

視
野
で
社
会
を
見
据
え
た
幸
福
を
目
指
し
て

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

生
活
設
計
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

社
会
性
を
含
ん
だ

金
融
へ
の

理
解
を
促
す

教
育
を

　生
活
を
設
計
す
る
段
階
で
は
、
自
分
に
と

っ
て
何
が
大
切
で
、
何
が
目
標
な
の
か
と
い

う
独
自
の
価
値
観
が
必
要
に
な
る
。
私
は
、

そ
の
基
本
は
「
命
の
価
値
を
大
切
に
す
る
こ

と
」
だ
と
考
え
て
い
る
。
他
人
も
含
め
た
命
、

自
然
、
人
間
活
動
が
あ
っ
て
お
金
が
存
在
す

る
と
い
う
理
解
は
大
事
な
こ
と
だ
。

　道
徳
的
価
値
、
環
境
的
価
値
、
社
会
的
価

値
の
後
に
出
て
く
る
の
が
経
済
的
価
値
で
あ

り
、
経
済
的
価
値
は
「
交
換
価
値
」
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
お
金
そ
の
も
の
の
価
値
よ
り
も
、

ど
ん
な
価
値
の
も
の
と
交
換
す
る
か
で
、
そ

の
人
の
価
値
観
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

　子
ど
も
た
ち
に
、
よ
い
企
業
の
条
件
を
討

論
さ
せ
る
と
、
従
業
員
に
や
さ
し
い
、
環
境

を
守
る
と
い
っ
た
よ
い
答
え
が
出
て
く
る
。

そ
こ
で
実
際
に
そ
の
よ
う
な
条
件
に
合
う
企

業
を
探
さ
せ
て
み
る
。
資
本
主
義
社
会
で
は

企
業
の
存
在
は
不
可
欠
で
、
長
く
付
き
合
っ

て
い
く
べ
き
相
手
だ
。
な
ら
ば
世
の
中
を
支

え
て
く
れ
る
よ
う
な
企
業
を
探
し
、
お
金
を

出
す
。
こ
れ
が
投
資
の
基
本
で
あ
る
。

　そ
の
意
味
で
、
金
融
教
育
に
お
け
る
社
会

性
重
視
の
視
点
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
そ

の
重
要
性
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
日
本
人

が
辿
っ
て
き
た
金
融
の
歴
史
を
ま
と
め
て
教

え
る
べ
き
だ
。
個
人
の
生
活
を
重
視
し
た
金

融
の
考
え
方
は
近
代
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の

で
、
も
と
も
と
日
本
に
お
い
て
は
世
の
中
に

お
金
を
回
す
こ
と
を
重
視
す
る
伝
統
が
あ
っ

た
。

す
い出　
こ挙

と
い
っ
た
神
道
に
お
け
る
金
融
の

ル
ー
ツ
か
ら
出
発
し
て
、
人
々
が
お
金
で
お

互
い
を
支
え
て
い
た
こ
と
、
仏
教
用
語
で
あ

っ
た
融
通
や
講
、
沖
縄
に
今
も
残
る

も模　
あ
い合

の

習
慣
な
ど
。
そ
れ
ら
は
現
代
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
社
会
的
意
義
の
あ
る
事
業

に
お
金
を
集
め
る
仕
組
み
）
の
原
型
と
も
い

え
る
も
の
だ
。
収
益
の
期
待
値
や
分
散
と
い

っ
た
話
の
前
に
、
自
分
の
お
金
の
一
部
を
他

の
人
の
た
め
に
提
供
す
る
と
い
う
気
持
ち
が

集
ま
る
こ
と
で
、
世
の
中
が
支
え
ら
れ
る
こ

と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　で
は
次
世
代
金
融
教
育
に
お
け
る
企
業
の

役
割
と
は
何
か
。
本
業
で
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
に
加
え
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
シ
チ
ズ
ン
シ

ッ
プ
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
社
会
の

一
員
と
し
て
地
域
や
社
会
に
何
ら
か
の
貢
献

を
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
ほ
し
い
。
金
融
教

育
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る

が
、
そ
の
際
に
は
取
り
組
み
の
持
続
性
を
確

保
す
べ
き
。
少
な
く
と
も
20
年
は
継
続
す
る

覚
悟
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　今
年
４
月
に
公
表
さ
れ
た
金
融
経
済
教
育

研
究
会
報
告
書
で
、
社
会
性
重
視
の
視
点
が

導
入
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

生
活
の
た
め
の
金
融
を
個
人
の
レ
ベ
ル
に
と

ど
め
ず
、
社
会
的
な
広
が
り
で
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
結
合
し
て
い
く
こ
と
。
こ

れ
こ
そ
が
、
次
世
代
金
融
教
育
の
あ
る
べ
き

方
向
性
だ
と
考
え
て
い
る
。（
構
成

　豊
田 

尚
吾
／
Ｃ
Ｅ
Ｌ
研
究
員
）

　日
本
の
金
融
教
育
を
振
り
返
る
と
、
１
９

０
０
年
頃
か
ら
２
０
０
０
年
頃
ま
で
の
約
１

０
０
年
間
は
貯
蓄
奨
励
が
主
な
内
容
で
あ
っ

た
。
貯
蓄
に
よ
っ
て
増
や
さ
れ
た
財
源
は
、

戦
時
に
は
戦
費
に
、
戦
後
は
イ
ン
フ
レ
対
策

や
復
興
の
た
め
、
高
度
成
長
期
に
は
間
接
金

融
（
銀
行
）
を
媒
介
と
し
た
設
備
投
資
を
ま

か
な
う
原
資
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
２
０
０

０
年
頃
に
な
っ
て
、

国
際
的
金
融
環
境
が

変
化
し
た
こ
と
を
受

け
、
金
融
審
議
会
が

答
申
を
公
表
、
消
費

者
教
育
の
一
環
と
し

て
金
融
教
育
が
位
置

付
け
ら
れ
た
。
１
９

５
２
年
に
発
足
し
た

貯
蓄
増
強
中
央
委
員

会
（
１
９
８
８
年
に
貯
蓄
広
報
中
央
委
員
会

に
改
称
）
が
２
０
０
１
年
に
金
融
広
報
中
央

委
員
会
と
名
称
変
更
さ
れ
、
金
融
教
育
の
担

い
手
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　消
費
者
教
育
の
一
環
な
ら
ば
、
消
費
者
の

立
場
に
立
っ
て
契
約
や
金
融
商
品
選
択
と
い

っ
た
観
点
か
ら
金
融
教
育
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
金
融
自
由
化

を
背
景
に
、
当
時
の
政
権
の
「
貯
蓄
か
ら
投

資
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
投
資
教
育
が

推
進
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
２

０
０
５
年
に
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
は
政
策
の
変
更
や
景
気
の
後
退
も
あ
っ
て

下
火
に
な
り
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
で
さ
ら
に
勢
い
は
衰
え
た
。

　結
局
、
２
０
０
０
年
に
金
融
教
育
の
方
向

性
が
い
っ
た
ん
変
わ
っ
た
か
に
見
え
た
が
、

本
来
の
消
費
者
教
育
か
ら
離
れ
た
投
資
教
育

偏
重
が
続
き
、
さ
て
こ
れ
か
ら
…
…
と
い
う

の
が
現
状
で
あ
る
。

日
本
の

金
融
教
育
に
お
け
る

６
つ
の
課
題

　で
は
、
日
本
に
お
け
る
金
融
教
育
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る

の
か
。
ま
た
、
あ
る
べ
き
教
育
の
姿
と
は
何

だ
ろ
う
か
？

　金
融
教
育
は
、
次
世
代
教
育
を
担
う
学
校

教
育
と
、
よ
り
一
般
的
な
社
会
教
育
の
２
つ

に
分
け
ら
れ
る
。
学
校
教
育
に
関
し
て
は
金

融
広
報
中
央
委
員
会
を
中
心
に
取
り
組
ま
れ
、

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
た
だ
、
金
融

の
教
科
書
は
な
く
、
体
系
的
な
教
育
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
金
融
に
詳
し
い
教
員
も
不
足

し
て
い
る
。
社
会
教
育
に
至
っ
て
は
よ
り
貧

弱
な
状
況
に
あ
る
。

　基
本
的
な
問
題
と
し
て
、
教
育
の
た
め
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

基
準

　
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
何

学
年
で
何
を
ど
こ
ま
で
教
え
る
か
と
い
う
指

導
要
領
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
教
育

内
容
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
金

融
教
育
に
は
そ
れ
が
不
足
し
て
い
る
。
２
０

０
７
年
に
金
融
広
報
中
央
委
員
会
が
「
金
融

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
、
２
０
１
０
年
に
日

本
Ｆ
Ｐ
協
会
が
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
教
育
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
発
表
し
た
が
、

大
学
生
に
適
し
た
内
容
が
な
い
な
ど
、
そ
れ

ら
も
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。

　さ
ら
に
、
日
本
の
金
融
教
育
に
は
次
ペ
ー

ジ
の
欄
外
に
ま
と
め

た
よ
う
に
６
つ
の
課

題
が
あ
る
。

　こ
れ
ら
の
課
題
は
、

前
出
の
消
費
者
行
政

と
関
連
さ
せ
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
２
０
０
４

年
に
施
行
さ
れ
た
消

費
者
基
本
法
に
は
、

自
立
し
自
ら
意
思
決
定
す
る
消
費
者
の
理
念

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
消
費
者
教
育
推
進
法

に
は
社
会
的
な
責
任
意
識
を
持
っ
た
消
費
者

を
表
す
消
費
者
市
民
と
い
う
概
念
が
規
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
消
費
者
行
政
の

流
れ
と
整
合
的
な
金
融
教
育
で
あ
る
べ
き
だ
。

　今
年
４
月
、
金
融
庁
金
融
研
究
セ
ン
タ
ー

が
金
融
経
済
教
育
研
究
会
報
告
書
を
公
表
し

た
。
そ
こ
で
は
６
つ
の
課
題
に
対
す
る
見
直

し
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
知
識
偏
重
か
ら
金

融
行
動
重
視
へ
、
投
資
優
先
で
は
な
く
金
融

全
体
の
教
育
を
、
消
費
者
教
育
と
の
連
携
、
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金融教育における
社会性重視の視点を
理解するためにも、
日本人が辿ってきた
金融の歴史を

まとめて教えるべきだ。

知
識
偏
重
で
あ
る
こ
と
。

心
理
的
要
素
や

ス
キ
ル
も
不
可
欠
で

実
践・行
動
と
い
う

視
点
が
必
要
で
あ
る
。

課
題

一
投
資
教
育
が

強
調
さ
れ

す
ぎ
て
い
る
。

課
題

二

消
費
者
教
育
と
の

連
携
が
不
十
分
。

日
本
の

消
費
者
教
育
も

金
融
教
育
の

位
置
づ
け
が
低
い
。

課
題

三
教
育
基
準
が

確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

課
題

四

社
会
人
に
対
す
る

金
融
教
育
が

不
十
分
。

課
題

五

社
会
性
の
な
い
、

す
な
わ
ち
社
会
への

配
慮
に
欠
け
た

金
融
教
育
が

行
わ
れ
て
き
た
。

課
題

六
日
本
の

金
融
教
育
が

抱
え
る

六
つ
の
課
題

Education for Future Generations



　わ
が
国
は
、
電
気
事
業
法
に
よ
り

電
気
事
業
の
運
営
が
規
制
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
事
業
者

の
種
類
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

T
able 1

に
示
す
よ
う
に
、
地
域

の
電
力
会
社
（
北
海
道
電
力
か
ら
沖

縄
電
力
ま
で
の
10
社
が
あ
り
、「
一
般
電
気
事
業
者
」と
言
い
ま
す
）以
外
に
、

「
卸
電
気
事
業
者
」、「
卸
供
給
事
業
者
」、「
新
電
力
（
特
定
規
模
電
気
事

業
者
）」
な
ど
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　戦
後
、
わ
が
国
の
国
民
生
活
と
企

業
活
動
、
経
済
成
長
は
、
低
廉
で
安

定
的
な
供
給
が
な
さ
れ
て
き
た
「
電

気
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

垂
直
一
貫
体
制（
発
電
部
門
、送
配
電
部
門
、小
売
部
門
が
同
じ
電
力
会
社
）

に
よ
る
地
域
独
占
、
原
価
回
収
が
保
証
さ
れ
た
電
気
料
金
設
定
と
い
う
電

気
事
業
制
度
の
下
、
大
規
模
電
源
の
確
保
と
各
地
域
へ
の
供
給
保
障
を
実

現
し
て
き
ま
し
た
。

　こ
の
状
況
に
あ
っ
て
、
国
際
的
に
割
高
な
水
準
に
あ
っ
た
わ
が
国
の
電

気
料
金
の
高
コ
ス
ト
構
造
に
関
す
る
指
摘
等
を
踏
ま
え
、
１
９
９
５
（
平

成
７
）
年
に
卸
電
気
事
業
の
参
入
許
可
の
原
則
撤
廃
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
者
の

参
入
）
と
い
う
第
１
次
制
度
改
革
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
１
９
９

９
（
平
成
11
）
年
の
第
２
次
制
度
改
革
（
大
規
模
工
場
や
デ
パ
ー
ト
等
契

約
電
力
２
０
０
０
kW
以
上
の
特
別
高
圧
需
要
家
を
対
象
と
し
た
部
分
自
由

化
）、
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
の
第
３
次
制
度
改
革
（
中
規
模
工
場
や

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
契
約
電
力
50

　
kW
以
上
の
高
圧
需
要
家
ま
で
自
由

化
範
囲
の
拡
大
を
行
っ
た
）、
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
の
第
４
次
制
度

改
革（
卸
電
力
取
引
所
の
取
引
活
性
化
に
向
け
た
改
革
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
発
電
部
門
に
お
け
る
競
争
原
理
が
導
入

さ
れ
る
と
と
も
に
、
小
売
部
門
に
お
い
て
部
分
自
由
化
が
実
現
し
、
２
０

１
１
年
時
点
で
、
全
需
要
の
62
％
が
自
由
化
市
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
し
、自
由
化
市
場
に
お
け
る
新
電
力
の
シ
ェ
ア
は
、現
在
で
は
３
・

６
％
程
度
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
別
に
見
る
と
、
関
東
や
関
西
等
の

大
都
市
圏
に
お
い
て
は
比
較
的
高
い
も
の
の
、
地
方
に
お
い
て
は
非
常
に

低
く
、
ほ
と
ん
ど
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
。
依
然
と
し
て
、
一
般
電
気
事

業
者
に
よ
る
事
実
上
の
独
占
と
い
う
市
場
構
造
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
太

平
洋
沿
岸
の
原
子
力
発
電
所
や
火
力

発
電
所
の
停
止
に
よ
り
、
関
東
地
区

で
は
電
力
供
給
量
が
不
足
し
、
計
画

停
電
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
後
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て
全
国

の
ほ
と
ん
ど
の
原
子
力
発
電
所
の
停
止
が
続
き
、
関
西
地
区
を
中
心
に
電

力
需
給
が
ひ
つ逼

　
ぱ
く迫

し
ま
し
た
。

　さ
ら
に
電
気
料
金
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
、
電
力
供
給
の
安
定
性
や
価

格
等
、
現
行
の
電
力
シ
ス
テ
ム
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
限
界
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　２
０
１
３
年
２
月
に
発
表
さ
れ
た
政
府
の
「
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
専
門

委
員
会
」
の
報
告
書
で
は
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら
し
た
環
境

変
化
と
し
て
以
下
の
５
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
基
幹
電
源
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
原
子
力
発
電
へ
の
信
頼
が
大
き
く

揺
ら
い
だ
。

②
大
規
模
電
源
の
供
給
力
確
保
の
リ
ス
ク
、
需
給
調
整
の
柔
軟
性
の
欠
如

が
露
呈
し
た
。
節
電
等
の
需
要
側
の
工
夫
や
分
散
型
電
源
が
、
需
給
調

整
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
需
給
の
逼
迫
に
対
し
て
、
他
地
域
か
ら
の
電
気
の
融
通
で
の
対
応
に
お

い
て
、
東
西
の
周
波
数
の
違
い
、
周
波
数
変
換
設
備
や
一
部
の
連
系
線

容
量
の
制
約
等
に
よ
り
、
供
給
力
の
広
域
的
な
活
用
に
限
界
が
あ
っ
た
。

④
電
力
を
選
択
し
た
い
と
い
う
国
民
意
識
が
高
ま
り
、
ま
た
、
多
く
の
需

要
家
が
ピ
ー
ク
時
の
電
力
使
用
量
の
制
約
が
大
き
な
経
済
価
値
を
持
つ

こ
と
に
気
が
付
い
た
。

⑤
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
多
様
な
供
給
力

の
活
用
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
い
っ
そ
う
の
活
用
を
図
る
た
め
に
は
、
高
い
需
給
調
整
能
力
や

地
域
を
連
系
す
る
送
配
電
網
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

　３
・
11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
れ
ら
の
問
題
点

に
対
し
て
、
以
下
の
３
つ
の
目
的
か

ら
な
る
新
た
な
電
気
事
業
制
度
お
よ

び
電
力
シ
ス
テ
ム
の
改
革
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

①
安
定
供
給
を
確
保
す
る

②
電
気
料
金
を
最
大
限
抑
制
す
る

③
需
要
家
の
選
択
肢
や
事
業
者
の
事
業
機
会
を
拡
大
す
る

　検
討
の
結
果
、
以
下
の
３
段
階
に
よ
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
方
針
が
示

さ
れ
、
２
０
１
３
年
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
広
域
的
運
営
推
進
機
関
の
設
立
│
│
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
を
目
途

　平
常
時
、
災
害
等
に
よ
る
需
給
逼
迫
時
を
問
わ
ず
、
需
給
調
整
を
行
う

「
広
域
的
運
営
推
進
機
関
」
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
定
供

給
体
制
の
抜
本
的
強
化
、
電
力
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
た
め
、
従
来
の
区
域

（
エ
リ
ア
）
概
念
を
超
え
た
全
国
規
模
で
の
需
給
調
整
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
電
力
小
売
の
全
面
自
由
化
│
│
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
を
目
途

　家
庭
部
門
を
含
め
た
す
べ
て
の
需
要
家
が
電
力
供
給
会
社
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
小
売
の
全
面
自
由
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
従
来
企
業
が
行
っ
て
き
た
よ
う
に
家
庭
も
自
由
に
電
力

会
社
を
選
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
発
電
に
お

い
て
も
卸
規
制
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

③
発
送
電
分
離
│
│
２
０
１
８
（
平
成
30
）〜
２
０
２
０
（
平
成
32
）
年

を
目
途

　電
力
会
社
の
送
配
電
部
門
を
別
会
社
に
す
る
発
送
電
分
離
が
行
わ
れ
ま

す
。
発
電
事
業
者
や
小
売
電
気
事
業
者
が
公
平
に
送
配
電
線
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、電
気
の
小
売
料
金
の
規
制
が
完
全
撤
廃
さ
れ
、

競
争
原
理
で
電
気
料
金
が
決
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　わ
が
国
の
電
気
事
業
は
、
地
域
別

分
割
、地
域
独
占
、発
送
電
一
貫
経
営
、

民
営
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
欧
米
と

比
べ
て
自
由
化
の
導
入
が
遅
れ
て
い

ま
し
た
。

　欧
州
は
、Ｅ
Ｕ
電
力
指
令
（
加
盟
国
の
共
通
規
則
）
に
よ
り
１
９
９
６

年
に
小
売
市
場
の
段
階
的
な
自
由
化
が
始
ま
り
、
２
０
０
７
年
ま
で
に
す

べ
て
の
需
要
家
を
対
象
と
し
た
小
売
自
由
化
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
方
、
米
国
は
州
単
位
で
自
由
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
１
９
９
７
年

に
北
東
部
の
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
で
産
業
用
需
要
家
に
限
定
し
た
自
由

化
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
２
０
１
１
年
１
月
現
在
で
、
自
由
化
さ
れ
た
の

は
15
州
＋
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
資
料
に
よ
る
）。
自
由
化
に
よ
り
ユ
ー
ザ
ー
は
多
く
の
電
力
会
社
か

ら
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
を
受
け
、
自
由
に
電
力
会
社
・
電
気
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
２
０
０
０
〜
２
０
０
１
年
に

電
力
の
供
給
不
足
に
よ
っ
て
電
力
価
格
が
高
騰
し
、
電
力
危
機
が
起
こ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
３
年
に
は
送
電
網
の
管
理
の
不
備
に
よ
り
北
米

大
停
電
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
欧
・
米
と
も
に
、
料
金
は
自
由

化
後
む
し
ろ
上
昇
し
た
例
も
あ
る
な
ど
、
そ
の
評
価
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　電
力
の
小
売
の
全
面
自
由
化
や
発

送
電
分
離
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
電
気
料
金
の
規
制
が
撤
廃

さ
れ
、
複
数
の
電
力
会
社
か
ら
、
あ

た
か
も
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
料
金
メ
ニ
ュ
ー
が
提
示
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら

多
様
な
選
択
肢
か
ら
低
価
格
の
電
気
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
、
地
球
環
境
へ

の
貢
献
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

　同
時
に
自
由
化
が
先
行
し
て
い
る
欧
米
の
状
況
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

価
格
（
料
金
値
上
が
り
）
リ
ス
ク
や
、
発
送
電
分
離
後
、
多
数
の
事
業
者

の
参
入
に
よ
り
、
需
給
調
整
の
複
雑
化
に
起
因
す
る
供
給
リ
ス
ク
（
停
電
）

等
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
極
端
に
低
い
〝
離
島
〞
の

よ
う
な
わ
が
国
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
が
望
ま

し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　電
気
の
全
面
自
由
化
時
代
に
向
け
て
、
私
た
ち
は
、
正
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
電
気
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
、
合
理
的
な
判
断
と
選
択

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
講
座
を
通
じ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
た
な

電
気
事
業

制
度
改
革

電
気
の

自
由
化
に
伴
い

新
た
な

電
気
事
業
者
が

参
入

こ
れ
ま
で
の

電
気
事
業

制
度
改
革

3・11
東
日
本
大
震
災
を

契
機
に

明
ら
か
に
な
っ
た

問
題
点

３・11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、

わ
が
国
の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
と
電
気
事
業
制
度
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
や
限
界
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、２
０
１
３
年
４
月
に

「
電
力
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
改
革
方
針
」が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

前
号
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座
第
六
講「
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
」に
続
き
、

今
回
は
、こ
れ
ま
で
の
電
気
事
業
制
度
改
革
を
振
り
返
り
、

明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
を
整
理
し
、今
回
閣
議
決
定
さ
れ
た

新
た
な
制
度
改
革
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

自
由
化
時
代
に
向
け
て
の
現
状
と
課
題
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【形態】概要種類 事業者例

一般電気事業者 東京電力、関西電力等10社【発電・送電・小売】各地域で一般の需要に応じ、
電気を供給する事業者。発電・送配電設備を自社保有。

卸電気事業者 電源開発（J-POWER）、
日本原子力発電

【発電・卸売】一般電気事業者に電気を卸売する事
業者で、200万kW超の供給設備を有する事業者。

卸供給事業者
（IPP事業者）

新日鐵住金、JX日鉱日石エネルギー、
神戸製鋼所、出光興産等

【発電・卸売】一般電気事業者に一定規模（＊1）を
超える卸売を行う事業者。

新電力
（特定規模電気事業者）

エネット、丸紅、JX日鉱日石エネルギー、
新日鉄住金エンジニアリング等

【発電・小売】特定規模需要（原則50kW以上の大口
需要）に応じ、電気を供給する事業者。

（＊1）　5年以上10万kW超、もしくは10年以上1,000kW超

おもな電気事業者
Table 1

電気事業の自由化が進
むにつれ、新規参入が
増えている。2013年9月
10日現在、新電力は100
社に達している。

　わ
が
国
は
、
電
気
事
業
法
に
よ
り

電
気
事
業
の
運
営
が
規
制
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
事
業
者

の
種
類
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

T
able 1

に
示
す
よ
う
に
、
地
域

の
電
力
会
社
（
北
海
道
電
力
か
ら
沖

縄
電
力
ま
で
の
10
社
が
あ
り
、「
一
般
電
気
事
業
者
」と
言
い
ま
す
）以
外
に
、

「
卸
電
気
事
業
者
」、「
卸
供
給
事
業
者
」、「
新
電
力
（
特
定
規
模
電
気
事

業
者
）」
な
ど
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　戦
後
、
わ
が
国
の
国
民
生
活
と
企

業
活
動
、
経
済
成
長
は
、
低
廉
で
安

定
的
な
供
給
が
な
さ
れ
て
き
た
「
電

気
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

垂
直
一
貫
体
制（
発
電
部
門
、送
配
電
部
門
、小
売
部
門
が
同
じ
電
力
会
社
）

に
よ
る
地
域
独
占
、
原
価
回
収
が
保
証
さ
れ
た
電
気
料
金
設
定
と
い
う
電

気
事
業
制
度
の
下
、
大
規
模
電
源
の
確
保
と
各
地
域
へ
の
供
給
保
障
を
実

現
し
て
き
ま
し
た
。

　こ
の
状
況
に
あ
っ
て
、
国
際
的
に
割
高
な
水
準
に
あ
っ
た
わ
が
国
の
電

気
料
金
の
高
コ
ス
ト
構
造
に
関
す
る
指
摘
等
を
踏
ま
え
、
１
９
９
５
（
平

成
７
）
年
に
卸
電
気
事
業
の
参
入
許
可
の
原
則
撤
廃
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
者
の

参
入
）
と
い
う
第
１
次
制
度
改
革
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
１
９
９

９
（
平
成
11
）
年
の
第
２
次
制
度
改
革
（
大
規
模
工
場
や
デ
パ
ー
ト
等
契

約
電
力
２
０
０
０
kW
以
上
の
特
別
高
圧
需
要
家
を
対
象
と
し
た
部
分
自
由

化
）、
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
の
第
３
次
制
度
改
革
（
中
規
模
工
場
や

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
契
約
電
力
50

　
kW
以
上
の
高
圧
需
要
家
ま
で
自
由

化
範
囲
の
拡
大
を
行
っ
た
）、
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
の
第
４
次
制
度

改
革（
卸
電
力
取
引
所
の
取
引
活
性
化
に
向
け
た
改
革
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
発
電
部
門
に
お
け
る
競
争
原
理
が
導
入

さ
れ
る
と
と
も
に
、
小
売
部
門
に
お
い
て
部
分
自
由
化
が
実
現
し
、
２
０

１
１
年
時
点
で
、
全
需
要
の
62
％
が
自
由
化
市
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
し
、自
由
化
市
場
に
お
け
る
新
電
力
の
シ
ェ
ア
は
、現
在
で
は
３
・

６
％
程
度
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
別
に
見
る
と
、
関
東
や
関
西
等
の

大
都
市
圏
に
お
い
て
は
比
較
的
高
い
も
の
の
、
地
方
に
お
い
て
は
非
常
に

低
く
、
ほ
と
ん
ど
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
。
依
然
と
し
て
、
一
般
電
気
事

業
者
に
よ
る
事
実
上
の
独
占
と
い
う
市
場
構
造
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
太

平
洋
沿
岸
の
原
子
力
発
電
所
や
火
力

発
電
所
の
停
止
に
よ
り
、
関
東
地
区

で
は
電
力
供
給
量
が
不
足
し
、
計
画

停
電
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
後
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て
全
国

の
ほ
と
ん
ど
の
原
子
力
発
電
所
の
停
止
が
続
き
、
関
西
地
区
を
中
心
に
電

力
需
給
が
ひ
つ逼

　
ぱ
く迫

し
ま
し
た
。

　さ
ら
に
電
気
料
金
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
、
電
力
供
給
の
安
定
性
や
価

格
等
、
現
行
の
電
力
シ
ス
テ
ム
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
限
界
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　２
０
１
３
年
２
月
に
発
表
さ
れ
た
政
府
の
「
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
専
門

委
員
会
」
の
報
告
書
で
は
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら
し
た
環
境

変
化
と
し
て
以
下
の
５
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
基
幹
電
源
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
原
子
力
発
電
へ
の
信
頼
が
大
き
く

揺
ら
い
だ
。

②
大
規
模
電
源
の
供
給
力
確
保
の
リ
ス
ク
、
需
給
調
整
の
柔
軟
性
の
欠
如

が
露
呈
し
た
。
節
電
等
の
需
要
側
の
工
夫
や
分
散
型
電
源
が
、
需
給
調

整
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
需
給
の
逼
迫
に
対
し
て
、
他
地
域
か
ら
の
電
気
の
融
通
で
の
対
応
に
お

い
て
、
東
西
の
周
波
数
の
違
い
、
周
波
数
変
換
設
備
や
一
部
の
連
系
線

容
量
の
制
約
等
に
よ
り
、
供
給
力
の
広
域
的
な
活
用
に
限
界
が
あ
っ
た
。

④
電
力
を
選
択
し
た
い
と
い
う
国
民
意
識
が
高
ま
り
、
ま
た
、
多
く
の
需

要
家
が
ピ
ー
ク
時
の
電
力
使
用
量
の
制
約
が
大
き
な
経
済
価
値
を
持
つ

こ
と
に
気
が
付
い
た
。

⑤
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
多
様
な
供
給
力

の
活
用
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
い
っ
そ
う
の
活
用
を
図
る
た
め
に
は
、
高
い
需
給
調
整
能
力
や

地
域
を
連
系
す
る
送
配
電
網
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

　３
・
11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
れ
ら
の
問
題
点

に
対
し
て
、
以
下
の
３
つ
の
目
的
か

ら
な
る
新
た
な
電
気
事
業
制
度
お
よ

び
電
力
シ
ス
テ
ム
の
改
革
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

①
安
定
供
給
を
確
保
す
る

②
電
気
料
金
を
最
大
限
抑
制
す
る

③
需
要
家
の
選
択
肢
や
事
業
者
の
事
業
機
会
を
拡
大
す
る

　検
討
の
結
果
、
以
下
の
３
段
階
に
よ
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
方
針
が
示

さ
れ
、
２
０
１
３
年
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
広
域
的
運
営
推
進
機
関
の
設
立
│
│
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
を
目
途

　平
常
時
、
災
害
等
に
よ
る
需
給
逼
迫
時
を
問
わ
ず
、
需
給
調
整
を
行
う

「
広
域
的
運
営
推
進
機
関
」
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
定
供

給
体
制
の
抜
本
的
強
化
、
電
力
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
た
め
、
従
来
の
区
域

（
エ
リ
ア
）
概
念
を
超
え
た
全
国
規
模
で
の
需
給
調
整
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
電
力
小
売
の
全
面
自
由
化
│
│
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
を
目
途

　家
庭
部
門
を
含
め
た
す
べ
て
の
需
要
家
が
電
力
供
給
会
社
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
小
売
の
全
面
自
由
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
従
来
企
業
が
行
っ
て
き
た
よ
う
に
家
庭
も
自
由
に
電
力

会
社
を
選
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
発
電
に
お

い
て
も
卸
規
制
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

③
発
送
電
分
離
│
│
２
０
１
８
（
平
成
30
）〜
２
０
２
０
（
平
成
32
）
年

を
目
途

　電
力
会
社
の
送
配
電
部
門
を
別
会
社
に
す
る
発
送
電
分
離
が
行
わ
れ
ま

す
。
発
電
事
業
者
や
小
売
電
気
事
業
者
が
公
平
に
送
配
電
線
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、電
気
の
小
売
料
金
の
規
制
が
完
全
撤
廃
さ
れ
、

競
争
原
理
で
電
気
料
金
が
決
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　わ
が
国
の
電
気
事
業
は
、
地
域
別

分
割
、地
域
独
占
、発
送
電
一
貫
経
営
、

民
営
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
欧
米
と

比
べ
て
自
由
化
の
導
入
が
遅
れ
て
い

ま
し
た
。

　欧
州
は
、Ｅ
Ｕ
電
力
指
令
（
加
盟
国
の
共
通
規
則
）
に
よ
り
１
９
９
６

年
に
小
売
市
場
の
段
階
的
な
自
由
化
が
始
ま
り
、
２
０
０
７
年
ま
で
に
す

べ
て
の
需
要
家
を
対
象
と
し
た
小
売
自
由
化
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
方
、
米
国
は
州
単
位
で
自
由
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
１
９
９
７
年

に
北
東
部
の
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
で
産
業
用
需
要
家
に
限
定
し
た
自
由

化
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
２
０
１
１
年
１
月
現
在
で
、
自
由
化
さ
れ
た
の

は
15
州
＋
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
資
料
に
よ
る
）。
自
由
化
に
よ
り
ユ
ー
ザ
ー
は
多
く
の
電
力
会
社
か

ら
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
を
受
け
、
自
由
に
電
力
会
社
・
電
気
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
２
０
０
０
〜
２
０
０
１
年
に

電
力
の
供
給
不
足
に
よ
っ
て
電
力
価
格
が
高
騰
し
、
電
力
危
機
が
起
こ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
３
年
に
は
送
電
網
の
管
理
の
不
備
に
よ
り
北
米

大
停
電
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
欧
・
米
と
も
に
、
料
金
は
自
由

化
後
む
し
ろ
上
昇
し
た
例
も
あ
る
な
ど
、
そ
の
評
価
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　電
力
の
小
売
の
全
面
自
由
化
や
発

送
電
分
離
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
電
気
料
金
の
規
制
が
撤
廃

さ
れ
、
複
数
の
電
力
会
社
か
ら
、
あ

た
か
も
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
料
金
メ
ニ
ュ
ー
が
提
示
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら

多
様
な
選
択
肢
か
ら
低
価
格
の
電
気
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
、
地
球
環
境
へ

の
貢
献
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

　同
時
に
自
由
化
が
先
行
し
て
い
る
欧
米
の
状
況
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

価
格
（
料
金
値
上
が
り
）
リ
ス
ク
や
、
発
送
電
分
離
後
、
多
数
の
事
業
者

の
参
入
に
よ
り
、
需
給
調
整
の
複
雑
化
に
起
因
す
る
供
給
リ
ス
ク
（
停
電
）

等
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
極
端
に
低
い
〝
離
島
〞
の

よ
う
な
わ
が
国
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
が
望
ま

し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　電
気
の
全
面
自
由
化
時
代
に
向
け
て
、
私
た
ち
は
、
正
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
電
気
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
、
合
理
的
な
判
断
と
選
択

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
講
座
を
通
じ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
た
な

電
気
事
業

制
度
改
革

電
気
の

自
由
化
に
伴
い

新
た
な

電
気
事
業
者
が

参
入

こ
れ
ま
で
の

電
気
事
業

制
度
改
革

3・11
東
日
本
大
震
災
を

契
機
に

明
ら
か
に
な
っ
た

問
題
点

３・11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、

わ
が
国
の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
と
電
気
事
業
制
度
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
や
限
界
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、２
０
１
３
年
４
月
に

「
電
力
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
改
革
方
針
」が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

前
号
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座
第
六
講「
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
」に
続
き
、

今
回
は
、こ
れ
ま
で
の
電
気
事
業
制
度
改
革
を
振
り
返
り
、

明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
を
整
理
し
、今
回
閣
議
決
定
さ
れ
た

新
た
な
制
度
改
革
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

自
由
化
時
代
に
向
け
て
の
現
状
と
課
題
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【形態】概要種類 事業者例

一般電気事業者 東京電力、関西電力等10社【発電・送電・小売】各地域で一般の需要に応じ、
電気を供給する事業者。発電・送配電設備を自社保有。

卸電気事業者 電源開発（J-POWER）、
日本原子力発電

【発電・卸売】一般電気事業者に電気を卸売する事
業者で、200万kW超の供給設備を有する事業者。

卸供給事業者
（IPP事業者）

新日鐵住金、JX日鉱日石エネルギー、
神戸製鋼所、出光興産等

【発電・卸売】一般電気事業者に一定規模（＊1）を
超える卸売を行う事業者。

新電力
（特定規模電気事業者）

エネット、丸紅、JX日鉱日石エネルギー、
新日鉄住金エンジニアリング等

【発電・小売】特定規模需要（原則50kW以上の大口
需要）に応じ、電気を供給する事業者。

（＊1）　5年以上10万kW超、もしくは10年以上1,000kW超

おもな電気事業者
Table 1

電気事業の自由化が進
むにつれ、新規参入が
増えている。2013年9月
10日現在、新電力は100
社に達している。



　わ
が
国
は
、
電
気
事
業
法
に
よ
り

電
気
事
業
の
運
営
が
規
制
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
事
業
者

の
種
類
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

T
able 1

に
示
す
よ
う
に
、
地
域

の
電
力
会
社
（
北
海
道
電
力
か
ら
沖

縄
電
力
ま
で
の
10
社
が
あ
り
、「
一
般
電
気
事
業
者
」と
言
い
ま
す
）以
外
に
、

「
卸
電
気
事
業
者
」、「
卸
供
給
事
業
者
」、「
新
電
力
（
特
定
規
模
電
気
事

業
者
）」
な
ど
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　戦
後
、
わ
が
国
の
国
民
生
活
と
企

業
活
動
、
経
済
成
長
は
、
低
廉
で
安

定
的
な
供
給
が
な
さ
れ
て
き
た
「
電

気
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

垂
直
一
貫
体
制（
発
電
部
門
、送
配
電
部
門
、小
売
部
門
が
同
じ
電
力
会
社
）

に
よ
る
地
域
独
占
、
原
価
回
収
が
保
証
さ
れ
た
電
気
料
金
設
定
と
い
う
電

気
事
業
制
度
の
下
、
大
規
模
電
源
の
確
保
と
各
地
域
へ
の
供
給
保
障
を
実

現
し
て
き
ま
し
た
。

　こ
の
状
況
に
あ
っ
て
、
国
際
的
に
割
高
な
水
準
に
あ
っ
た
わ
が
国
の
電

気
料
金
の
高
コ
ス
ト
構
造
に
関
す
る
指
摘
等
を
踏
ま
え
、
１
９
９
５
（
平

成
７
）
年
に
卸
電
気
事
業
の
参
入
許
可
の
原
則
撤
廃
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
者
の

参
入
）
と
い
う
第
１
次
制
度
改
革
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
１
９
９

９
（
平
成
11
）
年
の
第
２
次
制
度
改
革
（
大
規
模
工
場
や
デ
パ
ー
ト
等
契

約
電
力
２
０
０
０
kW
以
上
の
特
別
高
圧
需
要
家
を
対
象
と
し
た
部
分
自
由

化
）、
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
の
第
３
次
制
度
改
革
（
中
規
模
工
場
や

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
契
約
電
力
50

　
kW
以
上
の
高
圧
需
要
家
ま
で
自
由

化
範
囲
の
拡
大
を
行
っ
た
）、
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
の
第
４
次
制
度

改
革（
卸
電
力
取
引
所
の
取
引
活
性
化
に
向
け
た
改
革
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
発
電
部
門
に
お
け
る
競
争
原
理
が
導
入

さ
れ
る
と
と
も
に
、
小
売
部
門
に
お
い
て
部
分
自
由
化
が
実
現
し
、
２
０

１
１
年
時
点
で
、
全
需
要
の
62
％
が
自
由
化
市
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
し
、自
由
化
市
場
に
お
け
る
新
電
力
の
シ
ェ
ア
は
、現
在
で
は
３
・

６
％
程
度
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
別
に
見
る
と
、
関
東
や
関
西
等
の

大
都
市
圏
に
お
い
て
は
比
較
的
高
い
も
の
の
、
地
方
に
お
い
て
は
非
常
に

低
く
、
ほ
と
ん
ど
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
。
依
然
と
し
て
、
一
般
電
気
事

業
者
に
よ
る
事
実
上
の
独
占
と
い
う
市
場
構
造
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
太

平
洋
沿
岸
の
原
子
力
発
電
所
や
火
力

発
電
所
の
停
止
に
よ
り
、
関
東
地
区

で
は
電
力
供
給
量
が
不
足
し
、
計
画

停
電
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
後
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て
全
国

の
ほ
と
ん
ど
の
原
子
力
発
電
所
の
停
止
が
続
き
、
関
西
地
区
を
中
心
に
電

力
需
給
が
ひ
つ逼

　
ぱ
く迫

し
ま
し
た
。

　さ
ら
に
電
気
料
金
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
、
電
力
供
給
の
安
定
性
や
価

格
等
、
現
行
の
電
力
シ
ス
テ
ム
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
限
界
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　２
０
１
３
年
２
月
に
発
表
さ
れ
た
政
府
の
「
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
専
門

委
員
会
」
の
報
告
書
で
は
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら
し
た
環
境

変
化
と
し
て
以
下
の
５
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
基
幹
電
源
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
原
子
力
発
電
へ
の
信
頼
が
大
き
く

揺
ら
い
だ
。

②
大
規
模
電
源
の
供
給
力
確
保
の
リ
ス
ク
、
需
給
調
整
の
柔
軟
性
の
欠
如

が
露
呈
し
た
。
節
電
等
の
需
要
側
の
工
夫
や
分
散
型
電
源
が
、
需
給
調

整
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
需
給
の
逼
迫
に
対
し
て
、
他
地
域
か
ら
の
電
気
の
融
通
で
の
対
応
に
お

い
て
、
東
西
の
周
波
数
の
違
い
、
周
波
数
変
換
設
備
や
一
部
の
連
系
線

容
量
の
制
約
等
に
よ
り
、
供
給
力
の
広
域
的
な
活
用
に
限
界
が
あ
っ
た
。

④
電
力
を
選
択
し
た
い
と
い
う
国
民
意
識
が
高
ま
り
、
ま
た
、
多
く
の
需

要
家
が
ピ
ー
ク
時
の
電
力
使
用
量
の
制
約
が
大
き
な
経
済
価
値
を
持
つ

こ
と
に
気
が
付
い
た
。

⑤
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
多
様
な
供
給
力

の
活
用
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
い
っ
そ
う
の
活
用
を
図
る
た
め
に
は
、
高
い
需
給
調
整
能
力
や

地
域
を
連
系
す
る
送
配
電
網
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

　３
・
11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
れ
ら
の
問
題
点

に
対
し
て
、
以
下
の
３
つ
の
目
的
か

ら
な
る
新
た
な
電
気
事
業
制
度
お
よ

び
電
力
シ
ス
テ
ム
の
改
革
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

①
安
定
供
給
を
確
保
す
る

②
電
気
料
金
を
最
大
限
抑
制
す
る

③
需
要
家
の
選
択
肢
や
事
業
者
の
事
業
機
会
を
拡
大
す
る

　検
討
の
結
果
、
以
下
の
３
段
階
に
よ
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
方
針
が
示

さ
れ
、
２
０
１
３
年
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
広
域
的
運
営
推
進
機
関
の
設
立
│
│
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
を
目
途

　平
常
時
、
災
害
等
に
よ
る
需
給
逼
迫
時
を
問
わ
ず
、
需
給
調
整
を
行
う

「
広
域
的
運
営
推
進
機
関
」
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
定
供

給
体
制
の
抜
本
的
強
化
、
電
力
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
た
め
、
従
来
の
区
域

（
エ
リ
ア
）
概
念
を
超
え
た
全
国
規
模
で
の
需
給
調
整
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
電
力
小
売
の
全
面
自
由
化
│
│
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
を
目
途

　家
庭
部
門
を
含
め
た
す
べ
て
の
需
要
家
が
電
力
供
給
会
社
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
小
売
の
全
面
自
由
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
従
来
企
業
が
行
っ
て
き
た
よ
う
に
家
庭
も
自
由
に
電
力

会
社
を
選
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
発
電
に
お

い
て
も
卸
規
制
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

③
発
送
電
分
離
│
│
２
０
１
８
（
平
成
30
）〜
２
０
２
０
（
平
成
32
）
年

を
目
途

　電
力
会
社
の
送
配
電
部
門
を
別
会
社
に
す
る
発
送
電
分
離
が
行
わ
れ
ま

す
。
発
電
事
業
者
や
小
売
電
気
事
業
者
が
公
平
に
送
配
電
線
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、電
気
の
小
売
料
金
の
規
制
が
完
全
撤
廃
さ
れ
、

競
争
原
理
で
電
気
料
金
が
決
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　わ
が
国
の
電
気
事
業
は
、
地
域
別

分
割
、地
域
独
占
、発
送
電
一
貫
経
営
、

民
営
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
欧
米
と

比
べ
て
自
由
化
の
導
入
が
遅
れ
て
い

ま
し
た
。

　欧
州
は
、Ｅ
Ｕ
電
力
指
令
（
加
盟
国
の
共
通
規
則
）
に
よ
り
１
９
９
６

年
に
小
売
市
場
の
段
階
的
な
自
由
化
が
始
ま
り
、
２
０
０
７
年
ま
で
に
す

べ
て
の
需
要
家
を
対
象
と
し
た
小
売
自
由
化
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
方
、
米
国
は
州
単
位
で
自
由
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
１
９
９
７
年

に
北
東
部
の
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
で
産
業
用
需
要
家
に
限
定
し
た
自
由

化
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
２
０
１
１
年
１
月
現
在
で
、
自
由
化
さ
れ
た
の

は
15
州
＋
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
資
料
に
よ
る
）。
自
由
化
に
よ
り
ユ
ー
ザ
ー
は
多
く
の
電
力
会
社
か

ら
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
を
受
け
、
自
由
に
電
力
会
社
・
電
気
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
２
０
０
０
〜
２
０
０
１
年
に

電
力
の
供
給
不
足
に
よ
っ
て
電
力
価
格
が
高
騰
し
、
電
力
危
機
が
起
こ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
３
年
に
は
送
電
網
の
管
理
の
不
備
に
よ
り
北
米

大
停
電
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
欧
・
米
と
も
に
、
料
金
は
自
由

化
後
む
し
ろ
上
昇
し
た
例
も
あ
る
な
ど
、
そ
の
評
価
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　電
力
の
小
売
の
全
面
自
由
化
や
発

送
電
分
離
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
電
気
料
金
の
規
制
が
撤
廃

さ
れ
、
複
数
の
電
力
会
社
か
ら
、
あ

た
か
も
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
料
金
メ
ニ
ュ
ー
が
提
示
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら

多
様
な
選
択
肢
か
ら
低
価
格
の
電
気
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
、
地
球
環
境
へ

の
貢
献
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

　同
時
に
自
由
化
が
先
行
し
て
い
る
欧
米
の
状
況
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

価
格
（
料
金
値
上
が
り
）
リ
ス
ク
や
、
発
送
電
分
離
後
、
多
数
の
事
業
者

の
参
入
に
よ
り
、
需
給
調
整
の
複
雑
化
に
起
因
す
る
供
給
リ
ス
ク
（
停
電
）

等
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
極
端
に
低
い
〝
離
島
〞
の

よ
う
な
わ
が
国
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
が
望
ま

し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　電
気
の
全
面
自
由
化
時
代
に
向
け
て
、
私
た
ち
は
、
正
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
電
気
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
、
合
理
的
な
判
断
と
選
択

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
講
座
を
通
じ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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欧
米
で
の

自
由
化
の

状
況

電
気
を
選
べ
る

リ
テ
ラ
シ
ー
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
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　電
気
事
業
で
は
発
電
と
消
費
が
一
致
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
ず
、
安

定
的
な
供
給
の
確
保
と
有
効
な
市
場
競
争
の
た
め
に
は
、
需
要
変
動
に

耐
え
ら
れ
る
発
電
容
量
が
必
要
に
な
る
。
し
か
し
、
発
電
施
設
は
相
対

的
に
巨
額
で
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
い
た
め
、
変
動
が
大
き
い
実
需
だ
け

の
市
場
評
価
で
は
、
十
分
な
発
電
容
量
が
確
保
さ
れ
な
い
可
能
性
が
大

き
い
。
そ
れ
を
回
避
す
る
に
は
、
市
場
の
実
需
と
は
別
に

発
電
容
量
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
が
必
要
に
な
る
。

　わ
が
国
の
シ
ス
テ
ム
改
革
の
考
え
方
で
は
、
小
売
事
業

者
に
対
し
需
要
に
応
じ
た
発
電
容
量
の
確
保
を
義
務
づ
け

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
将
来
発
電
で
き
る
能
力
に
つ
い

て
系
統
運
用
者
、
小
売
事
業
者
等
が
取
引
で
き
る
市
場
（
容
量
市
場
）
の

創
設
が
必
要
と
の
指
摘
が
あ
る
。
た
だ
、
問
題
は
、
欧
米
の
前
例
か
ら
見

る
と
、
こ
の
容
量
市
場
が
簡
単
に
機
能
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
容
量
市
場

の
価
格
は
そ
の
市
場
の
需
給
を
反
映
し
て
上
下
す
る
が
、
例
え
ば
ア
メ
リ

カ
北
東
部
の
独
立
系
統
運
用
機
関
の
事
例
で
は
、
価
格
の
変
動
が
大
き
く
、

や
は
り
投
資
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
点
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
、
公
的
な
入
札
制

度
に
よ
る
容
量
確
保
等
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
過

度
に
政
府
が
介
入
す
れ
ば
本
来
の
シ
ス
テ
ム
改
革
の
意
義
に

反
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
慎
重
な
検
討
を
望
む
。
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自由化する電力の小売事業
Chart 1

正式名称「特定規模電
気事業者」。特定規模需
要（原則50kW以上の大
口需要）に応じ、電気
を供給する事業者。

住宅中工場
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電力の小売事業は、
電気事業法による参入規制によって

「一般電気事業者」が地域の小売供給を独占してきたが、
規制緩和により、家庭用など一部を除き

自由化が進んでいる。

通称「10電力会社」。東
京電力、関西電力など
地域ごとに、垂直一貫
体制により、発電部門
も送配電部門も同じ電
力会社によって地域独
占をしてきた。

一般電気事業者

発電部門 小売部門

　わ
が
国
は
、
電
気
事
業
法
に
よ
り

電
気
事
業
の
運
営
が
規
制
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
事
業
者

の
種
類
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

T
able 1

に
示
す
よ
う
に
、
地
域

の
電
力
会
社
（
北
海
道
電
力
か
ら
沖

縄
電
力
ま
で
の
10
社
が
あ
り
、「
一
般
電
気
事
業
者
」と
言
い
ま
す
）以
外
に
、

「
卸
電
気
事
業
者
」、「
卸
供
給
事
業
者
」、「
新
電
力
（
特
定
規
模
電
気
事

業
者
）」
な
ど
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　戦
後
、
わ
が
国
の
国
民
生
活
と
企

業
活
動
、
経
済
成
長
は
、
低
廉
で
安

定
的
な
供
給
が
な
さ
れ
て
き
た
「
電

気
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

垂
直
一
貫
体
制（
発
電
部
門
、送
配
電
部
門
、小
売
部
門
が
同
じ
電
力
会
社
）

に
よ
る
地
域
独
占
、
原
価
回
収
が
保
証
さ
れ
た
電
気
料
金
設
定
と
い
う
電

気
事
業
制
度
の
下
、
大
規
模
電
源
の
確
保
と
各
地
域
へ
の
供
給
保
障
を
実

現
し
て
き
ま
し
た
。

　こ
の
状
況
に
あ
っ
て
、
国
際
的
に
割
高
な
水
準
に
あ
っ
た
わ
が
国
の
電

気
料
金
の
高
コ
ス
ト
構
造
に
関
す
る
指
摘
等
を
踏
ま
え
、
１
９
９
５
（
平

成
７
）
年
に
卸
電
気
事
業
の
参
入
許
可
の
原
則
撤
廃
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
者
の

参
入
）
と
い
う
第
１
次
制
度
改
革
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
１
９
９

９
（
平
成
11
）
年
の
第
２
次
制
度
改
革
（
大
規
模
工
場
や
デ
パ
ー
ト
等
契

約
電
力
２
０
０
０
kW
以
上
の
特
別
高
圧
需
要
家
を
対
象
と
し
た
部
分
自
由

化
）、
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
の
第
３
次
制
度
改
革
（
中
規
模
工
場
や

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
契
約
電
力
50

　
kW
以
上
の
高
圧
需
要
家
ま
で
自
由

化
範
囲
の
拡
大
を
行
っ
た
）、
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
の
第
４
次
制
度

改
革（
卸
電
力
取
引
所
の
取
引
活
性
化
に
向
け
た
改
革
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
発
電
部
門
に
お
け
る
競
争
原
理
が
導
入

さ
れ
る
と
と
も
に
、
小
売
部
門
に
お
い
て
部
分
自
由
化
が
実
現
し
、
２
０

１
１
年
時
点
で
、
全
需
要
の
62
％
が
自
由
化
市
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
し
、自
由
化
市
場
に
お
け
る
新
電
力
の
シ
ェ
ア
は
、現
在
で
は
３
・

６
％
程
度
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
別
に
見
る
と
、
関
東
や
関
西
等
の

大
都
市
圏
に
お
い
て
は
比
較
的
高
い
も
の
の
、
地
方
に
お
い
て
は
非
常
に

低
く
、
ほ
と
ん
ど
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
。
依
然
と
し
て
、
一
般
電
気
事

業
者
に
よ
る
事
実
上
の
独
占
と
い
う
市
場
構
造
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
太

平
洋
沿
岸
の
原
子
力
発
電
所
や
火
力

発
電
所
の
停
止
に
よ
り
、
関
東
地
区

で
は
電
力
供
給
量
が
不
足
し
、
計
画

停
電
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
後
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て
全
国

の
ほ
と
ん
ど
の
原
子
力
発
電
所
の
停
止
が
続
き
、
関
西
地
区
を
中
心
に
電

力
需
給
が
ひ
つ逼

　
ぱ
く迫

し
ま
し
た
。

　さ
ら
に
電
気
料
金
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
、
電
力
供
給
の
安
定
性
や
価

格
等
、
現
行
の
電
力
シ
ス
テ
ム
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
限
界
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　２
０
１
３
年
２
月
に
発
表
さ
れ
た
政
府
の
「
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
専
門

委
員
会
」
の
報
告
書
で
は
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら
し
た
環
境

変
化
と
し
て
以
下
の
５
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
基
幹
電
源
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
原
子
力
発
電
へ
の
信
頼
が
大
き
く

揺
ら
い
だ
。

②
大
規
模
電
源
の
供
給
力
確
保
の
リ
ス
ク
、
需
給
調
整
の
柔
軟
性
の
欠
如

が
露
呈
し
た
。
節
電
等
の
需
要
側
の
工
夫
や
分
散
型
電
源
が
、
需
給
調

整
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
需
給
の
逼
迫
に
対
し
て
、
他
地
域
か
ら
の
電
気
の
融
通
で
の
対
応
に
お

い
て
、
東
西
の
周
波
数
の
違
い
、
周
波
数
変
換
設
備
や
一
部
の
連
系
線

容
量
の
制
約
等
に
よ
り
、
供
給
力
の
広
域
的
な
活
用
に
限
界
が
あ
っ
た
。

④
電
力
を
選
択
し
た
い
と
い
う
国
民
意
識
が
高
ま
り
、
ま
た
、
多
く
の
需

要
家
が
ピ
ー
ク
時
の
電
力
使
用
量
の
制
約
が
大
き
な
経
済
価
値
を
持
つ

こ
と
に
気
が
付
い
た
。

⑤
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
多
様
な
供
給
力

の
活
用
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
い
っ
そ
う
の
活
用
を
図
る
た
め
に
は
、
高
い
需
給
調
整
能
力
や

地
域
を
連
系
す
る
送
配
電
網
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

　３
・
11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
れ
ら
の
問
題
点

に
対
し
て
、
以
下
の
３
つ
の
目
的
か

ら
な
る
新
た
な
電
気
事
業
制
度
お
よ

び
電
力
シ
ス
テ
ム
の
改
革
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

①
安
定
供
給
を
確
保
す
る

②
電
気
料
金
を
最
大
限
抑
制
す
る

③
需
要
家
の
選
択
肢
や
事
業
者
の
事
業
機
会
を
拡
大
す
る

　検
討
の
結
果
、
以
下
の
３
段
階
に
よ
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
方
針
が
示

さ
れ
、
２
０
１
３
年
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
広
域
的
運
営
推
進
機
関
の
設
立
│
│
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
を
目
途

　平
常
時
、
災
害
等
に
よ
る
需
給
逼
迫
時
を
問
わ
ず
、
需
給
調
整
を
行
う

「
広
域
的
運
営
推
進
機
関
」
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
定
供

給
体
制
の
抜
本
的
強
化
、
電
力
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
た
め
、
従
来
の
区
域

（
エ
リ
ア
）
概
念
を
超
え
た
全
国
規
模
で
の
需
給
調
整
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
電
力
小
売
の
全
面
自
由
化
│
│
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
を
目
途

　家
庭
部
門
を
含
め
た
す
べ
て
の
需
要
家
が
電
力
供
給
会
社
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
小
売
の
全
面
自
由
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
従
来
企
業
が
行
っ
て
き
た
よ
う
に
家
庭
も
自
由
に
電
力

会
社
を
選
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
発
電
に
お

い
て
も
卸
規
制
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

③
発
送
電
分
離
│
│
２
０
１
８
（
平
成
30
）〜
２
０
２
０
（
平
成
32
）
年

を
目
途

　電
力
会
社
の
送
配
電
部
門
を
別
会
社
に
す
る
発
送
電
分
離
が
行
わ
れ
ま

す
。
発
電
事
業
者
や
小
売
電
気
事
業
者
が
公
平
に
送
配
電
線
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、電
気
の
小
売
料
金
の
規
制
が
完
全
撤
廃
さ
れ
、

競
争
原
理
で
電
気
料
金
が
決
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　わ
が
国
の
電
気
事
業
は
、
地
域
別

分
割
、地
域
独
占
、発
送
電
一
貫
経
営
、

民
営
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
欧
米
と

比
べ
て
自
由
化
の
導
入
が
遅
れ
て
い

ま
し
た
。

　欧
州
は
、Ｅ
Ｕ
電
力
指
令
（
加
盟
国
の
共
通
規
則
）
に
よ
り
１
９
９
６

年
に
小
売
市
場
の
段
階
的
な
自
由
化
が
始
ま
り
、
２
０
０
７
年
ま
で
に
す

べ
て
の
需
要
家
を
対
象
と
し
た
小
売
自
由
化
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
方
、
米
国
は
州
単
位
で
自
由
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
１
９
９
７
年

に
北
東
部
の
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
で
産
業
用
需
要
家
に
限
定
し
た
自
由

化
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
２
０
１
１
年
１
月
現
在
で
、
自
由
化
さ
れ
た
の

は
15
州
＋
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
資
料
に
よ
る
）。
自
由
化
に
よ
り
ユ
ー
ザ
ー
は
多
く
の
電
力
会
社
か

ら
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
を
受
け
、
自
由
に
電
力
会
社
・
電
気
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
２
０
０
０
〜
２
０
０
１
年
に

電
力
の
供
給
不
足
に
よ
っ
て
電
力
価
格
が
高
騰
し
、
電
力
危
機
が
起
こ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
３
年
に
は
送
電
網
の
管
理
の
不
備
に
よ
り
北
米

大
停
電
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
欧
・
米
と
も
に
、
料
金
は
自
由

化
後
む
し
ろ
上
昇
し
た
例
も
あ
る
な
ど
、
そ
の
評
価
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　電
力
の
小
売
の
全
面
自
由
化
や
発

送
電
分
離
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
電
気
料
金
の
規
制
が
撤
廃

さ
れ
、
複
数
の
電
力
会
社
か
ら
、
あ

た
か
も
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
料
金
メ
ニ
ュ
ー
が
提
示
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら

多
様
な
選
択
肢
か
ら
低
価
格
の
電
気
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
、
地
球
環
境
へ

の
貢
献
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

　同
時
に
自
由
化
が
先
行
し
て
い
る
欧
米
の
状
況
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

価
格
（
料
金
値
上
が
り
）
リ
ス
ク
や
、
発
送
電
分
離
後
、
多
数
の
事
業
者

の
参
入
に
よ
り
、
需
給
調
整
の
複
雑
化
に
起
因
す
る
供
給
リ
ス
ク
（
停
電
）

等
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
極
端
に
低
い
〝
離
島
〞
の

よ
う
な
わ
が
国
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
が
望
ま

し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　電
気
の
全
面
自
由
化
時
代
に
向
け
て
、
私
た
ち
は
、
正
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
電
気
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
、
合
理
的
な
判
断
と
選
択

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
講
座
を
通
じ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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欧
米
で
の

自
由
化
の

状
況

電
気
を
選
べ
る

リ
テ
ラ
シ
ー
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
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　電
気
事
業
で
は
発
電
と
消
費
が
一
致
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
ず
、
安

定
的
な
供
給
の
確
保
と
有
効
な
市
場
競
争
の
た
め
に
は
、
需
要
変
動
に

耐
え
ら
れ
る
発
電
容
量
が
必
要
に
な
る
。
し
か
し
、
発
電
施
設
は
相
対

的
に
巨
額
で
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
い
た
め
、
変
動
が
大
き
い
実
需
だ
け

の
市
場
評
価
で
は
、
十
分
な
発
電
容
量
が
確
保
さ
れ
な
い
可
能
性
が
大

き
い
。
そ
れ
を
回
避
す
る
に
は
、
市
場
の
実
需
と
は
別
に

発
電
容
量
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
が
必
要
に
な
る
。

　わ
が
国
の
シ
ス
テ
ム
改
革
の
考
え
方
で
は
、
小
売
事
業

者
に
対
し
需
要
に
応
じ
た
発
電
容
量
の
確
保
を
義
務
づ
け

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
将
来
発
電
で
き
る
能
力
に
つ
い

て
系
統
運
用
者
、
小
売
事
業
者
等
が
取
引
で
き
る
市
場
（
容
量
市
場
）
の

創
設
が
必
要
と
の
指
摘
が
あ
る
。
た
だ
、
問
題
は
、
欧
米
の
前
例
か
ら
見

る
と
、
こ
の
容
量
市
場
が
簡
単
に
機
能
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
容
量
市
場

の
価
格
は
そ
の
市
場
の
需
給
を
反
映
し
て
上
下
す
る
が
、
例
え
ば
ア
メ
リ

カ
北
東
部
の
独
立
系
統
運
用
機
関
の
事
例
で
は
、
価
格
の
変
動
が
大
き
く
、

や
は
り
投
資
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
点
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
、
公
的
な
入
札
制

度
に
よ
る
容
量
確
保
等
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
過

度
に
政
府
が
介
入
す
れ
ば
本
来
の
シ
ス
テ
ム
改
革
の
意
義
に

反
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
慎
重
な
検
討
を
望
む
。
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自由化する電力の小売事業
Chart 1

正式名称「特定規模電
気事業者」。特定規模需
要（原則50kW以上の大
口需要）に応じ、電気
を供給する事業者。

住宅中工場

柱上変圧器
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小売自由化が進んでいる
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新電力は一般電気事業
者の送電ネットワーク
を借りて需要家に電気
を届けるため、借用料
として託送料を支払う。
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電力の小売事業は、
電気事業法による参入規制によって

「一般電気事業者」が地域の小売供給を独占してきたが、
規制緩和により、家庭用など一部を除き

自由化が進んでいる。

通称「10電力会社」。東
京電力、関西電力など
地域ごとに、垂直一貫
体制により、発電部門
も送配電部門も同じ電
力会社によって地域独
占をしてきた。

一般電気事業者

発電部門 小売部門



ガ
ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

　エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
ガ
ス
に
は
、主
と
し
て「
天
然
ガ
ス
」お
よ
び「
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
（Liquefied Petroleum

 Gas

）」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、「
ガ

ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
天
然
ガ
ス
」
は
、
メ
タ
ン
を
主
成
分
と
し
、
主
に
ガ
ス
田
か
ら
生
産
さ

れ
ま
す
。
ガ
ス
体
で
あ
る
た
め
、
気
体
の
状
態
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
輸
送
す

る
か
、
冷
却
に
よ
り
液
体
に
し
て
、
液
化
天
然
ガ
ス
（Liquefied 

N
atural Gas 

以
下
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
と
し
て
タ
ン
カ
ー
で
輸
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
方
、「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
」
は
、
油
田
や
天
然
ガ
ス
田
、
石
油
精
製
時
に
発

生
す
る
ガ
ス
か
ら
取
り
出
し
た
プ
ロ
パ
ン
、
ブ
タ
ン
等
を
主
成
分
と
し
て

お
り
、常
温
で
容
易
に
液
化
で
き
る
気
体
燃
料
で
、液
体
の
状
態
で
、輸
送
、

貯
蔵
、
配
送
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
ガ
ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
は
、
化
石
燃
料
の
な
か
で
最
もCO

2

排
出
が
少

な
く
、
ま
た
、
窒
素
酸
化
物
（N

O
x

）
や
硫
黄
酸
化
物
（SO

x

）
も
少
な

い
燃
料
で
す
。
さ
ら
に
黒
煙
等
の
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
）
の
排
出
が
な
い
、

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言
え
ま
す
。

　現
行
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い
て
、
天
然
ガ
ス
は
「
低
炭
素
社

会
の
早
期
実
現
に
向
け
て
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
」、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は

「
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
利
用
を
促
進
す
る
」
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　第
八
講
で
は
、
ガ
ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち
、「
天
然
ガ
ス
」（
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
）
を
取
り
上
げ
、
ま
た
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
お
い
て
電

気
に
次
い
で
消
費
量
が
多
い
、天
然
ガ
ス
を
原
料
と
し
た「
都
市
ガ
ス
」（
二

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー「
天
然
ガ
ス
」

「
天
然
ガ
ス
」
は
、
大
昔
の
動
物
や
植
物
が
長
い
時
間
を
か
け
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
に
変
化
し
た
も
の
で
、
そ
の
性
状
は
、
石
炭
や
石
油
等
、
他
の

化
石
燃
料
と
比
較
し
て
、CO

2

、N
O
x

の
排
出
量
が
少
な
く
、SO

x

は
排

出
し
ま
せ
ん
（Chart 1

）。

　天
然
ガ
ス
は
、
世
界
中
に
分
布
し
て
い
る
た
め
、
供
給
安
定
性
が
高
く
、

ま
た
、
可
採
年
数
は
約
60
年
と
、
石
油
と
比
較
し
て
10
年
以
上
も
長
い
の

が
特
徴
で
す（
近
年
、北
米
に
お
け
る
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発
の
進
展
に
よ
り
、

大
幅
に
増
加
す
る
見
込
み
）。
わ
が
国
の
天
然
ガ
ス
は
、
97
％
が
輸
入
で
、

発
電
用
に
７
割
、
都
市
ガ
ス
用
に
３
割
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
、

わ
ず
か
で
す
が
、
新
潟
を
中
心
に
天
然
ガ
ス
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
輸
入

に
あ
た
っ
て
は
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
し
て
タ
ン
カ
ー
で
輸
送
さ
れ
ま
す
。
こ
の
形

で
輸
入
し
て
い
る
の
は
日
本
や
韓
国
が
中
心
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
国
は

気
体
の
状
態
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
輸
送
し
て
い
ま
す
。

都
市
ガ
ス
供
給
シ
ス
テ
ム
に
つい
て

　都
市
ガ
ス
は
、
天
然
ガ
ス
を
原
料
と
す
る
無
色
の
気
体
で
、
付
臭
を
し

て
あ
る
た
め
ガ
ス
臭
を
有
し
、
空
気
よ
り
も
軽
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。　都

市
ガ
ス
事
業
者
は
、
電
気
事
業
者
と
同
様
に
公
益
性
が
高
く
、
ど
ち

ら
も
供
給
区
域
内
で
独
占
供
給
を
認
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
そ
の
供
給
シ

ス
テ
ム
に
は
似
通
っ
た
点
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
電
気
事
業
者
は
10
社
で

全
国
の
電
気
供
給
を
行
っ
て
お
り
、
沖
縄
電
力
を
除
く
９
社
の
電
力
網
が

つ
な
が
っ
て
い
て
他
事
業
者
へ
の
電
力
融
通
が
可
能
な
の
に
対
し
、
都
市

ガ
ス
事
業
者
は
、
全
国
に
大
小
２
０
９
社
が
点
在
し
て
お
り
、
一
部
を
除

い
て
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　都
市
ガ
ス
を
供
給
す
る
事
業
者
は
、
全
国
で
２
０
９
事
業
者
（
私
営
：

１
８
０
、
公
営
：
29
）
あ
り
、
供
給
戸
数
は
、
２
９
０
４
万
１
０
０
０
件

あ
り
ま
す
（
平
成
24
年
３
月
末
現
在
）。
都
市
ガ
ス
総
需
要
の
約
８
割
が

東
京
ガ
ス
、
大
阪
ガ
ス
、
東
邦
ガ
ス
お
よ
び
西
部
ガ
ス
の
大
手
４
社
に
よ

る
供
給
と
な
っ
て
い
ま
す
（Chart 2

）。
供
給
区
域
は
、
全
国
に
点
在
し

て
い
ま
す
が
、
日
本
の
国
土
の
約
５
・
５
％
に
過
ぎ
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
し
ら白

　
ぢ地

地
域
」
が
広
く
存
在
し
て
い
ま
す
（Chart 3

）。
そ
こ
で
は
ボ
ン
ベ
に

よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
が
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
全
国
規
模
で
の
都
市
ガ

ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　天
然
ガ
ス
は
ほ
と
ん
ど
海
外
か

ら
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ス
田

で
は
、
井
戸
を
掘
っ
て
天
然
ガ
ス

が
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
産
出
し

た
天
然
ガ
ス
に
は
、
主
成
分
の
メ
タ
ン
の
他
に
、
水
分
、
重
質
炭
化
水
素
、

硫
黄
、
二
酸
化
炭
素
等
の
不
純
物
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
輸
出
す

る
際
は
マ
イ
ナ
ス
１
６
２
℃
ま
で
冷
却
・
液
化
し
、
こ
の
過
程
で
こ
れ
ら

の
不
純
物
は
分
離
・
除
去
（
精
製
）
さ
れ
、
ク
リ
ー
ン
な
Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
な
っ

て
専
用
の
タ
ン
カ
ー
で
輸
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　海
外
の
液
化
基
地
か
ら
運
ば
れ

て
き
た
マ
イ
ナ
ス
１
６
２
℃
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
は
、
液
体
の
ま
ま
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基

地
の
タ
ン
ク
に
一
時
貯
蔵
さ
れ
ま

す
。
次
に
、
都
市
ガ
ス
製
造
所
で
海
水
に
よ
っ
て
温
め
ら
れ
て
気
化
し
、

６
０
０
倍
の
体
積
と
な
り
ま
す
。

　Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
気
化
さ
れ
る
際
の
マ
イ
ナ
ス
１
６
２
℃
と
い
う
冷
熱
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
有
効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
冷
熱
を
利
用
し
、
空
気
を

液
化
分
離
し
て
で
き
た
液
化
窒
素
や
液
化
酸
素
等
は
、
産
業
界
や
医
療
機

関
等
で
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
製
油
所
等
で
発
生
す
る
純
度
の

高
い
炭
酸
ガ
ス
を
液
化
し
、
液
化
炭
酸
ガ
ス
や
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
も
製
造
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
冷
熱
を
利
用
し
て
発
電
を
行
い
、
で
き
た
電
気

を
製
造
所
内
で
使
用
し
購
入
電
力
の
削
減
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　な
お
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
産
地
ご
と
に
熱
量
が
異
な
る
た
め
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
用
い

て
厳
密
な
熱
量
調
整
を
行
い
、
さ
ら
に
、
万
が
一
の
漏
洩
に
備
え
て
付
臭

を
行
い
、
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
都
市
ガ
ス
と
し
て
送
出
さ
れ
ま

す
。

　都
市
ガ
ス
製
造
所
か
ら
消
費
地

に
向
け
て
は
、
高
圧
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
で
送
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
変

圧
器
と
同
様
に
、
ガ
バ
ナ
ー
（
整
圧
器
）
と
い
う
圧
力
調
整
器
を
通
す
こ

と
で
高
圧
か
ら
中
圧
、
低
圧
へ
と
段
階
的
に
圧
力
を
下
げ
な
が
ら
送
ら
れ

ま
す
。
大
規
模
な
工
場
や
業
務
用
施
設
へ
は
中
圧
で
、
小
規
模
施
設
や
一

般
家
庭
へ
は
低
圧
で
供
給
さ
れ
ま
す
。
都
市
ガ
ス
は
、
暖
房
、
給
湯
、
調

理
な
ど
の
加
熱
用
の
他
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱
電
併
給
）、
ビ

ル
の
冷
房
、
さ
ら
に
は
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
天
然
ガ
ス
自
動
車
の
燃
料

と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー　近

年
、
石
炭
層
中
に
含
ま
れ
る

メ
タ
ン
ガ
ス
で
あ
る
コ
ー
ル
ベ
ッ

ド
メ
タ
ン
や
頁
岩
（
シ
ェ
ー
ル
）

層
か
ら
採
取
さ
れ
る
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
な
ど
、
在
来
型
の
ガ
ス
田
以
外
か
ら
生
産
さ
れ
る
天
然
ガ
ス
（「
非
在

来
型
天
然
ガ
ス
」
と
い
う
）
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
８
年
に
ア
メ
リ
カ
で
採
掘
技
術

の
革
新
が
起
こ
り
、
大
量
に
効
率
の
よ
い
採
掘
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、「
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス
の
生
産
拡
大
を
受
け
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
見
通
し
は
大
幅
に

減
少
し
、
近
い
将
来
、
ガ
ス
の
純
輸
出
国
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
は
世
界
中
に
分
布
し
、
天
然
ガ
ス
の
可
採
埋
蔵
量
を
倍
増

（
約
60
年
分
↓
約
１
２
０
年
分
）
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
平
成
25

年
４
月
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
）。

　ま
た
、「
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
」
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。「
メ
タ
ン

ハ
イ
ド
レ
ー
ト
」
と
は
、
メ
タ
ン
と
水
が
低
温
・
高
圧
の
状
態
で
結
晶
化

し
た
物
質
で
、「
燃
え
る
氷
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
周
辺
の

海
域
に
相
当
量
が
存
在
し
て
い
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
経
済
的
な
採
掘

技
術
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
将
来
の
天
然
ガ
ス
資
源
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
０
１
３
年
３
月
、
渥
美
半
島
〜
志
摩
半
島
沖
合
い
に
て
、
深

海
に
あ
る
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
層
か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
を
抽
出
す
る
こ
と

に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
度
を
目
途
に
商
業
化
実

現
に
向
け
た
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
近
海
の
埋
蔵
量
は
、

わ
が
国
の
天
然
ガ
ス
消
費
量
の
約
１
０
０
年
分
と
の
推
計
も
あ
り
ま
す
。

　都
市
ガ
ス
と
一
緒
に
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
ガ
ス
に
「
バ
イ
オ
ガ

ス
」が
あ
り
ま
す
。「
バ
イ
オ
ガ
ス
」

と
は
、
家
畜
排
泄
物
、
下
水
汚
泥
、

食
品
廃
棄
物
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物
由
来
の
資
源
）
を
ガ
ス
化
し
た
も

の
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ
で
す
。

　バ
イ
オ
ガ
ス
は
、
需
要
地
で
の
発
電
利
用
（
都
市
ガ
ス
と
混
合
し
て
燃

焼
さ
せ
る
場
合
が
多
い
）
や
ボ
イ
ラ
で
の
熱
利
用
、
輸
送
用
燃
料
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
ガ
ス
事
業
者
の
導
管
網
に
注
入
し
、

都
市
ガ
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
バ

イ
オ
ガ
ス
の
メ
タ
ン
成
分
は
約
40
〜
60
％
程
度
と
熱
量
が
低
く
、
不
純
物

等
が
混
在
し
て
い
る
た
め
、
都
市
ガ
ス
導
管
網
に
注
入
す
る
際
に
は
、
精

製
お
よ
び
増
熱
・
付
臭
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
都
市
ガ
ス
事
業
に
つい
て

　都
市
ガ
ス
は
化
石
燃
料
の
な
か
で
最
も
環
境
負
荷
が
小
さ
く
、
そ
の
取

り
扱
い
が
容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
利
用
拡
大
が
提
唱
さ
れ
て

い
ま
す
。
加
え
て
３
・
11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
従
来
の
大
規

模
集
中
型
電
源
と
そ
れ
を
送
電
す
る
系
統
の
み
に
依
存
す
る
現
行
の
電
力

シ
ス
テ
ム
に
、
災
害
や
事
故
等
に
よ
る
供
給
の
途
絶
な
ど
の
リ
ス
ク
が
認

識
さ
れ
た
こ
と
で
、
消
費
地
で
発
電
す
る
「
分
散
型
電
源
」
の
重
要
性
が

増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
核
と
し
て
、
発
電
時
の
排
熱
も
有
効
利
用
で
き

る
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
拡
大
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
次
に
挙
げ
る
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　都
市
ガ
ス
の
原
料
で
あ
る
天
然

ガ
ス
の
世
界
分
布
は
、
中
東
依
存

率
が
38
％
と
、
同
依
存
率
48
％
の

原
油
と
比
較
し
て
、
地
域
的
な
偏

り
が
小
さ
く
、
地
政
学
的
リ
ス
ク
が
低
い
状
況
で
す
。
た
だ
し
、
ガ
ス
田

か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
天
然
ガ
ス
を
供
給
す
る
手
段
を
有
す
る
欧
米
と
異

な
り
、
わ
が
国
の
天
然
ガ
ス
の
輸
入
手
段
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
み
で
す
。
ま
た
、

わ
が
国
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
は
、
当
初
は
石
油
の
代
替
を
意
図
と
し
て
い
た
た

め
、
そ
の
価
格
は
日
本
向
け
原
油
平
均
価
格
に
連
動
し
て
い
ま
す
（
長
期

契
約
の
も
の
）。
そ
の
結
果
、
目
下
の
原
油
高
騰
の
状
況
下
で
は
、Ｌ
Ｎ
Ｇ

の
需
給
に
関
係
な
く
高
騰
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　今
後
の
方
策
と
し
て
、
例
え
ば
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
に
よ
っ
て
市
場
価

格
が
低
水
準
で
推
移
し
て
い
る
米
国
か
ら
天
然
ガ
ス
を
調
達
し
、
液
化
し

て
輸
入
す
る
こ
と
を
想
定
す
る
と
、
液
化
お
よ
び
輸
送
コ
ス
ト
が
上
乗
せ

さ
れ
る
も
の
の
、
廉
価
な
市
場
価
格
に
よ
る
調
達
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　調
達
ソ
ー
ス
を
多
様
化
し
て
日
本
の
買
主
が
調
達
の
代
替
性
を
複
数
有

す
る
こ
と
で
、
売
主
と
の
価
格
交
渉
を
優
位
と
し
、
安
定
的
か
つ
廉
価
な

調
達
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
国
際
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど
Ｌ
Ｎ
Ｇ
以
外

の
輸
入
手
段
の
構
築
に
つ
い
て
も
検
討
の
必
要
性
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　各
都
市
ガ
ス
事
業
者
に
お
い
て

は
、
災
害
時
を
含
め
た
安
定
供
給

の
た
め
に
、
製
造
設
備
や
導
管
網

の
耐
震
性
の
向
上
な
ど
、
さ
ら
な

る
強
靭
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
い

っ
そ
う
の
天
然
ガ
ス
シ
フ
ト
に
資
す
る
た
め
、
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

網
の
拡
充
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
、
指
摘
が
あ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　都
市
ガ
ス
事
業
は
、
電
気
事
業

よ
り
４
年
早
い
１
９
９
５
年
に
、

年
間
契
約
数
量
２
０
０
万
㎥
以
上

の
大
口
需
要
家
を
対
象
と
し
た
小

売
り
の
部
分
自
由
化
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
数
次
の
制
度
改
革
が
行
わ
れ
、

現
在
の
自
由
化
範
囲
は
年
間
契
約
数
量
10
万
㎥
以
上（
全
需
要
の
６
割
強
）

で
あ
り
、
新
規
参
入
率
は
、
電
気
の
３
・
６
％
に
対
し
約
５
倍
の
17
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　３
・
11
の
大
震
災
以
降
、電
気
事
業
の
さ
ら
な
る
制
度
改
革
が
検
討
さ
れ
、

電
気
の
小
売
業
へ
の
全
面
自
由
化
が
２
０
１
６
年
を
目
途
に
行
わ
れ
る
こ

と
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
都
市
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
も
、
制
度

改
革
の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　都
市
ガ
ス
は
、
他
の
燃
料
と
比
べ
て
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
が
、

限
り
あ
る
化
石
燃
料
で
も
あ
り
ま
す
。
よ
り
い
っ
そ
う
の
高
度
利
用
と
そ

れ
に
よ
るCO

2

削
減
を
実
現
す
る
た
め
の
技
術
開
発
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、

ま
た
、
安
定
的
か
つ
低
廉
な
天
然
ガ
ス
資
源
の
確
保
、
ガ
ス
供
給
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど
の
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　今
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
さ
ら
に
高
め
な
が
ら
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
大
規
模
集
中
型
電
源
と
の
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
に
向
け
た
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　私
た
ち
生
活
者
に
も
、
電
気
だ
け
で
は
な
く
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
都
市

ガ
ス
に
つ
い
て
の
知
識
も
深
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
高
い
関
心
を
持
つ

こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

化石燃料の中では最もクリーンな天然ガス
Chart 1

３種の化石燃料の
燃焼生成物発生量を比較した結果。

石炭の場合を100として、
石油、天然ガスと比較した。
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地
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で
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国
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の

都
市
ガ
ス

製
造
所

3

都
市
ガ
ス
製
造
所
〜

工
場・ビ
ル・

家
庭
ま
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座
第
八
講
で
は
、

電
力
と
と
も
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
構
成
す
る

も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

都
市
ガ
ス
の
供
給
シ
ス
テ
ム
を
取
り
上
げ
ま
す
。

都
市
ガ
ス
の
原
料
で
あ
る「
天
然
ガ
ス
」に
つ
い
て
学
び
、

さ
ら
に「
都
市
ガ
ス
供
給
シ
ス
テ
ム
」の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

ガ
ス
を
作
り
届
け
る
し
く
み
を
知
る
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＊1　火力発電所大気影響評
価 技 術 実 証 調 査 報 告 書
（1990年3月、エネルギー総合
工学研究所）
＊2　「IEA（国際エネルギー機
関） Natural Gas Prospects 
to 2010」（1986）
＊3　天然ガス中のN2（窒素）
分は微量であり、発生するNOX
のほとんどは高温燃焼の過程
で空気中のN2とO2（酸素）が反
応して発生する、いわゆるサー
マルNOXであり、その量は燃焼
状態によって変わる。

ガ
ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

　エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
ガ
ス
に
は
、主
と
し
て「
天
然
ガ
ス
」お
よ
び「
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
（Liquefied Petroleum

 Gas

）」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、「
ガ

ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
天
然
ガ
ス
」
は
、
メ
タ
ン
を
主
成
分
と
し
、
主
に
ガ
ス
田
か
ら
生
産
さ

れ
ま
す
。
ガ
ス
体
で
あ
る
た
め
、
気
体
の
状
態
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
輸
送
す

る
か
、
冷
却
に
よ
り
液
体
に
し
て
、
液
化
天
然
ガ
ス
（Liquefied 

N
atural Gas 

以
下
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
と
し
て
タ
ン
カ
ー
で
輸
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
方
、「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
」
は
、
油
田
や
天
然
ガ
ス
田
、
石
油
精
製
時
に
発

生
す
る
ガ
ス
か
ら
取
り
出
し
た
プ
ロ
パ
ン
、
ブ
タ
ン
等
を
主
成
分
と
し
て

お
り
、常
温
で
容
易
に
液
化
で
き
る
気
体
燃
料
で
、液
体
の
状
態
で
、輸
送
、

貯
蔵
、
配
送
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
ガ
ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
は
、
化
石
燃
料
の
な
か
で
最
もCO

2

排
出
が
少

な
く
、
ま
た
、
窒
素
酸
化
物
（N

O
x

）
や
硫
黄
酸
化
物
（SO

x

）
も
少
な

い
燃
料
で
す
。
さ
ら
に
黒
煙
等
の
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
）
の
排
出
が
な
い
、

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言
え
ま
す
。

　現
行
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い
て
、
天
然
ガ
ス
は
「
低
炭
素
社

会
の
早
期
実
現
に
向
け
て
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
」、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は

「
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
利
用
を
促
進
す
る
」
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　第
八
講
で
は
、
ガ
ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち
、「
天
然
ガ
ス
」（
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
）
を
取
り
上
げ
、
ま
た
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
お
い
て
電

気
に
次
い
で
消
費
量
が
多
い
、天
然
ガ
ス
を
原
料
と
し
た「
都
市
ガ
ス
」（
二

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー「
天
然
ガ
ス
」

「
天
然
ガ
ス
」
は
、
大
昔
の
動
物
や
植
物
が
長
い
時
間
を
か
け
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
に
変
化
し
た
も
の
で
、
そ
の
性
状
は
、
石
炭
や
石
油
等
、
他
の

化
石
燃
料
と
比
較
し
て
、CO

2

、N
O
x

の
排
出
量
が
少
な
く
、SO

x

は
排

出
し
ま
せ
ん
（Chart 1

）。

　天
然
ガ
ス
は
、
世
界
中
に
分
布
し
て
い
る
た
め
、
供
給
安
定
性
が
高
く
、

ま
た
、
可
採
年
数
は
約
60
年
と
、
石
油
と
比
較
し
て
10
年
以
上
も
長
い
の

が
特
徴
で
す（
近
年
、北
米
に
お
け
る
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発
の
進
展
に
よ
り
、

大
幅
に
増
加
す
る
見
込
み
）。
わ
が
国
の
天
然
ガ
ス
は
、
97
％
が
輸
入
で
、

発
電
用
に
７
割
、
都
市
ガ
ス
用
に
３
割
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
、

わ
ず
か
で
す
が
、
新
潟
を
中
心
に
天
然
ガ
ス
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
輸
入

に
あ
た
っ
て
は
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
し
て
タ
ン
カ
ー
で
輸
送
さ
れ
ま
す
。
こ
の
形

で
輸
入
し
て
い
る
の
は
日
本
や
韓
国
が
中
心
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
国
は

気
体
の
状
態
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
輸
送
し
て
い
ま
す
。

都
市
ガ
ス
供
給
シ
ス
テ
ム
に
つい
て

　都
市
ガ
ス
は
、
天
然
ガ
ス
を
原
料
と
す
る
無
色
の
気
体
で
、
付
臭
を
し

て
あ
る
た
め
ガ
ス
臭
を
有
し
、
空
気
よ
り
も
軽
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。　都

市
ガ
ス
事
業
者
は
、
電
気
事
業
者
と
同
様
に
公
益
性
が
高
く
、
ど
ち

ら
も
供
給
区
域
内
で
独
占
供
給
を
認
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
そ
の
供
給
シ

ス
テ
ム
に
は
似
通
っ
た
点
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
電
気
事
業
者
は
10
社
で

全
国
の
電
気
供
給
を
行
っ
て
お
り
、
沖
縄
電
力
を
除
く
９
社
の
電
力
網
が

つ
な
が
っ
て
い
て
他
事
業
者
へ
の
電
力
融
通
が
可
能
な
の
に
対
し
、
都
市

ガ
ス
事
業
者
は
、
全
国
に
大
小
２
０
９
社
が
点
在
し
て
お
り
、
一
部
を
除

い
て
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　都
市
ガ
ス
を
供
給
す
る
事
業
者
は
、
全
国
で
２
０
９
事
業
者
（
私
営
：

１
８
０
、
公
営
：
29
）
あ
り
、
供
給
戸
数
は
、
２
９
０
４
万
１
０
０
０
件

あ
り
ま
す
（
平
成
24
年
３
月
末
現
在
）。
都
市
ガ
ス
総
需
要
の
約
８
割
が

東
京
ガ
ス
、
大
阪
ガ
ス
、
東
邦
ガ
ス
お
よ
び
西
部
ガ
ス
の
大
手
４
社
に
よ

る
供
給
と
な
っ
て
い
ま
す
（Chart 2

）。
供
給
区
域
は
、
全
国
に
点
在
し

て
い
ま
す
が
、
日
本
の
国
土
の
約
５
・
５
％
に
過
ぎ
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
し
ら白

　
ぢ地

地
域
」
が
広
く
存
在
し
て
い
ま
す
（Chart 3

）。
そ
こ
で
は
ボ
ン
ベ
に

よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
が
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
全
国
規
模
で
の
都
市
ガ

ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　天
然
ガ
ス
は
ほ
と
ん
ど
海
外
か

ら
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ス
田

で
は
、
井
戸
を
掘
っ
て
天
然
ガ
ス

が
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
産
出
し

た
天
然
ガ
ス
に
は
、
主
成
分
の
メ
タ
ン
の
他
に
、
水
分
、
重
質
炭
化
水
素
、

硫
黄
、
二
酸
化
炭
素
等
の
不
純
物
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
輸
出
す

る
際
は
マ
イ
ナ
ス
１
６
２
℃
ま
で
冷
却
・
液
化
し
、
こ
の
過
程
で
こ
れ
ら

の
不
純
物
は
分
離
・
除
去
（
精
製
）
さ
れ
、
ク
リ
ー
ン
な
Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
な
っ

て
専
用
の
タ
ン
カ
ー
で
輸
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　海
外
の
液
化
基
地
か
ら
運
ば
れ

て
き
た
マ
イ
ナ
ス
１
６
２
℃
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
は
、
液
体
の
ま
ま
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基

地
の
タ
ン
ク
に
一
時
貯
蔵
さ
れ
ま

す
。
次
に
、
都
市
ガ
ス
製
造
所
で
海
水
に
よ
っ
て
温
め
ら
れ
て
気
化
し
、

６
０
０
倍
の
体
積
と
な
り
ま
す
。

　Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
気
化
さ
れ
る
際
の
マ
イ
ナ
ス
１
６
２
℃
と
い
う
冷
熱
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
有
効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
冷
熱
を
利
用
し
、
空
気
を

液
化
分
離
し
て
で
き
た
液
化
窒
素
や
液
化
酸
素
等
は
、
産
業
界
や
医
療
機

関
等
で
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
製
油
所
等
で
発
生
す
る
純
度
の

高
い
炭
酸
ガ
ス
を
液
化
し
、
液
化
炭
酸
ガ
ス
や
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
も
製
造
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
冷
熱
を
利
用
し
て
発
電
を
行
い
、
で
き
た
電
気

を
製
造
所
内
で
使
用
し
購
入
電
力
の
削
減
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　な
お
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
産
地
ご
と
に
熱
量
が
異
な
る
た
め
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
用
い

て
厳
密
な
熱
量
調
整
を
行
い
、
さ
ら
に
、
万
が
一
の
漏
洩
に
備
え
て
付
臭

を
行
い
、
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
都
市
ガ
ス
と
し
て
送
出
さ
れ
ま

す
。

　都
市
ガ
ス
製
造
所
か
ら
消
費
地

に
向
け
て
は
、
高
圧
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
で
送
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
変

圧
器
と
同
様
に
、
ガ
バ
ナ
ー
（
整
圧
器
）
と
い
う
圧
力
調
整
器
を
通
す
こ

と
で
高
圧
か
ら
中
圧
、
低
圧
へ
と
段
階
的
に
圧
力
を
下
げ
な
が
ら
送
ら
れ

ま
す
。
大
規
模
な
工
場
や
業
務
用
施
設
へ
は
中
圧
で
、
小
規
模
施
設
や
一

般
家
庭
へ
は
低
圧
で
供
給
さ
れ
ま
す
。
都
市
ガ
ス
は
、
暖
房
、
給
湯
、
調

理
な
ど
の
加
熱
用
の
他
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱
電
併
給
）、
ビ

ル
の
冷
房
、
さ
ら
に
は
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
天
然
ガ
ス
自
動
車
の
燃
料

と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー　近

年
、
石
炭
層
中
に
含
ま
れ
る

メ
タ
ン
ガ
ス
で
あ
る
コ
ー
ル
ベ
ッ

ド
メ
タ
ン
や
頁
岩
（
シ
ェ
ー
ル
）

層
か
ら
採
取
さ
れ
る
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
な
ど
、
在
来
型
の
ガ
ス
田
以
外
か
ら
生
産
さ
れ
る
天
然
ガ
ス
（「
非
在

来
型
天
然
ガ
ス
」
と
い
う
）
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
８
年
に
ア
メ
リ
カ
で
採
掘
技
術

の
革
新
が
起
こ
り
、
大
量
に
効
率
の
よ
い
採
掘
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、「
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス
の
生
産
拡
大
を
受
け
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
見
通
し
は
大
幅
に

減
少
し
、
近
い
将
来
、
ガ
ス
の
純
輸
出
国
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
は
世
界
中
に
分
布
し
、
天
然
ガ
ス
の
可
採
埋
蔵
量
を
倍
増

（
約
60
年
分
↓
約
１
２
０
年
分
）
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
平
成
25

年
４
月
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
）。

　ま
た
、「
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
」
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。「
メ
タ
ン

ハ
イ
ド
レ
ー
ト
」
と
は
、
メ
タ
ン
と
水
が
低
温
・
高
圧
の
状
態
で
結
晶
化

し
た
物
質
で
、「
燃
え
る
氷
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
周
辺
の

海
域
に
相
当
量
が
存
在
し
て
い
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
経
済
的
な
採
掘

技
術
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
将
来
の
天
然
ガ
ス
資
源
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
０
１
３
年
３
月
、
渥
美
半
島
〜
志
摩
半
島
沖
合
い
に
て
、
深

海
に
あ
る
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
層
か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
を
抽
出
す
る
こ
と

に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
度
を
目
途
に
商
業
化
実

現
に
向
け
た
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
近
海
の
埋
蔵
量
は
、

わ
が
国
の
天
然
ガ
ス
消
費
量
の
約
１
０
０
年
分
と
の
推
計
も
あ
り
ま
す
。

　都
市
ガ
ス
と
一
緒
に
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
ガ
ス
に
「
バ
イ
オ
ガ

ス
」が
あ
り
ま
す
。「
バ
イ
オ
ガ
ス
」

と
は
、
家
畜
排
泄
物
、
下
水
汚
泥
、

食
品
廃
棄
物
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物
由
来
の
資
源
）
を
ガ
ス
化
し
た
も

の
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ
で
す
。

　バ
イ
オ
ガ
ス
は
、
需
要
地
で
の
発
電
利
用
（
都
市
ガ
ス
と
混
合
し
て
燃

焼
さ
せ
る
場
合
が
多
い
）
や
ボ
イ
ラ
で
の
熱
利
用
、
輸
送
用
燃
料
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
ガ
ス
事
業
者
の
導
管
網
に
注
入
し
、

都
市
ガ
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
バ

イ
オ
ガ
ス
の
メ
タ
ン
成
分
は
約
40
〜
60
％
程
度
と
熱
量
が
低
く
、
不
純
物

等
が
混
在
し
て
い
る
た
め
、
都
市
ガ
ス
導
管
網
に
注
入
す
る
際
に
は
、
精

製
お
よ
び
増
熱
・
付
臭
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
都
市
ガ
ス
事
業
に
つい
て

　都
市
ガ
ス
は
化
石
燃
料
の
な
か
で
最
も
環
境
負
荷
が
小
さ
く
、
そ
の
取

り
扱
い
が
容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
利
用
拡
大
が
提
唱
さ
れ
て

い
ま
す
。
加
え
て
３
・
11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
従
来
の
大
規

模
集
中
型
電
源
と
そ
れ
を
送
電
す
る
系
統
の
み
に
依
存
す
る
現
行
の
電
力

シ
ス
テ
ム
に
、
災
害
や
事
故
等
に
よ
る
供
給
の
途
絶
な
ど
の
リ
ス
ク
が
認

識
さ
れ
た
こ
と
で
、
消
費
地
で
発
電
す
る
「
分
散
型
電
源
」
の
重
要
性
が

増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
核
と
し
て
、
発
電
時
の
排
熱
も
有
効
利
用
で
き

る
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
拡
大
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
次
に
挙
げ
る
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　都
市
ガ
ス
の
原
料
で
あ
る
天
然

ガ
ス
の
世
界
分
布
は
、
中
東
依
存

率
が
38
％
と
、
同
依
存
率
48
％
の

原
油
と
比
較
し
て
、
地
域
的
な
偏

り
が
小
さ
く
、
地
政
学
的
リ
ス
ク
が
低
い
状
況
で
す
。
た
だ
し
、
ガ
ス
田

か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
天
然
ガ
ス
を
供
給
す
る
手
段
を
有
す
る
欧
米
と
異

な
り
、
わ
が
国
の
天
然
ガ
ス
の
輸
入
手
段
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
み
で
す
。
ま
た
、

わ
が
国
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
は
、
当
初
は
石
油
の
代
替
を
意
図
と
し
て
い
た
た

め
、
そ
の
価
格
は
日
本
向
け
原
油
平
均
価
格
に
連
動
し
て
い
ま
す
（
長
期

契
約
の
も
の
）。
そ
の
結
果
、
目
下
の
原
油
高
騰
の
状
況
下
で
は
、Ｌ
Ｎ
Ｇ

の
需
給
に
関
係
な
く
高
騰
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　今
後
の
方
策
と
し
て
、
例
え
ば
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
に
よ
っ
て
市
場
価

格
が
低
水
準
で
推
移
し
て
い
る
米
国
か
ら
天
然
ガ
ス
を
調
達
し
、
液
化
し

て
輸
入
す
る
こ
と
を
想
定
す
る
と
、
液
化
お
よ
び
輸
送
コ
ス
ト
が
上
乗
せ

さ
れ
る
も
の
の
、
廉
価
な
市
場
価
格
に
よ
る
調
達
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　調
達
ソ
ー
ス
を
多
様
化
し
て
日
本
の
買
主
が
調
達
の
代
替
性
を
複
数
有

す
る
こ
と
で
、
売
主
と
の
価
格
交
渉
を
優
位
と
し
、
安
定
的
か
つ
廉
価
な

調
達
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
国
際
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど
Ｌ
Ｎ
Ｇ
以
外

の
輸
入
手
段
の
構
築
に
つ
い
て
も
検
討
の
必
要
性
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　各
都
市
ガ
ス
事
業
者
に
お
い
て

は
、
災
害
時
を
含
め
た
安
定
供
給

の
た
め
に
、
製
造
設
備
や
導
管
網

の
耐
震
性
の
向
上
な
ど
、
さ
ら
な

る
強
靭
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
い

っ
そ
う
の
天
然
ガ
ス
シ
フ
ト
に
資
す
る
た
め
、
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

網
の
拡
充
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
、
指
摘
が
あ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　都
市
ガ
ス
事
業
は
、
電
気
事
業

よ
り
４
年
早
い
１
９
９
５
年
に
、

年
間
契
約
数
量
２
０
０
万
㎥
以
上

の
大
口
需
要
家
を
対
象
と
し
た
小

売
り
の
部
分
自
由
化
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
数
次
の
制
度
改
革
が
行
わ
れ
、

現
在
の
自
由
化
範
囲
は
年
間
契
約
数
量
10
万
㎥
以
上（
全
需
要
の
６
割
強
）

で
あ
り
、
新
規
参
入
率
は
、
電
気
の
３
・
６
％
に
対
し
約
５
倍
の
17
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　３
・
11
の
大
震
災
以
降
、電
気
事
業
の
さ
ら
な
る
制
度
改
革
が
検
討
さ
れ
、

電
気
の
小
売
業
へ
の
全
面
自
由
化
が
２
０
１
６
年
を
目
途
に
行
わ
れ
る
こ

と
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
都
市
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
も
、
制
度

改
革
の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　都
市
ガ
ス
は
、
他
の
燃
料
と
比
べ
て
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
が
、

限
り
あ
る
化
石
燃
料
で
も
あ
り
ま
す
。
よ
り
い
っ
そ
う
の
高
度
利
用
と
そ

れ
に
よ
るCO

2

削
減
を
実
現
す
る
た
め
の
技
術
開
発
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、

ま
た
、
安
定
的
か
つ
低
廉
な
天
然
ガ
ス
資
源
の
確
保
、
ガ
ス
供
給
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど
の
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　今
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
さ
ら
に
高
め
な
が
ら
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
大
規
模
集
中
型
電
源
と
の
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
に
向
け
た
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　私
た
ち
生
活
者
に
も
、
電
気
だ
け
で
は
な
く
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
都
市

ガ
ス
に
つ
い
て
の
知
識
も
深
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
高
い
関
心
を
持
つ

こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

化石燃料の中では最もクリーンな天然ガス
Chart 1

３種の化石燃料の
燃焼生成物発生量を比較した結果。

石炭の場合を100として、
石油、天然ガスと比較した。
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工
場・ビ
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家
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ま
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座
第
八
講
で
は
、

電
力
と
と
も
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
構
成
す
る

も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

都
市
ガ
ス
の
供
給
シ
ス
テ
ム
を
取
り
上
げ
ま
す
。

都
市
ガ
ス
の
原
料
で
あ
る「
天
然
ガ
ス
」に
つ
い
て
学
び
、

さ
ら
に「
都
市
ガ
ス
供
給
シ
ス
テ
ム
」の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

ガ
ス
を
作
り
届
け
る
し
く
み
を
知
る

 

第
八
講

　

Supervised b
y Shim

o
da Yo

shiyuki,
text b

y To
hm

a Kiyo
shi

Lectures on Energy

都
市
ガ
ス
供
給
シ
ス
テ
ム

　エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座 

暮
ら
し
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

下
田 

吉
之 
監
修
　
大
阪
大
学
大
学
院
教
授

　当
麻 

潔
　
大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー・文
化
研
究
所
研
究
員

58CEL November 201359 CEL November 2013

＊1　火力発電所大気影響評
価 技 術 実 証 調 査 報 告 書
（1990年3月、エネルギー総合
工学研究所）
＊2　「IEA（国際エネルギー機
関） Natural Gas Prospects 
to 2010」（1986）
＊3　天然ガス中のN2（窒素）
分は微量であり、発生するNOX
のほとんどは高温燃焼の過程
で空気中のN2とO2（酸素）が反
応して発生する、いわゆるサー
マルNOXであり、その量は燃焼
状態によって変わる。



全国には209の
都市ガス供給事業者がある。

そのうち180が私営、29は市町による公営である。
地図は、全事業者の
供給区域を示したもの。

点在する都市ガス供給区域
Chart 3

グラフは、2012年度の
事業者別都市ガス
販売構成比。

都市ガスの販売構成比
Chart 2

L N G

－162℃という冷熱を利用し、
液化窒素や液化炭酸ガス製造

などが行われている。

都市ガス消費地
LPガスを加えて所定の熱
量に調整される。万一の
漏洩に備えて臭いを付け
られる。

熱量調整装置
都市ガス製造所で、－162
℃のLNGは、海水によっ
て温められ気化する。

気化器
LNGは専用タンカーに載
せられ、日本まで運ばれる。

LNGタンカー
気体の天然ガスを－162
℃まで冷却すると、液化
してLNGになる。体積も
もとの約600分の1になる。
この過程で不純物は分
離・除去される。

精製・冷却・液化

海底などに井戸を掘って、
気体状のガスが採取され
る。

ガス田（在来型）

泥土が堆積してできた頁
岩（シェール）層のすき
間から採取される。埋蔵
量が世界各地に豊富にあ
るとされている。

シェールガス

気化器のしくみ

液体

気体

海水

海外のガス田から採掘された天然ガスは、
冷却・液化された LNGとなり、
タンカーで日本まで運ばれる。

その後、ふたたび気化し、パイプラインを通って、
各家庭まで届けられる。

Gas Supply System
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ガスが家庭に届くまで
Chart 4 都市ガスの輸送と製造の流れ

日本に到着したLNGは、
液体のまま、いったん
LNG基地のタンクに貯蔵
される。

LNGタンク

その他

東京ガス

35%

大阪ガス

25%

東邦ガス

11%

西部ガス 2%

28 %
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ガ
ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

　エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
ガ
ス
に
は
、主
と
し
て「
天
然
ガ
ス
」お
よ
び「
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
（Liquefied Petroleum

 Gas

）」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、「
ガ

ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
天
然
ガ
ス
」
は
、
メ
タ
ン
を
主
成
分
と
し
、
主
に
ガ
ス
田
か
ら
生
産
さ

れ
ま
す
。
ガ
ス
体
で
あ
る
た
め
、
気
体
の
状
態
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
輸
送
す

る
か
、
冷
却
に
よ
り
液
体
に
し
て
、
液
化
天
然
ガ
ス
（Liquefied 

N
atural Gas 

以
下
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
と
し
て
タ
ン
カ
ー
で
輸
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
方
、「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
」
は
、
油
田
や
天
然
ガ
ス
田
、
石
油
精
製
時
に
発

生
す
る
ガ
ス
か
ら
取
り
出
し
た
プ
ロ
パ
ン
、
ブ
タ
ン
等
を
主
成
分
と
し
て

お
り
、常
温
で
容
易
に
液
化
で
き
る
気
体
燃
料
で
、液
体
の
状
態
で
、輸
送
、

貯
蔵
、
配
送
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
ガ
ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
は
、
化
石
燃
料
の
な
か
で
最
もCO

2

排
出
が
少

な
く
、
ま
た
、
窒
素
酸
化
物
（N

O
x

）
や
硫
黄
酸
化
物
（SO

x

）
も
少
な

い
燃
料
で
す
。
さ
ら
に
黒
煙
等
の
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
）
の
排
出
が
な
い
、

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言
え
ま
す
。

　現
行
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い
て
、
天
然
ガ
ス
は
「
低
炭
素
社

会
の
早
期
実
現
に
向
け
て
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
」、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は

「
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
利
用
を
促
進
す
る
」
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　第
八
講
で
は
、
ガ
ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち
、「
天
然
ガ
ス
」（
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
）
を
取
り
上
げ
、
ま
た
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
お
い
て
電

気
に
次
い
で
消
費
量
が
多
い
、天
然
ガ
ス
を
原
料
と
し
た「
都
市
ガ
ス
」（
二

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー「
天
然
ガ
ス
」

「
天
然
ガ
ス
」
は
、
大
昔
の
動
物
や
植
物
が
長
い
時
間
を
か
け
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
に
変
化
し
た
も
の
で
、
そ
の
性
状
は
、
石
炭
や
石
油
等
、
他
の

化
石
燃
料
と
比
較
し
て
、CO

2

、N
O
x

の
排
出
量
が
少
な
く
、SO

x

は
排

出
し
ま
せ
ん
（Chart 1

）。

　天
然
ガ
ス
は
、
世
界
中
に
分
布
し
て
い
る
た
め
、
供
給
安
定
性
が
高
く
、

ま
た
、
可
採
年
数
は
約
60
年
と
、
石
油
と
比
較
し
て
10
年
以
上
も
長
い
の

が
特
徴
で
す（
近
年
、北
米
に
お
け
る
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発
の
進
展
に
よ
り
、

大
幅
に
増
加
す
る
見
込
み
）。
わ
が
国
の
天
然
ガ
ス
は
、
97
％
が
輸
入
で
、

発
電
用
に
７
割
、
都
市
ガ
ス
用
に
３
割
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
、

わ
ず
か
で
す
が
、
新
潟
を
中
心
に
天
然
ガ
ス
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
輸
入

に
あ
た
っ
て
は
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
し
て
タ
ン
カ
ー
で
輸
送
さ
れ
ま
す
。
こ
の
形

で
輸
入
し
て
い
る
の
は
日
本
や
韓
国
が
中
心
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
国
は

気
体
の
状
態
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
輸
送
し
て
い
ま
す
。

都
市
ガ
ス
供
給
シ
ス
テ
ム
に
つい
て

　都
市
ガ
ス
は
、
天
然
ガ
ス
を
原
料
と
す
る
無
色
の
気
体
で
、
付
臭
を
し

て
あ
る
た
め
ガ
ス
臭
を
有
し
、
空
気
よ
り
も
軽
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。　都

市
ガ
ス
事
業
者
は
、
電
気
事
業
者
と
同
様
に
公
益
性
が
高
く
、
ど
ち

ら
も
供
給
区
域
内
で
独
占
供
給
を
認
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
そ
の
供
給
シ

ス
テ
ム
に
は
似
通
っ
た
点
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
電
気
事
業
者
は
10
社
で

全
国
の
電
気
供
給
を
行
っ
て
お
り
、
沖
縄
電
力
を
除
く
９
社
の
電
力
網
が

つ
な
が
っ
て
い
て
他
事
業
者
へ
の
電
力
融
通
が
可
能
な
の
に
対
し
、
都
市

ガ
ス
事
業
者
は
、
全
国
に
大
小
２
０
９
社
が
点
在
し
て
お
り
、
一
部
を
除

い
て
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　都
市
ガ
ス
を
供
給
す
る
事
業
者
は
、
全
国
で
２
０
９
事
業
者
（
私
営
：

１
８
０
、
公
営
：
29
）
あ
り
、
供
給
戸
数
は
、
２
９
０
４
万
１
０
０
０
件

あ
り
ま
す
（
平
成
24
年
３
月
末
現
在
）。
都
市
ガ
ス
総
需
要
の
約
８
割
が

東
京
ガ
ス
、
大
阪
ガ
ス
、
東
邦
ガ
ス
お
よ
び
西
部
ガ
ス
の
大
手
４
社
に
よ

る
供
給
と
な
っ
て
い
ま
す
（Chart 2

）。
供
給
区
域
は
、
全
国
に
点
在
し

て
い
ま
す
が
、
日
本
の
国
土
の
約
５
・
５
％
に
過
ぎ
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
し
ら白

　
ぢ地

地
域
」
が
広
く
存
在
し
て
い
ま
す
（Chart 3

）。
そ
こ
で
は
ボ
ン
ベ
に

よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
が
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
全
国
規
模
で
の
都
市
ガ

ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　天
然
ガ
ス
は
ほ
と
ん
ど
海
外
か

ら
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ス
田

で
は
、
井
戸
を
掘
っ
て
天
然
ガ
ス

が
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
産
出
し

た
天
然
ガ
ス
に
は
、
主
成
分
の
メ
タ
ン
の
他
に
、
水
分
、
重
質
炭
化
水
素
、

硫
黄
、
二
酸
化
炭
素
等
の
不
純
物
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
輸
出
す

る
際
は
マ
イ
ナ
ス
１
６
２
℃
ま
で
冷
却
・
液
化
し
、
こ
の
過
程
で
こ
れ
ら

の
不
純
物
は
分
離
・
除
去
（
精
製
）
さ
れ
、
ク
リ
ー
ン
な
Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
な
っ

て
専
用
の
タ
ン
カ
ー
で
輸
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　海
外
の
液
化
基
地
か
ら
運
ば
れ

て
き
た
マ
イ
ナ
ス
１
６
２
℃
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
は
、
液
体
の
ま
ま
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基

地
の
タ
ン
ク
に
一
時
貯
蔵
さ
れ
ま

す
。
次
に
、
都
市
ガ
ス
製
造
所
で
海
水
に
よ
っ
て
温
め
ら
れ
て
気
化
し
、

６
０
０
倍
の
体
積
と
な
り
ま
す
。

　Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
気
化
さ
れ
る
際
の
マ
イ
ナ
ス
１
６
２
℃
と
い
う
冷
熱
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
有
効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
冷
熱
を
利
用
し
、
空
気
を

液
化
分
離
し
て
で
き
た
液
化
窒
素
や
液
化
酸
素
等
は
、
産
業
界
や
医
療
機

関
等
で
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
製
油
所
等
で
発
生
す
る
純
度
の

高
い
炭
酸
ガ
ス
を
液
化
し
、
液
化
炭
酸
ガ
ス
や
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
も
製
造
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
冷
熱
を
利
用
し
て
発
電
を
行
い
、
で
き
た
電
気

を
製
造
所
内
で
使
用
し
購
入
電
力
の
削
減
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　な
お
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
産
地
ご
と
に
熱
量
が
異
な
る
た
め
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
用
い

て
厳
密
な
熱
量
調
整
を
行
い
、
さ
ら
に
、
万
が
一
の
漏
洩
に
備
え
て
付
臭

を
行
い
、
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
都
市
ガ
ス
と
し
て
送
出
さ
れ
ま

す
。

　都
市
ガ
ス
製
造
所
か
ら
消
費
地

に
向
け
て
は
、
高
圧
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
で
送
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
変

圧
器
と
同
様
に
、
ガ
バ
ナ
ー
（
整
圧
器
）
と
い
う
圧
力
調
整
器
を
通
す
こ

と
で
高
圧
か
ら
中
圧
、
低
圧
へ
と
段
階
的
に
圧
力
を
下
げ
な
が
ら
送
ら
れ

ま
す
。
大
規
模
な
工
場
や
業
務
用
施
設
へ
は
中
圧
で
、
小
規
模
施
設
や
一

般
家
庭
へ
は
低
圧
で
供
給
さ
れ
ま
す
。
都
市
ガ
ス
は
、
暖
房
、
給
湯
、
調

理
な
ど
の
加
熱
用
の
他
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱
電
併
給
）、
ビ

ル
の
冷
房
、
さ
ら
に
は
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
天
然
ガ
ス
自
動
車
の
燃
料

と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー　近

年
、
石
炭
層
中
に
含
ま
れ
る

メ
タ
ン
ガ
ス
で
あ
る
コ
ー
ル
ベ
ッ

ド
メ
タ
ン
や
頁
岩
（
シ
ェ
ー
ル
）

層
か
ら
採
取
さ
れ
る
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
な
ど
、
在
来
型
の
ガ
ス
田
以
外
か
ら
生
産
さ
れ
る
天
然
ガ
ス
（「
非
在

来
型
天
然
ガ
ス
」
と
い
う
）
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
８
年
に
ア
メ
リ
カ
で
採
掘
技
術

の
革
新
が
起
こ
り
、
大
量
に
効
率
の
よ
い
採
掘
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、「
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス
の
生
産
拡
大
を
受
け
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
見
通
し
は
大
幅
に

減
少
し
、
近
い
将
来
、
ガ
ス
の
純
輸
出
国
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
は
世
界
中
に
分
布
し
、
天
然
ガ
ス
の
可
採
埋
蔵
量
を
倍
増

（
約
60
年
分
↓
約
１
２
０
年
分
）
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
平
成
25

年
４
月
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
）。

　ま
た
、「
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
」
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。「
メ
タ
ン

ハ
イ
ド
レ
ー
ト
」
と
は
、
メ
タ
ン
と
水
が
低
温
・
高
圧
の
状
態
で
結
晶
化

し
た
物
質
で
、「
燃
え
る
氷
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
周
辺
の

海
域
に
相
当
量
が
存
在
し
て
い
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
経
済
的
な
採
掘

技
術
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
将
来
の
天
然
ガ
ス
資
源
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
０
１
３
年
３
月
、
渥
美
半
島
〜
志
摩
半
島
沖
合
い
に
て
、
深

海
に
あ
る
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
層
か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
を
抽
出
す
る
こ
と

に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
度
を
目
途
に
商
業
化
実

現
に
向
け
た
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
近
海
の
埋
蔵
量
は
、

わ
が
国
の
天
然
ガ
ス
消
費
量
の
約
１
０
０
年
分
と
の
推
計
も
あ
り
ま
す
。

　都
市
ガ
ス
と
一
緒
に
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
ガ
ス
に
「
バ
イ
オ
ガ

ス
」が
あ
り
ま
す
。「
バ
イ
オ
ガ
ス
」

と
は
、
家
畜
排
泄
物
、
下
水
汚
泥
、

食
品
廃
棄
物
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物
由
来
の
資
源
）
を
ガ
ス
化
し
た
も

の
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ
で
す
。

　バ
イ
オ
ガ
ス
は
、
需
要
地
で
の
発
電
利
用
（
都
市
ガ
ス
と
混
合
し
て
燃

焼
さ
せ
る
場
合
が
多
い
）
や
ボ
イ
ラ
で
の
熱
利
用
、
輸
送
用
燃
料
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
ガ
ス
事
業
者
の
導
管
網
に
注
入
し
、

都
市
ガ
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
バ

イ
オ
ガ
ス
の
メ
タ
ン
成
分
は
約
40
〜
60
％
程
度
と
熱
量
が
低
く
、
不
純
物

等
が
混
在
し
て
い
る
た
め
、
都
市
ガ
ス
導
管
網
に
注
入
す
る
際
に
は
、
精

製
お
よ
び
増
熱
・
付
臭
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
都
市
ガ
ス
事
業
に
つい
て

　都
市
ガ
ス
は
化
石
燃
料
の
な
か
で
最
も
環
境
負
荷
が
小
さ
く
、
そ
の
取

り
扱
い
が
容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
利
用
拡
大
が
提
唱
さ
れ
て

い
ま
す
。
加
え
て
３
・
11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
従
来
の
大
規

模
集
中
型
電
源
と
そ
れ
を
送
電
す
る
系
統
の
み
に
依
存
す
る
現
行
の
電
力

シ
ス
テ
ム
に
、
災
害
や
事
故
等
に
よ
る
供
給
の
途
絶
な
ど
の
リ
ス
ク
が
認

識
さ
れ
た
こ
と
で
、
消
費
地
で
発
電
す
る
「
分
散
型
電
源
」
の
重
要
性
が

増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
核
と
し
て
、
発
電
時
の
排
熱
も
有
効
利
用
で
き

る
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
拡
大
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
次
に
挙
げ
る
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　都
市
ガ
ス
の
原
料
で
あ
る
天
然

ガ
ス
の
世
界
分
布
は
、
中
東
依
存

率
が
38
％
と
、
同
依
存
率
48
％
の

原
油
と
比
較
し
て
、
地
域
的
な
偏

り
が
小
さ
く
、
地
政
学
的
リ
ス
ク
が
低
い
状
況
で
す
。
た
だ
し
、
ガ
ス
田

か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
天
然
ガ
ス
を
供
給
す
る
手
段
を
有
す
る
欧
米
と
異

な
り
、
わ
が
国
の
天
然
ガ
ス
の
輸
入
手
段
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
み
で
す
。
ま
た
、

わ
が
国
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
は
、
当
初
は
石
油
の
代
替
を
意
図
と
し
て
い
た
た

め
、
そ
の
価
格
は
日
本
向
け
原
油
平
均
価
格
に
連
動
し
て
い
ま
す
（
長
期

契
約
の
も
の
）。
そ
の
結
果
、
目
下
の
原
油
高
騰
の
状
況
下
で
は
、Ｌ
Ｎ
Ｇ

の
需
給
に
関
係
な
く
高
騰
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　今
後
の
方
策
と
し
て
、
例
え
ば
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
に
よ
っ
て
市
場
価

格
が
低
水
準
で
推
移
し
て
い
る
米
国
か
ら
天
然
ガ
ス
を
調
達
し
、
液
化
し

て
輸
入
す
る
こ
と
を
想
定
す
る
と
、
液
化
お
よ
び
輸
送
コ
ス
ト
が
上
乗
せ

さ
れ
る
も
の
の
、
廉
価
な
市
場
価
格
に
よ
る
調
達
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　調
達
ソ
ー
ス
を
多
様
化
し
て
日
本
の
買
主
が
調
達
の
代
替
性
を
複
数
有

す
る
こ
と
で
、
売
主
と
の
価
格
交
渉
を
優
位
と
し
、
安
定
的
か
つ
廉
価
な

調
達
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
国
際
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど
Ｌ
Ｎ
Ｇ
以
外

の
輸
入
手
段
の
構
築
に
つ
い
て
も
検
討
の
必
要
性
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　各
都
市
ガ
ス
事
業
者
に
お
い
て

は
、
災
害
時
を
含
め
た
安
定
供
給

の
た
め
に
、
製
造
設
備
や
導
管
網

の
耐
震
性
の
向
上
な
ど
、
さ
ら
な

る
強
靭
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
い

っ
そ
う
の
天
然
ガ
ス
シ
フ
ト
に
資
す
る
た
め
、
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

網
の
拡
充
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
、
指
摘
が
あ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　都
市
ガ
ス
事
業
は
、
電
気
事
業

よ
り
４
年
早
い
１
９
９
５
年
に
、

年
間
契
約
数
量
２
０
０
万
㎥
以
上

の
大
口
需
要
家
を
対
象
と
し
た
小

売
り
の
部
分
自
由
化
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
数
次
の
制
度
改
革
が
行
わ
れ
、

現
在
の
自
由
化
範
囲
は
年
間
契
約
数
量
10
万
㎥
以
上（
全
需
要
の
６
割
強
）

で
あ
り
、
新
規
参
入
率
は
、
電
気
の
３
・
６
％
に
対
し
約
５
倍
の
17
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　３
・
11
の
大
震
災
以
降
、電
気
事
業
の
さ
ら
な
る
制
度
改
革
が
検
討
さ
れ
、

電
気
の
小
売
業
へ
の
全
面
自
由
化
が
２
０
１
６
年
を
目
途
に
行
わ
れ
る
こ

と
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
都
市
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
も
、
制
度

改
革
の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　都
市
ガ
ス
は
、
他
の
燃
料
と
比
べ
て
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
が
、

限
り
あ
る
化
石
燃
料
で
も
あ
り
ま
す
。
よ
り
い
っ
そ
う
の
高
度
利
用
と
そ

れ
に
よ
るCO
2

削
減
を
実
現
す
る
た
め
の
技
術
開
発
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、

ま
た
、
安
定
的
か
つ
低
廉
な
天
然
ガ
ス
資
源
の
確
保
、
ガ
ス
供
給
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど
の
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　今
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
さ
ら
に
高
め
な
が
ら
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
大
規
模
集
中
型
電
源
と
の
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
に
向
け
た
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　私
た
ち
生
活
者
に
も
、
電
気
だ
け
で
は
な
く
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
都
市

ガ
ス
に
つ
い
て
の
知
識
も
深
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
高
い
関
心
を
持
つ

こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

森
田 

浩
仁

（
一
財
）日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所 

理
事（
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー・電
力
ユニッ
ト
担
任
）

Colum
n

「
ア
ジ
ア
プ
レ
ミ
ア
ム
」の
解
消
を
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　原
子
力
の
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い
る
今
、
天
然
ガ
ス
、
そ
し
て
都
市
ガ

ス
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
期
待
に
応
え
る
に
は
、
安
定

的
で
経
済
的
な
原
料
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。

　安
定
供
給
に
つ
い
て
は
、
天
然
ガ
ス
生
産
か
ら
都
市
ガ
ス
製
造
・
供
給

に
至
る
ま
で
磐
石
の
体
制
を
築
き
上
げ
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
導
入
以
来
、
半
世
紀
近

く
堅
持
し
て
き
た
。
将
来
も
揺
ら
ぐ
こ
と
な
ど
考
え
に
く
い
。

　し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
米
国
、
欧
州
と
わ
が
国
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ

購
入
価
格
は
大
き
く
か
い乖

　
り離
し
て
い
る
。
わ
が
国
着
価
格
は
２

０
１
３
年
、
１
０
０
万Btu

あ
た
り
16
＄
を
超
え
て
い
る
の

に
対
し
、
米
国
着
は
４
〜
５
＄
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
の
値

差
は
ア
ジ
ア
プ
レ
ミ
ア
ム
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
値
差
拡
大

の
主
要
因
は
、
原
油
価
格
に
連
動
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
決
定
方
式
に
あ
る
。

か
つ
て
は
石
油
代
替
と
し
て
緩
や
か
に
原
油
に
連
動
す
る
妥
当
な
方
式
で

あ
っ
た
が
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
需
給
ひ
つ逼

　
ぱ
く迫

時
期
を
経
て
、
現
行
の
連
動
密
度
の
高
い

方
式
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
原
油
価
格
は
近
年
恒
常
的
に
バ
レ
ル
あ

た
り
１
０
０
ド
ル
を
超
え
て
い
る
。

　Ｌ
Ｎ
Ｇ
需
給
は
中
期
的
に
み
て
緩
和
に
向
か
う
だ
ろ
う
。

こ
の
機
を
捉
え
、
北
米
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
新
規
供
給
ソ
ー
ス

か
ら
の
調
達
や
国
際
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
可
能
性
を
探
る
。
ま

た
米
国
や
欧
州
の
ガ
ス
価
格
に
連
動
し
た
価
格
決
定
方
式
を

模
索
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
ア
ジ
ア
プ
レ

ミ
ア
ム
の
解
消
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

Morita Koji

ガ
ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

　エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
ガ
ス
に
は
、主
と
し
て「
天
然
ガ
ス
」お
よ
び「
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
（Liquefied Petroleum

 Gas

）」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、「
ガ

ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
天
然
ガ
ス
」
は
、
メ
タ
ン
を
主
成
分
と
し
、
主
に
ガ
ス
田
か
ら
生
産
さ

れ
ま
す
。
ガ
ス
体
で
あ
る
た
め
、
気
体
の
状
態
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
輸
送
す

る
か
、
冷
却
に
よ
り
液
体
に
し
て
、
液
化
天
然
ガ
ス
（Liquefied 

N
atural Gas 

以
下
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
と
し
て
タ
ン
カ
ー
で
輸
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
方
、「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
」
は
、
油
田
や
天
然
ガ
ス
田
、
石
油
精
製
時
に
発

生
す
る
ガ
ス
か
ら
取
り
出
し
た
プ
ロ
パ
ン
、
ブ
タ
ン
等
を
主
成
分
と
し
て

お
り
、常
温
で
容
易
に
液
化
で
き
る
気
体
燃
料
で
、液
体
の
状
態
で
、輸
送
、

貯
蔵
、
配
送
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
ガ
ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
は
、
化
石
燃
料
の
な
か
で
最
もCO

2

排
出
が
少

な
く
、
ま
た
、
窒
素
酸
化
物
（N

O
x

）
や
硫
黄
酸
化
物
（SO

x

）
も
少
な

い
燃
料
で
す
。
さ
ら
に
黒
煙
等
の
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
）
の
排
出
が
な
い
、

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言
え
ま
す
。

　現
行
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い
て
、
天
然
ガ
ス
は
「
低
炭
素
社

会
の
早
期
実
現
に
向
け
て
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
」、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は

「
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
利
用
を
促
進
す
る
」
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　第
八
講
で
は
、
ガ
ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち
、「
天
然
ガ
ス
」（
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
）
を
取
り
上
げ
、
ま
た
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
お
い
て
電

気
に
次
い
で
消
費
量
が
多
い
、天
然
ガ
ス
を
原
料
と
し
た「
都
市
ガ
ス
」（
二

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー「
天
然
ガ
ス
」

「
天
然
ガ
ス
」
は
、
大
昔
の
動
物
や
植
物
が
長
い
時
間
を
か
け
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
に
変
化
し
た
も
の
で
、
そ
の
性
状
は
、
石
炭
や
石
油
等
、
他
の

化
石
燃
料
と
比
較
し
て
、CO

2

、N
O
x

の
排
出
量
が
少
な
く
、SO

x

は
排

出
し
ま
せ
ん
（Chart 1

）。

　天
然
ガ
ス
は
、
世
界
中
に
分
布
し
て
い
る
た
め
、
供
給
安
定
性
が
高
く
、

ま
た
、
可
採
年
数
は
約
60
年
と
、
石
油
と
比
較
し
て
10
年
以
上
も
長
い
の

が
特
徴
で
す（
近
年
、北
米
に
お
け
る
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発
の
進
展
に
よ
り
、

大
幅
に
増
加
す
る
見
込
み
）。
わ
が
国
の
天
然
ガ
ス
は
、
97
％
が
輸
入
で
、

発
電
用
に
７
割
、
都
市
ガ
ス
用
に
３
割
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
、

わ
ず
か
で
す
が
、
新
潟
を
中
心
に
天
然
ガ
ス
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
輸
入

に
あ
た
っ
て
は
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
し
て
タ
ン
カ
ー
で
輸
送
さ
れ
ま
す
。
こ
の
形

で
輸
入
し
て
い
る
の
は
日
本
や
韓
国
が
中
心
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
国
は

気
体
の
状
態
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
輸
送
し
て
い
ま
す
。

都
市
ガ
ス
供
給
シ
ス
テ
ム
に
つい
て

　都
市
ガ
ス
は
、
天
然
ガ
ス
を
原
料
と
す
る
無
色
の
気
体
で
、
付
臭
を
し

て
あ
る
た
め
ガ
ス
臭
を
有
し
、
空
気
よ
り
も
軽
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。　都

市
ガ
ス
事
業
者
は
、
電
気
事
業
者
と
同
様
に
公
益
性
が
高
く
、
ど
ち

ら
も
供
給
区
域
内
で
独
占
供
給
を
認
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
そ
の
供
給
シ

ス
テ
ム
に
は
似
通
っ
た
点
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
電
気
事
業
者
は
10
社
で

全
国
の
電
気
供
給
を
行
っ
て
お
り
、
沖
縄
電
力
を
除
く
９
社
の
電
力
網
が

つ
な
が
っ
て
い
て
他
事
業
者
へ
の
電
力
融
通
が
可
能
な
の
に
対
し
、
都
市

ガ
ス
事
業
者
は
、
全
国
に
大
小
２
０
９
社
が
点
在
し
て
お
り
、
一
部
を
除

い
て
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　都
市
ガ
ス
を
供
給
す
る
事
業
者
は
、
全
国
で
２
０
９
事
業
者
（
私
営
：

１
８
０
、
公
営
：
29
）
あ
り
、
供
給
戸
数
は
、
２
９
０
４
万
１
０
０
０
件

あ
り
ま
す
（
平
成
24
年
３
月
末
現
在
）。
都
市
ガ
ス
総
需
要
の
約
８
割
が

東
京
ガ
ス
、
大
阪
ガ
ス
、
東
邦
ガ
ス
お
よ
び
西
部
ガ
ス
の
大
手
４
社
に
よ

る
供
給
と
な
っ
て
い
ま
す
（Chart 2

）。
供
給
区
域
は
、
全
国
に
点
在
し

て
い
ま
す
が
、
日
本
の
国
土
の
約
５
・
５
％
に
過
ぎ
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
し
ら白

　
ぢ地

地
域
」
が
広
く
存
在
し
て
い
ま
す
（Chart 3

）。
そ
こ
で
は
ボ
ン
ベ
に

よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
が
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
全
国
規
模
で
の
都
市
ガ

ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　天
然
ガ
ス
は
ほ
と
ん
ど
海
外
か

ら
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ス
田

で
は
、
井
戸
を
掘
っ
て
天
然
ガ
ス

が
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
産
出
し

た
天
然
ガ
ス
に
は
、
主
成
分
の
メ
タ
ン
の
他
に
、
水
分
、
重
質
炭
化
水
素
、

硫
黄
、
二
酸
化
炭
素
等
の
不
純
物
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
輸
出
す

る
際
は
マ
イ
ナ
ス
１
６
２
℃
ま
で
冷
却
・
液
化
し
、
こ
の
過
程
で
こ
れ
ら

の
不
純
物
は
分
離
・
除
去
（
精
製
）
さ
れ
、
ク
リ
ー
ン
な
Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
な
っ

て
専
用
の
タ
ン
カ
ー
で
輸
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　海
外
の
液
化
基
地
か
ら
運
ば
れ

て
き
た
マ
イ
ナ
ス
１
６
２
℃
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
は
、
液
体
の
ま
ま
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基

地
の
タ
ン
ク
に
一
時
貯
蔵
さ
れ
ま

す
。
次
に
、
都
市
ガ
ス
製
造
所
で
海
水
に
よ
っ
て
温
め
ら
れ
て
気
化
し
、

６
０
０
倍
の
体
積
と
な
り
ま
す
。

　Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
気
化
さ
れ
る
際
の
マ
イ
ナ
ス
１
６
２
℃
と
い
う
冷
熱
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
有
効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
冷
熱
を
利
用
し
、
空
気
を

液
化
分
離
し
て
で
き
た
液
化
窒
素
や
液
化
酸
素
等
は
、
産
業
界
や
医
療
機

関
等
で
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
製
油
所
等
で
発
生
す
る
純
度
の

高
い
炭
酸
ガ
ス
を
液
化
し
、
液
化
炭
酸
ガ
ス
や
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
も
製
造
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
冷
熱
を
利
用
し
て
発
電
を
行
い
、
で
き
た
電
気

を
製
造
所
内
で
使
用
し
購
入
電
力
の
削
減
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　な
お
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
産
地
ご
と
に
熱
量
が
異
な
る
た
め
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
用
い

て
厳
密
な
熱
量
調
整
を
行
い
、
さ
ら
に
、
万
が
一
の
漏
洩
に
備
え
て
付
臭

を
行
い
、
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
都
市
ガ
ス
と
し
て
送
出
さ
れ
ま

す
。

　都
市
ガ
ス
製
造
所
か
ら
消
費
地

に
向
け
て
は
、
高
圧
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
で
送
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
変

圧
器
と
同
様
に
、
ガ
バ
ナ
ー
（
整
圧
器
）
と
い
う
圧
力
調
整
器
を
通
す
こ

と
で
高
圧
か
ら
中
圧
、
低
圧
へ
と
段
階
的
に
圧
力
を
下
げ
な
が
ら
送
ら
れ

ま
す
。
大
規
模
な
工
場
や
業
務
用
施
設
へ
は
中
圧
で
、
小
規
模
施
設
や
一

般
家
庭
へ
は
低
圧
で
供
給
さ
れ
ま
す
。
都
市
ガ
ス
は
、
暖
房
、
給
湯
、
調

理
な
ど
の
加
熱
用
の
他
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱
電
併
給
）、
ビ

ル
の
冷
房
、
さ
ら
に
は
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
天
然
ガ
ス
自
動
車
の
燃
料

と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー　近

年
、
石
炭
層
中
に
含
ま
れ
る

メ
タ
ン
ガ
ス
で
あ
る
コ
ー
ル
ベ
ッ

ド
メ
タ
ン
や
頁
岩
（
シ
ェ
ー
ル
）

層
か
ら
採
取
さ
れ
る
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
な
ど
、
在
来
型
の
ガ
ス
田
以
外
か
ら
生
産
さ
れ
る
天
然
ガ
ス
（「
非
在

来
型
天
然
ガ
ス
」
と
い
う
）
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
８
年
に
ア
メ
リ
カ
で
採
掘
技
術

の
革
新
が
起
こ
り
、
大
量
に
効
率
の
よ
い
採
掘
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、「
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス
の
生
産
拡
大
を
受
け
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
見
通
し
は
大
幅
に

減
少
し
、
近
い
将
来
、
ガ
ス
の
純
輸
出
国
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
は
世
界
中
に
分
布
し
、
天
然
ガ
ス
の
可
採
埋
蔵
量
を
倍
増

（
約
60
年
分
↓
約
１
２
０
年
分
）
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
平
成
25

年
４
月
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
）。

　ま
た
、「
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
」
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。「
メ
タ
ン

ハ
イ
ド
レ
ー
ト
」
と
は
、
メ
タ
ン
と
水
が
低
温
・
高
圧
の
状
態
で
結
晶
化

し
た
物
質
で
、「
燃
え
る
氷
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
周
辺
の

海
域
に
相
当
量
が
存
在
し
て
い
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
経
済
的
な
採
掘

技
術
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
将
来
の
天
然
ガ
ス
資
源
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
０
１
３
年
３
月
、
渥
美
半
島
〜
志
摩
半
島
沖
合
い
に
て
、
深

海
に
あ
る
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
層
か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
を
抽
出
す
る
こ
と

に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
度
を
目
途
に
商
業
化
実

現
に
向
け
た
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
近
海
の
埋
蔵
量
は
、

わ
が
国
の
天
然
ガ
ス
消
費
量
の
約
１
０
０
年
分
と
の
推
計
も
あ
り
ま
す
。

　都
市
ガ
ス
と
一
緒
に
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
ガ
ス
に
「
バ
イ
オ
ガ

ス
」が
あ
り
ま
す
。「
バ
イ
オ
ガ
ス
」

と
は
、
家
畜
排
泄
物
、
下
水
汚
泥
、

食
品
廃
棄
物
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物
由
来
の
資
源
）
を
ガ
ス
化
し
た
も

の
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ
で
す
。

　バ
イ
オ
ガ
ス
は
、
需
要
地
で
の
発
電
利
用
（
都
市
ガ
ス
と
混
合
し
て
燃

焼
さ
せ
る
場
合
が
多
い
）
や
ボ
イ
ラ
で
の
熱
利
用
、
輸
送
用
燃
料
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
ガ
ス
事
業
者
の
導
管
網
に
注
入
し
、

都
市
ガ
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
バ

イ
オ
ガ
ス
の
メ
タ
ン
成
分
は
約
40
〜
60
％
程
度
と
熱
量
が
低
く
、
不
純
物

等
が
混
在
し
て
い
る
た
め
、
都
市
ガ
ス
導
管
網
に
注
入
す
る
際
に
は
、
精

製
お
よ
び
増
熱
・
付
臭
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
都
市
ガ
ス
事
業
に
つい
て

　都
市
ガ
ス
は
化
石
燃
料
の
な
か
で
最
も
環
境
負
荷
が
小
さ
く
、
そ
の
取

り
扱
い
が
容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
利
用
拡
大
が
提
唱
さ
れ
て

い
ま
す
。
加
え
て
３
・
11
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
従
来
の
大
規

模
集
中
型
電
源
と
そ
れ
を
送
電
す
る
系
統
の
み
に
依
存
す
る
現
行
の
電
力

シ
ス
テ
ム
に
、
災
害
や
事
故
等
に
よ
る
供
給
の
途
絶
な
ど
の
リ
ス
ク
が
認

識
さ
れ
た
こ
と
で
、
消
費
地
で
発
電
す
る
「
分
散
型
電
源
」
の
重
要
性
が

増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
核
と
し
て
、
発
電
時
の
排
熱
も
有
効
利
用
で
き

る
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
拡
大
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
次
に
挙
げ
る
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　都
市
ガ
ス
の
原
料
で
あ
る
天
然

ガ
ス
の
世
界
分
布
は
、
中
東
依
存

率
が
38
％
と
、
同
依
存
率
48
％
の

原
油
と
比
較
し
て
、
地
域
的
な
偏

り
が
小
さ
く
、
地
政
学
的
リ
ス
ク
が
低
い
状
況
で
す
。
た
だ
し
、
ガ
ス
田

か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
天
然
ガ
ス
を
供
給
す
る
手
段
を
有
す
る
欧
米
と
異

な
り
、
わ
が
国
の
天
然
ガ
ス
の
輸
入
手
段
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
み
で
す
。
ま
た
、

わ
が
国
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
は
、
当
初
は
石
油
の
代
替
を
意
図
と
し
て
い
た
た

め
、
そ
の
価
格
は
日
本
向
け
原
油
平
均
価
格
に
連
動
し
て
い
ま
す
（
長
期

契
約
の
も
の
）。
そ
の
結
果
、
目
下
の
原
油
高
騰
の
状
況
下
で
は
、Ｌ
Ｎ
Ｇ

の
需
給
に
関
係
な
く
高
騰
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　今
後
の
方
策
と
し
て
、
例
え
ば
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
に
よ
っ
て
市
場
価

格
が
低
水
準
で
推
移
し
て
い
る
米
国
か
ら
天
然
ガ
ス
を
調
達
し
、
液
化
し

て
輸
入
す
る
こ
と
を
想
定
す
る
と
、
液
化
お
よ
び
輸
送
コ
ス
ト
が
上
乗
せ

さ
れ
る
も
の
の
、
廉
価
な
市
場
価
格
に
よ
る
調
達
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　調
達
ソ
ー
ス
を
多
様
化
し
て
日
本
の
買
主
が
調
達
の
代
替
性
を
複
数
有

す
る
こ
と
で
、
売
主
と
の
価
格
交
渉
を
優
位
と
し
、
安
定
的
か
つ
廉
価
な

調
達
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
国
際
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど
Ｌ
Ｎ
Ｇ
以
外

の
輸
入
手
段
の
構
築
に
つ
い
て
も
検
討
の
必
要
性
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　各
都
市
ガ
ス
事
業
者
に
お
い
て

は
、
災
害
時
を
含
め
た
安
定
供
給

の
た
め
に
、
製
造
設
備
や
導
管
網

の
耐
震
性
の
向
上
な
ど
、
さ
ら
な

る
強
靭
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
い

っ
そ
う
の
天
然
ガ
ス
シ
フ
ト
に
資
す
る
た
め
、
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

網
の
拡
充
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
、
指
摘
が
あ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　都
市
ガ
ス
事
業
は
、
電
気
事
業

よ
り
４
年
早
い
１
９
９
５
年
に
、

年
間
契
約
数
量
２
０
０
万
㎥
以
上

の
大
口
需
要
家
を
対
象
と
し
た
小

売
り
の
部
分
自
由
化
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
数
次
の
制
度
改
革
が
行
わ
れ
、

現
在
の
自
由
化
範
囲
は
年
間
契
約
数
量
10
万
㎥
以
上（
全
需
要
の
６
割
強
）

で
あ
り
、
新
規
参
入
率
は
、
電
気
の
３
・
６
％
に
対
し
約
５
倍
の
17
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　３
・
11
の
大
震
災
以
降
、電
気
事
業
の
さ
ら
な
る
制
度
改
革
が
検
討
さ
れ
、

電
気
の
小
売
業
へ
の
全
面
自
由
化
が
２
０
１
６
年
を
目
途
に
行
わ
れ
る
こ

と
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
都
市
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
も
、
制
度

改
革
の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　都
市
ガ
ス
は
、
他
の
燃
料
と
比
べ
て
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
が
、

限
り
あ
る
化
石
燃
料
で
も
あ
り
ま
す
。
よ
り
い
っ
そ
う
の
高
度
利
用
と
そ

れ
に
よ
るCO
2

削
減
を
実
現
す
る
た
め
の
技
術
開
発
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、

ま
た
、
安
定
的
か
つ
低
廉
な
天
然
ガ
ス
資
源
の
確
保
、
ガ
ス
供
給
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど
の
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　今
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
さ
ら
に
高
め
な
が
ら
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
大
規
模
集
中
型
電
源
と
の
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
に
向
け
た
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　私
た
ち
生
活
者
に
も
、
電
気
だ
け
で
は
な
く
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
都
市

ガ
ス
に
つ
い
て
の
知
識
も
深
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
高
い
関
心
を
持
つ

こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

森
田 

浩
仁

（
一
財
）日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所 

理
事（
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー・電
力
ユニッ
ト
担
任
）

Colum
n

「
ア
ジ
ア
プ
レ
ミ
ア
ム
」の
解
消
を
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1

非
在
来
型
天
然
ガ
ス

1

原
料
調
達
の
多
様
化

2

安
定
供
給

3

自
由
化

2

バ
イ
オ
ガ
ス
と

都
市
ガ
ス
の

融
合

Lectures on Energy Number 08

　原
子
力
の
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い
る
今
、
天
然
ガ
ス
、
そ
し
て
都
市
ガ

ス
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
期
待
に
応
え
る
に
は
、
安
定

的
で
経
済
的
な
原
料
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。

　安
定
供
給
に
つ
い
て
は
、
天
然
ガ
ス
生
産
か
ら
都
市
ガ
ス
製
造
・
供
給

に
至
る
ま
で
磐
石
の
体
制
を
築
き
上
げ
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
導
入
以
来
、
半
世
紀
近

く
堅
持
し
て
き
た
。
将
来
も
揺
ら
ぐ
こ
と
な
ど
考
え
に
く
い
。

　し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
米
国
、
欧
州
と
わ
が
国
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ

購
入
価
格
は
大
き
く
か
い乖

　
り離
し
て
い
る
。
わ
が
国
着
価
格
は
２

０
１
３
年
、
１
０
０
万Btu

あ
た
り
16
＄
を
超
え
て
い
る
の

に
対
し
、
米
国
着
は
４
〜
５
＄
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
の
値

差
は
ア
ジ
ア
プ
レ
ミ
ア
ム
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
値
差
拡
大

の
主
要
因
は
、
原
油
価
格
に
連
動
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
決
定
方
式
に
あ
る
。

か
つ
て
は
石
油
代
替
と
し
て
緩
や
か
に
原
油
に
連
動
す
る
妥
当
な
方
式
で

あ
っ
た
が
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
需
給
ひ
つ逼

　
ぱ
く迫

時
期
を
経
て
、
現
行
の
連
動
密
度
の
高
い

方
式
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
原
油
価
格
は
近
年
恒
常
的
に
バ
レ
ル
あ

た
り
１
０
０
ド
ル
を
超
え
て
い
る
。

　Ｌ
Ｎ
Ｇ
需
給
は
中
期
的
に
み
て
緩
和
に
向
か
う
だ
ろ
う
。

こ
の
機
を
捉
え
、
北
米
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
新
規
供
給
ソ
ー
ス

か
ら
の
調
達
や
国
際
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
可
能
性
を
探
る
。
ま

た
米
国
や
欧
州
の
ガ
ス
価
格
に
連
動
し
た
価
格
決
定
方
式
を

模
索
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
ア
ジ
ア
プ
レ

ミ
ア
ム
の
解
消
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

Morita Koji



文
・
三
浦
俊
幸

料
理
人
、
野
菜
農
家
。

中
医
学
や
東
洋
医
学
と

食
事
と
の
融
和
を
実
践
。

東
京
・
六
本
木
で
和
食

店
「
さ
だ
吉
鎹
（
か
す

が
い
）」
を
経
営
、
故
郷

の
長
野
県
で
は
野
菜
を

作
り
注
文
販
売
を
行
う
。

画
工
。
日
常
に
潜
む
非

日
常
の
可
笑
し
み
を
観

察
し
画
帖
に
描
き
と
め

る
。
著
書
に
『
旧
暦
ラ

イ
フ
温
故
知
新
』
な
ど
。

三
浦
氏
と
の
共
著
に
『
七

十
二
候
美
味
禮
讚
』。

画
・
川
口
澄
子

寒
さ
も
本
番
を
迎
え
る
頃
、

さ
ま
ざ
ま
な
根
菜
が
市
場
に
は
豊
富
に
出
回
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
み
な
、日
本
各
地
の
食
卓
で

お
な
じ
み
の
も
の
ば
か
り
。

そ
し
て
、体
を
あ
た
た
め
る
効
能
を
持
つ
も
の
も

多
い
の
だ
と
か
。

冬
か
ら
春
へ

寒
さ
か
ら

体
を
守
り
、

来
る
春
に
備
え
る

Kino
Megumi

From Winter
to

Spring

季
の

恵
み

G
reen O

nion

葱

L
otus R

oot

蓮
根

Japanese C
itron

柚
子

Japanese W
hite R

adish

大
根

日
本
ほ
ど
葱
を
消
費
す
る
国
は
な
い
。

生
産
量
に
お
い
て
世
界
の
上
位
で
あ
っ
て
、輸
入
も
し
て
い
る
。

品
種
と
地
方
性
、料
理
へ
の
使
わ
れ
方
。

葱
は
、日
本
の
食
文
化
に
欠
か
せ
な
い
食
材
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

味
の
み
で
は
な
い
。葱
の
成
分
は
、気
管
支
を
広
げ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

秋
冬
に
、大
陸
か
ら
吹
き
寄
せ
る
乾
い
た
風
は
、

皮
膚
呼
吸
の
不
全
を
起
こ
し
て
肺
に
負
担
を
か
け
る
。

こ
れ
を
和
ら
げ
る
の
が
、葱
の
働
き
。葉
ネ
ギ
、根
深
ネ
ギ
で

好
み
は
分
か
れ
そ
う
だ
が
、ど
ち
ら
に
も
体
に
必
要
な
要
素
が
含
ま
れ
る
。

分
け
隔
て
な
く
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

蓮
は
、根
茎
、葉
、果
実
、

花
弁
、雄
蕊（
ゆ
う
ず
い
）、花
托
、幼
芽
、す
べ
て
を
食
し
、

薬
効
を
得
る
。主
に
代
謝
に
関
わ
る
。

と
こ
ろ
で
、人
の
体
は
、食
べ
も
の
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
る
。

食
生
活
が
原
因
で
健
康
を
損
な
う
こ
と
も
あ
る
昨
今
。

こ
の
こ
と
を
ど
う
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

万
遍
な
く
健
康
に
留
意
す
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
。

そ
れ
以
上
に
、体
の
声
を
聴
き
、必
要
を
感
じ
て

手
を
伸
ば
す
こ
と
を
し
て
欲
し
い
。

蓮
の
花
は
、泥
水
の
中
で
こ
そ
大
き
な
花
が
咲
く
。

泥
沼
の
よ
う
な
現
代
に
あ
っ
て
も
、

体
の
代
謝
に
心
を
掛
け
、

常
に
感
じ
ら
れ
る
体
で
あ
り
た
い
。

桃
栗
三
年
柿
八
年
、と
く
れ
ば
、

終
い
に
来
る
の
は
概
ね
柚
子
。

実
が
な
る
ま
で
に
相
当
な
時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
。

カ
ラ
タ
チ
の
樹
に
接
ぎ
木
す
る
こ
と
で
、

半
分
以
下
の
数
年
で
果
実
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
そ
れ
ら
は
実
生（
種
か
ら
育
て
る
こ
と
）に
比
べ
て

風
味
に
乏
し
く
、見
た
目
に
も
、ど
こ
か
バ
ラ
ン
ス
を

欠
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

冬
至
に
柚
子
を
頂
く
の
は
、

柚
子
の
色
と
姿
を
太
陽
に
見
立
て
、

そ
の
力
を
体
内
に
取
り
入
れ
て
活
力
と
す
る
た
め
。

身
の
回
り
に
あ
る
食
べ
も
の
を
よ
く
見
て
頂
き
た
い
。

そ
こ
に
命
と
な
る
力
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
日
本
野
菜
大
全
』（
農
文
協
）に
よ
る
と
、

日
本
に
は
66
種
の
大
根
が
あ
る
ら
し
い
。

品
種
が
淘
汰
さ
れ
て
こ
の
数
。

現
在
は
、流
通
を
重
ん
じ
て
Ｆ
１（
一
代
雑
種
）化
さ
れ
た
品
種
が

市
場
を
占
め
て
お
り
、単
純
化
さ
れ
た
青
首
系
の
品
種
で
も
っ
て

ほ
と
ん
ど
の
料
理
が
賄
わ
れ
て
い
る
。

お
で
ん
に
は
聖
護
院
、雑
煮
に
は
大
阪
四
十
日
と
、

料
理
屋
な
ら
選
ん
で
使
い
分
け
も
す
る
が
、

家
庭
の
台
所
は
、そ
う
い
う
わ
け
に
も
行
か
ぬ
。

大
根
好
き
の
医
者
い
ら
ず
、

と
い
う
諺
通
り
、さ
ま
ざ
ま
な
効
能
が
あ
る
。

こ
こ
は
品
種
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

料
理
す
る
者
の「
心
」で
加
減
し
て
頂
き
た
い
。

※指定外全てデータ参照。
※配置の画像はアタリ用ダミ－です。添付の反射原稿にサシカエて下さい。
※色入力済み。

『毎日新聞』大阪本社発
行の夕刊（関西エリア）の
生活情報コーナーに、ＣＥ
Ｌ所員が交替でコラムを執
筆しています。タイトルは
「日々の色」。暮らしや生活
のなかでのさまざまな気づ
きをテーマに、4月5日より隔
週金曜日に掲載されてい
ます。これまで掲載された
コラムは、エネルギー・文化
研究所のFacebookペー
ジでご覧いただくことがで
きます。

『毎日新聞』（大阪
本社版・夕刊）に、
所員のコラムが連
載されています。

CELからのお知らせ

「スローシティ」という言葉の持つ清新な響きに魅せ
られて、本号の特集テーマを「スローなまち暮らし」
としました。
　瞬く間に世界を席巻した「ファストフード」に NO
を突きつけ、地元の食材や伝統的な食文化を守ろう
としているイタリア発の「スローフード」運動。その
延長線上に「大都市では望めない質の高い暮らし、
ゆったりした時間と人間らしい大きさを保持する小さな
町」（島村菜津、本号 6～10 頁）がスローシティです。
　しかし、私たちは一定の条件を満たす特定カテゴ
リーの小都市にフォーカスしようとしているのではありま
せん。都市に住み、学び・働き、遊ぶ人々が近未
来にどのような「まち暮らし」を望むのか、都市はそ
の期待にどう応えられるのかを考えてみたかったので
す。
　昨今、世界最速で進む少子高齢化や福島原発事
故後のエネルギー制約など、社会課題を踏まえた都
市のあり方が議論されています。周縁部へ拡大した
都市の版図を縮小し、中心市街地に居住空間を再
配置するコンパクトシティ、ICT によりエネルギーの需
要と供給をきめ細かくコントロールして省エネルギーを
実現するスマートシティなど、各地でさまざまな取り組
みが行われています。
「効率」を追求するこれらの試みとは異なるアプロー
チとして「スローな暮らし」を置くことで、高齢化、
人口減少、防災・減災など都市が抱える課題と、
QOL（生活の質）を高めたい都市居住者の潜在ニ
ーズとがつながり、WIN-WIN の解が見えてくるので
はないでしょうか。
　歴史や伝統を受け継ぎ、人間の鼓動や自然のリズ
ムと同期する「スローなまち暮らし」は、自立自足で
無理や無駄のないライフスタイルですが、決して懐古
趣味や、内向き・不活発なものではありません。効
率を物差しとせず、手間を惜しまない「スローな
人々」は、異質なものや人を受け入れ、思いやり、
手を携えてよりよい「まちづくり」に貢献してくれるは
ずです。ピンチはチャンス。今こそ、官・民が一体
となって地域の資源を生かし、「スロー」な要素を取
り入れた魅力的な都市を目指す好機かもしれません。

Message from CEL

Kimata Yoshihiko

CELからのメッセージ

スロー・スロー・クイック・クイック？

木全 吉彦
大阪ガス㈱
エネルギー・
文化研究所 所長
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